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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「何か、おかしな事が起きているで御ご座ざりますな」

　数分前の事だ。空を巨きよ大だいな鉈なたが割っていくのを、福ふく島しまは見ていた。

　……あれは……。

　安あ土づちだ。自分が一月程前まで乗っていた巨大な航こう空くう戦せん艦かん。六艦からなり、重力加か速そく航こう行こうを行ってあらゆる機き動どうを可能とする。

　その巨きよ艦かんがさっき、夜の空を北の方へと切り割っていったのだ。

「何故なぜで御座ります！」

　己おのれは問うた。自分が今いる位置は、恐らく柴しば田た班はんの布ふ陣じんの近くだ。違うかも知れない。そうかも知れない。その辺りがあやふやなのは、

「鹿しか殿どの！」

　今、急ぐために自分が乗っている鹿に、己は問うた。

「自分達の行き先、確かに柴田様の方なので御座りますな!?」
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　鹿は、乗せてる人間の言う事がよく解わかっていなかった。

　当たり前と言えば当たり前だが、鹿は人じん語ごが理解出来ぬ。草や木の芽めを食って生きてきた。

　とりあえず種しゆ族ぞくの知ち識しきとして、時たまに困っていたり偉えらそうな人間を乗せて適当なところに運ぶと、種族的地位が上がるらしいというのは知っている。

　鹿にだって神様はいるのだ。

　だから、コイツが山道をショートカット失敗してあからさまに道に迷っていたのを見つけた時、これは種族的地位を上げる時と、そう思ったのだ。

　それにコイツには、山の上の方の水場を拡張して貰もらったり、食しよく糧りようを貰った覚えがある。そう、コイツの住まいの中に留る守す中ちゆう入ってみたら、袋ふくろ入いりの食糧があったので有あり難がたく頂いただいた。何と言う食い物か解らなかったが、袋にある模も様ようは確か「馬ば肉にくカレー」という形をしていた気がする。意味は解らぬ。鹿だしな。

　ともあれ群で出会った時の、コイツの必死振りが凄すごかった。

「──！　──！　……！」

　ってこっち解らねえっつーの。うるさいっつーの。狼おおかみとか熊くまとか起きちゃうでしょっつーの。だが、何か必死なのはよく解った。だから群の長ちよう老ろうが俺おれに言ったのだ。

「おい、──コイツ何処どこかに捨てて来い。うるさい」

　どう考えても了りよう解かい案あん件けんなのだが、コイツの必死さには応こたえてやろうと思った。

　だから俺は快かい走そう中だ。そうとも、行き先など解っている。コイツも行きたいだろう。遠く南にある鹿しか達のヘブン。そこでは人間どもが鹿に傅かしずき食しよく糧りようを差し出して拝おがむのだと言う。

　確か土地の名は、ナラとか言ったか。意味は解わからぬ、鹿だからな。
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「鹿殿どの!?　鹿殿!?　何やら南の方角に駆かけて御ご座ざりませぬか!?　出来れば九十度程東にターンを御願いしたいので御座りますが！　駄だ目め!?　駄目で御座りますか!?」
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　福ふく島しまと連れん絡らく不通になっている事を、安あ土づち食堂内の竹たけ中なかは懸け念ねんしていた。

　……ヤバいですねー……。

　いくら何でも、福島はそろそろ戻ってきていい筈はずだ。

　大体、途と中ちゆうまでは可か児にの方に連絡が来ていたと聞く。

　その可児も、現状、柴しば田た班はんに人ひと質じちにとられているらしく、音おん神しん不通だ。

　目下、福島は行方ゆくえ不明というのが実状だ。ゆえに福島については、戦力としては計上していない。

　無くて当然の戦力として考えるならば、ダメージはない。しかし、

「皆、戻ってくるってビミョーに信じてますよね──……」

　この場合、戻ってこなければ、どうなるか。

　こちらが〝勝ち〟ならば、問題は無いだろう。勝った後で合ごう流りゆう出来れば良し。合流出来なくても、本ほん能のう寺じの変へんへの駆かけつけに間に合うなら良し。間に合わないなら……、まあちょっと考えない方が良いだろう。予定は未定。

　だが、こちらが〝負け〟の場合は、どうなるか。

　……来ない〝希望〟を待ち続けるのは、ずるずる行くだけなので勘かん弁べんして欲しいんですが。

　早期の撤てつ退たいと仕切り直しを思し案あんしたいのに、それが出来なくなるのは避けたい。

　しかし現状、その懸け念ねんが目に見えるような状況が生まれつつある。

　こちらの手て勢ぜいのほぼ全員が、敵に当たってしまったのだ。

　糟かす屋やと嘉よし明あき、安治アンジーは、北面の城じよう塞さい艦かん列れつ前にて、前まえ田だの霊れい体たい戦せん士し団だんと。

　南面の広場では、清きよ正まさが丹に羽わと当たってしまった。

　対する柴田は、動きを見せてすらいない。

「折せつ角かく、佐さ久く間まさんを倒して、滝たき川がわ班も討うって、道を開けたと思ったんですが……」

「竹中先せん輩ぱい！　ハイダメージですよハイダメージ！」

　何かテンション上がっているのか、垂すい直ちよくに飛び跳ねながら言う片かた桐ぎりに対し、いや、と自分は両の手の平を見せながら言った。

「明確に、すんごい損害が出てる訳わけでも無いし、ハイダメージじゃないですよコレ。そこらへん、区別はしっかりしましょう、片かた桐ぎり君」

「うわ！　何か面めん倒どくさい人になってますよ竹たけ中なか先せん輩ぱい！」

　まあそういうもんですし、と思いながら見る表示枠レルネンフイグーアの中。戦せん況きようは確かに大きな損害が無い。

　……ですけどこれはマズイですね──。

　己おのれは心しん底そこ、そう思う。
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　竹中としては、疲ひ弊へいや損失、というのが一番避けたいのだ。

　何しろ、〝損害〟ならば、それが出た時点で割り切って仕切り直しにいける。だが、乱らん戦せんに近い北面と、一いつ騎き打うちに近い南面の状況は、どちらにおいても怖こわい。

　北面では、自分達の地上部ぶ隊たいが乱戦状態になっている。今、現場は現場なりの仕切り直しを行っている最さい中ちゆうだろう。だが、このままではそこにいる全員が疲弊し、勝った上で本ほん能のう寺じに急行しても使えなくなっている可能性がある。

　一方の南面では、一騎打ち状態なので、被ひ害がいが出るとしても清きよ正まさ一人だが、彼女が失われたり、救きゆう護ご送りになるのは避けたい。何しろ福ふく島しまが戻ってこない可能性がある以上、十じつ本ぽん槍やりの実質的なトップは彼女なのだ。

　清正がいなければ、本能寺の変へんを追つい撃げきする際にも支し障しようをきたすだろう。

　……参まいった──。

　正直ここは、全体を退ひかせて仕切り直しをするべきか。

　手持ちのカードとなる人員リストを表示枠に並べ、その順番を指で入れ替えたりして、この先の展開を思し案あんして、呟つぶやく。

「──まだまだ痛くないですねー」

「それはどういう意味ですか!?」

　片桐の問いかけに、己は姿勢を正し、顎あごに手を当てるだけだ。だが、言うべきは解わかる。

「とりあえず、内側に入るべきです。そうしないと膠こう着ちやく状態でどんどん危険度が増していくだけなんで。だから──」

　どっちが楽かな。そう思いながら、己は言った。

「──糟かす屋や班はん。清正班。よく聞いて下さい」

　指し示じは簡単だ。とても簡単。誰だれにでも解る。

「目の前にいる相手を、突とつ破ぱしましょう。そこからが始まりです」
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「……無む茶ちやを簡単に言ってくれますのね！」

　糟かす屋やは、前線とも言えない位置で戦せん闘とうを行っていた。

　場所は一キロ四し方ほうの浅い斜面の上。柴しば田たの城じよう塞さい艦かん列れつの外側だ。その北面入口となる広場を確保した直後に、これが来た。

　前まえ田だ・利とし家いえの加賀百万獄カガ・ミリオネンガイストだ。

　地面から湧わき出る霊れい体たいの戦せん士し団だんは止めどなく、安全地ち帯たいを確保する事も出来ずにいる。

　横、自分と同じように立ち回り、敵を砕くだいている上こう坂さかが叫ぶ。

「──術じゆつ式しき対応は出来ないのかい!?」

　羽は柴しば勢ぜいはM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクだ。Tsirhcツアークの鎮ちん魂こんや退たい魔ま術式は、結けつ構こう問もん答どう無む用ようで霊体などを消し去ってしまう。だが、森の方へと退たい避ひする戦士団から、声が来た。

「駄だ目めです……！」

　彼らとて、術式は習っているし、それを行うための部ぶ隊たいとしても出場している。だが、

「前田様の方が上位で、抗こうし切れません！」

　届いた声を証しよう明めいするように、各地で光が散っていた。術式部隊の結けつ界かい鎮魂術式が、地下から溢あふれる霊体の骨こつ格かくに割られ、単なる流りゆう体たい光こうに化していくのだ。

　確かに前田の霊魂展開術式ネクロマンスは、術式として見た場合、相当な上位のものだ。前田自体の術じゆつ者しやとしてのレベルも高いし、更さらには、

・ＡｎＧ：『これマズイんじゃないかな？　数が減らないねー』

　量が半はん端ぱないですの、というのは確かに自分も思っていた事だ。

　前田の実力と、何よりも止めどない物量に、たかが小しよう隊たいクラスの術式結界では抗あらがえない。何しろ次から次へと霊体達は溢れて出てくるのだ。結界を張ったところで、すぐにその許きよ容よう量を超えてしまう。

　今もまた、各所で新しい光が散った。結界が砕くだかれて、こちらが押されているのだ。

　……質と量で、対たい抗こう出来ないとしたら……！

　思った瞬しゆん間かんだ。

　いきなり眼がん前ぜんに、巨きよ影えいが来た。

　霊体の大型骨格。十メートル超の身長に機き動どう殻かくを与え、人並の動きを与えたらどうなるか。

　攻こう撃げき速度は人間の約五倍超。振られた剣は簡単に音速を超え、

「……っ」

　相手の踏み込みと、超大だい上じよう段だんからの高速の浴びせ切りは、ほぼ同時だった。
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・ＡｎＧ：『タケ逝いったあ──！』

・きめえ：『死因は不ふ注ちゆう意いね。恐ろしい戦せん場じようだわ……』

・黒　竹：『あのっあのっ、おねーさんのストレスを増やさないで欲しいんですけど！』

・黒　狼：『まだ生きてますのよ──!?』
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　おや、と嘉よし明あきは、森へと下がりながら、一つの成果を見た。

　糟かす屋やが、二つの力を砕くだいたのだ。

　一つは大型骨こつ格かくの振り下ろした刃やいば。もう一つは、大型骨格の脚きやく部ぶそのものだった。

　刃に対しては身を跳ね上げるようなチョップ型の右打だ撃げき。大型骨格の足に対しては、大たい剣けんを砕くだいた右をそのまま前に振り抜き、拳こぶしを前にした体当たりとも言える一発を放った。

　振りあげた右足を落とすのと、突き出して固定した拳が大型骨格の機き動どう殻かく脚部を打撃するのは、ほぼ同時の事。

　……へえ。

　嘉明は思った。糟屋の攻こう撃げきは、銀釘アルジヨント・クルウを用いた速いコンビネーションが基本と思っていたが、随ずい分ぶんと変わったものね、と。

　合がつ宿しゆくで、竜りゆうを倒しまくってるとは聞いたが、ここまで出来るとは。

　頭ず上じようから振る刃に対し、視線を上げもしなかったし、打撃が速い。残ざん身しんに時間をとられる事なく、次に向かった。

　行く。

「る、あ」

　吠ほえた声が右の拳を振り抜いた。

　震しん脚きやくが大だい音おんとなり、ぶち込まれた力が機動殻の装そう甲こうを突き抜けた。

　重量の乗った一発は、空中に散った刃の欠片かけらの下で、鉄の足あし甲こうを砕く。

　装甲はフレームから接せつ合ごうを離れ、フレームは折れるより先に、力によって圧あつ壊かいした。駆く動どう系けいなどは全て打撃の向かう方へと部品を散らし、油と流りゆう体たい燃ねん料りようを弾はじき散らすだけだ。そして、

「まず一体ですの……！」

　右膝ひざから下を失って崩くずれ落ちる大型骨格を背に、糟屋が叫んだ。

　まず一体。言ったものだわ、と己おのれは思う。だってその言葉には、続く二体、そして三体と、撃げき破はの予告が感じられるからだ。

　今、この危険の野原で、それがどれだけ意味を持つ言葉か。

　……更さらには──。

「一般戦せん士し団だんは、総員、森へと武ぶ器きを構えて突とつ撃げきしろ！　攻こう撃げき的退たい避ひで道を作れ！」

　糟屋麾き下かの異い族ぞく部ぶ隊たいが、各所で指し示じを飛ばした。

　自分達も森へと退たい避ひしているが、一般戦士団にとって〝森に突撃〟は多分正解。

・きめえ：『地の相そうが影えい響きようしているせいか、霊れい体たいの戦士団は森の中に踏み込みにくいようね』

・ＡｎＧ：『何体か来てるけど、境きよう界かい近くで生はえてきたっぽい？』

・６　　：『作さく物もつか』

　大体そんな気もする。

　だが、森の中へと入り込んだ後は、こちらの仕事だ。

　まずは魔術陣マギノフイグーアを一定間かん隔かくで表ひよう示じ。しかし何かの術じゆつ式しき用ではない。ただそれは、ターン指し示じの矢や印じるしを描いただけのもの。

　森の中へと戻ってきた戦せん士し団だんを、自分達の後ろへと整列させるためのものだ。

　……移動の訓くん練れんはちゃんとやっているみたいね。

　右優先で動くくらいの落ち着きは、まだ皆持っているらしい。ならば後は、

「アンジー、埒らちを明けるわよ」
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　糟かす屋やは、二体目の大型骨こつ格かくを撃げき破はした。

　とは言っても、基本は足を砕くだくだけだ。倒してしまえば、後は仲間達が潰つぶしてくれる。

　役割分ぶん担たんは安あ芸きの夏合がつ宿しゆくで充分に理解している。

　自分は自分の出来る事を。

　そしてまた、可能ならば、自分は他人の出来ない事を。

　これを理解していれば、現場は自動的に回る。

　今もそうだ。己おのれは大型骨格を打ち倒すのが仕事。途と中ちゆうにいる人ひと型がたや、大おお猿ざる型にも、通過の途中で対応はするが、そちらは仲間達の対応すべき相手だ。寧むしろ味み方かたの誰だれも彼もが、

「リーダーに道をつけろ！」

　言葉と共に、自分が向かう先から、敵を排はい除じよしてくれる。

　その上で、全体としては、

「一度、森へ突とつ撃げきして退たい避ひだ……！」

　各所で、退たい避ひする何人かを仲間達が集め、グループを組ませた上で森へと突撃を掛けている。

　その動きは、柴しば田たの城じよう塞さい艦かん列れつに背を向け、遠ざかるものだ。

　これはつまり、撤てつ退たい行動に他ならない。

　しかし、撤退という言葉を言い換えただけではない。実際に、この広場では至る所から霊れい体たいの戦せん士し団だんが湧わき、退さがる際にも攻こう撃げきを行う必要があるのだ。

　ゆえに、安全な森へと、退避ではなく、攻撃しながら移動させる。霊体の戦士団はあまり達たつ者しやな攻撃をして来ないので、絡まれなければいい。つまりここでは突撃一いつ択たくだ。

　一人では心こころ許もとないので、最低でも四人以上。上こう坂さかや稲いな田だ達が、霊体の戦士団に絡まれたり、押されている者達を救い出してまとめ、

「ほら！　武ぶ器きを構えたら一気に行け！　あっちだ！」

　と、他の皆の指し示じとバッティングしない方を選び、突撃隊たいを送り出す。

　既すでに役割分ぶん担たんは生じ始めていて、意い外がいにも防ぼう戦せん系けいの者達が敵を排はい除じよに回り、その陰に入り込んだ攻こう撃げき系の皆が一般戦せん士し団だんを救い、突とつ撃げきの指し示じを出す。

　……突撃の〝呼吸〟と、防ぼう御ぎよによるゾーンの嚙かみ合わせですのね。

　仲間を急いで救い、突撃可能な位置を即そく座ざに割り出せるのは攻撃系のセンス。

　逆に彼らが指示を出せるまでの時間を稼かせぎ、安全な地ち域いきを作り出すのは、防ぼう戦せん系のセンスと、そういう訳わけだ。

　だとすれば今、自分達は出来る限りの事を最適に行っている。そして、

「どうですの!?」

「そろそろ最後さ！」

　自分が三体目を倒すのに応じるように、上こう坂さかの声が聞こえた。

「あと五、六組で、広場が空あくぞ！」

　彼女と稲いな田だが、全体の流れを指し揮きし、作っている。

　正直、自分は〝任せている〟だけだ。だが、自分がやる事に即そく応おうして、全体のやるべき事を彼女達が仕切ってくれている。

　有あり難がたい事だ。

　……ぶっちゃけ、彼女達が班はん長ちようの方が適任なんですのよねー。

　だが、それでは異い族ぞく部ぶ隊たいの突とつ出しゆつする速度が遅れるのも確かだ。

　突出能力に優れるのは自分だが、指示を受けて突撃するのと、自分の突出に皆が付いてくるのでは、後者の方が圧あつ倒とう的に速い。

　自分は自分に出来て、誰だれにも出来ない最大限を発はつ揮きする。そういう意味でのリーダーだと自覚すれば、麾き下かは参さん謀ぼうという事だろうか。

　自分の体てい裁さいを自分で取り繕つくろっている気もするが、この辺りは夏の合がつ宿しゆくで慣れた。

　流りゆう体たいで作られた〝夢ゆめ見み〟の地ち竜りゆうを相手にする際、細かい指示や作さく戦せんなど通用しない。

　行ける者が行って、成果を出し、そこから後続が展開するのだ。

　今、また行く。そして背後からは仲間達の声が、

「最後送った！」

　応じるように、己おのれは次の大型骨こつ格かくに加か速そくした。瞬しゆん発ぱつし、数十メートルの距きよ離りを三歩で詰める。

　行く。
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　南へと走り、霊れい体たいの群に飛び込みながら、糟かす屋やは敵の反応を察さつ知ちした。

　……やはり、霊体達にも判はん断だん力はありますのね……!?

　自分が大型骨格を連続で倒したからだろうか。霊体達の第二形けい態たいとも言える大おお猿ざる型が、こちらを追うように突っ走ってくるのが解わかる。

　聞こえる足音からするに、数は二十を下らない。後ろからも、前からも、左右からも殺さつ到とうだ。逆に人ひと型がたの者達は、破は壊かいされた城じよう塞さい艦かん列れつの門の向こうから、壁を作るように機き動どう殻かく姿すがたで突っ込んでくる。

　とりあえず、自分を潰つぶせばいいと、そんな判はん断だんがあるのだろうか。

「ですけど、霊れい体たいに恐れられるのは、本意ではありませんの」

　そういうキャラではない。それはどちらかというと巫女みこの平ひら野ののスタイル。

　人狼ルウガルウは精せい霊れい系けいがベースにあるので、霊体とは近しい存在だ。だがそれでも敵になるというのは、やはり加賀百万獄カガ・ミリオネンガイストが独逸傭兵団ランツクネヒトゆえだろうか。

　そして彼らの指し揮き官かんは、

「前まえ田だ先せん輩ぱいですの……！」

　声を上げ、見み据すえる先は遠い。城塞艦列の門の向こう。柴しば田た班はんの布ふ陣じんの中にある大通りに、相手は立っていた。

　両の腰に提さげた棒ぼう金がね刀とうから親指スナップで銀ぎん貨かを撒まきまくる姿は、踊っているようだ。左右に、前後に、髪かみを揺らしながらステップ踏んで金を散らすのは、

・ＡｎＧ：『あれ、何か楽しんでるよね』

・きめえ：『〝安あ土づち〟、測そつ距きよするから撃うてないかしら』

・安　土：『あ、すみません。ちょっと角度が悪いようで曲きよく射しやが浅いです。──Shaja』

　……評ひよう価か大体同じですのねー。

　思うが、こちらは戦せん闘とう中だ。南から来た四体目の大型骨こつ格かくに目掛け、

「る」

　一歩の瞬しゆん発ぱつ加か速そくで到とう達たつした。
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　利とし家いえとしては、油ゆ断だんをするつもりはなかった。

　……糟かす屋や君だっけか。

　彼女は、一つの大成果を以前に上げている。それは、

「滝たき川がわ先輩を倒したんだってね」

　だから滝川隊たいが先行して森の中で彼女に奇き襲しゆうを行った。その技ぎ量りようと思いのようなものを、弾はじき返して彼女はここにいる。

　思いで言えば、己おのれなどは滝川にとって外と様ざまだろう。同じ時間を共有した仲ではなく、先輩と後こう輩はいという、そんな上下関係の型で作られた空気を、ややもすれば殺さつ伐ばつとした戦せん国ごく時代と三十年戦せん争そうの中で楽しんでいたのだ。

　だけど時代は変わる。

　戦国時代も、三十年戦争も、途と中ちゆう経過の連れん中ちゆうが下から賑にぎやかにやってくるのだ。

　だったら、もう仕方が無い。浸ひたるか、一いつ緒しよに騒さわぐか、だ。

「そうだねえ」

　前まえ田だ・利とし家いえ。

　その襲しゆう名めい先は、同世代の武ぶ将しようや大だい名みように比べ、一つ、有利な点を持つ。

「──戦せん国ごく時代の終しゆう焉えんを見て、次の時代の入口までたどり着いちゃうんだよね」

　羽は柴しばの天てん下か統とう一いつを確かく認にんし、そして関せきヶ原はらの決けつ戦せんまで、存ぞん命めいするのだ。だから、

　……ああ、参まいった。

　今、ここに来て思った。

　自分は今、柴しば田たという強大な先せん輩ぱいと共に、その別れに付き合っている。

　だが、同じように、今、自分は、羽柴麾き下かの後こう輩はい達にとっては、〝先輩〟なのだ。それも、ここや、戦国時代で終わらない〝先輩〟だ。

　今、視線の先にいる糟かす屋やは、滝たき川がわを倒した成果を持つ。

　滝川は自分にとっては大だい事じな先輩格かくだったが、

「どうだろう」

　己おのれは手を振り、指し示じを出した。霊れい体たいの戦せん士し団だん達に、どう動くべきかを手振りで伝えた。

「その狼おおかみを潰つぶしてくれ」

　さて。

「──どうだろう」

　今、自分はバランスの中心にいる。己をどう捉とらえるかの、中央にいる。そんな事を思いながら、喉のどの奥からこう告げた。

「君達は、今、こんな相あい対たいしか出来ない僕を先輩として認めてくれるかい？」

　直後に自分は、無数の殺さつ到とうを見た。

　相手は糟屋で、突とつ撃げきを掛けるのは大おお猿ざる型がたを中心とした霊体戦士団だ。

　今、四体目の大型骨こつ格かくに瞬しゆん発ぱつした糟屋が、身を一いつ瞬しゆん低くする。

　……打だ撃げきの初動か。

　次の瞬しゆん間かんに、彼女は大型骨格を破は壊かいするだろう。だがその時、狼は僅わずかに動作を止める。踏み込みの確立のためだ。

　そこを狙ねらって、霊体の大猿達は突っ込んだ。

「さあどうだ」

　前に、機き動どう殻かくの一千人を吹き飛ばしたように、打だ撃げきを使うかどうか。だが、頭ず上じようからは大型骨格が剣を振り下ろしているし、大猿型のプレッシャーは人と機動殻の比にならない。

　それらに対して、彼女はどうするのか。

　……見ようか。

　思ったと同時に、次の動きが生じた。

　狼が踏み込んだ。そんな動作が見えた直後。

「……は？」

　己おのれの目は、一つの結果を捉とらえていた。

　黒の狼おおかみが、再度の瞬しゆん発ぱつを行ったのだ。

　それは、大型骨こつ格かくを穿うがつのではなく、ただその足の間を前に抜け、

「……空すかした!?」
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　……ちょっと待って。

　これはおかしい、と利とし家いえは思った。何故なぜなら、

「打だ撃げきだろう、そこは……！」

　しかし、黒の狼は違った。瞬発加か速そくで大型骨格の足の間を抜け、空中で身を低くした。それは半なかばスライディングのような姿勢から、

「ステ──イ!!」

　狼が吠ほえた瞬しゆん間かんだった。

　二つの事が、門の向こうで生じた。

　一つは、広場で戦せん闘とうをしていた異い族ぞく部ぶ隊たいが、いきなりその場に伏せた事。

　もう一つは、

「そちらが本ほん命めいか……！」

　砲ほう撃げき音が宙ちゆうを裂さいたのだ。

　森の奥。そこから広場へと、対たい艦かん砲ほうに準じる一いち撃げきをぶち込んできた者がいる。それは、

「どちらの魔女テクノヘクセンだ!!」

　叫んだと同時。広場に光が炸さく裂れつした。

　魔女の拡散追つい尾び弾だんが、超低空で炸裂した閃せん光こうだった。
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　嘉よし明あきは、一つの狙ねらいをつけていた。

　森の中で展開した白姫ヴアイス・フユルステインは対艦砲状態となっている。そして射しや撃げきするのは、

「対たい機き鳳ほう、航こう空くう武ぶ神しん用の拡散追尾弾。だけど──」

　狙いが少々厄やつ介かいだ。

「地上高一メートル以上の動どう態たい反応へと追尾とか、初めてやるわよ。そんなオプション」

　だが砲ほう弾だんは飛んだ。

　……どうかしら!?

　現場は下りの斜面だ。水平撃うちでは砲弾が高い位置で炸裂してしまうし、斜面に対して拡散が均きん等とうに広がらない。だから砲ほう弾だん自体に誘ゆう導どうを掛けるが、何なに分ぶん、高速の弾だん体たいだ。ちょっとのミスで広場から外れて行ってしまう可能性もある。

　だとすれば、どうするか。

「良い高さのものがあるわね」

　大型骨こつ格かく。

　糟かす屋やを狙ねらっていたものが、今、剣を振り下ろそうとしていた。

　初動狙いだ。機き動どう殻かくで幾いくら動きが高速となっていても、振りかぶりの時には停止する。そのタイミングで弾だん体たいを放てば、丁ちよう度ど振り下ろしで胸を張った中央に激げき突とつする。

　糟屋は上手うまく誘ゆう導どうした。

　大型骨格の前に敵が殺さつ到とうしているため、外への撃うち漏もらしもないだろう。

　初しよ撃げきは戦せん火かとなる。

　そして機動殻を纏まとった大型骨格の胸部中央へ、弾体がぶち当たった。

　瞬しゆん時じ。顔横の魔術陣マギノフイグーアで砲ほう弾だんの拡散追つい尾び指し示じが高速に流れていき、

「穿うがて死者の霊れい。──よき眠りあらん事を。Nema」

　数百の硬こう貨かが、空中から下方へと散さん弾だんした。
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　利とし家いえは、それを見ていた。

　砲弾の直ちよく撃げきを食らった大型骨格の上じよう半身が文字通りに四し散さんしたのと、その向こうにいる霊れい体たいの戦せん士し団だんが、人ひと型がたも大おお猿ざる型も何もかも、一いつ斉せいに砕くだかれたのを、だ。

　高速の散弾が大たい気きを無数に割った事で、広場の北半分には霧きりと大風が生じた。

　いきなりの風を巻いた白の無色が、月光と風に煽あおられた森を夜よ闇やみの影に引き立てる。

　そして霧の大風を背後に、空へと光が昇った。莫ばく大だい量りようとなる流りゆう体たい光こうの無数は、砕かれて散った霊体達の成じよう仏ぶつだろう。

　魔女テクノヘクセンは鎮ちん魂こんを歌う。Tsirhcツアークの歴史で魔女を狩かった理由の一つは、魔女が属する土ど着ちやく術じゆつ式しきを認めていたら、葬そう祭さいと、相続による収入が教会に入らなくなるからだ。

　だが、魔女の歌は教きよう譜ふを気にせず浸しん透とうする。だからだろうか。

「行くか」

　広場や、砕かれた大型骨格よりもこちら側、今の一いち撃げき自体を境きよう界かい線せんとして、手前側にいた霊体の戦士団が、前に出た。

『……！』

　それぞれが、声ならぬ唸うなりを上げ、砕かれた大型骨格の前。そこに立つ糟屋へと殺到する。

　しかし、自分はある事実に気付いて声を上げた。

　硬こう貨かを散らし、全体へと放った指し示じはたった一ひと言こと。

「待て……！」

　止めねばならない。その理由はあるのだ。

「魔女テクノヘクセンはもう一人いるんだよ……！」

　二発目が来ると、そう思ったと同時。

「撃うちますのよ……！」

　狼おおかみの吠はい声せいと共に、それが来た。

　広場の斜面を舞う霧きりの波に風かざ穴あなを開け、砲ほう弾だんが来た。

　もはや追つい尾びなど掛かっていなかった。

　ただ糟かす屋やの直上を抜け、殺さつ到とうする霊れい体たい戦せん士し団だんに対し、誘ゆう導どうも追尾も無しの拡かく散さん弾だんが飛んだ。

　破は裂れつの威い力りよくが、広場の中ちゆう盤ばんから入口までを一いつ斉せいに打だ撃げきしたのだ。
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　……あーぶな──い──！

　安治アンジーは、砲ほう撃げきの着ちやく弾だんを、視覚ではなく魔術陣マギノフイグーアで確かめた。

　眼前にはまだ霧が巻き、広場の中央までも見通せないのだ。なのに、

「自分で射しや撃げきしといて何だけど、即そく座ざにタケ方面に無追尾拡散弾撃うつとか、見えない状態から数すう値ち頼りに撃つとか、超ヤバングだよキメちゃん……！」

「大だい丈じよう夫ぶ。低ければ大型骨こつ格かくの残ざん骸がいにぶち当たって失敗。高ければ遙かな向こうに飛んでいって失敗。どっちにしろストレスを食らうのは竹たけ中なかだから、私達は笑ってればいいの」

・黒　竹：『お、御願いですから上手うまくやったムードに可か逆ぎやくのストレス入れるのはやめて下さーい！　いいですね!?』

　誘さそってんのかな、とか一いつ瞬しゆん思ってしまうのは、いつもの事だ。

　だが、魔術陣の方では、糟屋の正面十メートルの位置に至った弾だん体たいが、正面方向、扇おうぎ状じように百二十度炸さく裂れつしたのが解わかっている。

　あとは結果がどうなったかだが、

・黒　狼：『ＧＯ……！』

　ステイ解除の声が来た。霧を突き抜けて、風を貫つらぬいて響ひびくのは、

「る……あ、お……！」

　狼の遠とお吠ぼえにも似た戦鳴ウオークライ。そして応じるのは霧の中から立ち上がる無数の異い族ぞく部ぶ隊たいの影と。

「構え……！」

　背後の森の中で、整列を取り直した者達がいる。

　竹中の指示でやってきた後続の一般戦士団。約七千人が、森の中で防ぼう御ぎよ方ほう陣じんを粗あらく組み直しているのだ。そして彼らは、両りよう端はしと中央の指し揮き役が鳴らす術じゆつ式しき陣じんの喇らつ叭ぱ音に合わせ、

「突とつ撃げきしろ……！」
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　上こう坂さかは、霧きりの中で視覚を失った大おお猿ざる型がたの霊れい体たい戦せん士し団だんを破は砕さいしていた。

　霊体は流りゆう体たいを検けん知ちして動くようだが、この霧は、術式砲ほう弾だんと砕くだかれた霊体戦士団の破は片へんが散っているのだ。

　地上間ま際ぎわを吹きすさぶチャフの中では、流体検知は無意味となる。

　……後はこっちのやりたい放ほう題だいさ！

　自分達は大猿型を狩かっていく。人ひと型がたは無視する。何故なぜなら、

「道を空あけな！」

　後ろから、辿たど々たどしい速度だが、やってくるのだ。未いまだ湧わいて上がる霊体の戦士団を砕くだき、自身が道を作って走り来るのは一千人単たん位いの防ぼう御ぎよ方ほう陣じんが七つ。

「一般戦士団、ここで北門を確保するよ!!」







[image: 第三十一章『奥底の議論者達』]
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「……賤しずヶ岳たけの戦いで、羽は柴しば勢ぜいが柴しば田たの布ふ陣じんに突とつ入にゆうした？」

　クロスユナイト経けい由ゆでの大おお久く保ぼからの報告に、正まさ純ずみは確かく認にんの表示枠サインフレームを展開した。

　同時に、大久保本人からも注ちゆう釈しやくが表示枠でやってくる。

・長安定：『現状、こっち来るかと思われた前まえ田だ・利とし家いえが霊れい体たい戦せん士し団だん出して迎げい撃げきに入っとるで。こっち少しは楽になるかと思うけど、あちらさんもいろいろ訳わけありやな』

　確かにな、と頷うなずいた上で、自分もツキノワに表示枠をまとめさせる。

　……この忙いそがしい時間帯たいに、向こうも慌あわただしいなあ……。

　今、自分達は本ほん能のう寺じに突入するための準備中だった。

　いるのは浅あさ間ま神じん社じやだ。加か護ごや術じゆつ式しき関係の準備もだが、一部の結けつ界かい突入装そう備び類はやはり神社系けいの管かん轄かつにある。持ち出しが限られるものなど、今までは浅間や巫女みこ資し格かくのある学生に頼っていたが、直接認にん可かの限定持ち出しならばそのまま行けるという事だった。

　集合には、馬ば鹿か達がやや遅れてやってきたが、大久保が既すでに手続きの大半を終えてくれていたために、逆に余よ裕ゆうが出来たのが現状だ。

　ゆえに、作さく戦せん会議の場という事も含め、自分達はここを出発と準備の場としていた。

　……というか、外の港は迎撃を避けるために使えないからなー……。

　今回は本能寺側からの対空迎撃も有り得る。難を避けるためには、甲かん板ぱんにある港を使用するよりも、既に基本船せん殻かく部ぶの大半が抜けて出来た穴を利用した方が安全と判はん断だんされた。

　実際、パージした横よこ町ちようや建けん造ぞう材ざいなどを運び出すため、退たい避ひ用の輸ゆ送そう艦かんは武蔵むさしの上に生まれた竪たて穴あなを降りて、各階内側に設けられた接せつ舷げん設備を頼っているのだ。

　これは浅間神社も同じで、浅間神社からの物資補ほ給きゆうのための接舷設備もだが、いずれ浅間神社全体をパージするための大型接舷フックなども、今は接置されていた。

　ゆえに自分達は、半地下の浅間神社にいるのだが、今回ばかりは横の通路から向こうが吹き抜け。そこにある輸送艦を利用して、適時出場という流れになっている。

　そして現状、クロスユナイトの報告を読んでいて解わかるのは、

「……怪かい獣じゆう大決けつ戦せんが始まってないか、向こう」

「自分も正直そう思うので御ご座ざるが、P.A.Odaって、意い外がいと大おお味あじな気もするで御座るよ？」

　ですかねえ、と言ったのは、表示枠で〝奔ほん獣じゆう〟の調ちよう整せい確認を行っているバルフェットだ。彼女は、武蔵の艦かん首しゆ側の空に見える光の柱はしらを仰あおぎ、

「あれ、どのくらい、無む駄だがあるんですかねー……」

「重力制せい御ぎよの〝通り道〟みたいなもんだと見てるけどさ。確かにまあ、全部が全部、要いりようじゃあないだろうさね。あの規き模ぼを作るなら、相そう応おうの無駄も必要って事でさ」

　と、直なお政まさが肩をすくめた。

　彼女は武蔵むさしへの残ざん留りゆう組だ。

　地じ摺ずり朱雀すざくの補ほ修しゆうが、この多た忙ぼうな状況だと流石さすがに間に合わない。艦かん橋きようで向むか井いのモニタから内部の機き構こうなどを予測、精せい査さする係に回っている。

　他、それぞれが自分達の担当区分を理解しているだろうが、

「あ。──皆にはあまり関係ありませんが、微び妙みような世せ間けん的お知らせです」

　浅あさ間まが、表示枠サインフレームを見ながら、軽く右手を挙あげた。

「京きようがアレした直後から発表はされていたんですけど、極きよく東とうの神しん道とう代表としての地位が、内だい裏りにいた帝みかどではなく、伊い勢せ神じん宮ぐうに預かりとなります」

「……というか、内裏の主しゆ社しやが伊勢でしたわよね？　何か、差は？」

「ええ、元々、内裏側も慣かん習しゆう以外で伊勢に指し示じして何かさせる、という事はありませんでしたので、基本、変化はありません。なので伊勢側でも、内裏の方で生き残った自じ動どう人形達からの指示がない限りは、今まで通りの運営を行うとの事で」

　大きな差は無い、という事か。政治側として見るならば、

「内裏の生き残り達に判はん断だんを任せたのは正解だな。これが、次の帝とか、自分達が認めた誰だれか、となると、その選出に各かつ国こくが口を出してくる。

　内裏の生き残りならば、今までと同じ、と言えるから、不ふ可か侵しんだ。

　伊勢が天あま津つ神かみ中心、対するIZUMOが国くに津つ神かみ中心なのも、相変わらずなのだろう？」

　はい、と浅間が頷うなずいた。

「伊勢が、権けん限げんを預かる、とした事で、暗に〝京の責任はとらないよ〟とした訳わけですが、当の内裏の生き残り達は、各国から責任追つい及きゆうなどされても、莫ばく大だいな機き密みつや、権限持ちとなっていますから、各国迂う闊かつに手が出せません。欧おう州しゆう列れつ強きようは、伊勢の立場を尊そん重ちようせざるを得ないんじゃないか、と思います。

　一方で、IZUMOはさっきまで〝伊勢が立場悪くなったら、神道系の術じゆつ式しきやインフラなど、伊勢周りのものが無くなって値ね段だんが急きゆう騰とうするよ！〟と、大だい企き業ぎよう向けにセールやってました」

　鬼おにだ……、と呟つぶやく皆には同意しておく。

　……ただ、極東全体の流れは、短い間で形を取り戻して来たのか。

　伊勢の側でも準備や予感はあったのか。神道や朝ちよう廷ていの権限に他が関かん与よする事を許さない姿勢なのは、こちらとしても有あり難がたい。

「──じゃあ、賤しずヶ岳たけの動きも気になるが、こっちはこっちで確かく認にんだな」

　横。視線を向けると二ふた代よがいる。蜻蛉とんぼスペアを軽く抱いた彼女に、己おのれは会え釈しやくを送り、

「二代、どうするのか、説明を頼む」
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　二代はまず、本ほん能のう寺じの概がい要よう図ずを開いた。第一特とく務む隊たいが作り上げたそれは、本能寺が意い外がいにも単純な構こう造ぞうだと言う事を教えてくれる。

「本ほん能のう寺じは、まあ見れば解わかる通りの構造で御ご座ざるな。円形の多重ドームに御座る」

　うん、見ただけでよく解る構造。そして自分達がする事は、

「解り易やすく言うと、ガっと正面から入ってパパっと壁を抜けて、奥で信のぶ長ながと何かやったあとは、同じようにガっと帰って退たい避ひ。簡単で御座るよ」

「もっと難しく言え……！」

　難題を吹っ掛けられたで御座る。

　……ともあれ努力に御座るな。

「──難き言いごとするなれば、さればガっと表おもてより前に討うち入りて、疾とく門を通りせし果てる内にて信長と会い、ことごとくのかかる事こと柄がらを話せしば、後また同じことせして罷まかり出でむ。──軽きことに御座るよ」

「……何でニダヤンそんなのスラスラ出るのにいつも頭おかしいの？」

「第三特とく務む、それは少々言い過ぎでは」

　と言葉を挟んだ誾ぎんが、ややあってから、はっとした顔をする。気付けば皆が、誾に薄い笑えみを向けていて、

「解わかるわあ……。自分が批ひ判はんするのはいいけど、他人がすると庇かばうのよね……」

「い、いえ、それは……！」

「大だい丈じよう夫ぶですわ誾。もっと面めん倒ど臭くさい人達がいますものね、ええ」

「だ、だからそれも……！」

「ははは誾さん、大切なものは隠かくせませんね」

「宗むね茂しげ様！　宗茂様！　あれはそういうものとは違うのです……！」

「どう違うので御座る？」

「夫ふう婦ふの会話に首を突っ込むものではありません！　本ほん多だ・二ふた代よ！」

　[image: ]しかられたで御座る。

　……しかし、あれだけクールな誾殿どのを怒らすとは、拙せつ者しやの対人スキルも相当に高まっているという事で御座るな……！

　自信を持っていいので御座ろう。とは言え、

「正まさ純ずみ、解り易く言っても難しく言っても通じないとなると、今回の作戦、……遂すい行こうは至し難なんやもしれぬで御座るぞ？」

　振り向き見た同どう郷きよう人じんが、額ひたいに手を当てていた。
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　あー、と正純が言うのを浅あさ間まは聞いた。その直後にネシンバラが手を上げ、ホライゾンが、

「点てん蔵ぞう様──！」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．で御ご座ざる！」

　ホ、と胸に手を当てるミトツダイラと、まあ、と頰ほおに手を当てるメアリの向こう、ネシンバラが自分を両手で指差し、

「今の僕！　僕の挙きよ手しゆが速かったよね!?」

「アピール性が弱いんですよ、ネシンバラ君」

　御お広ひろ敷しきの言う事も尤もつともだ。だが、いつもとは違う流れに対し、点てん蔵ぞうが腕を組んで二ふた代よの表示枠サインフレームを見た。そこに映っているのは、多重の円えん構こう造ぞう。これが何かと言えば、

「──副ふく長ちよう殿どのがいろいろ言葉を尽くしたもので御座るが、実際、本ほん能のう寺じの構造は結けつ構こう単純なものに御座る」

　概がい要よう図ずに見る限り、それは本体部分が直ちよつ径けい一キロ強の円形構造。縁ふちに階段や渡り廊下などが有り、周囲の地下には空へと力りき場ばのラインを出力する鉤かぎ爪づめ状の構造体が八本ある。

　……あの鉤爪が、地下を通る地ち脈みやくにまで届いてるんですね。

　同じものを見ているのだろう、成なる実みがふと、空を見上げた。

「派は手でね。──聖せい譜ふ記き述じゆつでも、信のぶ長ながは派手好きだったかしら」

「Ｊｕｄ．、そのように聞いて御座るな。正直、流りゆう体たいの乱れが怖こわいところで御座るが……」

「あ、それは意い外がいに、落ち着いてます」

　そうなの？　という皆の疑問に、自分は頷うなずくしかない。

「派手なのは確かです。　先さき程ほどから武蔵むさしの流体検けん知ちどころか、内部にある浅間神社ここの検知にも、空に突き立つ流体の柱はしらがしっかり見えてるくらいですから。──武蔵の加か護ごとか、突き抜けてくる出力だと言う事です」

　ただ、これだけ派手な事をやっておきながら、こちらが驚かされるのは、

　……地脈の乱れが意外に少ないですね。

　IZUMOから精せい査さのリクエストが来ているので、父が武蔵側と組んで検知を行っている。だが、膨ぼう大だいな量の流体が天に向けて放出されているというのに、地脈の揺らぎが少ない。下手へたな地じ震しんの方が、乱れとしては大きいくらいだ。

　これは恐らく、という前置き付きで言うならば、

「地下施設などがしっかり計算して、あの流体放出にちゃんと経けい路ろをつけているという事だと思います。つまり、ちゃんと先にあの柱の〝型〟を用意して、そこにただ地脈から抽ちゆう出しゆつした流体を流してるだけなのだ、と」

　だから、

「地上側では、鼓こ動どうのような震しん動どうとか、発光現げん象しようなど生じていると思いますが、今のところは安定の筈はずです。三み河かわでは、元もと信のぶ公こうが何をしていたのか解わかりませんが、こういう〝型〟で道をつけていなかったから流体が飽ほう和わ、落ちてきたのを受け止め切れず単なる暴ぼう走そうになったんです」

「この柱が落ちてきて、同じ事になりませんか？　浅間様」

　いえ、と言ったのはメアリだ。彼女は空を見上げ、

「落ちるより速く上がっています。たまに地上の精せい霊れい達が巻き込まれて、慌あわてているのが見えますから」

　自分にはそこまで見えないが、時とき折おり生じる小さなフレアがそれだろうか。

　メアリの会え釈しやくを受け、自分が説明を続ける。

「……一応、浅あさ間ま神じん社じやの検けん分ぶんとしては、中央部分の流れは逆で、天から下に向かってます。この逆ぎやく流りゆうが、全体を支える芯しんとしての循じゆん環かんか、流れから生じる自然なものかは解わかりませんが、無くても良い筈はずなので、ちょっと注ちゆう視しして置いた方が良さそうですね」

　説明終了として点てん蔵ぞうに視線を向ける。と、彼が二ふた代よの出した概がい要よう図ずを指差した。

「で、空が派は手でな本ほん能のう寺じ。周囲が森に囲まれているので御ご座ざるが、資材の搬はん入にゆうや建設のためか、正門は広く、各所に輸ゆ送そう艦かんの発はつ着ちやく場じようも御座る。ネルトリンゲンや京きよう同様、中央を突き抜けて行くならば、それが一番安全で御座ろうな」

　その上で、と点蔵が言った。二代に軽く頭を下げた上で出すのは、本能寺の中央、そこにある建物の概要図だ。だがそれは、二代のものよりも精せい査さされ、書き込みもあるもので、

「通路幅や、階段の有う無むなどを計ったので御座るが、内部は思った以上に簡単に御座る」

　それは円形の壁を隔かく壁へきとして、三重構こう造ぞう。中央がホールになっているが、

「全ての中心は、恐らく舞ぶ台たいに御座る。それも要かなめ石いしの観客席がついたもので御座るな」
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　舞台？　と横でマルゴットが首を傾かしげるのに対し、ナルゼは首を傾げた。

「──ネルトリンゲンみたいな事、やるのかしら」

「フフ、広こう域いきに影えい響きようさせる術じゆつ式しきを考えたら、音楽は筆ひつ頭とうになるわよねえ」

　という喜き美みの言葉に、はっと顔を上げた者がいた。ネシンバラだ。彼は空を見上げ、

「そうか！」

「ハイ外したぁ──。残念──」

「ま、まだ何も言ってないだろうナルゼ君！　言う前から否定して、万が一の事があったらどうするんだ!?」

　万が一？　と浅間が怪け訝げんな顔をしたが、まあ大体同意だ。こちらとしては、皆と視線を合わせた上で、一度頷うなずき合って「よし行け」という空気を貰もらった上で、

「いいわ。じゃあ凄すごく聞いてみたいわねえ」

「な、何だよその全員で掛けてくるプレッシャー！」

・眼　鏡：『何で君、素すの状態だとプレッシャーにそんな弱いんだよ』

「周囲が味み方かたにつかないと自分の言いたい事言えないタイプですよね」

「まあでも、周囲が味方についてないのに言いたい事言ってると、それはそれで孤こ立りつ証しよう明めいで御ご座ざろうしなあ」

「フフ、そうよね！　そこら空気読んでないのって、馬ば鹿かだと思うわ！　露ロ西シ亜ア弁べんで言うとウマシーカ！　ヘーイユーベリィウーマシーカ！　馬鹿じゃないのアンタ！」

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　俺おれの方見ながら点てん蔵ぞうの悪口言うの嫌きらいじゃないぜ！」

「何でこっちに振るで御座るかなあ……！」

　イエー、と馬鹿姉弟がハイタッチするのを見た上で、自分はネシンバラに視線を向ける。

「今の内に何か言ってみたら？」

「じゃ、じゃあ言うよ！　僕が思うにこれはアレだ！　これは芸げい能のう系けいの術じゆつ式しきをやると見せかけて、このステージが左右に真まっ二ぷたつに割れて、下から巨きよ大だいな航こう空くう戦せん艦かんが出てきて、それで凄すごい戦せん闘とうをあんな感じでするんだよ！」

・立花嫁：『……後ろに行くに従って語ご彙いが減っていった印いん象しようですね』

・立花夫：『いえ誾ぎんさん、凄い戦闘は、やはり、凄い戦闘なのでしょう』

　凄いフォローはやはり凄いわ……、としみじみ思っていると、直なお政まさが手を上げた。彼女は首を一つ傾かしげ、

「下から戦艦？」

「ああ！　あると思うね！　僕は！」

　じゃあ、と、直政が、点蔵の概がい要よう図ずに書かれた舞ぶ台たいに対し、腰のポケットから取り出した巻き尺じやくを当てた。そして、

・煙草女：『武蔵むさし、──一いつ艦かんの横幅ってどんだけあったっけか』

・武　蔵：『縦たてでも横でも上下でも、幅については答えない方がネシンバラ様の名めい誉よを保てると思いますが。尚なお、当とう艦かんは他た国こくの艦と比較してもスリムな御お嬢じよう様さま体型です。──以上』

「な、何だその遠回しな否定は……！」

「いや、尺が全然足りないだろうさ。コレ、舞台幅あっても二百メートルくらいだろ。

　あと、舞台が左右に開いた時、その開いた戸になる部分はどこに吸収されるんさね。これ見る限り、左右の観客席に直ちよく撃げきするんだけど。ついでにいうと上に開く場合は、基き部ぶの強度が足りないだろうさねえ」

「言ったらすぐに直接的な全面否定来たね!?　来たね!?」

「ネシンバラ君、無む理りだと思うけど少し落ち着いて下さい」

　浅あさ間まが言うと、アデーレが続いた。彼女は小さく頷うなずき、皆に対して、

「あの、本ほん能のう寺じの変へんを前にして、皆気が立ってると思うんですけど、ちょっと書しよ記きの事を弄いじり過ぎだと思います。──まあ今回は書記が悪いですけど」

「バルフェット君！　何しに出てきたんだい!?」

　だがまあ、戦艦は無いにしても、気になる事はある。

「本能寺の下は、どうなってるの、それ」

　地下だ。点てん蔵ぞうの麾き下かが調査してきたが、そこには広大な空間があるらしい。

「地ち脈みやく炉ろの集合と流りゆう体たいの一時プールであろう、とは言われているで御ご座ざる。調査用の術じゆつ式しきがそこを流体の塊かたまりくらいにしか読み取れなかったので、そう判はん断だんされているので御座るな」

　……確かに、地脈炉だとしたら、〝素す〟の流体が満ちてる訳わけだものねえ。

　現実に存在しているものは、全て、流体によって作られている。自分達の身体からだも、空気も、燃ねん料りようや光や闇やみも同じだ。物ぶつ理り現げん象しようや効果も、法ほう則そくが先にあってそうなっているのではなく、世界は元々が無で、世に満ちた流体がそういう法則を〝楽〟だから持っているに過ぎないとされている。ゆえに法則外の事は容易たやすく起きるし、書き替えも利く一方で、大部分は何かあっても〝楽〟に戻っていくか、よく馴な染じんでいく。

　しかしそういう法則を持たない地脈中の流体は、それこそ可能性の塊だ。〝型〟を与えた際の変動が新しん鮮せんで大きいため、

「三み河かわでは偉えらい事になったわよね……」

　そんなものが、今回は八機は最低でもあると言う。ついでにいうと、既すでに稼か働どうしていて、だから調査術式も、〝型〟の無い素の流体ばかりとなっている炉の状況を読めなかった。

　更さらに言うべきは、

「浅あさ間まが言う通りなら、出力の方向とか安定させて、何を空に御届けしようっての？　そんな事をする意味は？」
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　あー……、と思わずアデーレは、声を漏もらしていた。

　ナルゼの言った事に、何か反応をしようとした。だが、三河の事などを思い出せる一方で、そこから先が思いつかなかったのだ。

　……先の想そう像ぞうが出来そうで、しかし何かスっ飛ぶような感がありますよねー……。

　途と中ちゆうまでは三河と似ている。が、先が違う。

「三河がボンッ！　しちゃったのは、アレ、コレの何かだったんでしょうか」

「アデーレ、バラやんに合わせて語ご彙い少なくしなくていいんじゃないかな？」

「何言ってるんだよナイト君！　バルフェット君が真ま面じ目めに話をしているのに！　今のはちょっと解わかりにくかったけどね！」

　何かイラっと来たのは自分の人間修しゆう養ようが出来ていないせいでしょうか。ついでに言うと、今、第四特とく務むが魔術陣マギノフイグーアに四段式のピラミッドを描いていて、

「今、最下層のこの辺りとこの辺りで争いが……」

　などと皆に解説を始めているが、頂ちよう点てんに喜き美みさんで下に副ふく王おうというのは否定出来ないのでどうしたものかというか。

　ただ、こちらの予測に対して、浅間が首を横に振った。

「三み河かわの爆ばく発はつは、あの爆ばく破は自体が狙ねらいだったんだと思います。本ほん能のう寺じは、あの時の技術を取り入れているようですが、目的が違いますね。だから別だと思います」

　それはつまり、

「最後に爆発というのは、無いと思いますよ」
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「だとすると、うちの極ごく道どう親父おやじは何考えて三河ボンバーしたんでしょうねえ……」

　ホライゾンの首を傾かしげる疑問詞しには、皆、同じようにするだけだ。

　浅あさ間まも、解ときようのない謎なぞには答えが出せる筈はずも無く、ただ一つ言えるのは、

「今回の本能寺の変へんの、現状が三河の技術を取り入れているのだとしたら、三河で何が行われてたかは、ちょっと逆ぎやく算さん出来そうですね」

「浅間様！　本当ですか!?　今までうちの書しよ記きやネシンバラ様やヘタレ気ぎ味みの同どう人じん作家が皆で挑いどんで解けなかった謎を、今ここで……!?」

「待ってくれアリアダスト君！　今のはちょっと新しい……！」

　良かったですね、と心の中でコメントして、己おのれはとりあえず表示枠サインフレームを開く。

　三河。今や旧きゆう名な古ご屋やとなった、湾わんに沈んだ三河中心部だ。あー、と正まさ純ずみが声を上げるのは「あったあった」という懐かい古こだろう。

　新名古屋城じようの四よ隅すみに仕掛けられた地ち脈みやく炉ろと中央の統とう括かつ炉ろ。

　今、本能寺で稼か働どうしている八機を考こう慮りよすると、解わかる事がある。

「……新名古屋城に蓄ちく積せきされた流りゆう体たい量りようの収しゆう支しが、合わないと、そう思うんですよね」

「収支？」

　成なる実みの疑問に、己は頷うなずく。そして、空を見上げれば、光の柱はしらは先さき程ほどよりも光を強くしているように見える。

「──八機の地脈炉を暴ぼう走そう状態にして、地脈から流体を吸い出せば、あれだけの柱が出来るのは解ります。三河では四機で、しかし新名古屋城は本能寺よりも遙かに大きい施し設せつでした。

　つまり、あの柱を生む半分量の流体を、確実に抽ちゆう出しゆつしていた訳わけです」

「それが爆発したのだろう？」

　ウルキアガの問いには、半分しか頷けない。

「爆発は、その基き礎そ部ぶで発生してますが、広範囲への拡大は周囲の空間が持つ流体の書き替えです。蓄積された流体を全て〝消しよう滅めつ〟化する必要は無いと思います。

　それに、抽出された流体は暴走で溢あふれ出した後、それが静まるようにして、また地脈側へ戻ろうとするようなんですよね。でも、過か熱ねつ状態にあるので地脈側に戻れず、そこで圧あつ縮しゆくされた流体の圧縮率りつが過熱量を包ほう括かつ出来なくなった時、一いつ斉せいに拡散します」

「炉が耐え切れなければ、そこで爆発さね」

「まあそれの小しよう規き模ぼなものをやって、流りゆう体たいの変化自体を出力とするのが地ち脈みやく炉ろなんですけどね。副次的な恩おん恵けいとして、錬れん金きん術じゆつを超えた加工を大だい規模に行えますし」

　だけど、

「今、本ほん能のう寺じで起きている事を精せい査さしているんですが、本能寺では、抽ちゆう出しゆつした流体を天てん上じよう側に放出し、その流れを制せい御ぎよする事で、爆ばく発はつに至るための圧あつ縮しゆくを起こさせないようにしている訳わけです。言い換えるなら、暴ぼう走そう状態を、統とう括かつ炉ろで利用出来ている、という事なんです」

「じゃあ、三み河かわでは？　どうだったので御ご座ざる？」

　二ふた代よの小さな問いかけに、自分は頷うなずいた。

　彼女の父は、新しん名な古ご屋や城じようを守って、去っていったのだ。

　見れば、誾ぎんも宗むね茂しげも、こちらを見ている。

　二人が出で逢あった二代の父は、生しよう涯がい無敗だった。それ以上を思うのは、死後の扱いを担になう巫女みことしても、野や暮ぼな事だろう。

　ただ、彼らのしていた事への意味を、少しでも示し唆さ出来るなら、

「三河の地脈炉の数は本能寺の半分ですが、それは天上側に放出しませんでした。統括炉から空へと流体は放たれましたが、最終的には落ちてきましたからね。

　だとすると、……違い和わを感じる事が、一つ見えてきたと、そう思います」

「……何が違和感として、ありますの？」

　ええ、と己おのれは頷いた。これはまだ不明な部分も多い事だが、

「初めに言った通り、──最終的な蓄ちく積せき量りようの収しゆう支しが、合わないように思うんです」





●






　あ、とナイトは思い至った。

　今まで、地脈炉の暴走からの爆発と、そんな事にばかり気を取られていたが、

「地脈炉が暴走する前にだって、炉は通常運用していたんだよね……？」

「──そうです」

　浅あさ間まが言った言葉に、反応した者がいた。

　誾だ。彼女は不ふ意いに背を伸ばし、一度、喉のどを鳴らした。

「……あの当時、私と宗茂様の所しよ属ぞくしていた三征西班牙トレス・エスパニア派は遣けん艦かん隊たいは、三河の状態を地脈炉の暴走にあるとして、表ひよう出しゆつしている地脈の過か熱ねつ状態や空間の変へん異い率りつから、その臨りん界かい時間までを割り出しました。それはほぼ正確で、だからあれは計画的な暴走と判はん断だんされた訳わけです。

　そして全てが消えたため、何故なぜ、あの暴走をさせたのかと、そんな疑問だけが残った訳ですが、しかし──」

　しかし、

「何故暴走させたのか、ではないかもしれないのですね」

　そうね、と言ったのは、横のナルゼだった。

「以前からだって、地ち脈みやく炉ろは使用されていた。でも、三み河かわの暴ぼう走そう消しよう滅めつで、誰だれもがこう考える訳わけよね？　──三河が消えたんだから、それまでの何もかもも消えたんだろう、って。

　でも、違うのね？」

「はい。三河に比較して、本ほん能のう寺じの光の柱はしらが統とう御ぎよされているのは、敢あえて暴走状態にした地脈炉を、その出力を天てん上じように逃がす事で管理する、そんなシステムが最初から作られているからです。だから立ち上げからここまで意い外がいにスムーズに進んでいます。

　三河の場合も、計画的なものだったと思いますが、一つ疑問があります」

　と、アサマチがこちらを見た。

　……振らなくていいよ……！

　明らかに、流りゆう体たい関係の解説マニア臭しゆうを分散しようとしてる。まあこっちも解わかってるから、人の事はいえないけど、と思いつつ、

「──三河の場合、出力となる地脈炉が半分ってのを考こう慮りよしても、暴走完了までが遅かったし、途と中ちゆうも結けつ構こう、派は手でだったよね」

「おかしいですよね」

　アサマチが言う意味が、よく解る。

「何で、昔から機き動どうしていた地脈炉使ってんのに、三河の暴走はあんなに荒れたんだろうね。ちゃんと準備出来てたら、ソッコで暴走状態まで持って行けてるのにさ」

　見上げるのは、空の柱だ。三河で見たものは黄色かったが、こちらは青白い。抽出された流体が方向性を与えられ、まっすぐ上に射しや出しゆつされているのだ。

「何か、〝いきなり〟だったよね。三河の場合」

　それは何故なぜか。浅あさ間まが言う。

「恐らく、三河では、暴走消滅の用意があったのだと思います。ですが、その直前まで、新しん名な古ご屋や城じようの中では、何か作業が行われ、それまでの蓄ちく積せきを消しよう費ひしていたんじゃないかと、そう思えて来るんですね」

「でも、三河は消しよう失しつしてしまったんですよね？　その前に何かしていたとしても、それって、一いつ緒しよに消えちゃってますよね？」

　と、アデーレが言った。彼女はそのまま首を傾かしげ、

「──だからまあ、三河で元もと信のぶ公こうが何をしようとしていたのかは謎なぞで、議ぎ論ろんになったりしますが、結局は不ふ問もんと、そんな感じになりますよね」

　告げた上で、彼女は肩をすくめて見せる。

　だが、その言葉に頷うなずく者がいる一方で、静かに言葉も身動きも止めている者達がいた。

　メアリに、立たち花ばな夫ふ妻さいだ。そしてメアリの雰ふん囲い気きに気付いたのだろう。テンゾーが振り向き、

「メアリ殿どの、何か見立てがあるで御ご座ざるか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……一つ、気になる事があります。そして私達は、それを既すでに一度、見ているというか、経験していますよね」

　Ｊｕｄ．、と応じたのはやはり誾ぎんだった。彼女が、一度表示枠サインフレームにある時じ刻こくを確かく認にんした上で、皆に会え釈しやくをつけて言う。

「──地ち脈みやく間輸ゆ送そうです。ノヴゴロドで、柴しば田た勢ぜいがその援えん護ごを受け、私達はK.P.A.Italiaから経けい路ろを繫つないだ聖譜顕装テスタメンタ・アルマの使用者、御お市いちの方かたと相あい対たいをしています。

　ゆえに、推すい測そくとしては夢ゆめ物語の話ですが、こういう可能性もあるのでは無いでしょうか」

　それは、

「……元もと信のぶ公こうは、新しん名な古ご屋や城じよう内部に用意した何かを地脈間輸送するために、その出力として地脈炉ろの暴ぼう走そうを利用。痕こん跡せきを隠かくす目的で、三み河かわの消しよう失しつを行ったのでは」
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　誾ぎんは、とりあえず言ってみた。

　……このような馬ば鹿かげた話は、私どもの管かん轄かつではありません。

　しかし、自分達は現場で見た。夫の宗むね茂しげは、元信公と最後に言葉を交わした生き残りと、そういう立場でもあるのだ。

「地脈炉と統とう括かつ炉ろが起き動どうした際、元信公は新名古屋城の門を開けて姿すがたを見せました。別に、内部でも、屋おく上じようでも良かった筈はずです。しかし表おもて側に出なければならなかった。

　──戦せん術じゆつ的に見れば、そこに衆しゆう目もくを引きつけるため。自分達の行動のアピールを行うためですが、これは、内部で行われている事を隠かくすためとも、そう見えもします」

　考え過ぎではあろう、とは思う。元信公はそういうキャラだった、とも。

　だが、気になる発言が元信公にはあった。

　それを横の宗茂が、息を吸って告げた。

「──教材、です」

　そうだ。元信公は、こう言ったのだ。

「十年、世界に多くの教材を送る事が出来たと、元信公はそう言ったのです」

　直後。武蔵むさしの姫ひめが口を開いた。

「これから授業を始めまああああああああああああああああああああああああああす！」

　総そう長ちようが一いつ瞬しゆん膝ひざを突き掛けたのには、何か意味があるのだろうか。
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　正まさ純ずみは、片手で顔を覆おおって吐と息いきした。

　……何つー面めん倒どうな事を……。

　否いな、立花嫁よめの言うファンタジーが本当の場合だったならば、だが。

　でも凄すごくそんな気がする。

「……一応訊きいておくけど、元もと信のぶ公こうが地ち脈みやく間輸ゆ送そうを行ったとして、それは何だ？」

「既すでに何処どこかに送られていると、そう考えるべきなんですの？」

　そう言われても、解わからない。だが、浅あさ間まが首を傾かしげつつ言うには、

「基本、地ち脈みやく炉ろで〝素す〟の流りゆう体たいを抽ちゆう出しゆつしていたなら、その流体自体が流体燃ねん料りようとして相当優ゆう秀しゆうですし、万ばん能のうマテリアルになるとは思います。勿もち論ろん、物質化する場合は、そのために燃料消しよう費ひとして自己消しよう化か掛かるので、同じ体たい積せきとはいかないですけど」

「じゃあホントに何が何だか解らないな、その場合も」

　ウルキアガの半はん目め言葉は、正まさにその通りだ。ついでに言うと、

「……私達、その授業から外れてるんだよな」

「……教材、こっちの手元に来ないよね」

「……敵が有利になる素材が増えたと、そういう事で御ご座ざるか」

　皆がこちらを見た。そして成なる実みが、

「──誰だれのせいかしら」





●






　ミトツダイラは、正まさ純ずみがそろそろ持ちネタにしつつある狼狽うろたえを見た。

「待て！　私一人に責任を押しつけるような事か!?」

「ええ、よく言いますわよね。一人は皆のために、皆は一人のために。──何のためか、特定してないからこういう事にも適用出来ますけど」

「アイヤ少々お待ちを！」

　ホライゾンが、右手を肘ひじから垂すい直ちよくに挙あげて、正純に言った。

「正純様！　このホライゾンの保ほ身しんを御願いいたします！」

「ソッコでダイレクトだな……！」

　いやいや、とホライゾンが言う。そして彼女は半はん目めで空の光の柱はしらを見て、

「うちの極ごく道どう親父おやじは、どこまでホライゾン達に嫌いやがらせを……」

　その言葉に、軽く俯うつむいたのは誾ぎんだった。彼女は義ぎ腕わんの両手を上下し、周囲を制するジェスチャーを行った上で、

「正直、宗むね茂しげ様が、あの現場で〝学級崩ほう壊かい〟を促うながした手前もありますので……」

「あー……、よく考えたらさあ。学級崩壊しようとしたムネオと誾ちゃんがいてさ、そんで将しよう来らい的に道を外れてた事に気付くナイちゃん達がいてさ。

　──三み河かわで争ったアレ、何？　結局〝学級崩壊〟なら、凄すごく無む駄だだった気がしない？」

「いえ、あの、私ども、三征西班牙トレス・エスパニアから外れておりますので。そして三征西班牙側や他国はちゃんとした道を行っていると思います」

　誾ぎんがここまで腰低くなってるのは、初めて見た気がする。

　ただ、一つ言える事がある。

「不ふ良りようですわねえ、私達」

　その言葉に、皆が振り向いた。
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　ミトツダイラは思った。自分達は不良だと。

　不良。

　良くないもの。当然だ。武蔵むさしは元々、極きよく東とう代表。重じゆう奏そう世界を破は壊かいした者達の末まつ裔えいとしてＪｕｄジヤツジ．、という立場に回っている。

　そしてまた、各かつ国こくが地に足をつけて発展をしているのに対し、自分達は武蔵で空をうろうろとして、武ぶ装そうすらろくに用意出来ていない。

　出来が悪いという意味でも、不良だ。だけど、だけどだからこそ、

　……不良だから、やってこれたんですわ。

　思ったところで、王が小さく笑った。

　おいおい、と彼は言い、

「ネイトは真ま面じ目めだろ。俺おれが不良なんだよ、王様だから」

「不良な王に対して、率そつ先せんしてついて行ってますのよ？」

「そりゃあネイトは俺の騎き士しだから」

　言われてテンションが上がるから、もう決まりなのだ。

「不良ですわ、私達」

　大きなものや、賢かしこいものに反はん抗こうして、自分達のやりたい事を率先する。だが、

「私達は不良ですけど、でも、──悪ではありませんのよ」

　他国は他国なりの考え方があるのだろう。だが、国こつ境きようなどがあり、隣りん接せつする経済圏けんなどはすぐに衝しよう突とつをし、火ひ種だねとなる。そういったところから生まれた弱じやく肉にく強きよう食しよくの戦せん国ごくルールは、自分達にとっては狭せま苦くるしいだけだ。

　折せつ角かく不良なのだから、好きに行こう。そうやって世界を引っかき回す事が、学級崩ほう壊かいと、そう言うべきなのだろう。ならば、

「私達が勝ったら、世界はどうなってしまうのでしょうね」

「まあ、末まつ世せどーするかっての、ちょっと聞いてこねえとな」

　王の言葉に、あ、という声が上がった。書しよ記きだ。彼は右手を挙あげ、

「ちょっといいかな。あの暗あん号ごう文ぶん。解わからないところの見当がついたんだ」

　え？　と自分は思った。するとナルゼが前に出て、こちらに両の手の平を見せる。落ち着けと、そういう事だ。そして彼女は、書記を下から見上げて、

「ホントォゥ──？」

「な、何だよ、その疑問の仕方……！」

「いえまあ、でも、……いきなりですわね？」

「本ほん能のう寺じの前に、間に合うところは間に合った。その程度だと思ってくれ」

　それはどういう意味か。

「暗あん号ごうの文章は全部開ける。だけど、言葉の意味が解わかる訳わけじゃ無い。そこから先は、ヒントも含めて、思し案あんの場だと、そういう事だよ」

　書しよ記きの告げた内容に、ナルゼが吐と息いきした。解るくらいに肩を落とし、

「ウッソォ──ゥウ？」







[image: 第三十二章『話場の人格者』]
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　ネシンバラは、ナルゼの反応に大人おとなの振る舞いをする事にした。何事も余よ裕ゆう。それが格かつ好こいいんだよ。たとえ目の前で、

「あー、じゃあまあ試しで言ってみて」

　とか言われても怒ってはならない。前科があるからね……！　そう、前の咎とががあると考えると、僕の箔はくも上がるってもんだよ。フフ、今度誰だれかから「貴方あなた、何でそんなに皆にネタ……、理り不ふ尽じんに虐しいたげられているの？」って言われたらこう答えるんだ。「ああ、それはね、僕が彼らに、取り返しのつかない咎をしてしまったからなんだよ……」この〝……〟をどういう風ふうにするかが争点だね！

「おいネシンバラ、虚こ空くうに向かって何やってんだ。早くしてくれ」

「ヅカ本ほん多だ君は機き微びというものが解わかっていないね……！」

　まあ想そう像ぞうの枠わくが下しも々じもの連れん中ちゆうの言う事は構わないとしよう。

「──じゃあ、いつもとは違う事を、始めようか」

　と表示枠サインフレームを広げながらポーズを取る。右手を前に出して人差し指を立てた〝傾けい注ちゆう〟のポーズだ。この指に皆は視線を操そう作さされる。おい、どこ見てんだよ君ら。

　まあいい。フ、と小さく笑い、

「以前詰まった暗あん号ごうの、その続きが見えたという事だよ。そして解かい釈しやくの一いつ端たんもね」

　じゃあ、

「本ほん能のう寺じへ行く前に、軽い謎なぞ解ときと行こう」
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『さて解説を始めようか』

　狭いながらに天てん井じようがなく、合がつ掌しよう作づくりの梁はり上うえにまで本ほん棚だなが積まれた書しよ庫こがある。下には机つくえがあるのだが、そこも本で埋まり、代わりというように本棚を上るための梯子はしごが二本。

　声の主、シェイクスピアは、梯子の間に渡された板の上に座っていた。

『例の暗号文の、更さらに二重暗号だけど』

『ちょ、ちょっと待て君！　今は僕の時間だぞ！』

『私に救きゆう援えん求めておいて、作家が黙だまってると思うのが甘い』

　通つう神しんの表示枠サインフレームに、向こうの第四特とく務むが〝やっちゃってやっちゃって〟とやってるのが見えたので、こちらも笑顔で言っておく。

『じゃあボクの出番だね』





●






・●　画：『おお、来たわ来たわ！　大物釣つれたあ──！』

・副会長：『いやホントに大物だから国際問題は避けろよ……!?』

・傷有り：『そうですね。うっかりは避けたいですね。ですよね点てん蔵ぞう様』

・金マル：『ええっとお、ええっとお、何処どこの誰だれからツッコもうかなあ、と……』

・あさま：『……とりあえずシェイクスピアさんの通つう神しん設定を許可しておきますね』

・未熟者：『待て！　どうして誰も僕の意見を聞こうとしない!?』

・礼賛者：『ソレ五倍くらいになって返ってくるからやめた方がいいのでは』
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　シェイクスピアは、向こう、浅あさ間ま神じん社じや代表から通神許可の一いつ報ぽうが来たのを確かく認にん。

　だから実況通神チヤツトを自分の文章描びよう写しやシステムと連動させ、

・眼　鏡：『──説明は気楽に行こう』

　正直、自分の方もまとまったばかりなので、説明の多た寡かが解わからない。

　長いのは叙じよ情じよう。短いのは写しや実じつ。しかし描写になれば叙情は短く、写実は長くなる。

　そして全体の短長は作家が決めるのでは無く物語が決める。作家の手が入ればそれは加工品だ。しかもこれは自分が描いている物語では無い。

　……慎しん重ちように、だけど大だい胆たんに、だ。

・眼　鏡：『まず全体の文を確認しよう』





　りそととおうこわれた

　ながよしのず（つ、す）がいがただしい

　ず（つ、す）きいいのふ（ぶ）きをいわおにおさめ

　なず（つ、す）おわりこたまにず（つ、す）がいをおさめよ

　ふたりのせいじょはいず（つ、す）こ






・眼　鏡：『元にあったナンバーと、通とおし道どう歌かの対比については各おの々おので確認して欲しい。

　──問題の箇か所しよ。読めなかった部分は二カ所だ』





　りそととおうこわれた

　ずきいいのふき






・眼　鏡：『この二カ所だね。じゃあ、コレの読み方というか、ひねり方だけど、解る人いるかい？』

・煙草女：『進しん数すうか何かさね？』

・俺　　：『進数？　何ソレ』

・ホラ子：『シェイ子様──！』

　そのまま過ぎるね！　と思うが、返しとしては意い外がい性せいがあっていい。

・眼　鏡：『進数というのは、数を数える際、どうやって桁けたを増やすかの決まりだよ』
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・俺　　：『え……？　どういう事？』

・ホラ子：『解わかりませんかトーリ様。正まさ純ずみ様がギャグを言った時、相手に与える破は壊かい力りよくを五師し団だん分と計上すると、つまり１正純ギャグは破壊力が五師団分となる訳わけです。では質問です。10正純ギャグが炸さく裂れつした時、相手は木こっ端ぱ微み塵じんになりますが、それは政治的に大変遺い憾かんです。終わり』

・金マル：『……え？　質問……？　あれ？』

・貧従士：『副王のレベルが高まってますね……』

・長安定：『……つーか横から口挟むやねんけど、たとえば時間は、六十個の〝分〟が集まると〝時間〟が一つ増える。そして時間が二十四個集まると、〝日〟が一つ増える。──こういう桁あがりの基き準じゆんとなるものを進数、進法というんや。

　分は六十進法。時間は二十四進法。日は三百六十五進法やな』

・副会長：『おお、解わかり易やすいな大おお久く保ぼ。流石さすがだな』

・長安定：『私が稼かせいだ時間を無む駄だにされたくないだけやねん……！』

・傷有り：『ええと、では、この二つの読めない文も、進数なのですか？』
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　ふむ、とシェイクスピアは思し案あんした。

　今の返答は英国王おう女じよによるもの。自分が忠ちゆう誠せいを誓ちかう妖よう精せい女じよ王おうの、宿しゆく敵てきとも言える聖せい譜ふ記き述じゆつを持つ女性から、問いかけが来た。

　だが、継けい承しよう問題は、自分も戯ぎ曲きよくのネタにする程だが、既すでに多くの部分では解決しているのだ。今の彼女は、こちらに教えを請こうているだけの女性だ。

　……向こうも、そのつもりだろうね。

　昔からそういう人だった、と、今いま更さらに思い出す。

　だとすれば彼女は、自分の友人たる妖精女王の大だい事じな家族。英国の基き盤ばんとなる一人だ。

・眼　鏡：『Ｔｅｓテスタメント．、王女メアリ。お察しの通りです』

　故ゆえに胸に手を当て、己おのれは頷うなずいた。芝しば居いがかった動きは苦にが手てだ。やるといつも冗じよう談だんに見えないらしく、心配される。

　だが王おう女じよは笑えみになって問うて来る。

・傷有り：『光栄です。──では今回の仕掛けは？』

・眼　鏡：『繰り上がり法、というべきですね。同じ言葉は二つ用いない、というのは大体の一文構こう成せいのルールですが、これは数字の暗あん号ごう。だから両方の併へい用ようとするならば、同じ音が二つ重なっていた場合、繰り上げて考えます。つまり──』

　表ひよう記きする。

　ナンバーと通とおし道どう歌かの対応表を横に置き、それを読み上げる。

・眼　鏡：『りそとと＝12・46・57・68です。

　しかし〝とと〟が並んでいるので、繰り上げで左の57を58として考える。すると──』

　通し道歌との対たい照しよう表ひようを見れば、９引いた先にあるのは、

・眼　鏡：『〝お〟です。後は当てはめれば、何となく読める』

　それは、

・あさま：『りそおとおうこわれた……？』
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・ウキー：『リゾート王が壊こわれた……！』

・労働者：『何かざまあみろって感じだな！』

・貧従士：『酷ひどいです！　リゾット王じゃないんですか!?　何処どこに食の楽らく園えんは！』

・ベ　ル：『アデーレ、落ち着いて、落ち着いて』
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　十五秒程、向こうから反応がなくなったのをシェイクスピアは見た。

　そして、ややあってから、

・ホラ子：『失しつ敬けいしました長耳眼鏡めがね様。正解はこうですね？　──リゾットアイランドへ召しよう喚かんされた』

・眼　鏡：『リゾート島に請こわれたと言いたいの？』

・俺　　：『イエ──！　見たか！　俺おれの予想通りに英国眼鏡が読みましたあ！　ほらテンゾー！　セージュンも！　流石さすがに解わかりにくいとか言ってたオメエらのセンスは駄だ目めでえす』

　また十五秒程、向こうから反応がなくなった。そして、ややあってから、

・ホラ子：『失敬しました。正解はこうですね？　──理り想そうと王　壊れた、と』

　それなら納なつ得とく出来る内容だ。さっきの十五秒二連発が気にはなるが、

・眼　鏡：『Ｔｅｓテスタメント．、そして今のルールを適用すると、〝ずきいい〟は〝ずきたい〟か〝すきたい〟辺りだろう』
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　ミトツダイラは、王が、第一特とく務むの横に行くのを見た。そして王は、自分を差し、

「俺おれ、テンゾーな？　テンゾー、オメエ、メアリな？」

　そして王が、いきなり第一特務にモッシュを掛け、

「好きたああああい！　好きですたああああい！　メアリどのおおおお！」

「な、何か気持ち悪いネタで来たで御ご座ざるよこの男！」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　メアリはそんな事言わねえよ！　そうだろうメアリ！」

「え!?　え、ええ、はい、点てん蔵ぞう様なら、拒否しないで御座るますっ」

「好きたああああい！　好きですたああああい！　メアリどのおおおお！」

「最悪！　最悪で御座るよこの男！」

　すると、王が第一特務から引いて身み構がまえた。なので、自分もまた、王と同じく構えをとる。その上で王に合わせて二人で、手でハートマークを作って、

「好きたい、推おしたいです……」

　まあ、とメアリが頰ほおを赤くして手で押さえるのと、マフラーしながらのゲンナリが解わかる第一特務を横に、浅あさ間まが首を傾かしげた。

「でも、すきたい、って、何ですか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とホライゾンが右手を挙げた。

「すきたいとは九きゆう州しゆうの薩さつ摩ま隼はや人と達の日常的訓くん練れんの一つで、後ろから見て隙すきのある輩やからは〝隙たい！〟と叫んでコーカン度上昇の蹴けりを下からぶち込んでいいというのがありました。

　しかしあまりにも再さい起き不能の若者が増えたので、島しま津づ家けは〝隙たい〟禁きん令れいを発はつ布ぷ。以後、その代わりとして示じ現げん流りゆうが広まっていくのです」

「意い外がいと〝薩摩なら仕方ないな……〟で通用しそうなネタですわねー……」

「言っていて自分でもそう思いましたが、このホライゾン、いいネタが浮かばぬのがシェイムフルな時間帯たいですね」

　まあそれはいいとして、すぐに思いつく言葉がある。それは、

「スキタイですの？　ほら、ローマより前の時代、欧おう州しゆう東北を席せつ巻けんしていた騎き馬ば民みん族ぞくの名めい称しようがスキタイでしたわ」

「……それの武ぶ器きって、何？　やっぱ機き馬ば？」

　それは……、というところで、自分も首を傾げる。というか、何でスキタイ、と思う程には、幾いくら何でも飛ひ躍やくし過ぎだ。だが、

「あー、ちょっとちょっと、スキタイ人なら、実はここにいるぞ」

　いきなりの正まさ純ずみの言葉に、皆が振り向いた。

　は？　というのが自分の感かん想そうだ。何故なぜなら、

「スキタイ人は、紀き元げん前三世せい紀きくらいには散り散りになって、後、スラブ方面での遊ゆう牧ぼく民みん族ぞくなどに、その文化や血を残している程度ですのよ？」

「いやまあ、でも」

　と言う正まさ純ずみが、足あし下もとを指している。下。玉たま砂じや利りの縁ふち、側そつ溝こうの中。そこにいるのは、

『よばれたの』

　黒くろ藻もの獣けものだ。
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　正純は、どうしたものかな、と顎あごに手を当てる。

「黒藻の獣は、下水とかの掃そう除じをしてるだろ？　でも、そういうのって、古こ来らい、歴史再さい現げんで見ると、例えば奴ど隷れい階かい級きゆうとか、そういうのの仕事だった訳わけだ。

　だけど黒藻の獣は、そうしないと生きていけない訳で、ここがちょっと難しい」

　だから、と彼女が言った時だ。ネシンバラが顔を上げた。

「奴隷スレイブの語ご源げんは、スラブとも言われるね。元スキタイの土地、スラブ地方。ローマの時代、そこの人々が戦せん争そうによって連れ去られ、各地で奴隷階級になった、と」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だからそういう事だ。階級云うん々ぬんは別として、この仕事を他が権けん益えきとして奪うばわないように、保ほ護ごの意味もあって、黒藻の獣は、元々の本ほん籍せきがスラブの湿しつ地ち帯たいとされている」

　成なる程ほど、と、ここで皆が声を作った。

　そしてミトツダイラが、黒藻の獣に視線を向け、

「その由ゆ来らいなら、今でも黒藻の獣は、スキタイの後こう継けいなんですのね？」

「共通記き憶おくで、死、という概がい念ねんからちょっと外れてるから、そうなるとも言えるだろう。

　だけど黒藻の獣の武ぶ器きというと、またそれも無い。だから──」

　ちょっと思し案あんする。

　カルロス一いつ世せい達は、判はんじる物言いが好きだった。

「聖せい譜ふ記き述じゆつでは、スキタイは、今で言うスラブの住人。奴隷階級だとしよう。ならば、他国の王おう族ぞくにとって、判じる意味でのそう言った階級とは何だ」

　これは、嫌いや味みでも何でも無く、リアルな階級把は握あくとして捉とらえて、

「奴隷とは、──極きよく東とうだ。暫ざん定てい〝支配下〟の、な」

　つまり、

「大罪武装ロイズモイ・オプロだ」
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「ちょっと待ってみ？　セージュン」

　とトーリが問うのを、浅あさ間まは見た。彼は頭を搔かきつつ、

「この暗あん号ごうが出来た頃ころって、そこのメアリとかが子供の頃だろ？　多分。その頃に何で大罪武装ロイズモイ・オプロとかが出てくんのよ？　あと、いくら何でも奴ど隷れいは酷ひどくね？　マニアックじゃね？」

・現役娘：『いえ、マニアックではなく、ジャンルとして成立してますわ。うちでも月二くらいで、流れによっては反はん乱らん編へんから鎮ちん圧あつ編まで組み込みますのよ？』

　ミトツダイラが自分の表示枠サインフレームを叩たたき割るが、他の人のには影えい響きよう無いので無意味な気が。

　ただ、ちょっと気になるので、欧おう州しゆう事情に詳しい人に問うてみた。
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　武蔵むさしからパージされた基本船せん殻かく部ぶは、その退たい避ひを南に向かっていた。讃岐さぬきに向かう際、一直線に南西へ行けば羽は柴しばの本ほん拠きよと言える大おお坂さかに当たってしまう。ゆえにまずは奈な良ら方面へと木き津づ川がわに従って南下し、川が東に向かうところで奈良、大和やまとの地を南へ縦じゆう断だん。あとは和わ歌かにも詠うたわれる吉よし野の川がわに突き当たったら、それにそって西へ行く。すると後は川の流れに合わせるだけで、四し国こくと紀き伊い半はん島とうの間にある紀伊水すい道どうに出られるのだ。

「しかしこの奈良周辺、何処どこを見ても格かつ好こいいぜ……」

　三征西班牙トレス・エスパニアの艦かん隊たいに護ご衛えいされて行く夜の空。パージ区く画かく上で忠ただ興おきはただただ周囲の光こう景けいに見入っていた。何しろM.H.R.R.神聖ローマ帝国所しよ属ぞく中は、家のあった場所の関係から、大坂より東へはなかなか出た事がない。京きようには行ったが、一回目は嫁よめとのイザコザで、二回目は、上から見てたら大だい陥かん没ぼつだよ畜ちく生しよう。ついでにいうと、京ってもはや流行過ぎて、ちょっとミーハーだよな。

　やっぱ奈良だよ。大和から淡あわ路じだよ。オールドスタイル揃そろってるよここは……！

　表示枠レルネンフイグーアを空から見る風景に重ね、自分が持っている楽がつ曲きよくライブラリの歌か詞しに含まれる単たん語ごを特定抽ちゆう出しゆつして検けん索さく連動。ちょっと嫁にやって貰もらった。すると出るわ出るわ。これからの進路となる紀きの川かわ水すい系けいとか、川の形が解わかるレベルで該がい当とう箇か所しよが特定表ひよう示じされる。

　歌の本場レガシーだスゲー……、としみじみ思う中で、ふと気になるのは、やはり本ほん能のう寺じだ。

　北の方角。そこにある山さん系けいの陰の向こうに、沈むような形で武蔵の姿すがたと、立ち上がった光の柱はしらがある。

　光こう柱ちゆうは細く見えて、しかし高い。見上げればずっと、という処ところまである。先せん端たんが消えているように見えるが、遠えん近きんの法ほう則そくでただ細く、見えなくなっているだけだろう。

　何が起きるかは解らない。が、一つ明確な事がある。

　己おのれは出場出来ないのだ。

　……長なが岡おか・忠興は、明あけ智ち・光みつ秀ひでのフォロー要よう請せいを断ってるんだよな……。

　聖せい譜ふ記き述じゆつでは、羽は柴しば有利と見た長岡・忠興は、妻つまである明智・光秀の娘むすめ、玉たま子こを屋や敷しきに幽ゆう閉へいし、光秀のオファーを全て断った上で羽柴側に恭きよう順じゆんする意を示す。

　そして現在、光秀は武蔵総そう長ちようが暫ざん定てい的に襲しゆう名めいしている。

　自分は役に立てない。更さらに問題なのは、己が羽柴側につかない事への〝解かい釈しやく〟だった。

　だがその点については、嫁よめがこう言った。

「私を幽ゆう閉へいする場所が、随ずい分ぶん遠いと、そうしてしまえばいいのでありますよ」

　それゆえの四し国こく行きだ。武蔵むさしへの危険を孕はらんだ自分達が、武蔵から遠ざかる事。これこそが武蔵を安全にするという方策だが、

「焦じれるぜ……」

　本ほん能のう寺じの変へんの後、山やま崎ざきの合かつ戦せんが起きたならば、どちらが勝つだろうか。

　昔の仲間達のいる羽は柴しば側が、かなり〝やる〟のは解わかっている。だが、武蔵の連れん中ちゆうは馬ば鹿かだからな……。何するか解らないからな……。お前ら下を脱がされるなよ……。通神帯ネツトに流されるかもしれねえからな……。

　と、よく訳わけの解らない心配をしていると、横に影が来た。

　浅あさ間ま神じん社じや代表から通つう神しん、という事で、場を移していた嫁だ。

　彼女はこちらの横に来ると、身をちょっと寄せ気ぎ味みにしてきた。有りだとは思うが、正直反応には困る。すげえ体温高いし。だが嫁は、

「忠ただ興おき様？　──ちょっとお聞きしたいのでありますが」

「あ？　何だよ」

「Ｔｅｓテスタメント．、──支配される側とする側の構こう図ずというのに、興きよう味みはあるでありますか？」
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　少し議ぎ論ろん付くような内容なので、浅間としては、時間短たん縮しゆくも含めて専門家に投げてみたのだ。

「えーと、奴ど隷れいとか何とか、ちょっと今、欧おう州しゆう事情に詳しい瑞典スウエーデン総そう長ちように聞いています。

　そういうのって、今でも、考え方として有りなんでしょうか、って」

・現役娘：『有り！　有りに一いつ票ぴようですわ！　夫おつとの分とで二票ですの！　ほら、ネイトも手を上げなさい！　貴女あなたも将来御お世せ話わになるジャンルですのよ!?　ハイッハイッ！』

・銀　狼：『智とも！　智！　勝かつ手てに私の足して三票は無しですのよ!?』

・あさま：『いやまさか、そんな、三票なんてしませんよ』

　トーリのも含めて四票としてキープしておく。
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　……支配する側とされる側？

　は？　と忠興は首を傾かしげた。

　それはつまり、先さき程ほどまで話していたロックやパンクの内容だろうか。

　体たい制せい派と反体制派。それは自分が修める和わ歌かの中にも古こ来らいからあるものだ。特に平へい家けの台たい頭とう以後、政治が朝ちよう廷ていから武ぶ家けに移ると、皆遠えん慮りよ無く体制派にものを言うようになった。

　そうした観点から考えると、

「……男だったら支配する側に回りたいと思うだろうし、また逆に、される側から抵てい抗こうしてくのも男らしいあり方ってヤツじゃねえの？」

「Ｔｅテ、Ｔｅｓテスタメント．……！　だ、だとしたらでありますね？」

　問われた。

「広義のアクションものとして、そういうの、週何度、あるといいと思うでありますか？」
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　ミトツダイラは、浅あさ間まが返答の表示枠サインフレームを読んでいるのを見た。彼女は、顎あごに手を当て、ふんふん、と何度か頷うなずいた後、皆に向かって、

「専門家の意見だと、週三くらいで〝有り〟だそうです」

「そんなに……!?」

　うーん、と腕を組んだのは、自分の王だ。

「そんな隆りゆう盛せいしてたとはな……。ちょっと開かい拓たくしてみるか」

「べ、別にそっちに行かなくてもいいと思いますのよ？」

「そうですトーリ様、騎き士しジャンルと巫女みこジャンルと良りよう妻さいへのサービスデイが平へい均きん週二日ずつあり、残り一日が回復日というのは、それだけでもなかなかの密みつ度どではありませんか」

「オ、オメエなんかちょっと今変な単たん語ご入ってね？　どう？」

　プロレス生なま中ちゆう継けいが二日よりはいい気がしますの。

　ただ、正まさ純ずみが軽く右手を前後に振った。

「まあ、大罪武装ロイズモイ・オプロとかいろいろは、軽い飛ひ躍やくがあるのは認める。だが、私達の三み河かわでの行動は、それこそ支配と服ふく従じゆうの構こう図ずがあったからこそ各かつ国こくに対してセンセーションだった。これは元もと信のぶ公こうの行動も含めて、な。

　今、私達は、各国と対等な立場を築きつつあるが、それは私達が英国やマクデブルクで始めた〝武蔵むさしの利点〟を相手国が認にん知ちしているからに過ぎない。だけど私達の〝対等〟は、まだ歴史や法で確定していないんだ。──そして、この暗あん号ごうが作られたのは十年以上前だろう」

　だとすると、と彼女が言った。

「十年ちょっと前だったら、大罪武装による解決が企き画かくや計画として上がっていておかしくない時期だとは思う。あと、先さき程ほどからの話の続きだが、極きよく東とうについては重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らん以後、それに近い扱いが慣かん習しゆう化かしていた訳わけだから、本心がどうとかは関係ない。今も普通に使われてる〝暫ざん定てい支配〟って言葉だって、逆差別として同じだぞ？」

　確かに、と自分も思う。

「暫定支配側を差すなら、この場合は〝ローマ〟に該がい当とうする暗号ですわね、多分」

・眼　鏡：『水み戸と領りよう主しゆ、その発はつ想そうをボクにくれないかい？　非常に良い』

　別に構わないので、会え釈しやくと指し紋もんの認にん証しようを送っておく。

　つまりは、こうだ。

「判はんじ物のような遊びですのね。……本来は西せい欧おうから中ちゆう東とう辺りの歴史と現在を絡めた判じ遊びに、極きよく東とうと暫ざん定てい支配国側の関係などを含めた捻ひねりを加えていた、と」
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　飛ひ躍やくしたな、と正まさ純ずみは思った。

　だが、ルールだ。この暗あん号ごうの書き手は、表おもて向むきの言葉で裏の意味を隠かくす。ならば後は読み手次第、とも言えるのだが、

「他の文章と合わせ、意味が通るかどうかが証しよう拠ことなろう」

　手元に表示枠サインフレームを広げ、言葉を引き出す。それは先夜の話し合いで見えた暗号。その内容を、今聞いた事に置き換えるならば、

「理り想そうと王　壊こわれた

　ながよしの頭ず蓋がいが正しい

　スキタイの武ぶ器き（大罪武装ロイズモイ・オプロ）を巌いわおに収め

　夏終わり小こ玉だまに頭蓋を収めよ

　二人の聖せい女じよはいずこ……」

　随ずい分ぶんと、意味が通じてきた気がする。

　ナイトが、魔術陣マギノフイグーアに書き写したそれに対し、眉まゆをひそめた。

「何かちょっと、バラやん好き系けいって言うか、伝でん奇き系？」

「でも、この内容、更さらに言い換えを利かせますのよね？　スキタイの意味は？　というような二重の意味を」

「その方向性というか、ヒントとなる言葉はあるのでしょうか」

　メアリの疑問に対しては、思い当たる言葉がある。それは明あけ智ち・光みつ秀ひでが言っていたものだ。

「信のぶ秀ひで公こうのゴルゴダは、理論だけが先行していました」

　そして、

「元もと信のぶ公こうのメサイアは、どうにか、出来たんです」
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　二つの告げられた台詞せりふに、皆が浅く俯うつむくのを正純は見た。

　うーん……、という雰ふん囲い気きに、自分としても、やはり唸うならざるを得ない。

　……ここが、飛躍で繫つながらないところだなあ。

　暗号は、何かの計画について話している。

　恐らくは以前の失敗を検けん証しようして、そしてどのような計画が正しいかを述べたのだ。

　それは恐らく、大罪武装ロイズモイ・オプロを使うもので、元もと信のぶ公こうは実行した。

　創そう世せい計画では無いのか、とは思うが、そこまで踏み込めない。

　そして、唸うなる皆の中で、ナイトがこう言った。

「明あけ智ちの人さあ……、驚いたろうね」

「は？　私達が内だい裏りの奥にまで届いた事か？」

「──いや、これだけヒント散らして思わせぶりに語ったのに、やってきた連れん中ちゆうが全くそこに届いてなかったとか」

「……〝えっ〟とか言われましたよね、副ふく会長」

　馬ば鹿かと姉がこっちの目の前に立った。そして二人は、不ふ意いにこちらに視線を向け、

「えっ」

「悪かったな！　私もそこまで話が進むと思って無かったんだよ！」

「そうですよ、トーリ君も喜き美みも、正まさ純ずみだって何も考えてなかった訳わけじゃないんですから。──ただ考えが至らなかっただけで」

「智とも！　智！　フォローになってませんわよ!?」

「ネシンバラ様──！」

　振り向けば、ネシンバラが玉たま砂じや利りの上で背を向け、胡座あぐらをかいていた。

「おい、ネシンバラ、何やってんだ」

「いけません正純様！　今、ネシンバラ様は闇やみの大だい僧そう正じようが作った巨きよ大だいな謎なぞを解くためにピラミッドパワーを借りて深しん遠えんなる宇う宙ちゆう時じ空くうにいる御お釈しや迦か様さまとメディテーションタイムで繫つながっていらっしゃるのです！　ピピピピピピピピピピほぅーらほぅーらキタキタキタア──!!」

「アリアダスト君！　途と中ちゆうまで良かったけど、そんな怪あやしい事はしてないよ僕は！」

「つーか何でオメエ今の一回も嚙かまねえの？」

「ガッ」

「溜ためてましたのねホライゾン……!?　見事ですわ！」

　何言ってるか全く解わからん。ただまあ、先さき程ほどのネシンバラの言げんだと、

「とりあえず、暗あん号ごうの本文は解かい読どく出来た、ってところか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だが、ここから先が何を判はんじているかについては、正直、僕の得意なオールヒットをやっていくしかないようだ」

・眼鏡：『総当たりの事か』

　……変な言い換えをしないと生きていけないんだろうか……。

「おっと、ヅカ本ほん多だ君！　僕の覚かく悟ごに気き遣づかいしなくていいよ!?　趣しゆ味みだからね！」

「ああうんがんばれよ。よーしじゃあ皆、そろそろ輸ゆ送そう艦かん行くぞー」

「ヅカ本多君！　何だそのとってつけたような物言い！」

　やかましい。

　ともあれ浅あさ間まの方でも父親認にん可かで術じゆつ式しきなどが用意出来た気け配はいがある。それを見てか、クロスユナイトが自分の作った本ほん能のう寺じの概がい要よう図ずを軽く叩たたいた。

「──本能寺の中央にある舞ぶ台たい。とりあえずここまで、皆を届けられるだけ届ける。そして届かすし、届いていく、それが主となるので御ご座ざるな」

『かんたん？　らくらく？　おきらく？』

「そうでも御座らんぞ？　黒くろ藻も殿どの」

　足下にいた黒藻の獣けものの言葉に、メアリの微笑を重ねながらクロスユナイトが言う。

「京きようでこちらの迎げい撃げきに急きゆう遽きよ入った三征西班牙トレス・エスパニアとは違い、P.A.Oda側には準備時間があるので御座る。──少々、陣じん立だてなどしておかぬと危険で御座ろうな」

　そういうものかと、そう思った時だ。また大おお久く保ぼから通つう神しんが来た。

・副会長：『何だお前、さっきから五月雨さみだれに。構って欲しいなら馬ば鹿かを紹しよう介かいするぞ』

・長安定：『要いらんわ……！　それより北ほく陸りくや！　羽は柴しば勢ぜいに対して前まえ田だ・利とし家いえが出で張ばったのは聞いとるやろ？』

　……それ、お前から聞いたような……。

　だが、そのツッコミをする前に、大久保が言った。

・長安定：『何や、私らが見た大型骨こつ格かくとか、そういうのとは違うのが、派は手でに出てきてるらしいで。──チョイと、番狂わせ、あるかもしれへんな』







[image: 第三十三章『戦場のトンデモ派』]
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　おお、という声を利とし家いえは聞いた。

　一人が発したものではない。数千の数が、森からの斜面をこちらに下りながら叫んだのだ。

　今、舞う霧きりの底では、自分の撒まく銀ぎん貨かに応じて霊れい体たいの戦せん士し団だんが現出しているだろう。

　だがもう、辿たど々たどしき敵の方が強い。

　突とつ撃げきの方ほう陣じんは槍やりで前にいるものを砕くだき、下から湧わくものをその人数で踏み潰つぶす。背後で湧き上がって襲おそおうとするものは、

「おお……！」

　二に陣じん、三陣が後ろに続くのだ。来たのは七千人程か。ならば七陣。それが均きん等とう感覚で森からこちらへと突撃するならば、魔女テクノヘクセンの砲ほう撃げきで大おお猿ざる型がたと大型骨こつ格かくを欠いた独逸傭兵団ランツクネヒトでは相手にならない。横から突っかけようにも、恐らく異い族ぞく部ぶ隊たいが排はい除じよに掛かっているだろう。

　決まりだ。

　広場は後こう輩はい達に再制せい圧あつされる。

　ならば現在、この入口が勝負の場だ。

　城じよう塞さい艦かん列れつの内側。柴しば田た班の敷しき地ち内は全て独逸傭兵団の領りよう土どとなっている。その全ぜん域いきで生じた霊体戦士団をこの場に集結させれば、物量の壁になるだろう。

　ならばそうしよう。更さらには、

「参まいったな」

　顔横。背の翼つばさを光らせて振り返るまつに頷うなずき、己おのれは言った。

「糟かす屋や君。──君と話をしたかったんだよ、僕は。それが楽しい仲間達と一いつ緒しよの侵しん攻こうとか、ちょっと付き合い悪くないかい？」
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　糟屋は前に出た。

　広場は中ちゆう盤ばんから斜面が浅く、やがて短い幅の平地を得てから、城塞艦列前で壕ほりに至る。

　一番先に確かく認にんしなければならないのは、

　……壕の上を渡る橋は生きてますの!?

　左右前方、壕の底から大猿型の霊体が二体駆かけ上がってきた。彼らはこちらを見つけるなり、砲ほう弾だんのように跳ちよう躍やくして飛びかかってきたが、

「る、あ……！」

　右腕を振って杭打ち回穿ドリルバンカーで右の一体を撃げき破は。その腕を引きながら、反動で左の銀釘アルジヨント・クルウを爪つめ状態で前に叩たたき振り、勢いだけで、霊体の大猿を四枚に下ろした。

　そして正面に瞬しゆん発ぱつした時、己は見た。

「橋はまだありますのよ！　敵てき陣じん内部へと渡れますの！」

　幅十五メートル。防ぼう御ご方ほう陣じんがそのまま入る事は難しいから、一度隊たい列れつを組み直す必要があるだろう。だが、それらも自分のする事ではない。己おのれがすべきは、

・きめえ：『援えん護ご砲ほう撃げき行くわ』

　言葉が文字で見えるより先に、一発が頭ず上じようを抜け、城じよう塞さい艦かん列れつのもはや向こうで破は裂れつした。

　先行爆ばく撃げきだ。

　……行けますのね。

　一番懸け念ねんすべきは大型骨こつ格かくだ。これが橋を崩くずしに来たり、橋上から城塞艦列の門を塞ふさいでしまうと厄やつ介かいになる。

　だから、先を行くように叩たたき込まれた嘉よし明あきの砲ほう弾だんは有あり難がたい。更さらには、

・ＡｎＧ：『連続で行くよ──！』

　背後の空を突き抜けて、二発目が来た。

　それを追うように、己は前に行く。先さき程ほど大型骨格達に砕くだかれて広げられた城塞艦列の門を、今度は自分が先せん頭とうに飛び込んでいく。

　……この場を確保しますの……！

　入口前の安全を確保し、後続が突とつ入にゆう出来るようにしなければならない。

　己がいれば、大型骨格は排はい除じよ出来るのだ。だからここで現場を確保するのが、自分にだけ出来る事。

　早く後続が来てくれると良い。何しろ、気になる事が山積みな現場だ。

　……南の清きよ正まさや、捕つかまったままの可か児に達は、どうなってますの……!?

　福ふく島しまの合ごう流りゆうもどうなっているのか。そして何よりも、

「柴しば田た先せん輩ぱい達を、誰だれが倒しますの……!?」

　疑問し、瞬しゆん発ぱつする視線の先。霧きりの棚たな引びきが引けゆく布ふ陣じん内部側に、脇わき坂さかの放った砲弾が到とう達たつした。

　炸さく裂れつすれば、今、湧わいたり、接近してくる霊れい体たい戦せん士し団だんを一いつ斉せいに排除出来る。

　そこで生まれた〝間〟は、自分にとって貴き重ちような一ひと息いきの時間だ。軽く水分補ほ給きゆうでもして、身構えておきたい。何しろずっと動いてばかりだ。毛け繕づくろいの加か護ごも間に合いはしない。

　だが、己の目は、不ふ意いにそれを見た。

　先を行った術じゆつ式しき砲弾が、いきなり砕けたのだ。

　破は裂れつではない。正面からの打だ撃げきが、それを破は砕さいしていた。
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　……は!?

　糟かす屋やは瞬発しながら、目の前で生じた事実への理解を失敗した。

　起きた事は単純だ。脇わき坂さかが発はつ射しやした拡散砲ほう弾だんが、カウンターで砕くだかれたのだ。

　だが、どういう事かを考えると、理解が出来ない。

　脇坂が放ったのは対たい艦かん砲ほうだ。それを、カウンターで破は砕さい出来るものなのだろうか。

　しかし今、正面に叩たたき込まれてくる敵の一いち撃げきは、

「く……！」

　自分の目に理解出来たのは、頭ず上じようを超えて高く伸びる一本の極ごく厚あつ刃ばだった。これは、

「剣……!?」

　おかしい。大型骨こつ格かくの持つ剣でさえ、長さは七、八メートルと言ったところの筈はずだ。

　だがこれは違う。ずっと上、城じよう塞さい艦かん列れつを遙かに超えて伸びる一いつ刀とうは、巨きよ大だいな振り子のような軌き道どうでこちらに飛ひ翔しようした。

　当たる。と理解した直後。己おのれの目は、それを見た。

　長大な剣を振り抜く相手の全容を、だ。

　視し界かいに見えた姿すがたは、白かった。月光を浴びて光る流りゆう体たい光こうの正体は、

「巨きよ人じん……!?」
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「へ？」

　と、仲間達の前進を見送った安治アンジーは、首を前に傾かしげた。

　どうしたの、と隣となりの嘉よし明あきが、夜の森の中から問いかけの視線を寄よ越こす。が、既すでに彼女だって解わかっている筈だ。

「……あのさ、キメちゃん？　今の一発、手て応ごたえがないんだけど？」

「高さを間違えたの？」

「いや、射しや角かくの設定は術じゆつ式しき対応だから間違いは無い筈なんだけど、キメちゃん見て貰もらえる？」

　言うと、嘉明がこちらの魔術陣マギノフイグーアを見る。そこに表ひよう記きされているのは砲ほう撃げきの状況や、砲弾の実じつ測そくをレポートするもので、

「確かに、……途と中ちゆうで砲弾が消しよう失しつしてるわね」

「だよね！　だよね!?　あっち、ちゃんとタケの頭上抜けてるのに！」

　と指差した霧きりの向こうから、糟かす屋やが吹っ飛んできた。霧を巻き、森の木枝を数え切れないくらい折って、ガード姿勢の狼おおかみがこちらの頭上を後ろへと飛んでいき、

「は？」

　何が起きたのかと思った己は、前を指差したままの状態で、それを見た。

　右手の人差し指が差す先。糟屋が吹っ飛ばされてきた事で、霧の棚たな引びきには穴が開いている。渦うずのような、すぐにまた戻る霧の流れの奥に見えるのは、

　……何アレ？

「キメちゃん」

　城じよう塞さい艦かん列れつの門。砕くだかれて排はい除じよされた巨きよ大だいな谷の向こうに、それがいた。

　白の、流りゆう体たい光こうで出来た巨きよ人じん。両腕うでの先に収しゆう納のう型の剣を付けた異い形ぎようの姿すがた。

　だが、大型骨こつ格かくとか、そういうものではない。城塞艦列を作る艦の高さが十五メートルだとするならば、月光を全身で浴びるあの大きさは、

「身長八百メートルくらいあるんだけど、何あの霊れい体たい」
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　片かた桐ぎりは、深しん呼吸した。

　落ち着くためだ。そして思ったのは、

　……何ですか、あの巨きよ大だいな霊体！

　心の中の憤いきどおりを隠かくし、横の竹たけ中なかを見る。

　すると竹中がテーブルに上じよう半身を投げ出していた。

「た、竹中先せん輩ぱい！　何をやる気無くしてるんですか!!」

「いやもう片桐君？　おねーさん思ったんです。やる気があるからえろい事するんです。

　えろい事するためにやる気出すんじゃないんです。子作りの話じゃないですよ？」

「竹中先輩、落ち着いて下さい！」

　と、通つう神しんから、現場の音が聞こえてきた。それは前まえ田だの笑い声で、

『ははは！　どうだ！　格かつ好こいいだろう！　まさかこんな大物が来るとは誰だれも思っていなかった！　そうじゃないかい!?　いいぞ──！　強いんだこれがまた！　格好いいんだ！』

　そう、と彼の声が響ひびいた。

『霊体の巨大骨格。──歴史ある霊魂展開術式ネクロマンスの中で、僕が初であるため、この存在には、僕の姓かばねが冠かんする事になった。そうとも、これぞ霊体戦士団の王！　その名を──』

　前田が、静かに言った。

『前田・ＫＧケーニツヒ・ガイストと言う』

　厨ちゆう房ぼうの料理長が、俎まな板いたに刺さし身み包ぼう丁ちようを貫かん通つうする勢いで突き立てた。
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　ヤバい、と安治アンジーは思った。

「ヤバいねコレ、キメちゃん」

「そうね、私もそう思うわ、アンジー」

　森の中、今、全ての音が消えている。前進していた皆が動きを止め、後続も、斜面の上側から尚なお見上げる形となった巨大骨格に対し、動けないでいるのだ。

「ヤバいわ」

　嘉よし明あきが言った。

「前まえ田だ・ＫＧケーニツヒ・ガイストとか、そんなダサい名前だなんて」

「だよね。後の歴史書があったら前田家大だい失しつ態たいの一つとして書かれるよねコレ」

　と、沈ちん黙もくの広場、霧きりの向こうから声が届いた。

「ちょっと待ったあ！　そこ！　そこの君達！」

　前田だ。静かだったせいか、それとも霊れい体たい戦せん士し団だんの残ざん党とう経けい由ゆなのか、聞こえたらしい。

　すると横の嘉明がいきなり、

「前田先せん輩ぱいのネーミングセンスが死んでるとか、私達は言ってません」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己おのれは頷うなずいた。

「だよね、言ってないよね」

「じゃ、じゃあ、誰だれが言ったんだい？　今のは！」

　Ｔｅｓ．、と嘉明が言った。

「現場の責任は指し揮き官かんが取るので、三みつ成なりじゃないでしょうか」
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・成成成：『え!?　ちょ、ちょっと待って下さい！　私、今、京きようの方が避ひ難なんとか大体割り振って、これからそっちと本ほん能のう寺じに分配しようかと思ってたんですよ!?　こんな前振りだと、顔出しにくいじゃないですか！』

[image: ]

・きめえ：『大だい丈じよう夫ぶよ三みつ成なり。貴女あなたが何とかするの』

・成成成：『台詞せりふの前と後ろが繫つながってませんよ!?』

・ＡｎＧ：『だよね。間に〝でも〟って挟まないと』

・成成成：『そういう意味じゃありませんよ……！』
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　三成が表示枠レルネンフイグーアの中で両手を上下に振っているのを見た直後。

〝安あ土づち〟は測そつ距きよを確実とした上で主しゆ砲ほうを放った。

　狙ねらいは巨きよ大だい骨こつ格かく。その胸部中央。いきなりの出現と、全高ゆえ、周辺の建けん造ぞう物ぶつから狙いの取り直しが必要だったが、

　……皆様、時間稼かせぎを有あり難がとう御ご座ざいます……！

　発はつ射しやする。砲は三十センチ三十八口こう径けい、弾だん体たいは砲ほう弾だん長ちよう一メートル二十センチの実じつ弾だんだ。それに、威い力りよくと加か速そく力りよくの術じゆつ式しきを掛ければ、身長八百メートルの巨大骨格であろうと胸部貫かん通つう。衝しよう撃げきによってその中央部を全ぜん壊かい出来ると計けい測そくがされていた。

　ならば後は仕し留とめるだけだ。

　今日きようも加か護ごのガルーダはよく鳴いている。その一発は曲きよく射しやの下り軌き道どうから一気に瞬しゆん発ぱつし、

「当たります。──以上」
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　清きよ正まさは、丹に羽わと向き合う視し界かいの中で、それを見ていた。

　巨大骨格が立ち上がり、北の方へと身を向けたのを、だ。

　……意い外がいに速い……！

「ああ、あれ、術式掛けて強化してるんですかね」

　走狗マウスへの命令ではないためか、いつもの口く調ちようで丹羽が言う。

　そして、彼女は肩越しにそちらを確かく認にんして、軽く首を傾かしげた。

「あの巨大骨格、私の見立て通りだと、危険ですよ」

「丹羽様。……先せん輩ぱいなんですから、ちゃんとあの巨大骨格の名前を呼んであげましょうよ」

　丹羽が雷らい獣じゆう仕立ての手を額ひたいに当てた。そして彼女は眉まゆを立て、

「厳きびしいな……！」

　……あっ、走狗と一いつ緒しよに否定だから口調がキツいんですね。

　思った瞬しゆん間かん。衝しよう撃げきが音として北の高い位置から響ひびいた。

　安土の砲ほう撃げきが、巨大骨格に叩たたき込まれたのだ。
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　……当たったあ──！

　安治アンジーは両の拳こぶしを握った。

「〝安あ土づち〟やるじゃん!?」

　以前の戦せん闘とう、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いでも、安土は曲きよく射しやを用いた超高々度弾だん道どう弾だんにて敵の地ち竜りゆうを除じよ外がいしている。が、その光こう景けいを自分は見ていないのだ。

　仲間の良いところ、ちょっと見てみたい。

「直ちよく撃げきだあ──！」

　だが、命めい中ちゆうのインパクトが走る直前。自分の目は、巨きよ大だい骨こつ格かくが得たものと、一つの動きを見ていた。

　魔女テクノヘクセンが持つ高速機き動どう対応視覚。戦闘中の加か護ごとして常用される動どう態たい視力の強化が、巨大骨格の周囲に幾いくつもの光が生じたのを察さつ知ちしたのだ。

　それは無数の術じゆつ式しき陣じん。明らかに強化や防ぼう護ご、加か速そくと言った術式がその全身各部に多重し、巨大骨格が大たい剣けんを収しゆう納のうした左の手を振りあげた。

　突き出した左腕。肩から、広げた手の平まで幾いくつもの衝しよう撃げき緩かん衝しよう術式が展開する。更さらには手の平の前に防護術式が連続射しや出しゆつされ、そこに、

　……直撃……!?

　己おのれが見たのは、光だった。

　巨大骨格が、突き出した左手の掌てのひらで安土の砲ほう撃げきを〝受けた〟のだ。
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　広場の中、上こう坂さかは南への進行を止めていなかった。何が出ようとも何が起きようとも、既すでに一千人単たん位いでの突とつ撃げきは始まっており、後続もいるのだ。

　砲撃が行われたのを合あい図ずに、自分達は既すでに動いていた。

「前進……！」

　言って、方ほう陣じんの指し揮き者しやが合図の音おん響きよう術式を鳴らすと、果たして全員は前に出た。

　全ての動作に焦あせりのようなものは無い。乱れもない。

　だが、整せい然ぜんとしている訳わけでは無く、震えに似たものが感じられるのは、彼らの統とう率そつが怯おびえと、こちらに対しての信頼という相そう反はんで成り立っているからだろう。

　眼前と言うよりも、もはや頭ず上じように見える異常。

　それに対して、何か動きをとりたい。

　だが戦せん場じようで不慣れであるが故ゆえ、指揮に従う。

　危なっかしさを感じるが、悪くはない。だから己は言葉を送る。

「前を見るな！　足あし下もとを見ろ！」

　言うべきはそれだけだ。

　ただでさえ霧きりがあり、下からは未いまだに霊れい体たいの戦せん士し団だんが湧わいてくるのだ。それにこの広場は縦たてに一キロ程。身しん体たい強化も入れた突とつ撃げきならば、足下を見ている間に向こうの端はしに着くだろう。

「稲いな田だ！」

　呼ぶと、後続の指し揮きを執とる稲田が、長ちよう銃じゆうを振りあげて応じた。

　分かれる。

　奇き数すう番の隊たいは左へ。偶ぐう数すう番の隊は右へ。とにかくあの巨きよ大だい骨こつ格かくの正面は避け、ただ急ぐ。

　砲ほう撃げきが来て、高所に着ちやく弾だんすれば地上には被ひ害がいが出る。衝しよう撃げき波はや力の爆ばく発はつは砲撃戦ではよくある事だ。だから自分達がなすべきは、

「前進しろ……！」

　あ、と上こう坂さかは思った。

　……「前だ」って言うと、前まえ田だ・利とし家いえに被かぶるのか……。

　思った直後。頭ず上じようで砲撃が着弾した。
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　安治アンジーの視し界かいの中、まず見えたのは衝撃による発光現げん象しようだった。力が激げき突とつする際、巨大骨格はそれを流さなかったのだ。

　正面からカウンターで殴なぐりに行く。そんな動きの迎げい撃げきだった。

　光が生じ、巨大骨格の周辺から術じゆつ式しきの表示枠レルネンフイグーアが一いつ斉せいに消え、流りゆう体たい光こうに散った。

　巨大骨格の五ご指しも、まるで風に棚たな引びくように後ろへと折れ、もはや指としての機き能のうを満たさない。

　それどころではない。生じた衝撃波は曲げた指を千ち切ぎり、その手の平を剝むいて手首までを暴あばれ食うように散らした。更さらには下か腕わんも上じよう腕わんも、〝骨格〟であるのに圧力で縮み、撓たわんだ。

　直ちよく撃げきでなくても、その威い力りよくで崩ほう壊かいさせる。それが戦せん艦かんの主しゆ砲撃だ。

「……行ったれよ──！」

　叫んだ自分の視覚は、しかし確かにそれを確かく認にんした。

　指が、湧いたのだ。

　着弾座ざ標ひようから、力という言葉が暴れて外へと広がり、何もかもを全方位に打だ撃げきする中。その中心部にある大型骨格の手指が湧いた。

　五指も、手の平も、手首も、生はえると言うよりも湧いた。

　一本の指が曲がって散る前に、次が来る。

　五本の指が曲がって散る前に、手の平ごと生え替わる。

　そして手首が剝ける前に、下腕が内側から咲いてくる。

　散る全ては流りゆう体たい光こうとして舞い、衝しよう撃げき波はに吹っ飛ばされるのだが、再さい生せい速度が衝撃波を突き抜けて行き、それを共に見る横、嘉よし明あきが、

「まさか──」

　彼女が、短く言った。

「──伏せるのよ」

「前後が繫つながってないよキメちゃん!?」

　思った瞬しゆん間かん。それが来た。

　夜の空を割って、何もかもを外への圧力へと叩たたきつける衝撃波の一発が、広場の全体を打だ撃げきしたのだ。
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　嘉明は伏せた。

　爆ばく圧あつ対策には、非常時なので白姫ヴアイス・フユルステインを盾たてにする。

　衝撃を受け流せるよう、その全体を巡じゆん航こう形態で加か速そくさせ、地面に突き刺したのだ。

　角度は約三十度。森の柔らかい地ち殻かくに、白姫はその先せん端たんから機き首しゆ部の根ね元もとまで己おのれから突き刺さる。

　後はその陰に入り、横の安治アンジーも同じようにしている事を確かく認にん。

　だがそのままでは危険だ。全ての加速器を連動させ、重力制せい御ぎよで座ざ標ひようを固定する。これでどんな爆圧が来ても大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、

「全員伏せなさい！」

　叫んだ瞬間。爆圧の前ぜん哨しようとして、妙みような無音が来た。

　沈ちん黙もくの強制ね、と己はそう思う。ここから先、音が聞こえたら、それは大たい気きを打ち飛ばし、叩き潰つぶす力のスタートなのだと。

　そして、

「────」

　来た。

　風が、広場の下から土つち煙けむりの壁として突っ走って来た。叩きつけてきた。土つち塊くれや下草を含んだ打撃の風だ。超高速で飛散する力の中では、砂すな粒つぶですら人の肌はだを削けずって肉を抉えぐる。

　周囲の地形を見るからに、森の縁へりとなっている下草が引き剝はがされ、飛んできている。

　そして音が来た。何もかもを下から飲むような激げき音おんが、だ。

「来たわよ……!!」

　自分の声も定かではない正面、森の縁側の木々が数本、激しく震しん動どうして根から抜けた。まるで巨きよ人じんの手で力任まかせに引っこ抜かれたような動きは、そこで止まらない。背の高い木々こそが力を受けるのだから、幹みきが太く、陰や盾たてになるようなものから宙ちゆうへと抜け、根の切れる断だん裂れつを響ひびかせ、更さらには、

「本ほん命めいね」

　風を後ろから押し込んで来た力。爆ばく圧あつの本体が来た。

　地面に当たり、撓たわむように全方位へと広がるもの。

　それは、まず一いつ瞬しゆんで森の際きわにある木々を薙なぎ払う。

　幹みきや枝が絡まり、堪たえ切れず、重さで倒れた上に力が重なり、連れん鎖さで一気に倒とう壊かいする。

　自分達のいる位置までそれが届くと正直危険。だけど向こうにそんな都つ合ごうは関係なく、

「飛ぶわね……！」

　座る場所。白姫ヴアイス・フユルステインの屋や根ねの向こうを、木々の数本が回転しながら飛び、しかし高く跳ね上がったところで衝しよう撃げき波はの壁に激げき突とつして破裂した。

　正面。戦せん士し団だんの女子が伏せながら悲ひ鳴めいを上げる。

　だがそれらの声も、この衝撃波の下では無意味だ。

　森が地ち殻かくごと震しん動どうし、夜空が土つち煙けむりで暗くなった。その下で、

・ＡｎＧ：『キメちゃん余よ裕ゆう？』

・きめえ：『そうね。だって〝双姫ツヴアイ・フユルステイン〟にとって、超音速飛行などお手の物。対衝撃破の挙きよ動どうや緩かん衝しよう、防ぼう護ごは高いレベルで入っているのよ』

　制せい御ぎよ用の魔術陣マギノフイグーアの中では、白姫の各所が現状を超高速移動中と仮か定てい。その上で衝撃波に対する防護と緩衝を行っている。戦せん艦かんクラスの装そう甲こうには劣るが、単に〝防ぐ〟として見た場合、〝双姫〟の防ぼう御ぎよ力りよくは高い。

　……まあ、どちらかというと、直ちよく撃げき弾だんはキツくて、受け流す傾けい斜しや装甲系けいだけど。

　だが現状ではそれらの効果こそが大だい事じだ。

　ここは安全。

　そう思える理由は他にもあるが、自分達で出来る事を優ゆう先せんとしよう。

　衝撃波は緩衝術じゆつ式しきで拡散され、後続の皆に直撃はないようだ。先行した異い族ぞく部ぶ隊たいと突とつ撃げき隊が懸け念ねんだが、現場なりに出来る事をしているだろう。

　そして己おのれは、白姫の縁ふちから、爆圧の向こうにいる敵を見た。

　巨きよ大だい骨こつ格かくの姿すがたが、揺れる木々の向こう、散る葉は群むれの先に覗のぞけた。土煙を払い、青黒い満月の夜空をバックにしている巨大な人ひと影かげは、

「無む傷きず……!?」





●






　利とし家いえは、左の手を上げていた。

　視線の先にある巨大骨格も同じように、左の手を上げている。

　左腕うでは、本来の姿そのままだった。

「──とは言え、何も無かった訳わけじゃないよ。ただ、再生力が、被ひ害がいを上回っただけでね」

　つまり、左腕うでは新しん品ぴんだ。そして真新しい左手は、しかし手て指ゆびの中にあるものを持っていた。

「これだけ小さなもので、よく今の打だ撃げき力りよくを作ったものだ」

　砲ほう弾だんだった。

　安あ土づちから撃うたれた一発を、こちらは受け止め、確保した。あとやるべき事と言ったら、

「返すしかないだろう。要いらないものだ」

　巨きよ大だい骨こつ格かくの左腕が、動きを確かめるように、一度だけ軽く回された。下腕を肘ひじまで曲げ、その接合を確かく認にん。手首も尺しやつ骨こつ側を薄く開けて、廃気アウスプツフの後閉じた接合部を固定する。

　後は簡単だ。一度、砲弾を上にトスして、右腕うでの大たい剣けんを両手でバックスイングしたら、

「ホームラン……！」





●






　超高速で飛ひ来らいしたライナー線の一いち撃げきに、〝安土〟は一いつ瞬しゆん反応出来なかった。

　動きとしては野や球きゆう。だが、全高八百メートルの巨きよ人じんという存在が初しよ見けんであったため、何が起きるかを推すい測そくから断定にまで持ち込む事が出来なかった。

　自じ動どう人形故ゆえ、精せい査さをしなければ判はん断だんが出来ない。それを解除したのは食堂から飛んできた竹たけ中なかからの一ひと言ことだった。

『前面防ぼう御ぎよ──！』

　包ほう括かつ指し示じだ。素す晴ばらしい。初見の敵に対し、即そく座ざにこんなアバウトな指示は自動人形ではなかなか作れない。

　だが自分は感かん謝しやする。判断する。行動する。決断は指示となり、手て捌さばきは共通記き憶おくの中で言葉として艦かん橋きように走って行く。

　砲ほう撃げきを中断。出力を防御に転化。出力系けい担当である平ひら野のには麾き下かが三人で菓か子し折おりと清せい酒しゆを持って行く事にする。ダッシュ。そして、

「前面防御展開します。──以上」

　竹中に応じて０・７秒。悪くないです、と判断した瞬しゆん間かん。打ち返しの一発が来た。
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　片かた桐ぎりは艦橋からの報告と自分の百ひやく紋もん検けん地ちを連動状態にし、全てを概がい要ようで把は握あくした。

　食堂内、テーブルの高さで安土から巨大骨格までの一直線で、ライナーが来たのだ。

　狙ねらいは正確に中央前ぜん艦かんの艦橋部。つまりはここだ。

　中央前艦の防ぼう護ご障しよう壁へきが連続すると当時に、左右前艦が僅わずかに前進。補助の防護障壁が立ち、三重の防御態たい勢せいを作った。

　直後に一いち撃げきが当たる。それは前方の防護障壁を紙のように貫かん通つうし、

　……速い!?

　否いな、それよりも、

「硬い……！」

「あー、これ、あの巨きよ大だい骨こつ格かくの方で、加か速そく術じゆつ式しきと硬こう化か術式掛けてるっぽいですねー」

「そんな事出来るんですか!?」

　振り向いた先。竹たけ中なかが紙かみ袋ぶくろに顔を突っ込んでいた。

「竹中先せん輩ぱい！　何か新しい発見があるたびに紙袋に顔突っ込むのやめましょうよ！」

「いや片かた桐ぎり君、そんなにおねーさんがえろるのを生で見たいですか!?」

「そういう意味じゃないですよ！　もっとしっかりして下さい！」

　ストレスを与えてしまったので竹中が紙袋に戻った。

　……うわ面めん倒どくさい……！

　だが、竹中の指し摘てきが気になる。あの巨大骨格、それ自体で、たとえば全身や、手にしたものへの加か護ごが掛けられるというならば、

　……人だったら、武ぶ器きの強化や、身しん体たい強化で加速や戦せん闘とう能力の上昇ですよね。

　しかしそれは〝人〟の場合だ。

「……あのサイズの巨大骨格では、何が出来るんですか？」

　問うなり、〝安あ土づち〟からの通つう神しんが来た。敵の砲ほう弾だんに対し、防護障壁の束たばは一気に貫つらぬかれていた。だが、百ひやく紋もん検けん地ちの概がい要ようの中では、多重の障壁によって打ち返しの一発は減げん衰すいしていた。

　それはもう、装そう甲こうに当たっても破は損そんとならない程度の速度に落とされた上で、

『防御しました！　──Shaja！』
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〝安土〟は今度こそ即そく座ざの判はん断だんを行った。

　先さき程ほどの砲ほう撃げきは、防がれた上で打ち返されてしまったが、それが複数ならばどうなるか。

　安土の主しゆ砲ほうは各かく艦かん備えている。

　前ぜん艦かんは二連二に門もん。後こう艦かんも、中央艦ならば二連二門だ。

　今、防護の間に、それらを撃うつ準備は出来ている。反動で全ぜん艦かんが後ろへとスライドする事を計算に入れ、

「主砲、一いつ斉せい発はつ射しや……！　──Shaja！」

　と、叫ぶなり、轟ごう音おんが空を穿うがった。

　砲ほう口こうから流りゆう体たい光こうが走り、水すい蒸じよう気き爆ばく発はつが展開した。その数は二十。爆ばく圧あつの力は安土の装甲を洗い、眼がん下かの森林に葉は群むれの飛沫しぶきを上げさせる。それは波のように広がり、

　……行きなさい！

　ガルーダの鳴き声と共に、光の尾を引いて砲弾が飛んだ。

　狙ねらいは巨きよ大だい骨こつ格かく。名前は呼ばない。二十の砲ほう弾だんは、曲きよく射しやの軌き道どうを下りに入るところで加か速そくする。下向きへの打だ撃げきとなった力は、もはや腕二本で打ち返せるものではないだろう。

　ついでに柴しば田たの布ふ陣じんも、その北面側の大部分を砕くだける筈はずだった。

「どうせなら、ここでの成果を基き礎そに、曲射砲ほう撃げきによる攻こう城じよう戦を行います。──Shaja」

　備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの時とは違い、中に市民はいない。布陣内部には何の躊躇ためらいもなく撃うち込めるが、現状、向こうの城じよう塞さい艦かん列れつからの応おう撃げきが邪じや魔まだ。

　だが、そういった障しよう害がいがなくなれば、こちらのやりたい放ほう題だいだ。柴田との決けつ着ちやくのため、地上部ぶ隊たいを出しているが、自分達の砲撃で終了、という手もある。

　つまりこれはアレだ。統とう計けい学がく的な動作によれば、右の拳こぶしを強く握った上で、

「砲撃無む敵てき説……！　──Shaja！」

　と言って、砲ほう弾だん二十発の行方ゆくえを見守る。

　光を帯びた打撃の群は、今、一直線に南へと飛んでいく。だがその行き先の空に、妙みようなものが存在していた。

　……あれは──。大きな、横に長い黒い影。浮いているように見えるものの正体は、

・□□凸：『〝安あ土づち〟さん！』

　片かた桐ぎりの声が、正面の空に見えた漆しつ黒こくの正体を教えてくれた。

・□□凸：『──前まえ田だ・ＫＧケーニツヒ・ガイストが、壊こわれた戦せん艦かんを投げてきました!!』

　その名を言うなと。
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　片桐が感じたのは、危険の二文字だった。

　敵、巨大骨格が、北の広場前にある破は砕さいの戦艦を投げたのだ。

　何しろ巨大骨格自体が、身長八百メートルある。今、投じられた残ざん骸がいは、鉄てつ甲こう船せんと同サイズで八百メートル。なので、あの巨大骨格は、P.A.OdaやM.H.R.R.神聖ローマ帝国が有する戦艦をほぼ全て投げる事が出来ると、そういう事実になる。

　投げるのに使われているのは、筋きん力りよくだけではない。大おお猿ざる型がた、大型骨格と、進化するごとに全身の肉量は増えているが、その膂りよ力りよくにおいては、

　……前田様の用意した機き動どう殻かくと、術じゆつ式しきで強化されてます！

　恐らくは、機動殻が外がい骨格。そして術式が駆く動どう系けいの役目だ。

　ありとあらゆる技術を使用して、前田が作り上げた巨大骨格。確かにこんなものは史上初だろうから、彼の姓かばねが冠かんされるのも解る。

「恐るべしですね、前田・ＫＧ……！」

　竹たけ中なかが、上げかけた顔をまた紙かみ袋ぶくろに戻した。

「な、何ですか竹中先せん輩ぱい！　今の何か言いたそうなムーブは！」

「それより正面、ヤバいんじゃないですかねー」

　そうだ。戦せん艦かんが飛んできている。そして百ひやく紋もん検けん地ちが、一つの結果を捉とらえていた。

　何が起きるかは明確だ。安あ土づちが撃うった二十発の砲ほう弾だんだが、

「戦艦に当たります……！」

　巨きよ大だい骨こつ格かくは戦艦をただ投げたのではない。

「こちらへの攻こう撃げきと、砲ほう撃げきへの盾たてを兼かねた戦せん術じゆつなんです！　あの戦艦投げは！」







[image: 第三十四章『不明の咆哮者』]
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　嘉よし明あきは、面めん倒どうが生じたと思いながら、急ぎの指し示じを出していた。

「防ぼう御ぎよ方ほう陣じんの内、前にいる布ふ陣じんは用意出来次第、前進しなさい！」

　今、頭ず上じようでは巨きよ大だい骨こつ格かくが戦せん艦かんをぶん投げたところだ。こちらの手元に来ている安あ土づちの砲ほう撃げき報告を重ねると、全ての砲ほう弾だんは投げられた残ざん骸がいに激げき突とつする。それはつまり、

　……片かた桐ぎりの言う通り、砲撃を防がれるわ……！

　着ちやく弾だんした。響ひびく音は、重なり過ぎて四発ぐらいに聞こえた。

　だが、まるで雷かみなりのように届いてくる激突音は、弾だん数すうに比べて弱いものだ。

・ＡｎＧ：『あー、これ、砲弾の昇りで戦艦を当てられてる……！』

・□□凸：『加か速そく前ですから、かなり潰つぶされますね』

・安　土：『……外した際でも柴しば田た班はんの布陣に当たるよう、角度を深くとろうとしたのが裏目に出ましたか。──Shaja』

　何だかさっきから〝安土〟が柴田班殲せん滅めつに燃えてる気がするが、まあそれはそれで。

　そして空で、残骸がもはや破は片へんとなった。

　曲きよく射しやの昇り中とはいえ、二十発の主砲弾だ。戦艦はその装そう甲こうを外から砕くだかれ、また、内側に飛び込んだ威い力りよくは鉄のフレームを折って散らしたろう。

　音で何が起きたか解わかるのは、経けい験けんだ。伊達だてに慶けい長ちようの役えきで艦かん隊たい戦せんに飛び込んでいない。

　空から一つ、弾はじける響きが生まれた。

　残骸が、そのフレームや装甲板との接合を失い、何もかもの意味を無くしたのだ。

　後は鉄や木といった破片の群。それらが降るのは、背後の森の中だ。遠く、そちらから、雨が降るような音が響いてくるのが、その結果だろう。

　安土の攻こう撃げきは防がれた。だが、

　……こちらとしては、二十発分の衝しよう撃げき波はが至し近きんで激突されるより良いとも言えるかな……。

　地上部ぶ隊たいは大変だ。今はただ前進あるのみ。いい機き会かいだと思う。何故なぜなら、

「安土があのデカブツを引きつけているから、今の内よ！」

　叫んだ瞬しゆん間かんだった。

　轟ごう音おんと風が、下から上へと二発、森と大地を大きく煽あおった。

　……これは……。

　巨大骨格が、戦艦の残骸を二つ、安土へと連投したのだ。
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　森もりは、内ない破はした航こう空くう艦かんの瓦が礫れきから外に出ていた。

　可か児にの笹ささ群むら召しよう還かんに巻き込まれて、破は壊かいされた壁面部分と一いつ緒しよに下に落ちたのだ。

　落ちただけならまだ良かったが、下に雪が積まれて、艦かん底ていを支えていたからいけない。スロープを滑り、瓦が礫れきと一いつ緒しよに通りの向かいまで行ったところで漸ようやく止まった。

　ふう、と一ひと息いきを入れ、いそいそと装そう甲こうの破は片へんなどを道の横に寄せる。

「下に人がいなくて良かったですね」

　今、周囲は前まえ田だの得意な霊魂展開術式ネクロマンスの冷気に満ちている。

　……寒いなあ。

　防ぼう寒かん用に帽ぼう子しや上着を着込んでいて良かった。特にインナーとして、恥はずかしながら女子用のタイツの足先を外した上で、片かた脚あし仕し様ように裁さい断だんしたのがなかなか良い感じです。不ふ意いな衝しよう動どうでビキビキイっとなった時も、タイツを着ているとピチピチイって感じで凄すごくギャランドゥ。スキニーファッションってやつですよね。

　ただ、白い息を吐きながら見る頭ず上じよう。そこに巨きよ大だいな影があった。

「武ぶ神しんですか……!?」

　違う。少なくとも自分の知ち識しきの中では、あんな大きな武神はない。更さらにそれが、己おのれの巨きよ体たいと同じサイズはあろうかというものを、左右の腕で北の方向へと投げつけたのだ。

　……戦せん艦かん!?

　そんな馬ば鹿かな、とは思った。だから己は、

「な、何ですかアレ！　あんな非ひ常じよう識しきなものが、何故なぜここに！」

　叫ぶと同時、近くを移動していた幾いくつかの小しよう隊たいがこちらに振り向き、鏡かがみを向けてきた。非常時の光学通つう神しん用の手て鏡かがみですよね、とは思うが何故僕の方に。

　だが、風がきた。冷気を含んだ突とつ風ぷうが、建物代わりの輸ゆ送そう艦かんの間を抜ける事で、密みつ度どを上げて走ってきたのだ。質量すら感じる冷風が、己の餅もち肌はだを震わせて後ろへと押す。

　戦艦という大質量が振り回された結果だろう。

　そして自分は見た。巨大な霊れい体たいの骨こつ格かくの四し肢しや、胴どう体たいの各所に、幾つもの表示枠レルネンフイグーアが出ているのを、だ。

　……アレが、あの大きなアレを動かしているアレなんですね。

　正直。術式関係はあまりよく知らない。ただ、アレを立ち上げたのは前田だろう。

　だが、そういう事は、

「前田先せん輩ぱいが戻ってきていて、浮かれてるんですね……！」
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　利とし家いえはノリノリである自分を自覚していた。

　……有りだなあ！

　先輩とか後こう輩はいとか、柴しば田たの最後の戦せん闘とうとか、云うん々ぬんあるが、金を使って戦せん士し団だんを呼び出す事を考えたら、柴田の予算全部使って良いこの現場は素す晴ばらしい。

　何しろ金とか残しても、無意味なのだ。だから、巨きよ大だい骨こつ格かくを術じゆつ式しきでとにかく強化して、

「戦せん艦かん二発、どうだろうねえ、安あ土づち……！」

　叫んで、両の人差し指で差した北の空。ここからだと森と斜面の陰になって安土六艦の巨きよ影えいは見えてこない。

　投げたのは二艦。だが、飛んでいった二つの残ざん骸がいの内、先に投げたものが空中で裂さけた。

　安土からの迎げい撃げきを食らったのだ。

　大質量ゆえ、砲ほう撃げきを受けても全体の勢いは止まる事がない。ただ、穴は開き、砲ほう弾だんの数によって芯しんは失われ、ある程度のところで軽くなった質量が打だ撃げきに負ける。

　付ふ随ずいされる被ひ弾だん音の破は裂れつと共に、八百メートルの残骸が、三つに割れて散っていった。

「下の森にはえらい迷めい惑わくを掛けるなあ」

　だが、後ろのもう一いつ艦かんがある。そちらはほぼ無む傷きずで、

「今から砲撃をぶち込んでも間に合わないよ。解わかってる？」
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　竹たけ中なかは、あ、こりゃ駄だ目めですねー、と思った。

　放ほう物ぶつ線せんを描いた敵戦艦の落らつ下か軌き道どう。その全ては計けい測そくされているが、

「後ろから来てる一艦が、確実にこちらを巻き込みますね──」

　向こうからこっちは直接見えていない筈はずだが、ここらは前まえ田だのセンスだろう。

　二重投とう擲てきは見事なものだと思う。何しろ相手は布ふ陣じんの外がい壁へきを投げているようなものなのだ。ハイダメージ・ハイリターンという言葉そのものだろう。

　お株かぶを奪うばわれた。

　とはいえこっちは対たい処しよしなければならない。

　三さん千ぜん世界で計測したところ、至し近きん砲撃の爆ばく圧あつで全体が砕くだけるのは解った。

　だが、反動で吹っ飛んだ残骸が宙ちゆうを転がり、艦かん橋きよう部ぶに激げき突とつするのも見えている。それを排はい除じよするには砲ほう門もんが足りない。

・黒　竹：『〝安土〟さーん、避けられます？　避けられるなら避けて欲しいんですけど』

・きめえ：『それ、避けられない場合はどうするのかしら』

・黒　竹：『その場合でも避けて欲しいかなー』

・ＡｎＧ：『何かタケ子が曖あい昧まいな事言い出したよ！』

・安　土：『とにかく避ければいい訳わけですね!?　そうですね!?　──Shaja』
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　投げられた戦艦が被弾をしながらも、大たい気きを押して安土へと落下していく。森の木々を通して聞こえてくるその音に、安治アンジーは思った。

　……意い外がいに時間掛かるなあ。

　重くて大きいからといって、速く落らつ下かする訳わけではない。逆に、大きければ空気抵てい抗こうによって落下速度は低くなるのだ。

・きめえ：『速度よりも安定性と燃ねん費ぴを考えると、艦かん体たい自体が揚よう力りよく効果を狙ねらったものになるものね。P.A.Odaの艦はガレー船から派は生せいしてるから、そういった平たい形状になりやすいし』

　だけど、大きいが故ゆえに、破は壊かいや、消しよう滅めつもまた至し難なんだ。

　だから避けると、そういう話だったが、

「安あ土づちに退ひかれるとこっちが困るよねえ……！」

　距きよ離りが空あくと、皆の不安が増す。退たい避ひや、自分達が緊きん急きゆうで誰だれかを運び込む時も、遠ざかられていては厄やつ介かいなのだ。だが、

・きめえ：『安土が動くわ』

　嘉よし明あきの声に、自分は背後の空を仰あおいだ。

　既すでに周囲にいた戦せん士し団だん達は、前に出ている。後は自分達の動きも含め、位置取りを考えなければいけないが、安土が何処どこにあるかは重要だ。

　……どーするのかな!?

　と、見上げた視線の先、木々の葉の間から、安土が見えた。しかしそれは、以前よりも艦かん底てい部ぶを明らかにしたもので、全体が把は握あく出来るような見え方だった。

　動いてはいる。安土が大たい気きを押す駆く動どう音は耳に慣れたものだ。

　しかし、遠ざかっているのに、そう見えない。これは、

「木来移動じゃなくて、……上昇してる!?」
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〝安土〟のプランは明確だった。

　高い位置に陣じん取どれば、相手の戦せん艦かん投げは届かない。もしも届いたとしても、昇りで速度は落ちるのだ。

　大質量とはいえ、速度がなければただの鉄てつ塊かい。あとは何とでもなる。

　危険があるとすれば、柴しば田たの城じよう塞さい艦かん列れつからの砲ほう撃げきだ。上昇して艦底を晒さらすのは、艦かん長ちよう式自じ動どう人形としては危険を感じるものではある。

　だが、それらの対応を考えた場合、

　……今までの経けい験けんと手段で対応出来るものと、そうでは無いものでは、後者の方が危険と判はん断だんします……！

　ゆえに上昇する。外部視覚素そ子しからは巨きよ大だい骨こつ格かくも下に見えるようになった。

・安　土：『俯ふ瞰かん出来ると脅きよう威い感も減りますね。──Shaja』

　言った瞬しゆん間かん。自分達の下を敵てき艦かんの残ざん骸がいが通過していった。

　回かい避ひしたのだ。

　眼がん下かをすれ違う形になった残ざん骸がいに、爆ばく砕さい術じゆつ式しきなど含まれていないか。流りゆう体たい検けん知ちで粗あら方かたの調査をしつつ、〝安あ土づち〟は急ぎ下か降こうの準備を手配した。

　巨きよ大だい骨こつ格かくが一歩を下がり、仕切り直しの空気が生じたのだ。

　……しかし、油ゆ断だんはなりません。

　自分達からも、もはや満足に射しや角かくの取れない構こう図ずだ。

　お互い、有効打が取れないとなれば、どうなるか。その疑問に対し、竹たけ中なかが反応した。

・黒　竹：『地上部ぶ隊たい、左右に展開、回避して下さい！』

　竹中の言葉に、何故なぜ、という疑問を思った瞬しゆん間かんだ。下がった巨大骨格が、一つの動きをした。柴しば田たの布ふ陣じん内にあった輸ゆ送そう艦かんを、いきなり前に蹴けり飛ばしたのだ。

　サッカーボールキックだった。

　敵は、狙ねらいをこちらから広場へと変えたのだ。

　金きん属ぞく物が折れる音がして、ドラゴン級四百メートル超の輸送艦が跳ねた。

　上から見て、完全に〝く〟の字に曲がった艦かん体たいは宙ちゆうを飛び、浅い放ほう物ぶつ線せんで広場の方へと飛んでいった。

「異い族ぞく部隊は正面に注意を……！　──Shaja！」
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　上こう坂さかは、状況を理解した。

　柴田班はんの布陣内部へ、皆の突とつ入にゆうを誘ゆう導どうしていた時だった。既すでに三分の一程を稲いな田だ達と共に送ったところで、城じよう塞さい艦かん列れつの内側から、それが飛んできたのだ。

　中央部から折れ曲がった輸送艦だった。

　狙いは明確。三艦分の戦せん艦かんによる壁を失ったこの場所に対し、輸送艦を蹴り込んだのだ。

　退たい避ひだ、とは思う。だが、言い方としては、

「中央を空あけろ！」

　元々が左右からの突入を仕掛けていたので、この方が解わかり易やすい。

　そして直後の瞬間に、金属の削けずれる音と火ひ花ばなをつけて、輸送艦が自分達と稲田達の間を吹っ飛んでいった。

　相当な速度だ。八百メートル級の存在が全力で蹴り飛ばしたのだ。その動作が人と同じスケール速度を有しているなら、何もかもが容易たやすく音速を超える。

　……だとすれば──。

　思ったなり、己おのれは戦せん場じようの動きを読んだ。

「総員、急げ！」

　直後、それが来た。

　飛んでいった輸ゆ送そう艦かんが、音速を超えたらどうなるか。P.A.OdaとM.H.R.R.神聖ローマ帝国の戦せん士し団だんならば、誰だれでも知っている。

　そこに、風の爆ばく圧あつが生じるのだ。

　既すでに殆ほとんどの者達が、広場を南に寄せつつあった。だが彼らを払うように、白い霧きりの叩たたき付けが来て、音の張り裂さけが来て、

「……っ！」

　後から来る大たい気きの裂れつ音おんが、圧あつとなって襲おそいかかった。
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「よーし、よくやったね……！」

　利とし家いえは、風の爆ばく圧が飛んだ北の広場を見た。

　戦せん艦かん三つの壁を外した事で、広場から布ふ陣じん側への遮しや蔽へいは壕ほりと左右の森しか無い。だから敵の戦士団は壕の縁へりやこちら側の中にある広場へと突とつ入にゆうし放ほう題だいという状況だったのだが、

　……これで止めた！

「ははは！　大きい事は良い事だ！　何もかもにエフェクトが入って清せい々せいする！」

　見事な成果だ。これで羽は柴しば勢ぜいの自じ陣じんに対する流入はストップ出来る。

　既に中に突入した連れん中ちゆうについては、あまり深く考えていない。

　まだ全体は突入し切っていないのだ。それはつまり、

「指し揮き系けい統とうとして重要な者達が、まだ広場側に残っているって事だよね」

　ならば彼らのいる辺りを潰つぶしてしまえば、中に入ってきた連中も指し示じの続行を貰もらう事が出来ず、やがて潰れていくだろう。

　だからまずやるべきは、

「持ってきたものを使おうか」

　巨きよ大だい骨こつ格かくの下。眼がん下かに広がった霧があれど、地上にいる自分からはある程度が見えている。元々は広場の入口があった付近。その壕の縁に、敵の主力がいた。

　異い族ぞく部ぶ隊たい。数は少ない。後続は吹き飛ばされたが、指揮系だけは生き延びたのだ。

　……防ぼう護ご障しよう壁へきを、二手で集中展開したのか。

　左右に分かれた二小しよう隊たい。

　そこに、己おのれは両の手を掲かかげた。

　応じた動きで、巨大骨格が真似まねするように両手を空に上げる。白い、流りゆう体たいによる幾いく本ほんもの骨で出来た手。それが摑つかんでいるのは、

「途と中ちゆう、要いらない倉そう庫こ代わりの輸送艦を二つ持ってきたよ。──投げてしまった戦艦の代わりにはならないと思うけど、バリケードとしては充分だろう」

　言って、己おのれは両の腕を下に強く振った。

　そして巨きよ大だい骨こつ格かくが追つい随ずいした。

　両腕うでの先から真ま下したへと、輸ゆ送そう艦かんを二つ、一気に叩たたきつけようとしたのだ。

　動きは振り払うような一直線。そして結果は、

「やはり邪じや魔まが来るか……！」

　空中で、輸送艦が破は裂れつした。それも二段階に渡って、だ。

　砲ほう撃げきだった。

　最初の一発は解わかる。安あ土づちが高速にこちらの左手側に回り込み、主しゆ砲ほうによる狙そ撃げきを行ったのだ。

　そして続く二発目は、森の中からの、

「魔女テクノヘクセンの砲撃だね……!?」
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　嘉よし明あきは、成果を見届けるなり、腰だめに構えていた対たい艦かん砲ほう状態の白姫ヴアイス・フユルステインを解除した。急ぎ、緊きん急きゆう加か速そく形態にして抱えると、横の安治アンジーに声を掛ける。

「アンジー！　急ぐわ！　場所を知られた！」

「え？　え？　向こう、もう投げる輸送艦とか持ってないっしょ？　今壊こわしたし」

　いいから、と言わずに済んだのは、安治の勘かんがいいからだ。

　何か解らないけど危険。そんな気け配はいが伝わったのだろう。疑問しながらも彼女が黒姫シユヴアルツ・フユルステインを解除したと同時。森の陰から見えていた巨大骨格が、こちらに握り拳こぶしを向けた。

　……まさか──。

　そして、遠く、柴しば田たの布ふ陣じんの方から前まえ田だの声が聞こえた。

「前田・ＫＧ！　──ロォケットパゥァア──ンチ！」

　二百メートル級の腕が二本。爆ばく風ふうを突き抜けて飛んできた。
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〝安土〟は、双そうの白い腕が深夜の森に突き立ったのを見た。

　方法は簡単だ。両腕の基き部ぶに反発加速系の術じゆつ式しきと流りゆう体たい燃ねん料りようを仕込み、吹っ飛ばせばそれでいい。空中を移動中に安定させるよう、緩かん衝しよう術式を入れれば尚なお良しだ。

　だが、そんなものを実際に使う馬ば鹿かがいるとは。

『はっはっは！　ははははは！　はーっはははは！』

　前田の三段笑い声が通つう神しんに乗ってくる。

『まさかロケットパンチが飛んで来るとは思わなかっただろう！』

　言っているそばから、巨大骨格の失った腕が補ほ充じゆうされていく。

・□□凸：『あの、どのくらい金使ってるんですか。アレ』

　考えたくもないが、P.A.Odaの北陸侵しん攻こう派は遣けん隊たいを支えるだけの金が、今、前まえ田だの全ぜん権けんに預けられているのだ。そして、

『左さ舷げん方向に加か速そく降こう下か！　──巨きよ大だい骨こつ格かくの攻こう撃げきの射しや程てい外がいに出ます！　──Shaja！』

　名称も、技名も、言ったら負け。そんな事を決めながら己おのれは言葉を飛ばした。

「高度が合い次第、砲ほう撃げきを再開します！　──Shaja」
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〝安あ土づち〟は、砲撃の内容を流りゆう体たい砲ほうへと変へん更こうした。流体砲は術じゆつ式しきによる流体攻撃を撃うち出すもので、芯しんとなる物理砲ほう弾だんを含んでいない。物理的な破は壊かい力りよくが低くなる一方、物理砲弾を不要とするので、専用砲ほう門もんならコンパクトに作れる。

　そしてまた、流体砲は術式や加か護ごを掛けやすいので、誘ゆう導どう性や追つい尾び性に優れた攻撃を行う事が可能となる。

〝安土〟の主しゆ砲ほうでも、術式砲弾を撃つシステムを流用して流体砲を放つ事が可能だ。

　主砲から放つ事で、流体砲としての威い力りよく低下を抑える。その上で、

「砲撃開始……！　──Shaja！」

　主砲から放たれた青白の光こう条じようが弧こを描いて巨大骨格に向かう。

　砲撃は全て誘導式だ。

　これならば、安土が移動していても、砲弾の方から軌き道どう修正して当たってくれる。

　自分としては、安土本ほん艦かんはこのまま北の空を左右に振って、敵からの攻撃を避ける事を第一義にしておきたい。

　己が被ひ害がいを受けたら、本ほん能のう寺じに向かう事も出来ないのだ。

　……十じつ本ぽん槍やりの皆様なら、ここで勝ち、間に合わせる筈はずです……！

　そのくらいの信頼感は、ある。

　だから、逃げの戦せん術じゆつには見えるだろうが、回かい避ひを重視で行く。

　流体砲の状態ならば、砲撃の反動は低い。艦かん体たいの挙きよ動どうは問題なく出来るだろう。

　引っかかりがあるとすれば燃ねん費ぴと出力系けいだが、前者においては今回充分な流体燃料を補充しているのでどうにかなるだろう。後者においては平ひら野のへの付け届けが必要になるが、そろそろ向こうもパンク状態ではないだろうか。
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・つるぎ：『あのう、さっきから御お菓か子しとお酒がどんどん運ばれてきて、最初は嬉うれしかったんですが、何だか場所が埋まり始めて来てしまってですね……』

・黒　竹：『食べ切れないならこっち持ってくると有効活用しますよ──』

・□□凸：『さっきから紙かみ袋ぶくろに顔突っ込むか食べるかしかしてませんよね竹たけ中なか先せん輩ぱい……！』

・安　土：『砲ほう撃げき開始してるので、戦せん局きよくの御ご確かく認にんを御願いします……！　──Shaja！』
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　……御確認と来ましたか──。

　言われるまでもなく、竹たけ中なかは、表示枠レルネンフイグーアから全体の動きを見ていた。

　南の方では、清きよ正まさが丹に羽わと接敵しているが、距きよ離りを取りかねているのか、明確な戦せん闘とう状況にはなっていない。丹羽の方も、やはり清正のカレトヴルッフが気にはなるのだろう。時とき折おり、雷らい撃げきを主体とした攻こう撃げきを行い、清正が回かい避ひや術じゆつ式しき防ぼう御ぎよで避ける流れが見えている。

　……清正さんは、やはり冷静ですねー。

　冷静過ぎて攻めが弱い、という言い方もあるが、丹羽を相手に引いていないのだから正解だ。下手へたに丹羽に見切りをつけられ、彼女が布ふ陣じんの中へと援えん護ごに戻った場合こそが恐ろしい。

　巨きよ大だい骨こつ格かくと丹羽のコンビこそが、今、一番危険な存在だろう。

　そして北面では、今、戦せん場じようが一つの節ふし目めを迎えたと思っている。

　安あ土づちの外部視覚素そ子しから見る巨大骨格に、安土の流りゆう体たい砲ほうが叩たたき込まれている。

　だが、その打だ撃げきが届いていない。巨大骨格が防ぼう護ご障しよう壁へきを展開し、更さらには、

「……砲ほう口こう、作りますか!?」

　巨大骨格が口を開けた。流体光に満ちた口こう蓋がいから撃うち出されるのは、

『流体砲、来ます！　──Shaja！』
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　安治アンジーが見たのは、爆ばく圧あつ咆ほう吼こうだった。

　森の中、巨大骨格のロケットパンチを間かん一いつ髪ぱつの判はん断だんで回避し、身を起こしたばかりのタイミングだった。

　……危なかった──！

〝ロケットパンチにて死す〟と墓ぼ碑ひに書かれるのは流石さすがに避けたい。一いち族ぞくや種しゆ族ぞくどころか人類としての恥はじだ。

　その点では嘉よし明あきに感かん謝しやだろう。自分の方、黒姫シユヴアルツ・フユルステインの展開が遅れたのを見越して、彼女が白姫ヴアイス・フユルステインを機き動どう。それがこちらと黒姫を引っかけ、強ごう引いんに森の中をショートダッシュしたのだ。

　高速の疾しつ駆くは三十メートル程。起き伏ふくに白姫の揚よう力りよく効果を得る基き礎そ加か護ごが引っかかり、そこで転てん倒とうした。

　下が苔こけの生はえた柔らかい場所で良かった。自分の操そう縦じゆうの不出来に舌した打うちする嘉明に対し、

「いや、救たすかったよキメちゃん。有あり難がとう」

「え？　ああ、いきなりですまなかったわね」

「いやいや、丁てい寧ねいでも潰つぶされたらダメだし」

　と、自分達の通過した背後、森の木々を割り折って突き立つ二本の腕を指差した。

　手首近くまで森の土ど壌じように食い込んだ腕は、支えがない斜面に対し、ゆっくりと倒れていこうとしている。だが、

「保もたないわね」

　嘉よし明あきの言う通りだった。巨きよ大だいな腕は、流りゆう体たい光こうとしてほどけ、散って行く。

　そして広い空間が空あいた。木々の屋や根ねも折られ、見えた空に、あるものが走った。

　白の一いち撃げき。巨大骨こつ格かくの吐いた光こう撃げきだった。

　流体の光こう条じようは、しかし安あ土づちの放った流体砲ほうの比ではない。数メートルの太さを持った、

　……竜りゆう砲ほう!?

　竜が、咆ほう吼こうを威い力りよく化かする際、流体を乗せるのと同じだ。

　ベルンハルトの竜達が吐いていた攻こう撃げきと同様の仕掛け。

　その一発は、明らかに安土へと飛んでいた。

　安土と巨大骨格を相あい対たいさせた場合、両者間の距きよ離り差など、ほとんど意味は無い。攻撃は何もかもほぼ至し近きんと言って良いだろう。

　だとすれば今、ほとんど不ふ意い打うちで放たれた一発は、

・ＡｎＧ：『安土逝いったあ──！』





●






　利とし家いえは、巨大骨格が今放った一撃で、一つの納なつ得とくを得た。

　……まあ、大体、思いつくのはこの辺りまでだよね……！

　巨大骨格は、霊れい体たいの集まりであると同時に、流体の塊かたまりだ。それ自体が巨大な燃ねん料りようで、更さらには構こう造ぞうの組み替えと術じゆつ式しきによって、内部に幾いくつもの武ぶ装そうを構える事が可能だ。

　実際、これは、人の形をしていなくてもいい。

　戦せん艦かんや、砲ほう台だい、別に剣の形をしていても構わないのだ。

　ただ、人であれば応用が利く。そして人の形をしている事によるアピールは絶大だ。安土側も、こちらを攻こう略りやくしない限りは柴しば田た班はんへの侵しん攻こうは出来ないと、そう理解しているだろう。

　ならば、やがて向こうは、こちらを攻略する方法を考える。

　自分の方は、どうするべきか。

　人の形として、大体、出来る事はやってみた。後は、その応用だ。

　だがその前に、今の一発に期待する。何故なぜなら、

「不ふ意い打うちの爆ばく圧あつ咆吼。──避けられるかい!?　防げるかい!?」

　そしてまた、

「勝てるのかい!?　この、先せん輩ぱい格かくに、さ……！」
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〝安あ土づち〟は瞬しゆん間かん的な判はん断だんとして、回かい避ひを選択した。

　重力加か速そく器きを右う舷げん側に全開した上で、仮か想そう海かいを一時的にシャットダウンする。

　高速移動と落らつ下かを狙ねらったのは、相手が口から爆ばく圧あつ咆ほう吼こうを吐いたからだ。竜りゆうのように口から胴どう体たいまでが一直線に繫つながっているならともかく、人のように喉のどで気き管かんが曲がっているならば、咆吼の反動がそこにかかる。

　……結果として、相手は仰のけ反ぞると推すい測そくします……！

　砲ほう撃げきはきっと上に跳ねる。

　その通りになった。

　ゆえに己おのれは、一気に動いた。全ぜん艦かんを、突き飛ばすように左下へと落とし、

「回避機き動どう……！　──Shaja！」

　叫んだ瞬間だった。巨きよ大だい骨こつ格かくが動いた。

　片かた膝ひざを着き、両腕うでを広げてポージングを取ったのだ。

・□□凸：『〝安土〟さん！　何ですかあのポーズは！』

　えっ、私が答えるんですか。

　……大体、そういうアドリブ弱いんですし、今は危険なんですよ……！

　巨大骨格のポーズは、その姿勢が問題なのではない。片膝を着いた事で高度が下がり、

・ＡｎＧ：『安土逝いったあ──！』

　絶対避けてやろうと判はん断だんした瞬間。下に向かって振られた一いち撃げきがこちらへと届いた。
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　当たったと、利とし家いえはそう思った。

　どう考えても直ちよく撃げきコースだ。

　爆圧の衝しよう撃げき波はが霧きりを散らし、空に扇おうぎを振るように白の色が咲き散った。

　だが、それらの舞い散りの向こうに見たのは、

「無む傷きず……!?」

　安土が、高速降こう下かをしながら、北の空へと回っていくのだ。

　当たっていない。完全な命めい中ちゆう軌き道どうだったのに、だ。

　だが見上げる北西の空、爆圧で生じ、風で吹き飛んでいく空の向こうには、何の残ざん骸がいも流りゆう体たい光こうの欠片かけらもない。失敗したのだ。その原因は、

「巨大骨格の全体が左に傾いている……」

　巨大骨格の姿勢が崩くずれたのだ。
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　……何故なぜだい!?

　利とし家いえは棒ぼう金がね刀とうから銀ぎん貨かを散らしながら疑問した。

　自分の巨きよ大だい骨こつ格かくは、現状何の不備も生じていない筈はずだ。破は損そんも自損もしていない。それは表示枠レルネンフイグーアからも見えている。大体、姿勢を低く安定させるために片かた膝ひざを着かせたのだ。そんな動きでバランスを崩くずして一体どうする。

「ならばどうした……!?」

　問いかけ、己おのれは視線を下に振った。

　そう。こちらに原因がないならば、外にある。そしてここでいう外とは、

「足あし下もとかい!?」

　度重なる衝しよう撃げき波はや爆ばく圧あつが生んだ霧きりが、布ぬのを振り回すように踊っていた。それは広場から、こちらの布ふ陣じんの入口までを舞っている。

　立ち上っては旋せん風ぷうを切り、そして宙ちゆうへと搔かき消えていく霧の下には幾いくつもの影があった。

　人ひと影かげだ。それも無数と言って良い数の、だ。あれは何か、己は知っている。

「……異い族ぞく部ぶ隊たいと、羽は柴しば君の地上部隊か！」







[image: 第三十五章『仕込み場の段階者』]
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　稲いな田だは、軽い身震いを得ていた。

　……全く！

　異い族ぞく部ぶ隊たいとして、中央の指し揮きを執とっていたのは自分と上こう坂さかだった。

　どちらも異族で、まだ体力も気力も残っている。そして戦せん闘とうの経けい験けんは多く、正直、後続の一般戦せん士し団だんとは戦せん場じようにおいて〝出来る事〟では差があると、そうも思っていた。だからこそ自分達が、彼らを補ほ佐さし、全てを滞とどこおりなく進ませなければならないのだと。

　それは正しい。

　だが、それはまた、違いもした。

　確かに、彼らと自分達においては〝出来る事〟に差があった。しかしその〝差〟はまた、彼らからこちらを見た時も同じなのだ。だから、

「やってくれる……！」

　眼前。巨きよ大だい骨こつ格かくの脚あしがある。

　距きよ離りにして二十メートルもない超近接だ。巨大骨格が身をズラしたり、半歩も動けば一気に踏み殺されかねない至し近きん距離といえる。

　だが、そんな距離を保って、自分達に出来る事を行う者達がいた。

「一般戦士団の内、工作と、結けつ界かい技術を使える者達か……！」

　実際、その二つの技能は、後こう衛えいや補助役の仕事となるため、一般戦士団ならば大半の人員が修しゆう得とくしている。だが、そんな、下位の者ならば必ひつ須すという技術をもって、彼らはある事をしてのけたのだ。それは、

　……巨大骨格の足場を、崩くずしやがった！
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　上坂は、その視線の先で、結界術じゆつ式しきと工作による結果を見ていた。

　ヒントも現場も、壕ほりだった。

　長さ一キロの壕は、広場を走った衝しよう撃げき波はから逃のがれるために用いられた。

　防ぼう護ご障しよう壁へきや防ぼう御ぎよ姿勢の間に合わない彼らを、とにかく跳び込ませたのだ。

　そして豪ごう風ふうの過ぎた後、皆を急ぎ上がらせながら自分はある事に気付いた。

　この壕を作ったのは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の一般戦士団だろう、と。

　方法は簡単だ。農業用に土地を豊かにする結界加か護ごで、石などの余分を取り除き、そこに掘くつ削さく術式を叩たたき込んで一気に掘る。

　ならば今、土地工作の技術を持つ者達が、集団で掘削用の術式を地ち殻かくに深く突っ込ませたらどうなるか。

　それも、壕ほりの中からは水平に。上からは、ケーキをカットするように地じ盤ばんに切れ目を入れたら、どうなるか。

　身を低くし、重じゆう心しんを落とした超荷か重じゆうは、カッティングを踏んで容易たやすく大だい地ちを割った。

　地面は割れ、巨きよ大だい骨こつ格かくは踏み堪こたえようとした。しかし土の地ち殻かくを綻ほころばせながら右の脚あしを広場側に伸ばしたせいで、結局身は左に傾いた。

　そこで爆ばく圧あつ咆ほう吼こうの軌き道どうがズレたのだ。

　……よくやった……。

　こちらが細かく指し示じした訳わけでは無い。

「今のは──」

「壕を埋めるための実じつ践せんです！」

　下から、崩ほう落らくに飲まれないよう上がってきた者達が言う。

「上がる足場を作ろうと思っていたので、許可無しで手を付けてすみません！」

「いや、いい。充分だ」

　丁ちよう度ど、自分達で出来る事で状況を改かい善ぜんしようとしていた時に、巨大骨格が飛び込んできたという事だろう。

　結果として安あ土づちを護まもった。それで充分だ。だが、

「防ぼう護ごを構えろ……！」

　巨大骨格が動いている。

　腰を上げ、立ち上がり、

　……どう来る!?

　疑問に対し、巨大骨格がとったのは単純な動きだった。

　四百メートル超の伸ばした右足を、立ち上がりながら上へと掲かかげ、

「防ぼう御ぎよ──!!」

　叫んだ瞬しゆん間かん。一いち撃げきが落とされた。

　高速の踵かかと落おとしが、衝しよう撃げき波はを纏まとって広場の入口へと打ち込まれたのだ。
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　爆ばく発はつを利とし家いえは見た。

　……直ちよく撃げきだ。

　全高八百メートルの存在が人と同じように動けば、その動作の全てが爆圧を生む。

　今の踵落としがそうだ。

　砲ほう弾だんを撃うつまでも無い。手足の届く距きよ離りと、その周辺であるならば、巨大骨格の手足はそのまま爆ばく弾だんと同じ力を発はつ揮きする。

　霧きりが生まれる直前、敵勢が防護障しよう壁へきを張るのを己おのれは見た。

「おお」

　こちらが放つ強力な力に対し、抵てい抗こうしようというのだ。

　だが無む駄だだ。左の手に防ぼう護ご障しよう壁へきを翳かざし、安あ土づちからの砲ほう撃げきを対たい処しよしながら、

「こうしようか」

　右の手を握り、己おのれは身を前に傾けながら、真ま下したに打ち込んだ。

　地面を殴なぐる動き。それを、巨きよ大だい骨こつ格かくも正確に真似まねをした。

　腕の動きはその初速から大たい気きを割り、白の爆ばく圧あつを伴って地面を殴なぐる。

　位置を変え、三、四、五、六、七、八から先はもうどうでもいい。

「ふう」

　何重にも生じた霧きりの拡散は、噴ふん火か煙のように空に上がった。

　見る限り、もう、地面に動いている者も、立っている者も、座している者もいない。

「圧あつ倒とう的だね。──僕は三十分でここを退出するけど」

　さて、と己は身を起こし、右の手を軽く振った。そして見渡すのは、冷気の霧が生じた柴しば田た班はんの布ふ陣じんと、ぐるりと右側、南東の方の空。

　建物代わりの輸ゆ送そう艦かんがあるが、視線の先にはあるものが存在している筈はずだ。

　……本ほん能のう寺じと、武蔵むさしだ。

　三十分で退出すれば、十じつ本ぽん槍やりに先行し、彼らに間に合うだろうか。ならば、

「やるべき事をやろうか。──北は大たい概がい終わった。今度は南。清きよ正まさ君が来てるんだっけ？」
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　利とし家いえは、棒ぼう金がね刀とうから銀ぎん貨かを撒まいた。

　現地会計は不ふ破わだが、彼女は一度ここから退出する事でその任を外れている。

　ゆえに自分が共々ここに戻れば、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の会計役として地位の高い自分が、ここの会計権を優先的に得る事になる。

　金は使い放ほう題だい。まだある、というか、今夜一いつ杯ぱいでは使い切れないだろう。

　……ＫＧケーニツヒ・ガイストを何体か起こせればいいんだけどね。

　制せい御ぎよ能力が足りない。まつにとっては結けつ構こうな負ふ担たんなのだ。出来る事ならば、早い内に防護主体の自じ律りつ駆く動どうとし、安土や魔女テクノヘクセン達の砲撃を防ぐ盾たて役やくにしてやりたいところだ。

「だったらまずすべきは掃そう討とう戦せん。──まだいる戦せん士し団だんを潰つぶして、広場にも警けい備びの一いち団だんを配置しておきたいところだね」

　と、言っている間にも、広場から無数の影が立ち上がり始めた。

　……死し霊りようの戦士団はまだまだ出るよ。

　今夜動かしている分でも、加賀百万獄カガ・ミリオネンガイストの使用上限である百万には遙かに届かない。よくて五十万くらいは動かしてみたいものだと思うが、

「まっちゃんに無む理り掛けられないね。──そろそろ休きゆう憩けい入れる？」

　と、振り向いた先、まつが、

『────』

　背の翼つばさを軽く閉じ、船を漕こいでいた。

　居眠りだ。

　……は？

　寝ているのは解わかる。疲ひ労ろうからだろう。何しろ今夜は大ハシャギだ。それに今時分、まっちゃんはいつも寝ている時間だし。

　だが、つい先さき程ほどから居眠りしたのだとしても、

　……だったら、向こうで湧わいてきている霊れい体たいの戦せん士し団だんは？

　誰だれがあれを、大だい地ちから呼んだというのか。否いな、それ以前に、

「まっちゃん、起きてよ」

『あひゃっ』

　まつが起きた。同時に背の翼が展開し、光を帯びる。周囲に射しや出しゆつされる表示枠レルネンフイグーアはスリープからの再開が為なされた事を示している。だが、

『あれ──？』

　寝起きのまつが、自分と同じ方向を見て、不ふ意いに戻った。

　頭身を本来の形にした彼女は、こちらの肩に両腕うでを乗せ、顎あごも傾けてただ言う。

『どういう事？　ねえ？』

　何故なぜ、という口く調ちようで、彼女が疑問した。

『何で、さっき、二人で潰つぶしてあげた羽は柴しば君のトコの人達が、起き上がってるの？』

　そうだ。向こうの広場の入口付近。そしてその奥や左右で起き上がるのは、霊体の戦士団ではない。

　先程、自分達が巨きよ大だい骨こつ格かくで圧あつ撃げきした者達が、声を上げて立ち上がっている。これは、

「蘇そ生せいに等しい加か護ごの発はつ揮き……！」

　何が行われたかは解る。

　空だ。

　こちらに砲ほう撃げきを重ねていた安あ土づちの艦かん首しゆ。そこに今、明らかな白の光がある。あれは、

「竹たけ中なか君の持つ、聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝聖骸の勇気クルース・フオーテイチユード・旧代ウエトウス〟か……！」
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　竹中は、決めた。

　決めるために、食堂で吐くだけ吐いてきた。

　何しろ、この聖譜顕装の権けん能のうが酷ひどい、

「勇気を見せた者の防ぼう御ぎよ力りよくを一回のみ、無敵とします……！」

　出場者の防御無敵化だ。だからこれは、出来る事なら、ここで使いたくなかった。

　……対武蔵むさし戦で、戦せん闘とう中か、その後の回復用にしたかったんですよねー。

　だが、想そう定てい以上に賤しずヶ岳たけが怪かい獣じゆう大決けつ戦せんだ。まだ北門前だと言うのに、初回から身長八百メートルの巨きよ大だい骨こつ格かくとか、前まえ田ださん何考えてんですか一体。ガキですか。ああ、でも、まつさんが考えたような気もするからな──……。

・□□凸：『竹たけ中なか先せん輩ぱい！　俯うつむかないで前見て下さい！　ドンマイ！』

　何がドンマイなのかよくわからないが、空から打うちえろはしないで済んだ。

　だが、自分がここに出た事で、一つの決まりが見えた。

『総員、よく聞いて下さい』

　これは大だい事じな決まり事。そして勝利への布ふ石せき。

『──もう、後がありません』

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマは明日あしたまで使えない。もはや戦せん場じようで勇気を持つ意味は無いのだ。

　……そうですねー。

　これはつまり、あれだ。

『ハイダメージってヤツですよ……！』
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　いける。竹中はそう思った。

　ハイダメージを食らったならば、直後に一気にハイリターンしたい。

　ここはソッコだ。だから自分は、

「竹中・半はん兵べ衛えよりも、黒くろ田だ・官かん兵べ衛えですかねー。このタイミングだと」

　手元に呼び出した指し示じ書しよの表示枠レルネンフイグーアを叩たたき、己おのれは総員に指し示じを送った。

『──総員。そこの前田・利とし家いえを突とつ破ぱしなさい！』
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　おお、という声を上こう坂さかは聞いた。

　位置は相変わらず巨大骨格の至し近きん。しかし相手は立っていて、無防備だ。そしてやるべき事は、自分達の上の上から指示が来た。

　だから己は声を上げる。全ぜん域いきに届く獣けものの咆ほう吼こうで、

「動け……！」

　指示はある。動けば勝ちだ。何故なぜなら、

「もうハイダメージの時間は終わりなんだよ……！」

　叫ぶなり、風が動いた。上から巨きよ大だい骨こつ格かくが腕を叩たたきつけてくるのだ。

　……やる気かい！

　見上げる視し界かいとは別。舞い上がって踊る霧きりの向こう。柴しば田た班はんの本ほん陣じんから声が聞こえた。

「ははは！　ハイダメージ!?　まだまだだよ！　もっともっと食らってくれるかい!?」

　言われるまでもなく、双そうの腕が落らつ下かしてきた。

　速い。それが加か速そくし、地面に着ちやく弾だんするまでは数すう瞬しゆん。だが、こちらとて二度目の状況だ。

「既すでに動いてるな!?」

「Ｔｅｓテスタメント．!!」

　声が上がったのは、周囲のあらゆる場所と、壕ほりの中だ。

　土の底、泥どろから引き揚あげられながら、一般戦せん士し団だんの工こう作さく隊たいが声を上げる。

「復帰と同時にやってましたよ！　言われなくても、多分、やる事になるって！」

　いい判はん断だんだ。

　……成なる程ほどなあ。

　羽は柴しば麾き下か、という事で、正直、もっと温ぬるい連れん中ちゆうが来るのかと思っていた。何しろ天てん下か取りの羽柴だ。

　勝利が約束されている。

　だからそこに集まった者達は、戦せん闘とうすると言う事に対しての意い義ぎを感じてはいないだろうと、そう思ったのだ。無ぶ事じに天下取りの安定を得るのに対し、戦闘は障しよう害がいでしかない、と。

　違った。

　誰だれも彼も、真ま面じ目めに、指し揮きについてくるし、仕事を行う。それも自発的に、だ。

　こんな戦せん場じよう、異い族ぞく部ぶ隊たいでハードにやってきた自分達ですら脅きよう威いを感じるのに。

　今だって、空からは双の打だ撃げきが降ってくると言うのに、

「怖こわくないのかい？」

「怖いですよ！」

　壕の中で、作業の最終点てん検けんをしていた者達が言った。

「でも、私達は羽柴様の麾下ですから」

　だから、

「怖くたって、最後には勝つんです……！」

　いい答えだ。ならばそうなるために、自分は言わねばならない。手を振り上げ、咆ほう吼こうとして、

「崩くずせ……！」
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　……やはりそう来たか！

　利とし家いえは、相手の防ぼう御ぎよを読んでいた。

　巨きよ大だい骨こつ格かくに対し、並の防ぼう護ご障しよう壁へきでは防ぼう御ぎよにならない。

　特に、地上部ぶ隊たいが一般的に使用する防護障壁は座ざ標ひよう型ではなく設置型だ。上から降ってくる攻こう撃げきに対して、障壁を支えるのはそれを掲かかげる本人となる。

　それでは巨大骨格の打だ撃げきに耐えられない。

　ゆえに彼らは、別方向からの防御を行った。

　巨大骨格の足場を崩くずすのだ。

　先さき程ほど、安あ土づち狙ねらいの爆ばく圧あつ咆ほう吼こうを、巨大骨格の足場を崩して外させたように。自分達への攻撃に対しても、やはり足場を崩して対応する。

　読めている。

　だから自分は、巨大骨格に指し示じを放った。軽く後ろにステップして、

「透すかすよ……！」

　言葉の通りの動きを、巨大骨格が行った。

　崩される足場。広場の入口から、半歩分を後ろに高速ステップしたのだ。

　……それでいい！

　彼らの足場崩しは、壕ほりを使用する。だから壕からある程度離れてしまえば、崩ほう落らくはこちらにまで届かない。

　巨大骨格が足をついた。

　全身は後ろに下がりつつ、しかし本来の動きを止めていない。振りあげた両腕うでは、前に折っていく身体からだに追つい随ずいし、下の大だい地ちを殴なぐりつけようとしている。

　本来の動きではないが、下がった分、実は下の敵勢を狙ねらいやすくなっている。

　このまま行けば、打撃出来る。しかし、

「そうじゃないよねえ……！」

　自分は即そく座ざに真まっ正しよう面めんを指差した。

　北の方角。広場の斜面の向こうには森がある。そしてそこには誰だれがいるのか。

「魔女テクノヘクセンの二人だ！」





●






　利とし家いえは表示枠で敵の存在を確かく認にんした。

　巨大骨格の視線に連動し、こちらにその視覚情報を伝えてくる表示枠の中。確かに森からは魔女の二人が飛び出していた。

　……読めているよ！

　異い族ぞく部ぶ隊たいや戦せん士し団だんが、巨大骨格の足あし下もとを崩したところで、意味が無い。そんな事をしても、攻撃をかわす事しか出来ないのだ。

　彼らにとって必要なのは、回かい避ひよりも巨大骨格の破は壊かいだろう。

　しかし安あ土づちの砲ほう撃げきは、こちらの防ぼう護ご障しよう壁へきで防いでいる。

　ならばどうするか。

「不ふ意い打うちによる対たい艦かん砲ほう射しや撃げきとは、魔女テクノヘクセンらしい……！」

　向こうの狙ねらいは解わかっている。こちらの両腕うでが振り下ろされる前に、それを破は壊かいするのだ。

　だったら都つ合ごうが良い。

　身を低くした巨きよ大だい骨こつ格かくは、柴しば田たの布ふ陣じんの内部にいる。敵からの狙いは小さくなっているし、防護障壁は布陣内部の防護機き構こうとして、建物代わりの艦かん群ぐんが代行してくれる。

　あとは腕を振り下ろす勢いを利用して、魔女を狙って、

「前まえ田だ・ＫＧケーニツヒ・ガイスト！　ロゥォケットパァーンチ……！」

　前と号ごう令れいをちょっと変えてみるのがオシャレだよね。
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「アンジー！」

　嘉よし明あきに名前を呼ばれて、安治アンジーは頷うなずくだけで返答を済ませた。

　……急ぎだよコレは……！

　対艦砲状態の黒姫シユヴアルツ・フユルステインを、緊きん急きゆう加か速そく形態に移行。ダッシュ力に優すぐれるパターンへの組み替えだ。

　嘉明が小お田だ原わら征せい伐ばつと慶けい長ちようの役えきを経て、突とつ撃げき用とは別に組んだ形態で、

　……今回、使用頻ひん度ど高いなあ……！

　だがこれは〝当たり〟だ。

　急ぎ形態を組み替え、飛ひ来らいする両の腕に対して、

「度ど胸きよう──!!」

　脇わきに抱えた黒姫を頼りに、飛び越えるように加速した。

　ショートジャンプ。

　……お。

　黒姫の中央に座っていないため、姿勢がやや傾いた。だが身体からだは確かに跳ね、

「行ったあ──！」
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　越えた、と嘉明は確かめるまでもなく確信した。

　足あし下もとを、まるで戦せん艦かんのような大質量が掠かする距きよ離りで抜けていく。

　白姫ヴアイス・フユルステインの緊急加速形態は、キックを一発入れる程度のものだ。一いつ瞬しゆんで五十メートル程を吹っ飛ぶものだが、長時間の加速は出来ない。

　ゆえに、足下をすれ違う豪ごう風ふうに対し、落ちるような錯さつ覚かくを得ながら、

「アンジー！　加か速そく巡じゆん航こう！」

「あいよ──！」

　Ｔｅｓテス．、の方が文字数が少なくていいのに、と思うのは厳げん密みつ過ぎるだろうか。ただ、

　……あら。

　アンジーの方が先に出た。こういうところのセンスは本当に見事だ。

　だから自分も、翼つばさを動かし、身体からだをすくい上げるように持ち上げて、

「白姫ヴアイス・フユルステイン。──加速巡航形態」

　一気に、斜め上への加速をぶち込んだ。巨きよ大だい骨こつ格かくの顔面に向けて、だ。

　やるべき事はこれでいい。合っている。何故なぜなら、

「──竹たけ中なか！　行くわよ！」
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「御願いします……！」

　安あ土づち中央前ぜん艦かんの艦かん首しゆにて、竹中は息を浅く飲んでいた。

　ここが勝負だ。

　あの巨大骨格は、前まえ田だからこちらへの〝課題〟だと思っている。前田は賤しずヶ岳たけの戦いの後、羽は柴しば側に与くみするのだが、それを同意するための〝課題〟なのだと。

　あれを超えれば、五ご大だい頂ちようの一角が、こちらを柴しば田たより上だと認める。

　だからクリアしなければならない。

　三十分という時間切れを狙ねらってはならない。

　ここで果たす。

　だが、巨大骨格が危険だ。

　とにかく危ないのは、巨大骨格の攻こう撃げき力と攻撃手段の多彩さより、そのスケールだろう。

　巨きよ体たいであると言う事は、どういう事か。

　……こちらの攻撃が届くまでに時間が掛かるんですよ！

　彼ひ我がの距きよ離りは、安土で向き合った場合、約三キロ。

　安土の砲ほう撃げきで飛ひ翔しようする砲ほう弾だんがどれだけ高速でも、それは見えてしまう。しかも巨大骨格は自動迎げい撃げきする防ぼう護ご障しよう壁へきを持つ上に、人と同じスケールサイズで動作可能なのだ。

　だからまず、どうやったら〝当たる〟かを考えなければならない。

　安土の砲撃は、残念ながら有効打にならない。おそらくあの巨大骨格自体が、航こう空くう戦せん艦かんに対たい抗こうする地上側武ぶ装そうとして考えられたのだろう。戦艦の機き動どう力りよくを上回る動きを見せる事もだが、防護障壁の展開と反応が早く、相手にするには渋しぶ過ぎる。

　……やるなら、不ふ意い打うちです。

　疎おろそかになりやすい足あし下もと側から行くのは有りだろう。だが、それは〝足下を崩くずす〟という程度の事しか出来ず、地上から接近した場合、拳こぶし一発の衝しよう撃げき波はで地上部ぶ隊たいが壊かい滅めつする可能性もある。ハイダメージとしては、少々行き過ぎだ。

　だから魔女テクノヘクセンだ。

　前まえ田だも、ロケットパンチの発はつ射しやを見ている限り、魔女の二人を警けい戒かいしている。高速で飛び込んで対たい艦かん砲ほう撃げきが出来る魔女は、巨きよ大だい骨こつ格かくへの有効打になる、と。

「だけど、それを見越してるのが、五ご大だい頂ちようクラスですよねー……」

　こちらの手は、ある程度まで確実に読まれる。

　ゆえに自分は、一つの手を打った。

　分ぶん岐き可能な戦せん術じゆつをとったのだ。
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　竹たけ中なかは、ずっと紙かみ袋ぶくろと友達だった訳わけではない。ええ、リアル友人いますよ。脳のう内ないだけじゃなくてですね。

　でもそういう事でもない。

　大だい事じなのは、戦術の読み合いを制する事ではない。

　相手は一いち軍ぐんの指し揮き官かんでもあるのだ。まともにぶつかれば、読み合いに負けた時、こちらの敗はい北ぼくが確定しかねない。

　だから戦術を、分岐可能とする。

　これは三さん千ぜん世界という、多重の可能性を模も索さくする情報処しよ理り術じゆつ式しきを使っていれば、当然にそうなる事だ。自分以外の、他の役やく職しよく者しや達や、他国であっても、戦術を思し案あんする際に無視出来ないファクターだろう。

　いつも勝つとは限らないのだ。

　だが、今回は違う。いつもとは違い、分岐の密みつ度どを上げた。

　戦せん局きよくどころか、そこに関わる一手に対して、分岐を設けた。

　始まりは簡単だ。己おのれが〝聖骸の勇気クルース・フオーテイチユード・旧代ウエトウス〟を持ち出すところを起き点てんとして、

　……しかし、次の一手として用意した、〝地上部隊が巨大骨格の足あし下もとを崩くずす〟のは、避けられました。

　だからそこで分岐。避けられた〝地上部隊を囮おとりとする〟事で、今度はそれを打つよう、〝巨大骨格の姿勢を下げさせた〟。

　そして巨大骨格の姿勢が低くなったところで、斜面の上、森の間ま際ぎわから、〝魔女達に水平砲撃を行わさせた〟。

　そこに巨大骨格がインターセプト。ロケットパンチをぶち込んできた。

　ゆえにまた分岐。魔女二人が、〝飛ひ翔しようする〟。

　幾いく度ども分岐するが、最終目的は、巨大骨格の破は壊かいだ。そのために、

　……手を止めずに、行きますよ！

　ここまで、自分の立てたプランと、前まえ田だの対応は、潰つぶし合っている。

　どちらかといえば、こちらの手を食われていると、そうも見える。

「ですけどね……」

　ここから先は、どうなるか。指し示じは出しているが、彼女達の実力次第だ。

　今、魔女テクノヘクセン二人が飛んだ。飛んできた両腕うでを越えて、左右から行った。

「さあ」

　自分は、三さん千ぜん世界の数百枚を手元に射しや出しゆつし、叫んだ。

「届くかどうか、手を重ねますよ……！」







[image: 第三十六章『高所の指揮者』]
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「……良い反応だ！　仕込んでいたね!?」

　魔女テクノヘクセンの突とつ撃げきは、利とし家いえにとって想そう定ていの範囲内だった。

　……そう。彼女達がアタッカーだ。

　不ふ意い打うちと機き動どう力りよく。そして何よりも打だ撃げき力がある上に、二人組なのだ。

　これらの言葉だけを思うならば、自分と成なり政まさを想定出来るだろう。だが実際は、彼女達はほぼ等しい能力を持つ魔女二人。自分と成政は全く別のキャラだ。

　……ナっちゃんどうしてるかなあ！

　本ほん能のう寺じに首を突っ込むみたい、と不ふ破わから聞いた。不破の方も、彼の行動については〝納なつ得とくしないと引きずるタイプ〟と考えているからこそ、ここで放ほう置ちとしたのだろう。

　自分もそうだ。柴しば田たには少なからず世せ話わになって、いろいろな付き合いもある。成政がその最さい期ごに付き合わない事で、彼の納なつ得とくとしているならば、自分は逆だ。無む論ろん、三十分では最期までを見る事など出来ないだろうけど、

「ああ。三十分とか言うんじゃなかったな」

　……見み栄えだなあ。

　歴史再さい現げんを盾たてに、自分の本心を偽いつわってしまったと、そういう事なのだろうか。ただ、

「中ちゆう途と半はん端ぱでも、いるというのが、僕のキャラだよね」

　前まえ田だ・利家。聖せい譜ふ記き述じゆつを見る限りでは、諸しよ処しよの能力に優れてはいたが、だからこそ個性の強い織お田だ家けでは、突とつ出しゆつ出来なかった。だがこの賤しずヶ岳たけの戦いの後、羽は柴しば側につき、そこで、年長者としての立場と、全般的な能力の高さから、バランサー役となり、重じゆう臣しんとなっていく。

　平和を維い持じするために苦心した苦労者。そういったものが、自分の襲しゆう名めい先だ。

　一方、二重襲名の傭よう兵へい王おうヴァレンシュタインは、三十年戦せん争そうで各地を転てん戦せんし、しかしその費ひ用ようを払えぬ領りよう主しゆや王達から厭いとわれ、最終的には暗あん殺さつされる。

　この二人は似ている部分も多いが、己おのれのあり方の面では正逆だ。

　前田・利家は、ヴァレンシュタインのようにこそ、なりたくなかったろう。

　金のために平和を乱し、何の解決も無しに暗殺をされるのだ。

　だが、ヴァレンシュタインもまた、前田・利家のようにはなりたくなかったろう。

　力を財ざいに出来ず、頭を下げて行くならば、傭兵王と呼ばれる事もないのだ。

　僕はどちらだ。

　お互いにとって、足りないものを補完するように、二重襲名としてみたが、

「別々ですね、柴田先せん輩ぱい」

　言って、己は両の手を振りあげた。

　同時。正面にて身を低くした巨きよ大だい骨こつ格かくが、その失った両腕うでを一気に成形した。

　流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきを上げ、作られた双そうの腕が、五ご指しを広げて、前に放たれる。

　突き出す先は、魔女テクノヘクセンの二人だ。突とつ撃げきの勢いに乗った彼女達に対し、

「カウンターアタック」

　狙ねらうのは、右が白。左が黒。もし魔女達が砲ほう撃げきをしても、巨きよ大だい骨こつ格かくの両手に激げき突とつする。

「ならば、──さてどうする魔女の判はん断だんは」
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　……さあ、どうする！

　疑問と共に利とし家いえが見たのは、先行していた黒の魔女の、強ごう引いんなスライドだった。

　空を叩たたき、黒の加か速そく板ばんで構こう築ちくされた機殻箒シヤーレベーゼンが、重力制せい御ぎよで直角にスライドした。

「中央だ……！」

　突き出した両腕うでの間、そこへと強引に黒の魔女が飛び込んできた。

　同じように、白の魔女も中央へとスライドした。

　ルートはこれで真まっ正しよう面めん。砲撃態たい勢せいに入れば、巨大骨格の顔面から胴どう体たいをぶち抜ける。

　直後。自分は告げた。

「まあ、そう来るよね」

　読めている。だから己おのれは指し示じをする。

「爆ばく圧あつ咆ほう吼こう。行ってみようか」

　二人には直ちよく撃げきするだろうけど、大だい丈じよう夫ぶ。何故なぜなら、

「〝聖骸の勇気クルース・フオーテイチユード・旧代ウエトウス〟があるんだ。君ら、一回なら食らっても大丈夫だろう？

　無む論ろん、食らえば、その勢いで吹っ飛ぶくらいはするだろうけどね」
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　嘉よし明あきは敵の初動を見切った。

　巨大骨格による爆圧咆吼の発はつ射しやを、自分達は一度下から確かく認にんしている。高速機き動どう用に動どう態たい把は握あく能力を上げる加か護ごは、その動きを完全に捉とらえていたのだ。

　……不ふ思し議ぎな事に、一度〝吸う〟のよね。

　霊れい体たいで、爆圧咆吼も術じゆつ式しきに拠よる部分が大きいだろうに。肺はいも無いから吸気の必要は無い。

　それでも発射する時、〝呼吸〟に合わせるのが解わかり易やすいと前まえ田だが判はん断だんしたのだろう。そして巨大骨格を作る霊体達も、やはり〝呼吸〟していた頃ころの動きが染しみついているのだろう。

　ゆえに、一いつ瞬しゆん、顔が軽く仰のけ反ぞった。

　その瞬しゆん間かんだ。自分は安治アンジーに声を掛けた。

「アンジー！」

　呼んだ時には、もう彼女は動いていた。本当に勘かんの良い子だと思う。

　だから己おのれも動いた。白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステインを蹴けり離し、左右へと離り脱だつしたのだ。
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　利とし家いえは、爆ばく圧あつ咆ほう吼こうが空から打うちになったのを悟さとった。

　砲ほう撃げきは確かに腕の中央を穿うがった。

　だが、獲え物ものがいなかった。白と黒の魔女テクノヘクセンが、左右の空に離り脱だつしたのだ。

　外した。

　二人の機殻箒シヤーレベーゼンも、操そう縦じゆう者しやを失って失速。蹴けられたせいで降こう下か軌き道どうに入った。

　爆圧咆吼は二人の間と、両りよう機きの上を通過。

　何もかもが当たらない。無意味に、背景の森に飛ぶだけだ。

　だが、余波はある。衝しよう撃げき波はが魔女の二人の身体からだを打ち、白と黒の羽は根ねを散らした。

　そして二人が、打だ撃げきとして突き込んだ二本の腕に着ちやく地ちした。

　魔女達が姿勢を起こすと同時に、正面の森に爆圧の白が炸さく裂れつした。

　白の逆ぎやつ光こうの中で、二人の魔女が翼つばさを散らしながらも開く。両の手に魔術陣マギノフイグーアを展開する。

　……まさか、砲撃無しの術じゆつ式しき攻こう撃げきで、こちらを撃うとうというのかい!?

　甘い。いくら二人の魔女としての能力が高いとは言え、砲ほう身しんなどの外部加か速そくシステムを術式で構こう築ちくするのは時間が掛かる。そして己に待つ気はない。ならば、

「吹っ飛んでしまえよ……！」

　言葉と共に、己は巨大骨格の両腕うでを外に振った。腕を捻ひねり、ラケットのように扱って、そこに乗る魔女を大おお外そとへと吹っ飛ばしたのだ。

　一いつ瞬しゆんだった。黒と白の羽根が散り、魔術陣だけがそこに残り、

「──！」

　弾はじけた。広げた両腕のあった空間に、流りゆう体たい光こうの塵ちりだけが残っている。

　敵を排はい除じよしたのだ。
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　祓はらった、と利家は思った。霊れい体たいの身として〝祓った〟と言って良いものかは解わからないが、とにかく、敵という困難を全て〝祓った〟と、そう思ったのだ。

　禊祓みそぎだ。

　自分の身に掛かっていた難かたき事。賤しずヶ岳たけの戦いにおける己の役目や、先せん輩ぱいや、後こう輩はいといった悉ことごとくを、今、この手で祓い切ったと、そんな安あん堵どが胸に来た。

　今、自分は、やるべき事をやったのだ、と。

　柴しば田たに対し、充分な義ぎ理りを果たしただろう。ならば後は、

「まっちゃん」

　正面からは、安あ土づちからの砲ほう撃げきが来ている。

　だがそれを巨きよ大だい骨こつ格かくの防ぼう御ぎよ障しよう壁へきで弾はじきながら、己おのれは口を開いた。

　……三十分が経過したら、行こう。

　思い残す事は無いのだ。だから、ここから立ち去るための言葉を、まつに言おうとして、

「────」

　己は、言葉を失った。

　巨大骨格からの視し界かい。そこに、今まで見えていなかったものが出現していたのだ。

　正面。やや下側、喉のどの高さ辺りに、前後二つ、距きよ離りをとってそれがある。

　縦たてではなく、水平に、宙ちゆうに置かれた光る板。

　防ぼう護ご障壁だった。それも、魔術テクノマギに拠よるものだ。
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　……これは何だ？

　何か、は解わかっている。防護障壁だ。だが意い図とが不明ゆえの疑問が、胸の中に発生した。

　何のためのものか解らない。だから危険だ。そう思う視界の左右、流りゆう体たい光こうを散らして二つの影が落ちていく。先さき程ほど、広げた両腕うでで跳ね飛ばした魔女テクノヘクセン二人だ。

　彼女達は翼つばさも広げずに落らつ下かしながら、しかしこちらを見ていた。

　両者ともに、巨大骨格の顔面を見み据すえ、眉まゆを立てた笑えみで口を開いた。

「残念ね」

　白がそう言った。続けて黒が、こう言った。

「──こっちじゃないよ」

　こっちとは、どっちだ？

　白と黒、右と左、正面には爆ばく圧あつを叩たたき込んだのだから、だとすれば、

「────」

　何が何だか、解らない。自分を置いて、何かが進行していると、そう思った瞬しゆん間かんだ。

　己は、一つの音を聞いた。それは高い位置、巨大骨格の聴ちよう覚かく系けいに届く長い響ひびき。

「る、あ……」

　狼おおかみの咆ほう吼こうだった。そして自分は見た。巨大骨格の眼前の空に、下からの大だい跳ちよう躍やくを掛けて飛び込んできた姿すがたがあったのだ。

　黒の髪かみ。両腕に構えた銀の十じゆう字じ装そう甲こうは、

「糟かす屋や・武たけ則のり……！」
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　安治アンジーは空に口くち笛ぶえを高く吹いた。狼の咆吼に合わせた音だった。

　……届くよ──！

　文字通り、奥の手だ。

　巨きよ大だい骨こつ格かくに対し、地上近接系けいである糟かす屋やを当てる。

　魔女テクノヘクセンは巨大骨格に対しての主力で有りながら、しかし囮おとり。

　それが竹たけ中なかの考えた最後の手段だ。

　何しろ敵は前まえ田だ・利とし家いえであり、ヴァレンシュタイン。最近は柴しば田た麾き下かとして動いているが、それ以前では現場指し揮き官かんとして、各地を転てん戦せんしていた事もあるのだ。

　そんな相手が、こちらの戦せん術じゆつを読んでいない筈はずが無い。

　ゆえに、奥の手を使う。

　本人の許可も得た。竹中の指し示じは、自分達が森の中にいる間に、確かに来たのだ。

「糟屋さん」

　呼びかける声の行く先、

　巨大骨格との接敵時、カウンターアタックで森の中に叩たたき戻された彼女だ。

　流石さすがに木々を折り散らして減げん速そくし、森の中を転がったダメージはデカかったらしい。森の中で待たい機きしていた自分達の背後、やってきた彼女は、乾いた流血を拭ぬぐいながら、しかし、こう言ったのだ。

「やる事を、やればいいんですのね？」

　だから自分達は前に出た。

　砲ほう撃げきは出来なかった。ならば後は空中に飛び出し、相手の爆ばく圧あつ咆ほう吼こうを誘ゆう導どうする。

　糟屋が森から飛び出したのは、そのタイミングだ。

〝聖骸の勇気クルース・フオーテイチユード・旧代ウエトウス〟ゆえ、勇気ある者の防ぼう御ぎよ力りよくは最大となる。その効果の通り、彼女は爆圧咆吼そのものを、巨大骨格から隠かくれる遮しや蔽へいとした。

　後はこちらが囮に専念するだけだ。白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステインは空中に流している。糟屋の足場として、だ。そして消えかける巨大骨格のロケットパンチを助走の踏み台に、黒の狼おおかみは、敵の顔まで双姫ツヴアイ・フユルステインを階段にして全身を届かせた。

　魔術陣マギノフイグーアから射しや出しゆつした防ぼう護ご障しよう壁へきも同じだ。

　左右にて巨大骨格の視線を引き、中央の空を瞬しゆん発ぱつ加か速そくで駆かけ上る狼を気付かせなかった。左右の腕の払いに吹き飛ばされたが、これもまた、

「〝聖骸の勇気・旧代〟でアジャスト出来てるよ……！」

　今、視し界かいの中で、糟屋が防護障壁を足場に大だい跳ちよう躍やくした。

　巨大骨格は身を低くしている。先に地上部ぶ隊たいが囮になった事が、ここで繫つながった。

　分ぶん岐きは正しく通ったのだ。

「お……！」

　雄お叫たけびを上げ、糟屋が身を弾はじき、届いた。巨大骨格の頭部。その最頂ちよう点てんに瞬発した。
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　利とし家いえは、急ぎ巨きよ大だい骨こつ格かくの身を立ち上がらせた。

　……どうする!?

　糟かす屋やは地上近接戦の得え手てだ。両腕うでの銀釘アルジヨント・クルウの威い力りよくはあるが、それも対人戦クラスを想そう定ていしたもので、戦せん艦かんや、巨大骨格を相手にするためのものではない。

　だが、己おのれは知っている。彼女の素す性じようを知っている。ならば、

「手を出し切るかい、黒の人狼ルウガルウ……！」

　叫び、身を起こす。両の腕で頭部を払えば一発だ。だがそれより先に、糟屋が動いた。

　彼女は、眼前を覆おおっていたものを宙ちゆうへと投げ捨てたのだ。

　バイザーだ。術じゆつ式しきによるもので、暗くら闇やみを見み透すかし、敵を特定していくためのもの。

　そして異い族ぞくにとっては、月光を視覚に強く入れないためのものだ。

　黒の狼はまずそれを投げ捨て、ただ夜を見上げた。

　空の中央。髪かみを靡なびかせて仰あおいだ天てん上じようにあるのは、双そうの満月だった。

「あ」

　声が上がる。狼おおかみの遠とお吠ぼえが上がる。

「い」

　泣くような、訴えるような、何かを呼ぶような声が伸びた中、それが発生した。

　糟屋の全身が、流りゆう体たいの霧きりを破は裂れつさせ、そこにある姿すがたを変えたのだ。

　獣変調だった。
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「やった……」

　嘉よし明あきは、落らつ下かの速度を羽ばたきで落としながら、仲間の変容を見ていた。

　初めてではない。今まで、幾いく度どか見ているし、最近では、ある戦せん闘とうで確かく認にんしている。

　対滝たき川がわ戦だ。あの時、月げつ齢れい故ゆえ、完全ではないが、糟屋はそれを行った。滝川との勝負の中、互ご角かくと見えたところで相手が実じつ像ぞう分ぶん身しんの数を増やし、糟屋自体も対応したのだ。

　それと同じだ。満月の下、黒の狼が吠える。両腕うでを構えて叫ぶ。

「る、ぉ、お……！」

　周囲の木々が震しん動どうし、葉は群むれが応じる遠吠えだ。

　その姿は本来の耳のある位置から斜め上に獣けものの耳みみ房ふさを伸ばし、長い尾が背後から宙を洗っていた。衣い装しようも黒を基き調ちようとしたドレスに変わっており、周囲には月齢を示した飾りが舞う。

　人狼の獣変調だ。他の異族達とは違い、精せい霊れいに近い存在として己の姿をそちらの〝界〟に書き替える。

　流りゆう体たい光こうが彼女を護まもる長ちよう衣いのように舞い、しかし風と共に夜空に散った。

　……綺き麗れいね。

　糟かす屋やのパーソナルカラーは、黒だと誰だれもが言うだろう。本人もそのつもりだ。

　だが、満月を逆ぎやつ光こうにした黒の影の中、金の獣じゆう眼がんが光っている。

　本来の姿すがたよりも、己おのれを強調する獣けものの目。

　何もかもが、別の姿だ。

　しかし、仲間だと、そう思う己の耳に、呼び声に似た遠とお吠ぼえが響ひびいてくる。
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　糟屋は、身震いを全身に感じていた。

　……行けますのね……！

　正直、獣変調は負ふ担たんが大きい。全力どころではない力を発はつ揮き出来ると同時に、人狼ルウガルウの自分にして体力を一気に消しよう耗もうするのだ。この辺り、慶けい長ちようの役えきで人狼女王レーネ・デ・ガルウの無む茶ちや振ぶりを見た者としては、コツのようなものがあるのかもしれないと、そう思う。

　しかし今は、未み熟じゆくなれどその力が必要だ。

　何もかもが変わっていく己。気分すらも妙みような高こう揚よう感かんがある、

　だが、一つだけ変へん更こうのないものがあった。

[image: ]

　……銀釘アルジヨント・クルウ！

　武ぶ装そうは変化無し。そして己おのれは咆ほう吼こうを切った。飲むように獣けものの言葉を千ち切ぎった。

「……っ！」

　強制的な沈ちん黙もくは、動作の始まりだ。

　まずは両の銀釘を、左右の拳こぶしをぶつけるようにして正面から激げき突とつ。金きん属ぞく音と火花が散った瞬しゆん間かん。左の銀釘が腕から外れ、右のものに接続された。

　確定。

「銀釘。──統とう合ごう状態確保！」

　言葉と共に、長い十じゆう字じ架かが二本、己おのれの右腕うで上で展開した。機き械かいの駆く動どうが音を立て、その全体を一度開放。内部に流りゆう体たい光こうを一気に蓄ちく積せきする。

　そして後部側から、流体で出来た回穿杭ドリルパイルが一気に伸長した。

　月光の光を持つ杭の長さは、容易たやすく十五メートルを超えた。

　己よりも遙かに長い回穿の牙きばを右腕に掲かかげ、後はただ、吠ほえるだけだ。

「お……！」

　狙ねらいは真ま下した。巨きよ大だい骨こつ格かくの頭部に杭打ち回穿ドリルバンカーを叩たたき込む。

　十五メートルの杭は、一いつ瞬しゆんで投下された。

　巨大骨格の頭部に、一いち撃げきを全てぶち込んだのだ。
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　利とし家いえは、糟かす屋やの攻こう撃げきを視し認にんした。手元の表示枠レルネンフイグーアでは、巨大骨格の頭とう頂ちよう部ぶからその中心へ向け、太い針はりがぶち込まれたような損そん害がい表ひよう示じが概がい要よう図ずとしてきている。

　だが、全身八百メートルに対し、たかだが十五メートルだ。

　身長二メートルの人間だとしたら、四センチ弱の針が突き立ったに過ぎない。

　……勿もち論ろん、人間ならば、頭ず蓋がい骨こつを貫かん通つうして大おお騒さわぎだけどね……！

　こちらは死し霊りようだ。巨大骨格だ。問題無しだ。だから、

「吹っ飛ばしてしまえよ……！」

　両手を振りあげ、払う指し示じはしてある。すぐにその結果は見える筈はずだ。しかし、

『あら？』

　先に気付いたのは、本来の姿に戻っていたまつだ。

　何かと振り向くと、彼女は眉まゆを立て、自分の髪かみに手て櫛ぐしを突き込んでいる。

『おかしいわ』

　言われて見て、自分もそれに気付いた。

　巨大骨格が、こちらの指示を無視して、動きを止めていた。

　両の腕は肩の高さまで持ち上げられ、だがそこで失速している。両の手はゆっくりと上がって行きはするが、あのままだと、やがて止まるだろう。

　……何故なぜ？

　思うより先に、自分は即そく座ざの再指し示じを送った。まつがやっているように、自分の頭の上へと、左腕うでを振りかぶったのだ。

　果たして指示の先、巨きよ大だい骨こつ格かくは動いた。しかし、

「おい……」

　その動きは、緩かん慢まんだ。今までのように俊しゆん敏びんな、人と同じスケールサイズの高速ではない。否いな、よく考えたら、まつ自体が、既すでにそれを試していたのだろう。それゆえの手て櫛ぐしだ。

　でもこれは、どういう事だと、己おのれは思う。

　急ぎ、周辺の霊れい体たい戦せん士し団だんに防ぼう衛えい行動を取らせておく。それから術じゆつ式しきの表示枠レルネンフイグーアを開き、巨大骨格の現状を確かく認にんする。すると、巨大骨格の全身概がい要ように、ある表ひよう記きが出た。

「地ち相そう不備……!?」
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　利とし家いえは疑問した。地相不備など、ある訳わけがない、と。

　巨大骨格はその大きさ故ゆえ、自らが地相を持つ。

　何しろ全長八百メートルだ。それだけの大きさがあれば、木々は林になるし、水場は池になるし、穴は洞どう穴けつという、そんな地相になるのだ。

　だが、巨大骨格の持つ地相が、今、否定されていた。大型以下の霊体戦士団が異い質しつな地相に踏み込んだ時のように、地相不備の表示が概要図の中で光っている。

　元々、巨大骨格の地相は〝霊れい域いき〟の筈はずだ。それなのに、今、違うというならば、

　……これは何だい？

　視線が向く先、現在の巨大骨格が有する地相は、森だった。

　区分は欧おう州しゆう。それも、質としては上質と、そう言われていた。

「何故」

　そう呟つぶやいた時、己の耳は声の流れを聞いた。

　先さき程ほどまでこちらに届いていた響ひびきと似た音。遠とお吠ぼえや咆ほう吼こうの音ね色いろで有りながら、旋せん律りつを持つのは、歌だった。

「あ……」

　糟かす屋やが、声を歌わせているのだ。
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　糟屋は、声を鳴らした。己が突き刺した流りゆう体たいの杭くいに口を向け、その土ど壌じように歌を奏かなでた。

　響かせるのは、自分の良く知る歌だ。

「──正視無く　闇やみを露あらわす」

　人狼ルウガルウの小こ唄うた。それをただ風に流し、

「我は人狼」

　告げる。すると、

「人の恐れに　深しん淵えんより嚙かむ」

　己おのれの足あし下もとから、それが来た。

「人狼の　子らよ」

　草くさ群むらだ。流りゆう体たいで出来た下草が、自分の足踏む位置から、外へと広がっていく。

　流体の森が、始まるのだ。

　そして己は息を吸い、歌った。

　人狼の歌を。
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　暗がりの中で、人狼女王レーネ・デ・ガルウは丸まっていた。

　御お菓か子しの家の外、入口前の広場で、獲え物ものを抱えるようにして身を沈めていた。

　満月の下となれば、己は獣けものの姿すがただ。

　……最近、ちょっと機き会かい多めですわね。

　小お田だ原わら征せい伐ばつに参加する辺りまでは、諸しよ処しよに忙いそがしく、各地を転てん戦せんしたり、防ぼう衛えい示じ威いのために出しゆつ張ちようというのがよくあった。だから満月の晩ばんを幾いく度どか逃のがしてしまったのだが、関かん東とう解放で月げつ齢れい外の獣変調が来てからは、充実の夏休みだ。

　武蔵むさし上では外がい交こう館かんにいて、ちょっとしたバカンス気分だった。いつもの森の中も心安らぐが、外に出れば見晴らしのいい光こう景けい。特に夜は明らかに地上よりも星が近く、月が素す晴ばらしい。

　毎晩欲よく頑がん張ばりました。

　ただ残念なのが、アウトドアで頑張ろうとすると、意い外がいに武蔵は神しん道とうの壁がある。公こう序じよ良りよう俗ぞくという事ではないだろうが、やはり〝余所よそ者もの〟判はん定ていなので、子し孫そん繁はん栄えい系けいはちょっと難しいようなのだ。五回くらい場所変えて試したところ、毎度同じ表示枠シーニヤカドルで警けい告こくされるので、仕方が無いから浅あさ間ま神じん社じやに直じき訴そした。

　とはいえ、流石さすがに恥はずかしい。だから浅間神社の大代表、娘むすめの友人の父親に昼間、何気なくを装よそおって、夫おつとを抱えてダッシュで突っかけ、

「頼もうですの！」

「ああ！　ミトツダイラさんの御両親！　五回くらいアタック掛けてたのがサクヤの方から報告ありましたよ！　あのまま行ってたら旦だん那なさんが三ヶ月程きしめんだったのでよく踏みとどまって下さいました！」

「まあ、知られてましたの!?」

「ええ、うちの主しゆ神しんがこんな感じで！」


《おいおい、お得意様じゃないのコレ。きしめんさせんなよ？：ｂｙ神》



「いやあ、次辺りでこっちから連れん絡らくしようと思ってたんですよ……！」

　という事で、一応、極きよく東とう側の襲しゆう名めいで神しん道とうの逆ぎやく隠かくれ設定なども行っていたのだが、浅あさ間ま神じん社じやとの提てい携けいも結んで貰もらった。娘むすめとの連れん絡らくも割引が利いて御お得とく。彼の体力強化も、武蔵むさしの加か護ご範囲ならば夜十一時から無料になる〝槍やり放ほう題だい・夜や襲しゆう用〟が使えるとか、流石さすがですわね浅間神社。うちの子も浅間神社代表に負けないように押していきませんと。

　そんな感じで、実は御お菓か子しの家も、ちょっと浅間神社の加護下だ。何しろ合がつ宿しゆくの際、浅間神社代表が通つう神しんや加護などを入れている。だから今は無料の時間帯たいなのだが、

「ん……」

　先さき程ほどから、遠く、懐なつかしい歌が聞こえる。それだけではなく、

「……どうしたの？　人狼ルウガルウさん」

「ええ、森がざわめいてますの」

　実際の森が、まず、葉を鳴らしている。

　戸と惑まどっているのだ。何故なぜなら、

「ネイトにも出来ない事が、何故か、生じてますのね」

　周囲。大たい気きに零こぼれる薄い緑みどりの光は、自分の〝場〟が作る流りゆう体たいの森だ。それは実際の森と重なり、

「大だい丈じよう夫ぶですわ。──人狼の女じよ王おうはここにいますのよ」

　うん、と下にいる大だい事じな人が頷うなずくのがちょっと可愛かわいい。だが、己おのれの言葉が、〝場〟を通じて届いたのだろう。耳に聞こえる限りの森が落ち着き、夜の静けさを取り戻した。

「さて」

　ふふ、と笑って自分は獲え物ものに軽く唇くちびるで嚙かみついた。舌したで舐なめて、丸めていた身体からだを軽く沈めると、彼が背を引きつらせて耐え始める。

「あらあら、駄だ目めですのよ。そんなに頑がん張ばったら」

　腕を草の布ふ団とんと彼の背の間に入れて、仰のけ反ぞりを助けてやる。すると喉のどまで反って頑張るので、首を唇で何度も嚙んで、そして唇を重ねた。

　直後。沈めていた腰を軽く上に手た繰ぐって、前に捻ひねるように落とす。

「ひ」

　という声と、彼の限界を、声も息も全部口の房ふさから舌と頰ほおで洗い取り、その背を脇わきから腰まで手て指ゆびで淡く搔かいて次に導く。そんな事をして、熱い息を貰もらいながら、己は呟つぶやいた。

「ネイトは、気付いてますのかしら」

「え？　な、何、を……」

　ええ、と己は頷いた。彼の涙を舐めて、味を尊とうといと思いつつ、

「──私達しか知らない事を、知っている子がいますのよ」
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　ミトツダイラが、ふと外を気にしているのに気付いたのは、トーリだった。

　今、自分達は本ほん能のう寺じへと突とつ入にゆうするための輸ゆ送そう艦かんに乗っている。

　甲かん板ぱん上までを装そう甲こうで覆おおい、何重にも加か護ごを掛けたもので、これと同じものを、帰き還かん用に幾いくつか用意しているのだと言う。

　有あり難がたい話だなー、と思う横、ミトツダイラが実はちょっと余よ所そ余よ所そしい。

「ネイト──」

　呼んでみるが、視線を逸そらされる。

　後ろから抱え込もうとすると、タイミングを計られて一歩ずらされる。

「おいおいネイト、何避けてんの」

「いえ、あの、大した事ではありませんの。すぐ収まりますのよ？」

　肩越しに振り向かれて言う口く調ちようからするに、嫌きらわれているとか、変に距きよ離りを取ろうとするというのではないようだ。どーいう事かな、と思うこちらの横を見れば、ホライゾンがこちらに対して鼻を摘つまみ、眉まゆをひそめている。

「トーリ様、恐らくトーリ様から小こ汚ぎたねえトーリスメルが漂ただよっているのでは」

「え!?　何いきなり！　今日きようから!?」

　あ、いや、と割って入ってきたのは、浅あさ間まだ。彼女は、えーと、と人差し指を立て、

・あさま：『まあ、何と言いますか、……寝る前のいろいろのおかげで、ほら、トーリ君とホライゾンから、幸せ系けいの匂においが出ているらしくて、近くにいると伝染うつるらしいんですよ、その高こう揚よう感かんが』

・金マル：『あー、人間も微び少しようにフェロモンとか出てんだよね』

・ホラ子：『つまりトーリ様からハッピースメルが漂っているのですか』

・俺　　：『スメル言うなあああああ！　オメエからも出てるんだぞハッピースメル！』

　ビンタをぶち込まれた。続く直後に、

「女の子相手にスメルとか何様ですかトーリ様」

「い、いろいろ言いたい事あるけど俺おれが謝った方が早い!?　どう!?」

　負けだろうソレ……、という声がちらほら聞こえたけど気にしない事にする。だがまあ、とりあえずこちらはこちらで、

「えーと、今、俺がネイトを後ろから抱えてスキンシップしたらどーなんの？」

　問うと、姉が笑顔で両手を上に持ち上げ、そして波打たせながら下に降ろした。それを見る自分と皆は、

「うれ・ショ──ン？」

「し、しませんわよ!?　耐えますわよ!?　戦せん闘とう前ですもの……！」

　でもそっち系けいなんだ……、とナイトが言ったのは憶おぼえておく事にする。

　……だけどそれって、戦闘外だったら構わないって事かー。

　本ほん能のう寺じの変へんから戻ったら、頑がん張ばった御ご褒ほう美びタイムは有りなんだろうか、どうなんだろうか。ただその前に、

「本能寺から戻ったら戦せん勝しよう会かいやんの？　どうする？　ホライゾン」

「本ほん舗ぽはスメルが凄すごいようなので、やるならば青雷亭ブルーサンダーですか。その場合、ホライゾンが本気を見せましょう」

・●　画：『……〝●味の秘ひ境きよう：青雷亭はやめて：戦勝会●〟って情報端スレツドがソッコで立ってるんだけどどーすんの』

　あと、と浅あさ間まがつけ加えるように言った。

「匂においがするのはホライゾンからも、だそうなんで。……そこらへん注意ですね」

　その言葉に、ホライゾンが自分の右手と左手を交互に眺ながめ、クンクン嗅かいだ。

　無む造ぞう作さになすりつけてくる。

「菌きんのように扱うなああああああああああ！」

「まあ一回くらいはやっておきませんと」

　だが、それらとは別で気になる事がある。今、この輸ゆ送そう艦かんの艦かん尾び側だが、自分達は北側となる右う舷げん縁べりにいる。さっき羽は柴しばの船がそっちに見えたからだが、

「ネイト、本能寺とは別の、そっちが気になってんの？」

「──そちら、北西では賤しずヶ岳たけの戦いが起きてる筈はずだよ、ミトツダイラ君」

　ネシンバラの声に、ミトツダイラが振り向いた。

　彼女は息を吸い、赤くした頰ほおを隠かくさず、こちらに視線を合わせた。

「……何だか、懐なつかしい気け配はいがありますの」

「スメルですかミトツダイラ様」

　スメル流行だな……、と思う眼前。ミトツダイラが頷うなずき掛け、しかし最後には首を傾かしげた。彼女は、自分でもどうしたものかという顔で、

「うちの母のような気配ですわね、と初めは思っていましたの」

　ただ。と彼女は言った。もう一度首を傾げて、

「さっきから届いてくる気配は、我が王にも似てますのよ？」
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　上こう坂さかは、糟かす屋やの歌を聴きいた。

　ここは戦せん場じよう。森に囲まれた現場だ。そして自分は先さき程ほど、森の中でそれを聞いた。

　人狼ルウガルウの小こ唄うた。最初の四小しよう節せつは、自分も知っている。故こ郷きようの土地はかつて人狼の縄なわ張ばりとなっていた時期があり、そこで人々に伝わった歌があるのだ。

　遠とお吠ぼえにも似た響ひびきで、しかしそれは楽しそうに歌われる謳おう歌か。

　森と闇やみの支配者。恐きよう怖ふが、だからこそに快いと遊ぶ歌。

　人狼ルウガルウが、己おのれの〝場〟を広め、縄なわ張ばりとする歌だ。

　すると糟かす屋やの歌声と共に、巨きよ大だい骨こつ格かくが変へん異いを始めた。

　それ自体が一つの地ち相そうである巨大骨格が、糟屋の持つ〝場〟に、地相を書き替えられて行くのだ。

　打ち込んだ回穿杭ドリルパイルを中心に、下草が生はえ、木々が立ち、そして頭を下り、首から鎖さ骨こつ、更さらに胸元から脇わきから背へと、それが一気に伸長していく。

　流りゆう体たいで出来る森の中には獣けものがおり、そして闇やみの奥からはあるものが現れた。

　狼おおかみだ。

　流体で出来た狼が、森の展開を先せん導どうするように疾しつ駆くしてきたのだ。

　そしてもはや見えなくなった森の奥底。満月に近い位置から、歌声が聞こえた。

　糟屋だ。

　最初の四小しよう節せつ。自分が知る小こ唄うたの先を、

　……歌うのかい……!?

　どういう事か。どういう意味か。どういう理り屈くつかは解わからない。

　ただ、自分が知らぬ事を、彼女が知っている。

　それも、異い族ぞく最強とも言える存在の彼女が、だ。

　歌った。
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「──咎とがめ無く　夜を行く」

　糟屋は、狼達の群を見送った。一度彼らは風のように自分の周囲を巻き、そして誰だれかが一つ吠ほえ、全てを先導して突っ走っていく。下へ、大だい地ちへと。

「──我は女じよ王おう」

　狼達が、巨大骨格の上を行く。骨格の肌はだに足あし跡あとをつければ、そこが森となり、木々の生える場所となり、飛び越えた関かん節せつ部は小川の走る場所となる。そして、

「──月の光に　闇深く踊る」

　巨大な両腕うでの基き部ぶを、狼達が嚙かみつき、挑いどみかかるようにして崩くずした。この高台はいらないと、走るのに邪じや魔まだとして、咆ほう吼こうよりも足音の重なりと牙きばの嚙み音で砕くだいていく。

「──人狼の　女王」

　そして〝場〟が広がった。

　巨大骨格の全身が、屹きつ立りつする流体の森林として、完全に書き替えられたのだ。
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　利とし家いえは、巨きよ大だい骨こつ格かくが崩ほう壊かいしていくのを見ていた。

「おいおい……」

　どういう仕掛けかは解わかる。

　人狼ルウガルウが持つ、縄なわ張ばりの加か護ごとしての〝場〟。それが巨大骨格を媒ばい介かいに展開されたのだ。

　巨大骨格自体は流りゆう体たいの塊かたまり。そこに、やはり同じ流体の塊である回穿杭ドリルパイルを叩たたき込み、それを軸じくに人狼の〝場〟を展開する。

　地ち相そう自体を書き替える術じゆつ式しきが、無い訳わけでは無い。実際、多くの対たい霊れい防ぼう護ごの結けつ界かい術は、相を書き替えて危険を排はい除じよするのだと、霊れい体たいを扱う己おのれはよく知っている。

　だが、ここまで大だい規き模ぼに、しかも流体ごと書き替えられると別だ。

『利家君』

　まつがこちらの肩を揺らすと同時。巨大骨格の両腕うでが肩から綻ほころびた。

　まるで木々が朽くち折れていくように、軋きしみと剝はがれの音をたてて、巨大骨格が砕くだけていく。

　その背も胸も、新しい木々の展開にめくれ上がり、流れる小川は亀き裂れつとなってその全身に破は壊かいの前ぜん哨しようを作っていった。

　そして歌が聞こえる。走る狼おおかみを導く歌が聞こえる。

「人狼……」

　否いな、これは違う。聞こえる歌か詞しは、それより深い。

　大体、〝場〟が強力だ。八百メートル級の全長を書き替え、しかし見えている森の深さは、その程度には収まらない。

　明らかに、数キロ、否、それ以上の深さがある森を展開する。

　これは何か。自分は見た事がないが、報告で知っている。

　慶けい長ちようの役えき。その晩ばんに生じたものは、半はん径けい二十二キロに及んだという。

　報告にあった展開速度には劣りはするものの、この広がりは、

「……人狼女王レーネ・デ・ガルウの技じゃあないか」

　そして音がした。巨大骨格がその首を支え切れず、胴どうも半なかばから崩くずれ、崩ほう落らくするのだ。

　完全な破は壊かいだった。
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　安治アンジーは、空中で羽ばたき、黒姫シユヴアルツ・フユルステインを確保しながら、頭ず上じようの狼を見た。

　……おっとぉ……。

　糟かす屋やの獣変調が終わっている。流体の風が巻いているのは、普段の姿すがたに戻った際のものだろう。だが、彼女自身がマズい。

　疲ひ労ろうからか、力なく崩くずれていくのだ。

　安あ土づちから降こう下かした以上、降下術じゆつ式しきの加か護ごは奏塡インストールしているだろう。だが、巨きよ大だい骨こつ格かくの全身は、森の形になって砕くだけていくとはいえ、まだその質量を持っている。

　崩ほう落らくに巻き込まれるのは、人狼ルウガルウの身とはいえ、良い事では無い。

「キメちゃん！」

「任すわ！」

　応じる相手は、やはり白姫シユヴアルツ・フユルステインを抱えて地上を指差した。

　砕け、落ちて堆たい積せきし、大だい地ちに突き刺さる巨大骨格の残ざん骸がいの付近。そこでは地上部ぶ隊たいが内部への突とつ入にゆうを再開しているのだ。上空からの遊ゆう撃げきは充分な援えん護ごとなるだろう。足場としての高台はそれこそ〝森〟が残っているのだから。

　そして地上から、声が来た。

「アンタ達、──うちのリーダーを確保してくれよ！」







[image: 第三十七章『隣位置の二人』]
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　安治アンジーが頷うなずきと共に上へと跳ね上がったのを一いち瞥べつし、嘉よし明あきは眼がん下かに視線を向けた。

　こちらは地上高百二十メートル程、〝森〟の崩ほう落らくが落ち着いたら、それが馴じゆん化かして消えていくまで足場にしようと思いつつ、下にいる者達に声を飛ばす。

「──糟かす屋やの麾き下かね？　これから援えん護ごするわ」

「感かん謝しやする！　──動き回るのより、正面から来るのを頼む！」

　壁のように来るのを崩くずせ、という事だろう。殲せん滅めつではなく、穴を開けるようにすればいいのだから順じゆん当とうだ。だが、下で指し揮きを執とる彼女が、ふとこう言った。

「うちのリーダー、……何だいありゃあ」

「テンション上げて歌った事？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と言われると、やはりと思うしかない。

　糟屋の獣変調については、実のところ、自分達は何度か見ている。その意味も、そして欠点も、よく解わかっている。

　……体力の消しよう耗もうが激しく、長時間保もたないのよね。

　滝たき川がわ戦では、相手の実じつ像ぞう分ぶん身しんを凌しのぎ、一いち撃げきを入れたところで力が尽きた。滝川も、自分の技が破られた上で攻こう撃げきを受けた手前、そこで勝負を終える事を望んだ。

　強力ではあるが、危なっかしい。それが自分の糟屋に対する評ひよう価かだ。

　安あ芸きでの合がつ宿しゆくで、基き礎そ的な部分を上げてきたようだが、逆に言えば、脆もろいところはそのままだとも言える。

　その辺り、今後の課題とすべきか。それとも、そのような意味も無くなるか。

「どうなんだい」

　眼下から、声を聞いた。

「うちのリーダー、……その素す性じようとか、意味が無くなるんだろう？」

「そうね」

　自分は頷いた。上空、安治が糟屋を確保したという報告に一ひと息いきをつきながら、

「そういう覚かく悟ごで動いているわ。──創そう世せい計画。何もかもが終わって、終わらなければ、一番良いと、信じているの」

　だから、と、己おのれは〝森〟の高台に足をつけた。眼下の先、布ふ陣じん内部の広場には、既すでに霊れい体たいの戦せん士し団だんが新たな姿すがたと数で湧わき出しているのだ。それも、機き動どう殻かくを身につけた姿で、だ。

　そのうちの幾いくつかに、先行の射しや撃げきを入れながら、己は言った。

「だから急いで。──本ほん能のう寺じに間に合えば、世界はそのように回るのだから」

　そうよね？　と呼びかける相手は、正面にいる。

「前まえ田だ先せん輩ぱい。──私達は、武蔵むさしと相あい対たいする本ほん命めいになれるかしら」
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　参まいったな、と利とし家いえは吐と息いきした。

　肩に腕を預けてきていたまつが、苦く笑しようを耳に聞かせて簡かん略りやく化かの状態に戻る。そして、

『のりのり──！』

　まっちゃん超いい女。

　そうだね、これは喜ぶべき事で、誇る事だ。何故なぜなら、

「僕は君達と組める。その程度の存在だと教えてくれたのか。──羽は柴しば勢ぜい」

　自分は柴しば田た達とは違う。だが、

「誇るよ」

　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、次じ代だいの代表として一いち目もく置おかれた羽柴七しち本ほん槍やり。それに三人を足しての現十じつ本ぽん槍やり。

　そんな彼らが、安あ土づちの連れん携けいを用いなければ、己おのれの最大戦せん力りよくを排はい除じよ出来なかった。

　そして今も、彼らは霊れい体たい戦せん士し団だんを止める事が出来ていないのだ。

「さてどうだろう」

　身を回し、親指で四し方ほう八はつ方ぽうに銀ぎん貨かを散らしながら、己は問うた。

「今夜で世界がどうなるのか。──どちらにしろ僕は先を楽しみにして良いいようだよ」
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「北門が開きましたね」

　という清きよ正まさの言葉を、丹に羽わは軽い会え釈しやくで受け止めた。

　……前田君も、付き合いいいですねえ。

　ホントに、柴田班は人にん情じよう深い。割り切って次へ次へと行けばいいのに。

　自分が許せないと、次へ行く後ろめたさに負けるというのは、男って馬ば鹿かですよね、と、そんな感想をしていいのだろうか。

　だが、こちらもこちらで意い外がいと面めん倒どうだ。

「清正。──お前と私、主を他に譲ゆずって補ほ佐さに回る辺り、似ていると思っている」

　精徒ジンを揺るがさないように、口く調ちようは高圧。そして南門前の広場にて、距きよ離りを詰めながら問いかける。

「──だが、守り主体の時間稼かせぎでは、安土に乗れんぞ」
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　挑ちよう発はつという二文字を清正は思う。

　丹羽は、こう言っているのだ。自分を倒さなければ、賤しずヶ岳たけで勝利しても安土を本ほん能のう寺じに向かわせる事は出来ないゾ、と。ええ、最後のゾが大だい事じな気がします。自分的に。

　ただ、この挑ちよう発はつに乗る意味は無い。

　挑発は、相手側に策や、こちらの手を知りたいという思いがあってこそ生じる。ゆえにそれに乗じたところで、自分は損をするだけだ。

　だからまた、前に出て、踏み込みながら己おのれは告げた。

「……こちらとて、同じです！」

　相手への有効打を叩たたき込む手段を見つけるため、ともすれば小出しの技で、様よう子すを見ていく。

　何しろ相手はもはや大だい精せい霊れいクラスの力を振るう。瞬しゆん間かん的に振り回す破は壊かい力りよくとしては、恐らく柴しば田たを上回っているだろう。術じゆつ式しき主導で、上越露西亜スヴイエート・ルーシの雷らい帝ていと比ひ肩けんするレベルと言える。

　今もそうだ。

「……そこ！」

　動物に命令するのと同じ口く調ちようで、丹に羽わが手を前に振る。すると、まるで投げたボールを拾いに行くかのようなタイミングで、彼女の手から雷らい撃げきが降る。

　砲ほう撃げきや、光こう撃げきではない。広大な空間が降こう雷らい現げん象しようで埋まるのだ。

　来た。

　視し界かいが白くなる程の光と火花を散らし、激げき音おんが下から上に、奥から手前に遮しや断だんする。

　音は、破は裂れつの重なりだ。どことなく、硝子ガラスの落とし窓を下に叩たたきつけたような音だとも、己は思う。

　範囲は縦たてに五百メートル、幅も百メートル程。

　それだけの空間が、帯たい電でんした光の束たばを踊らせ、

「……っ！」

　雷かみなりが雷で弾はじけ飛ぶというのを、己は初めて見た。

　風が、苦にがいような匂においと熱を含み、南面の森を叩く。

　そして、残ざん像ぞうが歪ゆがんだラインとして、散った雷の粉こなを宙ちゆうに舞わせる中。残るのは焼けた大たい気きと大だい地ちが作る焦こげた匂いだけだ。

　対する自分はと言えば、基本は回かい避ひ専念。

　カレトヴルッフの後部加か速そく器きを使い、丹羽の攻こう撃げき範囲を離り脱だつする。なるべく西か、北方向へと回避を行うが、後者は丹羽が許さない。

「──と」

　雷を纏まとった高速のステップで、彼女はすぐに回り込んでくる。

　ゆえに己も東にバックステップし、広場を大きく使って次に備える。

　足を止めては駄だ目めだ。

　素すであっても、福ふく島しまの単純な動きにはついていける自分だ。そして今、身につけている機き動どう殻かくは防ぼう御ぎよ主体だが、前線に出て指し揮きを執とる関係から機動性を重視している。だから、

「そこですね……！」

　動き回って雷らい撃げきの範囲は憶おぼえた。

　広範囲に放つ開放型と、対人の収しゆう束そく型があり、恐らく段階的に拡かく縮しゆくする。その拡縮にはパターンがあり、そこまでは憶えた。

　……また、拡縮の別パターンがあるかも知れませんが……。

　油ゆ断だんをしなければ、解る。

　あとは速度と揺らぎを見ればいい。

　丹に羽わの動きの基き礎そは舞まいだが、その動きはパターンだ。動きの種類はあっても、緩かんから急、急から緩というパターンを持っている。

　そして、丹羽は人間だ。

　骨こつ格かくが有り、筋きん肉にくが有り、内ない臓ぞうや、衣い装しようやら何やらによるバランスがある。

　それら体格と運動能力から導き出される動きの最適解かいは、確実に存在する。

　緩かん急きゆうのギャップの強さに対し、体格と運動能力が導くベストな解はさほど無いだろう。何しろこれは丹羽だけの舞ではなく、精徒ジンを導くためのものだ。

　下手へたを打てば精徒が乱れる。

　……ならば──。

　やる事は、まず、探る事。

　ここからは相手の攻こう撃げきを回かい避ひしつつ、その流れを読むべきだと、己おのれは思った。
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　……これは些いささか面めん倒どうな人ですね……！

　丹羽は、雷撃からの地ち殻かく隆りゆう起きを叩たたき込みながら、清きよ正まさの〝堅さ〟に苦く笑しようした。

　何しろ、この戦せん場じよう、この状況の中なのに、外からは全く焦あせりが見えない。

　そしてこちらが攻撃するごとに、大おお袈げ裟さにも見える回避を行う。場合によってはカレトヴルッフの石いし突づき部からの加か速そくを用いてまで場を開ける。それらは初め、機き動どう殻かくやカレトヴルッフの出力に振り回されているか、単なる臆おく病びようかとも思ったのだが、違う。

「失敗を絶対にしないためだな……!?」

　小さく避けて、もしも失敗したら、どうなるか。

　その瞬しゆん間かんに、何もかもが終わるかも知れないのだ。

　だから、格かつ好こ悪くても、臆病に見えても、大きく避ける。

　これは、無む駄だなように見えて、こちらからすると厄やつ介かいだ。何しろ距きよ離りを取られるため、全体の動きを観察される。

　舞の全身動作はおろか、攻撃の範囲や、その〝出〟まで見切られるのだ。

　計られている。

　……さて、どう対たい処しよしたものですかね。

　と、そう思った時だ。不ふ意いに一つの表示枠インシヤ・コトブが来た。

　前まえ田だからだ。

『丹に羽わ先せん輩ぱい。すみません、北門、鬼き門もんだというのに通してしまいました。今、防戦をしていますが、僕個人の力ではちょっと面めん倒どうですね、コレ』

　意い外がいとスッキリした口く調ちようだ。いろいろと抱え込む事の多い彼なりの、何か割り切りが見えた戦いだったのだろう。そして、

『丹羽先輩』

　続く瞬しゆん間かんで、前田がこう告げた。

『──僕達は強いけど、流行じゃないようですよ』
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　……流行じゃない、か。

　丹羽は思った。確かに、望まれたり、呼ばれてきた訳わけじゃ無いですからね、と。

　己おのれは、自らここに来た。柴しば田たに請こわれた訳では無い。

　他、佐さ久く間まや、前田も、不ふ破わもそうだ。森もり君は残ざん留りゆう組だからちょっと残念。

　今、自分達には助けなければならない者がいて、これはホントに強い人なのだけど、馬ば鹿かなのだ。外に出て戦せん争そうするのが好きな癖くせに、聖せい譜ふ記き述じゆつに合わせて防ぼう御ぎよ戦せんをすると言う。

　だから援えん護ごに来て、自分達は戦っている。

　自発的な行為だが、しかし、柴田には、こちらの意い思しが伝わっているというのが解わかる。そのくらいの関係はあるのだ。

　ゆえに柴田は、戦せん場じようをこちらに任せている。こちらに何があろうとも、防御戦の主として、ちゃんと構え、全体を受け止めている。

　だが、と自分は思う。

　自分達は、誰だれかの目的を叶かなえるために、嚙かみ合っているだろうか、と。

　個々の力は強いが、戦場でお互いを助け合い、また、助けを待つ事が出来ているだろうか。

　翻ひるがえって思うに、今、目の前にいる、清きよ正まさや、十じつ本ぽん槍やりはどうだろうか。

「────」

　己は、この眼前に、いろいろなものの始まりがあるように感じた。

　清正がいて、彼女を信頼するがゆえに、彼女の麾き下かは動いている。

　北側の面々。加か藤とう・嘉よし明あきや、脇わき坂さか、異い族ぞく部ぶ隊たいとそれを率ひきいる糟かす屋やも、きっと同じだ。

　また、遠くからの援護を行う安あ土づちの面々も。

　恐らく、羽は柴しば勢ぜい、十じつ本ぽん槍やりが、そうなのだ。

　お互いを、信頼している。

　今まではどうだったかは解わからない。だが、ノヴゴロド以い降こう、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようや慶けい長ちようの役えき、そして夏休みの合がつ宿しゆく期間を通して、その実力は上がり、出来る事が増えているだろう。

　出来る事が増えた時、どうするか。自分の実力を上げるか、それとも、

　……他者との関係を強化するか。

　十本槍は、後者を選んだと、この戦せん場じようを見てそう思う。

　いてもいなくても、必ず、駆かけつけてくる者。

　いてもいなくても、必ず、己おのれを待っている者。

　こんな関係を、何と言うべきか。

　そしてそれらが嚙かみ合った場合、どうなるか。

　……そうですね。

　自分は、二度、そういった嚙み合いの力に敗はい北ぼくしている。

　武蔵むさし勢ぜいだ。

　ノヴゴロドと、ネルトリンゲン。彼らは自分達を相手によくやった。それぞれがもう、無む茶ちや苦く茶ちやな事をやりながら、次から次へとやってくる手助けや意い地じの張り合いで凌しのいでくる。

　その始まりになるものは、一体何か。

　ノヴゴロドでは、そこを死守しようという上越露西亜スヴイエート・ルーシ勢の健けん闘とうだった。

　ネルトリンゲンでは、護まもるべき者へ辿たどり着こうという意い思しだった。

　誰だれかが現げん場ばを果たそうと願うならば、そこに必ず仲間の力が至る。

　自分達はどうだ。

　自分達は強い。しかし前まえ田だは敗れた。だから彼は言った。

　自分達は、強いかも知れないが、流行遅れなのだと。

　そして自分は、どうなのか。いつもの補ほ佐さ役ではなく、〝滝たき川がわ〟の名を借りてまで、ここに戦いにやってきたのだ。

　相手は、やはり攻こう撃げきの補佐として、防ぼう御ぎよの得え手てである清きよ正まさだ。

　似た者同士だとは思う。が、今の自分は、攻撃手しゆだ。補佐ではなく、主だとするならば、

「加か藤とう・清正……！」

　己は攻撃を叩たたき込む。自分の思し案あんが本当なのかどうなのか。己を確かめるために、攻撃を連続で叩き込んだ。手は抜かない。初めからそうだ。今からはもっとそうだ。

　いつも補佐役で、仲間達の立ち去りを見届けていた自分は、この戦場で主となり、

　……何が見えるのでしょうね……!?

　攻撃を連打として、宙ちゆうに響ひびかせた。
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　柴しば田たの布ふ陣じんの北側、開けた城じよう塞さい艦かん列れつの陰で、安治アンジーはその音を聞いた。

　自分の今の役目は、門のようになった城じよう塞さい艦かん列れつの一いつ艦かん、その警けい護ごだ。内部を異い族ぞく部ぶ隊たいが攻こう略りやくしていく間に、陰では一般戦せん士し団だんが陣じん幕まくを張り、この艦を最前線の拠きよ点てんにしようとしている。

　己おのれは広こう域いきの視覚術じゆつ式しきで艦の向こうや周辺を確かく認にん。他の者達にその情報を送りながら、必要な場合は艦かん首しゆバウの上に立って狙そ撃げきを行う。

　だが、前線はこちらが押すようになっていて、P.A.Oda特有のガレー型バウの向こうに降りる機き会かいが多くなっていた。

　今もそうだった。そして背後、巨きよ大だいな金きん属ぞくのブレードとなっているガレーの衝しよう角かくは、意い外がいに周辺の音を反はん響きようさせる。だが、

「……ん？」

　バウが、妙みような響ひびきを放っている。砲ほう撃げきの反響などによる、金属的な共きよう振しんでは無い。

　もっと深い、低い音だ。

　……雷かみなり？　これ、南の方からのが、共きよう鳴めいしてるよね。

　そういえば、南側では、丹に羽わが雷らい撃げきの大安売りをやっていた筈はず。だが、遠えん雷らいのような、大たい気きの咆ほう吼こうや唸うなりではない。もっと単純な打だ撃げき音だ。

　しかし、これは少々、派は手でな響きの気がする。ゆえに、

・ＡｎＧ：『キメちゃーん、何か南の方、あんまし追つい及きゆうしない方がいい状態？』

・きめえ：『そうね。──清きよ正まさが、ちょっと面めん倒どうな事をやってるわ』

　何が起きているのか。それを嘉よし明あきが、狙撃の反響と共に教えてくれた。

・きめえ：『神の密みつ度どを上げてるのよ。二人で』
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　それは、清正にとって、神を〝詰める〟という行為になった。

　神しん格かく級の攻こう撃げき三千倍加か圧あつで叩たたき込んでくる丹羽を、先手で止めるのだ。

　だが、丹羽の攻撃は、雷らい獣じゆうの高速を身に宿して行われるものだ。初動が読めていたところで、その速さに対応するのは至し難なんだ。

　……ですが、丹羽様に追われる形での防戦の方が、危険です。

　それは神に主しゆ導どう権けんを渡すのと同じだ。追い込まれ、逃げる方角は選べても、攻撃の始まりから間ま合あいまで全て丹羽が主導となってしまう。

　ならばどうするか。

　……前へ出ます！

　相手の初動を見切れていても、速度に負ける。

　ならば距きよ離りを詰め、解わかった順に、相手の動きを全て潰つぶす。

　福ふく島しまを相手にする時も、よくやる手て順じゆんだ。彼女の攻撃が荒くなったと感じた時は、その初動を潰して正す。そして自分で気付かせる。

　今も同じだ。

　精徒ジン主体の丹に羽わの動きは、流れが大きく読みやすい。そして速度が上がれば、その傾向は更さらに高くなる。ならば、

「……っ！」

　己おのれは詰めた。

　丹羽の攻こう撃げきを、初しよ手てで弾はじけるものは弾き、避けられるものは回かい避ひし、防ぼう御ぎよで保てるものはそのようにした。足あし捌さばきは福ふく島しま程出来るものではない。だが彼女に追いつくためのステップは今充分に使えているし、何よりも、

　……読めています……！

　これまでの成果を、自分は詰めて行く。

　そして気付いた事がある。

　丹羽が、精徒の力を別の形に転化しているのだ。今までは雷らい撃げきや炎ほのお、岩がん壁ぺきの射しや出しゆつに使用していたのが、こちらの初動潰つぶしによって上手うまく働かないと悟さとったのだろう。

　だから彼女は転化した。

　雷らい獣じゆうは雷らい光こうとなって丹羽の速度を担当し、焰雀フエニツクスは噴ふん炎えんとなってその動きを加か速そくし、岩は打だ撃げき時じの硬度を確保する。

　彼女の技は、精徒を遊ばせるものだ。不発となれば精徒達のストレスを買う。ゆえに力の抜きどころとして、別の形を用意し、こちらへの攻撃に用いているのだろう。

　これまで、展開し、拡散していた力が、その全身と打撃系を中心に回っていく。

　そしてそれらの形が、更さらに変わった。

　これまでは、雷かみなりや炎、岩という形をしていたものが、それらを概がい観かんとした流りゆう体たい光こうの流動へと変化していくのだ。

　自分が、詰めたからだ。

　丹羽も、詰められたからこそ適応した変化を用いた。

　現状、打撃も回避も、雷や炎、岩の炸さく裂れつする音では無く、ただ轟ごう音おんとなる。

　カレトヴルッフの一いち撃げきが当たり、弾く先せん端たんで、白い光が散り、雷を割ったような響ひびきが大たい気きへと散る。

　音が重く、それだけでこちらの身しん体たい調整加か護ごの表示枠レルネンフイグーアが二ふた桁けた単たん位いで飛ぶ。機き動どう殻かくに流体燃ねん料りようを搭とう載さいしていなければ危険だ。外がい燃ねん拝はい気きなどでどうにかなるものでもない。

　ここに自分を配置した竹たけ中なかは、丹羽が待たい機きしている事を読んでいたのだろうか。どちらにしろ、己はここにおける適てき材ざい適てき所しよで、

「……っ！」

　速度を上げた。

　可能な限り、階段を駆かけ上がるように己を強化し、跳ね上げていく。

　神が詰まる、己おのれの攻こう撃げきで。しかし、

「行きます！」

　自分の中で、許可が出た。

　丹に羽わの初動パターンがほぼ全て読めたのだ。だから、

「行きます……！」

　攻撃の中で、己は両の手に武ぶ器きを持った。

　加か速そく器きを使わぬという前ぜん提ていで、カレトヴルッフを左右に分けたのだ。
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　敵の手て数かずが二倍になった。

　丹羽は、初動を押されたのを悟さとった。

　先さき程ほどまでは、拳こぶしを振る際、そのスイング中に弾はじかれていた。

　だが、それはやがてスイングの始まりで弾かれ、握った拳を手首で返すだけで弾かれた。今は更さらに、拳を握るだけで弾かれており、その上で直近の一いち撃げきは、

　……肩を揺らしただけで、打ちに来ますか……！

　読んでいる、という言葉のレベルが違う。

　経けい験けんがあるのだ。

　その上で、一体どれだけ、攻撃者の動作を見覚えてきたのか。

　そして思い出すのは、彼女と共にいる一いち番ばん槍やりの存在だ。

　福ふく島しま・正まさ則のり。

　十じつ本ぽん槍やりの一番は、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いで天てん竜りゆうたる加か藤とう・段だん蔵ぞうを倒している。

　人ひと型がたの竜。人の形で有りながら、存在自体が神しん格かく武ぶ装そう級と言える天竜の力を持った相手を、福島は攻撃者として捻ねじ伏せている。

　だが、彼女が目もく標ひようとする相手は、天竜でも、柴しば田たでもない。武蔵むさし副ふく長ちようだと、そう聞いている。ノヴゴロドで敗はい北ぼくしたがゆえ、その因いん縁ねんを晴らしたいのだろう、と。

　実際はそんな単純なものではないと思うが、武蔵副長は確かに〝上〟に行っている。

　記録を見る限り、かなりムラっ気があるようだが、柴田がノヴゴロドで相あい対たいした彼女は、達たつ人じん級が修める〝見切り〟の域に達していたという。

　それは、福島・正則の求める敵が、もはや柴田級だという事だ。

　転じて思し案あんした時、どうだろうか。

　福島・正則が、今、柴田と同クラスになりつつあるとして、今、自分の目の前にいる相手は、どうなのだろうか。

　福島・正則の攻撃を受け、対等に己を仕上げてきた相手というのは、

「……次代、最強の補ほ佐さ役やくという事ですか！」

　己おのれは思った。だから何です、と。自分は現在、P.A.Oda最強の補ほ佐さ役です、と。

　前まえ田だ君は上手うまい事を言った。自分達は流行遅れかも知れないと。だが、

「サシだったら、先せん輩ぱいってのは後こう輩はいより強いんですよ！」
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　丹に羽わの視し界かいが見たのは、清きよ正まさの瞬しゆん発ぱつした反応だった。

　彼女は、こちらの挙きよ動どうを危険と悟さとったのか、迎げい撃げきのために両腕うでを後ろに振り被かぶったのだ。

　判はん断だんに迷いが無いのは素す晴ばらしい。

　恐らく、こちらの動きに対する読みが、初動を超えつつあるのだろう。

　今から為なされる動きでは無く、以前の動きを見た上で、これから連なるであろう、未来の動作が読めている。

　自分が攻こう撃げきのベースに用いている舞まい。その流れがどうなるか、予測出来つつあるのだ。

　両の腕を左右に振りかぶり、二連れん撃げき。そのつもりだろう。こっちが何かしでかすのに対し、片手一発では足りないとして、双そうの連打を叩たたき込む。

　そんな清正の高速反応に対し、己は加か速そくした。三匹びきの精徒ジンをもはや腕とか全身ではなく、身体からだの各関かん節せつを中心とした可か動どう部分と、それを支える体たい幹かん部分に投入する。

　動きはやはり舞だ。

　観客に訴える、右手を胸むな元もとから前に振り放つアピール。

　動きとしては、ジャブの一発。

　簡単な攻撃だ。

　だがそのために、何もかもの速度を上げる。

　踏み込んだ足先から、放つ右手まで、全ての関節を雷らい獣じゆうによって加速した。

　更さらに各部の動作を、焰雀フエニツクスの噴ふん炎えんによってバースト。後押しする。

　そういった動きの全てを支えるため、土ど竜りゆうの岩によって踏み込んだ足の下や、関節の裏側を補ほ強きようし、反はん力りよくを全て押しとどめた。

　何もかもが現状最さい速そくの動き。

　初動が解わかったところで間に合わない一発を打ち込む。

　放てば勝ちなのだ。出し切れば、そこに三千倍の加か圧あつによる精徒の攻撃が乗る。

　足の踏み込みから風を割った。全身は即そく座ざに大たい気きを剝はがし、右手は肩から乗り出すようにして前に振られ、

「最高だぞ……！」

　舞として確定させるため、強気ＭＣを忘れないのが作さ法ほうです。

　そして腕が走っていく。肘ひじが伸びる動きで大たい気きを割り、音が激げき震しんした。水すい蒸じよう気きの爆ばく発はつが各部の捻ひねりや挙きよ動どうによって生まれ、まるで自分がこの世界に射しや出しゆつされていくような感覚を得る。

　正面。清きよ正まさがいる。

　……どうします……!?

　高速の動きに対し、彼女は両の腕を後ろに振りかぶったままだ。

　身を前に倒し、全力で力をためているように見える。

　だが、己おのれの視し界かいはそれを見た。清正の両の手に、カレトヴルッフが無いのを、だ。
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　……無む手て……!?

　清正の手に何も無い事を疑問した直後。彼女が頭を下げた。背の高い烏え帽ぼ子し型の頭部装そう甲こうが傾き、倒した身と共に姿勢を一気に低くする。

　その背後。宙ちゆうに一つの光が見えた。

　加か速そく器きの放つ光だった。

　カレトヴルッフだ。

　左右に分かれていたものが、一つとなり、石いし突づきの加速器に光を宿していた。

　清正が、左右に深く振りかぶると見せて、背後に投じたのだ。

　空中で合ごう一いつ。指し示じは加速器からの瞬しゆん発ぱつした突とつ撃げきだろう。

　こちらの加速撃げきに対し、己が持つ最大の速度と威い力りよくをぶつける。

　よく考えれば解る事だ。

　この相手は、防ぼう御ぎよの得え手て。

　自らの攻撃を主体としないのだ。

　最大の攻撃とは、こちらの威力を利用したカウンターアタック。

　その通りだった。

　加速器に光を得たカレトヴルッフは、既すでに空中を跳ねるように全体を震わせ、

「……っ！」

　踏み込み、腕を前に放っていた自分は、避けようも無い。

　風を白の色に割って、両りよう鎌がま槍やりが飛んできた。

　その柄えを清正が摑つかんで軌き道どうを制せい御ぎよ、後は彼女自身が全身をこちらにぶつけるようにして、

「行きました……！」

　右の脇わきへと、鎌部分の刃やいばが入り、そのまま後ろへと突き抜けた。

　右脇から右腕うでを、一発で切断されたのだ。
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　清正は、息を吐いた。

　機き動どう殻かくや術じゆつ式しきのパワーアシストや冷れい却きやくがあるとはいえ、これまでの挙きよ動どうは基本として自分の動作と判はん断だんで行ってきたのだ。

　息が切れ、一気に汗あせが来た。だが、

　……届きました！

　そして成果を、確実に得た。丹に羽わの右肩を切断した事もだが、その背側にまで刃やいばが届いた事で、彼女の力を一つ奪うばったのだ。

　姿勢を制せい御ぎよし、振り返る自分の足あし下もとで、小さな姿すがたがバウンドする。

　土ど竜りゆうだ。

　元々は丹羽に憑ひよう依いしていたもの。だが、今の攻こう撃げきにおいて、彼女の身体からだの裏打ちをするように支えていたのだろう。前に出ようとする動きを作る雷らい獣じゆうや焰雀フエニツクスと違い、後ろにいたが故ゆえ、肩を割られた時にカレトヴルッフに押されてこぼれ落ちた。

　土竜としては、何が起きたのか解わかっていないようだった。

　小さな竜型の身体は、周囲を見渡し、戸と惑まどっている。

　それはそうだろう。ずっと、丹羽の舞まいによって遊んでいて、しかしいきなり振り落とされたのだ。こちらの都つ合ごうでそれを止めてしまった事に申もうし訳わけなさを感じるが、

『────』

　土竜が空を見上げ、満足げに身震いした。

　今日きようは満月。異い族ぞくや、精せい霊れい達にとっては活かつ気きのある夜だ。

　土竜は、軽くもう一度身震い。自分を払うように岩状の鱗うろこを逆さか立だてると、そのまま地面へと沈み込んだ。

　消える。

　そして己おのれは、息を吐きながら丹羽に振り向いた。

　彼女の力を一つ奪った。それだけでこの疲ひ弊へいというのも未み熟じゆくを感じるが、

「丹羽様」

　呼びかけた相手は、右肩から先を失っている。

　無む論ろん、今の彼女は精霊に近い姿だ。すぐにそのような負ふ傷しようは修復する。だから己はカレトヴルッフを構え、

「行きます……！」

　声を上げ、前に出ようとした。

　その時。自分は気付いた。半はん身みで構えた丹羽が、断たれた右腕うでを左手に構え、こちらに振り抜いていたのを、だ。

　……これは……。

　掲かかげられた右腕は、精徒ジンの光を宿していない。

　断たれたからだ、と言いがたいのは、やはり今の丹羽が、精霊に近い存在だからだ。

　ゆえに今、彼女の右手に精徒の光が無いと言う事は、

　……そこにあった力は、何処どこへ？

　雷らい撃げきか、炎えん撃げきか。三千倍加か圧あつで叩たたきつけられるそれは、しかし今、何も生じていない。

　己おのれは無む傷きずだ。ただ、丹に羽わの力だけが、何処へ行ったか解わからない。

　確信出来るのは、彼女の行為に〝不発〟はないという事だ。

　だとすれば、と思った瞬しゆん間かんだった。

　己の背後で、光と熱が空へと吹き上がった。それも数百メートルの莫ばく大だい量りようで、だ。

　何が生じたか、振り向かなくても解る。正面の丹羽が、朱あけの色に照らされているからだ。

　こちらの後ろ。麾き下か達を下げさせた森林部分が、焰雀フエニツクスの炎ほのおで一気に燃ねん焼しようさせられたのだ。
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　火か焰えんの壁が熱を背に届けるのを、清きよ正まさは感じた。

　そこに誰だれがいたのか、改めて問うまでも無い。

　麾下五百名。彼らの無ぶ事じを今すぐにでも確かめたいが、

「──加か藤とう・清正。防ぼう御ぎよ主体とは、どういう事か、解ったか？」

　丹羽が言う。

「自分が堪たえていればいい。他の誰かが勝ってくれる。──そんな自うぬ惚ぼれた思いでいると、お前の守りを超えた相手が、他の誰かを焼いてしまうのだ」

「それは……」

「もう解った事だ。もういい。もう解った。ここまでで、そう思った」

　丹羽の宣せん言げんが来た。

「お前は私に勝てない。何故なぜなら──」

　何故なら、

「私の方が、ずっと、堪えてきたからだ。そして堪え切れず、ここに来たからだ。

　大だい事じなものを忘れずにいたからだ」

　言葉と共に、正面に丹羽が飛び込んできた。

　高速だ。切断された右腕を流りゆう体たい光こうの霧きりに散らし、しかし左肩を下にする事で身を傾けて大きく揺らし、

　……右から……！

　自分にとっての右外、今までとは違う軌き道どうで一いち撃げきが来た。

　片腕だからこそ出来る大きな全身のスイングに、こちらの感覚は即そく座ざの反応が出来ない。

　食らった。そして、

「く……！」

　丹羽のラッシュが来た。神を詰めた打だ撃げきの、止めどない連続だった。





●






　丹に羽わは問うた。打だ撃げきの中で、相手を衝しよう撃げきに飛ばしながら問うた。

「さあ、どうだ……!?」

　疑問する。

「防ぼう御ぎよの得え手て。その事実はよく解わかった……！　だが、守ってばかりで、他人に己おのれを預けた生き方が、ただ失うばかりだという自覚があるのか!?」

　問いつつ、蹴けり上げ、白の装そう甲こうを打撃に響ひびかせながら言う。

「力がある事を自覚しながら、自らが動かず、そして他を失う経けい験けんが無いだけだろう！」

　ああ、と自分は思った。これは私自身によく言っておかないといけない事ですね、と。

　丹羽・長なが秀ひで。織お田だ家けの調ちよう整せい役だ。羽は柴しばについた、最後の元もと織田家重じゆう臣しん。だが、それは、

　……多くの仲間達が去って行くのを、見送る役ですね。

　動けば、どうだったろうか。聖せい譜ふ記き述じゆつでは丹羽は羽柴側の援えん護ご役だ。

　もし丹羽・長秀が、柴しば田た勢として参加し、羽柴側と戦ったら、歴史はどうなっていたか。

　……そうですね。

　今、自分は〝滝たき川がわ〟だ。賤しずヶ岳たけで、羽柴勢と戦せん闘とうをしている。だから、

「他人に預けていられるのは、多くを失った思いが無いからだろう……!?」

　問うた一いち撃げきに、しかし空中で清きよ正まさが身を回した。カレトヴルッフの柄えを斜めに構え、次の攻こう撃げきを防御。ノックバックで宙ちゆうを吹き飛びながら、

「あります……！」

　着ちやく地ちから姿勢制せい御ぎよに入った清正の声が、まっすぐ来た。

「自らが動くも何も、力の有う無むなど無関係に、失ったのです……！」

「何をだ！」

　問い、打撃を叩たたき込んだ時、ガードの向こうで叫びが聞こえた。

「私達を護まもってくれた人達です……！」

　衝撃に風が散り、清正が足裏に轍わだちを作りながら十数メートルを滑かつ走そうする。しかしこちらはすぐに追いつき、

「……ならば何故なぜ動かない！」

　問うて打撃し、しかし答えは欲さない。修しゆう復ふくされた右の腕を後ろに振りかぶる事で、こちらの背後を見せつける。

　そこには、燃え上がる森が、なれの果てとして作られつつあるのだ。

「動かなかったから、失ったぞ……！」

　噓うそですね、と打撃しながら己は思った。だって、清正は動いたのだ。最初、こちらが攻こう撃げきを加えようとした時にカレトヴルッフの一撃でそれを潰つぶした。その後、自分がもう一度火か焰えんを叩たたきつけたのだ。

　彼女は動いた。だから彼女が失ったのでは無い。自分が、失わさせたのだ。

　己おのれがやっているのは責任転てん嫁か。そうだ。今、ここにいるのも、ぎりぎりのそれだ。

　柴しば田たに荷か担たんする事で、自分は柴田達の損失に対し、何かをやったと思いたい。

　ネガティブに考えるなら、そういう事だ。

　……ポジティブに考えるなら、柴田合わせでドンパチ楽しいですよねやはり……！

　この点、滝たき川がわさんは容よう赦しやなかった。ホント、一人で決めて、去って行った。後に残された皆の事を考えなさいよ、と思うが、考えたからの選択だったようにも思う。

　だから、それが嫌いやだから、今、こうして皆がいるのかもしれない。そしてきっと、

　……どうだろう。

　自分の時が来たら、どう思うのか。

「他人が動いてくれると思うか!?」

　どうだ。

「その思いが、他を失わせたのだぞ、結局な……！」

　じれったいと身み勝がつ手てに思いながら、己は一いち撃げきを叩たたきつけた。

　清きよ正まさを浮かせ、追つい撃げきに着ちやく地ちの間ま際ぎわを狙ねらう。避けようが無い攻こう撃げきは、

「焰雀フエニツクス！」

　火の動きが、こちらの高速に追いついてきた。連続したラッシュのお陰だ。右腕うでも整い、連れん携けいの攻撃が舞まいになるならば、その先せん端たんに精徒ジンは遊ぶ。だから、

「諸もろ共ともに焼いてやれ……！」

　至し近きんの打撃から、数百メートル範囲の炎えん撃げきを叩き込んだ。
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　やりました、と丹に羽わは思った。

　今の一撃は、久しぶりに全身を通って放たれた、と。

　威い力りよくと範囲自体の規き模ぼは小さいが、動きが良かった。完成度が高いと言うべきだろう。ある意味、己の実力が発はつ揮きされると、こういうものなのかもしれない。

　……出来れば精徒三体そろいで行きたかったですね。

　正面。熱風が巻いて、炎ほのおが空に上がる。

　立ち上がって広大な面積を焼いた火は、しかし己の誇こ示じにこだわらない。ここは土の広場だ。燃やすものなど何も無く、〝型〟の置き換えによって土を焼いても、地ち殻かく側への浸しん透とうは無む理りだ。それゆえ炎は空に巻き上がり、後には焼けた地面を残した。

　そして己は、それを見た。

　各所に燻くすぶりの小さな明かりを灯ともした大だい地ちが、無人であるのを、だ。

「……は？」

　残ざん身しんから身を回し、舞まいを続ける。

　おかしい、とは思った。何しろそこには、清きよ正まさの燃え殻がらか何かがあってしかるべきだからだ。

　後こう輩はいを討うった。その事実を受け止める覚かく悟ごはあったのだが、しかし、

　……彼女は──。

　と見回した先、清正がいた。

　城じよう塞さい艦かん列れつに近い位置。月光を受ける下で、彼女はこちらに背を向け、何度も頭を下げていた。

　無ぶ事じだ。というか、先さき程ほどの炎えん撃げきに対し、全くの無む傷きずと言って良い。

　そして彼女が頭を下げる先には、対たい照しよう的な影が二つあった。

　一つは、こちらも頭を何度も下げる長身。黒い機き動どう殻かくの姿すがただった。

　その横には、何故なぜか腕を組んで反そり返ってる、二十センチ程の光る武む者しや姿がいた。

　己おのれは、彼らを知っている。

「……島しま・左さ近こんに、大おお谷たに・吉よし継つぐ……!?」







[image: 第三十八章『再会地の御辞儀娘』]
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　およ？　と左さ近こんは、自分の名が呼ばれたのに振り向いた。

　見れば、敵としての大だい先せん輩ぱいがこちらに顔を向けている。

　……うわ、名を知られてるとか、驚きですよう……。

「──何かしでかしたんですよう鬼おに武たけ丸まるさん？　素直になるといいですよ？」

『しでかしたのだとしたら貴き様さまだろう小こ姫ひめ』

「いやいや私は何もしてませんよう」

　なので、己おのれは、頭部装そう甲こうにある鬼武丸の視覚素そ子しと共に、足あし下もとを見た。そこにいる、二十センチサイズの大おお谷たにに向かって、二人で、

『何したのだ貴様』

「ほら、早く謝った方がいいですよう」

『そ、その自分だけ性せい善ぜん説せつみたいな物言い……！』

　大谷が、しかし丹に羽わに振り向いた。

『丹羽様！　ここからは自分達がお相手をします！』

　えっ？　と、己は前に出てきた大谷を見た。

「自分達って、……大谷さんと、鬼武丸さんですか？」

『俺おれを含むな……！　貴様と大谷だろうが！』

「え？　いやいや、じゃあ、──最大公こう約やく数すうで、大谷さんだけで」

『貴方あなた達、竹たけ中なか様からの指し示じを聞いてなかったんですか……！』

　いや、聞いてますよう。だけど、

「清きよ正まさ先輩の麾き下かの援えん護ごって事しか聞いてないですよ？　それでさっき、安あ土づちが側そく転てんする間ま際ぎわに、降こう下かしたんですよ。〝思ったより外に飛ばされても無ぶ事じそうな組〟って」

『その救って来いの部分に、丹羽様の相手、というのが入ってたじゃないですか！』

　おおう、と何となく思い出す。と、鬼武丸が大谷に言った。

『いいか？　小姫はな。──長い言葉を覚えられないのだ』

「──フォ、フォローになってないですよう鬼武丸さん！　な、何か今、私の人権が大きく汚けがされた気がしますですよ！」

『はあ!?　いつもいつもいつもいつもそうだろうが貴様！　日常においても掃そう除じ、洗せん濯たく、食事の規き律りつなど俺が言っても〝アーアーハイデスヨー〟とか流しおって、そしてやらせてみるとこっちの話を全く聞いていない……！』

「それは鬼武丸さんの言う事が長過ぎるんですよう。次から次へと〝あ、そういえばアレもコレも〟みたいな感じで小こ言ごとを発生させるじゃないですかよう」

　ただまあ、確かに竹中が何か言っていた気がする。

　それをちゃんと聞いてなかったのはうっかりミスだが、

『いいか大おお谷たに、小こ姫ひめはな、──一つの事が気になると、もう、他は駄だ目めなのだ』

　だから、

『そこの加か藤とう・清きよ正まさの麾き下かを退たい避ひさせてついでに本人を救って来いと、竹たけ中なかは上手うまくまとめたものだな。だが、それ以上は無む理りだ。一いつ杯ぱい一杯でな』

「……何か遠回しに褒ほめてるんです？　鬼おに武たけ丸まるさん」

『貴き様さまの脳のうはどうなっておるのだ……！』

　いやまあまあ、と何か気分良くなっていると、足あし下もとの大谷が言った。

『あのう、将しよう軍ぐん様』

『うむ。何だ大谷。言ってみろ』

　はっ、と大谷が、片かた膝ひざをついて進言した。

『左さ近こん様がアバウトなのは、まあ、自分、大たい概がいそういう人達にやられてるので解わかるのですが、──長文聞いて憶おぼえておくのは、将軍様でも良かったのでは』
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　清きよ正まさは、左近と鬼武丸がしばらく沈ちん黙もくしたのを見た。

　ややあってから、左近が自分の頭部を横から軽く叩たたいて、

「ドンマイ、ドンマイですよ鬼武丸さん。そしていいですかよう、大谷さん」

　言い出した。

「鬼武丸さんはですよ？　──一つの事が気になると、もう、他は駄目なのですよ。

　だからそこの清正様の麾下を退避させてついでに本人を救って来いと、竹中様は上手くまとめたものですよ。ですけど、それ以上は無理ですよ。──本人のメモリの関係で」

『人の記き憶おく能力を勝かつ手てに決めるな……！』

「アーアーハイデスヨー」

　全部お互いが言った通りな気がして凄すごいですこの御二人。ただ、

「あの、先さき程ほど言った、うちの班はん員いんは……」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．ですよ。──竹中様からの指し示じ通り、退避させておいたですよ。だから──」

　と左近が言った時だった。

　一つ、この広場に、今まで聞こえていなかった音が響ひびいた。

　金きん属ぞく音。それも、何かロックが外れ、鎖くさりやギアが回る音だ。

　それに合わせるように、あ、という声が、背後から聞こえた。

　城じよう塞さい艦かん列れつ。南側の壁を作っている内の一つ。門を構こう成せいしている一いつ艦かんが、その入口となる下部の通路を開け放ちつつあるのだ。

　……何故なぜ!?

　ここを護まもるのが彼らの仕事だろう。だが見ている間にも、艦かんに明かりが灯ともり、警けい報ほうだって鳴り始めたではないか。

　今、各所に表示枠レルネンフイグーアが展開し、門となる艦はその装そう甲こう板ばんの隙すき間まから見える内部に人の行き来が激しくなっている。しかし、

『警けい告こくいたします……！』

　今や完全に開門した艦から響ひびいたのは、己おのれの目の前にいる大おお谷たにの声だ。

『──この艦を統とう御ぎよする制御情報プログラムは自分が完全に掌しよう握あくいたしました！　乗員は速すみやかに隣りん接せつ艦か布ふ陣じん内部へと退去を御願いいたします……！』
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　清きよ正まさは、足あし下もとの小さな情報体を見た。彼は胸を張り、

『小さくなっている意味が解わかりましたか！　既すでに城塞艦列の中に自分を分配して忍しのび込ませ、大部分を掌握していたのです……！』

　言葉と同時に、艦の上階となる辺りから、叫びと、何か噴ふん出しゆつ音が聞こえた。すぐにその辺りから噴ふん煙えんが空へと上がる辺り、

『反はん攻こうしようとした方達がいたので、艦内の防ぼう御ぎよシステムを動作させました。しばらくおとなしくしていただく所しよ存ぞんです』

　わ、という声が聞こえた。城じよう塞さい艦かん列れつ側ではない。西の方から来るのは、

　……私の、班はん員いんの……!?

　掛け声とも、鬨ときの声とも聞こえる響きが、意い外がいに近い位置から確かに発生した。

　壕ほりだ。艦列前の壕から、開けた門に向かって、五百人が上がってくる。

　彼らを見て、鬼おに武たけ丸まるが告げた。

『竹たけ中なかの判はん断だんでな？　移動を始めていた班員達には悪いが、そこの加か藤とう・清正の指し示じしたのとは、逆方向に動くようにして貰もらった。そこの丹に羽わとかいうのが、一回岩がん壁ぺきを発生させたので、森の中に攻こう撃げきが入った時も射しや程ていの推すい測そくは出来ていてな。大回りだが、壕に入ってしまえば後は一直線だ』

　と、左さ近こんが一枚の表示枠を展開した。それは一枚の画が像ぞうを示したもので、

　……この広場の周辺を空くう撮さつしたもの……。

「安あ土づち側で、側そく転てん中に撮とったものなんですよう。ぎりぎりでしたけど、上からの人員配置も見えたので」

　だから、

「清正様が、丹羽様と派は手でにやってくれるし、音とか凄すごくて、城塞艦列の注意は、清正様のカレトヴルッフが自分達に向くんじゃないかと、そんな風ふうに引きつけられるから、あとは急いで移動すればいいって、そんな話ですよう」

　左さ近こんの言葉に、己おのれは一つの安あん堵どを得た。

　……そうですね。

　自分がやっていた事は、間違いでは無い。だからだろうか、城じよう塞さい艦かん列れつの門へと殺さつ到とうする五百人が、こちらに手を上げた。

「清きよ正まさ様!!」

　自分の名を呼び、手を振って招き、彼らが言う。

「早くこっち来て下さい！　布ふ陣じん内部には敵が多いんですから！」

　言われ、自分はふとそちらに足を向け掛けた。だが、

「あの、御二人は」

「あ、はいですよ。自分らが、ここは担当するですよう」

　笑えみで、気軽に彼女が言う。その頭部装そう甲こうも、各部を明めい脈みやくさせ、

『そうだな。──加か藤とう・清正、貴き様さまが大半を仕し遂とげたのだ。俺おれ達がするのは、その仕上げ。手て柄がらは貴様が全て持って行くがいい』

「私は──」

「私と鬼おに武たけ丸まるさんが勝ったら、清正様の御お陰かげって事ですよう。──いろいろ話を聞いた感じ、今の丹に羽わ様には、自分が適てき材ざい適てき所しよですよ？」

「言ってくれるな……！」

　丹羽が、小さな笑いと共に言う。だが、その声を聞いて、己は思った。

　……結局、私は、〝任せる〟のですね。

　やはり最後には、他人に預けている気がする。しかし、

「──任せて、いいのですね？」

「Ｔｅｓテスタメント．！　いいとこ貰もらうだけですよう」

　その声に、自分は頷うなずいた。

　……そうですとも。

　他人に預ける生き方をしている。だが、他人に預けて〝いい〟のだとしたら？　そしてそれが福ふく島しまや、十じつ本ぽん槍やり、麾き下かの皆だけではなく、もっと広くにそう出来るなら？

　その場合、自分には何が出来る？　何をしたから、預けて良い？

　答えはもう見えている。今がそうだ。

「清正様！」

　五百人の麾下が呼んでいる。

「清正様が耐えた成果ですよ、これが!!」

　門となる通路の両側に、皆がいる。完全に制せい圧あつをしたのだ。

「Ｔｅｓ．！」

　己は走り出す。その肩に、小さな姿すがたが乗った。大おお谷たにだ。

『見たところ、自じ律りつ駆く動どう系けいに不備が生じ、動作不ふ良りようが起きています。自分の方で制御情報プログラムに補ほ強きようを入れますので、以前と同じように使用を御願いいたします。それを考こう慮りよした補強にしておきますので』

　言葉と共に、幾いくつかの表示枠レルネンフイグーアが出てから消え、右肩の自律装そう甲こうが勝かつ手てに一度回転。そのまま上下に二、三度揺れてから、

　……あら。

　丹に羽わの打だ撃げきを食らって以い降こう、付きまとっていたふらつく重みが無くなっている。

　凄すごいです、と思うと同時に、自分も時代後れになってるのでは、と些いささか思う。だが、

「待って下さい！」

　振り向かず、次の戦せん場じようへと己おのれは走った。

　麾き下かの皆が待つ、柴しば田たの布ふ陣じんの中へと、だ。そう、その先にこそ、自分のいる意味がある。

　自分が何故なぜ、ここに来たのかの意味が。
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「うわ！　な、何で佐さつ々さ様がここに!?」

　北の方から全体を照らす光こう柱ちゆうの下、本ほん能のう寺じの建物から正門を結ぶ正面通りにて、佐々は駆かけ寄ってきた羽は柴しばの声に振り向いた。

　はあ？　と声を上げてから、佐々は顎あごに手を当てて天を見上げ、

「人違いでえ──す。佐々なんて襲しゆう名めい者しやここにいねえ──し」

「お、思い切り佐々様ですよ、ね？　その物言い！　柴田様に突っかかって、その、張り倒される時と、すごく同じです！」

「うるせえよ馬ば鹿か野や郎ろう！　あの馬鹿は馬鹿で、今、北の方で遊んでんだからな！」

　不ふ破わも利とし家いえも一いつ緒しよだ。利家の方はかなり派は手でにやったようだが、報告を聞いてる限りは一いち段だん落らくついたらしい。

　……トシも、あれはあれで、先回りするような気き遣づかいしておいて、それで自分を納なつ得とくさせてるだけってのがあるからなあ……。

　その辺りは解わかってるつもりだ。だから自分はあっちに要いらない。それに、

「何だテメエ、とっとと中行って準備して来いよ」

「あ、は、はい！　でも佐々様に挨あい拶さつしておかないといけないと、そう、思いまして」

「だから佐々って襲名者、ここにいねえっつーの」

「いえ、でも、あの」

　挨拶をきっちりやっておきたいと、そういうのがあるのだろう。だけどこっちとしても、何か自分の善ぜん意いみたいなよく解らんものを外から肯こう定ていされるような感覚は苦にが手てだ。

　思うようにしてるだけなのだ。意味を寄よ越こすなと、そう思う。

　……だけどコイツは背負うタイプだしなあ……。

　自分としても解わかっていて、だから〝挨あい拶さつで済ませたい〟のだ。それ以上を望むと長くなるし、こっちが望んでないから。

　なので己おのれとしては、先せん輩ぱいなので答えを促うながしてみる。

「襲しゆう名めい者しやと同どう姓せい同名な一戦せん士し団だん員いんに、何か土産みやげは？　あんだろ？」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．！　あります！」

　……ホントにありやがった……。

　促しておいて何だが、ちょっと引いた。あと、本来なら挨拶程度で済ませる気じゃ無かったのもよく解って更さらに引いた。俺おれこういう女、いると有あり難がたいけど苦にが手てだわ……。

　嫌きらいという訳わけでは無いし、有能である事も解っているし、向こうはこれでまた誰だれも嫌わないタイプだからやりにくい。世の中、敵と味み方かたでいいじゃねえか。

　だが、羽は柴しばにとってみれば、少なくとも自分が世せ話わになった人は味方で、自勢力は味方で、味方をしてくれるなら敵も味方なのだ。

　スゲー疲れる。だけどそれをやってるから認めている部分もあって、

「何持ってきた」

「Ｔｅｓ．！　──イチゴ味とバナナ味のどっちがいいですか」

「両方」

「だ、駄だ目めですっ」

「二つも喰わねえよ。後からトシが来るから、その分だっつーの」

「い、いえ、前まえ田だ様には、私から渡しますから」

「無む理りだろ」

　言うと、羽柴が一いつ瞬しゆん動きを止めた。ややあってから彼女はうなだれ、

「Ｔｅｓ．……」

　と、紙箱の入った紙かみ袋ぶくろを差し出してくる。

「で？　何だコレ」

「あ、Ｔｅｓ．！　琵び琶わ湖こ安あ土づちの新しん銘めい菓か〝Viva子こ法ほう師し〟です！　じ、実は、私が毛もう利りを攻こう略りやく？　した祝いという事で企き画かくされて、それでVivaが仏蘭西フランス弁べんという、そ、そんな感じで」

「で？　この女がViva子っての？」

「いえそれは安土教きよう導どう院いん漫まん画が部ぶの作った〝びわこさん〟で、タイアップです。Viva＋小坊師というのが、元ネタなので、ええと」

「いい、いい、別にいい、言わなくて。表示枠レルネンフイグーア出すな……！」

　ハイッハイッ、と頭を言うたびに下げる羽柴には、しかし言っておく事がある。

「あのな？　大体テメーな？　巴パ里リな？　アレ、──勝ってねえだろ」

「か、勝ってますっ。勝ってますっ。皆に失しつ礼れいですっ」

「いや、うちんとこ来た福ふく島しまとか、完全に腑ふ抜ぬけてたぞ」

「い、いえ、ノリちゃん、ちょっと、その、事情がありまして」

「アー聞きたくないない。そこでストップしとけよ馬ば鹿か野や郎ろう」

　ともあれ紙かみ袋ぶくろを受け取ると、羽は柴しばが問うてきた。

「柴しば田た様は、お元気でしたか？　御お市いち様も」

「あの馬鹿はいつも通りとしか言いようがねえよ。御市様も笑ってばっか」

「じゃあ、佐さつ々さ様は、柴田様の代だい理りで来られたんですね」

「馬ァ鹿」

　と言いつつ、自分は思い出した。ここに来る前、柴田に言われた事を、だ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつでは、己おのれは賤しずヶ岳たけの戦いには参加していない。ゆえに、基本的には退出しなければならない。

　だが、丹に羽わも佐さ久く間まも来ている。森もりもいる。そう考えると、

　……いてもいいじゃねえかって、そう思ったんだがなあ。

　しかし、柴田の意見は違ったのだ。
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「ナルナルくぅん？　君、ちょっと大変な現場に行く気ある？」

　羽柴の処ところに行けという。が、これには問題もある。

「あのな、テメーは無知だから知らねえかもしれねえけどな？　俺おれは本ほん能のう寺じの変へんにも聖譜記述で参加してねえんだ馬鹿野郎」

「アルェ──？　何で自分の参加してない戦せん争そうにばかり詳しいんですかァ──？　ひょっとしてメジャー武ぶ将しようじゃないみたあああああああい」

　艦かん橋きよう内だったが三回殴なぐって一発吹っ飛ばされた。

　周りが止めに来ると言うより、経理が損そん壊かい物ぶつの査さ定ていに来るとかで身だしなみを整えたが、

「本能寺に出てないのは俺様も同じだ」

「じゃあ何だよ」

「羽柴、可哀かわい想そうじゃねえか。解わからない？　ナルナルくうん？　凄すごく強え俺達が手伝ってやらねえとか」

「トシがそっち行くんだろ？」

「利とし家いえはホラ、貴き様さまと違って繊せん細さいだから」

　今考えてみると、あれは、利家が戻ってくるの解ってやがったな、とは思う。だからこっちだけを呼びつけて、そう言ったのだろう。

　そしてまた、

「羽柴は、俺が、あの馬鹿の代理だと思ってんのか？」

「いえ、佐さつ々さ様は佐々様です」

　でも、

「頼りに出来る先せん輩ぱいとしては、大き過ぎて、柴しば田た様と変わらないです」

「ウゼェ──。超ウゼェ……！」

「な、何がですか」

「草ぞう履り温めるようなウゼェヤツの襲しゆう名めいだけあるぜホント……」

　だが、現状はそういうものだろう。利とし家いえが戻るとしても、ここにいるのは自分と、

　……蘭らん丸まるに、弥や助すけに、三みつ成なりか。

　前の二人はそれなりに知ってる。主に琵び琶わ湖こ安あ土づちの警けい備びなどをしている身だからだ。三成はよく解わからないが、羽は柴しば直近となれば期待はしていいのだろう。

　しかし、向こうの馬ば鹿か共どもに対して、手て勢ぜいが足りない。だがまあ、それも解わかった上でここにいる。連れん中ちゆうはどうせ、正面から来るのだ。ならば、

「ま、ちょっと手伝ってやっから。──恩おんに着とけ、後こう輩はい」
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「……弥助様。ブッシュにステルス状態で確かく認にんしていましたが、今、私、希まれに見る程の面めん倒どくさい人間というものを確認いたしました。──しかも二人」

「蘭丸君、見み境さかい無しに評ひよう価か厳きびしいよね……!?　そうだよね!?」

　まあまあ、と蘭丸は言った。

「面倒だけどこちらに来て頂いただけた。その事実が大だい事じです。佐々様のお人ひと柄がらもですが、……柴田様がどういった方なのか、今いま更さらながらに評価三十点程プラスになりました。なお、これは弥助様の全ポイントを上回る得点です。弥助様、頑がん張ばりましょう」

「君、ホントに容よう赦しやないよね!?　ね!?」

　と、蘭丸の顔横に表示枠インシヤ・コトブが来た。そこに書かれた言葉は〝緊きん急きゆう〟の字をつけたもので、

「賤しずヶ岳たけの緊急速そく報ほうですが、……柴田班の南門が、突とつ破ぱされましたか」
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・長安定：『柴田班の南門が突破されたそうや。内部、ここからは乱らん戦せんやな』

　武蔵むさしの回かい頭とう運動が行われる中、浅あさ間ま神じん社じやの地下区く画かくに接せつ舷げんされた輸ゆ送そう艦かんの上で、正まさ純ずみは大おお久く保ぼからの報告を聞いていた。

　下側、戦せん士し団だん達の乗り込みが終わりつつあり、それらとの連れん携けいをどうするかを、二ふた代よ達がまとめている。こちらとしては、浅間が配布する術じゆつ式しきの展開を順次行いながら、

・副会長：『あの柴田勢が敗はい北ぼくするとしたら、羽柴勢ぜいだって疲ひ弊へいするだろう。その場合、こっちとしては後々が安全と、そう見て良いのか？』

「柴しば田た公こうは、そう易やす々やすと負ける御ご仁じんでは御ご座ざらぬぞ？　正まさ純ずみ」

　[image: ]しかられた。ただ、興きよう味みはあったので、聞いてみる。

「でも、二ふた代よは二度に渡って相あい対たいして、生きて帰ってきてるよな」

「一回目は防ぼう御ぎよ専念で、失しつ礼れいな勝負で御座った。宗むね茂しげ殿どの達の加か勢せいも御座ったしな。

　二回目は、相あい打うちに続くもので御座ったが、あれが深く入っていた場合、お互いの体格の関係から、拙せつ者しやは死んでも、柴田公は重じゆう傷しようで生せい還かんして御座ったかと」

　そんな二代の言葉を受け継ついだのは、長なが槍やりの調ちよう整せいをしていた立たち花ばな夫おつとだ。彼は右手一つで槍を高速に回し、即そく座ざに人差し指の上で止めたりしながら、

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。柴田公は物ぶつ理り系けいの武ぶ力りよくで言うならば、パワー面では人狼女王レーネ・デ・ガルウに劣りますが、技術と速度で比ひ肩けん出来るクラスの方です。見上げてばかりではいけませんが、まず見上げなければならない相手である事も確かです」

　しかし、と彼が言った。

「あのあと、副ふく長ちようはその後の己おのれの進路も決めていますし、真さな田だでは誾ぎんさんと一いつ緒しよに天てん竜りゆう・佐さ助すけ様と戦せん闘とうしています。──今であれば、どうでしょうね」

「それは誾殿どのと共に、御お市いちの方に確実な勝利を収めた宗茂殿も同様で御座ろう」

「え」

　と言葉を漏もらしたのは立花嫁よめだ。彼女は、二代を見て、一いつ瞬しゆん表情を固めていたが、

「……あ」

　ややあってから、自分の反応に気付いたのだろう。立花嫁は咳せき払ばらいを一つすると、二人の槍持ちに右の義ぎ腕わんの人差し指を立て、

「お互い、東西の無む双そうを目指した上で、決けつ着ちやくをつける仲だというのに、軽々しく偉い大だいな先せん達だつを盾たてに褒ほめ合うものではありません……！」

「いや、今のは誾殿を褒めたので御座るよ。拙者については既き定てい路線の部分で御座るし」

「そうですね誾さん。誾さんがいないと、私も副長もそうなれなかった訳わけです。これからもまた、一いつ緒しよに御願いします」

「……願われなければいけない女だとお思いですか、宗茂様は」

「勿もつ体たいないから御願いしたくなりますね」

「そういう事は人前で言わなくて良い事ですっ」

　あー赤せき面めんするんだくらいの驚きが、こちらの内心に生まれる。しかし、

・蜻蛉切：『[image: ]られたで御座る』

　いやあれ信頼表現だろ。

　……二代と立花夫は、そこらの〝壁〟が無いからなー……。

　立花・誾は、聖せい譜ふ記き述じゆつだと立花の家を守るために跡あと目めも得た女性だ。その通りに育てられていたならば、偉い大だいな父に匹ひつ敵てきする実力を備えた上で、家を守るために一切の隙すきを生まぬよう、自じ律りつしてきた筈はずだ。

　在ざい野やから、ただただ彼女が好きでランクアップしてきた変な男と、達たつ人じん二人の下で、応用を埋める基き礎そ部分だけは叩たたき込まれながら、しかし自由にしろと言われてきた変な女。この二人と立たち花ばな嫁よめは全く違う。面白いのは、立花夫おつとは夫なりに気付く事や手を差し出せる部分もあるのだが、二ふた代よの方は友人という感じで、お互いがお互いに出来る事が違う事だ。

　立花夫と二代の差を生んでいるのは、やはり、

　……これもまた、関係というものの違いか。

　それが生じたのは、何だろう。男女差？　初しよ見けんの環かん境きよう差さ？　性格差？　人との接し方の差か？　いろいろ思いはするが、難しいという事だけは解わかる。

　ただ、今はもう現場の手前として、気になるのは、一つの事だ。

「賤しずヶ岳たけの戦いが進行した場合、こちらは楽になるか？」

「否いな、それは無いと思うで御ご座ざるよ、正まさ純ずみ殿」

　クロスユナイトが、幾いくつもの表示枠サインフレームを前に、肩をすくめてこう言った。

「逆に、彼らはこちらへの意い気きを上げて来るものと思うに御座る」

「……賤ヶ岳の戦いで、柴しば田た勢ぜいの勢力を受け継つぐという事か？」

「それもありますけど、──先せん達だつからの意い思しの受け継ぎというものも、ありますのよ」

　ミトツダイラが、自分の手を瞬しゆん発ぱつ加か速そくで幾いく度どか前に放ちながら言う。

「何もかもが、実力を超える力を出す事は出来ませんわ。しかし、人は機き械かいでは無いので、その実力に対し、意い思しでセーブが掛かってるのが普通ですの。

　ゆえに気合いや、感情、自己暗あん示じやいろいろな思いで、実力に掛けたセーブを解除し、正しい力を出す事が出来るようになりますの。

　……柴田公こうを倒し、その遺い志しを得たというなら、目もつ下かの敵である私達に対し、疲ひ弊へいはあろうと、その時の実力の上限値で挑いどんでくるのは確かですわね」

　無む論ろん、と彼女は言った。

「それだけの受け継ぎならば、今、向こうは最大限の激げき突とつをしてますわ。

　──激げき戦せんの連れん鎖さ。でもその甲か斐いこそを、柴田勢は望んでいますの。激しくなければ、後こう輩はい達に届かないかもしれないと、そう思って」
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　北の大だい地ちでは、戦せん場じようが開放されていた。

　柴田の布ふ陣じん。その形を作る城じよう塞さい艦かん列れつの門が開いたのだ。

　南北両方だ。

　北は破は壊かいされ、南は病原ウイルスに乗っ取られての開放だった。

　応じるように、柴田班はんは動き出す。前まえ田だ・利とし家いえの霊れい体たい戦せん士し団だんを南北の通りの壁役として、東にいた者達をそのプッシュ役として投入したのだ。

　だが、柴しば田た班はんの誰だれもが聞いた。それは、

「おお……！」

　南北から聞こえる大声の群は、成果を掲かかげる咆ほう吼こうだ。

　対する壁は破られた。後はもう、押し返すか、全ぜん滅めつさせなければ、勝利は無い。

「いいじゃねえか……！」

　応じるように、西への通りを走って行く機き動どう殻かくが叫んだ。

「改派プロテスタントや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ相手は飽き飽きだったんだ！　軟なん弱じやくな連れん中ちゆう多くてな！」

「一回やって見たかったぜ、天てん下か取とりの羽は柴しば！　その戦せん士し団だんを張り倒すってのを！」

　柴田直ちよく属ぞくの主力。その機動殻達は、鬼き面めんを模もしたバイザーを下げて視線を隠かくし、

「──思う存分、食らいに行くぞ！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と叫んで加か速そくした皆は、しかし、ある音を聞いた。

　風と、金きん属ぞく音の連打が、低い空から響ひびいて来るのだ。

「あれは──」

「見るだけ無む駄だだ！　俺おれ達の届かないところで、訳わけの解わからない戦いをしてる！」

　それは、誰だれと誰なのか。

「脱だつ走そうした可か児に・才さい蔵ぞうと、──うちの現地会計、不ふ破わさんだよ……！」







[image: 第三十九章『布陣の支配者』]
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　可か児には、高い位置を跳ちよう躍やくしていた。

　柴しば田た班はんの布ふ陣じん、その中央にある輸ゆ送そう艦かん群で作られた町並みの上だ。

　甲かん板ぱんの屋や根ね上を、走り、跳躍して、時に笹ささ群むらを蹴けって飛ひ距きよ離りを稼かせぎ、立ち回る。

　戦せん闘とう中だ。

　ただ、訳わけが解わからなかった。

「不ふ破わ先せん輩ぱい……！」

　自分と不破は、今、攻こう撃げきを交わし合っている。こちらは笹群を使っての連れん撃げきだ。だが、

「不破先輩の防ぼう御ぎよと攻撃は、何なんです……!?」

　艦かん間かんの宙ちゆうを飛び、自分が放つ笹群の連撃が、不破に辿たどり着く前に失速し、最終的には弾はじかれる。速度を無くす瞬しゆん間かんに表示枠レルネンフイグーアが出ているのは解るが、

　……速度が段階的に減っていきます！

　緩ゆるやかに行く訳でも無く、一気に止まる訳でも無い。

　まるで何枚もの壁を穿うがっていくように、笹群の全身が段階的に震しん動どうし、速度を落とし、

「不ふ思し議ぎです……！」

　最後にはしかし、弾かれる。

　そして不破自体も、ちょっと異い質しつだ。先さき程ほどからこちらに対し、表示枠を重ね、まるで誘ゆう導どう弾だんのように飛ばしてくる。

　こんなに表示枠を多重化する攻撃術じゆつ式しきはあっただろうかと思うし、

「不破先輩、凄すごい動けるんですね!?」

「ちょっとソレ失しつ礼れいよー」

　苦く笑しようで言う不破が、空中で足あし下もとを軽く蹴る。するとそこに表示枠がやはり多発し、

　……音！

　石が割れるような、金きん属ぞくが勢いよく嚙かんだような、そんな音が幾いくつも響ひびき、不破の身体からだが飛ぶ。それも軽いステップでは無く、弾かれたように飛ぶ。

　体たい術じゆつではない。明らかに術式だ。だが、

「何です!?　その術式！」

「聞いてどーすんの」

「使えたら使ってみたいです！」

「残念だけど無む理りだわ──」

「そうなんですか!?」

　問うて、力を叩たたきつける。だがそれはまた段階的に衝しよう撃げき音を重ねて速度を落とされ、最終的には弾かれる。

　即そく座ざに弾はじかれないのがやりにくい。しかも、段階数がどうも一定ではないのだ。こちらの威い力りよくによって変動しているようだが、威力が高いと段階数が少ない時がある。

　……何ですコレ!?

　よく解わからない。だけど音が格かつ好こ良いし、不ふ思し議ぎだ。

　でも不ふ破わは無む理りだと言う。それはつまり、こういう事だ。

「凄すごいです、不破先せん輩ぱい……！」

「あはは、有あり難がとう」

　不破が笑って両手を振った。その指先に光るものが幾いくつか見えた。金きん属ぞく製の軸じくを持つのは、

　……ペン!?

　筆ひつ記き用具が何故なぜそこに！　と思うが、彼女が振るう力は一いつ斉せいに来た。

　笹ささ群むら対応だろうか、八つの表示枠レルネンフイグーアによる誘ゆう導どう弾だんが、多重発生で誘導ラインを描きながらこちらへと飛んできたのだ。
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　可か児には、迎げい撃げきを急いだ。

　八本の笹群を射しや出しゆつと同時に発はつ射しや。一本は射出と同時に蹴けって、自分の身体からだの位置を空中で天てん上じように飛ばす。

　果たして笹群は飛ひ来らいした八や重えの表示枠に激げき突とつし、

「抜けないです……！」

　衝しよう撃げき音と共に段階を経て失速した笹群が弾かれる。だから己おのれはそれを即座に位い相そう空間へと格かく納のう。すぐに落らつ下かの足場に射出して、

「でも行きます……！」

　消えていく誘導ラインの間を抜け、空中を笹群で蹴って不破を追った。
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　……元気だわ──！

　これが半年前まで中ちゆう等とう部ぶだった者の勢いか。それとも自分がインドア過ぎるのか。

　正直、かなり大変。だけどこの子を押さえておいて良かったと思う。

　……こりゃ、うちの戦せん士し団だんだと敵かなうかどうかなあ……。

　見積もりを掛けてみても、主力が大だい隊たい単たん位いで必要だろう。何しろ夏合がつ宿しゆくは森もりの武ぶ神しんを相手にしていたのだ。小しよう隊たい、中ちゆう隊たいクラスで押さえ込める訳わけがない。

　だが、そこまでの人員を割さくなんて、今の柴しば田た班には不可能だ。

　内部には多くの戦士団もいるが、班はん員いんの大半は各かく艦かんを動かし、人々の生活を支えるための要員だ。柴田班の場合、この極ごつ寒かんの地で生きていくため、他の班よりもバイタルを扱う人員が多くなっている。

　自分は現地会計だから、知っているのだ。

　今、非戦せん闘とう要員は、東側の輸ゆ送そう艦かんや広場に退去しているだろう。補ほ給きゆう系けいや医い療りよう系の班はん員いんが出で張ばって、補給経けい路ろなどを確保しているくらいで、あとは戦せん士し団だんだ。

　戦士団の数は限られている。それで北陸への国こつ境きようを守り、時にはM.H.R.R.神聖ローマ帝国側への遠えん征せいも平気で行ってきたのは、彼らが少数精せい鋭えいである事もだが、柴しば田たの存在が大きい。

　だが今、柴田本人は北きたノ庄しよう城じように控えている。

　最後の勝負のために、集中しているのだろう。

　大おお雑ざつ把ぱなくせに、こういう時は繊せん細さいにも見える程厳げん格かくだ。

　一体、彼に戦いを挑いどむのは、誰だれだろうか。それはひょっとして、

「可か児に……！　貴女あなたにだって機き会かいはあるのよ!?」

「何の機会ですか!?」

「柴田先せん輩ぱいと一戦やるって事！」

　言った先、こちらの表示枠インシヤ・コトブによる誘ゆう導どう弾だんを、可児が槍やりで迎げい撃げきする。お互いは今、この布ふ陣じんの中で購こう買ばいだった輸送艦の甲かん板ぱんに着ちやく地ち。そのまま走り出しながら、

「どう!?　P.A.Oda最強の人と、相あい対たいしてみたくない!?」

　交換する打だ撃げきが響ひびきとなった。そして可児の射しや出しゆつされた槍が段階的に失速していく中、彼女の表情が変わった。

　……うわ。解わかり易やすい。

　それは、一いつ瞬しゆんだけ目を見開き、しかしすぐに、振り切るように前を見み据すえるもの。

「勿もつ体たいないです！　だけど、……不ふ破わ先輩を倒せば挨あい拶さつ出来ますか!?」

「柴田先輩は、元気な後こう輩はいが大好きよ」

「Ｔｅｓテスタメント．！　頑がん張ばります！」

　彼女はこちらにダッシュして、声を上げた。

「──不破先輩に頑張ります……！」
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　可児は、不破がバックステップで輸送艦の甲板上を下がるのを、己おのが視し界かいの中央に捉とらえた。

　単なるステップ移動ではない。足あし下もとに術じゆつ式しきらしい表示枠レルネンフイグーアが多重で出て、それを爪つま先さきで蹴けり飛ばすと、

「と」

　その身体からだが、跳ねるように飛ぶのだ。

　これが一体、何の仕掛けかは解らない。だが、彼女が用いる防ぼう御ぎよも攻こう撃げきも、〝これ〟なのだという事は解る。つまりは、一つの術式を応用しているのだと。

　そして不ふ破わが、これだけ戦えているようでいて、戦せん闘とうには不慣れなのもよく解わかる。

　術じゆつ式しきに対応した足あし捌さばきなどは出来ているが、移動経けい路ろが大体決まっているのだ。

　今、自分達は柴しば田たの布ふ陣じんの中央辺り、そこに密みつ集しゆうする生活用や倉そう庫こ用に置かれた輸ゆ送そう艦かんの上を移動している。

　実は、三周目だ。経路が微び妙みように変わっていたり、上下差があったりで初め気付かなかったが、不破の移動にはある程度のルートがある。基き準じゆんとしては、

　……広いところを渡っています！

　足場として確かな処ところを行くと、そういう事だろうか。

　ただ、縦じゆう横おう無む尽じんに動かれていないと解れば対たい処しよは楽だ。移動する場所が見えていて、予測もつくのならば、正確な追つい跡せきはいらなくなる。

　それは、自分の有利な角度からの攻こう撃げきが出来ると言う事で、

「行きます……！」

　可か児には、艦かん間かんの宙ちゆうで、足場となる笹ささ群むらを射しや出しゆつし、前に飛んだ。

「行け！　笹群……！」
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　空に生じた激げき音おんの連続を、下に急ぐ柴田の戦せん士し団だんは聞いた。

　金きん属ぞくの激げき突とつ音だ。機き動どう殻かくが動いた時に生じる装そう甲こうのぶつかり合いなどより、遙かに大きい。北で生じた砲ほう撃げき音や、南で生じた神の〝詰め〟にも劣らない響ひびきが、並ぶ艦間の外がい壁へきに反はん響きようし、晩ばん夏かの空気を更さらに冷やす。

　機動殻の頭部は可動範囲が低い。だから視覚素そ子しを上に向け、彼らは情報を確かく認にんし、

「羽は柴しばさんところの新人と、不破さんが出戻りかよ……！」

「何？　佐さつ々ささんにフラれたの？」

「私達の数が少ないのを埋めてくれてるのよ！」

　あれ？　と後からついてくる一人が言った。

「……現地会計、戦せん闘とう出来たの？」

「戦闘出来ない役やく職しよく者しやなんて、まずいないわよ、P.A.Odaに。アンタ中間前からの補ほ充じゆうだから解らないでしょうけど」

「そうそう。──現地会計ってだけあって、この布陣が機き能のうしてる限り、その内部だったら術式が派は手でに使えんの。外に出ると駄だ目めだけどな」

　だけど、と一人が言葉を続けた。

「布陣内で作業場とか、店てん舗ぽになる艦の土台作る時とか、上から輸送艦下ろしながらあの術式でガツンってやるんだ。無む茶ちや苦く茶ちや有あり難がたかった」

「じゃあ、あれ、土ど建けん用の術式なの？」

「否いな、違う」

　は？　疑問する一人に、他、古ふる株かぶが小さく笑った。

「──現地会計、ってヤツだよ」

「金か？」

「否、不ふ破わさん、神しん道とうより、どっちかっていうとムラサイ強いぜ？　それに、会計としては前まえ田ださんいて、今もフィーバーしてんだろ？　だからそういうの想そう定ていして、不破さんは金関係とかにあんまり術じゆつ式しき集中してないんだよ」

「じゃあ、あれ、何だよ」

「──もっと地じ味みなものよ。でも、凄すごく、この世界を発展させたもの」

　何だよそれ？　と他の数名も問い返す中、一人が言った。

「急ぐぞ！　俺おれ達が遅いから、不破さんがこうやってんじゃねえか！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と全員が急ぐ。機き動どう殻かくに鉄の音を鳴らして足を速めた。が、彼ら全体が行く鳴り音よりも、空からの鉄音の方が大きい。そして、

「うわ……」

　鉄てつ壁ぺきを跳ねて来る響ひびきが、連続した。それも今まで以上の速さで、だ。

　もはや音ではなく、艦かんの震しん動どうと化した高鳴りの間で、急ぐ者達は呟つぶやいた。自分達の声ももう、己おのれにしか聞こえない中で、

「どうすんだコレ……」

　頭ず上じようの艦かん間かんを、二つの影が移動した、そんな風ふうに見えた。

「……俺達の対応出来る現場じゃねえぞ」
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　宙ちゆうに光が散った。不破と可か児にの間で、だ。

　不破は、高速のバックステップで、身体からだを後ろに飛ばしながら、可児に対応していた。

　可児の方は、追いながら、身を左右に飛ばし、時間差も掛けて笹ささ群むらを射しや出しゆつ。

「行け……！」

　放たれる八発は、しかし空中で多段減げん速そくを食らい、最終的に弾はじかれる。

　だが、可児は前に出た。

　止められて宙に舞う笹群を追い越し、自分が攻こう撃げきの先せん端たんとなっても、前に出た。

　盾たてや遮しや蔽へいになるものなど何も無い。ただ不破に対し、

「行きます……！」

　自分を射出するように、加か速そくする。

　対する不破は、向かってくる可児に対し、誘ゆう導どうラインを持った表示枠インシヤ・コトブを連れん射しやした。空を走るラインの最大数は八。可児の笹群を迎げい撃げきし、間に合うならば可児も狙ねらう攻撃だ。

　途と中ちゆう、幾いく度どかに渡って、不ふ破わは甲かん板ぱんの上にも表示枠インシヤ・コトブを置いて行く。それは可か児にの動きに合わせ、地じ雷らいのように反応して、誘ゆう導どうラインの爆ばく撃げきを放つが、

「……っ！」

　可児が前に出る事で回かい避ひ。甲板を跳ねて不破へと追いつき、手を前に振った。

「笹ささ群むら……！」

　射しや出しゆつと失速と、迎げい撃げきと追つい撃げき。それらの密みつ度どが上がっていく。

　特に、追う側が、だ。

　止まらない。

　艦かん間かんを渡るごとに、可児が使う笹群の射出が、その回りを早くしていくのだ。

「おお……！」

　手て捌さばきが八本と連動する。

　もはや可児は、笹群が失速し、弾はじかれるのを是ぜとした。

　当たるか抜けるかを、見届けようとしない。

　射出し、多段の失速を食らい、弾かれると解わかった瞬しゆん間かんに笹群を収しゆう納のうする。

　攻撃を放つだけでは無く、その終わりまでを掌しよう握あくしていく。これは可児の攻こう撃げきの密度を上げる事に繫つながり、

「行きます……！」

　笹群が、全体として前に出ていく。これまで弾かれ、後こう逸いつ気ぎ味みにあったものが、刹せつ那なの回かい収しゆうと再射出によって可児と並ぶようになった。

　速度を上げる。

　対する不破も、可児に合わせて誘導ラインの連れん射しや速度を上げた。今までは八発を適時放っていたものが、今は途と切ぎれぬ雨のような連射になっていく。既すでに、甲板などに展開した表示枠を起き動どうさせる状況ではないのか、ただ前に対応をするだけだ。

　お互いが艦を渡る。

　艦間の宙ちゆうを跳ね、上下差をそれぞれ作り、有利な位置取りをしながら回る。

　だがそれも一いつ瞬しゆんの事だ。二人はすぐに次の甲板に至り、不破は金きん属ぞく音を立てながら跳ね、可児は硬い足取りを硬こう化か木材の上に突き立てながら、左右に身を振って突っ走った。

　両者は手を取り合うようにして打だ撃げきと防ぼう御ぎよの応おう酬しゆうを重ね、

「────」

　また、艦間の宙に跳ちよう躍やくした。

　そしてお互いは見た。高い位置からの、この戦せん場じようを、だ。
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　……うわあ……！

　可か児には、戦争を見た。

　否いな、慶けい長ちようの役えきの際も、江え戸ど湾わん横おう断だんの橋きよう上じようでは現場を立ち回ったし、その後に退たい避ひの輸ゆ送そう艦かん上からは、やはり江戸湾の湾わん岸がんや里さと見みの戦せん場じようを見ていたのだ。

　だが、中央の高見からそれを視し界かいに収めるのは、初めてだった。

　北と南。そこに火があがり、光が集まり、音が生じている。投とう光こう術じゆつ式しきか、それとも何かの攻こう撃げきや、炎ほのおによるものか、生まれた照しよう明めいによって陰いん影えいが作られていた。

　その多くは戦い、移動していく人々の影だった。布ふ陣じんを形作る輸送艦の壁には、幾いくつもの動きが映ってはまた動き、去って行っては戻るのだ。

　何もかもが動いている。

　待たい機きしている者達でも、ただじっとしている訳わけではない。状況に対して全力で把は握あくし、判はん断だんを常に頭の中で考えている。

　どこもかしこも忙いそがしいのが、見るよりも、雰ふん囲い気きで解わかる。上空にいれば、風の動きで伝わってくるのだ。自然が作る大たい気きの大きな動きではなく、人が移動して生まれる風の微び動どうが集まり、空は明らかに乱れている。

　見ている感じ、どうやら南から西側が今のホットゾーンらしい。そちらから突とつ入にゆうした羽は柴しば勢ぜいだろう。南北の主通路ではなく西側をやや迂う回かいして中央に向かっており、対応する柴しば田た勢も東側の戦力が一気に西へと移動を掛けている。

　誰だれも彼も必死で、動きがある。

　解る。

　見えないところでの人の動きや、流れが解る。

　この辺り、以前の自分とは違う。否、以前の自分があったからこそ、か。

　小お田だ原わら征せい伐ばつの時は、ただただ必死だった。他で戦せん闘とうなど起きていたが、それぞれの相あい対たいが生じ、局きよく地ち戦のようなものが生じていると、そう思っていた。

　慶長の役では、一直線の橋上で撤てつ退たいを助け、皆の流れを感じた。自分と糟かす屋やが防ぼう波は堤ていとなって、皆を助けるのだと、そんな意い思しが確かにあった。

　今はまた違う。

　全面だ。

　小田原では、点だった。

　慶長の役では、線だった。

　ここにきて、自分の戦争が全面に成った。

　だから解る。そして、

　……先せん輩ぱい達も、これが解っているんですね……！

　自分は、戦場で理解した。対する不ふ破わは、どうだろう。現地会計だとするならば、

　……解ります！

　経理は、実家の八や百お屋やでもやっている事だ。ときたま領りよう収しゆう書しよの整理を手伝うが、帳ちよう簿ぼの計算は正直難しい。売り掛けって何ですか！　御ご飯はんに掛けるアレですか!?

　だが、己おのれはこう思う。不ふ破わは、この戦せん場じようをどう思っているだろうか、と。

　なにしろ、ここは、不破がその経理で保ってきた現場なのだ。ここにいる人達、先せん輩ぱい達を保ち、守るために彼女は会計として働いていた。

　今、自分達はそこに侵しん攻こうしている。だから、

「不破先せん輩ぱい……！」

　解わかった。

　彼女がここに戻ってきた意味が、何となくだが解った。

　自分だってそうする。

　うちの八百屋が、荒くれどもに制せい圧あつされそうになって、父とうさんと母かあさんが自分を逃がしたとしても、戻る。

　何しろ自分達は、襲しゆう名めい者しやなのだ。不破は、役やく職しよく者しやでもある。だから、

「行きます……！」

　自分達は、うちを荒らす荒くれと同じだろうか。

　そうではなければいいと思い、己は前に出た。

「……行きます！」
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　……あんまし来なくていいわよ──!?

　若い子は本気で大変だわ、と不破は思った。

　だが、と続けて己は思った。自分がまさかこんな事をするとは、と。

　自分らしくないと、人はそう言うかもしれない。

　だが、戦せん闘とう用のスキルを持っていない襲名者や役職者など希まれだ。自分もその例には漏もれなかったと言う事でしかない。無む論ろん、自分の技術は、仕事でメインに使っている術じゆつ式しきの応用で、更さらには現地会計としての役職加か護ごのため、この布ふ陣じん内限定なのだが。しかし、

「行きます……！」

　可か児にに対しては相あい性しようがいいのか、全力で勝負が出来ている。

　……本当は、砲ほう撃げきや、全体への防ぼう御ぎよ用にしたかったけどね。

　可児が外に出てしまった。

　放っておけない戦力だ。何しろ、個人という枠わくを外れた戦闘力を持っている。

　参まいった。

　自分は、あらゆる戦闘について、力と密みつ度どと時間、そして範囲の関係で〝評ひよう価か〟が出来上がると、そう思っている。

　今、下がるこちらに対し、可か児にが連続で槍やりを叩たたきつけて来ている。

　笹ささ群むらの数は八本。密みつ度どとしては充分だ。

　力も、射しや出しゆつ術じゆつ式しきに任せている部分が大きいが、精せい度どが高い。

　……この夏合がつ宿しゆくで、森もり相手によくやったものね。

　その穂ほ先さきが、迷う事なくこちらを向き、更さらには、

「届いて……！」

　叫び放たれるものに、驚く程遊びがない。フェイントでわざと外す、という考えがないのか、連打が完全にこちら狙ねらいだ。時たまに、こっちの移動を制限するよう、大おお外そとから放たれるものもあるが、

「うわ」

　外さない。こちらの両腕うでや腰横など、側部からの攻こう撃げきとして狙ったものだ。

　大おお味あじな部分が無くなっている。

　それはこちらが、あまり派は手でな移動をしていないせいもあるだろう。だけど、

　……上手うまいわねー……！

　戦せん闘とうに不慣れな自分だが、解わかる部分はある。

　可児が攻撃の連打を加か速そくさせるのは、艦かん間かんを移動する時だけだ。

　空中では、笹群が足よりも下に射出出来、攻撃範囲が広がる。だからそこで回転を速くして、甲かん板ぱん上ではその勢いを保ったままの攻撃を続行する。

　即そく座ざに判はん断だんしてこの流れを自分に組み込んだのだとしたら、勘かんがいい。

　成なる程ほど、と己おのれは思った。これはここで倒しておかないと駄だ目めだわね、と。何しろ、

　……この子の先せん輩ぱい。佐さつ々さが腑ふ抜ぬけていると言ったけど……。

　それが完全に復帰して戻ってきたならば、どれだけの脅きよう威いになるだろうか。

　福ふく島しま・正まさ則のり。

　彼女は、この子よりも上なのだ。そして北で前まえ田だを倒した糟かす屋や達や、南で丹に羽わと同等の相あい対たいをした清きよ正まさよりも、強いとされているのだ。

　そんな存在が戻る可能性があるならば、現状における敵の戦力は削けずっておくべきだ。

　だが、今の現場には、自分以外にも戦える者がいるが、戦せん士し団だんの数は減らせない。彼らは自分達のような役やく職しよく者しやが押さえ切れない要所や回かい廊ろうを制せい圧あつし、敵を押し返す役なのだ。

　彼らに、可児達を向けさせないために、やはり役職者である己が相あい対たいする。そしてまた、

「Ｔｅｓテスタメント．」

　今、背後としている東側。そちらから風を押す音が響ひびいてきた。

　輸ゆ送そう艦かんだ。

　艦かん群ぐんが、浮ふ上じようし、移動する。

　行き先は、多くが西だ。それを視し界かいの隅すみで確かく認にんし、己は言った。

「──始まったわよ。戦せん場じようの組み替えが」
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　やる事は簡単ね、と不ふ破わは思った。

　空あいた艦かん群ぐんを動かし、主通路を塞ふさぎ、敵の侵しん攻こうを止める。現地会計として、補ほ給きゆう経けい路ろなどを確かく認にんし、許可を出したのだ。

　空に今、幾いくつもの輸ゆ送そう艦かん群が浮ふ上じようする。

　自分達のいる甲かん板ぱん。その底を支える輸送艦も同様だ。

　戦う舞ぶ台たいの形が変わる。

　これは、現場の判はん断だんだけで出来る事では無い。補給経路がどういう形になっても、物資の行き来が出来るように、その全体管理がまず必要なのだ。

　高い位置にいれば、よく解わかる。

　自分勝かつ手てに動かず、一定の経路を回って見れば、全体の流れは観察出来る。

　だからここを戦場にした。

　艦群の移動については、現場任まかせだ。戦せん闘とうに不慣れな会計が解る部分ではない。

　だが、艦群は動いた。

　現場の形が変われば、敵の侵しん攻こうは滞とどこおる。

　その判はん断だんを行うには、自分が戦場にいなければならない。

　だからここに来た。ここを保ち、人員を守る。それが、

「会計の仕事、ってヤツね」
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「シロ君！　シロ君！　さっき関かん東とう諸しよ家けの連れん中ちゆうを連続で五人くらい連れん結けつ土ど下げ座ざさせて交こう渉しよう半分くらいまとめたけど、会計の仕事って何だっけ!?　土下座強制システムだっけ!?」

「何を言ってるハイディ！　会計の仕事は金だ！　金そのものが会計の仕事だ！　土下座も何も明日あしたの金のための楽しい布ふ石せき！　経済とか現場の循じゆん環かんとか、金の前には無意味だ……！」

「ワーオ！　シロ君今日きようも全く歪ゆがみ無くてツルツルスベスベって感じよね！」

「では行くぞハイディ、今度は南なん部ぶ家けだ！　深夜に押しかけ菓か子し折おりを叩たたきつけねばな……！」
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　……これが会計の仕事なんですね……！

　可か児には浮上しようとする輸送艦の甲板上を走りながら、不破の評ひよう価かを改めた。この人は、感かん傷しようなんかでここに戻ってきた訳わけではありません……！　と。

　不破は、現実に、自分に出来うる最さい善ぜんを、ここに果たしに来たのだ。

　自分を止めに来てはいるが、それが全てではない。

　しまったと、そう思うのは、この艦かん群ぐんの移動を許してしまった事だ。解わからなかったからと、そういえばそれまでだが、不ふ破わにここまでの余よ裕ゆうを与えてしまったのは、自分の不出来というものだろう。

　……さっき、手にペンを構えていた理由が解りました……！

　あれはきっと、経理をしていたのだ。ならば、これまでの事はこれまでの事として、

「止めます……！」

　不破を止めなければ、彼女はまた戦せん場じようを組み替えていく。だから止める。

「それが自分の役目です……」

　すると走る足あし下もとの震しん動どうが、不ふ意いに緩ゆるくなった。今、自分達が舞ぶ台たいとしている輸ゆ送そう艦かんが、上昇の起き動どうを終え、実際に浮いたのだ。

　そして正面。下がるステップで不破が言葉を放った。

「これで、少しは時間が稼かせげるわ。──人員を動かしてぶつかり合うだけが戦せん闘とうじゃないってね。だから、可か児に？」

　足下が、下からこちらを押し上げて来る。

　浮ふ上じようする。

　だが、こちらの艦においては、他の輸送艦群とは少し意味合いが違う。今、追走の形を作っているこの輸送艦が動けば、

「もう足場は無くなるわ。私もここからは布ふ陣じんの組み替えに集中したいから、私達の戦場はここで終わり。──意味解る？」

　言われた。

「つまりここで、貴方あなたを叩たたいてあげるわ。──いいわね？」

「はい……！」

　前に出て、己おのれは笹ささ群むらを射しや出しゆつした。

　真まっ正しよう面めん。もはや笹群を前に出せる勢いで、チャージを掛けた。
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　放たれた槍やりは四本だった。

　一いつ斉せいに射出された力は、ほぼ水平並びで不破へと向かった。

　伸びるような加か速そくで、槍の先せん端たんが大たい気きを割る。

　そして不破が動いた。

　ただバックステップの最さい中ちゆうに、左の手を前に翳かざしただけだった。

　彼女の手の向きに術じゆつ式しきの表示枠インシヤ・コトブが四つ出る。

　それらのど真まん中なかに、白と赤の槍が激げき突とつした。

　多段の失速が、硬質な破は砕さい音おんと共に生じた。

　直後。可か児にが、走りながら左の手を前に振った。空中を叩たたくように五ご指しを広げた。

「射しや出しゆつ……！」

　言葉に沿って、追加の四本が流りゆう体たい光こうを咲かせて虚こ空くうから射しや出しゆつされた。

　既すでに加か速そくは術じゆつ式しき任せで乗っている。

　貫つらぬくでも無く穂ほ先さきが打ったのは、先の四本。その石いし突づきだ。

　まるで釘くぎを打つように、止まり掛けた四本がそれぞれ後ろから蹴けり飛ばされる。

「行け……！」

　可児が叫んだ瞬しゆん間かんだった。失速の表示枠インシヤ・コトブが砕くだかれた。

　行った。

　力が制止を砕き、明らかに前へと貫かん通つうした。

「やった……！」

　可児が前に行く。打った四本が反動で空中に跳ね返る横。打たれた四本が前に抜けるのに並んで疾しつ走そうする。

　その時だった。

　対する不ふ破わが右の手を軽く動かした。彼女は、何も無い空間に右手のペンを走らせたのだ。

　すると光が生まれた。

　可児の走る甲かん板ぱん。縦たて五十メートル、幅二十メートルという、小さな運動場程はある硬こう化か木材のタイルの場だ。

　その四し方ほうに、失速の表示枠が展開していた。

　否いな。それはただ光を強くしていただけだ。元々は、地じ雷らいのように可児の動きに反応していた誘ゆう導どう爆ばく撃げき用の術式。その威い力りよくは、周回の攻こう防ぼう密みつ度どが上がってからは試されていなかったが、

「別にね？　私の術式は、ナンタラ専用って訳わけじゃないの。──地雷とか、迎げい撃げきとか、そういう区分無しに、応用が利くって、さっき言ったでしょ？」

　だから、というように、不破が告げた。右手のペンで、空中にチェックの印しるしを小さく書き、

「──決けつ済さい」

　言葉と同時に、お互いの戦せん場じようの形が変わった。

　甲板が中央から二つに割れ、一いつ斉せいに断だん裂れつ落らつ下かしたのだ。
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　金きん属ぞく部との接合と、硬化木材の繊せん維いを割る音は、歯で果くだ物ものを削そぐ音に似ていた。

　そして不破のいる場所と、可児のいる場所が分かれた。

　不破が上で、可児が下だった。

　自由落下ではない。縦たて五十メートル、幅二十メートルの甲板が、内側のフレームを折りながら叩たたきつけられるように落ちたのだ。

　落下の風に可か児には巻かれ、更さらには、

「残念」

　不ふ破わの声と共に、再度の失速音が四つ響ひびいた。可児が打ち込んだ四発が、やはり表示枠インシヤ・コトブに防がれ、相手へと届かなかったのだ。

　そして広大な空間が落ち、不破と可児を上下に断絶した。
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　可児は、訳わけが解わからなかった。

　……どういう事です……!?

　床が一気に落らつ下かする。

　飛ひ翔しよう系けいの術じゆつ式しきを持たない自分にとって、不ふ意い打うちとしては致ち命めい的な技だ。艦かん間かん移動では笹ささ群むらを踏み台にしていたが、床のある甲かん板ぱん上ではそれが出来ない。

　そこを狙ねらわれたといえばその通りだが、こんな仕掛けがあるなら、用意出来次第に使えば良かった筈はずだ。それが何故なぜ、この段になって行われるというのだ。それも、輸ゆ送そう艦かん群ぐんの上昇に合わせたタイミングで、だ。

　正直、笹群の二段打ちは迎げい撃げきされると思っていた。何しろ森もりとの戦せん闘とう訓くん練れんにおいて、それを行ったのを不破には知られている。ゆえに別の方法を模も索さくしていたのだが、

　……何なんです……!?

　憤いきどおりと言うより、驚きがある。不破の使う術式とは、何なのか、と。

　解りたい。

　文ぶん系けいの、戦闘には不慣れな筈はずの人が、限定条件の場とはいえ、ここまで出来る。

　ゆえに自分は走った。落下する甲板を蹴けりつけ、

「届け……！」

　落ちる足場より早く、蹴り足を伸ばす。単純な行為だが、踏んで行く硬こう化か木材の大面積の落ち方は、異常な速度だった。下からフレームの折れ砕くだける音と響きがあるからに、明らかに術式か何かの力と見ていい。

　だが、足先が掛かった。

　足指、爪つま先さき、そして全身の内でまだ伸ばせる処ところ。そこを利用して、

「頑がん張ばれ……！」

　跳んだ。既すでに上になっている不破に対し、水平で並べる座ざ標ひようにまで、

「────」

　届く。
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「笹ささ群むら……！」

　可か児にが狙ねらったのは、後の射しや出しゆつで鏨のみ打うちした四本の再射出だった。既すでにそれらは跳ちよう躍やくのタイミングで収しゆう納のうし、足場として出す事も出来るのだ。

　選択としては、二本を足場に、二本を不ふ破わへの激げき突とつコースに乗せるべきだ。

　そのために振りかぶり、モーションを射出動作に合わせて、

「駄だ目め」

　そこで迎げい撃げきされた。

　不破が、こちらの身体からだへと、誘ゆう導どうラインの一発をぶつけてきたのだ。

　回かい避ひ不能なタイミングだった。だが、

　……大だい丈じよう夫ぶです！

　それがどのような一発だろうと、これまでの力を見ている限りは衝しよう撃げき系けい。

　打たれる力なら、足場を用意すれば耐えられる。ノックバックはあるかもしれないが、踏み堪こたえられないものではないだろう。だから空中で身を前に出し、覚かく悟ごを決めて、

「──!?」

　不破の放った表示枠インシヤ・コトブに激げき突とつした瞬しゆん間かんだった。

　激げき音おんがしなかった。

　起きたのは、命めい中ちゆう部ぶとなる左肩、そこからの軽い響ひびきだった。

　乾いた枝を折るような音。

　骨こつ折せつだ。そして、

　……え……!?

　抵てい抗こう出来なかった。

　踏み堪えればいいと、そう思っていた意い思しも何も無視して、

　……何ですこれ!?

　カウンターアタックと言うには正確過ぎる。激突の箇か所しよから自分が感じたのは、そこを打だ撃げきされたと言うよりも、

「壁……!?」

　身体が、不ふ動どうの何かにぶち当たった。

　直後。足が空から回まわりして、宙ちゆうに浮いた。身体が仰あお向むけになり、

　……しまった……！

　思うより先に、落らつ下かした。砕くだけ、落ちていく甲かん板ぱんを追うように、

「あ……、っ！」

　左肩から来た、折れた骨の断面が嚙かみ合う寒さむ気けに身がすくみ、全身が落ちる。

　そして視し界かいの四し方ほうで、甲かん板ぱん断だん裂れつの縁へりが不ふ意いに動いた。

「……可か児に、ちょっと休んでて。檻おりの中じゃ無いけど、ね」

　不ふ破わの言葉と共に、周囲に衝しよう撃げきが来る。

　輸ゆ送そう艦かんの上部に開いた穴が、箱を潰つぶすように閉じたのだ。左右と前後から、何か強きよう烈れつな力によって、艦かん上じよう部ぶが金きん属ぞくのフレームごと折り畳たたまれていく。

　閉じ込められたと、そう思った時、自分は背から硬いものに激げき突とつした。

　底まで落ちた甲板の残ざん骸がいに、落らつ下かから衝しよう突とつしたのだ。
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「若いって凄すごいわ──」

　眼前、輸送艦が歪ゆがみの音と共に変形していくのを、不破は見ていた。

　形を変えるシステムは、やはり自分の術じゆつ式しきだ。輸送艦の左右を主として展開した表示枠インシヤ・コトブが、多重に展開して、そのたびごとに　艦上部が左右から折れて己おのれを塞ふさいでいく。

　だが、それもすぐに終わる。出来上がる綴とじ込みの形を見て、己はこう思った。

　……あ、最近、餃子ギヨーザ食べてないわ……。

　御お市いち様が極きよく東とう料理派はだものねー、と思うが、賤しずヶ岳たけの打ち上げがあるなら餃子の店とかどうか。まあ、湿しめった場所よりはいいか、と考えるが、

「……本ほん能のう寺じの流れ次第では、それどころでもない、か」

　と呟つぶやいた時。鉄の音が止まった。

　艦が閉じたのだ。口の部分はちゃんと折って返して更さらに閉じている。

　もはや可児は出られない。そして、

　……仮か想そう海かいはまだ出てるわね。

　浮ふ上じよう状態で、しばらくは待たい機きしているだろう。

　この間、安あ土づちが可児を重要視しているなら、この空くう域いきを渡る砲ほう撃げきは出来ない筈はず。だったら、

「若い子も、役に立つわ──」

　言って、小さく鼻で笑った。

「私だって若いって」

　ただ、周りが先に去って行くだけだ。

　やあね。ちょっと前まえ田だや佐さつ々さみたい。祭の中だというのに。独ひとり言ごと多くて駄だ目めね。

「さて」

　物言わなくなった輸送艦から、己は下へ。

　現場の流れは見えている。だから次の動きを取るために、皆の中へ。

　戦せん場じようの流れとしては、気になる箇か所しよばかりなのだ。

「例えば南。──丹に羽わ先せん輩ぱいとか、どうしてるのかしら」
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　丹に羽わと、左さ近こんは向き合っていた。

　満月の南側広場。ここにいた清きよ正まさ班はんは、開門した城じよう塞さい艦かん列れつから、既すでに中に入っている。

　そして自分は、トップクラスの先せん輩ぱい格かくと正面から見合わせた状態で、

「えーと、では宜よろしく御願いいたしますよう」

　言ってから、とりあえずどうしたものですよ？　と己おのれは思し案あんした。

　ただ、やる事は決まっているので、背から二刀を抜いた。

　木ぼく刀とうだ。しかし、鍛たん錬れんに用いるようなものではなく、戦せん闘とう用のナイフのように極ごく厚あつで、先せん端たんも鋭えい利りになっている。

　長さは八十センチ程。刃やいばの幅は三十センチ弱。ともすれば包ほう丁ちようにも見えるそれは、一般の人にとっては青せい竜りゆう刀とうのクラスだろう。

　自分にとっては短たん刀とうだ。

　出しゆつ撃げき前に、平ひら野のがくれたものだ。安あ芸きでの戦い方を見ていて、幾いくつか思うところがあったので、剣つるぎ神じん社じやの方で仕立てて来た、と。

　そのため、幾つか似たような武ぶ器きがあった。鉄で出来ていたり、石で出来ているものとか、おっかなくて触らなかったけど、真しん珠じゆじみたものや、硝子ガラスのようなものもあった。

　振ってみたところ、軽い方が自分の手に合っていると気付いた。

　検けん分ぶんに、出力管理機き構こうから表示枠レルネンフイグーアで立ち合った平野が、こちらの身しん体たい状況をモニタをしつつ言うには、

『重いものだと、おそらく肘ひじに負ふ担たんが掛かるみたいですね。機き動どう殻かくや術じゆつ式しき、再さい生せい加か護ごで、軽けい減げんや消しよう去きよが為なされるようですけど、やはり振っている際にはその負担があるのだと思います』

「一応聞いておきたいんですけど、重い武器の利点って、何ですよ？」

『相手に叩たたき込んだ時、重量があればその重さで押し切れます。突く時もそうですね。重さがあった方が、相手の内部へと貫かん通つうしやすいです』

　ですが、と平野が言った。

『軽くても、左近くらいの速度があれば、何でも叩き切ってしまうと思いますね』

　との事だった。だったら軽い方がいいと思って、重力刀とうとこれが候こう補ほにあがったのだが、刃やいばの手触りが良かったのでこれにした。うん。重力刀は何処どこに刃があるのか解わからなくて、うっかり触ふれたら指が五本飛んで再生されたから使わない事にした。意い外がいとアレ、痛くないんですよう。発見ですよ？

　そして貰もらったこれの名は、〝南なん天てん〟とした。

　出撃が南からだというので、験げん担かつぎもあったのだが、軽い由ゆ来らいもある。

　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、自分の死後、住んでいた屋や敷しきは寺になるらしい。しかしその寺には、以後、幾いくつかの怪かい異いが起きるらしく、その一つが〝左さ近こんの南なん天てん〟なのだと言う。

「私が気に入っていた南天の木が、まあ、私の死後、触れると腹を下くだすとか、そんなケッタイな怪異になるそーで……」

『一応それ、木のままだと雑ざつ菌きんとか血が染しみ込みやすいので、加か護ご的な禊祓みそぎコーティングがしてあるから、触れても大だい丈じよう夫ぶだと思いますが……』

　まあそれはそれとして。鬼おに武たけ丸まるも納なつ得とくして、

『何だ小こ姫ひめ、よく勉強しているではないか。偉えらいぞ』

「いやあ、安あ芸きで暇ひまな時間に、ほら、夏じゃないですか。怪かい奇き番組〝貴き殿でんの知らないディメンション〟見てたらやってたんですよう。初め、誰だれの事言ってるのか解わからなくて〝触ると下げ痢りとか洒落しやれにならんですよ〟とか言ったら糟かす屋や先せん輩ぱいが肘ひじでつついてきて、しばらくしてから〝ああ、私ですよ！〟みたいな」

『貴き様さまそれでも襲しゆう名めい者しやか……！』

　いやそれ成り行きですよ？

　ただ、これが手に馴な染じんだ。神しん木ぼく製と聞いたが『まあ気にせず気にせず』と、平ひら野のには笑って言われてる。だから気にせず、この戦せん闘とうにも臨のぞむ所しよ存ぞんですよ？

「ボーっとし過ぎだ！」

　声と共に、丹に羽わにいきなり首を刎はねられた。







[image: 第四十章『断頭場の死者』]
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　大おお谷たには、人の首が吹っ飛ぶのを、意い外がいとよく見ている自分に気付いた。

　……ああ、安あ芸きで、左さ近こん君、よく死んでましたからね。

　自分もかなり死にかけた大おお味あじな現場だったが、左近の場合はホントに死ぬから凄すごい。情報体としてのプライドがあるが、流石さすがに死んだら死ぬ。何かちょっと悔くやしい。

　今回もそうだ。丹に羽わの疾しつ走そうとすれ違いの瞬しゆん間かんに、左近の首が飛んだ。

　以前も地ち竜りゆうとやってた時に、たびたびあった光こう景けいだ。

　安芸では、いつも糟かす屋やが反応していた。初めの頃ころは、

「大だい丈じよう夫ぶですの!?」

　と声を掛けていたが、中期からは、

「またですの!?」

　となり、後期になると一気に短たん縮しゆくして、

「あら！」

　で済ませていた。首が刎はねられたのを見て「あら！」は無いだろうと思ったものだが、慣れとは恐ろしいものだ。

　でも自分なども、役目がはっきりしていた現場だったので、左近が死んだ時は、布ふ陣じんに穴が開いても大丈夫という意味で、

『ハイ、オーライです！』

　とか、

『フォローオーケーイ！』

　とか言ってたから、あまり差が無い気がする。ちなみに平ひら野のは意外と反応が良くて、

「きゃあスパア──ン首ヒット！」

　とか、後期になると、

「オッケー！　ナイッ死──！」

　などと新単たん語ごを製せい造ぞうしまくっていたが、あっちの方がまともなのであろうか。

　そして今も同じだ。

　鬼おに武たけ丸まるが機き動どう殻かくの首関かん節せつにおける接合を即そく座ざに解除。左近の首は、飛んだ瞬間ではまだ蘇そ生せいのために血けつ霧む化か出来ておらず、一いつ瞬しゆんこっちと視線があった。明らかに、

「死んだですよー」

　と口が動いたが、見なかった事にする。

　だがすぐにその顔も血ち煙けむりと変わり、本体に復帰。そして長い手が伸び、木ぼく刀とうに鬼武丸の頭部装そう甲こうを引っかけて戻した。

　即座の動作だ。

　背後、土を削けずる音が、舐なめるように長く響ひびく。

　丹に羽わが姿勢を制せい御ぎよしたのだ。それに対し、左さ近こんが向き直り、

「うわー……。危ないですよう」

　と言った瞬しゆん間かん。また首が飛んだ。

　丹羽が、ターンと同時に飛び込み、叩たたき切ったのだ。

　……速い！

　思い、自分は同時に危険を感じた。

　左近が、丹羽の動きについていけていないのではないか、と。
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　丹羽は、先の一いち撃げきで相手の実体を悟さとった。

　……再さい生せい能力者ですか……！

　話には聞いていた。元M.H.R.R.神聖ローマ帝国皇こう帝ていルドルフ二に世せいを始めとして、皇帝の家か系けいに連なる者達を護まもるため、その変へん態たい能力研究が行われていると。

　そして幾いくつかの能力の実験体となった者が、彼女だと。

　最大の特長は再生能力。どのようにしようとも、死ぬ事がない。

　それは今の自分も同じだ。

　だとすれば、どう倒すかは、己おのれがよく知っている。

　幾ら切ろうとも、貫つらぬこうとも、死なない相手を、どうやったら倒せるか。

　答えは簡単だ。

「縫ぬい付けるんだよ」

　使う武ぶ器きは布。舞う際に飾りとして振るそれは、舞まいの術じゆつ式しきとして硬こう度どや流れを変える事が出来る。場合によっては、風や蛇へび、天体の運行にも置き換えられる布は何枚も重ねてあり、手や足のそれを手た繰ぐって握れば、

　……刃やいばにもなるんですよ……！

　これまでは、土ど竜りゆうが武器の代わりをしていた。

　だがそれがいない以上、武器は調ちよう達たつだ。

　舞う流れの中で布の刃を抜き、そして更さらに踊りを重ねる。

　剣の舞は、ムラサイの土地にあるものだ。舞ぶ踏とうの型を繫つなげて舞にする事は、武ぶ闘とうの型を繫げて技にする事に等しい。

　ゆえに何の支し障しようも無く、己は剣けん舞ぶを行使した。

　足あし下もとに土を舐めさせ、方向転換した。そのまま身体からだを倒し、勢いを消さずに反転からのダッシュ。振り向こうとする左近の右腕うでを一気に断つ。

　すれ違いの上下差が凄すごい。

　常に上を見ていなければいけないような高身長だ。

　刃やいばも、正面からでは無く、上じよう段だんから振りかぶって、更さらに上を打つイメージとなる。

　しかし己おのれの剣が届いた。刃の腹が右みぎ脇わきの装そう甲こうの下に入り、

『小こ姫ひめ……！』

　もう遅い。危険を感じた機き動どう殻かく側が、その接合をパージする。

　そして隙すき間まに刃が入った。

　肩周りの筋きん肉にくは、幾いく本ほんもの腱けんの束たばが回り込み、重なるもの。だが、脇には穴が開いている。あとはそこから筋肉の継つぎ目に沿って、

「……っ！」

　割った。

　初めにあった重さが一気に抜け、刃の先せん端たんが放たれる。

　切った右腕が、月光に飛んだ。

　そして己はすれ違いと同時に振り向き、身を回した。

　……来ますね！

　予想は当たっていた。

　左さ近こんが、見えていない背後のこちらへと、左手の木ぼく刀とうを突き込んできていたのだ。再さい生せい者しやならではの、自分が欠けつ損そんした事に対しての驚きの無さ。

　身体からだの一部は一部でしかないと、重じゆう傷しようを負う最さい中ちゆうでも反はん撃げきをしてくる。

　意い外がいに正確なのは、余よ程ほどいい訓くん練れんを積んだのだろう。

　だが甘い。

　こちらの顔に向かってきた木刀をかわしながら、彼女の左上じよう腕わんを布の刃で貫つらぬいた。

　外から内へ、貫かん通つうさせる。

　筋肉を布剣が割り、骨に当たっていた。だが骨は割らない。それをやると再生能力が働き、腕一本のアジャストに入るかも知れないからだ。

　狙ねらいは違う。やるのは、左腕うでを貫いた刃は先さきを、そのまま左近の左背に突き込む事だ。

　機動殻の装甲はあるが、近きん接せつ戦せん闘とうを主体とするなら密みつ閉ぺいは難しい。

　そして布の刃は、あらゆる隙間に叩たたき込めるものだ。

　入れた。

　狙ったのは肩けん甲こう骨こつ下のスペース。腕を後ろに回すため関かん節せつとしての隙間があった。左近の背が高く、こちらが下だから解わかり易やすい間かん隙げきだ。

　勢いをつけるため、逆さか手てに握った刃を、身の回転をつけて刺す。

　土つち飛沫しぶきを上げて一いち撃げきを入れた。

　すると打ち込んだ刃が、左近の脇から肋ろつ骨こつの間につるりと入った。

　包ほう丁ちようを先せん端たんから入れるように、弾だん力りよくがあり、若い肌はだっていいですねえ！　感想をちょっと内心で呟つぶやきながら、一気に差し込む。

　刃やいばを前へと貫かん通つうさせた。

　肺はいを割る感かん触しよくは、小さな魚ぎよ卵らんを潰つぶすようにも感じた。今日きようの夕食はどうしようか。

　そして布剣の貫通を手て応ごたえで知覚したら、離り脱だつ。身を回しながら空あけるのは三歩分の距きよ離りだ。

　眼前、左さ近こんがこちらに振り向こうとしていた。

　だが、今の彼女は左腕うでを自分の背側に縫ぬい止められた状態だ。動かそうにも、今の布はもはや剣では無い。布で有り、摩ま擦さつの強い一枚だ。身体からだの肉に挟まれたそれは、強ごう引いんに抜こうとすれば、神しん経けいを鑢やすり掛がけしているような状態になる。

　超痛そう。自分だったら絶対嫌いやですねコレ。他人が嫌がる事を率そつ先せんしてやりましょうとは、小しよう等とう部ぶ辺りでよく言ったものです。

「あ……！」

　左近が声を上げた。

　再さい生せい能力があっても、痛覚はそのままだった筈はずだ。無む茶ちや苦く茶ちや痛い筈。というか無む理りに動かそうとするとか、正気ですか。

　そして左近の右腕うでが復帰した。

　身体の前に貫通した布は、胸部装そう甲こうの内側に垂たれているだろう。前からは引き抜けない。抜くなら左肩か、背の方からとなる。

　ゆえに左近が、無ぶ事じな右腕を後ろに回した。しかし、

　……それはミスですよ……！

　どういう事か、これから教える。

　早く早く、と急せく思いを整えながら、振り返りの加か速そくが足に乗るタイミングを得た。

　乗る。そうなると、後にする事は一つしか無い。速度任せにせず、左近の横をすれ違い、右の背に回った。

　長い右腕が、左腕を縫い止めた背を探ろうとしていた。

　その右腕を布剣で貫つらぬいた。

　……こういう事です！

　左と同じだ。平等に、肩けん甲こう骨こつの装甲にある隙すき間まから抜き、肺を割って胸まで貫通。

　これで両腕が縫い止められた。一応の仕上げに、別の布で左右の腕を束たばねて結んだ。

　これで再生能力は働かない。

　これでもう、彼女は動けない。だから、

「これで終わりだ……！」

　己おのれは、とどめの一いち撃げきを叩たたき込んだ。

　背後から、装甲の隙間を狙ねらい、左背から前へと。

　心しん臓ぞうを貫く一いつ刀とうを、貫通させたのだ。
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　左さ近こんは、かなり痛かった。

　死んだ方が楽、というのが今までの人生経けい験けんの痛覚単たん位いとしてあり、それは昔に研究所となっていた城しろの中で思いついたものだが、今回のは結けつ構こう凄すごい。死んだ方が５くらい楽。

　何しろ両腕うでを両肺はいと両胸で縫ぬい止められ、背中でリボン結びだ。

　その上で背後からの心しん臓ぞう貫かん通つう。

　これがまた見事にやってくれている。

　何しろ、再さい生せい復帰が出来ないのだ。

　自分の場合、心臓などの重要な器き官かんは、それが破は壊かいされたらアジャストで作り直される。

　だが、それが機き能のう出来る状態や、刺さったものが抜けない場合は、そういった障しよう害がいを避ける形に変形させて復帰してしまう。

　以前、武蔵むさしの第五特とく務むにやられた時も、そうだった。

　喉のどをまっすぐに貫通され、しかし呼吸系けいは保っていたため、刃やいばを避けるように身体からだが首に穴を開ける形で補ほ正せいした。

　丹に羽わの心臓貫通は、その上位バージョンだ。

　心臓を穿うがった刃の、突き込みが余りに鋭えい利りであった事と、後で布ぬの地じが止血のように穴を塞ふさいだため、おそらくそれは〝異い物ぶつ〟と判はん断だんされた。

　今、心臓は、異物を避けるため、その布に当たる部分に外がい壁へきを作り、トンネルのような形を設けている。

　再生復帰ではなく、変形で避けたのだ。

　無む論ろん、そんな心臓では不備がある。

　歪ゆがんだ形では、血流も不整となるだけなのだから。

　しかし、とりあえず循じゆん環かんが可能ならば、この身体はそれで通す。やがて負ふ担たんが重なって、こちらの身体が保もたなくなった時に、全身が再生されると思うが、

　……い、何時いつですかよう、それは……！

　いや、正直、心臓以前に、肺の時点でもかなり厳きびしい。何しろこちらは、息が出来ないのだ。肺を割った布は水平で、背と胸で縫ぬい止められているから、呼吸が満足に出来ない。

　急いで息を吸おうとしても、

「かっ、こっ、きっ」

　とか変な声になって格かつ好こ悪いですよう。そして足あし下もとで小さい大おお谷たにが、

『くっ、けっ？　ですか!?』

　とか謎なぞの五十音カ行を埋めようとしているけど後で憶おぼえてるですよ？

　ただ、キツイのがいきなり来た。

「く」

　心しん臓ぞうが、歪ゆがむように鼓こ動どうしたのだ。

　マズい。何がマズいかというと、痛みがハッキリしてないのがマズい。死んだ方が楽だが、だからこそ死ねない。そんなぎりぎりのレベルで何もかもが止まってくる。

「くあ……！」

　差し込まれた異い物ぶつが与えるのは、死ではなく、単なるこちらの負ふ担たん。身体からだの作り替えをしない程度に、しかし最大限の痛つう痒ようを寄よ越こすだけだ。

　ホントに心臓関係は、昔からマズい。何しろ焼き肉で言うとハツだ。

　……マズくないですよ？

　そういう意味では無い、とセルフでやってしまうくらいの痛みというか、痒かゆいような熱が全身を回っている。歪んだ心臓から、鼓動や呼吸を無視したリズムでそれが来る。

　昔、再さい生せい実験の中で、何度か心臓潰つぶしたり止めてみたりした事があったが、それと同等だ。

　あの当時も、担当の先生が、

「ハイ、痛かったら手を上げて下さ──い。──わあ動けるんだコレで！」

　とか、凄すごい事平気で言っていた気がするが、あれも相当痛かったのだ。

　全身がどうしようも無く軋きしんだ。これはホントに久しぶりで、

「く……！」

　やられたですよ、と己おのれは思った。

　参まいった、と思って、倒れ掛ける身をどうしようかと、そう思った時だ。

『小こ姫ひめ！』

　耳元で、とてつもなくうるさい声が響ひびいた。

『倒れるぞ貴き様さま!!』

　解わかってますってよ──う！
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　丹に羽わは、信じられないものを見た。

　肺はいを割って、心臓も貫つらぬいた相手が、今まさに倒れるという瞬しゆん間かんに、

「と」

　と足で蹈鞴たたらを踏んだのだ。そして、

「と、と、ととととと」

『跳ねるなあ──！』

　外に聞こえる音漏もれに、軽く身を引きつらせて直立。その上で彼女は、

「……と！」

　声と共に、口から大量の血が外に零こぼれた。肺からの逆ぎやく流りゆうだ。肺の中自体も、今は血に満ちた袋ふくろのようになっている筈はずだった。だが彼女は、水の泡あわを喉のどに押し込んだような声で、

「ぽ！　ぽにたけぱるたん！　ぷ、ぷるはぴれぷよ！」

『はあ!?　何言ってるか解わからんぞ！』

「ぱーか！　ぱーか！」

『貴き様さまあ──！』

　何か凄すごい。だが、どう考えても後の無い状況の筈はずだ。ただ、こちらは興きよう味み本位で、

「あの、何で動けるんだ？　激げき痛つうだろう、全身」

『はあ!?　馬ば鹿かか貴様！』

　……ああ、うん……、頭いいと思った事は無い、です、ねえ……。

　向こうの方が年ねん齢れい上だけど、何か真まっ向こうから言われるとちょっとショック。これでも一応は芸術系けいだから繊せん細さいなんですけど、そこら考こう慮りよ無いですかね将しよう軍ぐん様。

　だが、相手の頭部装そう甲こうが、はっきり言った。

『──馬鹿者！　小こ姫ひめはな、死んだ場ば数かずが違うのだ！』
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　鬼おに武たけ丸まるは、思い出した。古い事を思い出した。

『いいか！』

　俺おれは知っている。

『小姫は面めん倒どくさがり屋だ！　だから──』

　ああそうだ。昔もそうだった。

『死ぬよりも先に、面倒だから、諦あきらめたり、負けを認める悪い癖くせがある！』

　憶おぼえている。ずっと昔、死ぬ前に、謝られた事を。だが、今は違う。

『──今は死ねる！　負けるより、諦めるより、先に、な！　死んだら何も残らないというなら、負けも諦めも俺達にあるものか！　だからこちらの勝ちだ！　何故なぜなら──』

　何故なら、

『小姫が面倒だというなら、俺が[image: ]しかるからだ！』
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　無む茶ちやな、と丹に羽わは思った。

　機き動どう殻かくが何か言ったところで、どうなるものでもない。だって、

「無む理りだろう。だって、呼吸も鼓こ動どうも乱れていたら、全身の力は失われるだけだ」

　つまり、結果は見えている。

「ルドルフ二に世せいの記録を見る限り、呼吸系を潰つぶして酸さん欠けつになる場合、気き管かんをどこかに作るか、体内に酸さん素そをため込むようだな。

　──だが、呼吸系けいと循じゆん環かん系に〝異い物ぶつ〟を差し込まれ、それらが足りなくなっていった場合、どうなる？　それも、活動を休めばまた復帰出来る程度に、不足だった場合は、だ」

　答えは一つだ。

「休め生せい来らいの不ふ死し者しや。──不死は、生きるには辛つらい事だろう」

　言葉と共に、長身の姿すがたが膝ひざを突いた。

　一いつ瞬しゆん。彼女の充血した目がこちらを見た。だが、

『小こ姫ひめ！』

　機き動どう殻かくの呼ぶ声も届かず、彼女は倒れた。

　結ばれた両腕うでの重みに従うように、まっすぐに後ろへ、だ。
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　丹に羽わは、一ひと息いきをついた。

　そして身をゆっくりと回し、残ざん身しんに入る。

　現状、最大の敵は倒した。

「は」

　こちらへの対たい処しよがあると言っていたが、それを発はつ揮きされる前に潰つぶせた。

　無む論ろん、再さい生せい能力持ちだ。身体からだの負ふ担たんが全身を蝕むしばむならば、全てはアジャストされるだろう。

　……まあそれが何時いつになるかは、解わかりませんけどね。

　すぐではない。その辺り、自分なりに解る範囲で見当をつけた。

　ここで己おのれが勝利を宣せん言げんしても問題はあるまい。

　ただ、他に気になる事がある。

「大おお谷たに」

　呼ぶと、いた。だが近くでは無い。

　走り、逃とう走そうしているのだ。

　満月の明かりの下とは言え、光る姿すがたは小さくてもよく見える。

　走徒マウスにも似た状態の情報体は、必死に、城じよう塞さい艦かん列れつの方へと走っていた。

　南の門となる艦。その下部の通路は開いたままだ。既すでに清きよ正まさの班はんは内側に入り、戦せん闘とうを行っているらしい。彼らに向け、危き機きを伝えるのか。それともただ自分に危険が及ぶのを恐れているのか。

「おい待て」

　今いま更さら危き害がいを加えるつもりは無い。最大の敵は倒したのだ。病原ウイルス式の情報体とは言え、あんな小さな姿すがたではこちらに抗あらがう事は出来ないだろう。

　もしも警けい戒かいする部分があるならば、この相手は病原として戦せん艦かんなどの機き構こうを操あやつるという事だ。確保して、悪さはしないように言いつけておくべきだろう。

　だから自分は、前に小走りになって、

「おい。こっちに来い。──危害を加えるつもりは無いのだから」

『はあ!?　何言ってるんですかババア！』

　危害を加えようと思いました。ええ。ストレートに。

　ともあれダッシュで距きよ離りを詰める。雷らい獣じゆうも焰雀フエニツクスもこちらを支し援えんだ。即そく座ざに大おお谷たにに追いつく事が出来る。

　後は身を縮め、一気にかっさらおうとして、

「────」

　視し界かいに入る地面に、妙みようなものが見えた。

　月明かりによって、焼けた大だい地ちには影が落ちている。

　だが、大谷を拾おうとして姿勢を低くした己おのれの陰いん影えいが、相変わらず立ったままだったのだ。

　影がついてこないのか。否いな。これは違う。

　……背後に誰だれかがいるんですか……！

　誰かと言えば、一人しかいない。

　左さ近こんだ。

　だが、左近では無い筈はずだ。彼女の両腕うでを束そく縛ばくし、呼吸系けいと循じゆん環かん系を甘く潰つぶしてやった。先さき程ほど、機き動どう殻かくが意い地じを張ったものの、空むなしく倒れたばかりではないか。

　……だからこの影は、有り得ません……！

　と、左に距離のあるステップを踏んで、そこから振り向いた己は、それを見た。

　満月の光の下に立つ、長身の影を、だ。

　左近だ。

　立っていた。しかし力なく、だ。

　こちらの視線の先。彼女の両腕の束縛が、粗あらく剝はがれていた。腕を貫かん通つうした布が千ち切ぎれ、背から外へと垂たれては風に揺れていた。

　そして上じよう半身の至るところから、血が零こぼれては宙ちゆうに散り、消えていた。

　左近は、何か動くでも無く、立っているだけだった。だが、

「どうやって、束縛を逃のがれた……！」
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　左近は、よく解わかっていなかった。

　さっきまで、寝ていた気がする。というか寝ていた。ぐっすりですよ。

　とはいえ、目覚めもあまり気持ちいいものではない。

　何しろ両腕に、どういう趣しゆ味みかは知らないが、布が貫通している。初めはベルトかと思って、すわ変な趣味かフェチシズムにやられたかと思ったが、布だった。セーフ。

　で、その布が、背中にも食い込んでいる。胸の前側にも食い込んでいる。

　どういう仕掛けか、と思ったが、

「は」

　寝覚めは万ばん全ぜんでは無いが、寝る前よりもよくなった箇か所しよが確実にある。

　肺はいと、心しん臓ぞうだ。

　寝る前、息が満足に出来なかった覚えがある。鼓こ動どうが乱れていた覚えがある。全身が熱を持ち、破は裂れつしそうで、でもそうならない。そんな苦しさのあった覚えがある。

　いつ振りだろう。

　心臓の破は壊かいや、肺の圧あつ壊かいで、己おのれがどうなるかを試したのは。

　ホントにキツい。ただ救いがあるとすれば、

　……あれ、脳のうに酸さん素そとか行かなくなって、オチるんですよう。

　スっと意い識しきが消えるのは、意い外がいと気持ちが良い。癖くせになる。

　……いや、久しぶりにオチ寝しましたよう。

　以前は研究所の施設で、よくオチてた。懐なつかしい。そんな事を思い出せるなら、意外と苦しいのも、悪くない。そう思って、

「……ん」

　目が覚めた。
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「あっ、つ」

　という、左さ近こんの声を、丹に羽わは聞いた。

　……起きた……!?

　いきなり、全身の感覚が戻ったような相手の反応。腕を貫かん通つうする布に手て指ゆびまで引きつらせ、しかし、

「いたた、たた！」

　と、両の腕が背後に回り、それを引き抜いた。

　二本の、赤黒く染まった布だ。だが、自分が背に打ち込んだものよりも、短い。腕に残ったもの共とも々どもに、粗あらく裁さい断だんされているのだ。

　そして、地面に落ちた物があった。

　左近の背。その中央から、長い足の間に落らつ下かした物。そのシルエットは、極ごく厚あつの刃やいばだった。

　木ぼく刀とうだ。

　何故なぜ、それが背から落ちたのか。そして何故、今いま更さらのタイミングでなのか。己は即そく座ざに悟さとった。これは仕込みだったのだ、と。つまり、

「……刃を立てた木刀の上に倒れ、背後から心臓までを割ったのか！」
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　左さ近こんは、背に食い込んでいた布を外に捨てながら、丹に羽わの叫びを聞いた。

　……木ぼく刀とうの、……う、上？

　何ですよう、それ。

　否いな、今、背から布ぬの地じを引き抜いた時、確かに後ろに木刀が一本落ちた。

　という事は、それが背に食い込んでいたと言う事だ。だが、

　……あれ？

　背にだって装そう甲こうはある。今、それは閉へい鎖さ状態にあるが、

「鬼おに武たけ丸まるさん。まーた何かしましたですよ？」

『何だその物言いは！』

　ああ、そうですよ。多分というか、きっと、確かに、そうですよう。

　自分がどうなったか、今は己おのれも思い出している。心しん臓ぞうを身体からだの前後で縫ぬい止められ、肺はいも割られていたのだ。

　だが今、こちらを縫ほう製せいしていた布は身体の前後に食い込んでいるだけ。肺も心臓も再さい生せいしてリフレッシュですよ。

　そして背の装甲が一時的に開いていたなら、答えは一つだ。

　地面に置いた木刀の上に倒れるように、鬼武丸が誘ゆう導どうしたのだ。

　無む論ろん、鬼武丸が出来るのはパワーアシストだけだ。こちらを能動的に動かす事は出来ない。戦せん闘とう中に補ほ助じよをするのも、誘導はあるが、強制は無い。動くのは自分の身体が起き点てん。そういう関係だ。

　だが、膝ひざを崩くずす動きや、倒れる動きを、アシスト出来ない訳わけでも無い。

　ほんの一いつ瞬しゆんの中。鬼武丸は、やったのだ。

　戦闘中。腕を捉とらえられた自分の手から落ちた木刀を確かく認にんし、そこに〝アシスト〟した。

　それは、彼の働きだけでは無いだろう。落ちた木刀が、刃やいばを上に向けているとか、偶ぐう然ぜんにも程がある。

　大おお谷たにだ。

　彼が、こちらに拾わせるためか、先を読んでかは解わからないが、木刀を設置した。

　今、大谷は丹に羽わの近くにいる。

　丹羽に追いかけられていたのだとすれば、彼がやったのは、

　……囮おとりですよう。

　こちらが倒れ、再生するのを、丹羽の知覚から隠かくすため。そして今、自分は立ち、目が覚めたから、

「ボーっとし過ぎだ！」

　声と共に、丹に羽わにいきなり首を刎はねられた。
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　大おお谷たには、左さ近こんの首がまた吹っ飛ぶのを、視覚で確かく認にんしていた。

　……左近君、よく死ぬものですね。

　先さき程ほどと同じ流れだ。

　だが、そこからが違った。

　左近が、逆らわなかったのだ。

　……そう。

　己おのれは知っている。安あ芸きでの合がつ宿しゆくの時、初期には「大だい丈じよう夫ぶですの!?」と言っていた糟かす屋やが、最後には「あら！」と言っていたのを知っている。

　つまり左近は、初期には死ぬ事に抵てい抗こうしていた。踏み込んで堪こらえたり、死んでなお壁になろうと、そんな事をしていたのだ。

　だから糟屋は、気き遣づかったのだ。

　しかし、最後では、違った。

　鬼おに武たけ丸まるがアドバイスをしたのだと思う。死ぬ時、面めん倒どうだから抗あらがうな、と。

　初めは異を唱となえていた左近だが、やがてその理由が解わかった。

　今、それが証しよう明めいされている。

　左近は、首を刎ねられたり、腕や上じよう半身を飛ばされた場合、どうなるか。

　欠けつ損そん先の部位が、血ち煙けむりとなって本体側に合ごう成せいされようとするのだ。

　だから、抵抗しようとすると、吹っ飛んでいく欠損先に対し、残った欠損元との距きよ離りが離れてしまう。

　逆に、抵抗せずに受け入れると、どうなるか。

　吹っ飛んだ欠損先に対し、欠損元も同じ方向に倒れたり、吹っ飛んでいく。

　この場合、両者の距離はあまり離れない。だから、

『……僅わずかながら、再さい生せいが早くなります！』

　先程は、不ふ意い打うちという事や、地ち竜りゆう相手ではなかったため、左近の心の用意が無かった。

　今は違う。

　鬼武丸が言っていたろう。

『死んだ場ば数かずが違うのです！』

　死ぬ事すら実力の内だ。

　ゆえに己は見た。左近の首を刎ねた丹羽の横、血煙に散るのは首の切断面だけで、左近が即そく座ざの再生復帰をしたのを、だ。

　そして切断の動きに対して逆らわないと言う事は、

『小こ姫ひめ……！』

　左さ近こんが、丹に羽わの動きに追つい随ずいした。

『しっかり死ね！』

　[image: ]しかると同時に、左近が疾しつ駆くした。

　神を詰め込んだ丹羽の、追つい撃げきに入ったのだ。







[image: 第四十一章『神鳴舞台の騒ぎ者』]











●






「あ」

　と清きよ正まさは、音の響ひびきに気付いた。

　硬い音ね色いろが空を響ひびいて来る。木もつ管かん楽がつ器きにしては芯しんが詰まった音だが、それは連打で、しかもテンポを軽快にして大たい気きを叩たたいてくるのだ。

　南の方。自分達が来た方から、それは来る。

　今、己おのれは皆を率ひきいて、柴しば田たの布ふ陣じんの中央へと向かっている。置いてくる形になった左さ近こん達が気にはなっていたが、

「ええ」

　大だい丈じよう夫ぶです、と、己はそう思った。

　彼女達が、自分達に任せろと、そう言った理由に、何となく気付いたのだ。

　……私では、ちょっと無む理りな理由ですね。死を使いこなすのは。

　苦く笑しようして、自分は麾き下かに指し示じを出す。柴田の布陣の南面、メインとなる通りを、西側から攻こう略りやくする。通りの裏面にいる敵を排はい除じよし、クリアしていくのだが、これが出来れば、

「北側、糟かす屋や班はんと共に、中央にいる柴田班主力の挟きよう撃げきを狙ねらいます！　行きますよ！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　というかけ声に、硬こう音おんの連打が重なる。

　……凄すごいものです。

　夏休み前、自分に対して緊きん張ちようしていた長身の後こう輩はいは、今、どれだけの力と、そして、支える仲間を有しているのだろうか。
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　左近は駆く動どうした。

　高速で疾しつ駆くし、足を地面に突き刺してからの反動で丹に羽わの舞まいについていく。

　武ぶ器きは二に刀とうだ。一本は背から落ちた物を、そしてもう一本も拾い上げ、手て数かずを増やした。

　双そうの攻こう撃げきが、しかし丹羽の布剣で弾はじかれる。

　相手はこちらと同じ二刀。場合によってはそこから炎ほのおや雷かみなりを吹いてくる。

　だが構わない。

　欠けつ損そんしたら逆らわずに、即そく座ざの復帰をし、焼かれたならばその部位を自ら削そぎ落とす。

　痛いが、しょうが無い。

　どうせ以前にもあった痛みだ。痛いのは噓うそじゃないが、もう駄だ目めだと思うのは噓だ。

　噓は嫌きらいですよう。

　だから離れず、前に出て、逃のがしはしない。否いな、逃したところで、逃れられるものでもないと、そう思う。

　己おのれは知っているのだ。戦せん闘とうとは、単純に動き、相手を討うつだけではない、と。

　……そうですよう。

　夏の合がつ宿しゆくで自分が憶おぼえたのは、一人で戦っている時も、連れん携けいが生じるという事だった。

　それは、相手の動きを読む、という事だ。

　何しろ敵は百メートル超の地ち竜りゆう。幾いくら自分が大きくて頑がん丈じようで力があっても、まともにぶつかれば単たん位いが違う。簡単に負けるだけだ。

　だから最初は、避けて、打とうとしていた。

　だが、それでも追い込まれたり、選せん択たく肢しを失って袋ふくろ小路こうじのような状況に入ってしまう事があった。そのたびに糟かす屋やや平ひら野のに助けて貰もらっていたのだが、

　……違うんですよう。

　相手を見て、回かい避ひして攻こう撃げきというのでは、読めていない。

　糟屋を見ていて思ったのだ。

　彼女は相手を見て、攻撃ばかりしている、と。

　自分は避けてしまっている。糟屋は避けているけど、打だ撃げきもしている。回避攻撃、とか、連動とか、コンビネーションとか、そういうものだと思いもしたが、しかし違った。

　糟屋は、こう言ったのだ。

「よく解わかりませんけど、相手のやる事を全部潰つぶしていくんですの」

　相手の攻撃をかいくぐっているのではない。

　相手の攻撃に合わせて自分の攻撃を放っているのだ。

　だから回避は、さほどしていない。

「だって、ターン制のゲームじゃないんですのよ」

　言われて見れば確かにその通りだ。攻撃と防ぼう御ぎよ、ではない。攻撃に防御を含むのでも無い。

　状況に合った攻撃を閃ひらめき、放てばいいのだ。

　そう考える中で、鬼おに武たけ丸まるから、死ぬ事に逆らうなと言う指し示じも出た。初めは意味が解らなかったが、こう考えれば解る。

　死を、一行動と捉とらえるな、と。

　勝つには、攻撃するのが一番だと自分は思う。何しろ未み熟じゆくなので、相手に攻撃されたら防御から返せないかも知れない。というか武蔵むさしの第五特とく務むとの戦いがそうだった。

　そう考えると、清きよ正まさ様とか、ホント凄すごい。

　だって防御で凌しのいで、最後に勝つのだ。

　自分はまだそこまで出来ない。だから攻撃だ。

　当てる。

　回避や防御ではない。自分が無ぶ事じである必要は、特に己には無いのだ。だから、自分が攻撃出来るような状態を保ち、当てる。

　ただ当てに行く。相手がどんな攻こう撃げきをして、迎げい撃げきを寄よ越こしてこようとも、当てに行く。

　……相手がこれからくれる攻撃は何ですよう？

　そう思う事が〝読み〟の始まりだ。

　そして一人であっても、戦いとは、連れん携けいを生じるのだ。

　つまり、相手との連携。

　コンビネーションにおいて、右拳こぶしが自分だったら、相手は左拳だ。

　自分は、常に一人では無い。

　仲間と連携したように、敵と連携し、しかし当てろ。

「ああ……！」

　動く。追いかけ、刃やいばを叩たたき込めば返される。

　連携が利いている。丹に羽わと今、確かに自分は連携している。

　隙すき間まが無い。ただ高速で、ついていきながら、

　……お。

　己おのれは、叫んだ。

「鬼おに武たけ丸まるさん……！」

　言葉は、彼への報告で有り、指し示じだった。

「丹羽様を、捉とらえたと思いますですよ……！」





●






　丹羽は、不意の奇き妙みようを感じた。

　左さ近こんの動作が、変わったのだ。

　彼女は、今まで高速に、こちらの動きについてきていた。だがそれは、全身の膂りよ力りよくとリーチを活いかしつつ、再さい生せいを短たん縮しゆく化かさせる事によって速度を得る、つまり力技だった。

　今は違う。

　先さき程ほどからの彼女の動きが、荒っぽいながらも、無む駄だが無いのだ。

　何処どこかで見た動きですね、と思って、そんな事は無いと、そう思う。何しろ彼女とは初しよ対たい面めんなのだ。

　だとすれば、答えは一つだ。

　……対応されていますね……!?

　どういう仕掛けかは解わからない。ただ、左近の追つい撃げきと迎撃は、歩数と剣けん戟げきを重ねるごとに正確になり、無駄が無くなっていく。

　こんな短期間で実力が上がるものか？　否いな、そういう場合も有り得るが、今は違うと思う。何故なぜなら、実力が伸びるには、その前に〝壁〟があるからだ。

〝壁〟に引っかかって、実力を伸ばす事が出来なかったのが、それが解消される事で、一気に伸びる。

　今まで伸びていなかった分、一気に伸びるように感じるのは、〝壁〟に押さえ込まれていたからであって、時間単たん位いで割ると、普通に伸びていた人とあまり差はない。ただ、〝壁〟を越えるコツと、そこまでに他の力をつけていた場合、ただ単に伸びていく人よりも素そ地じが豊かになるので、先の伸び率りつも高くなる。

　左さ近こんの場合は、どうだろうか。それを思し案あんして、

「────」

　否いな、と己おのれは再度の否定を確信した。

　何故なぜなら、自分は彼女の課題としての〝壁〟になる要因が無い。初しよ対たい面めんであるせいもだが、彼女がこちらを超えようとしていた節ふしや、彼女の課題に該がい当とうしていた部分があったろうか。

　無い。

　それに彼女は先さき程ほど、技を使った。初しよ手てでは使えなかった、再さい生せいの効こう率りつ化かだ。これは今、こちらを追つい撃げきするのに合わせて、やはり精せい度どを上げて来ている。

　つまり左近は、既すでに〝壁〟を一つ越えていて、だからここにいる。

　ならば彼女の追つい撃げきが動きを変えたのは、実力の伸びなどではない。

　仕掛けがあるのだ。それは何かと思った時。己は、一つの声を聞いた。

「タ」

　左近だ。彼女が俯うつむきながら、一つの音を口ずさんでいる。

「タタ　タン」

　それはリズムだった。
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　タ　タタタン　タンタタ　タタタン

　タ　タタタン　タタタン　タン　タタタン

　タ　　　タタ　タタタ　タタタ

　タ　タ　タ　タタタ　タタタタタ　タタ　タン
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　踏み込みと、追撃と迎げい撃げきと、それらに合わせて口ずさまれるリズムを丹に羽わは知っている。

　そして左近の仕掛けを理解した。

　彼女がこちらについてくる事が出来る理由も。

　その正確性を高められる理由も。

　更さらには、

　……道どう理りで、何処どこかで見た動きな訳わけです……！

　仕掛けは単純だ。

「私が今聞いている曲を、そちらでも同時に再さい生せいしてるのだな……！」
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「清きよ正まささんが、ホント、よくやってくれましたね」

　砲ほう撃げき音の響ひびく安あ土づちの食堂で、百ひやく紋もん検けん地ちを展開しながら、片かた桐ぎりは呟つぶやいた。

　今、自分の目の前には、多重の波がある。

　清正が戦せん闘とう中に受けた丹に羽わからの攻こう撃げきと、相手の踏み込みのタイミング。機き動どう殻かくが、相手への対応のために蓄ちく積せきした戦闘記録を、清正はこちらに流してきていたのだ。

　その解かい析せき指し示じには、こうあった。

「これを再さい現げんすれば、丹羽様の聞いている曲が解わかります」

　確かにそうだ。

　音楽には幾いくつもの特とく徴ちようがあり、その一つが打だ楽がつ器きなどの奏かなでるリズムだ。特にドラムなどは足を踏み込む時の契けい機きになりやすい。

　とは言え、常じよう人じんに、その音の並びから曲を見つけるのは無む理りだ。

　だから自分が介かい入にゆうする。

　まずは音を目に見える形で波にして、図ず式しき化する。

　そして次は、自じ動どう人形達が検けん索さくに掛ける。ただ、音おん源げんを集めるのは竹たけ中なかの仕事だ。何しろP.A.Oda通神帯ネツトで受け取る事の出来る音楽データは、全て神を讃たたえるものとして扱われているのだ。だから全ての音源は神の元。十じつ本ぽん槍やり内で明確にムラサイ側の関かん与よ権を持っているのは竹中なので、彼女が通神帯の音楽サイトから悉ことごとくの楽曲を入手したのだが、

・黒　竹：『いやー……、おねーさん、こんなにお金使ったの、生まれて初めてですよ。しかもその内容が音楽サイトで〝すいません、上から下まで全部〟って。

　購こう入にゆうの制御情報プログラムに確かく認にんで聞かれましたもん。〝アぁ？〟って』

　雑なサイトだ。

　だが、曲が入ってしまえば、こっちのものだ。

　自動人形達が、精せい査さし、検けん分ぶんする。一曲を聴きき終えるだけの時間は必要だが、そこからの分ぶん析せきと、自分が作った情報との照しよう合ごうは完璧だ。今も通つう神しんで自動人形達が、

『片桐様の情報、雑な作りで照合の誤ご差さ合がつ致ちが多発してますね……』

『あ、何だかもう三百件もヒットしちゃって……』

『これだから人間のアバウト性が悪い方に出ると厄やつ介かいなんですよね……』

　……完璧！　完璧ですよ……！

・ＡｎＧ：『あーあ、ギリーがメーワク掛けてんよ──』

・きめえ：『そうね。完かん璧ぺきだと思ってる人間程迷めい惑わく掛けるわよね』

・□□凸：『い、痛いところを直接突いてくるのはうちの魔女テクノヘクセンですか……！』

　だが、照しよう合ごうは最終的に出来たのだ。

「解わかりました！」

　左さ近こんの通つう神しんに安あ土づち側から介かい入にゆう。そして音おん源げん情報を送ると、鬼おに武たけ丸まるからの受じゆ領りよう印いんが確かに返ってきた。

「音源は、戦せん闘とう鼓こ舞ぶのために作られた女性バンド〝エミーラ・エミーラ〟が二十年前に対極きよく東とう勢せい力りよく戦を前にヒットさせた曲〝KOUTA〟です！」
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　鬼武丸は、その音源を聞いてこう思った。

　……何だこのチャラチャラした歌は……！

　自分達が現げん役えきだった時代。歌は公く家げ達の飾りのようなもので、正直、武ぶ家けの時代の空気を平へい家けから継つぎ、自分達のものとして切り開いていく己おのれにはまだるっこしいものだった。

　しかし朝ちよう廷ていに取り入らなければ、武家としての身分を内だい裏りから確定されない。

　ゆえに自分達とて、歌というものを学び、それに慣れていったのだ。

　形式を重んじる。それが自分達、武家のあり方だ。朝廷や公家どもが暴ぼう走そうしたならば、帝みかどの意い向こうによって彼らを押さえ込みもする。粗そ野やではない。

　だが、何だこれは。歌とは、五・七・五・七・七の戒かい律りつが有り、それが歌の加か護ごを発生させるものでもあろうに。

『──西が曇れば雨になる　北で止やみ候そうろう　我が恋は』

　恋こい歌うた、というのも、自分達が嫌きらった軟なん弱じやくな公家達のあり方だが、文字数の戒律どころか、節ふしも何もルールが無い。

『──寝乱れ髪がみの涙の色は　春はる雨さめに乱るる糸いと桜ざくら』

　これはもう歌でも何でも無いだろう、と自分は思う。しかし、自じ動どう人形の解説に拠よれば、

『隆りゆう達たつ節ぶしと呼ばれる、戦せん国ごく時代末まつ期きに流行した小こ唄うたです、鬼武丸様。──Shaja』

『これは公家や武家では無く、街まち中なか、市し井せいから生まれた歌。その場の思い付きや感情などをあけすけに、ただ自由に表現したのです。ただ、当時は、そのような自由表現を何と呼ぶべきか解わからず、そして方法の発はつ想そうは起き点てんに〝歌〟を有していたため、〝歌の範はん疇ちゆう〟として止とどまりました。正式に言えば、散さん文ぶん詩しの一種であろうとは思います。──Shaja』

『では何か、つまり──』

　つまり今、自分が音源として聞き、小こ姫ひめに聞かせようとしているのは、

　……教育に悪過ぎるな！　恋歌や遊び歌ばかりではないか……！

　だがここには、一つ、自分などでは至し難なんとされるルールが見える。それはつまり、

『〝既き存そんのルールに縛しばられるな〟、という、逆ぎやく縛しばりのルールか！』

『Shaja！　それゆえに高速かつ、文字数が変動するので、これに動きを乗せれば、外からは、行動タイミングが読みづらい筈はずです！　何しろ〝KOUTA〟のフルバージョンは原げん型けい五百首しゆ強を改かい案あんして四十二分ありますから！　──Shaja』

　成なる程ほど、それだけの長なが丁ちよう場ばを操あやつれるとなると、確かに戦せん闘とう歌かだ。

　歌か詞しを読んでいると、今の己おのれには無い、人ひと肌はだがざわめく感があるが、若い者にはこういうのが届くのだろう。

　自分には理解出来ないが、小こ姫ひめ世せ代だいにはいい筈だ。

　それを理解せず接していたから、昔は失敗した。

　今は、違う。

『小姫！　丹に羽わの流している曲だ！』

　小姫には解わかる。その思いで自分は己の音おん響きよう術じゆつ式しきで彼女に高速の響ひびきを届けた。

　すると小姫が、ややあってから、

「あのですよ？」

『何だ小姫！』

　いや、と前置きして彼女が言った。

「これ、二十年前のヒットソングですよう？　〝エミーラ・エミーラ〟ので、もうカバーが三つくらいされてるような？　ちょっと鬼おに武たけ丸まるさんの趣しゆ味みだとしても、まあ頑がん張ばったと思うんですけど、古いですよう……」

『俺おれの趣味とか言うな貴き様さまあ──!!　いいから聞け！』

　どことなく矛む盾じゆんしてるな俺、と思いながら、音量を一気に上げた。
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　丹羽は、左さ近こんが俯うつむきの状態で追つい撃げきを始めた事に意味を感じていた。

　……こちらの足あし捌さばきを見ていますか！

　意い図とはどうあれ、足は全ての動作の起き点てんだ。それを確かく認にんされている事で、こちらの速度も読みやすくなっているだろう。

　まさか自分が背後の三千人に奏かなでさせている曲が、バレるとは。

　否いな、メジャー曲だったのだ。それもムラサイの方で、戦闘用の鼓こ舞ぶ曲としても使われたのだ。バレても仕方ない部分はある。

　だったら、と己は思った。速度を上げよう、と。

　右の手を上げるのが、テンポアップの合あい図ず。それに応じて背後の三千人が、音を加圧し、

「行きますよ……！」

　一いつ瞬しゆんにして、今までの動きがズレる程に加か速そくした。

『丹羽様！　御願いします！』

　皆からの応おう援えんが来る。それはこちらの加圧も含めて、

『私達がいる以上、負けませんよ……！』
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　麾き下かの声に押され、丹に羽わは動いた。

　布の刃やいばを振るい、左さ近こんを、もはやこちらが迎げい撃げきする状況に入る。

　お互いは不ふ死し者しや。単純な攻こう撃げきは無意味でしか無い。

　ゆえに己おのれは動作した。舞まいを調ちよう整せいし、速度を一気に上げ、

「勝負だ……！」

　左近の動きに、こちらとして対たい処しよをするつもりで、先回る。

　相手に合わせるなど、先せん輩ぱい格かくとしては恥はじでしか無い。だが、勝つための方策を、己は迷わず選択した。左近の背後に回る動きに、布の動きを重ね、

「これならどうです……！」

　己は、左近の首を刎はねた。
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　手て応ごたえの充分を丹羽は感じた。

「行ける……！」

　と叫んだ自分は、満月の下で散る光を見た。

　だがその色は、跳ねた左近の首が散らす血ではない。

　金きん属ぞくの破は片へんだ。鉄の装そう甲こう。それは、

　……腕わん甲こう!?

　右腕うででガードされたのだ。

　だが、おかしい、と己は思った。今まで、布剣が左近の装甲を砕くだいた事はないのだ。

　あるとすれば、

　……機き動どう殻かくが、装甲をパージした!?

　装甲の密みつ度どを上げず、パージすれば、防ぼう御ぎよ性能は下がる。その事実を証しよう明めいするように、掲かかげられた左近の右下か腕わん装甲の内側がほぼ全ぜん壊かいした。しかしそんな事を行った理由は、

『速くなるだけなら簡単だ！　装甲解除だけで捕まえたぞ……！』

　軽量化したパワーアシスト。その力で、左近の手が、こちらの布剣を摑つかんでいた。

　彼女自身には、ついてこられなかった動きの筈はずだ。下手へたをすればバランスを崩くずして転てん倒とうをする速度域いき。そこに機動殻のパワーアシストによる誘ゆう導どう任せで介かい入にゆうするとしたら、

　……この二人は、どれだけの信頼感で繫つながっているものですか……!?

　思いつつ、身を引いた。しかし、左近のリーチが上回った。

　こちらの右腕うでへと、手放した布を伝うようにして彼女の右手が来た。

　追いつかれる。

　即そく座ざに手を引いたが、右の中指と左指を、向こうの親指と手の平の腹で挟まれた。

　危険を感じる。これは相手の作った流れに乗っていると、そう思う。

　後の判はん断だんは一いつ瞬しゆんだった。

　……離り脱だつします！

　流れを断ち切るため、自分は、己おのれを切った。

　確保された右の手を、刃やいばで切断したのだ。

　だが、使用したのは、布剣ではない。あれは精徒ジンの力で剣にしているものだ。その加か護ごで傷をつけたら自じ傷しよう扱いになり、ダメージとなる。だから使うのは、

「ついているな……！」

　左さ近こんが手放し、落とした木ぼく刀とうがあった。己はそれを足のステップで踏んで跳ね上げ、左手で摑つかみ、

「残念だったな……！」

　断ち切った。
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　痛みはなかった。

　急ぎ、更さらなるターンとステップで丹に羽わは左近の背後に回った。

　対する左近がまだ振り向いていない。

　勝しよう機きだ。

　だが、左手の木刀では、左近を縫ぬい止める事が出来ない。

　そして自分の右手首はまだ修復が成っていない。

　成った。

　ならば後は、簡単だ。まだ振り向いていない左近の背に、布の刃を突き立てれば良い。

　迷いは要いらない。ただ即座に仕し留とめるだけ。しかし、己はその時になって気付いた。今、左近の背の向こうに、大きな影が見える事に、だ。

　……あれは──。

　広場の北側。城じよう塞さい艦かん列れつの巨きよ影えいだった。

　壁を作る艦列と自分の間。そこに左近が、北を向いて立っている。
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　ここは広場の中央。城じよう塞さい艦かん列れつまで距きよ離り五百メートルはある場所だ。

　そこに左さ近こんが割って入って来た事を、丹に羽わは悟さとった。

　……否いな！

　今まで、ターンの動きやお互いの位置の取り合いで、そうなる事はあった。

　だが、今回は違いを感じた。

　己おのれはこう思った。今、自分は、左近の背後に回ったのではない、と。

　彼女の背後に、回らされたのだ。

「……っ！」

　悪い予感がした。

　ゆえに急ぎ、攻こう撃げきを入れる。縫ぬい止めに行く。

　ただそれより速く、長身の武む者しやが背を向けたまま攻撃を放った。

　何も無い虚こ空くう。広場の宙ちゆうに、左近が両手を広げ、表示枠レルネンフイグーアを左右に展開した。

　音おん響きよう術じゆつ式しきだった。

　直後。左近が吠ほえた。先さき程ほどまで血を飛沫しぶいていた口から、咆ほう吼こうとして、北の虚空へと、

「掛かれ……！」
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　鬼おに武たけ丸まるは、小こ姫ひめの爆ばく圧あつにも似た咆吼と同時に、それを確かく認にんした。

　二つある。

　一つは、背後の視覚素そ子しが、丹羽の全身にぶちまけられた流りゆう体たい光こうの欠片かけらを見た事。

　もう一つは、自分達が向いた城塞艦列の上、遠くにいた三千人が、いきなりに、

「……！」

　音だ。奏かなでていた音楽に音声がいきなり戻った。

『やったぞ……！』

　己は、小姫の成果を確信した。

『貴き様さまのデカい声が、三千人の加か圧あつを、寸断したのだ！』
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　丹羽は、不ふ意いに全身を襲おそった失速の中で、それでも抗あらがった。

　……舞ぶ台たいの破は壊かいですね……!?

　左近が行ったのは、爆ばく圧あつ咆吼の一種だ。それも、竜りゆうとは違い、人間の発声器き官かんで行われるために四し方ほうへの展開力が強いもの。攻撃としては、背後の三千人には届かない。威い力りよく射しや程ていは良くて三十メートルと言ったところだろうか。

　しかし、こちらと麾き下かの間を結ぶ。あるものを潰つぶすには、充分だった。

　音楽だ。

　三千人の加圧の曲。神に捧ささげられ、聞こえはしないが流れていた曲を、割られたのだ。





●






　全ての力を失いながら、丹に羽わは思った。敵はこちらの完全封ふう殺さつを狙ねらったのですね、と。

　自分と麾き下かの間に作られたのは、左さ近こんの声による爆ばく圧あつの壁。

　爆ばく砕さい術じゆつ式しきなどでは一点集中で拡散してしまって作れないものだが、音おん響きよう術式で支えた声は、充分な範囲系けい術式攻こう撃げきだ。

　自分の加か護ごは、麾下の奏かなでる曲を、自分が神に納める事で加か圧あつされている。

　その音は、捧げたからには聞こえなくなるが、無くなっている訳わけでは無い。

　それを寸断された。

　短い時間の事である。だが、今まで、莫ばく大だいな加圧の中で遊んでいた精徒ジン達は、

『……!?』

　いきなり足場を失ったかのように、空中へと転び出た。

　己おのれの周囲、大たい気きには、こちらから剝はがれた加圧の余よ韻いんが散っている。それこそが今の本体と勘かん違ちがいしたのだろう。雷らい獣じゆうも焰雀フエニツクスも、宙ちゆうに散る光に乗って遊び、

『────』

　消えた。土ど竜りゆうがそうであったように、戻らない。

　彼らは充分に遊んだのだ。そして己は、失速し、

　……人の事は言えませんね。

　清きよ正まさに対し、その戦い方では仲間を失うと言った自分が、それとは違う戦い方で、仲間と分断されてしまった。

　ならば自分にとって、何が正しいのだろうか。ただ、不明を感じ、足を止め、

「────」

　己は言葉を失った。その時だ。

「あ──」

　左近の長身が、いきなり背後へと倒れるのを、己は見た。

　何事かと思えば、左近が満月を仰あおぎながら言った。

「お腹なか空すいたですよ──う。……流石さすがに死に過ぎですってよ……！」





●






『小こ姫ひめ……！　勝負を捨てるのか……!?』

　いやいや、と左さ近こんは思った。

「どうせ丹に羽わ様、もうろくに戦えませんってばよう。だってほら、ペット消えたし、音楽とか使えたりいろいろあっても、神様クラスじゃないですよ？　他の誰だれかが対たい処しよ出来ますよう」

　そう言いつつ、鬼おに武たけ丸まるが納なつ得とくいかないのも、己おのれには何となく解わかる。

　彼は、自分に、手て柄がらを与えたいのだ。

　だが自分自身の燃ねん料りよう切れは、如何いかんともしがたい。こちらの身しん体たい状況を把は握あくしている鬼武丸には、それが解わかっているのだろう。

『おい、大おお谷たに！　働け！』

　その言葉と同時に、光が見えた。

　視し界かいの下の方、城じよう塞さい艦かん列れつの上に、幾いくつもの表示枠レルネンフイグーアが展開したのだ。それは、

『皆様、御ご静せい粛しゆくに御願いいたします！　大谷・吉よし継つぐと申します！　今、丹羽様の音おん響きよう術じゆつ式しきに介かい入にゆうし、その動作を強制停止させて頂いただきました！』

　丹羽と麾き下か三千人の加か圧あつを切った瞬しゆん間かん。病原ウイルスが介入をする。そんな手て筈はずが、ここで確かに行われたのだ。

　もはや、丹羽は個人でしか動けない。

　そして精徒ジンも既すでに外に出てしまっている。だとすれば、

「皆の成果ですよーう」







[image: 第四十二章『高空の因縁屋』]
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　丹に羽わは、落ちかけた肩を堪こらえた。

　自分が、してやられたのは解わかっている。

　左さ近こん達との戦せん闘とうにおいて、考え違いが一つあったのだ。

　彼女達は、こちらに勝とうとしていなかった。

　清きよ正まさが元々そうだったように、勝つのではなく、封じる。

　丹羽という存在を倒すのではなく、その攻こう撃げき手段などを完かん封ぷうする。

　清正が、こちらの攻撃と技を読み、土ど竜りゆうを剝はがして布ふ石せきとした。

　土竜がいれば、違った筈はずだ。

　精徒ジン二体、強力な存在とは言え、清正や左近の全力に対しては、外にその力を出している余よ裕ゆうがない。己おのれを強化するため、詰める事となった。

　三体いれば、出力に余裕が持て、力を外に振るえたろう。

　この辺り、清正がこちらの攻撃を逐ちく一いち潰つぶして来たのも、影えい響きようしている。精徒の力を外に出す事が出来なくなったからだ。

　対し、左近の〝詰め〟はそれ程でもなかったので、精徒の力を外に出していれば、最後、彼女の咆ほう吼こうを雷らい撃げきで止める事が出来たろう。それを出来なかったのは、清正との戦闘で、〝詰め〟られる事に対しての警けい戒かい心しんを植え付けられたからだ。

「────」

　清正の〝詰め〟が布石で、そして、何もかもが布石だ。

　特に、大おお谷たにの放ほう置ちが痛い。

　否いな、大谷自体は、逃げ出すフェイントを行ってから、じっと広場の隅すみにいた。

　だが、彼の分体は、城じよう塞さい艦かん列れつの門を開けたように、その内部に仕込まれていたのだ。

　大谷は城塞艦列を開け、きっと、艦列の内部を通る通つう神しん経けい路ろを伝って麾き下か三千人に介かい入にゆうした。最終的な契けい機きは、こちらとの接続が遮しや断だんされて生じたブランク狙ねらいの一いつ瞬しゆんだったろう。

　……成なる程ほど。

　幾いくつもの手を重ね、こちらを封じる。

　全ては清正の手て柄がらであり、大谷の手柄であり、左近の手柄であろう。左近が最後に締しめを作ったが、彼女の成果は清正がベースにあってこそだ。

　誰だれもが誰もの補ほ佐さであり、価か値ちに繫つなげたのだ。だとすれば、

　……私の、補佐とか、そういうのの拘こだわりって、何なんでしょうね。

「左近さん」

　もはや精徒はいない。なので、いつもの口く調ちようで問うてみる。

「貴女あなた、ここで全力を使い果たして、どうするんですか。まだ、中は戦せん場じようでしょうに」

「中にはもっと強い人達がいるから大だい丈じよう夫ぶですよう。それに、島しま・左さ近こんは、聖せい譜ふ記き述じゆつでは賤しずヶ岳たけの戦いに出場してないんですよう」

　だから、と彼女は言った。

「私は外で、〝ここまで〟、ですよう。中入って暴あばれたら言いい訳わけ出来ないって、竹たけ中なか様にそう言われましたですよ。それに──」

「それに？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と左近がこちらを見た。

「それ、駄だ目めですよう」

　と視線で彼女に示されたのは、右の手だ。一体この手の何が悪いのか。それは、

「気付いてないのが駄目ですよう」

　それ程の事があっただろうかと、そう思った瞬しゆん間かんだ。

『自分で切断しただろうが！　忘れたのか！』

　ああ……、と思った時点で、左近の言う通りだ。気付いてない。

　そして、彼女が言った意味が何となく解わかった。左近は痛みを感じるのだ。

「すみませんですよ。ちゃんとつかんでおくべきでしたよう」

「それは──」

　もしも手首までを押さえられていたら、肘ひじまでを断っただろう。肘までを押さえられていたら、肩を断ったろう。そして肩までを押さえられていたら、

「────」

　そこでようやく、怖おぞ気けが来た。

　そしてようやく、実感が来た。

　首も手首も、同じ身体からだの一部だろうに。

　勝つためとはいえ、随ずい分ぶんな選択だ。

　左近が、大だいの字じに全身を広げて言う。今や全ての負ふ傷しようを再さい生せいし、ただ疲れただけの寝転がりで、彼女は言う。

「痛くない人は、そういうの大だい事じにしないから、駄目なんですよう」

「それは──」

「全部、大事なんですよう。──どれかが無くなってもいいとか悪いとか、そういうの、無いんですよう」
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　丹に羽わは思った。失うものが、自分にとって大事だったとするならば、

　……私もまた、同じですか。

　己おのれにとっても、去って行く者にとっても、だ。今までずっと、自分の事を思っていたが、

　……ああ。

　本当の、補ほ佐さや、支え合うとは、そこにまで至る事なのか。

　守るとか、戦うとか、そういう事ではない。それは力の驕おごりだ。

　ならば、と思った自分は、ふと気付いた。随ずい分ぶんと、相手を理解しようとしている、と。

「そっか」

　時代が変わるのを、私はこうして受け止めていくのだと、そう思った時だ。背後から声が来た。麾き下か三千人。その中の一人が、こう叫んだのだ。

「丹に羽わ様！」

　言われた。

「──ちょっと無む理りしてるくらいがいいんですよ!!」
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　そうだよな、と誰だれかが言うのを、戦楽部隊メフテルの面々は聞いた。皆が言って、全員が聞いた。

　三千人、男も女も、若いのも老いたのもいろいろいる。意見が完全にまとまる事など、そうそうない。

　あるとしたら、丹羽がまとめた時だけだ。

　だけど丹羽を頼っている訳わけでは無い。

「鳴らせ！」

　別に丹羽がいなくても、自分達は一人の奏そう者しやで、音を鳴らせる。地元では音楽ばっかりやってて大だい丈じよう夫ぶかと、そう言われたような連れん中ちゆうばかりの三千人だ。

　丹羽が〝合った〟から、信じてついてきたのだ。いいと思ったから、自分達の力でメジャーにしてやろうと、そう思ったのだ。

　彼女は織お田だ家け重じゆう臣しんの襲しゆう名めい者しや。でも聖せい譜ふ記き述じゆつでも、ちょっと影が薄いとされる内の一人だ。

　何しろ丹羽は、織田家が各地に勢力を伸ばしていく中、その立場から中央と地方の間に立ってとりまとめを行っていく。これでは、各地で戦果を上げていく仲間達に対し、中央で地じ味みな仕事ばかりで昇しよう進しんも無くなるだけだ。

　だが、それが必要として、織田家をまとめる役を担になったのが丹羽・長なが秀ひでという存在だ。

　時代を見る目があった。

　何しろ、この賤しずヶ岳たけの戦いにおいて、聖譜記述では、羽は柴しば側なのだ。

　滝たき川がわ・一いち益ますの代だい理りとして今はここにいるが、だが、この選択は、丹羽という存在の役目としては間違っていない。

　織田家を中心とした時代の転換を、現場の雄ゆう達とは別に、見届けたのが丹羽・長秀だ。

　この辺り、前まえ田だ・利とし家いえにも通じる部分はあろう。

　皆の和を気き遣づかい、しかし、それゆえに、激げき動どうを全て見る。

　酸すいも甘いもあるだろう。立てば盛じよう者しや、座れば必ひつ衰すい。鐘かねが幾いく度ど鳴ったとしても、丹に羽わ・長なが秀ひでは行かねばならない。次へ次へと見ていく役目だ。

　今がそうだ。時代が変わる。そして降りていく者達がいるならば、

「丹羽様！　盛り上げましょう……！」

　そのためにする事は、出来る事は、ただ一つだ。

「……鳴らせ!!」

　総員で音を鳴らした。吹いて、奏かなでて、弾はじいて叩たたいて、踊って歌った。

　もはや自分達の音と動きには加か護ごが乗らない。何の事もないただの音だ。

　それを理解した上で、一人が、ギターを横抱きにするように弾ひきながら、こう言った。

「何だお前ら！　誰だれもここから降りないのかよ!?」

　当たり前だ、と一人が応じた。

「加護もないし、術じゆつ式しきもないし、疲れてもいるけどな」

　だけど、

「ちょっと無む理りしてるくらいがいいんだよ……！」

　ちょっとじゃねえだろ、という声に皆が笑う。そして、

「……丹羽様！」

　全員が、広場に立つ自分達の長に声を掛けた。

「ここ、一人分、空あいてますよ……！」
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　丹羽は、息を吸った。

　……全く、ろくでもない。

　今までずっと、戦ってきた。調ちよう整せい役の仕事とて、交こう渉しようや、その力を誇こ示じする事に拠よる静かな戦いなのだ。

　丹羽・長秀として、負ける事なく、また、多くを見届けていく。そんな覚かく悟ごがあったからか、辛しん辣らつな判はん断だんも幾いく度どとなく行ってきたし、これからもそうだろう。

　自分は、自分の手首を切る人間だ。だがそれは、痛みがない時だけだし、

「左さ近こんさん。──私の麾き下かに手を出していたら、戦せん闘とうは続行してましたよ」

「それは、あれですよ？」

　左近が、小さく笑って言った。

「丹羽様の身体からだは、皆ですかよう」

「彼らに祭り上げられての私ですからね。──だから、いつも楽しい」

「敵かなわないですよ──う」

　だが、それもこれで一ひと息いきだ。聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、丹羽・長秀は賤しずヶ岳たけの戦いで羽は柴しば側についたのち、しかし羽は柴しばが織お田だ家けを押さえ込みに掛かる振る舞いを見て、行動を別にしていく。

　天てん下か取とりに、嫌いや気けが差したのだ。

　立場としては、最年長。羽柴が天下を取る直前に亡なくなるが、そこまでを上の立場から見届ける事が出来たのは、丹に羽わ・長なが秀ひでの存在が羽柴にとっても楔くさびだったのだろう。

　古き時代の象しよう徴ちよう。だとすれば、

　……新しくなろう、というのは、ちょっとどころじゃない無む理りがありますね。

　それをやったら、別物だ。だから今、為なすべきは、

「────」

　歌おう。現場を見ながら、しかし一線から引く自分と、降りていく者達の知る歌を。

　本当はいろいろと感情を表おもてに出してしまいたいところだが、

「ちょっと無理してるのが、いいのでしょう」
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　鬼おに武たけ丸まるは、丹羽の歌声を初めて聞いた。

　以前、ネルトリンゲンでは、彼女は結けつ界かいの中で歌っていた。先さき程ほどの戦せん闘とうでは、彼女の歌は神に捧ささげられて聞く事が出来なかった。

　そして今、聴きくのは、

「──不ふ慮りよに其方そなたと馴なれ初そめて」

　聴こえる。否いな、これは、

「──今はなかなか物思い」

　聴ける。

「──物思い」

　聴けるでは無いか。

「──今はなかなか物思い」

　恋こい歌うただ。戦せん場じようで流すような歌では無い。だが彼女の声は、遠くから聞こえる音楽に乗り、

「──身は山やま雀がら　放せよ我を」

　確かにこの音では、この言葉か。それとも逆か。だが、

「──待つのみばかりで　来る身でも無し」

　山雀だから、松の実と胡桃くるみか、と思ったところで、小さく笑ってしまった。一体どういう掛かけ詞ことばだ、と。だがこれが、

　……丹羽の時代の歌か。

　自分達の時代にも、あった。今、新しい音楽を浴びているだろう小こ姫ひめにとっても、そういった楽がつ曲きよくが、彼女の時代の曲になるのだ。

　戦闘を鼓こ舞ぶするための曲では無い。

　だが、これは鼓こ舞ぶの曲だ。この曲を聴きいていた連れん中ちゆうを、全肯こう定ていするための選曲だ。

　丹に羽わが、歌いながら歩いて行く。最終的な舞ぶ台たいは、城じよう塞さい艦かん列れつの上だろう。

　そして、表示枠レルネンフイグーアが来た。

・黒　竹：『ハイ、左さ近こんさん、鬼おに武たけ丸まるさんも、大おお谷たに君も、お疲れ様でした』

　竹たけ中なかだ。彼女が言葉でものを伝えてくると言う事は、現状、まだ余よ裕ゆうが無いという事だ。

　……内部は、激げき戦せん区くか。

　そこにこそ飛び込みたいが、今、こちらも、それこそ都市制せい圧あつ級の人材との相あい対たいを終えたばかりなのだ。

　飛び込んだところで邪じや魔までしか無い。そんな自覚の上で、己おのれは次の言葉を見た。

・黒　竹：『丹羽さんが戦楽部隊メフテルの指し揮きに集中するようなので、とりあえず解かい釈しやくとして、その音楽は戦せん場じよう全体への鼓舞でもあると、そんな風ふうにとる事にしてます。そうすれば丹羽さんが賤しずヶ岳たけに羽は柴しば側として出場したと、そういう言いい訳わけも出来ますからね』

・鬼武丸：『まだるっこしい話だな。俺おれの時代から四百年経たって、人類は未いまだにそんな遠回しな事をやっているのか』

・黒　竹：『いやいやこれが流行なんですよ、そっちの現げん役えき時代より更さらに』

　という竹中の事を、己は思い出した。コイツもまた、長ちよう寿じゆ族ぞくであったのだな、と。

　長く生きていれば、それなりにいろいろ事情があるだろう。ゆえにこちらは詮せん索さくをせず、

・鬼武丸：『回かい収しゆうは？』

・黒　竹：『正直、待たい機きを御願いします』

　竹中が言った言葉に、視し界かいが動いた。小こ姫ひめが身を起こすのだ。

　彼女は、は、と息を入れ、

・小　姫：『中、ヤバいんですよ？』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、敵の主力戦せん士し団だんが出てきて、南北からの挟きよう撃げきに対して遅ち滞たい付きの迎げい撃げきをやられてますね。あの森もり君が武ぶ神しんを出すとか出さないとか、情報も錯さく綜そうしてまして、清きよ正まささん達は、内部を南西に回って、同じく内部を北西に回った糟かす屋やさん達と合ごう流りゆう。そこから中央へと突とつ撃げきを掛けようかと、そんな流れです』

　ふんふん、と小姫が地面に図を書く。その情報を見ているだけでも解わかるのは、

『五ご分ぶ五ご分ぶか。……相手も、東側の戦せん力りよくをほぼ西向きに投入しているからこその迎撃だろう』

『そーですね。ただ、ちょっとマズい機き会かいが見えてきました』

『マズい機会って、何だそれは!?　言葉は解わかり易やすく使え』

「自動ドアを自動扉とびらとか、エレベーターを昇しよう降こう機きとか言う鬼武丸さんもなかなかのもんだと思いますですよ？」

『正しい言葉を使っているだけだ！　というか安あ芸きでの食事で出たオタフクソースとは何だ!?　オタフクは素材でも地名でも人名でもないぞ！　何のソースだ一体！』

「あの、竹たけ中なか様、ちょっと鬼おに武たけ丸まるさんコーフンすると社会の闇やみを指し摘てきし始めるので、先に話を進めてくれませんですよ？」

『アー、ハイハイ。その悪い機き会かいってヤツなんですけど、さっき、可か児に君が、敵てき陣じんの中央で戦せん闘とうをしてたんですね──。ホント、ど真まん中なかで。ちょっと上の方でしたけど』

　可児というのが誰だれかは知っている。小こ姫ひめよりもやや早く、小お田だ原わら征せい伐ばつから現場に投入された新人だ。記録では戦せん績せきが芳かんばしくないものの、どう見ても相手が悪過ぎる。各かつ国こくの総そう長ちよう、副ふく長ちようクラスと当たって、互ご角かく近いのだから、

　……小姫のいいライバルになるかもしれんな……！

　負けてられん、と思ってしまうのは、ちと心が狭いか。将しよう軍ぐんなのだから寛かん容ようであらねばな。

　だが、その相手の現状を、竹中がこう言った。

『だけど可児君、ちょっと確かく認にん出来なくなっちゃって、このままだと中央から柴しば田た班に持って行かれる可能性が出てきたかなー、とか。

　何か負ふ傷しようしたとか、そんな見立てもあるようなので、現場確認を可能な範囲で進めて貰もらってますけど、福ふく島しまさんの合ごう流りゆうもまだですし、ちょっと怖こわいところですねー』
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「鹿しか殿どの！　何かこちらは柴田様の布ふ陣じんの東に来ているようで御ご座ざりますが……！　おや地面にそちらの御仲間の足あし跡あとが。──帰き巣そう本ほん能のうで御座りますか!?　ちと左に！　左に！」
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「丹に羽わ先せん輩ぱいが降りちゃったかー……」

　呟つぶやいてみれば、意い外がいに予感していた事だったと、不ふ破わは思った。

　……でもまあ、丹羽先輩の事まで、ここで解決するとは考えてなかったけど。

　不破は、地上に降りていた。

　地上と言っても、見晴らしの良い輸ゆ送そう艦かんの上だ。既すでに新しい布陣は組み直されており、自分は次の動きを考えながら、全体の補ほ給きゆう経けい路ろの流れを変化させている。

　……何処どこまで保もつかなあ。

・お前田：『ミッチー！　ちょっと食しよく糧りよう関係の経路を重要し過ぎていないかい？　逆に全体の仕事が増えると思うんだけど』

・ふわあ：『柴田班の補給経路は燃ねん料りようか食糧基き準じゆんなのよ。寒かん冷れい地ちだから。武ぶ器きとか術じゆつ式しきはその次。だから新しん規きで武器や術式用のルートを作るくらいなら、そっち利用した方が楽っしょ。コンテナ運ぶのは同じなんだし。そこらの指し示じは現場に任せて、あとは通路の確保ね。そこらへんもそっちに任せたいけど、大だい丈じよう夫ぶ？』

・お前田：『出来る？　って聞かないのがズルいなあ』

　御ご免めん、と言わず、そうね、と言った。

　その上で食しよく糧りようなどの、日常時の最新経けい路ろを前まえ田だにも送っておく。この辺り、自分がここにいる間、何度も刷さつ新しんしたものだ。何しろ各地と輸ゆ送そう艦かんや戦せん艦かんの行き来があるため、柴しば田た班はんの布ふ陣じんはすぐに形を変える。それに対応して、なるべく予算を使わないようにする、というのが、自分の仕事の大半だった気もする。

　それも今夜で一いち段だん落らくだ。

　再就しゆう職しよく、するかなあ、どうしようかなあ、とは思う。今は戦せん場じようで砲ほう撃げき音を聞き、響ひびく爆ばく発はつの衝しよう撃げきに身を震わせてはいるが、だから尚なお更さらに未来の事を考えてしまう。

　……各かつ国こくの制せい服ふくコレクションとか、再就職の役に立つかしら……？

　何とも現実逃とう避ひだが、その現実とは、何処どこの内にあるものだろう。

　自分の事ではない気がする。自分と関係する周囲を含めてを〝自分〟と言っていいなら、そうは言えなくなるが。

　つまり、先せん輩ぱい格かくが去って行く事に対し、逃避したいのだ。

　だが、そうも言っていられない。現場は忙いそがしいし、

「来たわね……！」

　北の空から、砲撃の遣やり取とりを突き抜けて光のラインが一本飛んできた。

　羽は柴しば側の魔女テクノヘクセンだ。

　単独行だが、バックアップを受けていない筈はずもあるまい。その一直線は、ただまっすぐに夜空を飛ひ翔しようし、ある場所に行き着いた。

　こちらの頭ず上じよう、可か児にを包んで浮ふ上じようしたままの輸送艦がある。

　その上に、白の加か速そく器きを固めた機殻箒シヤーレベーゼンが、確かに辿たどり着いたのだ。

　何をするかは解わかる。可児を救出するのだろう。

　彼女は今、輸送艦の内部で動けなくなっている。それが負ふ傷しようか、気を失っているのか、それとも何らかの理由で行動が制限されているのか、自分には解らない。

　来た魔女は、確か加か藤とう・嘉よし明あきか。

　戦せん闘とう艦を破は壊かい出来る機殻箒の出力ならば、輸送艦を開くのは楽に出来よう。

　ただ、輸送艦内部の何処どこに可児がいるか、見当をつけておかないと酷ひどい事にもなりかねない。その警けい告こくをしておこうと、そう思った瞬しゆん間かんだ。

　砲撃音が頭上から響ひびいた。

「……いきなり撃うった!?」

　振り仰あおいだ空に己おのれが見たものは、そうではなかった。

　砲撃の音が生じたのは確かだ。だが、力の放たれる方向が違った。

　輸送艦上にたどり着いた魔女は、中にいる可児を無視して、こちらを、眼がん下かの柴田勢ぜいを砲撃に入ったのだ。
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　嘉よし明あきとしては、次の足場を探していたのだ。

　先さき程ほどまで使っていた巨きよ大だい骨こつ格かくの大木は、自然消しよう滅めつによる自じ壊かいで使えなくなった。

　次の場所として見つけたのが、空に浮いていた餃子ギヨーザだった。

　輸ゆ送そう艦かんであろうとは思った。だが、戦せん闘とう中に見上げて確かく認にんした時、

・ＡｎＧ：『キメちゃん！　カニ玉が餃子に包まれたよ！』

　何言ってるか解わからん。中ちゆう華かが食べたいというのは解った。

　……安あ土づちの食堂はM.H.R.R.神聖ローマ帝国系けいや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ系だものね。

　ただ、次の足場として乗ってみると、なかなか優ゆう秀しゆう。何しろ、何故なぜかここには敵の砲ほう撃げきが来ないのだから、

「撃うち放ほう題だいね……！」

　ああ楽しい。
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「不ふ破わ様──！　不破様──！　羽は柴しば勢ぜいの魔女テクノヘクセンが、こっちが人ひと質じちにとった可か児に・才さい蔵ぞうを盾たてにして一方的な砲撃を！」

「あの！　あの！　迎げい撃げきして良いですか!?　不破様！」

「あれ──!?　何か伝わってない気がするなあ──！　何かおかしいなあ──！」

・お前田：『ミッチー、誰だれもが自分と同じと、そう思わない方がいいんじゃないかな？』
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　嘉明は、いきなり顔横に表示枠レルネンフイグーアが来たのに気付いた。

　砲撃をしている最さい中ちゆうなのに邪じや魔まね、と思うが、味み方かたからの指し示じだったら大切だ。

　……何かしら。

　見れば、P.A.Oda、ムラサイ式の表示枠だった。映るのはコレ確か敵側の、

『現地会計、不破よ！　いい!?　貴女あなた、その足場にしてるのは──』

「いい足場、感かん謝しやしてるわ、先せん輩ぱい」

　陽よう動どうに耳を貸す気はないので手しゆ刀とうで表示枠を割った。
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　竹たけ中なかは、いきなり顔横に表示枠が来たのに気付いた。

　自分は一応、用心としてまだ甲かん板ぱんの先にいる状況だ。寒くてお腹なか冷えるし、そろそろ中に戻っていいですかねー、と思っていたら、

『竹たけ中なかさん！　不ふ破わです！』

　陽よう動どうだと思ったので〝聖骸の勇気クルース・フオーテイチユード・旧代ウエトウス〟で表示枠レルネンフイグーアを叩たたき割った。

　……向こう、不破さんも暇ひまなんですかねー。

　状況的には五ご分ぶ五ご分ぶだと思っているが、そんな状況で、経けい路ろ設定などに忙いそがしい筈はずの会計がわざわざ通つう神しんで陽動狙ねらいとは。だがまたすぐに表示枠が来た。

『竹中あ──！』

　……呼びつけですか!?

　一応、これまで何度か顔合わせたり、言葉交わしたり、福ふく島しまと可か児にの合がつ宿しゆくの際にはそれなりに話もした仲だ。現地会計として、柴しば田たの無む茶ちや振ぶりに対応してるというのは、よく出来る人だというのも解わかっている。だが、

「不破さん、もーちょっと礼れい儀ぎ持ちましょうよー」

『あ！　繫つながった！　コラ！　ちょっとそっち、何て指し示じしてんの!?』

　さっき、ロケットパンチ飛ばしていた陣じん営えいの台詞せりふだろうか。まあアレは前まえ田だの範はん疇ちゆうで、こっちは違うと、そういう事なのかもしれないが、

「一体何があったんですか？」

『そっち！　加か藤とう・嘉よし明あき！　──今、彼女が足あし場ばにしてる輸ゆ送そう艦かんに、可か児にが閉じ込められてるのよ！　人ひと質じち！　解る!?』

　一応、戦せん場じようの状況は追っていた。が、直近となると現場の報告待ちなところもある。見れば嘉明の足場にしていた巨きよ大だい骨こつ格かくの身体からだは流りゆう体たいの欠片かけらとして散っており、嘉明本人は元気に柴田の布ふ陣じん中央の空に浮いた輸送艦上から砲ほう撃げき中だ。

『戦場の不ふ文ぶん律りつとして、捕ほ虜りよを戦闘に利用したら駄だ目めでしょうが！』

・安　土：『竹中様、ぶっちゃけ可児様の入った輸送艦を向こうは盾たて代わりにもしているので、ちょっと一ひと言こと、言って頂いただけませんか。──Shaja』

・黒　竹：『あの、私、他人とコミュニケーション取るのが凄すごい苦にが手てなんですけど』

・□□凸：『こ、根本的な問題を提てい起きするのやめましょうよ……！』

　いやまあそんな面めん倒どうな事言われましても。

　だが、確かに、向こうとしては言いい訳わけもあろう。見ている感じ、輸送艦は推すい進しんシステムや浮ふ上じようの仕掛けを大半破は損そんしていて、自然降こう下か待ちだ。下手へたに手を出せば墜つい落らくする。

　……やるとしたら、他の輸送艦、二、三艦で下を支えた上で解体や、浮上システムを切って一いつ緒しよに降下、とかですかねー。

　とはいえ、そのような事を今やってる暇ひまはないだろう。

　仕方ない、という気持ちで、自分は表示枠を開いた。

・黒　竹：『あのー、嘉明さん？　ちょっといいですか』

・きめえ：『駄目よ』

　即そく答とうであった。
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・黒　竹：『駄だ目めだそーです』

・ふわあ：『何!?　何そのコミュニケーション不全……！』

・黒　竹：『い、いや、不ふ破わさんはコミュニケーション能力高いんですか!?』

・モリー：『横から失しつ敬けいしますけど不破さんは彼かれ氏しも出来て充実ですよ！』

・ＡｎＧ：『あー、タケ子負けた──』

　的てき確かくな意見来た……！　と竹たけ中なかは思ったが、別に個人の充実は個人それぞれですしー。

・黒　竹：『あの、ちょっと、脇わき坂さかさん、嘉よし明あきさんに言って貰もらえます？』
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・ＡｎＧ：『キメちゃん！　キメちゃん今、カニ玉入りの餃子ギヨーザ踏んでるって！』

・きめえ：『アンジー、お腹なかが空すいたなら安あ土づちに一度下がっていいのよ』

・ＡｎＧ：『いやいや、そうじゃなくて！　その餃子、中にカニ玉が入ってるんだって！』

・きめえ：『アンジー、言いたい事は解わかったわ。でも、私、思ってたけど』

・ＡｎＧ：『え!?　何!?』

・きめえ：『──それ、あまり美お味いしくないと思うの。ブヨブヨしてそうで』
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・ＡｎＧ：『御ご免めん！　駄目だったよタケ子！　通じない！』

　どうしたものかと竹中は軽い目眩めまいを覚える。

・ふわあ：『というか、戦せん場じようのルールを守りなさい！　そっちは！』

・黒　竹：『い、いや、ちょっと待って下さいよー。こっちとしても可か児にさんの保ほ護ごがしたいのは当然なんですってば。どうしたらいいか、上手うまく言いにくいんですが──』

・６　　：『柴しば田た班はんは可児の安全を確保したかったら嘉明の砲ほう撃げきを受けろ』

・ＡｎＧ：『ショーロク流石さすがだよ！』

　ホントにそうだと思ったものだが、何の解決にもならん。

　……参まいった──。

　自主性恐るべし。そんな事を考えた直後、救いが来た。

・モリー：『大だい丈じよう夫ぶ！　そんな時には頼れる触しよく手しゆにお任せ下さい！』

　え？　と見た柴田の布ふ陣じんの方。砲撃や散る防ぼう護ご障しよう壁へきの中で、空に浮かんだカニ玉入りの餃子がある。

　かなり高い位置にあるそれに、下からジャンプした姿すがたがあった。

　巨きよ大だいな人ひと型がた。しかし、大おお型がた骨こつ格かくではないそれは、

「あれが噂うわさの〝人間無ぶ骨こつ〟！」

　通つう神しんに、森もりの声が届いてきた。

・モリー：『──とう!!　僕の跳ちよう躍やく力りよくなら、一いつ瞬しゆんです！』
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　嘉よし明あきは、輸ゆ送そう艦かんの下から飛んできた影を、反射的に砲ほう撃げきで撃げき墜ついした。

　穿うがった。

　大たい気きを伝わって確かな手て応ごたえが有り、ちょっと嬉うれしい。小お田だ原わら征せい伐ばつの時に比べて、自分もそれなりに成長した。〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟も〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟も、開発側との遣やり取とりが充実しており、いろいろな部分での強化がなっているのだ。

　だからこの場を守れば、負けない。そんな事を思った時だ。

『甘かったですね……！』

　下から、またいきなりの影が来た。

　間に合うので撃うった。そしてヒット音が鉄の色で再度響ひびき、相手が明らかに吹っ飛んだ。

　だが、三み度たび下から、

『残念です！　僕の武ぶ神しんは、同時に複数体行けるんですよ！』

「三度目に解わかり易やすい説明を有あり難がとう」

　一発ぶち込んで輸送艦から叩たたき落とした。しかしその時には、もう背後に気け配はいがある。

　……成なる程ほどね。

「自分の一部を合ごう一いつさせ、遠えん隔かく的に操あやつる。そういう事ね」

　振り向いた先に、やはり同じ武神がいた。

　先さき程ほどのものと同じ気配。同じ動作。つまりこれが、

「〝人間無骨〟の森・長なが可よし、──一応、ノヴゴロド以来ね」
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　森は、嘉明の言葉に感動した。自分はノヴゴロド戦に出場しているが、嘉明達は任務として福ふく島しまと清きよ正まさ両名の脱だつ出しゆつ補ほ佐さだったのだ。

　現場では、挨あい拶さつもしていない。そんな仲だ。だがこちらを知っていて、自分達が同じ現場を共にしていたと、そんな扱いにしてくれる。

『憶おぼえていてくれたんですか！　僕の事を』

「ええ。──触しよく手しゆが宿った武神が投げられまくった後で叩たたき切られたと聞いたわ。生きている辺り、そういう生物なのね」

　解ったわ、と嘉明が頷うなずいた。

「撃うつなら延えん焼しよう性の高い焼しよう却きやく弾だんね」

　砲ほう撃げきされた。
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　遠とお間まから見ていた前まえ田だは、輸ゆ送そう艦かん上の武ぶ神しんが文字通り〝く〟の字になって回かい避ひしたのを見た。おやおや、と周囲に金を撒まきつつ、自分は安全な場所へと移動しながら、

・お前田：『駄だ目めだよ森もり君、女の子のくれるものは全部受け止めないと』

・モリー：『延焼弾とか、当たったら流石さすがにマズいですよ！　熱いんですよ!?』

・ふわあ：『チンコの丸焼きかー』

・モリー：『お、女の子がチンコとか言うんじゃありません！　不ふ破わさんはたまにその辺り忘れさせますが、とりあえず、めっ！』

　触しよく手しゆがもう一発撃うたれた。森の武神がのけぞって、〝へ〟の字になって戻るが、

・ふわあ：『真ま下したからだとよく見えないけど当たった？』

・モリー：『何ですかその期待感……！　大だい丈じよう夫ぶ、避けますよ！』

　と、羽は柴しば側の魔女テクノヘクセンが砲撃した。だがそれは、森相手ではない。

　輸送艦の、合がつ掌しよう上になった上面に、延焼術じゆつ式しきをぶち込んだのだ。

　お、という周囲の声がしたのは、やはり注ちゆう目もくを浴びていたのだろう。

　直後に、着ちやつ火かを示す大たい気きの破は裂れつ音おんがして、

「おや」

　森の周辺から、一気に輸送艦が燃え上がった。
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『ちょ、ちょっと待って下さい！　貴女あなた、何してるんですか！』

　武神がこちらを指差して言う言葉に、嘉よし明あきは首を傾かしげた。

「当たらないから火にまみれさせてやろうと思っただけよ」

『ホントにそれしか考えてないですよね!?　ね!?　というか、その場合の御自分は!?』

「いや、私、飛べるし」

『成なる程ほど！　合理的ですね！』

　褒ほめられると悪い気はしない。フ、と小さく笑って、

「有あり難がとう」

　砲撃した。





●






　前田は、遂ついに森の武神が垂すい直ちよくジャンプで〝土〟の字になるのを見た。

・お前田：『意い外がいとバリエーションあるね森もり君』

・モリー：『あ、危ない！　誰だれか何とかなりませんかコレ！』

・ふわあ：『つーか森！　アンタちゃんとしなさいよ！』

・モリー：『き、起き点てんが誰かすっかり忘れてますね不ふ破わさん……！』
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　森は着ちやく地ちした上で、即そく座ざに声を出した。前を見れば既すでに対地砲ほう撃げきを再開している嘉よし明あきがいて、己おのれは完全に無視されている。が、ここはメゲずに、

『すみません！　ちょっとコレはヤバいです！　本当です！』

「そうしてやったんだから、万ばん々ばん歳ざいね」

　振り向きもせずに言われた台詞せりふに、いえそうではなくて、とこちらは今の話を別に置く。

『この輸ゆ送そう艦かんの中に、可か児に君がいるって知ってますか!?』

「どうして」

『ええと、不破さんと戦せん闘とうしていたからです！』

「現地会計と？　何故なぜ？」

『テンション上がったからじゃないでしょうか……』

「この輸送艦が、こうなってるのも？」

『そうです！　不破さんがテンション高くし過ぎたんです！』

　そう、と嘉明が頷うなずいた。そして彼女は、次の砲ほう弾だんとなる棒ぼう金がねをセットしながら、

「──その手には乗らないわ」
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・超正義：『うわあ……、凄すごく身に覚えのある展開です……』

・小　姫：『ああ、大おお谷たにさん、余よ計けいな事しますからですよう』

・超正義：『というか、嚙かみ合う人達と全く嚙まない人達がいるのですよ……！　さっき清きよ正まさ班はんの手助けして解わかりました！』

・ＡｎＧ：『あれ？　ツギーいるの？　オッス！　オッス！』

・超正義：『うわあああああ嚙まない人達に寄せられてきた……！』
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　待って下さい！　と武ぶ神しんがこちらに手を翳かざしたのを嘉明は見た。

『いいですか！　下にいる可児君の事をイメージして下さい！』

「──Ｔｅｓテスタメント．、想そう像ぞう出来るわ。可児が、輸送艦の中で一いつ杯ぱい御ご飯はんを食べて走り回っているのが想像出来るわ。猫ねこもいるわね。そして大谷が追いかけられているの」

・超正義：『その艦かん、接続切れているので自分はこっちにいますよ！』

「じゃあ大おお谷たに無しで、後はイキで」

『い、いや、それ以前に、半はん壊かいして照しよう明めいもない輸ゆ送そう艦かん内部ですよ!?』

「見もしないで証しよう明めい出来るの？」

　いや、それは……、と武ぶ神しんが口ごもった瞬しゆん間かんだった。

　左手側、北の方から飛んできた安あ土づちの主しゆ砲ほう撃げきが武神に横から直ちよく撃げきした。

　意い外がいに軽い音が、それこそ一いつ瞬しゆんだけ響ひびき、武神が消える。

　すぐに右手の地上の方から、何か石を崩くずすような音が聞こえてきたので、とりあえず邪じや魔まはいなくなったと解かい釈しやくしていいだろう。

　すると、顔横に表示枠レルネンフイグーアが来た。〝安土〟だ。今の一いち撃げきの礼れいを言おうと思ったら、彼女は先に一いち礼れいして、

『嘉明様、そちらが足場にしている輸送艦。その中に可か児に様が内包された際の動画がこちらになります。宜よろしくお納め下さい。──Shaja』
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　森もりは、これが何体目だったかなあ、遠えん隔かくで感覚系けいの同期も大変だなあ、と思いながら、輸送艦上に跳ちよう躍やくした。

　……ともあれ、今度こそ説せつ得とくです！

　延えん焼しよう術じゆつ式しきで上部構こう造ぞうが燃え上がる艦かん上じよう。それでもまだ火がついていない場所はある。そこを選んで立った自分は、嘉明に向き直る。すると嘉明が眉まゆを立てた顔でこう言った。

「可児を閉じ込めたなんて、何て酷ひどい事を……！」

　……あれ!?　僕、何なん話わ分ぶんか話を抜きました!?

　二週分くらい見み逃のがした後の展開になっている気がした直後。正面撃うちからの砲撃を食らって己おのれは艦上から吹っ飛んだ。
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　嘉明は事じ態たいを理解した。輸送艦内部に入れれば話は早いが、これだけ見事に閉じているとそう簡単には進まない。

　……面めん倒どうなのが、外から内部に通つう信しんが届かないという事ね。

　艦の出力が、仮か想そう海かいなどの外部側に回っており、通つう神しん管理などが出来ていない。防ぼう御ぎよ状態になっているらしく、通神関係もシャットアウトだ。

　だが、今の自分のように密みつ接せつしていれば別だろう。

　魔術陣マギノフイグーアを出し、それを床面に設置。これを〝場〟として、輸送艦の存在をセット。氏うじ子こ登とう録ろくと同じような手段だが、魔女テクノヘクセンは土地を使つかい魔まのようにも扱える。だから、

「──可か児に！」

　魔術陣マギノフイグーアの下。艦かんの装そう甲こうを通じて、こちらの音を向こうに響ひびかせる。

「可児！　御ご飯はん食べてないで起きなさい！」
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・ＡｎＧ：『またキメちゃんが無む茶ちや言ってるよ』

・超正義：『無茶って解わかってるなら忠ちゆう告こくしませんか!?　しませんか！』

・モリー：『あのっ、あのっ、僕の努力は何処どこに行き場を……！』

・ふわあ：『こりゃ〝安あ土づち〟の一人勝ちね──』
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　可児は、空から聞こえた声に、慌あわてて目を覚ましていた。

　食事中だったのだ。夢の中、朝だった。朝食は太いソーセージにモツ鍋なべで、両親がタン塩を焼いていた。「あ、森もり先せん輩ぱいをリスペクトしてますね！」と思ったら覚めた。

　目を開けてみると、真まっ暗くらだった。

　……夜!?

　合っているが、違うと思った。身体からだの内、下にしている右半身が冷えている。体温を奪うばっているのは、冷たい硬こう化か木材の床だ。

　何で朝じゃないんです!?　という疑問への答えは、すぐに意い識しきがはっきりして解わかった。自分は不ふ破わとの戦せん闘とうにしくじって、輸ゆ送そう艦かんに閉じ込められたのだ。

　そして今、恐らくは天てん井じようと思える方向から、声が聞こえる。

　嘉よし明あきの声だった。

「可児！　起きてるの!?」

「Ｔｅｓテスタメント．！　起きてます！」

「可児！　起きてるなら返事しなさい！」

「Ｔｅｓ．！　起ーきーてーまーす!!」

「可児、寝ているなら艦をブチ抜くわよ！」

　どうやらその方向で話がまとまりそうだが、危険なので表示枠レルネンフイグーアを開いた。艦内は通つう神しん関係の接続が切れており、防ぼう護ご状態で管理系けいが固まってしまったのだと推すい測そく出来るが、ならば、

　……艦かん外がいに出れば解決なんですけどね！

　ここら、教本で習った通りで、ちょっと嬉うれしいが困りもする。

　通神を開き、設定で受動接続を〝布ふ教きよう状態〟で開放。そうする事で、自分を〝圏けん〟にして外と繫つなぐ。すると、

　……あ！　〝異い教きよう〟が一件いますね！

　嘉よし明あきだ。接続許可を送ると、すぐに向こうと繫つながった。

・きめえ：『可か児に!?　Tsirhcツアークの布ふ教きようだったら張り倒すわよ!?』

・カニ玉：『今晩は！　お久しぶりです大加か藤とう先せん輩ぱい！』

　応答は出来た。その上で、己おのれは気になる事を言った。周囲、艦かんの内破構こう造ぞうが自分を避けているのは、笹ささ群むらが傘かさのようになってくれたんですね！　と分ぶん析せきしつつ、

・カニ玉：『何だかさっきからコゲくさいんですけど、何ですかコレ！』

　Ｔｅｓテスタメント．、と嘉明が応じた。

・きめえ：『今、アンタのいる輸ゆ送そう艦かんは炎えん上じようしているの。私もそろそろここから退たい避ひして、別の位置から下の砲ほう撃げきに充実しなければならないわ』

・カニ玉：『炎上!?　どうしてですか!?』

　ええ、と嘉明が即そく答とうした。

・きめえ：『──森もりがいたから火が点ついたのよ』
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・ふわあ：『噓うそは言ってないわね……』

・ＡｎＧ：『だよね、噓は言ってないね……』

・超正義：『ど、同意したくありませんが条件は満たしています……！』

・モリー：『いや、事実は言ってますけど真実は言ってませんよ!?』
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　嘉明としては、急ぎ、可児の脱だつ出しゆつを図りたかった。

　……ここが足場として使えないなら、安治アンジー達の方にまた回らないといけないものね。

「だけど、人ひと質じちというのは厄やつ介かいだわ」

　ともあれ救う方法は一つだ。

・きめえ：『これから艦を上下に打ち抜くわ。そっち、下で保ほ護ごする？』

・カニ玉：『いえ、下に降りて、やらないといけない事があります！』

・きめえ：『それは？』

　はい！　と可児が応じた。

・カニ玉：『不ふ破わ先せん輩ぱいを倒します……！』





●






　へえ、と不破は思った。地上側の経路を、三段階程に組み上げながら、こう思った。

　……来ちゃうか──。

　負ふ傷しようしているだろうに、リベンジとは。こりゃ結けつ構こう詰められたかな、とは思う。

　だが、自分は先せん輩ぱい格かくだ。

「いいわよ。逃げも隠かくれもしないから、一直線にやってきなさいって。──相手をして、見届けてあげる」
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　解わかったわ、と嘉よし明あきは言った。炎ほのおが迫り、翼つばさを煽あおるが関係ない。後こう輩はいがやるというなら、先輩としては応おう援えんをしてやるだけだ。

・きめえ：『これから艦かんの中央を上下に貫かん通つうさせるわ』

・カニ玉：『え!?　ちょっと待って下さい！　中央以外、残ざん骸がいで埋まってるんですけど、どうしたらいいんです!?』

・きめえ：『解ったわ』

　嘉明は可か児ににアドバイスした。

・きめえ：『当たったら駄だ目めよ』

　そうね。

・きめえ：『しばらくして、十秒数えたら撃うつから、それまでにどうにかなさい』

・カニ玉：『Ｔｅテ、Ｔｅｓテスタメント．……！』
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　地上で戦せん闘とうしていた誰だれもが、上空からの打だ撃げき音を聞いた。

　何事？　と見上げる空。その高い位置に浮かんだ輸ゆ送そう艦かんの艦かん底てい部が、内側から異い音おんを連続してあげている。何か、音を聞くからに、

「中にいる人が、えらく焦あせってる？」

「いや、上を見ろ！」

　輸送艦の上面はもはや燃えさかる火に包まれ、上には長大な対たい艦かん砲ほうを真ま下したに構えた白の魔女テクノヘクセンが浮ふ上じようしていた。

　大体状況は解った。だが詳しよう細さいについては、

「あれ、多分、脱だつ出しゆつを急いでるのよ！」

「つまりイリュージョンか！」

「おい！　十秒以内って噂うわさが飛んでるぞ！　あと、中にいるのは可児君だってよ！」

　おお！　と皆がそちらに腕を振りあげた。

「急げ──！」

「頑がん張ばれ！　あと少しだ！」

「その艦は中央が合わせ構こう造ぞうだからそのまま行け──！」
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　下の民たみが、わあああ、と声をこちらに上げるのを見聞きして、嘉よし明あきはこう感じた。

・きめえ：『誰だれもが私を応おう援えんしているのね……』

・モリー：『現実を！　現実をよく見て下さい嘉明さん！』

・ふわあ：『森もりー。何か情報端スレツドでアンタが火ーつけた事になってるんだけど』

・モリー：『ま、待って下さい！　僕、火ひ属ぞく性せいじゃないですよどう見ても！』

　襲しゆう名めい者しや達もなかなか賑にぎやかだ。ではまあ、数を数えよう。

「いーち」

　下で可か児にが頑がん張ばっている。それを憂ゆう慮りよして、ゆっくりと数えていく。すると、

・ＡｎＧ：『──キメちゃん！　不ふ破わ先せん輩ぱいが中央の流れ仕切ったせいで、こっちちょっと押され気ぎ味みになってるんだけど！』

「──十」

　砲ほう撃げきした。







[image: 第四十三章『現場の落とし者』]
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　可か児には、何もかもの寸前で輸ゆ送そう艦かんを脱だつ出しゆつした。

　初めは、笹ささ群むらの打だ撃げきを一点に集中しようと思ったのだが、二発目で間違いだと気付いた。

　……艦内側の装そう甲こう板ばんが、展性します！

　打撃部が伸びて緩ゆるい円えん錐すい状に突き出すだけで、穴にならないのだ。

　だから考えを変えた。八本の笹群を、自分の周囲を囲む柵さくのように真ま上うえから射しや出しゆつし、

「切り取ります！」

　床面がやや傾斜していたので調ちよう整せいが必要だったが、一発目で手て応ごたえが来た。中央部を浮かせるように、八つの穿うがちが鋭い窪くぼみを作り、そこからあきらかな外気が来たのだ。

　とはいえ装甲は多重構こう造ぞうだ。外がい殻かくと内ない殻かくの間にはバイタルスペースもある。だから急ぎで、

「笹群……！」

　連打を叩たたき込んだ。そして一枚を抜き、一気に三枚を抜き、更さらに外がい壁へきに至ったと思ったところで、艦かん底ていの中央部が見えた。

　メインフレームの竜りゆう骨こつの脇わき。そこに四本を突き刺し、続く四本を、

　……左右から二本ずつの交差打ち……！

　突き刺した刃やいばを左右に広げるのだ。

　速度と正確性は、メインフレームの肉抜き穴を正確に貫つらぬいた。

　行った。快音が響ひびき、火花が散ると同時に、外がい界かいが見えた。

　久しぶりに見る外は眼がん下かの光こう景けい。柴しば田たの布ふ陣じんの直ちよく上じよう図ずだ。

　広がった装甲の裂さけ目の向こう。幾つもの輸送艦が並び、また動いている。

　不ふ破わが、次の展開を構こう築ちくし、柴田班はんがそれに応じたのだ。

　戦せん場じようは、まだ続くのだ。だが、

　……止めます！

　迷う事なく、己おのれは下を選んだ。

　出る。

　頰ほおに風が触れ、髪かみが下から上に靡なびいた時には、足が艦かん底ていを蹴けって真ま下したに跳ちよう躍やくしていた。

　……落ちる場所は後から決めます……！

　今は急げ。空に己を落としていけ。

　顔横に現れた表示枠レルネンフイグーアは、高度八百二十メートルを示してから高速でマイナス計上。

　風が冷たく、しかし時とき折おりに鉄と木々の焦こげる匂においを寄よ越こす。

　行く。両手を浅く広げ、頭から直行する。

　降こう下か術じゆつ式しきは基本装そう備びのものだけだ。速度を落とす有あり難がたいものだが、

「解除……！」

　急がねばならない。今いま更さらながらに、左の肩に痛みが来た。思い出せば、さっきからろくに動いていなかったし、笹ささ群むらの操そう作さも右手だけだ。

　……なあんだ……！

　右手一本でも笹群は扱えるじゃないですか！

　夏合がつ宿しゆくの成果だろう。見せたい。凄すごくそれを皆に見せたい。

　もう構わない。誰だれが待っている訳わけでも無い。だが、自分が行けば止める助力となる。

　直後。一いつ瞬しゆんで三桁けたのメートルを離れた上で、輸ゆ送そう艦かんが爆ばく発はつした。

　嘉よし明あきの砲ほう撃げきが直ちよく撃げきしたのだ。

　中央を貫つらぬくと言っていたが、そんなレベルのものではない。

「流石さすがです……！」

　自分の成果などより、遙かに大きな事を仕し遂とげる人達が支えてくれる。

　解わかった。不ふ破わがここに来た意味が、何となく解った。

　彼女は先せん輩ぱいだが、自分はまだ後こう輩はいなのだ。そういう事だと、そう思った。だから、

「行きます……！」
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　森もりは瞬しゆん時じに動いた。

　……迎げい撃げきタイミングは一いつ瞬しゆんです！

　頂ちよう上じようから降ってくる可か児にがいる。しかし速度がつき過ぎだ。地上に至る前に必ず減げん速そくするだろう。

　ゆえにその時を狙ねらい、打だ撃げきする。

　それがため、己おのれは彼女の直下に急いだ。場所を見切って位置を確定。

『不破さん、下がって下さい……！』

　ここは自分の役目だ。不破の方も今、各所の経路の新設定を進めている。

　……ああ、全く。

　森・長なが可よしは、この賤しずヶ岳たけの戦いには直接の参加をしていない。それも、どちらかというと羽は柴しば側の陣じん営えいでの行動なのだ。後で傭よう兵へい扱いにでもして貰もらうしかないですね、とは思うが、

『全く……！』

　何だかんだと、不破や前まえ田だ、佐さつ々さ達との遣やり取とりは面白かった。それに、

『僕を森・長可としてくれたのは、柴しば田た様なんですよ……！』

　言った瞬しゆん間かん。見上げた空に可児が確かく認にん出来た。

　あっという間に落ちてくる。だが、

「森！」

　不破の振り向いた声が聞こえた瞬しゆん間かん。己おのれは彼女の叫ぶ意味を知った。

　可か児にではない。彼女の遙か背後の空。左右に割れて生じた爆ばく発はつの向こうにいるのは、金の六枚翼よくを広げた対たい艦かん砲ほうの魔女テクノヘクセンだった。

　火の色、朱あけの染まりに六枚の翼つばさと髪かみ、衣い装しようを揺らし、明らかに彼女がこう言った。

「邪じや魔ましないで」

　一直線の対艦砲ほう撃げきが、己おのれの頭部から全身を貫つらぬいた。
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・モリー：『あいたたたたたた！　スペア側でも相当に来ますよこれ！』

・ふわあ：『尿によう道どう貫かれちゃったかあー』

・モリー：『お、女の子が気軽に尿道とか言ってはいけません！　めっ！』

・お前田：『というか森もり君、今からだと間に合わないね？』
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　眼がん下かで森の武ぶ神しんが破は裂れつし、爆ばく発はつするのを、可児は見た。

　頭とう頂ちよう部ぶの装そう甲こうを割って、その全身人工筋きん肉にくで出来た束たばの中に、砲ほう弾だんが飛び込んだのだ。

　力任まかせの一いち撃げきだった。それはしかし、森の全身を貫かん通つうし、股こ間かんから地面に激げき突とつ。五百円玉のばらまきと音を周囲に響ひびかせた。

　森の武神は無ぶ事じに見える。だが、

　……衝しよう撃げき波はが来ます！

　来た。

　高速で突き抜けられた武神の頭頂部から、股間に掛けて、衝撃波が発生した。それは一いつ瞬しゆんで武神の体たい幹かん部を膨ぼう張ちようさせ、しかしその全身を締しめ付ける装甲類が許さなかった。

　身体からだは力を逃のがすために膨ふくれ切る事が出来ず、代わりにある事が起きた。

　五体の先せん端たん。端はし側がわに向けて、両腕うでと両脚あしが膨れて拡大したのだ。

　それは一瞬。両腕と足が暴あばれ、跳ねたと思った瞬間。その四し肢しが破は裂れつした。

　肉とも血とも見えるもの。胴どう体たいの中にあったものまでが、四肢から追い出されるように弾はじけ、更さらには中身が無くなりかけた胴体を、今こそ衝撃が内側から打だ撃げきした。

　爆発する。

　森の武神は、その全てを血ち煙けむりよりも薄い霧として、更には内側から展開した衝撃波が何もかもを薙なぎ払って終わりにした。

　消えた。後にはただ、締め付けの拘こう束そく帯たいが千ち切ぎれて宙ちゆうに舞っているだけ。そして己は、下からの爆ばく風ふうに笹ささ群むらを跳ねさせて急角度からのライド。それを七回、角度を分けて、宙ちゆうを転がるように行った。身を水平にする頃ころには、

「ダッシュ……！」

　足を地面につけるのは久しぶりな気がする。正面。広場の中央に相手がいた。

　不ふ破わだ。彼女は既すでにこちらに振り向いていた。

　左の肩が痛む。筈はずだ。だが気にならなかった。疾しつ走そうし、低い位置から右手を振り、

「笹群……！」

　最初の一本を、不破に向けて射しや出しゆつした。

　距きよ離り二十メートル。必ひつ中ちゆうの位置だった。





●






　不破と可か児に。両者の間に力が連続した。

　一発目から音を叩たたき割って槍やりが走った。

　射出系けいの術じゆつ式しきは、単に術式の力で速度が決まる訳わけでは無い。弾だん体たいとして発はつ射しやされる物体の軌き道どうを安定させるため、砲ほう身しんとしての加か速そく術式を、物体の前後にどれだけ置くのか。そして置いた術式にそれぞれどれだけの力を掛ければスムーズに加速出来るのかで、違いが出る。

　更さらには連続射出する際の燃ねん費ぴも考えねばならないし、戦せん闘とう機き動どう中に射出するためには術式のシステム自体が頑がん健けんでなくてはならない。その上で収しゆう納のうの事も思し案あんするとなると、これは単純に加速系のシステムを組むだけとは言えない。

　一つの砲ほう台だいと弾体を設計し、詰めに詰めた作業あっての結果だ。

　そして可児の手先から発射された一発は、直線軌き道どうで不破を捉とらえた。

　最短距離の最速。夏合がつ宿しゆくで森もりの武ぶ神しんを相手に組み上げた一発は、

「二発！」

　飛ひ翔しようしていく間に、追加の一発を更なる加速で撃うち込んだ。

　快音が響ひびき、二発が一発となって不破に飛んだ。だが、対する不破が右の手を掲かかげる。

「それ、もう見たわよ」

　表示枠インシヤ・コトブが放たれる。飛来する一発に対し、正確な中央での捕ほ捉そくだ。

　食った。

　表示枠が多重化して、砕くだける。そのたびに金きん属ぞくの重音が響き、笹群が失速する。

　そして表示枠が追加される。

　笹群が止められる。

　だが可児は疾走した。まだ手の届かない二発分の力に対し、

「三発！」

　打った。

「四発……！」

　打つ。

「五発!!」

　打ち続けた。そして、手が届く距きよ離りになり、

「六発……!!」

　全てが一直線に繫つながる連れん撃げきに、可か児にが叫んだ。もはや笹ささ群むらを追い越すようにして、

「──七発！」

　金きん属ぞく音が響ひびいた。その上で光が花のように大きく散った。だが、

「まだよ」

　不ふ破わが宣せん言げんした。

　多重の表示枠インシヤ・コトブを何枚も砕くだかれながら、しかし彼女の眼前にも、槍やりは届いていなかった。

　失速し、防がれたのだ。

　その直後。可児が走りながら声を上げた。

「一発……！」

　八発、ではなかった。右手を振り直すように振りかぶった瞬しゆん間かん。

　新たな一発を彼女は放ったのだ。

　己おのれの眼前から、不破に向けて。七発の連撃を横に置き、正面に新たな一発を放つ。

　直ちよく撃げきする。だが、命めい中ちゆうの直前に、

「無む理り無理」

　新しい一いち撃げきは、不破が新しん規きで放った表示枠に差し止められた。

「自動で射しや出しゆつされるのよ。ここ、私の〝土地〟だから」

　だから、というように、新しい一発も金属音に食われた。飛ひ翔しようの勢いが失速し、段階的に速度が落ちていく。

　横には七発の力があり、こちらはまだ失速の最さい中ちゆうだった。七発分の威い力りよくと速度は、流石さすがの段階失速でも消し切る事が難しいのか、先に、一発分の新たな方が、その速度を終了した。

　一つが止まる。七つが生きている。しかし、別の動きが継けい続ぞくしていた。

　可児が前に出ていたのだ。
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　あ、と不破は思った。

　……こりゃ、気付かれたかなあ。

　思い至る節ふしはある。だが、正面から誘ゆう導どうラインの表示枠を数度投じ、それら全てが身体からだの振りだけで回かい避ひされた時、己は考えを改めた。

　……来なさいよ。

　行きますと、そう言ったでしょう。だったら後はどうするか、

「ほら、頑がん張ばりなさい……！」

「はい！」

　可か児にが、自ら左の肩を右手で払った。骨こつ折せつして、動かせない腕を、払う事で後ろへと靡なびかせた。無む茶ちやな判はん断だんだ。だが、たとえば佐さつ々さだったらこのくらいはやる。そして、

　……この子の〝先せん輩ぱい〟は、柴しば田た先輩とやるつもりなのよね。

　ならばするべき事は一つだけだ。

　足を踏み、七本の減速を一気に進める。そして自分の手て捌さばきからも誘ゆう導どうラインの連打を放ち、「……撃げき墜ついするわよ！」

　力というものを、己おのれは可児に計上した。
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　可児は走った。

　右に七発の継けい続ぞく失速。左に止められた一発を置くようにして、ただ前に出た。

　同時。左の一発が、完全に失速した。今までのセオリー通りに、それは強く弾はじかれる。

　一本が冷たく宙ちゆうに飛ぶ寸前で、己は身を回した。使えない左腕うででは無く、空中で身をスピンさせ、バックハンドで弾かれる一発に手を伸ばしたのだ。

「笹ささ群むら収しゆう納のう……！」

　同時。金きん属ぞく音で、弾かれた一発が宙に消えた。

　……急ぎます……！

　時間が無い。というか、寸すん時じも惜しいタイミングの出来事だ。

　同時に、不破が放った誘導ラインが飛来した。合計八発、数は問題ではない。どれも危険なのだ。身を低く、半なかばスライディングするようにして、八つの壁をすり抜けた。

　狙ねらうべきは、見えている。七本の笹群が一直線に突き刺さる表示枠レルネンフイグーアだ。

「それです……！」

　スピンから着ちやく地ちしたと同時に、己は右の手を振り上げた。

　その動きに応じ、消えた物がある。

　七発だ。

　先に打ち込み、未いまだに減速していた七発を、一いつ斉せいに収納したのだ。そして、

「不ふ破わ先輩……！」

　次の動きを取りながら、己は叫んだ。

「その術じゆつ式しき、破は壊かいします!!」

　声と同時に、自分は七発が集中していた表示枠の横を抜けた。だがその瞬しゆん間かんに、

「笹群……！」

　槍やりを射しや出しゆつした先は、七発分の相手を失った失速の表示枠だった。セイフティが働き、自じ壊かいしようとしていた表示枠の壁に対し、己おのれは新たな笹群を叩たたき込んだ。

　正確に同じ軌き道どうで、ただ一発を放った直後。光が生じた。

　破は砕さいだ。

　失速の術じゆつ式しきが、笹ささ群むらを止める事もせず、ただ光に散ったのだ。

　音は後からついてきた。

　金きん属ぞくの響ひびきでは無く、高い、管かん楽がつ器きを割るような煌きらめきだった。

　不ふ破わの術式を、破は壊かいしたのだ。
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　嘉よし明あきは、上空からそれを見ていた。

「会計という役やく職しよくは、誰だれも彼も、厄やつ介かいな術式を使うのよね」

　自分とて、小お田だ原わら征せい伐ばつでは武蔵むさしの会計と相あい対たいし、それを倒している。

　今、眼がん下かで可か児にが、不破の使用する術式を砕くだいた。

　見ている範囲では、それは連続防ぼう御ぎよの術式に見えていた、が、違うだろう。〝安あ土づち〟から、今の流れを見た上で、統計や記録からの判はん断だんが来ている。

・安　土：『あの術式は、推すい測そくの域いきを出ませんが、恐らく、ムラサイ仕立ての、貸たい借しやく対たい照しようを計算する術式の応用です』

　つまり、

・安　土：『不破様はムラサイを主としていますが、ムラサイは商業に秀ひいでた教きよう譜ふ。その中には計算関係の術式も多く、専門化もなされていますが、不破様の術式は〝力〟を貸借出来るのでしょう。─Shaja』

　力を受けとり、力として出す。そこにムラサイ式の蓄ちく財ざい術式が入れば、彼女はあらゆる力を受け取って吸収し、それをそのまま他に返す事が出来る。

　彼女は術式を使っているだけ。

　そこから放たれる力は、彼女が術式で受けて蓄財した貸借だ。

　可児が戦っていたのは、要するに、自分自身の力だ。

　笹群が強力で、正確であればある程、壁になる。誇るべきは、不破にして連続貸借しなければ、笹群を止められなかったという事か。

　だが、今、それは崩くずれた。

　七本の勢いを持って計上される笹群の吶とつ喊かん力。その計算途と中ちゆうに、可児は対たい象しようを消し、しかし別のものを叩たたき込んだのだ。

　それでは貸借計算がおかしくなる。だから術式は、セイフティのために砕けた。

　単純なようでいて、しかし複雑だ。

　何しろ、貸たい借しやく計算を遅らせる程の膨ぼう大だいな力を叩たたき込まなければいけないし、幾いくらそれが強くても、単純な一発だったら、やはり一回の計算で終えられていたろう。

　間を空あけて、連続して、しかし正確に追加する。

　笹ささ群むらの収しゆう納のうと、直後の射しや出しゆつを考えると、高速の遣やり取とりが出来る可か児にでもキツかったのだろう。後から放った一発は、恐らくそのタイミングを読む練習。寸前の調ちよう整せいを入れて、七発の収納から追加の一いち撃げきに入ったのだ。

　結果として、不ふ破わの術じゆつ式しきは、同じ計算で済ませられる仕事を、何度も、しかし度を追うごとに派は手でな数字で持ち込まれた。

　そこで生まれるのは、残業状態だ。

　だがいきなり、それらを解除したらどうなるか？

　その上で、仕事は無しだと思ったところに、正確なもう一仕事が別件として来たら？

　ムラサイの術式は、神しん道とうやTsirhcツアークのように、神の力を借りるものだ。

　神は雲の上におわす。

　だが、あまりにも無む茶ちやなものを押しつければ、神とて負ふ担たんになる。だから術式や、手て順じゆんと言ったものが必要になるのだが、今回の扱いは術式の個別ルール外だ。

　……保ほ証しよう外の仕事は、別件として放ほう棄きするものね。

　ゆえに不破の術式は砕くだけた。この対応法、名付けるならば、

「そう、──〝必ひつ殺さつ・残業強制投げっぱなし突き〟もう五時には帰れないわ」

・ＡｎＧ：『ソッコでツッコんでいい？』

　駄だ目めに決まってるじゃない。
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　そして嘉よし明あきは、音と光を眼がん下かに見た。

　一つの表示枠レルネンフイグーアを砕いたところで、戦せん闘とうは終了しないのだ。

　不破は無数に表示枠を展開し、可児はそれらにまず一発を叩たたき込んでから即そく座ざの収納。続く一いつ瞬しゆんで別件を叩き込み、破は砕さいする。

　その一発は明らかな速度をもって前に飛ぶが、不破はそこに対応する。

　そして不破は、可児の再射出までに受けた力をリザーブし、それを防ぼう御ぎよや攻こう撃げきに転用してくるのだ。

　手て数かずは減らない。だが、可児が前に出ている。一つの攻撃に二発を使うが、

「行きなさい」

　己おのれは言った。自分とて、小お田だ原わら征せい伐ばつの時よりも、実力を伸ばしているのだ。だから、

「貴女あなただって、行ける筈はずよ」
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　可児は前に出た。光を砕くだきながら前に出た。

　……やっぱりそうでした！

　力の受け取りと返へん却きやく。貸たい借しやく対たい照しよう表ひようは、家業として父や母がつけているものだ。週末月げつ末まつ年度末、自分も中ちゆう等とう部ぶでは簿ぼ記きの授業を選択していた事がある。

　それと同じだ。

　気付いたのは、肩の骨こつ折せつだった。

　あの時、突とつ撃げきして、抜けられると思ったら、全然だった。

　壁にぶつかったと、そう思ったのだが、壁の手て応ごたえが違った。

　何と言うか。それは揺るぎないものと言うよりも、

　……自分にぶつかったみたいでした！

　廊下や曲がり角で誰だれかと当たった時のような、そんな感覚。だけどここには自分と不ふ破わしかいないと、そう思った時、気付いたのだ。

　不破先せん輩ぱいは、こちらの力を転用しているんですね……！　と。

　だからやった。

　自分が、簿記の授業でミスする時によくやってしまう、項こう目もくの勘かん違ちがいをやってやった。

　数字を計上して、計上して、計上して、これらを終えれば終了だと思った時に、

「勘かん違ちがいだったと気付いた事、ありますか……！」

「残念だけど私は無いわ──」

　流石さすが会計です……！

[image: ]

　この計上を、今度何処どこに持っていくのか。そして本当の計上をどうすべきか。そして時間はまだあるのかと、軽い絶望が味わえるのが簿ぼ記きの授業だ。

　だけど己おのれはこう思った。

　……馬ば鹿かでよかったです！

　でなければ不ふ破わに対応出来なかった。父とうさんと母かあさんは、自分の答とう案あん結果を見て、無む言ごんで家業の帳ちよう簿ぼを出して教え込みに入ってくれたが、自分の人生に必要なのは失敗経けい験けんだったと今ここで証しよう明めいされました！　父さんと母さんに言ったら[image: ]しかられるだろうけど、でも、

「──行けます！」

　馬鹿で行ける。きっと、頭が良くてもいけるんだろうけど、無む駄だも多いんだろうけど、何とかならない事ではない。だったらつまりは、何もかも一ひと言ことで賄まかなえる。

「頑がん張ばります……！」
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　光が連続して砕くだけるのを、戦せん場じようにいた者達は見た。

「おい、これ……」

　言葉はそこで止まった。何が起きているかは見ていれば解わかるし、二発の高い音が、必ずそこにはついてきたのだ。

　誰だれもの視線の先、力を振るうのは右手一本で宙ちゆうを奏かなでる後こう輩はいで、対応するのは両手を翳かざし、ペンで幾いくつもの計算を虚こ空くうに書き連ねる先せん輩ぱいだった。

　どちらももはや足を止め、接近し、手が届きかねない距きよ離りになり、

「────」

　まるで額ひたいを合わせるように俯うつむき、笑った。

　あは、とも、はは、とも、そんな声で歯を剝むき、

「……！」

　先輩格かくが動いた。両の手を振るい、

「損そん失しつ補ほ塡てん行くわよ……！」

　両の手から、巨きよ大だいな表示枠インシヤ・コトブを眼前に叩たたきつけたのだ。

　それは相手がこれまでの連打でこぼしてきた僅わずかな無む駄だの蓄ちく積せき。避けようのない距離で放たれる一発だった。

　対する後こう輩はいは、右手を引き、指を鳴らした。五ご指しのどれかをぶつけたり、手の平を打つのではない。五指が高速に宙ちゆうを弾はじく事で、音を立てたのだ。

　直後。それが来た。

　白と赤の大おお槍やりだった。

　槍が、正面から叩たたきつけられてきた表示枠インシヤ・コトブの壁と激げき突とつする。

　それを見ていた皆は、息を詰めた。何故なぜかと言えば、

「一本か！」

　力の壁に対し、槍はたった一本で、その全体を差し止めたのだ。

　否いな。

　そうではないと、気付いた者がいた。音だけを聞いていた者達。囲みとなっていた総そう勢ぜいの、後ろにいて、現場を見る事の出来ない戦せん士し団だんだった。彼らは羽は柴しば勢ぜいを迎げい撃げきしながら、それに気付いていた。

　音が違う。

「おい……、これ……」

　今まで聞こえていたのは、射しや出しゆつ音と、失速の際の金きん属ぞく音だった。

　だが、今聞こえているのは、

「射出音が止まってねえぞ……！」

　一本では無い。可か児には、笹ささ群むら八本を瞬しゆん間かん的に射出し、計上が確かになる前に収しゆう納のう。それを連続射出で高速に繰り返しているのだ。

　一本に見えるのは残ざん像ぞうだ。そして、

「おお……！」

　皆が息を詰めた中で、後輩が動いた。

　広げるように、しかし鳴らし続ける五指を前に突き出し、

「有あり難がとう御ご座ざいました……！」

　破は壊かいした。自分の負ふ債さいと言える迎撃の力に対し、高速の形状を与え、しかし計算力より先にそれを上回る事で、

「御ご破は算さんです……！」

　管かん楽がつ器きを砕くだいたような響ひびきと共に、先せん輩ぱい格かくの持つ表示枠が全ぜん損そんした。

　術じゆつ式しきが、完全に飽ほう和わ、砕け散ったのだ。
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　不破は、苦く笑しようした。

　周囲に、自分の成果が散っている。可児に砕かれたものだ。

　……しかし御破算って、アンタまあ……。

　そういえば実家は八や百お屋やだったか。どういう雰ふん囲い気きの店なのか、何となく解わかる。

　そして眼前に立つ後こう輩はいは、

「随ずい分ぶん疲ひ労ろうしたもんねえ……」

　立ってはいる。肩を上げようともしている。だが面おもてが上がらないし、腕も上がらない。左の肩から先は力なく下がり、しかし右の腕は下か腕わんの腱けんが張り、五ご指しが時とき折おりに痙けい攣れんしている。

　ともかく、全身から蒸じよう気きが昇るのに、冷れい却きやく系けいの術じゆつ式しきも追いついていない。

　全力で、艦かん間かん上を立ち回り、そして上空から飛び降りてきて、一気に弾はじけた。

　もう、動く事は出来ないだろう。

　それだけの事をやった。だから、

「アンタの勝ちでいいわ、可か児に・才さい蔵ぞう」

　有あり難がとうとは、既すでに言われている。だから言葉は要いらない。ただ、

「ボーナス査さ定てい」

　言って、可児の頭を軽く叩たたいた。その直後、可児の全身から光が飛沫しぶいた。赤から黄色、白に変わる流りゆう体たい光こうの中で、その小こ柄がらな身体からだが軽く跳ねる。そして、

「……え!?」

　左肩は動かない。しかし可児が、意い識しきを確かにした目と表情で、己おのれの右手を見る。

　五本の指が、震えていた。だが、確かに動くのは、

「余った分で、疲ひ労ろう軽けい減げん関係の術式を突っ込んであげたわ。万ばん全ぜんにさせる程、人がいい訳わけじゃないけど、歩くくらいは出来るでしょ？」

「あ、はい！　──有り難う御ご座ざいます！」

　結局礼れいを言われた。そして気付いてみれば、周囲を囲むようにしていた戦せん士し団だん達が、皆して背を向けている。

「あー、我々、何も見ていないであります」

「現地会計の勝負はどうなったかな──」

「森もり氏しが火ーつけてからは皆して逃げ惑まどっていたであります！」

　いらん気き遣づかいを……、とは思うが、そういうものだ。そして可児の背後に、一つの姿すがたが来た。

「加か藤とう・嘉よし明あきだっけ？」
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　不ふ破わは、空から軽く降りてきた後輩を、名で知っている。

　妹の脇わき坂さか共とも々ども、ノヴゴロドでは戦せん場じようを共にしているとは言え、彼女達は後からの駆かけつけだ。こちらとは嚙かむ部分が無かった。

　とはいえ、戦せん闘とうという言葉で見るならば、向こうの方が実力は上だろう。その事を理解しているのか、広場を遠巻きにしていた皆が、銃じゆう口こうや武ぶ器きを向けはしないものの即そく座ざの反応が出来るように構えを取っている。

　とりあえずこちらは先せん輩ぱい。そんな感じで余よ裕ゆうを持って、話しかける。

「一応、久しぶりと、そういう事になるのかしら」

「Ｔｅｓテスタメント．、記録上はノヴゴロド以来となると思いますが──」

　あら敬けい語ご。ちょっと嬉うれしいが、可か児にがいたからこそな気もする。そして彼女が、可児の背を叩たたいた。

「退たい避ひするわよ、可児。アンタは勝ったの。そこの先せん輩ぱいは、術じゆつ式しきが破は壊かいされた以上、今後は全体の管理を出来ない。でも、柴しば田た班はんも、アンタを排はい除じよして、その退避のために私の手を一定時間煩わずらわせる。それで対等って事」

　その言葉に、可児が頷うなずいた。

「あ、Ｔｅｓテスタメント．……！」

　と、確かに返答したつもりだったのだろう。しかし身体からだが大きく揺れ、バランスが崩くずれたのを、嘉よし明あきが背後から支える。

　疲ひ労ろうが、意い思しと身体を別々にしてしまっている。戸と惑まどい気ぎ味みの可児の背を軽く叩いて、魔女テクノヘクセンが小さく笑った。

「しばらくしたら一気に眠気が来るわよ」

　しかしまあ、と嘉明が言う。彼女が、こちらの方に鋭い視線を向け、

「上から見て気付くべきでした。輸ゆ送そう艦かんの移動した跡あと、その整地の圧迫の仕方が、人の出来るレベルではありませんでした。──輸送艦の重量を貸たい借しやくして、それを下ろしながら整地をする。だから先輩が、輸送艦の布ふ陣じん関係を管理していたのですね」

「いつも上から目線の魔女は、気付くところに気付くのねえ」

「Ｔｅｓ．、有あり難がとう御ご座ざいます」

　と、嘉明が軽く頭を下げた瞬しゆん間かんだった。

　わ、と奥の方。東の方から皆の声が上がった。それは広場の向こう、通りの方から響ひびいてきた声だ。大半は驚きを混ぜたものだが、その中の幾いくつかには、

　……悲ひ鳴めい!?

　はっとして振り向いたのは、似た状況に覚えがあるからだった。

　戦せん闘とう中。味み方かたも含んだ悲鳴。そして近づいてくる騒さわぎの音。これは、

「御お市いち様……！」

　叫んだ瞬間。それが来た。可児の肩を抱いて支える嘉明の頭ず上じように、銀光が二発届いたのだ。

　人の身長程もある長ちよう剣けん。御市による、空からの攻こう撃げきだった。
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　……速い！

　嘉明は、襲しゆう撃げきを覚かく悟ごしていない訳わけでは無かった。

　森もりの武ぶ神しんに反応出来たように、対空用の検けん知ち加か護ごを入れており、常じよう人じんを遙かに超える速度での対応が可能なのだ。

　そこに飛び込まれたのは、御お市いちの戦せん闘とう技術ゆえ、という他ない。

　隙すき。間ま合あい。拍ひよう子しや機き先せん。そういった、地上戦を掌しよう握あくするための技術を相手は己おのれの得え手てとしている。そういう事だ。

　対する自分は、気付く事が出来た。

　だが既すでに相手は背後の空から来ている。有ゆう翼よく系けいにとっては面めん倒どうを感じる位置だ。

　後ろから来ているならば翼つばさを広げ、羽ばたくだけで相手を吹き飛ばしつつ自分は前に出る事が出来る。

　上から来ているならば、バックステップで、翼の中に蓄ちく積せきしている風を閉じた羽から前へと吐けばいい。

　しかし後方上空となると、駄だ目めだ。

　翼を広げるのも、バックステップも、相手の落ちてくる軌き道どうに干かん渉しようしてしまう。前に逃げるには、翼が重くて初速が足りないだろうし、横に動けば可か児にを置いていく。

　だとしたら、と己は思った。背後、空から振り下ろされる鉄の武ぶ器きが、音を超えた速度で振り回されたのを感じながら、自分は口を開いた。

「──遅いわよ、清きよ正まさ」
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　不ふ破わの目に見えたのは、多重の火花だった。

　あ、という仲間達の驚きの声が、背後となる西側から聞こえてきた。それもそうだろう、

「加か藤とう・清正……！」

　清正の部ぶ隊たいは、西側、南北通りの向こうにいる筈はずなのだ。そこから単独行で駆かけつけてきた彼女は、今、御市の刃やいばを迎げい撃げきしている。しかし、

「ひ」

　という声を伸ばして銀ぎん弧こを連れん射しやする御市は、もはや周囲の誰だれも見えていない。完全な殺さつ戮りく状態になっていて、

　……ああ、連打ゲームって、あんな感じ……

　前と違って、ちょっと外から見てみると結けつ構こう違う。そして迎撃する清正が、

「皆さん、下がっていて下さい……！」

　言いつつ、肩の自じ律りつ装そう甲こうの展開と、両腕うでのカレトヴルッフを相手に叩たたきつけた。

　激音が連続し、まるで銃じゆう撃げきのように火の塵じん芥かいが宙ちゆうに舞った。その陰を、加か藤とう・嘉よし明あきと可児が退たい避ひする。始まりは一歩で、三歩目で嘉明が軽く翼つばさを広げ、

「清正！　いいわよ！」

　可児を横抱きにして、一気に戦せん闘とうの枠わく外がいにまで距きよ離りを取る。

　直後。清正が肩を割った。肩部の自じ律りつ装そう甲こうが、上下二枚構こう成せいだったのを展開。合計四枚の盾たてを展開し、御市の二に刀とうに重ねていったのだ。

　カレトヴルッフも入れて合計六つの力が御市を防ぼう御ぎよし、音を散らす。その時になって自分はようやく気付いた。

　御お市いちがまだ着ちやく地ちもせず、清正の防御が作る反動を利用して、宙ちゆうにいる事を、だ。
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　清きよ正まさは攻こう撃げきと防御を連れん射しやした。

　カレトヴルッフは左右の手に分け、肩の装甲に最大の展開を許す。丹に羽わの時は、一いち撃げきが重過ぎて出来なかった対応だが、対人ならば可能だ。

　……右肩の自じ律りつ駆く動どうも動いてますね……！

　大おお谷たにの追加処しよ理りが当たっている。普段なら防御を自律装甲に任せた上で、カレトヴルッフを攻撃と防御において３：７くらいで使うものだが、今は５：５くらいに持って行ける。

　攻め気という事で、そんな自分に大だい胆たんを感じてしまうものだが、

「押せませんか……！」

　空中にいる御市を、押し返せない。

　巨きよ大だいな剣を振るう御市が、こちらの防御と攻撃を受けた反動で宙に跳ね、身を回しての攻撃を仕込んでくる。

　連打だ。

　こちらが六つの手て数かずで対応するのを、下手へたすれば上回る勢いで双そうの剣が叩たたき込まれてくる。

　だが、おかしい。御市は豪ごう腕わんでは無い。彼女の身長程もある剣は、切れ味よりも耐たい久きゆう性せい重視だと解わかるが、それを扱うには全身運動が必要な筈はずだ。

　そして己おのれは気付いた。空中で身を回す御市の動きが、

「攻撃の直後に、柄つかから手を離しているのですか……！」

　刃やいばごと、身体からだを振るうのでは無い。

　剣はどちらかというと空中に置いていて、まずフリーとなった自分の身体を高速で回す。

　そして攻撃の直前、宙にある刃の柄つかを握り、回転する自分に追つい随ずいさせるのだ。

　……無む茶ちやです……！

　高速で動いている身で、静止状態のものをつかみ取る。それも、自分の勢いを与えるつもりで、だ。そんな事をしたら、手が痛むどころではない。疾走中に、木の枝に手をぶつけるようなものなのだ。

　更さらにはそこに、勢いを与えるとなると、腕や身体に反動が来る。ものを叩く時と押す時では力の込め方が違うが、重量ある大たい剣けんを振るうなら、それは後者に近いものとなる筈はずだ。しかし御市の動作では、前者で斬ざん撃げきを行っている。

　そんな方法では、全身の筋きん肉にくが伸び切れずに千ち切ぎれ、ダメージになるだろう。

　だが、己おのれは一つの光を見た。

　激しい空中挙きよ動どうからの連れん撃げきを繰り出す御市の背後に、天てん使しの輪にも似た輪りん光こうがあるのだ。

　あれは何かを、己は知っている。

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝天渡りの信仰カプトフアイデス・旧代ウエトウス〟……！」
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「信心ある限り、その者は負ふ傷しようや病やまいにて死ぬ事が無い」

　清きよ正まさはノヴゴロドでの記録から、御お市いちが用いるその権けん能のうを知っている。

　御市の神しん奏そうするものは聖せい譜ふ。そこに書かれた自分の死だ。

　柴しば田たが御市を殺すという未来が、彼女の中で揺らがない限り、あらゆる負傷も病も、彼女を損なわせる事がない。

　ノヴゴロドで立たち花ばな・宗むね茂しげに断たれた右腕うでは、完全に回復しているようだ。

　そして全力は止やむ事が無い。

　……聖譜顕装の力が、疲ひ労ろう軽減にまで届いてますか……!?

　丹に羽わが重い一いち撃げきの連打だったならば、こちらは高速の連打だ。一発ごとに響ひびく重さは全く違うが、寸断が無い上にテンポも雑ざつ多ただ。

　舞まいではない。

　読む事が出来ないとは言わないが、流れが無い。一発一発の攻こう撃げきは冷たいくらいにシンプルで綺き麗れいだが、直後に繫つながる一撃が何処どこから来るのかは、発されてみないと解わからない。

　己が即そく応おう出来るのは、自じ律りつ装そう甲こうに今までの経けい験けんが蓄ちく積せきされているからだろう。

　素すの状態では、切り刻きざまれて終わりだ。だが、

「対応は出来ていますよ……！」

　弾はじいた。

　火花を散らし、攻撃を差し込むように、手た繰ぐるように放っていく。

　咲く花の色は同じだが、形を違たがえていく。初めは点のようで、続いては大きく開き、そして今は尾を引いた咲き散りだ。

　自分が距きよ離りを詰め、鍔つば迫ぜり合いを作り始めているからだ。

　前に出る。相手は宙ちゆうを回り続けている。しかし、連撃の中で己は動いた。

「……パージ！」

　攻撃と防ぼう御ぎよを交換するための手段。左の肩けん部ぶ装甲を解除したのだ。
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　それはバランスの欠けつ損そんだった。

　前もって意い識しきと用意をしていた清正に対し、それを自ら砕くだくつもりでいた御市の方は、自分の足場と言えるものを失い、挙きよ動どうを乱した。

　正確には、空から振ぶりしたのだ。

　清きよ正まさの左半身を狙ねらった身体からだが、一回転する。

　斬ざん撃げきが届けば、露あらわになった左肩の制せい服ふくを断ち切っていただろう。

　だが、清正が僅わずかに身を横にスライドしていた。刃やいばが彼女の外を通り、当たらなかった。逆の腕が摑つかんだもう一枚の切断軌き道どうが、清正の右手が振り抜いたカレトヴルッフを打った。

　誘ゆう導どうだった。

　清正の攻こう撃げきを左右に弾はじく反動が無ければ、御お市いちは自分を空中制せい御ぎよ出来ない。

　攻こう撃げきを空振りした御市の身体が、ただ宙ちゆうを左に跳ねた。

　そこに清正が自らを弾はじいた。

　装そう甲こうを無くして軽くした左腕うで。摑んだカレトヴルッフの一いち撃げきを、着ちやく地ち間ま際ぎわの無防備な御市に向かって叩たたき込んだのだ。
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　可か児には、背せ筋すじに寒さむ気けのようなものを感じた。

　清正と御市の攻こう防ぼうに対してでは無い。御市が持っている、妙みような動きに対して、だ。

　……何ですかアレは……！

　御市は飛び込んできてから、ずっと攻撃を繰り返していた。

　一切の防ぼう御ぎよ無し。守りの動きに見える迎げい撃げきも、それが通ったならば確実に清正の身体を切断している。そんな動きだった。

　だが、気になるのは、それではない。

「御市様……！」

　退たい避ひを促うながし、〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟にこちらをロープで括くくり付けていく嘉よし明あきの腕の中で、自分は問うた。

「あの、大だい加か藤とう先せん輩ぱい！　前にもこんな事ありませんでしたっけ!?」

「無いわ」

「いえ、小お田だ原わらに行く時、ほら！　布ふ団とんと一いつ緒しよの括り付けで！」

「違うわよ。──厳げん密みつに言うと、加か速そく器きの出力はこっちの方が高いから、前とは違って垂すい直ちよく上昇しないで済むわ」

　厳きびしいですね……！　と心しん底そこ思ったが、今大事なのはそこではない。

「御市様が、かわします……！」

　清正による、空中にいる無防備な御市への攻撃。

　それを彼女が回かい避ひする方法に、自分は気付いたのだ。

　さっきから、彼女の挙きよ動どうに対して感じていた寒さむ気け。その意味は、

「……自分の身体からだを断つんです！」
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　清きよ正まさは見た。自分の一いち撃げきが届くより先に、御お市いちが裂さけたのを、だ。

　……は？

　斬ざん撃げきや、切せつ削さくではない。

　縦たてに真まっ二ぷたつだ。

　先に空から振ぶりした刃やいばを、彼女はコンパクトに後ろから回していた。

　空くうを切った刃やいばの軌き道どうを、しかし己おのれの身体からだの後ろに送ったならば、どうなるか。

　分断だった。

　こちらから見て、左肩から股こ間かんに掛けて、背からの一発。

　骨が一いつ斉せいに断たれる音は、水の中で石がぶつかるような響ひびきに似ていた。

　そして彼女の身体が、こっち向きへと破は裂れつした。

　正確には、自ら受けた背後の一発の威い力りよくが強過ぎて、斬撃が通る前に、力が抜ける身体の前側が甘く膨ぼう張ちようして裂けたのだ。

　インナースーツと制せい服ふくの中で縦たて一直線に弾はじけた身体の隙すき間まを通過し、刃が来た。

　軽く装そう甲こうがついた制服を瞬しゆん時じに断ち切り、刃が彼女を前に追い越した。

　こちらの突き込んだカレトヴルッフが、その一いつ刀とうに阻はばまれた。

　火花が咲いた。

　直後。己を断った自じ刃じんの向こうで、御市が笑った。前まえ髪がみが完全に降おり、ただ見える口元だけで彼女が笑った。

「ひ、は……！」

　高く、息を震わせる声には、掠かすれも飾りも無い。

　嬉うれしそうな、と言える声だった。

　そして御市が動いていた。

　こちらの一撃を防いだ刃を盾たてにして、彼女が逆の刃を叩き込んでくる。そして、

「は、ひ」

　着ちやく地ちだ。

　瞬しゆん間かん的な、地面に足先を突き立てるような接せつ地ちを御市の右足が行った。

　直後。逆の左足が、盾たてにしていた刃やいばを上へ蹴けり飛ばした。

　それは、カレトヴルッフを戻そうとする自分の左腕うでへと跳ね上がる。

　……しまった……！

　左肩に装そう甲こうが無い。

　これまで空中という、上方からの攻こう撃げきを放っておきながら、高速の着ちやく地ちと同時に下げ段だんからの一発を足で放つ。

　自分の対応は間に合わない。だが、

「腰部装甲……！」

　腰の重じゆう装そうが自じ律りつで動いてガードに入る。

　入った。

　金きん属ぞく音が響ひびき、御お市いちの一いち撃げきを弾はじき返す。そしてカレトヴルッフの左腕うでを急ぎ引いた。

　同時に、右肩の自律装甲が御市の逆から放った一撃をガードに入った。

　その時だった。

　御市が、右の手を前に走らせた。

　こちらを摑つかもうとする動きに見えたが、違った。

　彼女が握ったのはカレトヴルッフの刃やいばだった。

　白く細い指が、一いつ瞬しゆんで断たれて飛ぶ。しかし御市の手首までが刃を喰い、更さらには、

「ふ、はぃ……！」

　自分が腕を引く動きに乗って、御市が飛び込んできた。

　馬ば鹿かな、と思ったのには理由がある。自分と彼女の間には、今、腰部装甲で弾いたばかりの大たい剣けんがあるのだ。

　御市の身体からだが断だん裂れつされた。

　魚を下ろす時の感かん触しよくが、そのまま、カレトヴルッフを喰った彼女の手から伝わってきた。

　音はただ、水の入った袋ふくろをぶちまけるようなもの。

　刃の入った位置が先さき程ほどの自じ刃じんと同じだと気付いた頃ころには、彼女がこちらに来ていた。

　笑った口元が、分厚く降りた前まえ髪がみの下に見えた。

　加か速そくして接近された分だけ、逆の手に持った一撃が軌き道どうを変えていた。

　こちらの右肩装甲が、御市の動きの変へん異いに間に合わない。右手のカレトヴルッフを突き込んでいるが、コンビネーションの一いつ環かんとして左手を引き切る動きを、そちらに追つい随ずいして来る御市のせいで躊躇ためらってしまった。

　何もかもが遅れた。

　眼前で御市の身体が張り合わされた直後。彼女が持つ左手側の大剣が叩たたき込まれた。

　間に合わない。ゆえに、己おのれはこう思った。

　……腕の一本くらい、覚かく悟ごしますよ……！
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　決めた。倒すと。この相手を倒すと、そう決めた。

　何故なぜなら、

　……そうすれば、後は、柴しば田た様だけです……！

　自分以外に数えたところで、糟かす屋やも嘉よし明あきも脇わき坂さかも、小こ六ろくもいる。可か児にも、左さ近こんや大おお谷たにだっているのだ。

　腕一本。義ぎ腕わんもあれば、切断面さえ良好ならば再接合とて可能だろう。

　本ほん能のう寺じの現場には間に合わないかも知れないが、

　……福ふく島しま様……！

　思った。

　一つの名前を、心から思った。

　この名がここに届くならば、必ず勝てると。そして何よりも、

「勝ちます……！」

　勝利し、世界を救いたいと思う。その瞬しゆん間かんに立ち合うためならば、

「……覚かく悟ごは何にも勝ります！」

　思った瞬間だ。自分と御お市いちの間に、一直線で叩たたき込まれてきた物があった。

　白と赤。

　初めに色だけを理解出来たのは、それが高速であったからに他ならない。

　自分は初しよ見けんだが、情報では知っている。これは、

「可か児に・才さい蔵ぞうさんの笹ささ群むら……!?」







[image: 第四十四章『上下の落とし者』]
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　鉄の大おお槍やりが穿うがったのは、清きよ正まさの引き腕にあった一本の鎌かま型がた槍やりだった。

　力任まかせの一いち撃げきは、清正の腕を弾はじき、それを喰っていた御お市いちの腕も散り飛ばした。

　そして跳ねた笹ささ群むらは、両者の間に転がるようにして飛び込み、二、三転。

　途と中ちゆうで御市が放っていた逆側の剣も巻き込み、

「ひ……！」

　抗こう議ぎとも、悲ひ嘆たんともとれる声で、御市が仰のけ反ぞった。

「あ……！」

　咆ほう吼こうする。だがその時既すでに、清正が距きよ離りを取っていた。そして清正が、先さき程ほどパージして落とした肩部装そう甲こうの確保にステップしつつ、横目で可か児にを確かく認にんする。

　違った。そこにいたのは、白姫ヴアイス・フユルステインに括くくり付けられながら右手を挙あげている可児と、周囲を警けい戒かいしている嘉よし明あきと、

「糟かす屋や様……！」
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　Ｔｅｓテスタメント．、と糟屋は頷うなずいた。そして周囲が振り向き、

「え、……ええ!?　何でいるの!?」

　驚かれるのも無む理りは無い。かなり強ごう引いんに突っ走ってきて、気付かれると面めん倒どうだから壁とか結けつ構こう渡って来たのだ。

　だが、ここまで来た以上、言っておくべき事がある。

「……現場での連れん携けいが出来るようになりましたのよ？　北から入ってきた私達と、南からの清正班はんが接近した御お陰かげで。つまり挟きよう撃げきや、陽よう動どう攪かく乱らんも出来ますの。だから……」

　と言いかけて、自分は清正を見た。

　この言葉の先を言うべきは、彼女だと、そう思ったのだ。

　……清正も、同じ目的でここに来た筈はずですものね。

　しかし視線を向けた先。パージした肩部装甲を装そう着ちやくし直していた彼女は、一度、二度とその接続を確かめていたが、

「────」

「清正？」

　呼びかけに、清正が、はっと肩を震わせた。慌あわてている、というのが見える動作で彼女は一度全体を見て、こちらに振り向いた。

「あ、はい！　何ですか糟屋様！」

「いえ、清正、私達がここに単独でやってきた目的を……」

　あ、と清きよ正まさがまた声を上げた。

　忘れていた、というか、失しつ念ねんしていたという顔だ。

　……戦せん闘とうボケですわねー……。

　御お市いちとの戦いから、緊きん張ちよう感かんが一気に抜けたのだろう。清正が、そんな自覚を持っているのか、己おのれの両頰ほおを軽く二、三度両手で叩たたいた。

　そして彼女が、まずは御市を見た。

　敵はいた。高い位置だ。この広場の囲みを構こう成せいする輸ゆ送そう艦かん。その一つの艦かん首しゆ先に、中腰で構えている。

　満月を上に置いた姿すがたは、まるでこちらをいつでも狩かりに行けると、そんな風ふ情ぜいだ。

　逃げたのでは無い。自分が現れた事から、戦せん場じようの流れが変わったのを悟さとったのか、それとも、

「御市様」

　自分がここに来た理由。それを、同じ理由でここに来ていたであろう清正が言う。

「──羽は柴しば勢ぜいは、柴しば田た班はんに対し、停てい戦せんを希望致します。如何いかがですか」





●






　清正の言葉を聞いて、糟かす屋やは一ひと息いきをついた。

　そして清正が言葉を繫つなげる。

「現状、羽柴班と柴田班は膠こう着ちやく状態に見えますが、実質、それは現地会計の不ふ破わ様が輸送艦の位置取りなどを変動させ、補ほ給きゆう経けい路ろを保っているからです。

　──つまり、柴田班は消しよう耗もう戦を私達に仕掛けている状況にあります」

　そして、

「南面における丹に羽わ様の戦せん闘とう終了。北面における広場の確保と本ほん拠きよの設営が為なされた上で、今は安あ土づち側からの補給が再合ごう流りゆうした輸送艦によって行われています。

　現状から時間が進めば進む程、羽柴班はその優勢さを増していくでしょう。

　更さらには──」

「──更には、柴田班に加か勢せいしていた僕が、そろそろ寝返らないといけないのさ」

　西側。自分が来た回かい廊ろうの方から、声がした。

　振り向くと、そこに青い流りゆう体たい光こうを纏まとった姿があった。

　……異い族ぞく？

　否いな、違う。自分もこちらで研修などをしていた時に、見た事がある。

「前まえ田だ先せん輩ぱいですのね……？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──糟屋君か」

　前田が、まつを肩に、広場の西入口で一息をついた。彼は肩をすくめ、広場全体を見渡すと、その上で背後に視線を向けた。

　この布ふ陣じんと全体を意い識しきしていると、そういう素そ振ぶりで傭よう兵へい王おうが言う。

「──傭兵契けい約やくは終了だ。諸しよ君くん」
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「……上こう坂さか！　霊れい体たい達が下がっていくぞ！」

　稲いな田だの言葉に、南北回かい廊ろうの堰せき止めを行っていた上坂は顔を上げた。

　糟かす屋やの本性展開からこちら、広場から延びる通路では結けつ界かい術じゆつ式しきが効きやすくなっていた。地ち相そうの型が変動したという事だとすれば、人狼ルウガルウ種しゆ族ぞくというのは無む茶ちやが過ぎるが、実際に精せい霊れい系けいの種族で言えば、妖よう精せい女じよ王おうなどは一国を治めているのだ。

　……自分のスケールで計れない事ばかりだねえ。

　今もそうだ。あれだけ大量に湧わき出し、そして好戦的だった霊体戦せん士し団だんが、こちらへの侵しん攻こうを止めていた。

　皆、顔横に出た表示枠レルネンフイグーアをしばらく確かく認にんの上、機き動どう殻かくを着ていた者達はそれをいそいそと解除していく。その上で、

『────』

　皆、三十分の仲間だった柴しば田た勢ぜいや、またはこちらに手を上げ、

　……去るのか。

　多くは大だい地ちに沈んでいった。傭兵王の雇こ用ようがまたあるならば、そこに参さんじようというのだろう。その姿すがたのままや、砕くだかれた地面から、空へと青白い光が昇っていく。

　成じよう仏ぶつと、そういうべきだろうか。よく見ていると、

「え!?　何!?　何です!?」

　犬系や猫ねこ系の獣変調を継けい続ぞくしている仲間達の前、霊体の骨こつ格かくが列を作って一回拝おがみ、土ど下げ座ざをしてから空に昇っていく。

「あー、生で三次元見る機き会かい、フツーあまり無いよなー」

「……何でお前には拝みに来ないんだ？」

　肘ひじを突き込んでおく事にする。

　だが、大おお勢ぜいがいなくなれば、景け色しきも変わっていく。

　特に南北の通りは、樽たるや木箱コンテナで作られたバリケードも既すでに放ほう棄きされた状態だ。戦せん場じようは中央部へと移行していたのだと改めて気付かされるが、

　……今はリーダーと加か藤とう班の長が中央で交こう渉しようしているから、動きも無い、か。

「詰めるか？　上坂」

「当然。生きてる相手の顔が見えるのも久しぶりさ。──総員傾けい注ちゆう！」

　長ちよう銃じゆうを掲かかげた上でそれを眼前の地面に突き立てた。

　集合の指し示じだ。

　そして通りの中、並ぶ輸ゆ送そう艦かんの陰を気にしながら、己おのれはこう思った。

　……何か、さっきまで戦せん闘とうしていたのが、夢みたいだねえ。

　静かだ。今、自分達の目に見えるのは、月光によって青黒い影が太く落ちる北陸の駐ちゆう屯とん地ちだ。

　鉄と火か薬やく、時とき折おりに揺らぐ各所での炎ほのおが無ければ、夕食の時間に訪ねてきたような、そんな錯さつ覚かくさえ得るだろう。

「……さて、どうやって収める？　この賤しずヶ岳たけ」

　相手が信しん奉ぽうするのは力だという事を、忘れてはならないよ。
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　清きよ正まさは、静かに告げた。

「……正直に申しますと、私達の主しゆ眼がんは本ほん能のう寺じにあります。そしてまた、この賤ヶ岳の戦いを無む傷きずで抜けられるとも思っておりませんし、既すでに疲ひ弊へいをしております。

　だから柴しば田た班はんの皆様には、こう提てい案あんしたいのです」

　それは、

「このまま消しよう耗もう戦せんになれば、私達が必ず勝ちます。これは決定事じ項こうです。

　ですが、ここで休戦、もしくは終戦が出来た場合、──私達に力を貸して頂いただけないものでしょうか。羽は柴しば班と合ごう流りゆうし、本能寺へと急行する、そのために」

　何故なぜなら、と己は言葉を繫つなげた。

「──羽柴様は、この賤ヶ岳の戦いの後、武蔵むさし勢ぜいとの相あい対たいを望む旨むねを私達に告げました」

　宣せん告こくした内容に、周囲の大たい気きが僅わずかな揺らぎを作った。

　自分達を囲む柴田班の戦せん士し団だんが、こちらの発言に興きよう味みを持ったのだ。

　……どうでしょう。

　柴田班の総そう勢ぜいは、戦せん闘とう主義だ。力を信じ、ついてきた。柴田はその象しよう徴ちようだ。だが、彼が失われた場合、自分達の行き場をも、やはり失う。そういった思いから、この戦いで果てるくらいの、そんなつもりが彼らにはある筈はずだ。

　ゆえにこちらは言う事にする。そうではないのです、と。

「本能寺での結果は別として、この世の最終決戦の権けん利りを、まだ私達は有しています。

　──そこに力を貸して頂けませんか？」

「そうだねえ」

　と言ったのは前まえ田だだ。彼は左の手を掲かかげ、

「こちらにつくなら、僕が仲ちゆう介かいするよ？　実際、そういう役目だからね」

　笑いも無く、ただまっすぐに放たれた前田の誘さそいに、噓うそも何も無い。これは、一つの事を示していると、己はそう思った。

　……このまま進行すれば、柴田班は壊かい滅めつするのですね。

　どうするのだ。

　皆、戦って果てるつもりだったろう。

　だが、違う選せん択たく肢しがここで出てきた。

　無む論ろん、すぐにそれに飛びつく事は無い。意い地じやプライド、しがらみもある。だけどそれを取り払う事が出来たならば、変わる者は変わる。

　大だい事じなのは、羽は柴しば側につく利点を述べる事では無い。

　柴しば田た側からこちらに移る言いい訳わけ、つまり大たい義ぎ名めい分ぶんを作る事だ。

　それは、ある。

「──聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、柴田様は、敗戦の色が濃くなった時点で、麾き下かには戦線を離り脱だつし、羽柴側に下る事を許すと、指し示じを出していたそうですね。

　今、戦せん況きようは分ぶん岐き点てんを迎えています。聖譜記述に則のつとるならば、そのような判はん断だんを経て、武蔵むさし勢ぜいとの最終決けつ戦せんに力を貸して頂いただけないでしょうか」
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　……そうよねえ。

　と、不ふ破わは内心で頷うなずいた。自分自身、可か児にに敗はい北ぼくしたばかりだからだろうか、反動のように、厭えん戦せん気分への理解が心の中に生じている。

　気まぐれだわ、と思ってしまうが、しょうが無い。状況はもはや、意い地じや勢いでは無く、利点や理性が介かい入にゆう出来る状況になったのだ。

　前まえ田だは既すでに羽柴側に移行しているし、確かにいろいろと言い訳は利く段階だ。

　……あーあ。

　ここのところで輸ゆ送そう艦かんを動かし、布ふ陣じんの改めを重ねたのには意味があったという事か。とりあえず膠こう着ちやく状態という、そこまでは持って行けたのだから。

　前田も、その辺りを見越しての羽柴側への同調だろう。このまま進ませると、敗北ムードが濃くなって、逆に退ひく事が出来なくなると、そう考えたのだ。

　ならば現地会計としては、羽柴側の案には賛成だ。だが、

「やあねえ」

　と、上から声がした。

　二つの満月を背後にした姿すがたが、髪かみを揺らしてこう言ったのだ。

「ここで休戦だなんて、──じゃあ一体、誰だれが私を殺してくれるんですかあ？」

　御お市いちだ。
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　……困るわねえ。

　御お市いちには懸け念ねんがある。それはもう、ずっと昔からの事で、

「私と勝かつ家いえさんは殺し合うの。そして勝家さんが勝つの。それが夢なの。

　解わかる？　だから、ほら」

　首の後ろ。頭ず上じように掛かる聖譜顕装テスタメンタ・アルマを手で示す。

　これが発動している理由は、信心だ。自分には的てき確かくな死が訪れるという聖せい譜ふ記き述じゆつ。その内容を信じている限り、聖譜顕装は己おのれの命を守るのだ。

「死ぬまで無敵。──信じている限り、そうなんですよう」

　でも、休戦になんてなってしまったら、どうしようもない。いつ死ぬのか。失意は恐らく聖譜顕装の守りを自分から奪うばってしまうし、

「また別の死に場所を求めろと、そう言うならば、ここでそれを求めてもいいんですよねえ？」

　問うた先、皆が静まった。

　沈ちん黙もくは思し案あんの裏返しだ。

　羽は柴しば勢ぜいが述べた、生き延びるのに必要な言いい訳わけと、自分達につく事で得られる、後こう悔かいの無い生き切りの理り屈くつと、どちらが魅み力りよく的なのか。

　一つ、言っておく。

「別に、羽柴君のは、私達の後でもいいんじゃないのかしらぁ？　──だって、私達は死ぬけど、皆は死ななくてもいいんですからねえ……」

　だから、と言いつつ、己はふと思った。

　……そうねえ。

　今、皆が、迷っているという事実に、己は安あん堵どしたのだ。そして、

『御市様』

　不ふ意いに、勝家からの声が来た。

『うちの連れん中ちゆうは、いいヤツらだろ？』
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「そうねえ」

　御市は言う。言って頷うなずく。

「……そうねえ」

　そうだ。そうとしか言えない。だって、

「織お田だ家けでは、いらないって、こんな力は不要だって。創そう世せい計画なんて、私どころか、世界にとっても、後付けでしかないのに」

　だけど、

「受け入れてくれた浅あざ井いさんのところでは、皆、自分の立場から逃げようとして。死のうとして。だから私、切って行って」

　それなのに、

「皆は、──自分の好きにしたい私を、守るべきかどうか、悩んでくれているのね……」

　勿もつ体たいないと、そう思った。

　そして勝かつ家いえが、笑い声を一つ漏もらして言った。

『──ハ。実のところ、うちの古い連れん中ちゆうも、浅井の連中も、御お市いち様にはそうしてやりたかったと、そう思うぜ？』

「じゃあ、何で私は、追い出されて、死のうと迫られたりしたの」

『そりゃあ、御市様が綺き麗れいな人だからさ』

「言って」

『御市様が綺麗だから、危ない事に関わらせたくなかったり、逆に、手元から離すと壊こわれてしまうと思っちまったんだろ』

　ハハ、と、彼がもう一度笑った。

『戦せん国ごく時代。三十年戦せん争そう。殺す力の極きよく限げん修めてさ。それが駄だ目めだと言われたから、いずれ死ねる襲しゆう名めいを選んだら、今度は途と中ちゆうで殺されそうになって、な。

　傾国だぜ御市様。聖せい譜ふ記き述じゆつ通り、綺麗過ぎて皆が惑まどう』

「殺すのは綺麗だと思う？　勝家さん」

『御市様のは綺麗だぜ。ぞっとする。この人に殺されるなら仕方ないかって、そう思っちまう。逃げたって無む駄だだって』

　だから、

『綺麗とは無む縁えんの俺おれしか、御市様を笑って受け止めてやれねえのさ。

　そして、──俺の下にいる連中は、その事が解わかってるのさ。

　そうとも、解ったろう？　御市様』

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　解った事がある。

　下にいる者達が、今、岐き路ろを迷っているのを見て、理解したのだ。

　迷うと言う事は、自分の考えがあるという事。だとすれば、

「皆、本当に、私達と一いつ緒しよにいてくれたし、

　──今も、いようかどうかを迷ってくれているのね……」
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「じゃあ、こうしましょうよ、ねえ」

　と、気軽な誘さそいを清きよ正まさは聞いた。

　いきなり襲おそいかかってくる可能性も否定出来ない。そのため、やや遠とお間まにいる糟かす屋やが身構えたのを確かく認にんの上で、己おのれは応じた。

「Ｔｅｓテスタメント．、何でしょうか」

「下の皆は、好きにしていいですよぉ？　本当、今までお疲れ様でしたねぇ」

　気軽な口く調ちように聞こえるが、違った。

　……随ずい分ぶんと、力の抜けた……。

　安あん堵どと言うべきだろうか。何か、安心して、大だい丈じよう夫ぶだと、自分の中で決けつ着ちやくしたような言い方に聞こえた。そしてまた、

　……以前だったら、気付かない事ですね、私も……。

　今までの自分だったら、単に疲ひ労ろうからの一ひと息いきか、次を見み据すえて今は力を抜いた口調と、そう捉とらえていただろう。

　だが違う。はっきりと解わかった。

　御お市いちの中で、今、ほんの僅わずかな時間で、何かが腑ふに落ちたのだ。

　これまで引っかかっていたような何かが、いきなり解決した。

　この遣やり取とりが始まった時は、そうではなかった。先さき程ほど彼女が誰だれかと話をしていた、あの頃ころに、いきなりそれが生じたのだ。

「──Ｔｅｓ．」

　自分は小さく呟つぶやいた。

　解る。

　己にも、そういう、たった一いつ瞬しゆんで何もかもが変わってしまった時があるのだ。

　御市は今、それを迎えた。だからだろうか、彼女と今までを共にしていた周囲の戦せん士し団だん達が、

「すまん」

　言って、それぞれが頭をこちらに下げた。

　一部の者達は、不ふ破わや前まえ田だに軽く手を上げた。

「お先に御願いします……！　こっち、出来悪いので居残りで」

　残ざん留りゆうだ。

　……ああ。

　最悪の結果だと、そう思った。

　柴しば田た勢ぜいは、最後まで敵に回る。そういう意い思しを皆が作った。だけど、

「御市様」

　自分は賭かけた。この、何もかもが彼女と柴田の味み方かたにつく流れの中で、敢あえて賭けた。

「──信心の御決断を」
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「そうですねえ」

　満月の空に御市が身を起こす。天てん上じように在を成す二つの月に、自分の天てん輪りんを翳かざして立つ。

　分断の傷きず痕あとはもはや無い。

　千ち切ぎれた衣い装しようを風に任せる訳わけにはいかないから、軽く片手で押さえて笑う。

　……信心、ね。

　清きよ正まさに告げられたその一ひと言ことを思うと、心が決まった。

　大事なのは何か。それ以外を、しかし自分が守るとするならば、

「──相あい対たいをしましょうよ、ねえ、羽は柴しば君のところの人達」

　その言葉に、下に集つどいつつあった皆が顔を上げた。

「御お市いち様……!?」

「皆は、見届けてくれれば充分ですよぉ。だって介入すれば、──私が死ぬのを、邪じや魔ましてしまう事にもなるんですからねえ」

　己おのれは笑う。小さく、しかし嬉き々きの色を止めずに笑う。

「今なら解わかるわ。だって、そんな皆を、私だってもう傷つけたくないんですよねえ……」

　告げた言葉に、周囲の皆が息を吸った。そしてあるものは十じゆう字じを切り、あるものはまた頭を下げ、

「────」

　全員が、後ろに振り向いた。そこにいる羽柴の代表達に宣せん言げんした。

「勝かつ手てにしろと、さっき言われた！」

「だから俺おれ達は見届けるとも」

　だが、と奥にいる一人が告げた。

「柴しば田た様と御市様を倒せなかったら、俺達が貴き様さまらを赦ゆるさない。──何故なぜならそれは、二人が信じた聖せい譜ふ記き述じゆつを守らぬ行いだからだ！」

　対する清正が、ただこう受けた。

「Ｔｅｓテスタメント．」

　一度頷うなずき、カレトヴルッフを肩に背負って、彼女は改めて宣言した。

「──Testament」

　聖譜の意。了りよう解かいの意。契けい約やくの意。共に同じ事を考えてると彼女が告げた。

　通じた。それを理解の上で、自分は言う。

「三十分。それだけの時間が過ぎたら来なさいなぁ。私達も用意がありますからねえ。

　それまで皆、──ほら、不ふ破わさん」

「Ｔｅｓ．、使わずに済んだ食しよく糧りようなどを開放します。つまり、──祭ですね」

　お、と皆が顔を見合わせる。一人、戦せん士し団だんの中で初しよ老ろうの男が御市を見上げ、

「御市様！　水くさいと、そうも言わせて頂いただけませぬか……！」

「言わせないわよぉ。だって、祭ですものねぇ」

　そう、と己は言った。

「騒さわいで楽しく別れ盃さかずき。こんな終わりになるなんて、思っても無かったですねぇ……。

　これから三十分。そこからどれだけ決けつ着ちやくに掛かるかしら？　早く私達のところに来て下さいねぇ？　そうでないと、あちら、もう、動いてるんでしょうし」

　告げながら、自分はある方角を指差す。南南東だ。

　そこに何があるか、現場の誰だれもが知っている。空に立つ光の柱はしら。その下に座すのは、

「もう、動いて良い筈はずですよねぇ。……午前零れい時じ十分前。武蔵むさしが本ほん能のう寺じに向けて動くなら、今がそのタイミングですものねぇ」
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「よーし、準備は出来たな！　そろそろ武蔵が降こう下かする！　こっちも離り舷げんして待たい機きだ！」

　浅あさ間ま神じん社じやに接せつ舷げんされた輸ゆ送そう艦かんが、僅わずかな間だけ慌あわただしくなるのを正まさ純ずみは聞いた。

　武蔵側への残ざん留りゆう組が、輸送艦から退出するのだ。こちらからは向むか井い、直なお政まさ、ネシンバラもタラップを急ぎ、浅間神社の外がい縁えんとなる区く画かく外がい壁へきの通路へと向かう。通路の奥には、外壁に囲まれた浅間神社が覗のぞいて見えるが、完全な箱はこ庭にわ状態だというのが解わかる。

　浅間もこの状態は初めて見るらしく、上空で待たい機きしている浅間神社パージ用の大型輸送艦と実家を見比べつつ、

「これ、父とうさんは、パージ準備で確実に盛り上がってますね。内側で……」

「ネシンバラが向こうに残るのも、そのせいかなあ」

「つーかバラやん何で武蔵に？」

「役に立たないからじゃない？」

・未熟者：『聞こえてるんだよ君達は……！　僕の方は暗あん号ごうの解かい析せき専念だ。そっちにいても意味が無いし、下手へたすると、何か解っても輸送艦の通つう神しん系けいでは君達まで声が届かないかもしれない。武蔵にいた方がいいだろう』

　成なる程ほどな、と頷うなずいていると、輸送艦が軽く上下に揺れた。

　出しゆつ航こうという訳わけでは無い。武蔵の基本船せん殻かく部ぶの穴。そこに沈しずむ事で、武蔵の外がい殻かくと防ぼう護ご術じゆつ式しきに守られながら、共に降下するのだ。途中から前進し、

　……武蔵野の下を潜くぐって本能寺正面へ、だったか。

　ゆえに大きくは離れず、二、三メートル。だが向井が浅間神社側から、

「あ」

　とこちらに手を振ると、輸送艦階下の戦せん士し団だんが一いつ斉せいに左さ舷げんに寄って手を振り返した。

「行ってきまああああああす！」

　だが、それによって艦のバランスが左に寄った。一いつ瞬しゆん、足あし下もとが右に揺れ、

「あ──!!」

　一気に傾く。

　と、そんなこちらに気付いてないのか、ネシンバラがやって来て、

「やあ皆、頑がん張ばってきてくれるかい。僕の報告を待っていてくれよ？」

　総員が舌した打うちしながら右う舷げん側の定位置に戻ったので、艦かんの平へい衡こうが保たれた。

・煙草女：『流石さすがさねえ……』

・未熟者：『何だ!?　何だ今の反応！　皆恥はずかしいのか!?』

　とはいえ直なお政まさが手を振らないのは、それなりの自じ意い識しきなのか性格なのか。

　まあ後者かな、と思っていると、三人の向こうに人ひと影かげが来た。

　通路の陰となる方から来たのは、両手をハンカチで拭ぬぐっているホライゾンだ。彼女はこちらに気付くと、おや、と濡ぬれたハンカチを手で振り、艦かん内ない放送が自じ動どう人形の声で、

「戻せえ──[image: ]　以上！」

　戻った。







[image: 第四十五章『開始場所の合図者達』]
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　武蔵むさしの降こう下かは、本ほん能のう寺じの南、ほぼ正面で行われた。初期高度は地上十キロという、限界高度までは行かないが、武蔵以外では各かつ国こくの主力艦かんクラスで無ければ到とう達たつ出来ない位置からのスタートだった。

　距きよ離りはしかし、四倍以上。回かい頭とう運動からの流れで段階的に行われる降下は、大たい気きの上下層の温度差もあり、武蔵の作る仮か想そう海かいを霧きりの噴ふん出しゆつに変えた。

　そして武蔵が、一度砲ほう撃げきの後、いきなり前に出た。

　主船せん殻かく部ぶを抜き取り、軽量化と補ほ強きようを行ったが故ゆえの高加か速そくだ。

　突然の疾しつ駆くは、武蔵が纏まとう霧を外へと打ち広げた。

　白く散った霧む煙えんの下から出てきたのは、連続して並ぶ鳥とり居い型重力加速器と加速光。

　一気に降下した巨きよ影えい八艦は、自ら放った砲ほう弾だんを追う軌き道どうで、上の位置を狙ねらっていた迎げい撃げき側の攻こう撃げきをくぐり抜けた。

　対たい抗こうする本能寺側は、砲ほう門もんの角度を変えるのが間に合わない。良い位置にいた艦や砲門だけが、砲弾に動どう態たい追つい尾びか誘ゆう導どうの設定を加えて射しや撃げきする。だが、そんな対応の中でも、

「この位置なら行ける……！」

　本能寺の作る光こう柱ちゆうの横を北から南に抜け、武蔵へと幾いくつもの影が飛んだ。

　輸ゆ送そう艦かんだ。無人砲弾化されたそれは合計で三十二。どれも本能寺の資材の輸送を行ったもので、業務の終了後に改造を受けた艦だった。

　当たる事とストッピングパワーを上げる事を考え、丸まる太た型となった艦かん首しゆが、大気を重い音で押しながら、しかし長い助走距離を空中に消しよう費ひして武蔵へと突っ込んでいく。

　だが、何もかもが当たる瞬しゆん間かんだった。武蔵が白の色を浴びた。

　八艦全ての艦が行ったのは、右う舷げん先せん端たんに仮想海を集中展開したフルブレーキングだった。

　右舷先端に強きよう烈れつな制動が掛かった。そして制動を掛けられたのとは対角となる左舷艦かん尾び側が、加速に押されるようにして前へと滑り出した。

　全八艦、高速の前進中だというのに、ふらりと左へ、西の方角に尻しりを振った。

　直後。武蔵の右舷側加速器が、外向き全開に加速光を放った。

　重力航こう行こうシステムだ。光が収しゆう束そくされ、加速器周辺が暗くなる中で、圧あつ縮しゆくされた閃せん光こうが散り、光の欠片かけらを散らしながら大質量を逆方向へと吹っ飛ばす。

　直線軌き道どうからの、左に振るアンダー莫ばく大だいな八連ドリフトが発生した。

　揺らぎからの加速の蹴けり付けは強く、八艦はほぼ一いつ瞬しゆんで滑かつ走そう軌道に乗った。

　軽い。

　そんな挙きよ動どうが空を回る後。先さき程ほどまで武蔵がいた地点に、

「くそ……！」

　三十二の輸ゆ送そう艦かんと、砲ほう撃げきの群が突き抜けた。

　誘ゆう導どうも追つい尾びも間に合わない。何もかもが透すかされた月下の空へと飛んでいき、

「防ぼう御ぎよ……！」

　カウンターとして、先に武蔵むさしが放っていた副ふく砲ほうが、本ほん能のう寺じ正面の対たい空くう砲ほう群に炸さく裂れつした。

　それだけではない。

「……西側警けい戒かい！」

　西の空から、もはや北西の空へと旋せん回かいしていく武蔵が、自分達の側面から砲撃を放ってくるのだ。

　砲撃音は近過ぎて。大たい気きを割る音は落らく雷らいのように、しかし打だ撃げきとして届いていた。

　直ちよく撃げきだった。
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　鈴すずは、急ぎ入った武蔵むさし野の艦かん橋きよう内で、全ての挙きよ動どうの管理をしていた。

　高速ドリフトは英国に入る時の記録がベースだ。あれはサン・マルティンに受けた被ひ弾だん状態での行いだったが、今回は条件が違う。

「もっといい状態だよ、ね……！」

　無む傷きずで、中央の重量がない。

　関かん東とう解放の際に、輸送艦で連続ドリフトを決めたが、あの状態に近いのだ。

　そして武蔵の模も造ぞうを手にして、そのバランスを確かめて、己おのれはこう思った。

　……行ける、ね。

「始める、よ……！」

　急ぐ。とっても急ぐ。

　まず先に行ったのは、武蔵八艦の挙動ラインを描く事。そして同時に進めたのは、

　……風……！

　本能寺は丘のような、広く浅い山の上にある。京きよう周辺においては、風の多くは、昼間の内だと北にある北ほつ海かい側から入り、琵び琶わ湖こを中心に東や南へと抜けていく北風が多い。

　そして夜には、甘く逆になる。

　丘上の本能寺は、風の分かれ道ともいえる位置にあった。南から北へと流れる弱い京周辺の風が、本能寺をポストのように東西へと迂う回かいし、また合わさって北へと流れていくのだ。

「え、ええと」

　ドリフトには既すでに入っている。

　本能寺の南から西に回るのは容易たやすい。

　本能寺を西に迂回する風に乗れば、そのまま大体の軌き道どうが解わかるからだ。無む論ろん、風よりもこちらの方が遙かに速いので、風に〝乗る〟とは、そのまま乗り越していく事になる。

　そして艦かんが北を回り、風に逆らう東に掛かってからが逆風となって厄やつ介かいだ。だから、

「御先……！」

　手て指ゆびで描く風の動きを、己おのれは先行させた。武蔵むさし野の艦かん橋きようの計算力と自分の知覚出来るものを連動して、莫ばく大だいな風を二十秒先まで読んで描く。そして描いたものをそのまま動かし、常に二十秒後の世界を己の手元から全方位へと作っていく。

　未来が動いた。まだ見ぬ時間が形となって、己は自分で作った風を浴びた。

　己おのが描いた大たい気きの動きは、本ほん能のう寺じの丘を迂う回かいする際、その斜面に沿って回り込んでくるものと、離れて行くものに分かれて行く。どこからが分かれて、どこからが結ばれるだろう。描く力をもった手指を伸ばして、自分はそれを探り、

　……ここ。

　多分ここ。ううん、絶対ここ。ここでなら皆は「またね」が出来て、左右に分かれて行きながら、しかし、ちょっと不ふ良りような風が丘を昇ろうと走って行く。

　不良。

　さっきミトツダイラさんが言っていた言葉。何か格かつ好こいい。そう、考えた事もなかった。私も不良。父とうさんと母かあさんに言ったらどんな顔をするだろう。でも、

「不良なんだ、私」

　なんてね。ポーズをキメて言うと、ネシンバラ君みたい。
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・武蔵野：『全艦傾けい注ちゆう！　鈴すず様が「不良宣せん言げん」なさいました！　──以上！』

・浅　草：『それは武蔵むさし全艦が不良化するという事がトップダウン式で決定したという事ですか武蔵野！　──以上』

・国分寺：『興きよう味み本位でトップ９より下が聞きますが、一番不良は誰だれですか！　──以上！』

・多　摩：『〝北きた千せん住じゆ〟？　──以上』

・北千住：『ちょ、ちょっとやめて下さい！　うちは浅あさ草くさ内なんだから〝多た摩ま〟とはいえ越えつ権けん行為です！　確かにうちの管かん轄かつの町では、夜にたまり場にならないよう、異い族ぞくの方達が広場に異い音おんを流してますけどね？　でも度合いで言ったら〝伝てん馬ま町ちよう〟だと思います！　──以上』

・伝馬町：『な、何言ってるんですか〝北千住〟！　うちにあるのは牢ろう屋や敷しきだから、うちの人達は不良じゃなくて犯罪者です！　一いつ緒しよにしないで下さい！　──以上！』

・村　山：『鈴様の不良宣言なら、一番の不良は〝奥おく多た摩ま〟か〝武蔵野〟では。──以上』

・奥多摩：『え？　ま、待って下さい！　うち学生多いから、そんな施せ策さくされたら無む法ほう地ち帯たいのアングリーシップになりますよ！　──以上』

・武　蔵：『──落ち着きなさい。貴女あなた達は艦かん長ちよう式や航こう法ほう士し式でしょう。ちゃんとシミュレートするのです。たとえば私などは、不良化した場合、酒さか井い様にすぐ御お茶ちやを出さなかったり、食事では栄えい養よう価か優先で嫌きらいなものを出したり、寝ているのを定時でも起こさないなど、そういう不ふ良りよう化だと判はん断だん出来ますが、難なくこなす自信があります。──以上』

・約全員：『それいつも通りじゃないですか！　──以上』
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　鈴すずは、周囲の自じ動どう人形達が腰の後ろに手を回して仁に王おう立だちになったり、ある自動人形が他の自動人形の前で軽くジャンプを始めるのを怪け訝げんに思いつつ、しかし作業を進めた。

　風は読めた。

　北から東に回る時、今度は風を「昇る」事になるが、最終的にはまた元の位置へと一周掛けて戻す事になる。

　減速用のスラストが要いらなくなって、武蔵むさし側としても燃ねん料りよう計算が楽になるだろう。

　だから北から東、南へと回る半円分の風の流れについては吹きスジを指で払って確定した。これを情報化すれば自動人形達が最適な運動と燃ねん費ぴを兼かねてくれるだろう。

　丘を昇る風を応おう援えんしたくなるが、手は触れない。もう出来ている。だから後は、途と中ちゆうに拾い上げた敵の砲ほう門もんや艦かん群ぐんの位置を描き足して、

「砲ほう撃げき……！」
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　う、わー、と、浅あさ間まは手元に半球状に展開した照しよう準じゆん加か護ご術じゆつ式しき〝枝えだ葉は継つぎ〟で、本ほん能のう寺じを中心とした映えい像ぞうを見ていた。

〝枝葉継〟は、元々が有あり明あけの対空防ぼう御ぎよ用に作ったものだが、照準系なのでリサイズを掛ければ手元に視覚術式として展開出来る。用途としては、半球内部に映像を投とう影えい、立体表ひよう示じ出来るので、主に武蔵周辺の概がい要ようを扱うのに使う。

　今、内部に表示されているのは鈴が武蔵むさし野の艦かん橋きようで作った模も造ぞう情報だ。

　武蔵の高速ドリフトは、安定状態で本能寺の北を回っていた。鈴の手配がいいのだろう。

・ウキー：『描かれていく雲の棚たな引びきが、綺き麗れいに重なるものだな』

　ウルキアガの言う通り、波は紋もんのように広がるそれらが、八や重えに重なる。そして作られる形には、幾き何か学がく的な法ほう則そくがあるように見えるが、これは鈴の操そう艦かんが確かだという事だ。

「フフ、関かん東とう解放の時に、輸ゆ送そう艦かんで派は手でに練習したものねえ」

「……江え戸ど湾わん間ま近ぢかで、輸送艦同士でガツンとかあった気がするわね」

　成なる実みがしみじみ言うと、当時の記き憶おくが蘇よみがえってきた。

　……ミトのお母かあさんが、大たい概がいでしたね……。

　気付けば、大体の皆がミトツダイラに視線を向けている。携けい帯たい食料を囓かじりながら、本能寺の構こう造ぞう概がい要ようを見ていた狼おおかみは、ややあってからそれに気付き、

「な、何ですの一体!?」

「いや、まあ、いろいろあったなあ、と」

　実際、いろいろあったのだ。これからまだ、もっとたくさんあるのだろうけれど、

　……一区切りになる事は、確かだと思うんですよね。

　本ほん能のう寺じの変へん。

　創そう世せい計画。

　世界の情勢と、末まつ世せの解決。そういったものが、ここで見えてくる筈はずだ。

　そしてその入口として、

「お」

　武蔵むさしの挙きよ動どうが変わった。緩かん衝しよう術じゆつ式しきが大きく掛かっているのは解わかるが、それを超えて尚なお、右う舷げん側に押しつけられるような動きを感じるのは、

「本能寺の北を回って、北向きの風を越えていくので御ご座ざるな」

　艦かん首しゆ側には、ずっと本能寺から伸びる光の柱はしらが見えている。自分達は武蔵の船せん殻かくに沈んだ状態なので、ともすれば周囲は何も動いていないようにすら感じるが、手元の〝枝えだ葉は継つぎ〟でも確かく認にん出来るように、武蔵はそのドリフトと攻こう撃げきを半周済ませたらしい。

　武蔵むさし野の艦かん橋きようからの報告だと、鈴すずが不ふ良りよう宣せん言げんをしたそうだが、どうなんだろうか。想そう像ぞうするとちょっと可愛かわいいが、ペルソナ君がロッカーにしまい込んでる釘くぎバットやハンマーとか持ってもファッションで済む気がする。でもペルソナ君、あれいつ使うんでしょうか。

　ともあれ半周過ぎ、相手の背面から、また側面に回っていく事になるが、

「そろそろ対たい処しよがされるわね」

　成なる実みが言った瞬しゆん間かんだ。役やく職しよく者しやの顔横に赤色の警けい報ほうを示す表示枠サインフレームが出た。自分の手元にも展開したそれが示すのは、

・浅　草：『左舷前方、本能寺防ぼう衛えい艦かん隊たいが艦かん列れつを組んで上昇して来ます！　──以上』
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　三みつ成なりとしては、幾いくつもの言いい訳わけを考えていた。

　それは、何故なぜ、自分が本能寺に出場しているか、だ。

　……どうでしょう。

　まず、本能寺の変へんは、聖せい譜ふ記き述じゆつによれば信のぶ長ながにとって不ふ意い打うちであったという事。

　ゆえに信長は少数の供ともしかつけておらず、防衛も何もあったものではなかったとされる。

　だから防衛艦隊もあってはいけないのだが、ある条件で存在出来る。

　第一に、防衛艦隊が無人仕し様ようである事。

　第二に、防衛艦隊がＯＳ統とう御ぎよされている事。

　第三に、統とう御ぎよ用ＯＳが、一個の人格である事。

『つまり自分が全ぜん艦かん操そう作さするなら、一人で出場していると、そう言えます』

　更さらに、石いし田だ・三みつ成なりが出場している訳わけも無いのだが、これはエスケープがある。

　……佐さつ々さ様が来て下さいました！

　自分は未見であるが、先さき程ほど羽は柴しばが挨あい拶さつをした。

　佐々程の襲しゆう名めい者しやが、一戦せん士し団だん員いんとして出場している。だったら、聖せい譜ふ記き述じゆつではまだこの時期、無名に近い自分がいたっていいですよね!?

・ＡｎＧ：『ナリナリー、強ごう引いんな言いい訳わけ通用してる？』

・成成成：『ご、強引って何ですか!?　あと、そっちも戦せん闘とう中ですよね!?』

・きめえ：『いや、こっちは三十分休みよ。とりあえず休きゆう憩けいと補ほ修しゆうを入れて、誰だれが柴しば田た先せん輩ぱいと御お市いちの方かたの相あい対たいに行くか、そこから相談』

・黒　狼：『で、そちらはどうなってますの？』

・成成成：『け、結果だけ言うと、挽ばん回かいします……！』

　艦かん隊たいを組み直しての対たい処しよを為なすべきタイミングだ。
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　武蔵むさしが左右どちらかに回ってくると言うのは、三成の想そう定ていに無かった訳では無い。

　実際、英国入国時の武蔵の挙きよ動どうや、関かん東とう解放における輸ゆ送そう艦かんの動きは、記録にある。ただ、その動作に入るまでの流れが読み切れなかった。

　速過ぎたのだ。

　武蔵が中央船せん殻かく部ぶをパージするのに合わせ、安あ土づちでも同様の施せ策さくを行った。

　だが、安土は戦せん艦かんだ。構造的に解除出来ない部分がある。それに比べて、武蔵ではどうなっているのか。シミュレートはしていたが、現実に挙動をされると違った。

　正面に突とつ撃げきされる辺りまでは、しかし理解出来ていたのだ。そこから先が変わった。思い切りの良さのようなものが入った上で、こちらの予測範囲以上の軽快性を見せた。

　艦かん長ちよう代だい理りとして、記録にあげられているのは向むか井い・鈴すずという一般生徒。

　役やく職しよく者しやでも、襲名者でもない者があの巨きよ艦かんの艦長代理とは、解げせない。

　なので更さらに探りを入れたら、ある事実が判明した。

　彼女は湯ゆ屋やの娘むすめなのだ。

　……関係ありますか!?　それは……！

　先天性の視覚障しよう害がいの方が、説明として理解出来る気がする。

　ただ、その挙動の速さと変化に、こちらの対処は遅れた。無む論ろん、読めていても左右二択たく。それが解わかった時点で、自分は仕切り直しを決めた。

　アジャストする。

　幾いくつか、他に警けい戒かいするべき案あん件けんもある。それらを鑑かんがみた時、迎げい撃げき艦かん隊たいとしては中央正面側を本ほん命めいとする事にした。

　武蔵むさしが西側からぐるりと回って、こちらの艦隊を破は壊かいしていく。これはもう自分の読みミスだ。甘んじて受けるが、挙きよ動どうはさせておくし、撃うてるものは撃つ。

　武蔵を少しでも疲ひ弊へいさせておきたいのだ。そして何より、

　……挑ちよう発はつしなければなりません……！

　本ほん能のう寺じを守るため、自分は一つ、行わなければならない事がある。そのために、

『本能寺東側、正面側の防ぼう衛えい艦隊を上昇。順次、武蔵が南側にて正せい対たいする事を前ぜん提ていの上で迎撃の構えを取ります……！』
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　先に気付いたのはドリフトの先せん端たんとなる左さ舷げん一番艦の〝浅あさ草くさ〟だった。

　麾き下かとなる〝上うえ野の〟による精せい査さが、浮ふ上じようする敵艦隊の動きと並びを捉とらえた。鈴すずによる確定も済んだそれは、本能寺の正面側にいたP.A.Oda鉄てつ甲こう船せん二艦と、M.H.R.R.神聖ローマ帝国式の戦せん闘とう艦かんが八艦。

　M.H.R.R.式八艦の内、四艦は、本能寺の東側に配置されており、こちらへと急ぎ回かい頭とうを進めているところだった。

　自分達が囮おとりとなって、鉄甲船二艦と戦闘艦の残り四艦を正対させる時間を作る。そういう流れを作ろうとするのが、明確だった。

・浅　草：『〝武蔵むさし野の〟、このままだと三十二秒後には鉄甲船二艦と戦闘艦四艦以上との正対状態に入ります。如何いかがしますか？　──以上』

・武蔵野：『予定通りの推すい移いです。問題ありません。〝武蔵〟様。──以上』

　判はん断だんが、総そう艦長に回る。そして誰だれもが聞いた。自分達の長となる〝武蔵〟の判断を、だ。

・武　蔵：『Ｊｕｄジヤツジ．、当艦はこれより主しゆ砲ほう〝大だい兼かね定さだ〟の発はつ射しやシークエンスに入ります』
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〝武蔵〟の言葉が続いた。

　ドリフト制せい御ぎよを制動に切り替え、敵艦群との砲ほう撃げきを行う艦内に、彼女の声が響ひびく。

・武　蔵：『依頼主は武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん総そう長ちよう、葵あおい・トーリ様と、副王、ホライゾン・アリアダスト様。仲ちゆう介かいは武蔵アリアダスト教導院副ふく会長　本ほん多だ・正まさ純ずみ様。

　目的は、本能寺地ち脈みやく炉ろの暴ぼう走そう停止のため、地脈経けい路ろの一時的な破は壊かいとなります』

　いいですか、と〝武蔵〟が告げた。

・武　蔵：『総員、対航こう空くう都市級障しよう害がい物ぶつ重力制御砲ほうACC-GC0021〝兼かね定さだ〟を展開準備。

　メインバレル状態、ACG-GC0021L〝大兼定〟にて行います。──以上』





●






　ほう、と蘭らん丸まるが東の空を見て声をあげるのを、弥や助すけは聞いた。

　今、本ほん能のう寺じはその建物も周辺も全て警けい報ほうに満ちていた。

　退たい避ひは本能寺の建たて屋や内部。そこへと戦せん士し団だん達が一時退避する一方、蘭丸が急いだ風ふうも無く、夜の空にスライドと展開をしていく巨きよ影えい八艦かんを評ひようする。

「……あれが〝大だい兼かね定さだ〟。当代の技術者達も、ようやく、艦かん載さい武ぶ装そうとして、神かみ代よのクラスに届くものを作り始めるようになりましたか」

　言っている間に、武蔵むさし全艦が持つ重力航こう行こう用の外そと翼よくが展開していく。

「操そう艦かんも上々。移動しながら撃うてなければ船の砲ほうではありませんからね」

「蘭丸君！　批ひ評ひようしてないで退避した方がいいよ！」

「弥助様、あのクラスの砲ほう撃げきがまともに来たら、退避したって無む駄だです。何を慌あわてているのか非常に疑問ですね。墓ぼ碑ひに〝死を前に狼狽うろたえた半はん竜りゆうここに眠る〟とでも書きましょうか」

「蘭丸君！　それ書く君も死んでるんだよ多分その時！」

「当たり前の事を何を言っているのですか弥助様。大体、書くのは業者です」

　弥助は面めん倒どうなので蘭丸を担かつぎ上げて建屋にダッシュした。

　あ、いいな！　という麾き下かの連れん中ちゆうは死ぬ程無視。横にいるだけでストレス源げんになる存在が良いのか君達！　ああ!?　ともあれ言うべきは一つだ。

「退避──!!」
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　鈴すずは、先行で作った二十秒を有用する事にした。武蔵がドリフトを終え、本能寺へと正せい対たいしていく中で、〝大兼定〟の準備を仕上げなければならないのだ。

　だから先行二十秒分ぶん、時間を掛ける。

　二十秒後、そこにある武蔵は〝大兼定〟の発はつ射しや状態だ。

　今の時点から完成状態に最速で至るにはどうするか。

「変形中の場所の、情報、頂ちよう戴だい……！」

　言うと、熱ねつ源げんが来た。変形途と中ちゆうの武蔵の模も造ぞうの内、変形完了していない部分先せん端たんに、その動作方向を示す矢や印じるし形の熱源ポイントがついたのだ。

　一いつ瞬しゆんで数万という数と形の熱が付き、武蔵がホットな状態にあるのが解わかった。

　……うん。

　変形箇か所しよの数は多いが、大だい事じなのは何処どこかは解っている。

　今、自分達はドリフト中。

　空中で兼定を発射する際は、艦かん体たいを安定させるため、重力加か速そく器きを下に振り、垂すい直ちよく上昇状態にする。

　だが、それはベストな状態の時で有り、急ぎの場合は違う。ノヴゴロドに急行した時、兼かね定さだの第一射しやは側そく転てん状態だったのだ。

　側転制せい御ぎよ中の砲ほう撃げきに比べれば、ドリフト中のそれは感覚として解わかり易やすい。

　今、武蔵むさしの高度が下がっていく。〝大だい兼定〟用に各所を組み替えていくため、重力加か速そく航こう行こうの失速が強くなっているのだ。

　構わない。

　二十秒後の武蔵が、段々と高度を下げていく。だが自分は構わず、熱ねつ源げんの各所に手を伸ばし、砲撃シークエンスの手て順じゆんを正確に、しかし急ぎで行っていく。だから、

「右う舷げん加速器、下、向けて、……全ぜん艦かん、回って、等速……！」
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『浅あさ草くさ、品しな川がわ共に右舷重じゆう力りよく航行加速器群、下方展開完了……！　──以上！』

『多た摩ま、村むら山やま、同意です！　──以上！』

『高たか尾お、青梅おうめも同様です！　──以上！』

『武蔵むさし野の、奥おく多た摩まも同様！　──以上！』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵〟は頷うなずいた。

　自分が今立つのは、武蔵野艦かん橋きようの上だ。腰に差した二に刀とうを、緩かん衝しよう術じゆつ式しきを通して尚なお届く風の中で抜き、砲撃態たい勢せいに展開していく全艦を確かく認にん。

「武蔵全ぜん艦かん、射しや撃げき姿勢確定。──以上」

　牽けん引いん帯たいが音を立てて伸長し、左右三艦ずつの縁へりで火花を立てた。

　構わない。ドリフトは終わりに向かいつつある。本ほん能のう寺じ東側から上昇してきた戦せん闘とう艦かん四隻せきは、集中砲ほう火かで砕くだき切った。

　残る正面側鉄てつ甲こう船せん二艦と、戦闘艦四艦は、ほぼ無む傷きずだが、これもまた構わない。

　……〝大兼定〟を放てば、吹き飛ばせます。

・奥多摩：『〝武蔵〟様！　吊ちよう架か確定しました！　──以上！』

　いいタイミングだ。以前よりも展開の流れが縮んでいる。これは鈴すずに展開の優先順位を預けつつ、補ほ佐さとしてどこを為なすべきかが解わかっているからだろう。

　今回のパターンを参考にすれば、次回の展開はもっと早く出来る。

　……これでは、まるで〝戦せん艦かん〟だと判はん断だん出来ますが、正まさ純ずみ様が喜びそうですね。

「艦かん首しゆダウン。照しよう準じゆんを本能寺地下、地ち殻かく部に確定しなさい。──以上」

　そして、己おのれは双そうの刃やいばを引き、両腕うでを振って構えた。

　直後。武蔵野先せん端たんのバウに光が宿り、リボンとなって一気に奥多摩までを左右から走った。白光の帯おびは奥多摩の艦かん尾びで結ばれ、両艦を確定する。機き械かいと言うよりも、布をまとめるような動きで武蔵むさし野のと奥おく多た摩まが連結。その状態を表示枠サインフレームで確かく認にん次第、自分は声を作った。

「正まさ純ずみ様。──発はつ射しやシークエンス完了いたします。御準備を。──以上」
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　視し界かいが前に傾く。夜天の中央に立っていた光の柱はしらが、遙か広がる丘と大だい地ちを夜の森として照らし、己おのれの根ね元もとの大屋や根ねを見せつける。

　そして正純は、眼がん下かの正面を確認した。

　武蔵むさしが狙ねらうのは本ほん能のう寺じの地下。そこまで艦かん体たいが傾けば、もはや視界には地面しか見えなくなっていく。

　直後。自分達の立つ輸ゆ送そう艦かんが揺れた。

　下へ。浅あさ間ま神じん社じやの横を抜け、奥多摩の艦かん首しゆへと流れていくのだ。

　上に出る必要は無い。

　今までこちらを障しよう壁へきとして囲んでいた奥多摩は、まるで水をこぼす器うつわのように傾斜している。自分達はその傾きに合わせ、ただ行くだけだ。

「武蔵〝大だい兼かね定さだ〟、──メインバレル・オープン」

　表示枠に告げると、空に光が前後した。武蔵野の艦かん橋きよう下かにある加か速そく器きから、流りゆう体たい砲ほう身しんが高速で前後に展開していくのだ。

　同じタイミングで、表示枠が六つ来た。左右舷げんの艦かん長ちよう達からだ。それは統合して、

『武蔵全ぜん艦かん。──メインバレル・サーブ・スタート。──以上』

　そして砲身の後部が、こちらに伸びてくる。浅間神社から、武蔵の傾斜を下りつつ、甘く前に出た輸送艦へと、光の軸じく転てんを行う大砲身が張り出すように展開してきた。

　あとは簡単だ。既すでに馬ば鹿かは、流体供きよう給きゆう術式を展開している。だから、

「おい」

　呼びかけて振り向くと、馬鹿が浅間を背後に置いて両手を打った。

　瞬しゆん間かん。その背から、流体のラインが空へと多重に突っ走る。左右二十。追加で十ずつ。鎌かまのように飛んだそれらは狙ねらいをつけるなり、武蔵各かく艦かんに連続され、砲ほう門もんの接続を為なし、

「よーし、行くか」

「接続コンターク──!!」

　狼おおかみが叫んだと同時。各艦と砲身が、一度震しん動どうし、合がつ致ちの流体光を飛沫しぶき上げた。

　快音と共に〝大兼定〟が確定したのだ。
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「……ではこれより、本能寺地下の地ち脈みやく経けい路ろを一時的に破は壊かい。P.A.Odaによる地脈炉ろへの入力を止めるぞ！」

　正まさ純ずみの言葉に、点てん蔵ぞうは頷うなずいた。

　本ほん能のう寺じでは無く、地ち脈みやく経けい路ろを破は壊かいする。これが今回の初しよ手てとして自分達が考えた戦せん術じゆつだ。

　何しろ今、本能寺では、創そう世せい計画の一いつ端たんか、よく解わからない事が行われている。

　ならばまず、これを止め、状況を問い質ただすのが最善だ。

　地脈炉ろは暴ぼう走そうしているが、これは、燃ねん料りようとしての流りゆう体たいが地脈から供きよう給きゆうされ続けているのが原因だ。ゆえに三み河かわにおいて、三征西班牙トレス・エスパニアは緊きん急きゆうの対たい処しよとして、臨りん界かい時間までに地脈炉を破壊しようとした。

　現状においても、同じ方法で止められるだろう。

　だが、それをやると、マズイ事が一つある。

　創世計画が、末まつ世せ解決に必ひつ須すだった場合だ。

　この場合、地脈炉を破壊してしまうと、創世計画の再立ち上げはほぼ不可能になる。創世計画が満月周期で行われるとした場合、その準備などを浅あさ間まに言わせると「ゼロベースだと、次の満月とか、その次じゃ間に合わない気が……」との事で、自分としても〝大だい兼かね定さだ〟で吹っ飛ばしたら土地の造成レベルからやり直しで御ご座ざろうなあ、とは思う。

　なので、その地下。構こう造ぞう体たいより下に撃うち込む。狙ねらいは地脈の主流で、ここに〝大兼定〟クラスの流体弾だんを叩たたき込めば、地脈には地じ震しんのような影えい響きようを与えると、浅間が言った。

「つまり地脈に不ふ整せい脈みやくを起こさせるんですが、この場合、上の抽ちゆう出しゆつ炉ろへの供給が乱れるため、共きよう振しんが起きて抽出が止まるでしょう。不整脈の〝型〟は、周囲に馴じゆん化かして消えますが、余よ震しんが続くのと同じような感じで、半日くらいは続く筈はずです」

　この場合、今回は止められるが、次の満月周期には地脈が落ち着いて再立ち上げが可能となる。

　それは十月初しよ旬じゆんとの事なので、結果がどうなるかは解らないが、十月後半のヴェストファーレン会議にはホットな議ぎ題だいとなろう。

・十ＺＯ：『ならば地脈に不整脈、ありで御座るよ！』

・金マル：『あのさあ』

・十ＺＯ：『ふ、不ふ吉きつな気がしたので先を言わなくていいで御座るよ？』

・ホラ子：『あのですね？　メアリ様を救いに行く時、直接上行って乳ちち揉もむより、処しよ刑けい場じようのタワーを発はつ破ぱか砲ほう撃げきで爆ばく破はしてしまえば地脈との接続が切れて処刑不可能。交こう渉しよう時間も莫ばく大だいイエエエエエエエエ！　という事だった気がするのですが、どうなんでしょう、点蔵様』

　言いおったで御座るよ……！
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　鈴すずは、最後のドリフト調ちよう整せいを行いながら、史し上じよう希まれに見る共とも食ぐいを聞いた。

・十ＺＯ：『い、いやあ、そんな、タワー破壊の用意なんて、持ち込むのも難しいで御座るよ！　そうで御座ったよねナルゼ殿どの!?』

・●　画：『ア──、言われて見れば砲ほう弾だんくらいは持ち込めたかなア──』

・礼賛者：『字で見ても解わかる程の棒ぼう読よみやめませんかナルゼ君』

・俺　　：『結局何が悪かったのよ？』

・十ＺＯ：『トーリ殿どの！　助け船を出すように見せかけて、こっち見てそれを書き込むのは無しで御ご座ざるよ!?』

・あさま：『よく考えたら直前に英国に降りてた訳わけですから、そこで私が遠距きよ離り射しや撃げきをタワーに叩たたき込む手もあったんですね』

・副会長：『確かに、英国とは同どう盟めい状態だったから、身内となる浅あさ間まの射撃に対して防ぼう護ご機き構こうは働かなかったろうな。私の宣せん言げんの後なら別だが』

・未熟者：『何だい君達！　当時の作さく戦せん立案をした僕がそっちにいないのに、盛り上がっているようだね……！」

　……何で入って行くのかな……。

・銀　狼：『でも、そうだとしたらアデーレの〝奔ほん獣じゆう〟が、もっと高く飛べていれば、着ちやく地ちでタワーを破は壊かいして全て解決していたかも知れませんのね』

・貧従士：『あー、それ今思いました。あそこで壊こわれてなければ、中に砂すなでも詰めて重くした奔獣を、第五特とく務むが鎖くさりでハンマーやるのが一番現実的だったかも知れませんね』

・労働者：『土木工事だな！』

　過去の良い話が工事案あん件けんになった。だけどそこで、言葉が来た。

・傷有り：『い、いえ、皆様、大だい事じな事を忘れています！』

　それは、

・傷有り：『私、そういう風ふうに阻そ止しされても、点てん蔵ぞう様に告こく白はくされなければ、処しよ刑けいの拒否も、英国を退出する事もありませんでした。私にとっては、まず第一がそこですので、──あっ、あっ、手厚い拍はく手しゆを有あり難がとう御ご座ざいます！　有り難う御座います！　並行する輸ゆ送そう艦かんの皆様も、どうも有り難う御座います！　通り過ぎる武蔵むさし艦かん上じようからも、応おう援えん有り難う御座います！　これからも日々頑がん張ばって行こうと思います！』
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　成なる程ほどなあ、と正まさ純ずみは思った。そしてふと、顔横に出た表示枠サインフレームの中で、向むか井いが右の手を糸巻きのように回しているのを見て、ある事実に気付き、こう叫んだ。

「早く撃うてえ──[image: ]」

　砲ほう撃げきした。
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　鈴すずは、前後逆に設置された椅い子すの上で、砲撃による艦かん体たいのスライドを体感していた。

　砲ほう身しん長ちよう八キロを超える〝大だい兼かね定さだ〟の反動は、奥おく多た摩まと武蔵むさし野のを容易たやすく後ろへ跳ね飛ばす。

　それを吸収するのは左右の三番艦かんだ。

　自分の目の前に用意された表示枠サインフレームの中では、左右の三艦が扇おうぎ状じように広がりつつ、後ろへと二キロ程滑って行く。自分の方も、手元に出た武蔵むさしの模も造ぞうを操そう作さし、八艦の滑かつ走そうを最小限に収めなければならない。

　僅わずか一いつ瞬しゆんの内に、艦かん隊たいの四分の一程を後退したが、逆に前に出たものがある。

　本ほん能のう寺じへと突とつ入にゆうする戦せん士し団だんの輸ゆ送そう艦かんだ。

　トーリ達の乗るものだけでは無く、別べつ働どう隊たいとなる戦士団も含め、合計で五艦。

　それらは奥多摩や高たか尾お、青梅おうめから前に出て、他艦の下をくぐって行く。正確には武蔵が後ろにスライドした事で露あらわになったのだが、

　……行く、ね。

　そこから先は、彼らの前進だと思った時。己おのれは気付いた。

〝大兼定〟の成果だ。

　予想では敵の鉄てつ甲こう船せん二艦と、戦せん闘とう艦かん四艦は大たい破は。本能寺の麓ふもとには大穴が開いている筈はずだった。

　違った。

　……え？

　その予想は、半分だけ合っていたのだ。

　鉄甲船と戦闘艦は、砕くだかれていた。上昇し、回かい頭とう運動を行いながら、砲ほう撃げき中だった六艦は、それぞれ砲撃の走った中央から左右へと平手打ちを食らったように変形していた。

　折れたフレームが装そう甲こう板ばんを突き破り、更さらに外がい殻かくが外へと広がろうとした時、

「ん」

　爆ばく発はつ六つが、縦たてに薄くなった艦体の上下縁から外へと吹き上げた。特に砲ほう台だいのあった辺りは、装甲板が膨ふくれあがり、果実のように裂さけていった。

　だが、問題はそれら六艦ではない。

　燃え落ち、薄くなって木この葉はのようになっていく六つの艦体の向こう。

　そこにある本能寺を支える地ち殻かくに、何の跡あとも生じていないのだ。

「無む傷きず……!?」
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〝武蔵〟は、今、何が起きたかを精せい査さしていた。

〝兼定〟の照しよう準じゆん系けいは浅あさ間ま神じん社じやが製作したもので、流りゆう体たい検けん知ちなども備えたものだ。その発展系が全方位に向かう〝枝えだ葉は継つぎ〟だが、武蔵のそれも前方には広い視し界かいを持っている。

　そして今、何が起きたのか。

　……こちらの砲撃が飲まれましたね。

　一ひと言ことで言うと、そういう事だ。

〝大だい兼かね定さだ〟は、正しく発はつ射しやされた。地ち脈みやくにインパクトを与えるため、弾だん体たい形成は流りゆう体たい式とした。狙ねらいは正確に、敵艦かん隊たいと地ち殻かく部ぶにダメージを与えるもので、止められるものなど何も無いと、そういうつもりではあった。

　否いなだ。

〝大兼定〟が直ちよく撃げきした瞬しゆん間かん。あるものが展開したのだ。

　見えたのは、網あみだった。

　本ほん能のう寺じとそこを昇る柱はしら。そして建けん造ぞう物ぶつのある丘と、その周囲の何処どこまでも。光が薄くはなったが、着ちやく弾だん時じに、それらの大面積を覆おおう流体光のネットが展開した。

・武　蔵：『浅あさ間ま様、あれは、──地ち脈みやくでしょうか？　──以上』

　問うた先、すぐに答えは来た。

・あさま：『いえ、違います。地脈でしたら、もっと複雑な形や、経路の太さを持っています。今、〝大兼定〟を受け止めたのは、地脈の周囲に張られた流体供きよう給きゆう用の経路です』

　つまりは〝根〟だ。あの光の柱が〝幹みき〟だとするならば、着弾時に見えたのは〝根〟。そして幹も何もかもが無む傷きずだというならば、

「〝大兼定〟の威い力りよくは、あの一点に集中されず、〝根〟が張る莫ばく大だいな地ち域いきと空間に均きん等とう分散されたと、そういう事なのですね？」
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　解わかり易やすい罠わなです、と〝武蔵むさし〟は思った。

　バリティクスアーマーに見られる衝しよう撃げき分散システムと同じ、流体の網による、打だ撃げきの分散だ。

〝大兼定〟の威い力りよくを、完全に消す事は出来ない。しかし、受けた力を広範囲に広げる事で、ダメージを減らすのだ。

　ノヴゴロドを貫かん通つうするような威力の一いち撃げきも、数十キロの範囲に分散されてしまえば、面積当たりのダメージは大きく軽減される。

　マクデブルクの天てん上じように展開した防ぼう護ご障しよう壁へきが、やはり同じ分散型だった。

　無む論ろん、同様の施せ策さくを敵が行ってくる事は読めていた。

　ゆえに〝大兼定〟だった。手抜き無しで、叩たたき込んだのだ。だが防がれたのは、

　……想そう定てい外がいの、〝経路〟の広さと深さです。

　防護障壁ではなく、本来ならば地脈炉に流体を供給する〝経路〟を、分散障壁として転用する。そうやって流体にて作られる網とも根とも言える防護の壁は、何処どこまで広いのか。

・武蔵野：『〝武蔵〟様、──半はん径けい七十キロの該がい当とう地ち域いきに、震しん源げん深さ不明、しかし地下八キロまで均きん質しつに響ひびいた震しん度ど二の揺れがあったそうです。──以上』

　……地震並みですか。

　そうであるならば、地下においては深さ八キロまでの多重ネットが、〝大だい兼かね定さだ〟を分散した事になる。

「……やられましたね。──以上」

　素直に、仕事を果たせなかった事を認めるべきだろう。早急に事じ態たいを片付ける手伝いをするつもりだったが、総そう長ちよう達には手て間まを掛けさせる事になる。

　理解しておくべきだったのだ。

「何故なぜ、正面中央の艦かん隊たいが、わざわざ迎げい撃げきに上がってきたのか。──以上」

　今になって考えれば、あれは誘ゆう導どうだ。迎撃のために〝大兼定〟を撃うち込む軌き道どうは限られる。向こうとしては、〝経路〟の中央にこちらの狙ねらいが向くようにしておけばいいのだ。

　これを為なしたのは、艦隊誘導と地ち脈みやく管理が出来、高度な計算力を持った者。

「石いし田だ・三みつ成なり……！」

　ネルトリンゲンで、彼女は地脈間を移動して分ぶん体たいした。彼女にとって、今回の異常な広さと密みつ度どの経路を構こう築ちくする事と、それを防ぼう御ぎよ転用管理する事は、容易たやすいに違いない。

「──その名、憶おぼえておく事とします。──以上」
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　三成は、一いつ杯ぱい一杯だった。

　……き、消え去るかと思いました……！

　何しろ、吹っ飛ばされた艦体には自分が一人ずついたし、本ほん能のう寺じと周辺を囲む流体経路とて、単純に広げられるものではないのだ。物理的に土木工事が必要では無いが、一度地脈に沈めて各地の神じん社じやや自然聖せい域いきを頼りに地下や空中に再形成。管理は各管理区の中心地に近い神社を利用したが、

「……そこにいた分体が、余波で全部吹っ飛びましたよ……」

　ただ、敵の砲ほう撃げきの威い力りよくを、それでも完全に殺し切れた訳わけでは無い。

　本能寺の建築物は、その表面側となる第一層の制せい御ぎよ系けいが吹き飛んだ。これは最大となる外がい殻かく部ぶがシステム的に敵への排はい除じよを出来なくなったという事で、つまり地上の戦せん士し団だんには頑がん張ばって貰もらわなければならない。

　しかし、いいニュースだってあるのだ。

「もう。武蔵むさしの主しゆ砲ほうはありません」

　武蔵が主砲を撃つには、総長の権けん限げんが必要になる。そして今、彼は、正面から来る輸ゆ送そう艦かん群のどれかにいるのだ。

　安全を勝ち取った。その上で己おのれは右の手を上げて言う。

「武蔵の輸送艦が降こう下か態たい勢せいに入ります！　──地上部ぶ隊たい、迎撃用意展開御願いします！」







[image: 第四十六章『待機場の疎通者達』]
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　武蔵むさし勢ぜいは、降こう下かしていく輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱんから、降下用の搬はん入にゆう出しゆつ口こうへと向かった。

　輸送艦が前に移動しながらの降下となるため、先に出た者が地上では後続となる。

　役やく職しよく者しや達のいる輸送艦は、先行する四艦の中央後ろ側。

　役職者達は中ちゆう盤ばんの降下だ。

　降下人数が多いため、輸送艦の内ない殻かくの内、二段を使って待たい機きとなる。

　甲かん板ぱんからエレベーターを使い、下に降りる中で、成なる実みはふと周囲を見た。

　第一特とく務むが、副ふく長ちよう達と降下後の動きについて表示枠サインフレームで意見交換している向こう。総そう長ちようが、武蔵の副王とやはり言葉を重ね、

「────」

　唇くちびるを重ねた。

　一いつ斉せいに表示枠がこちらの周囲に出るのはいつもの通りだが、思う事が幾いくつかあった。

　二人が、そういう関係になったという事。

　今は、実質上の最終決けつ戦せんと、そう言っていいのだという事。

　そして自分達は、どうだったか、という事だ。

　二人を見ている人ひと影かげの中、英国王おう女じよがいる。彼女が笑えみで顔を赤くしているのは、既すでに自分の分を湯ゆ屋やの前で済ませたからか、もう一回を望むからか。

　……そうね。

　自分の分はどうか、とも思うが、たとえば立たち花ばな・誾ぎんなどはそう言った光こう景けいを夫おつととただ頷うなずきながら見ているだけだ。

　とはいえ、自分の事は自分で判はん断だんすべきだとも思う。

「キヨナリ。ちょっと賭かけをしたいわ」

　手招きするまでも無く、彼が傍そばにいる。なので振り仰あおぐだけにして、

「──焼き肉が食べたいかしら」
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・金マル：『……何か始まった？』

・貧従士：『……というか、いつも勝かつ手てに始まって勝手に終わる派の人達ですよね』

・銀　狼：『いえ、あの、今の何が賭けなんですの？』
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　問うた先、成実は彼の答えを聞いた。

「いつでもいいぞ」

　そう、と己おのれは頷うなずいた。そして告げた。

「そういう答えなら私の勝ちでいいわ」

　背を伸ばし、身をかがめ気ぎ味みにしている彼の口こう角かくに唇くちびるを合わせる。

　外がい骨こつ格かくの装そう甲こうが冷たい。今は晩ばん夏かの夜。これからもっと冷えるだろう。

　やってみると簡単だ。恥はずかしいとも思わない。ただ、意味については、やってみておいて何だが、よく解わからない。

　しかし、一つだけ、解る事があった。

「──貴方あなたがいるから出来るのね、これ」
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　ホライゾンは、トーリからの誘さそいに乗った上で、こう思った。

　……これは、寝る前にあった合がつ体たい案あん件けんの代だい理り行為とも言えますね。

　別に、以前からしていた事だが、その意味は変わったように思う。

　どうだろう。

　ただ、嫌いや気けはなく、しかし必然かどうかで言うと、そうではあるまい。これが必然ならば、相手のいないアデーレ様などどうすればいいのですか。犬ですか……!?

　意味も無く熱くなってしまいましたが、しかし、こうしている事に意味を作れるとは思う。

　これはつまり、戦せん闘とう前の験げん担かつぎとか、お互いの関係の確かく認にんとか。だとすると、

「────」

　誰だれかとの関係を深くするという事は、その人との行いに意味を与えられると言う事か。

　ひょっとしたら意味のない行為にも、〝実は〟とか〝無む意い識しきに〟とか、勝かつ手てな都つ合ごうの良い事を思う事が出来る。

　そして自分は何となく思った。これが一方通行だと、〝恋〟なのでしょうか、と。

　どうだろう。大体その場合、

　……ナルゼ様など、いろいろな人の合体案件を一方的に都合良く作られてますが、あれもあれで〝恋〟となりますねえ。

　でも実際は、そういうものかもしれない。そして自分に重ねてみれば、

「……ホライゾン？」

　笑った、という訳わけでは無いが、小さな吐と息いきが彼を離していた。己は、ええ、と一つ頷いた上で、こう呟つぶやいた。

「トーリ様の事を、以前から、〝まあ暇ひまな人がいたもので〟くらいには思ってましたよ。

　──ホライゾンにとっては、それが都合良かったもので」

「オメエ相手にすんのは、究きゆう極きよくの趣しゆ味みみたいなところがあるからなー……」

　左さ様ようで、と今度は己から彼と唇を重ねた。

　そして気付いたのは、周囲、似たような事をしている者達が多い事だ。

　……成なる程ほど。

　皆、こちらにつられたのだろう。つまりトップバッター・ホライゾン。トーリ様から誘さそってきた事は不ふ問もんとして、こう思う。もっと皆の最先せん端たんを行かねば……！　と。これは使命。

　ならば、と己おのれは思い、こう結論した。

　……一いつ丁ちよう、吸っておきますか。
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　うわー……、と、浅あさ間まは周囲の流れに表おもて向むき平静を保ちつつ、内心で感心した。

　……うちのクラスも変わったもんですね！

　見ていると、ホライゾンの肩に停まった両腕うでが彼の顔を左右から押さえ込んでいる。ポジションの善よし悪わるしがあるのだろうか。彼の方がぐったり気ぎ味みで動かないのは、酸さん欠けつ症状では無いと思いたい。

　明日あした辺り、オリオトライに話をしたら、どう言われるだろうか。というか、こういう情報は漏もれやすいので、二、三分後には彼女の方でも気付いてる気も。ゆえに感想を問えば笑われる気もするが、三さん要よう先生が泣いて走り出す気もするのがどうしたものか。

　ただ、そういう関係というか、自分達も含め、そうなったのだ。

　流石さすがにいつもコレだと、風ふう紀きの乱れとかもあるから表向きは駄だ目めだと思いますが、

　……今は大だい事じな決けつ戦せん前ですからね。

　皆も、そういう言いい訳わけや、勢いづけなのだろう。

　この辺り、他の教きよう導どう院いんではどうなんでしょうね、と思いもする。と、その時だ。

「まあこんなところで良しとしておきましょう」

　そんな台詞せりふと共に、ホライゾンがトーリから離れた。一いつ瞬しゆん、彼の方が膝ひざから甲かん板ぱんに落ち、

「だ、大だい丈じよう夫ぶで御ご座ざるかトーリ殿どの！」

「フ、フフフ、思いっ切り、吸い取られちまったぜ……。酸さん素そをな……」

　新しいわね、と成なる実みが感想するのは別として、とりあえず彼の体調管理術じゆつ式しきにちょっと強度を入れておく。

　ともあれ出場準備は大体出来ている筈はずだ。加か護ご関係も出場者のツリーリストで確かく認にん出来ている。各かく隊たいには巫女みこや経けい験けん者しやがいて、彼女達がそれぞれの基き部ぶであり、仲ちゆう介かい役になるように加護の経路を組んだのだ。つまり自分が場を外れても、何人かが欠けても、離れた巫女や経験者同士で自動補ほ完かんし、途と切ぎれない。

　分ぶん権けん制を強くした訳だ。

　これまで通り、自分がトップにいる事に変わりは無いが、夏休み明けまでに使用した加護類などを精せい査さし、組み直した処ところ、自分が初期に許可を与えれば、大体は現場の担当権けん限げんで通せると解わかった。

　それ程特とく殊しゆな術じゆつ式しきを使っていない、というのは、戦せん場じようでの耐久性の証しよう明めいでもあろう。

　術式の多くは、符ふではなく、既すでに仮発動状態で流りゆう体たい経けい路ろに乗せている。つまり未発動の加か護ご化にしたようなものだ。

　これは元に戻す事が出来ないので、使用しなかった分は代だい演えん化しない限り無む駄だになるが、符を損そん失しつしたり、巫女みこや経けい験けん者しやがリタイアした後も、権けん限げん委い譲じようで即そく時じ使えるという利点がある。無む論ろん、戦せん士し団だんは個々で符などを持つが、緊きん急きゆう対応用として大型の術式などが加護として呼び出せるのは、大きな意味があるだろう。

　……まあ、思いつく手て筈はずは、このくらいでしょうかね……。

　と、幾いく度ども確かく認にんした表示枠サインフレームを、閉じてロック。次に開くのは、たとえば正まさ純ずみや点てん蔵ぞうから、人員の状況を尋たずねられた時だろう。と、

「おーい、浅あさ間ま」

　彼が、手を上げてこちらにやってくる。何でしょう、と思うが、

「加護関係、欲しいものがありますか？　調ちよう整せいとか」

「あ、いやいや、そうじゃなくて浅間の方。俺おれの方から加護があってさ」

「芸げい能のう関係？」

　見ると、向こうで喜き美みがこちらに投げキスをする。

　……回かい避ひ関係か、歌か唱しよう系けいですか。

　確かにネルトリンゲンでは、喜美達の歌唱術式が活かつ躍やくした。今回も、本ほん能のう寺じの中には大きな舞ぶ台たいがあるという。

　そしてまた、自分は、ネルトリンゲンでは加護関係の管理などに回って、前に出る事がなかった。丹に羽わの歌唱術式に対しては、喜美と組めばもっと良い対たい処しよも出来たろうとは思う。

　……あ、楽がつ器き、持ってきてないですね。

　流石さすがに思いつかなかった。無論、使わない可能性の方が高いだろうから、無駄な荷物は避けたいと思うのだが、そのフォローになるなら、

「どんな加護なんです？」

「あ、うん。ちょっと目ー閉じて」

「はい」

　閉じると、彼におとがいを軽く整えられ、唇くちびるを重ねられた。





●






　トーリとしては、何か言おうと思ったのだ。

　何しろこれから大舞台だ。頼むぜ、とか、宜よろしくな、とか、そういう、〝世せ話わになる〟という事を言おうと思ったし、何かあったら頼れよ、と、そんな事も言おうと思った。

　だけど、浅あさ間まは、素直なようでいてちょっと面めん倒どくさい。

　自分が何かするのは当然だと思っているし、自分が気き遣づかいをされるのには遠えん慮りよする。お互いが長い付き合い過ぎて、役割が固まってしまっているせいだ。最近はようやくその辺りが解除されてきたようにも思うけど、でもこのタイミングだし、周囲に人がいるとなあ。

　浅間に遠慮されない言い方とは何だろう。

　否いな、言い方じゃなくてもいい、伝え方って何だろう。

「あ」

　これでいいんだ、という方法があった。

　今の関係だから出来る事。通じる事。お互いの信頼というか、そこに至るまでの流れを全部まとめたような伝え方。

　それでいいんだ。
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　……うわ──あ……！

　何となく期待はあったが、その分、叶かなったという驚きが重なった。

　目を閉じてて超幸い。とにかく慌あわててしまっているのを表おもてに出さないようにしてみるが、手とかどこに持って行くべきか解わからない。いつもメアリと点てん蔵ぞうのキスシーンなど見学しているが、あれはどうしてましたっけか。彼とホライゾンの場合は両腕うでがフリーダムなので参考になりませんが、ええ。

　ともあれ、じっとして、任せていると、周囲から声がする。

「アサマチ、ソーチョーに対して超チョロいよね……」

「神しん道とうの対たい抗こうや防犯用の神しん罰ばつ術式、初動が一切ありませんでしたよね……」

「つまり導入はそう描けばいいのね？　解ったわ……！」

　何かえらい言われようだが、逆に気分は整った。

　彼に応じて、唇くちびるの向きを合わせると、向こうから軽く開いてきた。任せるつもりで、一ひと息いき分を開けると、お互いが繫つながる。

　……うわ。

　よく考えたら、北ほう条じようで黄泉よみを食らった時、彼に息を吹き込んでいる。だからそれと同じ事をしているのだが、今回は意味が違う。

　あれを経た上での、意い思しの伝え方だ。

　命の遣やり取とりだって任せられる。そういう意味の共有だろう。だから、

「ん」

　彼が、自分の色々をこちらに預けたいと、そう言っているのは解る。同じように、こちらにも何かあったら言えよと、そう言っているのも解る。

　だから応じるように、唇くちびるを軽く開いて彼を受け入れた。息。熱くて、そして、柔らかい指のように舌したが来て、

　……あ。

　触れた瞬しゆん間かん。彼が僅わずかに引きそうになった。

　試すように、そうしたのは解わかる。何しろ、初めてではないが、経けい験けんは少ないのだ。

　だけど自分は、

　……駄だ目め。

　避けも引きも迷いもせず、応こたえた。下がろうとする彼に寄せて触れ、こちらに招く。

　来て欲しい。

　どうせ口の中は誰だれにも見えないですし。それなのに逃げたら、彼はきっと、これからこういう伝え方をしなくなる気もする。気を遣つかう人だから。

　だから受け入れる。

　寄せて招いて、触れる。繫つながる訳わけでも、結ばれる訳でもないけど、ただただ触れる。

　普段だったらしない事。腕を組むように、手指を取り合うように、浅く絡んで、舐なめ取って、扱しごく。

　解ってる？　解ってる。

　通じてる？　通じてる。

　言葉だと遠えん慮りよする癖くせがついているけど、これは癖も何もない。ただ、

　……祝詞のりととか読む唇で、何してるんでしょう。

　いや、食事も、飲酒もこの口でしてるのだ。だけど今後、仕事で祝詞を読む時など、ナルゼ達にこの事を持ち出されたら、開き直っていられるだろうか。

　でも今後は、そうなのだ。

　この唇も舌も、ただ願いを言うだけではなく、伝え合うものになった。

「長いわね」

　成なる実みのしみじみ口く調ちようで、逆に割り切りがつきました。ええ。

　小さく笑った息を、彼に送る。

　……大だい丈じよう夫ぶです。

　舌を絡めて、引き寄せるようにして、彼のしたかった事を受け入れる。

　いつもの自分だと、辞じ退たいしてしまうような思い。でも本当は、どうなのだろう。

　……ええ。

　気を遣わないで。どんな事されても大丈夫ですから。

　絡んで、されるだけではなく、彼のしたい事がスムーズにいくよう、受けて、やがて、

「ん……」

　ゆるりと離れた。その時、

「ふ」

　最後の息を、彼に送る。巫女みことしての口寄せ。彼を受け止めたのと同じように、彼の方にも自分を受け入れて欲しい。

　……飲んで。

　思うよりも早く、彼の喉のどが動いた。

　私の吐いたものを、避けも引きも迷いもせず、応こたえてくれた。

　これは加か護ご。自分の担当として、己おのれと同等の加護などを共有するという口寄せの送り。

　そして離れてみると、小さく笑ってしまった。
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　あらあら、と喜き美みは思った。

　……私なんかにも見せた事のない笑い顔を、愚ぐ弟ていに向けるのねえ。

　これは嫉しつ妬とかしら。それとも嬉うれしいのかしら。

　でも美しいと思ったら、〝喜〟の一字だ。私の名前はそういうもの。対する弟の方も笑顔で、どことなく嬉しそうなのは、二人だけに通じる事があったからだろう。

　秘ひめやかな成功で生まれた笑えみは、誰だれも見た事が無くて当然。

　でもこれからは、それが幾いく度どもあるなら、

「ホライゾンの言う通りね。──楽しい事ばかりだわ」
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　浅あさ間まは、笑いが自然に収まるのを待った。

　無む理りに消そうとは思わない。迷めい惑わくじゃないのだから。ただ、

「あ、トーリ君」

　懐かい紙しで彼の唇くちびるを拭ぬぐうと、浅い紅べにがついた。明らかに自分の色。こっちも後で引き直そう。だが、一番困ったのは、そんな事ではなく、

　……伝えるべき事は、伝え切ってしまった気がしますねー……。

　何と言ったら良いか解わからない。しかし、すべき事があるとしたら、

「あの、ホライゾン、ちょっといいですか？」





●






　ミトツダイラは、浅間がホライゾンの方に軽く歩み寄るのを見た。

　何をするのかと思えば、浅間はホライゾンの顔を軽く抱えるようにして、

「────」

　その額ひたいに自分の唇を当てた。

　口寄せという訳わけでは無い。だが、巫女みこの言葉や息をその身に直接与えるそれは、

「おや」

　ホライゾンの周囲に、幾いくつかの表示枠サインフレームが出た。表ひよう示じを見ていると加か護ご関係だというのは解わかる。しかしその術じゆつ式しきの殆ほとんどに〝管理者権けん限げん〟の文字がついているのが凄すごい。これはつまり、

「智ともの使用レベルのものを、共用してますの？」

「一時的ですけどね。トーリ君とホライゾンの関係が深くなった事で、二人の加護の共有がしやすくなりましたから、私がトーリ君と加護を共有すると、トーリ君からホライゾンへの共有が出来ると、そんな感じです？」

　やや複雑。だが向こうでメアリが軽く手を打って、

「家か長ちようを中心とした家族割引ですね？」

「あー、まあそれ近いです。孫まご契けい約やくというか孫加護みたいな、そんな感じで」

　だとすると、とナイトが首を傾かしげた。彼女は既すでに魔女テクノヘクセン装備で、

「つまり、……ソーチョーの加護関係がアサマチと密みつ接せつで、ホライゾンもその系けい列れつに入ったから、ソーチョー守ったりするよりアサマチ守った方が理りに適かなってる？」

「そうね。浅あさ間まを守った方がネタになるし、総そう長ちよう放ほう置ちで」

「放置とか言うなああああ！　構って欲しい年とし頃ごろだぞ！」

　言ってる間に、ホライゾンが、苦く笑しようする浅間を肘ひじ抱だきでホールドして、王に言う。

「じゃあ、そっちはそっちで」

「待てえええええええ！　家族割引は俺おれからスタートだぞ……！」

　一体何が何やら、と思っていると、しかし王がこちらに振り向いた。そして浅間が加護関係の表示枠をホライゾンに解説し始めるのを後ろに、彼がやってくる。

　王は、吐と息いきして、だけどまんざらでもない口く調ちようで、

「何か酷ひどい言われようなんですけど、俺」

「まあ、気の置けない関係というので、良いかと思いますわ」

　そっかなー、と王が目の前に立って、不ふ意いに動いた。

　遅い動きだった。何をするかも見切れた。だけど、

「ネイト」

　頭。髪かみの間に、王の手て指ゆびが差し込まれてくる。

　髪を搔かき混ぜるのではなく、頭とう皮ひを揉もむような撫なで方。そしてそのまま、

「こっち、な」

　後頭部を抱かれるようにして、抱き寄せられて、撫でるのとは逆の腕で背を絡められた。
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　……ミト、器き用ような……。

　自分の事は完全棚たな上あげとして、浅あさ間まはホライゾンと共に狼おおかみがモフられるのを見た。

　抱き寄せられて、撫なでられるというより揉もまれているミトツダイラは、全身を彼に預けているようだが、実際はちょっと違う。

　銀ぎん鎖さを装そう備びしているのだ。実際の重量はかなりある。それゆえか、

「明らかに、瞬しゆん発ぱつ加か速そくを利用してバランスとってますね」

「……ああいう使い方もあるのね」

　と成なる実みが言う通り、抱き寄せられて斜めになった姿勢で、狼が、恐らく自分の体重分だけの重量を彼に寄せている。そして前から押された場合などは、

「ん……」

　正確にその分を負ふ担たんなく揺れる。夏仕し様よう装備の揺れとは別で、狼自身は軽く挙きよ動どうする。その動きを受けている彼女の王様は、

「ん、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　何が大丈夫なのか。

　……騎き士しとして、王様の前に出る事でしょうかね……。

　それはある意味、不ふ遜そんな事だ。全ぜん権けんを信頼されているならば前に出る事は出来るだろうが、そこに自うぬ惚ぼれがあってもいけないと、慎しん重ちようになるのがミトツダイラだとも思う。

　だとすればこれはそういう確かく認にん手段。

　ミトツダイラに、自分の思う通りに動いていいという許可と、

　……ミトのする戦せん闘とうや行動は、〝自分の事を考えた上での行い〟だと、そういう理解を伝える行動ですね。

　そうする事で、枷かせというか、首輪をつけているようにも思うが、ミトツダイラとしてもそれを望んでいるのだろう。

　見ていると、彼が抱き寄せた腕の中で、狼が全身を寄せて鼻を小さく動かしている。

　匂においを、つけているし、貰もらっているのだ。

　王様と等しいならば、王様と考えている事は同じ。その上で触って貰う事で、触れられた箇か所しよは王様の言う事を聞く証あかしを得たと、そんな加か護ごとする。

　原始的な〝群〟や主しゆ従じゆうの考え方だと思う。

　だけど全身に許しと同一を得た狼は、きっと自由だ。自分の行いは王の望みと等しいと、王様自身からの許可を得れば、もはや人狼ルウガルウは狼である事を恐れなくなる。

「あの男、調子こいてパンツの下に手ー突っ込んでオケーツなどモミングしてますね」

「まあミトとしても、そこらが邪じや魔までちゃんと触れて貰えなかったら、それはそれで本ほん末まつ転てん倒とうな感があるでしょうし」

「成なる程ほど……。アレですね。平へい家けの亡ぼう霊れいに取り憑つかれたビワリストが、全身に歌か詞しを書いてそれを逃のがれようとしたら、チンーコと耳に書き忘れてしまい、股こ間かんに前まえ蹴げり食らった上で耳つままれて〝歌か詞し間違ってる〟と説せつ教きようされたというアレ」

「あれ、背中に書く時に鏡かがみ見みて書いたら左右反転にしちゃってお[image: ]しかりの紅葉もみじビンタ食らったとか、そういう別ネタが多いですよね」

　あら、とナルゼが振り向いた。

「私が知ってるのは全身に書く際、住じゆう職しよくに任せたら〝尻しりの辺りでやおら興こう奮ふんした住職が「ええいままよ」と〟って展開になって何も解決しないアレ」

「ホントにバリエーション多いですね……」

　そうねえ、とナルゼが言ってる間に、ミトツダイラの向きが変わっていた。こちら、というよりも、全体に背を向けるようにしているが、

　……あ、トーリ君、髪かみの毛の中に埋もれてますね。
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　ミトツダイラは、別に堪こらえていなかった。自分で身体からだの前側を王に寄せて匂においを移したならば、今度は背の方もする。それだけだ。逆に王の方も、今までは背の方を撫なでたり、押して揉もんでくれたりしたのだから、今度は背後から手を回して前の方を、

　……ちょっといきなり過ぎますわ──！

　それだけだ、とはよく言ったさっきの自分。無む論ろん、王の方も気を遣つかってか、基本はインナースーツの上から触れてくる。が、予習の成果はやはりある。関かん東とう解放の時や、御お菓か子しの家で触れた部分には、スーツの脇わきから手を入れて来るのだ。

　悪くはない。そこは許したのだ。逆に、以前以下となると、今この大だい事じな時間でしている意味がないとも思う。が、

　……そこはタイツとスーツの隙すき間まですのよ──！

　下腹。脚あしの間にも手を浸ひたしてくる。幾いく度どかくすぐったくて身を震わせてしまったが、逃げているとは感じられてないようだ。

「あの、我が王……？」

　意味も無く、どんな返答が来るかとも考えず、ただ間を埋めるように問うてみた。すると、

「ネイトとこういう事してるのスゲー楽しいわ俺おれ」

　あっさり言われて、赤せき面めんした。夏服の空あいた背、脇から手を入れられて触られると、王の手指の実感があり、その上でスーツの上から触れられると、薄い布ぬの地じの肌はだ触ざわりが、今度は自分の身体の形を教えてくれる。

　そうやって解る王と自分の身体が、移したり移されたりする体温や匂いで等しくなっていくのがまた嬉うれしい。実際には完全に等しくなる事などないのだが、近づいていくという事実が快いならば、これは憧あこがれのようなものだろうか。

　自分を認めてくれる人に近しくなれば、自分は今以上に自分を肯こう定てい出来る気がする。

　狼おおかみが、自覚以上の獣けものになれるようにも思う。

　浸ひたる。

　ずっとこうして欲しい気がして、これが楽しいならばずっと許しておきたいとも思う。

　ただ、背に汗あせが浮き始めて、

「あの、我が王」

　と言った瞬しゆん間かんだ。いきなり身を沈めた王が、こちらの背を舐なめた。
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　おお、やっちょるやっちょる、とナイトは、自分もナルゼを浅く横抱きにしながら思った。

　視し界かいにあるのは、ミトツダイラのロール巻きが大きく震えている動きと、耳の方には、

「────」

・●　画：『無む茶ちや苦く茶ちや喜んでるわね』

・金マル：『うん、逃げたりキックとか肘ひじとかぶち込まないもんね』

　ただ、さっきのアサマチのロングチュパタイムとか見ながら、思う事がある。

　……言葉って、意い外がいに面めん倒どうなんだなあ……。

　言いたい事とか、示したい事、通じ合わせたい事、それらを伝えるのに、言葉というのは便利なようでいて、ちょっと難しい。時間もかかるし、お互いが同じ言葉に同じ意味を持っているとも限らない。

　大体、噓うそを吐いたり、辞じ退たいだって出来てしまうのが言葉だ。礼れい儀ぎや慣かん習しゆうなどという、言葉を介かいした決まり事が、思った以上に〝蓋ふた〟を作るのは、浅あさ間まを見ているとよく解わかる。

　この辺り、言葉よりも態度のホライゾンが強い訳わけだが、ソーチョーもそこらへんのセンスがあるという事だろう。

　……アサマチとミトっつぁんで対たい処しよを変えてくる辺りは流石さすがだよねー。

　お互い相当に楽しんでるな、と思う視線の先で、狼の髪かみが下から動いた。また、彼女の王様が何かしているのだ。
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　……我が王──！

　背中を、氷こおりを滑らすように舐められたが、耐え切った。偉えらいですの私。でも一いつ瞬しゆんだったのでもう一回くらいとか思ってませんのよ？　のよ？

　ただ身を起こしてきた王様が、こちらを後ろから抱きかかえるようにしてこう言った。

「ネイト、塩の味がした」

「と、当然ですわ。汗ですもの」

　というと、王が小さく笑う。

「俺おれの中に、ネイトの味と匂においが入った訳わけだよな」

　じゃあ、と、彼が自分の指を舐なめてこちらの口元に持ってきた。二本。

「────」

　迷わなかった。それを口にして、骨の形が感じられるくらいに歯を立て、頰ほおで吸った。

　キスだったら、残念を感じたろう。それは浅あさ間まと同じだからだ。

　……あ、私、ちょっと面めん倒どうな女になってますわねコレ……。

　だが、王の匂いを舐め取って唇くちびるの端はしから外にこぼすと、王が肩越しに顔を出してきた。

「じゃあ俺おれも」

　……え？

　その指を彼が口にしたのを見て、音を聞いた時、流石さすがに鼓こ動どうが跳ね上がった。

　それは、王様の匂いが、こちらに近づくという事だ。無む論ろん、そんな変化など、すぐに消えてしまうものだろうが、解わかっていない筈はずもなかろうに。

　……ええ。

　ここまで、自分の中で急激に盛り上がっていたものが、形を変えた気がする。憧あこがれにも似た感情が、安あん堵どと、確かなものになった気がする。

　言葉で言われたら、解っても、浸ひたれない事。だけど、

「ネイト」

　もう一度、その指を寄せられて、自分は頷うなずいて口にした。

　舐めると、王が指でこちらの舌したを摘つまんで、遊んだ。自分は、その指を追いかけ、絡まれては逃げるようにして、また隙すきを見ては絡んでいって、撫なでられたり摘ままれて動けなくさせられたりを楽しむ。さっき、全身で行っていた事の小さな再現だ。

　だが、そこに、自分の匂いと、王の匂いが重なったものがあった。そしてこれは、

　……お母かあ様さまと御父とう様にとっての、私の匂いと同じですわ。

　否いな、母も父も、同じものを食べて共に生きているのだから、ほぼ等しいだろう。だとすれば、この匂いは、これからの自分達の匂いの形なのだ。だが、

「ん」

　何処どこかで嗅かいだ事がある。そんな気がした。

　……御お菓か子しの家で、匂いが重なった時ですの？

　王とは共にいる時間が多くなっている。この匂いは、密みつ度どが違うだけで、ブレンドの方向性としては同じものだ。ゆえにそういうものかと思っていると、王の指が、こちらの犬けん歯しを軽く撫でてきた。

　人狼ルウガルウとはいえ、犬歯が突き出している訳では無い。獣変調になったらどうかは解らないが、母などは本性を出しても変化が無いのだ。だからあまり見えないが、しかし、一般の人よりは尖とがっているとも思い、

　……あっ、また何か面めん倒どうになってますわ、私……！

　ただ、他の人とは違うところに気付いてくれたのは嬉うれしい。狼おおかみとしての個性を褒ほめられてるようで、しばらく好きにしてもらう。

　すると彼の指は、やがて別れの挨あい拶さつのように、こちらの舌したを摘つまみ、引きながら唇くちびるから抜けていった。

　王が、指をこちらの口から抜く。別れは惜おしいが、軽く吸うだけにした。そして、その指が引かれていくより先に、自分は彼の手首をつかみ、

「駄だ目めですわよ、我が王。──その手をどうしますの。他の人に触れませんわよ？」

　と、懐ふところからハンカチを出して、拭ぬぐった。

　それを懐に収め直すこちらに、王が歯を見せた笑えみを作るが、この遣やり取とりはお互いの戯たわむれだと思う事にする。ただ、着ているものの乱れをハードポイントパーツ側からアジャストを利かせ、

　……ええと。

　振り向くと、皆がこちらに横目を向けながら、口に手を立てて意見交換していた。

「な、何ですの、その反応……!?」

　まあそうですわね、と思うくらいの自覚はありますの。ええ。

[image: ]
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　大体が最後のミーティングともいえるものを終える中で、正まさ純ずみはノリキが表示枠サインフレームを開いているのを見た。

「どうした。珍めずらしいな」

　そういえば、いつからコイツ、表示枠持ちになってたんだろうなあ、と思う。自分もそうだったから、という訳わけでは無いが、携けい帯たい社しや務むを通つう神しん用に持っている者はクラスの中にもういない。

　ノリキが首から提さげている携帯社務は、旧来から使っている仕し様ようの古い加か護ごや術じゆつ式しきのストッカーで、通神については表示枠だ。浅あさ間まが言うには、通神系けいにおいてマイナーな神は、表示枠などの乗り換えで神しん奏そう先を移されないよう、年ねん配ぱい中心でそういう旧来品と最新の兼ね合いプランを多く用意しているのだとか。

　彼が展開しているのも、やはりそれなのだろう。

　ノリキは、こちらの問いにすぐ答えず、まず両手を軽くぶつけた。左の手の平で、右の拳こぶしを受け止める形だ。それは大きな音を生み、しかし直後、

　……お。

　次は逆に組み替えた手で打ち込む。そして連続して、

「…………」

　左右三回ずつ。高速で打って押さえて、その上で彼はこちらに振り向いた。このところで見せるサッパリした顔で、

「とっとと終わらせて四し国こくに行きたいな……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ノリキの家族は四国方面行きか」

　全てが四国行きという訳では無い。パージの順番や時間によっては、M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りようや、武蔵むさしの輸ゆ送そう艦かんに引かれてこの戦せん闘とう域いきを離り脱だつするに留とどめる場合もある。

　だが、四国行きと言う事は、一般人の住む区く画かくを中心とした退たい避ひだ。

「俺の妻さいにとっては初の四国降りだ。一いつ緒しよに行きたかったな……！」

「つーか、だったらそっちに行っても良かったぞ？　元北ほう条じよう総そう長ちようにとっては、慣れない四国なんだろうし」

「ははは！　俺おれがこっちにいないと、妻が気を遣つかうだろう!?」

　それに、とノリキが言った。

「今、通神で言ってやったよ！　俺が戻るまでには、本場のうどんの茹ゆで方くらいは憶おぼえておいてくれってな。──米は炊たけるし色々憶えてはいるが、本場の味に触れる機き会かいはなかなか無い。金は無いから、腕うで前まえを磨みがいておいてくれってな！」

「そうしたら彼女は？」

　Ｊｕｄ．、とノリキが笑い声を吹いて言った。

「叔父おじ上うえの腕うで前まえに近づくのは大変そうですね、だと」

　ああ、と頷うなずいたのは、伊だ達て家け副ふく長ちようだ。彼女は、皆の視線を浴びた事を承しよう知ちして、軽く右の手を上げた。

「小お田だ原わら征せい伐ばつで、彼のやってる時間帯たいに小料理屋で時間を潰つぶしたわ。イカレ具合がかなり濃かったけど、料理の腕は確かね。あと、侍じ女じよ服だったわ」

「妻さいが侍女服か……！　心の準備が必要だな！」

　ああ、うん、と己おのれは思う。私もアレが侍女服いきなり着てたら内心穏おだやかじゃないぞ、と。

　……あ、だけど、今は姿すがた形かたちも違うのか。

　この時代の流れから〝降り〟て、市し井せいでの幸を追う。それが今の彼女だ。ノリキが彼女の事を名で呼ばず、〝妻さい〟と言うのは、二人の関係として意味がある事だろうか。

　と、そんな事を思う横、メアリがクロスユナイトに問い掛けた。

「点てん蔵ぞう様も私が侍女服着たら、心の準備が必要ですか？」

「メアリ殿どのはどのようなものを着ても、自分の準備を超えてくれるもので御ご座ざるが、侍女服はフリルやエプロン部分などが可愛かわいいし、いつもと違ってまたよう御座ろうかと」

・●　画：『上手うまく受け切りおって……』

・俺　　：『オメエ今、内心で〝キャホ──！　ゥキャホ──！　来たで御座るよノリキ殿ナイスアシストオオオオ！〟とか思ってるだろ？　な？　素直に頷うなずいてみ？』

・十ＺＯ：『というか、トーリ殿は何で女じよ装そう衣い装しようリストの侍女服コーナーを眺ながめているで御座るか……!?』

　コイツらいつも通りだなあ、と感想するが、とりあえず皆と一いつ緒しよに表示枠サインフレームを開いてクロスユナイトの情報端スレツドをツキノワに連打させておく。

『ま──？』

　気にするな。運動不足の解消だと思っていいぞ。

　だが、ノリキが笑って、こう言った。

「多分、これからも、何度も言うし、多分、いい状況じゃない時でも、そう言う事になるんだろうが──」

　言われた。

「──こうなるとは、三み河かわでは、思ってもなかったな！」
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・ホラ子：『ふうむ、では、いずれホライゾンが新しん氏うじ直なお様に、本場のパンと水の作り方を伝でん授じゆせねばなりますまい』

・不退転：『……水？』

・金マル：『ああ、うん、水。超水。禊祓みそぎ効果あった筈はず、確か』
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　禊祓みそぎ効果、あった気がするなー、と思うが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。ただ、

　……そうだなあ……。

　三み河かわの消しよう失しつに巻き込まれてあたふたしてたのが、今は本ほん能のう寺じの変へんの立たて役やく者しやだ。

　いろいろと自己評ひよう価かとしての自じ画が自じ賛さんをしたくもなるが、まだ早い。

「──今夜、これからが勝負だ」

　言うと、皆が肩から力を抜き、しかし頷うなずいた。そして、

『皆様。降こう下かへの準備が出来ました。本ほん艦かんはこれより本能寺に向けて移動しながら、皆様の安全を第一に降下プロセスを消化します。──以上』

　ここからが本番。まずは本能寺の入口へと至る流れが始まったのだ。







[image: 第四十七章『影下の挨拶夫妻』]
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　武蔵むさし勢ぜいは、地上すれすれの高度にまで接近した輸ゆ送そう艦かんから飛び降りた。

　単純な降こう下かでは無い。輸送艦の後部搬はん入にゆう出しゆつ口こうを開け、展開するのは重力制せい御ぎよによる助走用ラインだ。

　流りゆう体たいで描かれたベルトライン。八コースまであるそれは、眼がん下かを流れる大だい地ちと当速の流れを持っている。

　降下する人員はその上に乗れば、即そく座ざに艦かん尾びの宙ちゆうへと運ばれていく。そこで吹き飛ばされるならばそれまでだが、出来る者はそこからが違う。

　抵てい抗こうし、前に行くのだ。

　加か速そく術じゆつ式しき、身しん体たい強化、そういったものを利用して宙を流れるベルト上を駆かければ、

「着ちやく地ち──！」

　地面に足がつくと同時に、疾しつ駆くの勢いをそのまま輸送艦から持ち運べる。

　降りるのは、本ほん能のう寺じ南。丘の中ちゆう腹ふくだ。木々の多い位置に飛び込んだ者達は、輸送艦からの加速を利用して斜面を北上。

　位置はバラバラだが、集合場所は決めてある。

　どうせ最後までは突とつ撃げきなのだ。後はそれぞれ好きなように疾駆して、

「……っ」

　しかし幾いくつかの影が、不ふ意いに宙を転んだ。

　足あし下もとを不確かにし、高速機き動どう中に転てん倒とうしたのだ。
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　重なったとは言え、数としては少ない転倒は、全体の流れを止めはしない。

　皆、木々の間を抜けて、浅い斜面を駆け上りながら声を掛け合う。

「おいおい、着地失敗か!?」

「大だい丈じよう夫ぶか!?　自分で立てよ!?」

「というか何も無いところで先せん頭とうが転んでんじゃねえよ……！」

　そんな通り過ぎの言葉に対し、転倒した者達は急ぎ身を起こす。誰だれしも、追い抜いていった皆に対し、

「好きで転んだ訳わけじゃねえよ……！」

　と、言い訳にならない言葉を一つ。装そう備び品などを確かめながら、彼らはすぐに前に走り出そうとするが、

「は？」

　背負おうとした荷物が、背から落ちた。

　慌あわてて手で拾い上げるようにして見れば、バックパックが不確かに揺れていた。

　ハードポイントパーツとの接せつ合ごう部や、本体自体が、打だ撃げきによって砕くだかれたり、折れているのだ。酷ひどいものになれば、パーツ自体を損そん失しつしているものもあり、

「おいおい、どうすんだこれ……」

　これでは満足に戦せん闘とうに加わる事が出来ない。荷物の状態によっては、このまま退たい避ひ回かい収しゆう用の待ち合わせ場所に行く必要がある。

　やっちまった、というのが、転てん倒とうした皆の感かん想そうだった。

　だが、すぐに誰だれもが、別の疑問を得る事になった。

「……っ！」

　転倒が、先を行く者達や、後から来る者達にも生じていたのだ。

　……は？

　おかしい、と、先に転んだ者達から思った。今、自分達が転倒した時は、二十人に一人と言った割合だったろう、と。

　それが何故なぜ、後からやってきて、この現場の状況も伝わっている後続が転ぶ。それも、

「おいおい、……七人に一人くらいの割合になってるぞ」

　幾いくら何でも頻ひん度どが高過ぎる。更さらには、

「おい、これ……！」

　一人の男子学生、木々の間を通ってくる光こう柱ちゆうの光に荷物を翳かざした。彼の場合は、メイン武ぶ器きの太刀たちが破は壊かいされたのだが、その破は損そん状況が他と違った。

　反そった鞘さやに、一本の裂れつ条じようが残っていたのだ。

　それを確かく認にんした瞬しゆん間かん。彼の傍かたわらを通過しようとしていた別隊の隊たい長ちよう格かくが叫んだ。

「敵てき襲しゆう──！」

　声と同時に、ある事が生じた。

　急ぎ、自分達の進路を一時変へん更こうしようとした者達の先せん端たん。木々の影を抜けて本ほん能のう寺じの前に出ようとしていた者達が、宙ちゆうに飛ばされたのだ。

　転倒というレベルではない。打撃によるものだ。

　数は少ない。だが確実な攻こう撃げきに、続く者達は敵を見た。

　遠く距離一キロ弱の位置にある本能寺の正面入口前、そこに腰を落とした二、三列がある。

　一列二十人からなる射しや撃げき隊たいだ。

　光柱の光を背後から浴びた彼らの銃じゆう口こうから、術じゆつ式しき火か薬やくの炎ほのおが吹いた。しかしそこから飛ぶ弾だん丸がんは、こちらに見えない。ただ金きん属ぞくの軋きしみのような音が響ひびき、

「来たぞ！」

　不ふ意いに枝が散り、葉が弾はじけた。

　正面からでは無い。多くは上方。下手へたをすると背後に回ってからの、

「誘ゆう導どう弾だんだと……!?」

　幹みきや下草を削けずった音がした瞬しゆん間かん。幾いく人にんかが木々の影の中で被ひ弾だんした。

　被ひ害がいが発生したのだ。





●






　射しや撃げきを連続で叩たたき込む射撃隊たいの指し揮きは、やはり三みつ成なりが執とっていた。えーと自分は何体目でしたっけか……、と段々と己おのれに対しても雑ざつになって来た気がするが、ここらへん、安あ芸き合がつ宿しゆく組の仕方が無いところだろうか。

　……後期、左さ近こん様が死んだ時に平ひら野の様が言う「オッケー！　ナイッ死──！」というのがあまりにも部ぶ活かつノリだったのが忘れられませんが。というか神しん道とうがそれでいいのかと。

　だが、落ち着いて弾だん丸がんを撃うち込みながら、自分は表示枠レルネンフイグーアを開いた。

『弥や助すけ様、武蔵むさしの本ほん隊たいはどのくらい集合しつつありますか？』

　言う自分の視し界かいの先。正面にある丘の下り側から、一つの艦かん影えいが来た。

　西へと逸それていく影は、武蔵が突とつ撃げきに使った輸ゆ送そう艦かんだ。五艦いた内の最後の一艦。あれが恐らく、武蔵の本隊が乗っているものだろう。

　そして弥助からの声が来た。

『あと、二分くらいで集合としてはピークになるんじゃないかな。そっちはどう？』

『確かく認にん出来る範囲ですが、射撃で二十一人、……あ、今追加で二、三、と、そのような形で相手にダメージを与え続けています。木々の間とは言え、落ち着かれると防ぼう護ご障しよう壁へきを展開されますから、見極めの難しい処ところですね』

『Shaja、ある程度相手が動かなくなったら、少し下がって呼び込む？』

　いえ、と己おのれは応じた。

『大だい事じなのは相手の殲せん滅めつでは無く、遅ち滞たいです』

　言葉を作り、己は射撃隊に指し示じをした。

「宜よろしいでしょうか。──射撃にも、コツがあります。相手をただ固めるだけでは無く、その数を削けずりたいならば、誘さそいが必要です」

　本ほん能のう寺じに来ている者達は、新人が多い。自分とて戦せん闘とう経けい験けんは──、安芸合宿がありましたね、戦闘経験多めです。人が死ぬのもよく見ました。ええ。ちなみに自分が左近様の死ぬのを見た時に言うようになった台詞せりふは「締しまって行きましょう！」だったが、それ以前の問題な気がしますねコレは。でも糟かす屋や様の「あら！」よりいいかと思いますが、実じつ践せんでうっかりそういう反応をしないように注意が必要だと感じました。

　ともあれ撃ち方にはコツがある。

「一発目は、キツく撃ち込んで下さい。相手の、見える影を狙ねらい、撃つのです。

　二発目は、そこから、相手のいそうな場所を狙って撃ちます」

　そして、

「三発目として、ただ木々の間へと撃うち込んで下さい。その上で──」

　指し示じはここが大だい事じだ。

「四発目は、また一発目に戻ります。キツく撃ち込んで下さい。それで当たります。

　相手が望むものを段階的に与えて、釣つり上げる。無策より確かだと判はん断だん出来ます」
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　武蔵むさし側は、木々の群の中に閉じ込められた状態となった。

　浅あさ間まが皆と合ごう流りゆうした時、既すでに三番隊たいまでが本ほん能のう寺じ正面入口前の通りに出ていなければいけない筈はずだった。それが完全に、通りを前にしたこの森の中で立ち往おう生じようだ。

　後続となる自分達は詰まり気ぎ味みだった。だが、先せん頭とう側が動けなくなっているのも解わかる。

　……完全な狙ねらい撃ちと変へん則そく弾だんのせいで、どう動けばいいかも解らないんですね。

　大体、敵の狙そ撃げきがちょっと嫌いやらしい。初めキツくて、緩ゆるいのが連続し、そこで動き出そうとするとまたキツく来る。明らかに緩かん急きゆうをつけに来ているが、こちらが動くとしたらその〝緩〟に乗らなければならないのだ。

　無む論ろん、皆はその事に気付いている。だから先頭側にいる手て練だれの戦せん士し団だんは、頭を下げろと指示の上で、

「おい！　皆！　気をつけろ！　相手は緩い弾だん幕まくとキツイ弾幕を波状にして誘っている！　だから皆、こう、緩い時に前に出るとぐあああああああああああ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか！　皆！　この馬ば鹿かみたいにならないように気をつけるんだ！　今、皆も見たな？　敵の弾幕には性質があると！　つまりこの緩い時に立ち上がるとぐあああああ！」

「おい！　おい！　お前ら何してるんだ！　緩い時に立ち上がったら当然のようにキツく撃たれるに決まってるだろうが！　だからキツイ時に動くとぐあああああああああ！」

　最後だけちょっと新しいと思ったが、負ふ傷しよう者しや増えるのでやめて貰もらえないだろうか。

　ともあれ救きゆう護ご隊たいが動くのに任せて行くが、

「……ここでこんなに足止めとか、想そう定てい外がいですわよ？」

「通りの上は、防ぼう護ご障しよう壁へき前に出して突とつ撃げきで済む筈はずで御ご座ざったからなあ」

　言いつつ前に進む自分達に対し、先に行っていた四番、三番隊が道を開けてくれる。現状への対たい処しよを任せてくれると、そういう事なんでしょうか、と思うが、

「ひいいい！　後ろから総そう長ちよう達が！」

「膝ひざカックンどころでは済まないぞ！　道を空けろ！」

「御願いします！　敵をシメてやって下さい！」

　とか言われるのは、大丈夫なんだろうか。信頼されているという事なのだろうか。

　ただ、先さき程ほど、前にいる者達から妙みような報告を聞いた。今、鉄の軋きしみのような音を立て、木々や枝葉を穿うがって飛ひ来らいしている弾だん丸まくの大勢。それらについての報告に、気になる事があるのだ。

「……誘ゆう導どう弾だんなのに、流りゆう体たい光こうを纏まとっていない？」
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・●　画：『──出来るの？　そんなの』

・十ＺＯ：『相談役からいきなり否定が出たで御ご座ざるよ？』

・金マル：『あー、球きゆう体たい型の弾だん丸がんを撃うつ時、加か速そくシークエンス内でスピンだけ掛けて飛ばせば、その分の軌き道どうは変化するかんね？　ただ、普通は弾丸の強化や軌道修正、加速継けい続ぞく術じゆつ式しきとかをパックで入れてるから、流体光は必ず纏まとうよね』

・傷有り：『弾丸のステルス化はどうなんでしょうか？』

・煙草女：『外からツッコむけど、弾丸クラスの小型の高速移動物体用にステルス術式が組めたとか、聞いた事がないさね』

・貧従士：『まさかここで新技術を投入とか？』

・立花嫁：『いえ、それは無いと思います。着ちやく弾だん状態が証しよう明めいしています』

・立花夫：『それは一体どういう事ですか？　誾ぎんさん』

・●　画：『──解わからないとか、仕方ないですね宗むね茂しげ様、と誾は言った。そして──』

・立花嫁：『へ、変な語りは要いりません……！』
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　誾は、説明の他、思う所があったので、まず主力隊たいの全員をやや西側に移動させた。

　そして他の隊を、東へ位置をズラすように指し示じを送る。

　そして西へとついてくる形になった皆の内、第一特とく務むが非発光型の表示枠サインフレームで問うて来る。

『何か仕込みで御座るかな？』

『まだ定かではありませんが、〝妙みよう〟である事は示せます』

　言っている間にも、宙ちゆうを鉄の軋きしみのような音が幾いくつも走り、

「わ」

　従じゆう士しの右横。そこに神しん道とう式の防ぼう護ご障しよう壁へきが展開した。

　自動展開用に浅あさ間ま神じん社じや代表が組んだものだ。それが逆に邪じや魔まになるような自分や宗茂、副ふく長ちようなどは別として、大半の人員はそれを用いている。

　飛来する攻こう撃げきも、直ちよく撃げき弾だんでなければある程度堪たえられるが、

「今、従士アデーレ様が被ひ弾だんされた時、流体光は散りましたか？」

　問いかけに、皆が顔を見合わせた。そして従士が首を横に振る。

「いえ、そんなのは別に……」

「だとすれば、これは術式でも何でも無いのです」

　は？　と浅あさ間ま神じん社じや代表が声を上げた。直後に、東側を北へと移動していた戦せん士し団だんの内、一番端はしにいた者達が、身構えた。

「来た！　音が回ってる！」

　彼らは辺りを見渡し、防ぼう護ご障しよう壁へきを立てた。森の中ではあるが、彼らは立てこもるように防護障壁の壁を立て、四し方ほうから自分達を隠かくす。

　……しまった……！

「第一特とく務む！　移動を止めさせないで下さい！」

　叫んだ直後。先さき程ほど構えた数名が快音と共に吹き飛んだ。それも、彼らが構えた中央から、四方へと、だ。
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　浅間にとっては、何が何だか解わからなかった。

　今、自分達と別の移動をしていた戦士団が吹き飛ばされた。だがその時、

「あれは、構えた中央に弾だん丸がんが飛び込んだ、って事でしょうか」

「浅間神社代表には流りゆう体たい光こうが見えなかった訳わけですね？」

「ええ、いきなりドカアって」

　今、救きゆう護ご隊たいが、吹っ飛んだ彼らを回かい収しゆうして急ぎ東へと向かっている。自分達は西側をゆっくりと北に歩いているが、あまり大きく移動すると本ほん能のう寺じの正面入口から離れてしまう。

　だからだろうか、通りが斜めに見える位置で、誾ぎんが身を低くしながらこう言った。

「弾丸にステルス術じゆつ式しきを掛けていた場合、それは何かに衝しよう突とつした時点でステルスの防護を削けずられますから、そこで流体光が散ります」

「では、自分がさっき受けたのは、そういう処しよ理りではなかった訳ですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、普通の弾丸であっても、夜の中で視し認にんするのは至し難なんでしょう。つまり飛ひ来らいしている弾丸は非術式加か工こうで、通常の弾丸です」

　誾の言う内容には説せつ得とく力りよくがある。しかし、そうだとすれば、また疑問がある。

　今、ノリキの近くに防護障壁が立った。それは掠かするような被ひ弾だんを確かに防いでくれていた。

　こちらにもやはり攻こう撃げきは来ているのだ。同じように、東に寄った戦士団の方にも攻撃は行っているようで、時たまに抗あらがう声が聞こえてくる。これはつまり、

「普通の弾丸が、さっきから飛来して皆を打だ撃げきしてますけど、……後ろに回り込んだりとか、射しや撃げきの名めい手しゆには可能なんですか？」

「浅間神社代表には可能ですか？」

「いえ、どう考えても無む理りですって……」

　見れば、皆が口を横に開いた笑えみを作っている。

「な、何ですかその顔！　加か護ごや術じゆつ式しき無しだったらそんなものですよフツー」

「だとすれば、一つの疑問と、一つの示し唆さがあります」

　誾ぎんが言った。

「……何故なぜ、左右に分かれた私達の内、向こうの一般戦せん士し団だんの方にばかり、先さき程ほどから攻こう撃げきが行っているのでしょう」

「……え？」

　と疑問してみれば、確かにそうだ。東側からは、騒さわぎになる声も聞こえてくるが、こちらには時たま防ぼう護ご障しよう壁へきの自動立ち上げが起きるくらいだ。

　……これは──。

　何です一体、と思ったと同時。誾が告げた。

「流りゆう体たい光こうを起こさず、術式、または加護に比類する結果を導く事は可能です。その方法とは何であるか、解わかりますか」

　それは、と思し案あんするより早く、声が来た。ミトツダイラだ。彼女は手を上げ、

「──種しゆ族ぞく特性ですわ。私の身み繕づくろいの加護など、流体光は意い識しきすれば隠かくせますし、当然のように獲え物ものを仕し留とめるための隠おん密みつ加護だって種族的にありますもの」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だとすれば簡単です」

　誾が、義ぎ腕わんの内側から短たん刀とうを引き抜いた。大きな両手の中にそれを隠かくし握ると、

「──獲物を狩かるだけ。非常に簡単ですね」
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　森の中、主力から離れて東を進行する武蔵むさし戦士団は、第一特とく務むからの指し示じで前進した。

　術式防ぼう盾じゆんとなる防護障壁を構え、森の木々の間を急いで前に行く。

「隊列は横組み！　波状を組め！」

　Ｊｕｄ．！　と声を作り、皆が前に出る。

　森の終しゆう端たんまで、あと二百メートルも無い。身しん体たい強化の術式を入れているので、森の中でも脚あしは速い。三十秒もあれば軽く踏とう破は出来るだろう。

　だが、障しよう害がい物ぶつとしての木々はある。先せん頭とうを行く横列の内、木々を避ける数名が手を上げ、後ろの皆に隊列を崩くずす事を教える。

　そして音が来た。銃じゆう声せいの重なりと、それが回り込む鉄の軋きしみの音だ。

「来たぞ！」

　と、防護障壁を構えたのは、木々の左右にいた者達だった。

　宙ちゆうを搔かく爪つめ音おとにも似た響ひびきに対して、前列が前に防護障壁を構え、後列がその後ろでカバーに入る。

　身構え、身を低くした瞬しゆん間かん。それが来た。

　聞こえていた音が、不ふ意いに消えたのだ。

　今まで、ここで被ひ害がいが出ていた。

　敵の弾だん丸がんが、こちらの防ぼう護ごをくぐり抜けて、構えた内側から仲間の誰だれかを倒すのだ。

「今回も同じか……!?」

　誰かが呟つぶやいた時だった。

　直ちよく撃げきの音が二つ響ひびいた。被ひ弾だんしたのだ。それも二人。

「くそ……！」

　急ぎ、防ぼう御ぎよの構えを解き、戦せん士し団だんの皆は隊列を組み直そうとした。

　東側を行くのは、西からのルートを行く第一特とく務むからの指し示じだった。だがそれは無意味で、

「あの忍にん者じや……！」

「通神帯ネツトでは憶おぼえていろよ……！」

「ああ、面と向かっては言えん……！」

　暗がりで震える程に拳こぶしを握った皆は、しかし、ある事に気付いた。

　先さき程ほど、被弾の音が二つ聞こえたが、

「あれ……？」

　左右を見れば、隊列は揃そろっている。

　誰も欠けていないのだ。否いな。よく見れば、二つ程人ひと影かげが増えている。先程自分達が防護障しよう壁へきを構えた中、二つの構えの中に、それぞれ、しゃがみ込んでいる影がいるのだ。

　……これは──。

　と思っていると、その人影が立ち上がった。長身の男と、背の低い少女だった。

　長身の方。穂ほ先さきの長い槍やりを手にしていた男が、こちらに右手を軽く挙げて言った。

「あ、どうもお疲れ様です！　立たち花ばな・宗むね茂しげです！」
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　は？　と皆が顔を見渡した。彼が副ふく長ちよう補ほ佐さだとすると、横にいるのは立花・誾ぎん。だが、

「あの、一体何処どこから」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　失しつ礼れいいたしました！　上から、こう、木々の葉の上を走って来たのです。誾さんが非常に身軽で、その方が安全だからと」

「宗茂様、比率的に身軽なのは宗茂様の方です」

　それに、と誾が言った。彼女は、表示枠サインフレームを一枚出し、その光で足あし下もとを照らした。

　するとそこに、影があった。

　否いな。それは単純な影では無い。人ひと型がたと言うには大きい異い族ぞく。その姿すがたは、

「半はん竜りゆう……!?」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾ぎんは応じた。

　自分と宗むね茂しげの足あし下もと、草くさ群むらに半なかば沈み込んで倒れているのは、身長二メートル程の半はん竜りゆうだ。

　翼つばさは無く、恐らく全身は黒一色。装そう備びも上じよう半身には何もつけておらず、夏服のズボンに短たん刀とうと打だ撃げき用のピックハンマーだけだ。どれも術じゆつ式しき加工をされているが、流りゆう体たい放ほう射しやを極限まで落としている。

　彼らの正体には、見当がついていた。

「〝影渡り〟の半竜です。地上戦特とつ化か型に種しゆ族ぞく的改かい造ぞうを行っており、その経過で、天てん竜りゆう系けいの技術を導入しているのでしょう。〝影の精せい霊れい〟と同じく、彼らは影を渡ります」

　新大陸だ。

　新大陸たる蝦夷えぞ地ちには、欧おう州しゆうからコロンブスを始めとした冒ぼう険けん者しや達が届く前に、独自の文化を持った民たみが住んでいた。

　勿もち論ろん、重じゆう奏そう神しん州しゆうの上でも、その歴史再さい現げんは行われる。ゆえに初期の時代、重奏神州を攻こう略りやくしていく中で、遠くの土地となる蝦夷地の開かい拓たくと安定には大だい事じを要した。

　そこに投入されたのが、半竜達、異い族ぞくだ。

　無む論ろん、現げん世せ神州側からの〝門〟を通じたバックアップはあったが、過か酷こく環かん境きようでの生せい存ぞんは至し難なんを極めたと聞く。ゆえに早期に彼らと合ごう流りゆうする方策として、ある事業が注ちゆう目もくされた。

　再征服運動レコンキスタだ。

　中ちゆう世せいの欧州は、ゲルマンの民を襲しゆう名めいした竜りゆう属ぞくが席せつ巻けんした。〝竜りゆう害がい〟と呼ばれるそれは九世せい紀きにカール大たい帝ていが人類側で襲名され、世界が寒かん冷れい期きに入ると共に収しゆう束そくしていったが、竜属の残ざん党とうや、欧州側で後のトルコの隆りゆう盛せいを察さつ知ちしたムラサイ勢ぜいが、イベリア半島に防ぼう衛えい線せんを敷しいた。

　この時、征服運動側の前線に立ったのが、半竜部ぶ隊たいだ。彼らも元々は竜属側にいたものが多かったが、新大陸に仲間達がいた事が契けい機きとなった。同どう族ぞくが過酷環境下での生存を懸かけている事と、再征服運動の成功によって大だい航こう海かい時代が来て、合流が叶かなえられると解わかった時、彼らは人類の側についたのだ。

　やがて再生服運動の歴史再さい現げんは為なされ、竜属達は合流した。新大陸での生存を叶えた者達の多くは、熱ねつ射しやの中で生き残る種族特性や術式を持った者達で、この中に、影渡りの術がある。

　影の中に隠かくれ、移動する。

　熱射の世界でも安定して生きていける種族特性は、影さえあれば居きよ住じゆう空間を他の者達に明け渡す事も出来るため、彼らがいる地ち域いきでは生存率りつが大幅に向上した。

　しかし再征服運動の完了後、三征西班牙トレス・エスパニアは純じゆん血けつ主義に走り、長ちよう寿じゆ族ぞく以外の異族に関しては冷れい遇ぐう政策をとる事になる。無論、生活力と力のある半竜は、どの土地に行っても生きて行くには困らない。

　……武蔵むさしの第二特とく務むも、そういった者達の末まつ裔えいでしょう。

　実家は寝具屋だったとの事だが、布ふ団とんなどのクリーニングはムラサイ側の専門だ。だとすると、祖先は再征服運動レコンキスタ時代からの半はん竜りゆう眷けん属ぞく。

　世界は回り、繫つながっていると、そういう事だ。

　そしてまた、ここで世界は繫がった。

　影渡りの半竜達は、三征西班牙トレス・エスパニアを出た後、新大陸に環かん境きようが近く、また、教きよう譜ふ的な圧迫の少ない暗黒大陸へと移住した。そこからは、奴ど隷れい貿ぼう易えきなどの歴史再さい現げんも有ったが、欧おう州しゆう側は待たい遇ぐうを確実なものとして対応した。その上で、

「……織お田だ・信のぶ長ながは、欧州側との貿易を行う中で、一人、黒人の奴隷を手元に置くのでしたね。彼は〝弥や助すけ〟と名付けられ、重用されたと聞きます。

　今、ここに倒れている者達を思し案あんした場合、影渡りの半竜部ぶ隊たいがあり、そのリーダーが彼と、そういう事になるのでしょう。

　実際、以前にP.A.Odaの蘭らん丸まるが武蔵を訪問した際、彼が彼女の近くに身を隠かくし、護ご衛えいしていた事が報告されています。あれも恐らく、影の中だったのでしょう」
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　誾ぎんは、周囲を鋭く見回した。

　……いますね。

　気け配はいが動いている。こちらに対して距きよ離りを取りつつも、逃げはしない。

　ゆえに、敢あえて言ってやる。

「今まで聞こえていた銃じゆう声せいと、鉄の軋きしみの音は、連動はしていても関係はありません。

　P.A.Oda側は、銃じゆう撃げきに重ねて、彼ら半竜をこの森の中に投入。影を渡るという種しゆ族ぞく特性ゆえ、半竜部隊は銃撃に合わせた攻こう撃げきを行い、こちらを欺あざむいたのです」

　言った台詞せりふに、しかし、森は反応しなかった。

　……逃げず、やる気ですか。

　評ひよう価かしたい。ネタはバレたというのに、勝負を逃げない。

　彼らも、必死なのだ。だからここから先は、問うておく事がある。

「第一特務。──こちらの戦せん士し団だんは前進させますが、対応はどうなさいますか」
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　成なる程ほど、と点てん蔵ぞうは頷うなずいた。

　森の中、右側に移動した誾の説明に、こちらでも繫がった部分があった。

「確かに以前、蘭丸殿どのが武蔵を訪ねてきた時、その気配の中にもう一人、いたで御ご座ざる」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷いたのは、当時やはり気付いていたミトツダイラだ。

　彼女は、手で空中に人ひと型がたを作り、

「……後ろに、誰だれか隠かくれてるような。匂においがありましたの。影そのものだというのは、ちょっと気付きませんでしたけど」

　では、と横のメアリが言った。

「この森の中に、その方の手て勢ぜいが？」

「いるで御ご座ざるな。……恐らくは七、八人程」

　ただ、彼らはこちら側、西側に来ていない。全員、東側の戦せん士し団だん狙ねらいだ。

　自分達の隊列を左右へと分けたのは誾ぎんの指し示じだが、

　……流石さすがは誾殿どの、と言ったところで御座るなあ。

　誾の方は、相手の攻こう撃げきと自分の知ち識しきから、敵の正体を悟さとっていたのだろう。砲ほう撃げきなどをこなす彼女からすれば、相手の射しや撃げき自体が囮おとりとなっているのを見切るのも容易だった筈はず。

　そして自分達を左右に分断し、役やく職しよく者しやと戦士団に分けたのは、敵を油ゆ断だんさせるためだ。

　何故なぜなら、自分とミトツダイラは、以前、弥や助すけの存在をそれなりに察さつ知ちしていた。

　また、敵の戦せん術じゆつとしても、戦士団を削けずればこちらの防ぼう御ぎよ役はいなくなるのだ。それは、本ほん能のう寺じ突とつ入にゆうに不備をきたす事になるだろう。

　流石にそこまで来ると、こちらも大体は悟ったので、防御の指示を出したのだ。

　タイミングとしては、木々を隊たい列れつが避けた時。

　隊の並びが乱れれば、下の影から湧わく半はん竜りゆうにとってはいい隙すきだ。

　だがそこに、誾と宗むね茂しげが、森の上側、木々の葉の上を突っ走って急きゆう襲しゆうを掛けた。一回目の指示で見事に成果を出したのは流石さすがだ。下にいる半竜達は、まさか頭ず上じようの影の、更さらに上を抜けて攻撃者が〝落ちてくる〟とは思わなかったろう。

　結果、敵の利害を満たして、釣つり上げた。

　だとすれば、こちらの指し揮きをどうするべきかは決まっている。

「総員、前進で御座る……！」
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　宗茂は、鉄の音を聞いた。

　射撃の響ひびきに重なってくるそれは、高速で森の中を回り、戦士団を襲しゆう撃げきするもの。

　だがこれは、

　……銃じゆう弾だんの音では無いのですね。

　影を渡る際、装そう備びが齟そ齬ごをきたしている。種しゆ族ぞく特性は、装備品にまで掛かるものもあるが、彼らの場合は違うらしい。影の中に取り込む事は出来ても、移動時に、特性加か護ごの利く範囲から零こぼれた部分は、影とそうではない空間の狭はざ間まに削られる。

　それがこの鉄の軋きしむような音だ。

　夜よ闇やみの中では目立つものだが、銃じゆう声せいと弾だん丸がんの通過音が重なると、判はん断だんがつきにくくなる。向こうもそれを意い識しきしてやっているのだろうし、

「宗むね茂しげ様、──流石さすがに警けい戒かいされましたね」

　鉄の軋きしみが、音として小さくなった。雑な動きを止め、速度の調ちよう整せいに入ったという事だろう。こちらの戦せん士し団だんが一気に前進に入ったのに、動きを抑えると言う事は、

「私達を止めると、そういう事ですか」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん。右の首元に冷たいものがきた。

　黒の刃やいばが、いきなり突き立てられたのだ。
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　前進する戦士団は、宗茂がいきなり一回転したのを見た。

　驚く事ではない。変な人だからだ。妻つまの誾ぎんも、朝、二人で歩いている時にいきなりノーモーションで短たん刀とうを振り抜き「見事な回かい避ひ、流石ですね宗茂様」などとやっているから、多分今回もそんなレクリエーションの一いつ環かん。

　だが、彼の一回転には、巨きよ大だいな影がついてきた。

　漆しつ黒こくの半はん竜りゆう。

「うお……!?」

　という驚きの声が起きた理由は解わかる。宗茂が、半竜の右手を摑つかみ、その上で一回転したのだ。敵は、不ふ意いを狙ねらったのが、その膂りよ力りよくで引っこ抜かれるとは思っていなかったろう。

　一方で、それを見た戦士団も引いた。

「……フツー、首元に刃を直接打ち込まれたのを、一回転で避けるか……？」

　刃を突き込まれつつあるのに合わせ、回ったのだ。

「いやでも、副ふく長ちよう補ほ佐さ、変な人だから」

「フォローのためにも言うけど、悪い人じゃないよ！　補佐も、嫁よめさんも！」

　だから〝変な人〟というカテゴリなのだが、しかし別の位置からも音がした。

　誾だ。彼女が義ぎ腕わんの内側に短く構えた十字砲火アルカブス・クルスで、砲ほう撃げきを虚こ空くうに放ったのだ。

　何も無い闇に向かって打ち込んだ一発。それは、

「修しゆう練れんが足りませんね。──殺すための方向から攻こう撃げきして、意味があるのですか」

　無む茶ちや苦く茶ちやな理論で、嫁の方が虚空から敵を打だ撃げきする。

　砲の一発で装そう甲こうを砕くだかれた半竜が、木の幹みきに激げき突とつ。結果として森が大きく揺れた。
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　……身内の恥はじと言う訳わけではありませんが、これは三征西班牙トレス・エスパニアの案あん件けんですね。

　影渡りの半竜という存在が、自分の生まれる以前とはいえ、生地の歴史に組み込まれている。その事を知っている以上、武蔵むさし勢ぜいの中で自分達はこの現場の得え手てだ。

　更さらに言えば、

「──新大陸にキャリアを積みに出ていた時期、貴方あなた達や、別の半はん竜りゆう、そして異い族ぞくの方達には御お世せ話わになりました。よく一いつ緒しよに、駄だ竜りゆうや獣けものを狩かりに行って、充実した夕食を頂いただいたのを憶おぼえております」

　宗むね茂しげとの仲も、違たがえた時期から一いち段だん落らくしていたのだ。

　気分転換という意味もあって、親元や地元を離れた外がい征せいは、彼との関係を深くし、自分の態度を変える理由になった。

　その時期、世話になった半竜達と、彼らは違うだろう。だが、

「一方的な恩おんと縁えん、それを今の甲か斐い性しようとしてお見せしましょう」

　言葉は挑ちよう発はつだ。

　……これ以上、戦せん士し団だんに被ひ害がいを出させる訳わけにはいきません。

　突とつ入にゆうと、撤てつ退たい時の安全の確保のために、人員は必要だ。本ほん能のう寺じは、ノヴゴロドの地下遺い跡せきや、北ほう条じようの遺跡のように、向こうが確保してくれたものとは違うのだから。

　つまり本能寺は、敵の中ちゆう枢すうと言っていい。攻こう城じよう戦の知ち識しきがある己おのれとしては、〝城しろ〟に辿たどり着く前に戦力を削けずられるのは避けたい。特に今回は、総そう長ちよう達が中枢へと届く必要があるのだ。

　……第五特とく務む達が守るとは思いますし、本ほん多だ・二ふた代よが突とつ破ぱをするでしょう。

　しかし万が一はあるし、帰り道がなければ、

「────」

　三み河かわと同じ事が起きたら、どうするか。

　あの時、自分がいなければ、宗茂は三河の崩ほう壊かいに巻き込まれていたろう。そして後続の部ぶ隊たいが届かねば、本多・忠ただ勝かつによって負ふ傷しようさせられた皆も、同様だったろう。

　ここは皆を守り、通さねばならない。それゆえに、

「──先に行きましょうか、宗茂様」

　言った直後。攻こう撃げきが来た。

　前後だ。後ろからはこちらの右手の義ぎ腕わんに打だ撃げき用ピックと、背の中央へと刃やいば。

　前からは胸下と脚あしの間へと、やはり刃が突き込まれてきた。

　前から来る刃と己おのれの距きよ離りは、五センチ程しかない。

　超至し近きん距離からの挟きよう撃げき。更さらに相手の武ぶ器きの数から言えば、

　……二に刀とう使いですか。
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　半竜側としては、確実に獲とれた状況だった。

　夜にこのような成果を上げられるとは珍めずらしい。

〝影渡り〟という種しゆ族ぞく特性にとって、夜は厳きびしい環かん境きようになる。何しろ、闇やみが影を喰ってしまうからだ。

　闇の中では影が弱くなり、満足な移動や潜せん伏ぷくが出来なくなる。

　浅あさ瀬せになったようなものだ。

　この辺り、やはり闇と影は違う。しかし小説草そう紙しや漫まん画が草紙で自分達や同様の忍にん術じゆつを出す連れん中ちゆうは、混同が多く、昨さつ今こんではゲームでもそれが起きて憤いきどおる事がしばしばだ。

　だが、森の中は違う。今のように、光こう柱ちゆうの巨きよ大だいな光こう源げんがある場合、もっと違う。

　影は闇の中でも濃く、空間に渡る。

　影渡りとは、別に、地面に落ちた影だけを渡るのではない。

　影とは、光を遮さえぎるものから地面にまで、ずっと落ちているのだ。地面に落ちた影は、その終しゆう着ちやく点てんであり、それ自体が影という訳わけではない。

　光の遮られた空間の中、全てが影だ。

　そして今、遮しや蔽へい物の多い森の中で、巨大な光源がある。

　本ほん能のう寺じから天てん上じように伸びる光こう柱ちゆうだ。

　光源が柱はしらであるため、水平から遙はるか高くまで、影は角度を変えて伸びている。

　ここは夜よ闇やみの空間に見えて、どこもかしこも、影の空間だ。

　それなのに、対応する相手がいる。

　影から出る位置を調ちよう整せいし、ほぼ零ゼロ距きよ離りからの攻こう撃げきだというのに、回かい避ひし、反はん撃げきに繫つなげてきた敵がいる。

　ゆえに今、自分達は二人組で襲しゆう撃げきした。

　まずは女の方。

　後ろからは、背の中央を狙ねらいながら、義ぎ腕わんを打だ撃げきする事で腕の動きを止める。

　前からは、脚あしの間に刃やいばを入れる事で脚の動きを制限しつつ、胸下に一いち撃げきを入れる。

　足と腕を止めた上で、胴どう体たい中央を前後から突くのだ。

　攻撃を起こしたのはほぼ零距離。回避のしようの無い挟きよう撃げきを相手に翳かざす。

　行った。
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　誾ぎんの判はん断だんは一いつ瞬しゆんだった。

　こちらの右の義腕に対し、後ろからナックル型のピックハンマーが叩たたきつけられようとしているのが見えた。

　……打撃して、私の動きを戸と惑まどわせるつもりですか。

　半はん竜りゆうの打撃力ならば、自分の右腕うでを吹っ飛ばす位は可能だ。

　義腕には重量がある。こちらの制せい御ぎよ下かにあるとはいえ、外部から力を加えられたら己おのれの身が引っ張られる事は確実だ。

　だから右腕うでを肩からパージ。

　そして、腕の内側に持っていた十字砲火アルカブス・クルスを手放すと同時に前へ発はつ砲ぽうした。

　撃うつ。

　動作制せい御ぎよのための重力制御は切っていた。

　……空くう砲ほうにしておくべきでしたね。

　だが、充分だった。

　背後からの、ナックルと一体化したピックハンマーが、宙ちゆうに浮いた義ぎ腕わんを打だ撃げきする。

　だけど自分には関係ない。

　代わりというように、十字砲火が砲ほう撃げきの反動で後ろへと飛んだ。

　四つ角十字クアトロ・クルス程ではないが、十字砲火とて充分に打撃武ぶ器きとしての性能を持つ。それは宙を瞬しゆん発ぱつして、影の中から突き出されていた相手の右腕うでを穿うがった。

　右手にピックハンマーを握っていたのが悪かったのだろう、背後の相手が、拳こぶしに込めた力を抜く事が出来ぬまま、十字砲火を腕にくらい、

「……！」

　影の中で、相手が左上に仰のけ反ぞった。

　ピックハンマーによる義腕への打撃は振り抜かれなかった。打音はしたが、義腕が宙でスキップしたように前へ跳ねただけだ。

　そして背後の刃やいばが、引かれて下がり、影の中に消えた。

　既すでに己おのれは後ろへと半歩移動している。だから前から来る刃が、こちらに届かない。

　だが、相手は、影から刃と腕しか出していなかった。

　一度こちらを確かく認にんしたら、顔も出さず、自分を最小限露ろ出しゆつさせた状態で攻こう撃げきを行う。そんな戦せん闘とう法ほうを常じよう道どうとしているのだろう。

　影の中では、こちらを挟んだ向こうにいる仲間が、十字砲火の打撃で仰け反っているのが見えている筈はずだ。

　挟きよう撃げきは無くなった。その瞬しゆん間かん。相手が引こうとした。こちらに突き込もうとしていた二本の刃を下げ、影に潜もぐり直そうとしたのだ。

　……いい判はん断だんです。

　深追いしない。焦あせりの無い、訓くん練れんの意味が行き届いた少数精せい鋭えいだ。

　だが構わなかった。こちらは左の爪つま先さきを膝ひざから真ま上うえへと跳ね上げた。

　狙ねらったのは、先さき程ほどまで、こっちの内うち股ももの空間へと差し込まれていた一刀だ。

「破は廉れん恥ちな」

　下がる動きでクリアランスをとり、高速で斜めに蹴けり上げる。

　当たった。刃ではなく、鎬しのぎの部分を横から、斜め打ちに蹴り上げた。

「……！」

　刃やいばを引く動きが逸それて、横に浅く振られた。

　影から、黒い腕が宙ちゆうに出る。刃を握った半はん竜りゆうの下か腕わんだ。

　そこに、自分の手がある。

　先さき程ほど、軽く弾はじかれた義ぎ腕わんだ。接続を外しただけでは、動かなくならない。スリープに入れなければ遠えん隔かく操そう作さ状態として、こちらと繫つながっているのだ。

　ゆえに己おのれは、宙に表ひよう出しゆつした半竜の腕を、義腕の五ご指しで握った。

　容よう赦しやはしなかった。相手の装そう甲こうと骨が砕くだける音がしたところで義腕ごと捻ひねり、

「が……！」

　影の外へと、腕一本で相手を投げ打った。
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　何故なぜだ、と半竜は思った。

　……何故、回かい避ひされ、打たれる!?

　光の世界と、影の世界は、別のものだ。

　光は強い。

　光は影を食ってくるが、影は光を食えない。

　光が無ければ影は生まれず、影から光は生まれない。

　そんな影の中から、自分達は打っている。しかもほぼ零ゼロ距きよ離りからの攻こう撃げきだ。

　……それなのに、何故だ!?

　万ばん全ぜんの筈はずだ。

　影から顔の一部を外に出し、相手を視し認にんしたら、そこから先は潜もぐったままで移動する。

　距離はとっている。ゆえに、ラグが生じないように急ぐ。

　影の中は、意い外がいに明るい。光の当たる部分は輝いていて、他は青黒いのだ。

　そして敵のいる位置へと辿たどり着いたら、動きを読みつつ、攻撃を行う。

　最終調ちよう整せいは、影の境きよう界かい面めんから伝わる相手の気け配はいで行う。

　見るべきは、相手が落とす影だ。

　相手の姿すがたは見えない。しかし影は見える。ゆえに影をしっかり拾い見れば、相手の挙きよ動どうは二次元で確かく認にん出来る。

　影渡りの術じゆつが有効なのは、それゆえだ。

　影の中こそ、全てが見える。

　先せん達だつは皆、新大陸や過か酷こくな環かん境きよう下かで、小さな影の中に潜ひそんだという。

　どんなに外が厳きびしくても、影の中は暗く、ともすれば凍こごえ死ぬ程に熱を奪うばっていく。

　何もかもが〝浸ひたり〟、下手へたをすれば沈んで消えていくのだと、ずっとそう伝えられている。ここは居い心地ごこちがいいが、ここに住もうとすれば、消えていくだけだと。

　居心地のいい、〝浸り〟の、しかし厳きびしい環かん境きよう。

　そこを通り道として、自分達は使う。

〝浸る〟誘ゆう惑わくに沈まず、行って、見て、打つ。

　今回もそうだ。

　念を入れて、敵への攻こう撃げきはほぼ零ゼロ距きよ離りとなる位置を狙ねらって行った。

　だが、この相手は、回かい避ひした。あまつさえ、迎げい撃げきまでを仕込んできた。

「何故なぜ……」

　呟つぶやく先から、攻撃が来た。

　相手、立たち花ばな・誾ぎんが、動いたのだ。

　仲間の一人を影から投げ打った右腕うでを、己おのれの肩に接続し直してアジャスト。背後で姿勢を崩くずしたもう一人に対しては、

「二発目」

　移動砲ほうの角度を遠えん隔かく操そう作さで変えた上で、砲ほう撃げき音を追加した。

　打だ撃げきは、堅い音と共に命めい中ちゆうした。

　彼女の背後に隠かくれつつも、姿勢を乱された一人が、横打ちに吹き飛ばされたのだ。
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　誾は、振り向かなかった。背後から横に吹っ飛んだ相手に対して、

「十字砲火アルカブス・クルス、追加」

　もう一本の十字砲火。左の一つを空中に射しや出しゆつした。左右を揃そろえた上で、しかし左の砲ほう門もんを、打ち崩くずした左の半はん竜りゆうへと向ける。

　振り向くまでも無い。

　砲撃した。

　当たる。その直前に、敵が叫んだ。

「何故だ……!?」

　答えを送る意味は無いと思う。何故なら、問うた側とて、今既すでに砲弾を直ちよく撃げきされて森の中を跳ね飛ばされているからだ。

　……半竜ならば、この程度をしておかねばいけません。

　しかし、と己は思う。

「別に、影渡りの術じゆつなど、古こ来らい、神かみ代よの時代以前から幾いく度どと敗れ、解法がその時その時に作られて来たものです。そして、零距離からの攻撃であろうと、対たい処しよ出来る方法があるからこそ、人類の歴史から争いは無くならないのです。

　つまり、今、どのような方法で回かい避ひをしたかと言えば──」

　言っておく。森の中、影を浴びる空間を歩きながら、横に宗むね茂しげを見て己おのれは言う。

「──当たる前に動けたのでそうしました」
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・金マル：『誾ぎんちゃん、そうじゃないんじゃないかな……。向こうも困るよソレ……』

・不退転：『でも、とても解わかり易やすかったわ』

・礼賛者：『何か、不ふ思し議ぎ能力とか超常術じゆつ式しきとかを、腕わん力りよくで叩たたき潰つぶしたみたいな、そんな感じの流れでしたよね、今』
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　半はん竜りゆう達は、正直、困った。

　影の中にいるのは四人。誰だれもが今、影からちらりと身体からだの一部を出し、装そう甲こうからの伝でん導どうで相手の声を聞いたのだが、

　……参まいった──……。

　影渡りの術には、幾いくつかの弱点があるのは確かだ。簡単な解決法としては、影を無くしてしまえば、居い所どころが無くなってしまうというのがある。他にも、やはり外がい界かいの情報を得るために、身体の一部を表おもてに出す必要があるとか、そういうのもあるが、

「……ほぼ零ゼロ距きよ離りでも、避けちゃうか──……」

「……達たつ人じん？　みたいな？」

　一応、今、間がある。だから一人が、ちょっと離れたところから顔を出し、問うてみた。遅ち滞たい活動になるし。

「あの、……一体、いつもどういう訓くん練れんを？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と立たち花ばな・誾が頷うなずいた。

「不ふ意い打うち、または、刃は物ものを身体に半なかば押しつけた状態で、突き込みの呼吸を憶おぼえてからの回避など、その程度は中ちゆう等とう部ぶで修めています」

　そうですね、と応じたのは、宗茂の方だ。彼は自分の胸に手を当て、

「結けつ婚こんしてしばらくの後、廊下の曲がり角かどの陰から槍やりで突かれたり、寝ている時に包ほう丁ちようで上から刺しに掛かってこられたりと、あの頃ころの誾さんは情熱的でした」

「やめて下さい宗茂様。どれも当たらなかったのですから、恥はずかしい限りです」

　砲ほう撃げきされた。
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「あぶねえ──!?　何!?　何今のタイミング!?　撃うつところ!?」

「おいおいお前！　頭角の右の方、欠けてんぞ！」

「というかどういう意識メンタルで撃うったんだよ今!?」
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・ホラ子：『おお、誾ぎん様、絶ぜつ好こう調ちようですね』

・傷有り：『やはり情熱の国たる三征西班牙トレス・エスパニア。照れ隠かくしも火力が違いますね』

・●　画：『英国の御家族の照れ隠しも、相当な火力あった気がするわよねー……』
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　半はん竜りゆう達は覚かく悟ごを決めた。

　既すでに武蔵むさしの戦せん士し団だん達は森の外へと出つつあるが、この二人は自分達が押さえるしかない。

「行くぞ」

　影から、出た。

　四人。既に自分達の手の内は見えていて、攻こう撃げきも生なま半はん可かなものならば回かい避ひされる。ならば全力を出せる条件下である事の方が、こちらの利が高くなる。

　背後に光こう源げんを置く事は忘れずに、森の中に出てみれば、

「──御ご足そく労ろう様です」

　立たち花ばな・誾が、そう言って会え釈しやくした。それに対し、こちらも頷うなずき、

「そっちこそ、よく来たもんだ」

「……Ｊｕｄジヤツジ．、一つ、聞きます」

「何だい？」

「……何故なぜ、そちら側についたのですか」

「そりゃ俺おれ達、暗黒大陸出身の、とりあえず奴ど隷れい貿ぼう易えきの犠ぎ牲せい者しや扱い？　その歴史再さい現げんやっとくと、欧おう州しゆう側からの政治的なナンタラカンタラが凄すごく楽になるとか、そういうので、さ」

　左端はしの一人が、肩をすくめた。

「ま、聖せい譜ふ記き述じゆつ的に言うと、政治的な出で稼かせぎでな。欧州に着いたらとりあえず働けって話だったんだけど、暗黒大陸にいた時、羽は柴しば様の九きゆう州しゆう攻めがあってな」

「──そこで知り合いも出来てたから、M.H.R.R.神聖ローマ帝国まで来て、あとは流れでここだ」

「俺は欧州来てから、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズで傭よう兵へいやってたんだけど、弥や助すけの襲しゆう名めい者しやを求めてるとか、そんなのがあって、P.A.Oda行きだな。結局それは隊たい長ちようが獲とっちまったけど」

　大体、皆、似たようなところだ。だが、

「三征西班牙はさ、奴隷禁止とかやってたし、新大陸での合ごう流りゆう運動とかあったから、こっちとしては、恩おんがあるんだけどさ。でもまあ……」

「聖譜記述、面めん倒どうだな、あれ。新大陸だと、環かん境きようは合ってても、政治的に伸びにくい」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、心しん中ちゆう、お察しします」

「アンタ達の方が、俺おれ達より面めん倒どうだろうよ」

　笑うと、相手二人が小さく頷うなずいた。そして立たち花ばな・宗むね茂しげが、静かに言う。

「……貴方あなた達の面倒は、ここに来て、解決されますか」

「────」

　思わず言葉を失っていた。だが、立花・宗茂が、先さき程ほどと同じ口く調ちようで言葉を続けた。

「終わらせて、終わらせないという、創そう世せい計画。──それに掛かった時、貴方達の地元の事情など、そういうものはどうなりますか？」

「それは──」

　と一人が言いかけた時だ。横のもう一人が、手を翳かざして止めた。

「その辺りは、俺達が話していいものじゃあない。その恩おん恵けいを有あり難がたく思う俺達が、軽々しく言ってはならないものだ」

「では」

　立花・誾ぎんがいきなり砲ほう撃げきした。







[image: 第四十八章『遠近の応答者』]
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　……何か凄すごいタイミングで砲ほう撃げきが行われてる気がしますね……。

　アデーレは、本ほん能のう寺じ正面の通りを、その建築物に向けて走っていた。

　皆の先せん頭とうだ。

　と言っても、正面通りのど真まん中なかを行っている訳わけでは無い。幅四十メートル程の通りの左右を、役やく職しよく者しや中心の部ぶ隊たいと、戦せん士し団だん主導の部隊に分かれて走っているのだ。

　自分達は左側、役職者集団で、更さらに自分は、

「奔ほん獣じゆうのペースで大だい丈じよう夫ぶですか？　後ろ、詰まってませんか？」

「大丈夫で御ご座ざる！　盾たてが自動で走っていると考えると従じゆう士し殿どのも重要で御座るな！」

「ええ、確かに盾兼けんハンマーが自動で走っていると考えると、なかなかですわ！」

「おいアデーレ、存在意い義ぎが揺らぎ掛ける俺おれの気分が解わかったか？　んン？」

「さ、最後の人がイマイチ余よ計けいですよ！　余計!!」

　だが、緊きん急きゆうのシェルター役としても自分と奔獣は有用だ。総そう長ちようと副王なら、生せい存ぞん閉へい鎖さモードで中に収める事が可能だろう。何ならもう一人くらいは何とかなる。

　……喜き美みさん余よ裕ゆうで入りそうですよねー……。

　期末テストの時、通常モードで入って来れたので、生存用なら簡単だろう。

　とはいえ、そんな事を思し案あんして行くのは、当然、本能寺の状況のせいだ。今、景けい気きよく暴ぼう走そう状態で流りゆう体たいを空に吐いているが、これからどうなるか解らない。更さらには、

「……先さき程ほど、武蔵むさしの主しゆ砲ほうを防いだ広域結けつ界かいが、光こう柱ちゆうの周囲直ちよつ下かまであるみたいですね」

　浅あさ間まが表示枠サインフレームを翳かざして計けい測そくする周辺状況が、ちょっと厄やつ介かいだ。

　彼女の言う事が本当であるならば、

「……ここから大罪武装ロイズモイ・オプロでドカンやっても、さっきみたいに拡散されるって事？」

「はい。大罪武装の砲ほう撃げきも流体の転化ですから、これだけの莫ばく大だい量をベースとした広域結界には、やはり同じようになると思います。そして、拡散時には周囲に影えい響きようを与える筈はずですから、その場合、私達も危険ですね」

「つまりここでホライゾンが大罪武装を撃うつと皆でスーパーオウンゴールに」

「やっちゃ駄だ目めですのよ!?　いけませんわよホライゾン!?」

　何だか凄すごく誘さそってる感があって危ない気が。

　ただ、副ふく長ちように担かつがれた副ふく会長が疑問する。

「……大罪武装を撃てる場所って、あるのか？」

「あの柱はしらの直下ならば広域結界がありませんので、撃てるのではないでしょうか。結界は、あの柱の裾すそから発生していますから。真ま下したは天てん幕まく状になっている筈です」

　メアリの言葉に、浅間が頷うなずくのも見えた。しかし馬ば鹿かが首を傾かしげ、

「浅あさ間まのデカい矢だとどうなの？」

「いや、加か速そく系けいとかも全部解除されますから、駄だ目めですよ。恐らく、速度や規き模ぼと流りゆう体たい密みつ度どが条件となって除外されるんだと思います」

　だから自分達クラスの勢いやスケールだと行ける。ただ、

・煙草女：『武ぶ神しんなんかだと、ちと駄だ目めかもしれんさね』

「大罪武装ロイズモイ・オプロやメアリの王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドは、物理攻こう撃げきなら大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「速度の条件を満たしていないので、大丈夫だと思います。そうでないと、結けつ界かい自体が攻撃を受けた時に反応して、自じ壊かいしてしまうので」

　だとすると、と第六特とく務むが言葉を作った。

・煙草女：『衝しよう撃げき波はが主体となる爆ばく砕さい術じゆつ式しきはアウトか。延えん焼しよう術式は建物自体に対たい抗こう加か護ごが織り込まれてるだろうし』

・蜻蛉切：『蜻蛉とんぼスペアも、割かつ打だを発動したら無効化される気がするで御ご座ざるな』

・銀　狼：『というか、その辺りの武ぶ装そうが除外登とう録ろくされている可能性は？』

・未熟者：『そういう登録を掛けた場合、結界全体に適用されるから、無む茶ちや苦く茶ちや負担になるよ。それに、三み河かわで作られた蜻蛉とんぼ切きりならともかく、スペアの情報がどれだけ向こうに行っているだろう。そして、大罪武装だって、内部ＯＳが変化してるんだよね？　──個別の対応登録は出来ていないというか、無む理りだと思う』

・ウキー：『ネシンバラにしては冷静な意見だな……』

・金マル：『まあどちらにしろ撃うっても無効化されるなら同じじゃないかな？』

・未熟者：『い、言いながら思っていた事を言うとは、ナイト君、なかなか出来るね!?』

　とりあえず走っている際の時間潰つぶしにはなった気がする。

　ただ、こちらとしても急ぎたい。後ろでは副ふく長ちよう補ほ佐さと誾ぎんが頑がん張ばっている。そして正面では、先さき程ほどまで正面通りから狙そ撃げきを行っていたP.A.Odaの射しや撃げき部ぶ隊たいが、下がった上で、左右へと散開していくのが見えている。

　自分達は、正面通りの左右を、横の森を警けい戒かいしつつ走るだけ。

　予想されるのは、左右の森からの待ち伏せだ。

　ゆえに自分や、防ぼう御ぎよ隊たいが、前や森側の側面を押さえていく。

　問題は本ほん能のう寺じの正面入口となる門だが、これは術式で閉じているだろう。だが、

「……私が、明あけ智ち公こうから〝三天・力使ジブリール〟を預かっています」

　浅間が、小さな翼つばさのアイコンを浮かせた術式表示枠サインフレームを射しや出しゆつする。昨夕、内だい裏りで明智・光みつ秀ひでから預かった言葉の権けん能のう術式だ。

　……本来は、術式に対する広域馴じゆん化か防御の能力でしたっけ。

　よく考えたら、今、本能寺を覆おおっている防御の結界がそれだろう。P.A.Odaや、明智・光秀は、その技術を転用して防護結界を作ったと、そう見ていい気がする。

「これ、結けつ構こう上位の術じゆつ式しきなので私の方で預かってますけど、使用権けん限げん自体は明あけ智ち・光みつ秀ひでの襲しゆう名めい権けんを得ているトーリ君のものなので、必要だったら言って下さい」

「えーと、俺おれ、今、誰だれの襲名やってんだっけ……」

「青雷亭ブルーサンダーにある塩と胡こ椒しようと砂糖です。昨夜ゆうべ、ウコンと白はく菜さいが追加されました」

「消しよう耗もう品ひんか……！　新しいな！」

「一応フォローしますけど、元もと信のぶ公こうと明智公ですのよ？」

　……何か無む茶ちや苦く茶ちやメジャーですね……！

　それも結構年上の人から受け継ついだ感になっているのが、新しん鮮せんと言えば新鮮。二代目、という襲名者は、副ふく長ちようが父の名を襲名しない限りは梅うめ組ぐみ初だろう。

　ともあれ、正面入口の門以い降こうは抜けられると見ていい。

　それに、解かい錠じように〝力使ジブリール〟が通らなかったとしても、

「俺が三発殴なぐってやるよ！」

　こちらにはノリキがいる。術式破は壊かいならば彼の専門だ。施せ錠じよう術式が明確になれば、いつもの三発打だ撃げきで門は開く筈はずだ。

　行けます。と、そう思った時だった。

　……え？

　不ふ意いに、左右の森から冷気が来た。

　否いな。夜の森ならば、涼しい風が吹いていて当然だ。だが、違い和わが一つある。それは、

　……今、自分、奔ほん獣じゆうの中ですよ！

　思った直後に、声を放った。この冷気には覚えがあるのだ。そんなものが、何故なぜ今ここにあるのかを考えず、ただ事実として、

「──前まえ田だ・利とし家いえの〝加賀百万獄カガ・ミリオネンガイスト〟です！　気をつけて下さい!!」
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　浅あさ間まは、急いで自分達の周囲へと結けつ界かいを張った。

「……霊れい体たいの戦せん士し団だんが入れない程度ですが、展開します！」

　ハナミに、右の戦士団側を任せて柏かしわ手で二発。すぐに先せん頭とうの奔獣の頭ず上じようと、列の最さい後こう尾びにいる戦士団の後ろに鳥とり居い型の表示枠サインフレームが立つ。

　実際はもっと強度の強いものにしたいが、ここの広域結界に引っかかると難だ。それにタイミングを逃のがせば、結界の内側に相手の結界を含んでしまう事になる。

「……来ましたわ！」

　ミトツダイラが、気け配はいや動きよりも、匂においで気付いた。

　森の中、幾いくつもの白い影が立ち上がってくる。見慣れた光こう景けい、という訳わけでは無いが、マクデブルクとノヴゴロドを経て、これで三度目。

　だが、そんな事とは別で、気になる事実がある。

「前まえ田だ・利とし家いえは、賤しずヶ岳たけにいるんじゃないんですか……!?」

　こちらに来るとしても、輸ゆ送そう艦かんや高速艦で来ていなければならない筈はずだ。だが、

・武　蔵：『近きん隣りん五十キロ圏けん内ないに、接近するP.A.Oda、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の艦は存在しません。無む論ろん、輸送などで巡じゆん航こうしているものはありますが、こちらの近く、本ほん能のう寺じの敷しき地ち内に到とう着ちやくしたような艦はありません。──以上』

　おかしい、と己おのれは思った。この状況には、仕込みがある、と。それは、

「……あの、先さき程ほどから話に上がっている、この広域結けつ界かいではないでしょうか」

　メアリが、走りながら空に軽く円を描く。

「この広域結界は地中にも通り、地ち脈みやくと重なりながら広範囲に広がっています。恐らく、中ちゆう継けいや遠方の管理には神じん社じやや寺じ院いん、聖せい堂どうや教きよう会かい堂どうなどを使用しているでしょう。

　つまり、──結界によって、〝地ち相そう〟が繫つながっているのです」





●






「時間がないから急いでみたけど、これ、僕が一番乗りにはならないよねえ」

　利家は、苦く笑しようで地面に銀ぎん貨かを撒まいた。

　場所は、神社の境けい内だいだった。だがそれは、山やま間あいのもので、境内も十メートル四し方ほうと狭い。

　ただ、本堂のない小さな社やしろは、しかしその前にM.H.R.R.旧派カトリツクと神しん道とうの表示枠レルネンフイグーアを重ね、緩ゆるい速度で回っていた。

　南東。賤しずヶ岳たけから見るよりもやや太くなった光の柱はしらが、森と、山の向こうに確かく認にん出来る。

「どうだろう。ナっちゃん、届いているかなあ。それとも要いらない援えん護ごかな、これ」

『あのばか──！』

「いやいや、耳が痛いねまっちゃん。ひょっとしたら、僕が一番、馬ば鹿かかも知れないよ。

　──大だい事じな先せん輩ぱいに最後まで付き合わず、友人にも面と向かって付き合わないんだ。

　それでいて、聖せい譜ふ記き述じゆつとしては長生きなんだから、何の意味で生きてるんだろうね」

　でもまあ、と己は銀貨を撒く。それは境内の土の地面から湧わき出た白い手に次々と拾われて消えて行くが、

「頼むよ。ソッコだ。役に立たない僕の代わりに、役に立ってくれ独逸傭兵団ランツクネヒト。

　もしも創そう世せい計画が完かん遂すいすれば、僕のこんな思いも何もかも、吹っ飛ぶんだからさ」
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「トシか」

　佐さつ々さは、本能寺の正面入口前に立っていた。

　遠く、武蔵むさしの連れん中ちゆうが左右に分かれてこちらへと侵しん攻こうしてくるのが見える。

　森の際きわを通ってくるのは、このタイミングだったら上出来だ。急ぎで、目もく標ひようが見えているなら、わざわざ森の中を侵しん攻こうする意味も無い。

　どうせ森の中に入ったところで、検けん知ちは充分にされる。そういう距きよ離りまで来ているのだ。ならば急ぐだけ急ぎ、何かあったら森の中へと入ればいい。

　だが、その森の中から、こちらにとっての味み方かたが来た。

「加賀百万獄カガ・ミリオネンガイスト。遠えん隔かくの、これも地ち脈みやく間輸ゆ送そうなのかな、だけど賤しずヶ岳たけの、柴しば田た先せん輩ぱいからの差し入れと、そう思っとくぜ、トシ」

　言って、上げた右手を振り下ろした瞬しゆん間かん。森の中から咆ほう吼こうが走った。霊れい体たいの戦せん士し団だんだけではなく、大おお猿ざる型までが投入されているのだ。
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「成なる実み」

　左手の森からの咆吼と、木々をすり抜けてくる高速の突とつ撃げき音に対し、己おのれは応じた。

「解わかっているわ」

　背後に射しや出しゆつするのは機き動どう殻かく〝不ふ転てん百足むかで〟だ。

　軽く倒れ込むような動きはすぐに拾い上げられ、己は一いつ瞬しゆんで二回りは大きい姿すがたへと成り変わる。そして頭部内側、表示枠サインフレームが外の景け色しきを映すと、そこには右手を挙あげる彼がいた。

「拙せつ僧そうは右の戦士団に加か勢せいする。成実、貴き様さまは──」

「大だい丈じよう夫ぶよキヨナリ、一人でも。──そっちに貴方あなたが行くのだから」

　背後の宙ちゆうから顎あご剣けんを二本射出抜ばつ刀とう。それを左右の手で携たずさえ、己は皆に言った。

「──早く行きなさい、皆。ここは大丈夫よ、私一人で」

　告げた言葉と同時に己は森の中へと身を弾はじいた。

　直後。こちらへと飛び込んできていた大猿型の口へと、突いた顎剣を根ね元もとまで貫かん通つう。鈍い音を木々の間に響ひびかせて敵を流りゆう体たい光こうに散らすと、己は接近速度の高い相手から照しよう準じゆんした。
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　成実としては、万ばん全ぜんの状態で臨のぞみたかった現場だった。

　……だけど戦せん闘とう用の義ぎ腕わんと義ぎ脚きやくが出来ていないのよ。

　この状態では、駒こま王おう丸まるクラスの相手が出た時、相打ち同様だろう。そうなった後、本ほん能のう寺じが三み河かわのように消しよう滅めつしたら、自分の生せい還かんは難しくなる。

　無む論ろん、彼がそんな事は許さないと思うが、〝場合〟というものもあろう。

　それは避けたい。

　ゆえに戦いは、数を捌さばく方へと持っていく。霊体の戦士団はノヴゴロドでも悪い意味で世せ話わになった。自分としては因いん縁ねんのある敵勢だ。

　数は無数。森の中は既すでに高速で走る大おお猿ざると、霊れい体たいの戦せん士し団だんで埋まりつつある。だが、

「顎あご剣けん、射しや出しゆつ。──三十二」

　高速で迫る大猿型から照しよう準じゆんをつけ、水平軌き道どうで左右に顎剣を発はつ射しやした。

　柄つかからの射出ではない。刃は先さきからの、相手を目掛けたものだ。

　射出と言っても不ふ転てん百足むかでのそれはやはり抜刀用だ。速度はあまり高くない。質量と速度は向こうの方があるため、このままだと当たっても弾はじかれる。

　だから一つ、力を加える。

「左右腕、──十六組射出」

　左右の肩から外へと連続射出された左右の腕。不転百足のそれが、虚こ空くうから発射された顎剣の柄を握った。

「同期」

　言って、連動。左右の腕を前に突き込めば、同じ動きで左右三十二本の鉄てつ腕わんが、顎剣を前へと叩たたき込んだ。

　疾しつ駆くしてきた大猿型の霊体に対し、それは完全なカウンターとして決まる。

　突とつ音おんと打音が大猿の口から尻しりまでを貫かん通つうした。数は三十二丁ちよう度ど。そのまま顎剣と左右の腕を虚空へと収しゆう納のうし、自分は前に出た。

　当とう座ざの大物は大半が消えた。後は霊体の戦士団だけだが、

　……どうかしら。

　ノヴゴロドでは、霊体戦士団は大猿型への変化を通して、大型骨こつ格かくへと変わった。しかし、

「────」

　散った大猿型の流りゆう体たいは、一度また結び合おうとして、弾けるように飛沫しぶきとなった。

　再結合により、大型化しないのだ。

　……さっき話にあった通り、大型の流体凝ぎよう縮しゆく物は干かん渉しようするのね。

　霊体の大型骨格は成形されない。だとすれば、流体密みつ度どとして、あのサイズ辺りが干渉の分ぶん岐き点てんとなるのだろう。

　ただ、散った流体はまた霊体の戦士団に戻る。

　数は八。

　大猿型を作るのに十体必要だから、大猿型を倒せば戦士団型二体分の成果だ。

　……割に合わない戦果ね。

　思って見定める先、森の中を納のう刀とうによる青白い三十二の飛沫が照らす。そして頭ず上じようからは、木々の葉は群むれの間を通し、本ほん能のう寺じの光こう柱ちゆうが光を降らす。

　木こ漏もれ日のようだ。

　そこに己おのれは機き動どう殻かくで駆かけ、抜刀と同時に敵てき陣じんを崩くずしに入った。

　直後。不転百足の知覚系けいが警けい報ほうを発した。霊体戦士団の向こう、森の奥から本能寺の建けん造ぞう物ぶつに掛けて、一列になった流りゆう体たい反応が立ち上がったのだ。

　見慣れぬようでいて、知っている反応。それは、

「……自じ動どう人形！」

　二十八体と確かく認にんした瞬しゆん間かん。霊れい体たい戦せん士し団だんが一いつ斉せいに弾はじけ飛んだ。

　奥から手前へと、大おお猿ざるへの変化を一気に促うながすためのフレンドリファイアだろう。だが、穿うがった武ぶ装そうが厄やつ介かいだ。

　……対武ぶ神しん用長ちよう銃じゆう……！

　三征西班牙トレス・エスパニアやK.P.A.Italiaが使用する、二人持ちの長銃だ。全長約二メートル。十じゆう字じ型の白い全身を、自動人形達が脇わきに抱えてこちらに向けていた。

　５・１センチ三十八口こう径けい。バレルを全て使った射しや撃げきは、砲ほうの一いち撃げきに等しい。

　二十八の号ごう砲ほうが後から響ひびいてきた。

　直ちよく撃げきと貫かん通つうを食らった敵の全体が、一気にまた大猿へと変化する。

　そして先行するように、敵群を突き抜けてきた弾だん丸がんが、こちらに届いた。
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　成なる実みは迷わず前に出た。両の腕には、先さき程ほどの連続射しや出しゆつで引き抜いた刃やいばが二本ある。

　再度の連続射出は、流体燃ねん料りようのチャージが利いていない。すぐには無む理りだ。

　しかし危険なのは何よりも敵弾。対武神用の徹てつ甲こう弾だんは、機き動どう殻かくの装そう甲こうなど簡単に貫つらぬく。不ふ転てん百足むかでクラスになれば幾いくつかの対たい処しよ策はあるが、もっといい方法を己おのれは知っている。

「不転百足」

　己は、前に出る動きを準備とした上で、指し示じを飛ばした。

「──百ひやく道どう千せん万ばん」
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　自動人形達は、敵がいきなり消えたのを追つい跡せき出来なかった。

　……何処どこに!?

　伊だ達て家け副ふく長ちようの機動殻には飛行能力がある。だがここは森の中だ。飛ぼうとしても上にある枝や葉は群むれに当たって制せい御ぎよが利かない筈はずだ。ならば、と班はん長ちよう格かくの自動人形は口を開き、

「各員、正面から左右方向を視覚精せい査さしなさい……」

　その指示に頷うなずいた一人。最も外側に展開していた自動人形が、森の中を更さらに遠く、正門の方へと視線を向けた。

　まっすぐ前には、森の木々を透かして正門が見える筈。だが、

　……え？

　違った。そこにあるのは、闇やみだった。

　正門側に共通記き憶おくで、振り向いた者達だけが、同じ疑問を共有した。

　ここは森。幾いくら暗くても、霊れい体たい戦せん士し団だんの流りゆう体たい光こうと、木々の間から漏もれ落ちる光こう柱ちゆうの光があり、木こ漏もれ日の状態ではなかったか。

　だが、闇やみが来た。何もかも遮しや断だんして被かぶる青黒い夜よ闇やみ。断だん裂れつ音と葉は群むれの波立ちを重ねたものが、森の奥から駆かけて来る。この、迫る闇の正体は、

「木が、一いつ斉せいに断たれて、遮しや蔽へいになってる……!?」

　問い掛けた瞬しゆん間かん。右横にそれが来た。

　緑みどりと赤の色を基き調ちようとした、竜りゆうのようにも見えるシルエット。

　……不ふ転てん百足むかで！

　共通記き憶おくにその言葉を流した瞬間。自じ動どう人形は夜空に浮かぶ二つの満月を見た。

　木々が断たれて明らかになった夜空に、己おのれの首が飛んだのだ。
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　成なる実みは疾しつ駆くした。

　不転百足の百ひやく道どう千せん万ばんは脚きやく部ぶを連続射しや出しゆつし、それぞれを前に蹴けり出す事で上に乗った胴どう体たい部を高速に移動させるものだ。

　先行射出した脚あしは、レールになっていると言って良い。

　だが、脚部は、動かす事が出来る。

　レールは一直線やコーナーの形をしている必要はなく、脚の振りの強さによってはスキッドも出来るし、跳ね上げ渡すような事や、バレルロールのような軌き道どうも可能だ。

　成実は、基本を直線の加か速そくとしながら、木の幹みきを利用したコーナーリングを狙ねらった。

　幹の周辺に脚部を先行射出して、速度任せに曲がっていく。ただ、

　……内部の義ぎ脚きやくが弱いから、頼れないわね。

　まだ、内部に入れているのは一般用のものだ。ゆえに速度が上がってくると、踏み堪ごたえがキツくなる。下手へたをすれば、ハイサイド状態から外へと飛びかねない。

　解決方法はある。

　顎あご剣けんを短く持って、その刃は先さきの逆テーパーを幹にフック。速度任まかせに曲がるのだ。

　結果として、木は一いつ瞬しゆんで抉えぐれて倒木となる。

　だが、それはこちらにとって好こう都つ合ごうだ。木が落ち、倒れる事で相手の視し界かいを塞ふさぎ、更さらには地面から湧わき出る霊体戦士団に干かん渉しよう出来る。

　大おお猿ざる型がたの展開も、倒れた木々の間で行われれば、まずは障しよう害がい物ぶつで自由な動きが取れなくなる。

　こちらはただ、ロングリーチの顎剣でその頭部を叩たたき割っていくだけだ。

　為なすべきは、自動人形達が追つい跡せき出来ない勢いで、森の中をただ突っ走る事。

　スラロームは自由自在。百足なのだ。コーナーに対して自分の向きを合わせる必要などない。射しや出しゆつした脚あしはコーナーの形状そのものの並びとなる。

　ゆえに高速。時に背を向けた疾しつ走そうからのターンを決めながら、己おのれは行った。

　自じ動どう人形達の横を突っ走る。

　彼女達が慌あわてて長ちよう銃じゆうを振り回すが、もう遅い。

　既すでに周囲の木々は倒し、その頭ず上じように被かぶる数本も断った。対武ぶ神しん用の長銃を撃うち、倒木をはじき飛ばそうとするが、無意味だ。根ね元もとを失った木は、落ちるまでならば周囲の木と葉は群むれや枝で支え合っている。

　撃ったところで、支えの木枝がショックを吸収し、振り子現げん象しようで更さらに強く落ちてくるだけだ。そして無意味な銃じゆう声せいと、闇やみの落ちる音が響ひびき、

「あ……！」

　何がこれから起きるのか、自動人形達が悟さとったらしい。

　簡単な話だ。

　己が、百足むかでとして、闇の中に飛び込んで行くだけだ。

　ただ、このままでは、ちょっとホラー味が強い。蹂じゆう躙りんは趣しゆ味みじゃないの。

　ゆえに彼女達には言っておく。最後の入口となる木を抉えぐって回り込み、彼女達が振り向くよりも早く背後に回って突っ走りながら、礼れい儀ぎとして言っておく。

「今晩は」

　挨あい拶さつをしたら、断っていい。
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　……成なる実みが、派は手でにやるものだ。

　ウルキアガは、対岸とも言える通りの向こうの森が、一気にその背を低くしたのを確かく認にんしながら、相手の伐ばつ採さいに入っていた。

　やり方は、自分においては成実に近い。

「異い端たん審しん問もん官かんセットその５７４！　──巡じゆん礼れい踏とう破は用具〝聖せい母ぼの手しゆ刀とう〟！」

　聖母の水平チョップする彫ちよう像ぞうを柄えとした大おお鉈なただ。左右から打てるように左右一組で、本来は重じゆう奏そう神しん州しゆうの上を巡礼者が行く際、過か剰じよう環かん境きようで発達した草原や森を踏破するのに使うものだ。切れ味抜ばつ群ぐんだが、正式な使い方は水平に構えて対たい象しよう物に連打を入れるらしい。その時、皆で拍はく手しゆとかけ声を合わせると威い力りよく倍増だそうだが、己はそこまで試した事がない、というか己の腕力ならば木の幹みきなんか一発で断ててしまうので。

　行く。

　森の中、身体からだの各部にある推すい進しん用の加か速そく器きを小こ刻きざみに駆く動どうさせ、木々の間をスラロームする。その動きに合わせて、木々を倒し、時とき折おり気軽に踊る感覚で霊れい体たい戦せん士し団だんや霊体の大おお猿ざるを断ち割っていく。

　そして木々を倒し、闇やみを作った後で、自じ動どう人形達の背後に回り込み、

「貴き様さまらの中に姉はいるか……!?」

　否いな、問うまでも無い。解わかっている。ナンバーはついているだろうが、全員の骨こつ格かくから聞こえる駆く動どう系けいの音などが等しい。それは統とう御ぎよのＯＳなども同じという事で、同一ロールアウトの規き格かく品ひんだ。つまり彼女達には姉が居ない。

　……残念だ。判はん決けつは決まってしまったな。

「世界の姉率りつを下げた罪つみで、貴様らに仕し置おきをする……！」
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　ウッキー殿どの、ノリノリで御ご座ざるなあ、と点てん蔵ぞうはメアリと共に走っていた。

　彼女の事を抱き上げて走ろうかと、そんな案も出したのだが、

「帰りに、急ぎでしたら御願いします」

　と笑えみで言われたので、頷うなずく事にした。行きにおいては、王賜剣エクスカリバーを持つ己おのれが戦力になるかもしれないと、そう見ているのだろう。

　とはいえ、やや戦せん場じようの流れが崩くずれて来た。

　障しよう害がいの一つは、やはり霊れい体たいの戦せん士し団だんだ。

　今は、恐らく前まえ田だ・利とし家いえがいる土地が、森に近しいのだろう。広域結けつ界かいで連動してるとはいえ、左右の森を中心に霊体が湧わいて出て来ている。

　正直、大おお猿ざる型などは相手をするのが危険だが、浅あさ間まの張った結界が有効に働いた。急ぎで作ったために、霊体戦士団の接近を一時的に阻はばむくらいの効果しかないのだが、あると無しでは大違いだ。また、大猿型も、こちらの防ぼう護ご障しよう壁へきに突とつ進しんした時、結界の縁へりでその力に戸と惑まどい、プッシュしてくるパワーが落ちる。

〝地ち相そう〟が違う、という事なのだろう。

　だが、それでも対たい処しよをしていけば、こちらの進行はやや下がる事になる。

　今、本ほん能のう寺じに向かって移動中の状態で〝下がる〟とは、正面通りの中央へと押し出されると、そういう事だ。

　通りは、物資の陸上運うん搬ぱんのためだろう、石いし畳だたみとなっていた。左右の森の際きわは、排はい水すいの側そつ溝こうもついた土の地面だったので、通りの上を行った方が速度は上がる。

　左右の森の中にいる敵の大半、特に狙そ撃げきの自じ動どう人形達には優先排はい除じよが為なされているため、そちらからの危険は少ない。成なる実みもウルキアガも、一人で大だい丈じよう夫ぶと言うだけあって、正直、他が手を加える隙すきがない。

　しかし、正面入口に、先さき程ほど下がっていった射しや撃げき部ぶ隊たいが再び長ちよう銃じゆうを構えつつある。

　通りの中央側に下がったこちらに対し、射撃を送ろうというのだろう。

　前進を止める訳わけには行かないので、対応としては防ぼう御ぎよ前進、その上で、

「ミトツダイラ殿どの──！」
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　三みつ成なりは、射しや撃げき部ぶ隊たいの指し揮きを執とっていた。

　元々は、蘭らん丸まる麾き下かの自じ動どう人形部隊が左右の森から挟きよう撃げきに入る筈はずだった。そこに利とし家いえが間に合ったので、攻こう撃げきは分厚くなった。

　木々の伐ばつ採さいに霊れい体たい戦せん士し団だんの機き動どう力りよくが阻はばまれたが、別にここは問題ではない。

　こちらはこちらで射撃隊を管理する。

　既すでに武蔵むさしの侵しん攻こうはその突とつ撃げきの形を歪ゆがめつつある。

　本ほん能のう寺じの光こう柱ちゆうに照らされた総そう勢ぜいは、防ぼう護ご障しよう壁へきを前に出しての突撃だ。

　敵地だというのに、かなり急いでいる。とは言っても、西側の列、役やく職しよく者しや達がいる方は、青くて丸い機き動どう殻かくが先せん頭とうだ。

　記録に拠よれば三征西班牙トレス・エスパニアの大たい砲ほうを軽く防ぐ強度の持ち主。鈍どん重じゆうだが、こちらの射撃弾だんを完全に防ぐくらいの面積もある。

　……時代後れとはかくも面めん倒どうなものですか。

　自分が最新の情報体だからこそ、そんな事を思いもする。

　と、その時だった。

「おや……？」

　何か、風景が違った気がした。

　一いつ瞬しゆんだ。自分が軽く物思いをした瞬しゆん間かんに、眼前の風景が変わった気がする。

　……一体何が。

　気のせいだろうか。前を見れば、通りの左右に敵群の突撃がある。

　どちらも森の方からやや押され気ぎ味み。そして左右の木々はどちらも背が低くなっている。

　変化無し。見たところ、先さき程ほどと何の変わりも無いと思う。

　ならばやはり気のせいだったのだろうか、と、射撃隊に狙ねらいをつけさせる事にした。

　撃うつべきは、戦士団の方よりも役職者の方がいいだろう。特にアレだ。何か先頭近くでくねくね踊りながら走っている敵の総そう長ちよう。

　アレ確か明あけ智ち公こうの襲しゆう名めい権けん持っているので、アレさえ倒せば万ばん事じアレな気もします。

　ゆえに皆の照しよう準じゆんシステムにアレの狙いをつけさせ、己おのれはある事実に気付いた。

「……アレ？」

　先程まで、アレは見えていただろうか。

　否いな。ちょっと変化があからさま過ぎて逆に気付かなかったが、今こそ解わかった。

「あの機動殻は何処どこに……!?」

　青くて丸いのが、消えているが、自分ちょっと今ボキャブラリ低くないでしょうか。
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　三みつ成なりは、急いで辺りを見回した。一番可能性があるのが、機き動どう殻かくが敵の主力に追い抜かれて後ろに行ったか、倒れている事だが、

　……無いです！

　森の中にもいない。まさかと思って後ろや横を見てみるが、いつの間にか回り込まれて「こっちだ」とか、そんなのをやられてる気け配はいもない。

　……何処どこに!?

　と思った正面、一つの動きが見えていた。こちらに突とつ撃げきしてくる連れん中ちゆうの先せん頭とう、第五特とく務むである水み戸と領りよう主しゆが、虚こ空くうに何かを振りかぶっていたのだ。

　両腕うでを使った投球フォームのようなそれは、しかし一いつ瞬しゆん見たところ、手には球たまも剣も槍やりなども持っていない。

　違った。

　水戸領主が振りかぶっているのは、鎖くさりだった。

　四本構えのそれは、角度と揺らぎによって光を反射しながら、上へとまっすぐ伸びている。

　見上げた。

　すると満月をバックに、青くて丸いのが影になって夜空にあった。

　物理運動と鎖の張り方から言って、こちらへと振り下ろされてくる途と中ちゆう。

　見ている間に、先せん端たん速度が音速を超えたのだろう、機動殻が水すい蒸じよう気き爆ばく発はつを抜けた。

　大たい気きの破は裂れつ音が、空から振ってきた。

　そして水戸領主が叫んだ。

「アデ────レッ……、ン～……、ハァンンンンマァ────!!」

　タメが利いた一いち撃げきが、急速な落らつ下かラインに乗って、こちらに来た。

　頭上。避けようのない一発だった。

　当たる。自分は情報体なので物理アタックについてはどうにでも出来るが、近くにいるのは戦せん闘とう初しよ心しん者しやの射しや撃げき隊たいと、同じく防ぼう御ぎよ隊だ。彼らはこの打だ撃げきには弱いだろう。

　どうにかしなければ、と、そう考えた瞬しゆん間かん。一気に青くて丸いのが近づき、圧力を錯さつ覚かく出来るまでになった。

　直後。こちらの後ろから、背頭を飛び越えて前に跳ちよう躍やくした者がいた。

　月下の人ひと影かげ、それは降ってくる機動殻に対し、こう叫んだ。

「百ゆ合り花ばな……！」
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　ミトツダイラは、アデーレハンマーがピッチャー返しで打ち返されてきたのを悟さとった。

　金きん属ぞくのぶつかるような音がして、真まっ正しよう面めんからアデーレ玉が飛んで来る。

　……やりますわね……!?

　流石さすがはP.A.Oda五ご大だい頂ちようの一人。何でこんなところにいるのか全く解わからないが、それを言ったら自分も同じなのでノーカン。ただアデーレ玉については、まだ余よ裕ゆうがあったので、

「……っ」

　瞬しゆん発ぱつ回かい避ひで左に逃げようとしたら、顔から喜き美みに激げき突とつした。明らかな巨きよ乳にゆうに顔面が左から食い込み、首が一回軽い音を立てたが、

「あっ、やあんミトツダイラったら、巨乳防ぼう御ぎよがどういうものか知りたいのね!?　じゃあほら、正面から飛び込んで来なさい！　オープン巨乳！　谷間にスッポリ防ぼう護ご障しよう壁へき！」

「アデーレ玉が来てますのよ──!?」

　抗こう議ぎした瞬しゆん間かん。喜美がこちらのウエストを掲かかげ、軽いステップで、飛んできたアデーレ玉の上に乗った。

　そして彼女は明らかに、

「タラッタ・タタ・タタ・タタタン・タン」

　アデーレ玉の回転に合わせてステップ。踵かかとを高く鳴らして、スカートを翻ひるがえして月光に揺らすと、強くトウで背部装そう甲こうの辺りを蹴けった。そしてこちらを掲かかげたまま宙ちゆう返がえり。

　視し界かいの中で、月と、それに向かって立つような光の柱はしらが回った。左から武蔵むさしが入ってきて、見慣れた水平になっていって一回転。

　喜美は、意い外がいとメリハリある着ちやく地ちでこっちを下ろすと、

「あらやだ、降こう車しや位置が結けつ構こう後ろにズレちゃったじゃない！　ほらミトツダイラ、解った!?　今のが巨乳防御じゃないわよ!?　違うの！　駄だ目めじゃない！」

「何言ってるか解りませんわ──！」

・貧従士：『というか何処どこまで飛ぶんですかコレ──！』

　銀ぎん鎖さが、とりあえずそろそろ引き伸ばし限界位置なので、引っ張った。

　反動はあるが回転運動に変えてしまえば楽だ。

　ハンマー投げの要よう領りようで、低くなった森の上を通すつもりで、ついでに霊れい体たい戦せん士し団だんなども一気に薙なぎ払いながら、

「二投目、行きますわよ……！」
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　通りの右を進行していた武蔵むさしの戦士団は、逆側と本ほん能のう寺じの正面入口前で始まった超ちよう人じんオリンピックのハンマー種しゆ目もくを見ていた。

　二投目のハンマーが高速で吹っ飛び、しかし、

「百ゆ合り花ばなぁ……！」

　快音で高く打ち返されると、今度は狼おおかみが鎖くさりを手た繰ぐって短く引き寄せ、それを順次リリースしながら回転加か速そくを掛けた。以前よりも勢いある速度で、踵かかとが石いし畳だたみに火花を立て、

「三投目……！」

　高速で飛んでいく機き動どう殻かくを見て、こちら側の一人が呟つぶやいた。

「もう、何度も議ぎ論ろんされてるんだろうけど、……あれ、中身、必要なのか？」

「芯しんが無いと駄だ目めらしい」

「芯……!?」
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　芯は段々慣れてきていた。初めは回転と、カウンターアタックによる反動で全身がグシャアとなったり、持ち込んでいる御お菓か子しが空中に四し散さんして偉えらい事になっていたのだが、これは関かん東とう解放の辺りでもやった事だ。二回目辺りからは回転方向とカウンターのタイミングさえ解わかれば、内部に重力制せい御ぎよ結けつ界かいを展開する事で凌しのげるようになった。

　そして三投目で、何となく思ったのだ。

　……これ、向こうの五ご大だい頂ちようの人に〝当てやすくする〟事って出来ますかね……。

　単に玉になっていると、キャッチボール状態だ。少し進歩したい。

　だとすれば、と己おのれは考えた。そう、自分は現在、芯だが、この芯は考える芯なのだ。

　だから思し案あんし、やってみた。

「テールバラスト展開で、結けつ構こう違いますよね多分」
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　佐さつ々さとしては、結けつ構こうな打ち頃ごろが飛んできたと思った。

　故ゆえに振りかぶり、一本足あし立だちからの踏み込みで、

「行くぞこの野や郎ろう……！」

『あの、佐々先せん輩ぱい、段々と手段と目的が別の方向に行ってませんか……!?』

「うるせえ！　結果を伴えば問題ねえだろうが……！」

　玉が来た。対する己は振りかぶりから抜ばつ群ぐんの投球フォームで、

「百ゆ合り花ばな……！」

　いきなり玉が、その尻尾しつぽを外に展開。軌き道どうのズレた一発が、こっちの右腕うでをかすりもせず、しかしそのまま直ちよく撃げきした。
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　……当たりましたわ！

　ミトツダイラは、佐々・成なり政まさが縦たて回転しながら吹っ飛び、本ほん能のう寺じの正面入口に激げき突とつして砂すな煙けむりをぶち上げるのを確かく認にんした。

「やりましたわねアデーレ！」

・貧従士：『いやあ、やりましたね第五特とく務む！　第五特務が思い切り叩たたきつけてくれたがゆえの成果ですよ！』

・銀　狼：『いえ違いますわ！　今のはアデーレの咄とつ嗟さの機き転てん。流石さすがは芯しんとしての経けい験けんが豊富なアデーレですわね。普通の芯とはちょっと違いますわ！』

・俺　　：『アデーレ先せん輩ぱい、ナイス芯で──す』

・労働者：『ナイス芯！』

・約全員：『ナイス芯……！』

・貧従士：『まばらな拍はく手しゆはやめて下さいよ！　というかもっと別の褒ほめ方を！』

　芯が贅ぜい沢たくを言い始めた。

　だがこれで、良く解わからないけどここにいる五ご大だい頂ちようを排はい除じよ出来た。やりましたわ、と思い、王に褒ほめて貰もらおうかと、そんな事も考えた瞬しゆん間かんだ。

「コラ！　てめえら……！」

　本ほん能のう寺じの正面入口の辺りから、爆ばく風ふうが走った。

　直後に来たのは、アデーレ玉だ。

　……は？

　先さき程ほどまで、結けつ構こうな前方に転がっていたアデーレの機き動どう殻かくが、何故なぜか今、正面にまで来ている。否いな、これは、

　……打って飛ばしましたの!?
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　ミトツダイラは、回かい避ひをしようとした。

　だが、先程とは速度が違う。一つ、上を行っている感じの伸び方だ。

「く……」

　反射的に、銀ぎん鎖さのホールドを外す。ここは回避一択。銀鎖四本で、衝しよう撃げきを逃がしながら撓たわんで受け止める事も考えたが、かなりの硬こう直ちよく時間が生まれると判はん断だん出来たからだ。

　ゆえに己おのれは瞬しゆん発ぱつ回避した。左に跳ぶと、しかし並へい走そうを急いだ浅あさ間まに顔から激げき突とつした。明らかな巨きよ乳にゆうに顔面が左から食い込み、首が前より軽い音を立てたが、

「ちょ、ちょっとミト、いきなり何してるんですか！　こんなところで大きくしたいとか言われても、神様としてはＭＵＲＩとしか言いようが無いから駄だ目めですよ!?」

《検索：本ほん能のう寺じで胸を大きくする方法：回答：ＭＵＲＩ：ｂｙ神》

「アデーレ玉が来てますのよ──!?」

　と、気付くと喜き美みに足首を後ろから払われていた。

　こちらはバランスを崩くずして後ろに倒れるしか無く、

「────」

　石いし畳だたみに仰あお向むけとなったこちらの真ま上うえ、掠かするような位置をアデーレ玉が通過していった。

　……危険──!?

　間違いなく、巨きよ乳にゆうだったら死んでいた。

「フフフ、ナイスね貧ひん乳にゆう回かい避ひ！　久しぶりにいいものを見たわ！」

「命懸かかってますのよ──!?」

　と、叫んで立ち上がった瞬しゆん間かんだ。不ふ意いに己おのれは、風の動きを感じた。

　それには、微び妙みように土の匂においもついてきていて、

「……っ」

　右に瞬しゆん発ぱつ加か速そくした直後。先さき程ほどまで自分のいた位置に、砲ほう弾だんのような拳こぶしが叩たたき込まれた。

　誰だれがいきなりそこに来たのか、振り向かずとも解わかる。

「佐さつ々さ・成なり政まさ……！」

　敵が、高速の移動をもって、こちらへの強きよう襲しゆうを掛けてきたのだ。







[image: 第四十九章『手前の追撃者』]
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　点てん蔵ぞうは、僅わずかな時間、何が起きたかを理解していなかった。

　……佐さつ々さ・成なり政まさの、高速移動による強きよう襲しゆう……!?

　来たか、というのが心の中に生まれた第一発はつ想そうだった。何故なぜなら、佐々とはIZUMOと武蔵むさし上、マクデブルクでの接敵経けい験けんがあるが、そのどれも、打だ撃げき力りよくをアップする〝百ゆ合り花ばな〟という術じゆつ式しきを、本人の移動速度の強化に繫げていたからだ。

　しかし、走る勢いのアップは、どちらかと言えば間ま合あいを詰めるためのもので、

「長距きよ離りでは速度が低下していた筈はず……！」

　だが、今は違う。本ほん能のう寺じの正面入口前からここまでを一いつ瞬しゆんとなると、

　……下手へたをすればミトツダイラ殿どのと同等の速度で御ご座ざるぞ……！

　無む論ろん、ここまでは直線の移動だ。コーナーリングや小こ刻きざみな回かい避ひが出来るかどうかは解わからないので、単純に比較は出来ない。

　しかし、と思った時点で、己おのれは気付いた。漸ようやく、自分の頭が現状を理解した、と。

　解かい析せきが出来る。それは相手の全身を見れば解る事。自分は術式系を専門としていないが、ミトツダイラへと攻こう撃げきを掛ける佐々の全身からは、流りゆう体たい光こうが散っているのだ。

　彼に預けられた術式は〝癒使イスラフイル〟。大だい地ちの力を転化するもので、IZUMOからこちら、自分達が見る限りでは、踏み込みや、打撃力に集中していた。

　今は違う。

　足や、脚あし。腰や背などから散っている流体光が、止まっていない。

　つまり佐々は、〝癒使〟から打撃力を引き出す百合花の術式を、動作各部ではなく、〝全身〟にも転化出来るようにしたのだ。そして現状の用法は、

「全身の加速用で御座るな……！」
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　間違いないで御座る、と点蔵は思った。見れば佐々の全身各部の挙きよ動どうの際、白百合の紋もん章しようがそこに出て散っていく。

　すると佐々が加速する。

　対する狼おおかみと、既すでに打ち合いは始まっている。身を振り、拳こぶしを放ち、狼の四本の牙きばたる鎖くさりをカウンターし、時にその爪つめとなる両の貫ぬき手てを回避する。

　風音が酷ひどい。長く伸びる風では無く、まるで壁に当たったかのような大たい気きの小爆ばく発はつが、彼らの挙動の中で連続した。

　速い。自分達は正面入口に向かって急ぎ、移動中だというのに、二人はまるでお互いを詰め合うような攻撃と回避の遣やり取とりをしている。

　だが、自分は気付いた。

　佐さつ々さの拳こぶし自体の一いち撃げきは、その威い力りよくが落ちているのを、だ。

　以前は振った際に空気すらブチ抜いていたものだったが、今は違う。

　全身に速度を割り振るため、拳の燃ねん費ぴは落とされているのだ。

　打だ撃げき力りよくは、恐らく、〝必要充分〟なところに調ちよう整せいされているだろう。

　佐々程の攻こう撃げき的なファイター系が、効こう率りつをとった。

　何でそんな事をしたのか、自分達には解わかる。そう、IZUMOでの戦せん闘とう記録を見た事がある者ならば、すぐに理解出来る。

　あの現場で、彼には、唯ゆい一いつ手が届かなかった相手がいるのだ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。

　佐々の攻撃は当たらず、彼以上の打撃力はIZUMOを割った。だからだろうか。打撃用の術じゆつ式しきを己おのれの速度に変え、その意い趣しゆ返がえしとして、人狼女王の娘むすめへの強きよう襲しゆうを掛けに来た。

「ミトツダイラ殿どの！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　ミトツダイラが応じ、敵を相手に加か速そくした。その直後。

「ネイトー」

　馬ば鹿かが割り込んできた。

「オメエ、こっちにいてくんないと困るぜ、俺おれ」

「Ｊｕｄ．！」

　狼おおかみが瞬しゆん発ぱつ的に王の方に跳ねたので、佐々が攻撃を空から振ぶりした。
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「テメエら……！」

　虚こ空くうに打撃を入れ、大たい気きを破は裂れつさせて佐々は敵に振り向いた。

　連れん中ちゆうの向こう、本ほん能のう寺じ正面入口の前にいる三みつ成なりが〝巻いて巻いて〟と右腕うでを回しているのがウザったいが、別に俺、一般戦せん士し団だん員いんですしい──、難しい命令解らないっていうかあ──。

　……あの馬鹿みたいな芸げい風ふうじゃねえかコレ……！

　段々伝染うつってきたんだろうか。俺の芸風がピンチだ。だが敵を逃がす訳わけには行かない。

　疾しつ走そうに必要な身体からだの各部に、白ゆ百り合ばなの紋もん章しようを展開。まだ細かい調整は出来ないが、

「百合花ァ……！」

　前方を疾走する敵の隊たい列れつに、己は高速で突っかけた。
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　アデーレは、起き上がっていた。

　奔ほん獣じゆうの自動バランサーが、こちらの動きをアシストして身を起こしてくれる。自分はフットペダルと、背の位置を合わせるだけで機き動どう殻かくは立ち上がった。

「よし」

　一度、肩のハードポイントパーツを奔獣のシート側と接続解除。そして直後に物理接続をやり直す。下手へたに調ちよう整せい再確かく認にんを行うより、再起き動どうした方が立ち上がりは早い。何しろ古い機き体たいなのだ。起動処しよ理りだけはやたら早い。

　そして初期チェックを済ませると、奔獣は恐ろしい事に無ぶ事じだった。展開していたテールバラストに不具合でもあるかと思ったら、無い。

　被ひ害がいがあるとしたら、三征西班牙トレス・エスパニアとの会議後に、向こうの艦かん外がい設備から売って貰もらったポップコーンが、見事に周囲に散乱してる。

　……うわあ、塩バターの味が偉えらい事になってますよ……！

　やたら腹が減る匂においだ。というかこれ、油由ゆ来らいなので、この操そう縦じゆう室しつに染しみ込んでしまったら参まいりますねー……、としみじみ思う。

　だが、とにかく立ち上がった。武ぶ器きの槍やりも右の脇わきにセットされたままだ。

　現状、問題は一つだけ。

「距きよ離りが空あき過ぎですって……！」

　皆と、一気に百五十メートル程離れた。

　食らったのは打だ撃げきの一発。それでこれだけを吹っ飛ばせるとか、あの佐さつ々さとかいう人、ちょっとおかしくないですか。というか、

「前に奔獣を破は壊かいされたのも、あの人の攻こう撃げきでしたっけ」

　彼らが武蔵むさし上に乗り込んできた時、武蔵むさし野の艦かん橋きよう越しの落らつ下か攻撃を入れたのだ。つまりは体当たり。だがそれに、横からのインターセプトとなる一いち撃げきを叩たたき込んできたのが佐々・成なり政まさだった。

　あの時、奔獣の頭部装そう甲こうの接合が壊こわれ、頭部が外れるという前ぜん代だい未み聞もんな事が生じた。下手へたをすれば自分の首が飛びかねないというか、頭から落ちたら死んでた筈はず。

　後に浅あさ間ま神じん社じやでの検査入院と、浅間の胸に顔を埋めるというのをやらかしたが、それはまた別とする。

　奔獣の修理と調整については、ヨシナオ教きよう頭とうがやってくれた。頭部側だけではなく、駆く動どう系けいなども手を入れてくれたようだが、

「パーツの摺すり合わせで済んでしまったが、幾いくつかの調整を入れておいた。姿勢を正して乗るといい。解わかったかね？」

　と、そんな事を引き渡しの際には言われている。

　以後、パーツの動きがスムーズですね、と、そのくらいに思っていたが、

　……お、追いつきますかね……!?

　とりあえず、正面入口辺りで追いつければいいだろうと思う。奔ほん獣じゆうは旧型で、パワーアシストがついていない。操そう縦じゆうは、搭とう乗じよう者しやの動きをトレースするオートマ型と、こちらの動きをリアルタイムで与えていくマニュアル型をフットペダルで選択する。

　急ぐなら、マニュアル型。変な癖くせがつかないように学習機き能のうはオフ。

　そして脚あしを動かせば、

　……お、重……！

　重要な戦せん闘とうではこのモードだが、やはり重い。何しろ全体重量を、力の累るい積せきのみで動かすのだ。仕掛けの構こう造ぞうは昔に整備した時に大体解わかっているが、芯しんがエンジン？　それもあって、日々の走り込みは欠かさない。武蔵むさし上を走っていると、犬達の散歩バイトと、夕食の余り物が貰もらえたりするので一いつ石せき二に、三さん鳥ちようだ。

　ともあれ急ぐ。前に、皆に追いつかねばならない。何しろ従じゆう士しだ。本来なら盾たて持もちで皆の前を走っていて当然といえる戦種スタイルなのだから。だけど、

「あれ？」

　皆に対し、こちらより先に追っていく姿すがたがある。

　佐さつ々さだ。

　……何故なぜです？

　さっきまで、第五特とく務むとアデーレ玉自分の打ち合いをしていたのではなかったか。それが何故、あんなところにいて皆を追っているのか。

「アデーレ玉が無いからですね」

　解かい答とう終了。万ばん事じ解決だが、そこから問題が生じている。

「み、皆が危険ですよ……！」

　走り出した脚を、止めようと思った。どう考えても、今の状況では、奔獣を走らせていくより、外に出て突っ走った方が速い。

　しかし、この後を考えると、奔獣は必要だ。シェルター役だってあるのだから。

　……マズ……！

　とにかく力の累積が入るまでが重いシステムだ。

　だけど佐々が皆の後ろから突とつ撃げきを仕掛けている。そして自分は従士で、

　……マズいですよ……！

「ちょっと待って下さい……！」
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　状況は、待っていなかった。

　ミトツダイラは、王のカバーとしてその前についたが、

「後ろ、大だい丈じよう夫ぶですの!?」

　前にアデーレがいないため、正面遠くに構えた敵の射しや撃げき隊たいからの攻こう撃げきは、自分が銀ぎん鎖さに持たせた防ぼう護ご障しよう壁へきで弾はじく役だ。

　一方、後ろからは佐さつ々さが一気に距きよ離りを詰めてきた。走ると言うより、膝ひざ蹴げりで跳んできたように見える姿勢から、

「百ゆ合り花ばな……！」

　着ちやく地ちの震しん脚きやくを重ねて放たれた前方スライド付きの一発が、後方を守る戦せん士し団だんに当たる。

　その瞬しゆん間かんだ。戦士団の脇わきから、一つの影が飛び出した。

　こちらの迎げい撃げきだ。

　タイミングとしては完全なカウンター。後はそれが誰だれで、何をするかという事だが、

「カレーですネー」

　勝ちましたわ……！　と、己おのれは心しん底そこそう思った。
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　佐々が見たカウンターアタックは、霧きりのような粉こなだった。

　何かは解わかる。

　……カレー粉こか……！

　武蔵むさしが、カレーを決けつ戦せん用武ぶ装そうとして数えているのは知っている。利とし家いえから死ぬ程しつこく聞かされているのだ。

「ナっちゃん！　あいつら、食べ物を粗そ末まつにするのはいけないよね!?　あ、これ、僕が負けたから悔くやしくて言ってるんじゃないからね？　だよねまっちゃん!?　悔しくないよね!?」

『ちょーちょーちょーくやしい──！』

「ははは素直だねまっちゃん！　僕も悔しいよ！」

　テメエら楽しんでるだろ絶対。

　だが、今、この現場には霊れい体たい戦せん士し団だんがいるとはいえ、己は生せい者じやだ。だとすればここでカレーは武蔵側の戦せん術じゆつミス。一食分失敗だ。ゆえに突とつ撃げきを掛け、言ってやる。

「そんな攻撃が俺おれに効くか！」

　粉こなが目に入った。





●






　三みつ成なりは、突撃を掛けてくる武蔵勢ぜいの横で、佐々がしゃがみ込むのを見た。

　サングラスを外して両手で顔を覆おおう辺り、どう見ても染しみている。

　……人間って、面めん倒どうですよね……。

　否いな、生物として考えた場合、血管が露ろ出しゆつしている器き官かんで外がい界かいの情報を得るとか、理り屈くつ的に考えて地球上生物はリスク高過ぎな進化を選んでる気がする。とはいえ、

・成成成：『……頭部の防ぼう護ご術じゆつ式しきとして、普通、毒どくガスや矢避けのために大たい気き干かん渉しようなど上乗せしてますよね……』

・きめえ：『風に当たりたい時なんかは、外してるわよ？　高空で移動中だと、そもそもそういう手合いの障しよう害がい自体が無いし』

・６　　：『あっちは地上全開だろう。誰だれが何やった』

・成成成：『あ、Ｔｅｓテスタメント．、佐さつ々さ先せん輩ぱいがカレーをノーガードで食らいまして……』

・巨　正：『まあ！』

・ＡｎＧ：『ナリナリ！　ほら！　佐々先輩と同じナリ派はとして何か言ってやんなよ！　心に思った事を躊躇ためらわないでさ！』

　その手に乗ると酷ひどい事になりそうなので、とりあえず黙だまっておく事にする。というか清きよ正まさにはちゃんと通じてるのかすごく気になった。

　こちら側、射しや撃げき隊たいの方も、

「佐々先輩、しゃがんでくれてると、凄すごく武蔵むさし勢ぜいを撃うちやすいんですが……」

「立ってあれこれされてると、撃ちにくいよね……」

「あ、立った……」

　何だか凄すごくネガに期待をされているが、ともあれ佐々が立った。だから一応、言っておく。

『佐々先輩！　危険です！　敵はカレーの使い手です！』

「馬ば鹿かにしてんのかテメエ……！　目に入っただけだ！」

　それで充分ですよ！　と思ったが、流石さすがに言う気は無い。

　佐々が、頭部周辺の加か護ごを掛け直して、前に出たからだ。
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　佐々は加か速そくした。カレーに対応している間、軽く距きよ離りが離れたが、〝癒使イスラフイル〟の加速ならばすぐに追いつける隙すき間まだった。

　故ゆえに、正に飛ぶような疾しつ走そうで追いつき、

「今度こそ、ってヤツだぜ……！」

　一戦せん士し団だん員だが、三みつ成なり達の先輩だ。ここで少しは役に立っておきたいと、そう思う。

　ゆえに、加速一つで手が届くと解わかったところで、力を叩たたき込んだ。

「百ゆ合り花ばな……！」

　打だ撃げきする。跳ちよう躍やくからの震しん脚きやくと、勢いを殺さぬフロント方向へのスライドで打つ。

　速度はある。人狼女王レーネ・デ・ガルウにも、これなら当てられると、そういうつもりで作った術式設定だ。

　……行け……！

　当たる。その瞬しゆん間かん。相手の正面に人ひと影かげが来た。

　対応が来る。そう思った瞬間、自分は小さく笑っていた。

「ハ……！」

　……そうだよな……！

　武蔵むさし勢ぜいだったら、そうじゃなきゃいけねえ。

　武蔵上を走った時も、ノヴゴロドの戦せん場じようでも、コイツらはクソ弱いくせしやがって、

「次から次へと煩うるさくしつこかったな……！」

　思った事を言葉にして、何もかも前に叩たたきつけた向こう。そこに巨きよ漢かんがいた。

　知っている。

　武蔵勢を並べて見た時、コイツが主力のアタッカーかタンク役かと、そう思ってしまうヤツが一人いる。バケツヘルムの巨きよ体たいだ。

　それが今、こちらの前に出てきた。両手に持っているのは釘くぎバット。

「悪くねえぜ……！」

　攻こう撃げきをぶち込んだ。
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　ペルソナ君は、争いを好まない。

　とはいえ競うのが嫌きらいな訳わけでは無く、寧むしろコミニュケーションとして言葉よりも通じるものがあると、そう感じている。

　だが、実際の競技を行うと、そこには厳げん然ぜんたる有利と不利の差が生まれる。

　多くの競技は、体格で勝負が決まる事が多いのだ。

　身長二メートル強。今年になってからまたちょっと伸びた。育ち盛りだ。毎食ちゃんと摂とって睡すい眠みんも充分なせいもあるが、友人達の持ってくる弁べん当とうやら間かん食しよくやらがまたいけない。これだけ育ってしまうと、実際の競技では勝者の側に回るか、トップクラスの孤こ高こうを得る事になりやすいのだ。

　だからゲームだ。

　小しよう等とう部ぶの頃ころ、誘さそわれたのだ。

「おいペーやん！　オマエ、表示枠サインフレーム出せるか!?　出せたら手を貸せよ！」

　時間はあった。金もある。武蔵は肉体労働の現場に事欠かず、競技では無いならば、そこに力を注そそぐ意味はあった。

　上手うまくなり、トップクラスになっても、孤高は無かった。

　チームは気軽に組め、敵であったものが数分後には味み方かたになっているとか、ザラだ。

　マッチアップは平等だ。自分がいれば、味方は盛り上がるが、敵にだって同等のランカーがいて、支え合う。

　次から次へと新作や、新ジャンルが生じてきて、対応していく事でも大変だ。

　楽しい。

　だから実際の争いは、基本、やらなくていいと、そう思っている。

　そう、基本では、だ。

　今は基本の時間では無い。

　そしてありとあらゆるゲームの中で、最もトップランカーが頼られるジャンルがある。

　防ぼう衛えいミッションだ。

　ただ敵の侵しん攻こうを防ぎ、仲間の損そん耗もうを計算し、耐え抜く。

　誰だれもが緊きん張ちようし、ミスを恐れるもので、これが専門となった戦せん場じようでは、上位ランカーがどのような立ち回りをして、全体を誘ゆう導どうするかに掛かっている。

　今は何の時間だ。

　解わかっている。オリオトライとの模も擬ぎ戦せんは、練習の時間。今は本番。本番は練習のように。しかし今は肩上に鈴すずもおらず、だとすれば自分は何をするべきか。

　防衛だ。

　方法はある。それは、

「……！」

　左右に構えた釘くぎバットで、己おのれは打だ撃げきを叩たたき込んだ。

　攻こう撃げきでは無い。

　相手の一いち撃げきに対し、内側から外へと全力の一発をぶち込んだのだ。
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　佐さつ々さは、相手の狙ねらいに歓かん喜きを得た。

　……やるじゃねえか！

　目の前のバケツヘルムは、巨きよ漢かんだが、柴しば田たでは無い。あのクラスの馬ば鹿かとこっちは日々殴なぐり合ったりメシを食ってきたのだ。ガタイがデカかったり、種しゆ族ぞく的云うん々ぬんというだけでは、対たい抗こうする役には立たないと解っている。

　だから相手が、そのまま殴りかかってきたら、ぶっ飛ばすつもりだった。

　違った。

　相手が狙ったのはこちらの右腕うで。百ゆ合り花ばなの力が入った一撃の、しかも手首近くだ。

　拳こぶしを握るとは、手首から先に力を込めると言う事だ。だから強く握り拳を作ると、手首を曲げにくくなる。これは手首に結びついた腱けんで拳のベースを作るせいだ。

　では、拳を逸そらすには、どうするか。

　打撃をそのまま受け流すよりも、いい方法がある。

　拳の基き部ぶ。手首よりもやや肘ひじ側の位置をヒットするのだ。

　打撃時、伸び切ろうとする腕は、外へと跳ねるような動きになっている。だから、肘を伸ばす動きに乗せるように手首から上を弾はじけば、肘の展開力も利用して、拳は外に逸れる。

　それをこの相手はやった。

　己おのれの膂りよ力りよくにただ頼るのでは無く、武ぶ器き任せにするのでもなく。

　膂力と武器を、こちらの攻こう撃げきを弾はじく戦せん術じゆつに使った。

　……いいじゃねえか！

　凄すごくいい。笑える。だってそうだ。これは、俺おれがあの馬ば鹿かな先せん輩ぱいに対してやる事だ。

　そうだ。

　それでいい。そうでなくちゃいけねえ。何故なぜなら、

「解わかってんじゃねえか……！」

　拳こぶしを外に弾かれ、しかし己は叫んでいた。

「ここに来られねえ、そんな馬鹿の代だい理りだぜ俺はよ！」
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　佐さつ々さは笑った。己が使う癒使イスラフイルの力は、大だい地ちの力を転用したものだ。本来ならば治ち癒ゆに用いるが、自分の場合は身体からだの強化と地力の転化に使用している。

　そして今、それを弾き、防ぼう御ぎよに使用する相手がいる。

　襲しゆう名めい者しやでもなかろう。ルックスは目立つが、戦せん士し団だんでも無い。

　ただの学生だ。

　それがどうした事か、こっちの攻撃を見切り、弾いていく。

　……面白え……！

　恐らく、〝佐々・成なり政まさ〟だったら、こんな状況には出会えない。馬鹿の代理の意味も含めてここに来て良かった。いつもと違う〝得〟に会えるなら、来た甲か斐いもある。だけど、

「────」

　己は思った。こういう面白い話を持ち帰っても「おやおやあ？　つまりザコピーポォ相手に凌しのがれたって事ですかあ？　ナルナルくぅん」とか、そんな風ふうに喧けん嘩かを売ってくる馬鹿にはきっともう会えないのだ。

　ちゃんと別れをした自分か。

　そんなものは不要だといつも通りだった俺達か。

　どっちが正しいかは、きっと気分だ。だが、

　……創そう世せい計画が、それらを吹っ飛ばす、ってか。

　利とし家いえが、考えそうな思し考こうだ。しかし自分の場合は違う。少なくとも今は戦せん闘とう中、だったらこれは、〝今夜〟という枠わくで、賤しずヶ岳たけとも繫つながっている祭なのだ。

　面白え。

　武蔵むさしの連れん中ちゆうとは今までガツガツぶつかってきた。正直、自分が一番、まともに相手した回数が多いだろうとも思う。

　だけど、まだ、ある。

　武蔵むさしの特長は総合力だと、そんな分ぶん析せきをトシもしていたし、各かつ国こくの間でもそんな物言いが広まっているらしい。ゆえに襲しゆう名めい者しやではなくとも、ろくな武ぶ器きや術じゆつ式しきが無くても、要所で最適な相手が出て、皆で助け合うのだ。そして、そんな総合力に対し、

　……俺おれは今、一人だぜ。

　勝負だ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウとか、関係ねえ。

　ただ、速度を上げて、ただ、行った。





●






　攻こう撃げきは、連続した。

　ペルソナ君は、武ぶ装そうを変えて対応した。佐さつ々さの攻こう撃げきは速く重いが、打つべき箇か所しよを限定して狙ねらえば、対たい処しよは可能と出来ると、そう判はん断だんしたのだ。

　武器も変えた。

　木製の釘くぎバットは軽いが、耐久性に不安がある。故ゆえに金きん属ぞくの釘バットで、二本両手持ちとした。佐々の打だ撃げきにはコンビネーションが無い一方で、一いち撃げき一撃を凌しのぐ必要があったからだ。

　バットの中は中空。釘が打ち込んである分だけ歪ゆがんだ音が、ノックとして響ひびく。

　走りながら連続する音は、速度を上げて回数を増やす。

　しかし、走る距きよ離りとは別で、音が一気に増えていった。

　佐々が、右腕うでだけの打ち込みでは無く、左も使用し始めたからだ。

　音が増圧し、火花が散った。こちらの背後では、自分の背負ってきた鉄てつ籠かごに手を突っ込んだ御お広ひろ敷しきが、

「ペルソナ君！　メイスに持ち替えを！」

　疲ひ弊へいした武器の交換を、打撃の動きの中で行う。

・俺　　：『おお、ペーやん、やるな……！』

・ホラ子：『トーリ様、トーリ様と違って活かつ躍やくしている方です。もっと丁てい寧ねいな呼び方を』

・俺　　：『ペ、ペルソナ君様？』

・賢姉様：『違うわよ愚ぐ弟てい！　御ペルソナ君よ！　オペルソナクン！　オペルペルペル！　ほら、ミトツダイラ！　オペルペルペルペルペルペルペルペルペル』

・銀　狼：『何だか解わかりそうな擬ぎ音おんをそんな続けなくていいんですのよ──！』

　背後が賑にぎやかだが、こちらも賑やかだ。

「……！」

・十ＺＯ：『ペルソナ君が気合いを入れたで御ご座ざるよ！』

　速度を上げる。
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　佐さつ々さは、楽しんでいた。

　こういう単純な力勝負が、こんなところで出来るとは思っていなかった。

　それも、武蔵むさし勢ぜいという、どちらかというと線が細い連れん中ちゆうを相手に、こういう事が行えるとは、意い外がいと言うしかない。

　だが、音が響ひびく。

「……百ゆ合り花ばな！」

　全力の一発が地面に通る。

「……っ！」

　勢いは速度として左右に連なり、一いち撃げきは重くても繫つながって行く。

　勝負だ。しかし、

　……そろそろ勝てるぜ……！

　相手の武ぶ器きが、尽きつつある。解わかるのだ。打だ撃げき武器を使い果たしてきている、と。

　刃やいばならば、構わない。こちらの打撃で粉ふん砕さい出来る。癒使イスラフイルの力はそもそもが回復系。刃を持ち出してきたら、こっちのものだ。

　だから、

「そろそろだろうよ……！」

　右拳こぶしを放って、相手の打ったメイスを上に弾はじき飛ばした。

　曲がった鉄てつ塊かいが、空に舞う。

　すると相手の背後から、デブが武器を追加した。

　モールだ。駄だ目めだ。長過ぎる。両手で振り回すにはいいが、リーチが違うし、それでは二本を叩たたきつけてくるよりもトータルの威い力りよくが弱い。

　ならばここまでか。

　……畜ちく生しよう。

　もう終わりか、という残念が立つが、仕方ない。相手の振り下ろして来るモールを、己おのれは逆に手首で内側へと弾はじいた。

　その瞬しゆん間かんだった。

　打ち込んだ拳の先から、衝しよう撃げきが消えた。

　打つべきものが、消えたのだ。

　相手が、モールから手を離していた。

　そしてこちらの拳は、明らかに泳いだ。今まで、抵てい抗こうがあると思って、そして初期段階で確かに弾いていたがために、尚なお更さら力の喪そう失しつは拳に響いた。

　手から力が抜けるまで拳を引き戻せない。だが、敵は動いていた。先さき程ほど、モールを手渡していたデブが、ロングメイスをバケツの脇わきから突き込み、

「サポートアーツ……！」

　ぶち込まれた。





●






　佐さつ々さは打だ撃げきされた。

　右肩の内側、胸と肩を繫つなげる辺りだ。

　痛みが、染しみるように響ひびいた。そして鎖さ骨こつが軽い音を立てた。

　……折れたか。

　面白え、と、本気でそう思った。何しろ、俺おれもテメエも一般戦せん士し団だんだぜ、今は。

　そうか。一般の連れん中ちゆうってのは、強いと思った相手に対して、こうして戦うのか。

　忘れてた。武蔵むさし勢ぜいは総合力。それは幾いく度ども体験し、解わかっていたつもりだが、

「おお……」

　右肩の痛みは、しかし、こちらの右腕うでを戻す勢いを与えてくれた。力は完全に抜けていないが、右の拳こぶしは確かに引き戻せた。

　鎖骨の痛みはあるが、癒使イスラフイルは確かに働いている。

　姿勢がアジャストされた。敵は前にいる。こちらに一発を入れて、しかし、退たい避ひが出来ていない。というか、こっちが身構えた事に気付いていない。こちらが倒れるまで見届けようと、そんな気持ちだったのだろう。

[image: ]

　そうじゃねえ。

　拳こぶしは入った。右を引き、逆に出すのは左だ。それをこれから叩たたき込む。

　向こうにはもう武ぶ器きはない。だから、前に震しん脚きやくを入れ、

「百ゆ合り花ばな……！」
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　アデーレは、全ての動きを見ていた。

　……マズいですよ！

　何がマズいかと言えば、御お広ひろ敷しきの位置が悪い。ペルソナ君が下がろうとしても、御広敷が脇わきから背に覆おおい被かぶさったような姿勢だ。第四特とく務むに見せたら絶対描く。というか下がれない。

　このままではペルソナ君が避けられない。向こうもそれは解わかっているようで、

・金マル：『ピロシキ超邪じや魔まじゃないかな──！』

・十ＺＯ：『ノリキ殿どの！　御広敷殿どののケツを三発殴なぐってどうかするで御ご座ざる！』

・俺　　：『それ単にどうかしてるだけじゃね？』

・礼賛者：『何か小しよう生せい、無む茶ちや苦く茶ちや言われてますよ!?』

　……内心、美お味いしいとか思ってませんかねー……。

　ともあれ出来れば駆かけつけたいが、

「……！」

　ここから、あと、三十メートルは離れている。

　……く。

　奔ほん獣じゆうが遅い。ただ、見えてはいる。佐さつ々さとペルソナ君の間、そこに飛び込むラインが、直線として捉とらえられつつある。後は急ぐしか無いが、

「前に……！」

　残り距きよ離りに絶望を感じながら、アデーレは前に膝ひざを入れた。
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　ミトツダイラは、急ぎ、防ぼう護ご障しよう壁へきを持つ銀ぎん鎖さを操そう作さした。

　今日きようの戦せん闘とうで、銀鎖の先端にまで瞬しゆん発ぱつ加か速そくを通す事が出来るようになっている。

　だからここで、ペルソナ君と佐々の間に、一枚でもそれをぶち込めばいい。

　しかし、背後に振り向いた瞬しゆん間かん。自分は気付いた。そして、

「総員、左右展開……！」

　叫んだ直後、佐々の打だ撃げきが直ちよく撃げきした。





●






　衝しよう撃げきは、青の色をしていた。

　佐さつ々さは、自分の打だ撃げき力りよくの反動によって、後ろへとはじき飛ばされていた。

　……何だ……!?

　殴なぐったのは確かだ。当たったのも確実だ。しかし、打ったものは相手の肉でも骨でもなく、もっと硬い何かだった。

　いきなり飛び込んで来た青の塊かたまりを、己おのれは前に打撃したのだ。

　何が何だか解わからない。

　ただ、敵は、解っていたのだろう。一いつ瞬しゆんの反応だったが、こちらとバケツの間から生まれる縦たて一直線を避けるように、前を走っていた連れん中ちゆうが左右に割れていた。

　既すでに二列で走り出している彼らの向こう。そこに、自分の打撃したものがある。

　通りの端はし近くに転がっているもの。己が吹っ飛ばしたもの。それは、

「あの、青い機き動どう殻かくか……!?」
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●






　アデーレは、上下逆さになった状態で、何も理解出来ていなかった。

　……は？

　眼鏡めがねが額ひたいの方に落ちるのに任せ、正面コンソールを見ていると、表示枠サインフレームの中に皆がいた。誰だれもが、光量増ぞう幅ふくが甘く掛かった補ほ正せい画が像ぞうの中で、こちらに駆かけつけてくる構こう図ずだ。

　つまり自分は、皆を追い抜いたのだ。

「え……？　……どうやって……？」

　疑問に首を振ると、奔ほん獣じゆうの自動バランサーが働いた。

　訳わけが解わからない。だけど動く。だから立ち上がる。

　恐ろしい事に、機き能のうは何もかも無ぶ事じだった。ただモニターの中で、後部ハッチ側に強い衝しよう撃げきを受けた事が報告されていた。

　佐さつ々さの一いち撃げきを、背に受けたのだ。

　それはやはり、あの現場に飛び込み、間に合っていた事になる。

　三十メートル強を一いつ瞬しゆんで埋めるには、何が必要か。

　……大体、時速百二十キロくらいの速度ですかね。

　だが、奔獣は鈍どん足そくだ。幾いくら頑がん張ばっても、そんなに速度は出ない。

　その筈はずだった。

　しかし今、自分がここにいると言う事は、

　……どうやって？

　思っている間に、奔獣が立ち上がった。そして皆が駆けてくる。先せん頭とうはミトツダイラで、彼女は割れた二列の間に手を振り、向こうから走ってくる佐々を示した。

「さあ、アデーレ！　ぶちかましなさいな！」

「ダイレクトな要求来ましたよ!?」

　とは言え、どうすればいいか解らない。

　……えーと。

　設定はそのままの筈はずだ。足回りも、完全なマニュアル状態。そして自分は、足あし下もとを見ながら、さっきの再さい現げんとして、

「こう」

　一歩を踏んだ時、重かった。だからというように、二歩を踏んだ時、

「──？　いや、駄だ目めですね」

　同じだ。重い。意味が無い。そして前を見れば、佐々が皆の後ろに迫ってきていた。

　……マズい。

　真まっ正しよう面めん。一直線の向こうに、敵がいる。

　奔ほん獣じゆうは遅いが、皆の後ろに届く方が、佐さつ々さの接近より速いだろう。だったら、

「わ、訳わけ解わからないけど、行きます！」

　と、自分は敵目め掛がけて一直線の疾しつ走そうを踏んだ。

　直後。

　衝しよう撃げきと共に、空が見えた。
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　佐々は、反射的な動きで打だ撃げきを行った。

　正面に、重圧がいきなり吹っ飛んできたのだ。

　それを視し認にんする事は出来なかったが、身体からだは動いた。

　だからそれに打撃をぶち込んだ。百ゆ合り花ばなの一発は正まさしく正面から圧力を打ち、

　……何だ!?

　反動で自分は数メートルを下がり、更さらには頭ず上じように、

「────」

　影が、高く後ろへと吹っ飛んでいった。

　頭上に見えたのは、丸い、そこそこに大きな影。

　あの機き動どう殻かくだ。





●






　アデーレは、今度は間違えなかった。

　空中に全身がある内に、奔獣のバランサーを操そう作さ。脚あしのジャッキとアブソーバを連動させて、爪つま先さき立ちから扁へん平ぺいに足裏の接せつ地ち面をシフト。足からの着ちやく地ちをした上でテールバラストも使用して、足裏からの衝しよう撃げきを完全に緩かん和わした。

　だが、そこから自分は、

「──何で、奔獣が、走れるんです？」

　解らない。何故なぜ、そんな事が出来るのか。

　否いな、方法は解っている。何となくだが、解っている。

　解らないのは、何故なのか、どうしてなのか、だ。

「奔獣に、何で、こんな疾走用のシステム、が……」

　何故、このような加か速そくシステムがあるのか。ただ、自分は、

「──は」

　俯うつむいた頰ほおが、熱を持っているのが解る。

　心しん臓ぞうが、鼓こ動どうを跳ね上げているのも解る。

　……うひゃあ……。

　おどけてないと、この妙みような期待感に破は裂れつしそうだ。頼みます、胸にその圧あつを。何なに卒とぞ。

《やめとけ：ｂｙ神》

「答えなくていいですよ……！」

　だが、息を吸って、前を見た。

　佐さつ々さが、こちらに背を向け、前を向いて走っている。皆が追われている。そして総そう長ちようが、

「アデーレ！　ほら、ここ！　ここ！」

　手を下に叩たたいて呼ぶが、すいません、自分、第五特とく務むじゃないんで犬じゃないです。ただ、総長も何となく解わかっているのだろう。

「行きます……！」

　告げて、自分は走った。ただ前に、重圧の速度で、だ。
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　解りました、とアデーレは思った。

　走るのだ。

　奔ほん獣じゆうを動かす時、シートに座り込んで〝足を動かす〟のでは無く、〝疾しつ走そうする〟。

　それも、まっすぐだ。

　奔獣の足が開いているからと言って、それに合わせた動きでは無い。

　恐らく、脚きやく部ぶの構こう造ぞうだ。ヨシナオは、内部の駆く動どう関係が錆さびているのでクリーニングと調ちよう整せいをしたと言った。自分は昔、完全に整備をしたのに、だ。

　それはつまり、

　……脚部の内部構造が斜めになって、パーツが擦こすれたんです！

　巨きよ大だいな鉄のパーツが擦れ合えば、その摩ま擦さつだけで充分なブレーキの役になる。

　だが、そんなパーツを全てまっすぐに立てたならば、どうなるか。

　ただ、まっすぐ。背を伸ばし、狭い操そう縦じゆう室しつ内で、前に伸び上がるようにして、

「行きます……！」

　踏めば、速度が一いつ瞬しゆんで累るい積せきされた。

　己おのれの全てを、前へと叩き込む。
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　佐々は、背後からの金きん属ぞく音に身を震わせた。

　緊きん張ちようでは無い。敵が高速で迫ってくると言う、そんな期待に、だ。

　……コイツか！

　機き動どう殻かくだ。もはや間違いが無い。一歩一歩で強ごう引いんな加か速そくを重ね、突っ走ってくるのは、あの青い機動殻だ。

　一直線に疾しつ駆くする鉄てつ塊かいは、今こそ右の長い槍やりを構えていた。

　速い。だが、

「それだけじゃねえか……！」

　後ろに振り向きざま、バックハンドの一発を叩たたき込んだ。

　打ち込む。すると青の機き動どう殻かくを直ちよく撃げきし、

「……！」

　横に半回転して、頭から側そつ溝こうに激げき突とつ。そのまま四回転の転てん倒とうをした。

　しかし、そこで敵は止まらなかった。

　機動殻が、転びながら手をつき、身を起こした。

　……しつけえな……！

　来る。流石さすがにこちらの一発が間に合わない。だから、

「ち……！」

　回かい避ひは恥はじだと、そう思うが、直撃よりいいだろう。

　ゆえに高速で下がった眼前を、機動殻が抜けていった。

　……どうだ!?

　見たところ、あの機動殻には弱点がある。

「直線しか、突っ走れないだろうが！」
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　……い、言われた通りですよ……！

　確かにそうだ。砲ほう弾だん超特急とも言える速度とは別で、奔ほん獣じゆうを走らせるには〝まっすぐ〟しかない。だから曲がるには転ぶしか無いような、そんな気もするのだが、

・ベ　ル：『アデー、レ……！』

・貧従士：『え？　あ、Ｊｕｄジヤツジ．！　なんです鈴すずさん！』

・ベ　ル：『ヨシナオ教きよう頭とうから、伝でん、言ごん……！』

　……教頭先生!?

　何かと思えば、それは、一つの指し示じだった。

・ベ　ル：『右の武ぶ器きを使えって……！』
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　射しや撃げき部ぶ隊たいに下がり撃うちを指示していた三みつ成なりは、瓦が礫れきの破は砕さい音を聞いた。

　何事です、と顔を上げた先に確かく認にん出来たのは、一つの破は壊かい行為だ。

　先さき程ほどから、いきなり高速に動き出した機動殻が、石いし畳だたみを砕くだいている。右の脇わきに抱えたランスを、垂すい直ちよくに石の並びへと突き立て、それを回転軸じくに、

『回れ……！』

　ポールダンスのように、しかし強ごう引いんに機き動どう殻かくが回った。

　青い全体が百八十度を回り切り、

『行きます……！』

　行った。





●






　加か速そくの激げき突とつが、打だ撃げき音と鉄の響ひびきを連続した。

　その音は遠く、上空の武蔵むさしにも届いていた。

　武蔵むさし野の。その中央前側に暫ざん定てい庁ちよう舎しやがあった。あった、というのは過去形だ。既すでにパージされ、三つに分解した上で、四し国こくへと運ばれている。

　残っているのは、基本船せん殻かく部ぶの縁へり、武蔵のフレームに残った公園の一部だけだ。

　そして今、その縁には、輸ゆ送そう艦かんが接せつ舷げんされている。輸送艦に乗れば、艦かん首しゆ側の向こうに、本ほん能のう寺じと、空に立つ光の柱はしらを確かく認にん出来る塩あん梅ばいだ。

　音が聞こえる。

　遠く、打撃の音と、石いし畳だたみを削けずる破は砕さい音。

　それらの重なりに、輸送艦の甲かん板ぱん上で目を伏せている者がいた。

　武蔵王、そして武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん教きよう頭とうである、ヨシナオだ。

　彼は、一度息を吐き、静かに言った。

「全く、……あいつにも、困ったものだ」

「機動殻の使い方を、教えていなかった事ですか？」

　横、既に四国の名所マップを広げていた妻つまが問う。だがヨシナオは首を横に振り、

「否いな、アデーレ君に聞いてみたところ、〝まっすぐ行け、ってマニュアルにありました！〟と言っていたから、マニュアルに間違いは無い。ただ──、そのまっすぐが、機動殻に乗った状態として考えたものかどうか、であるな」

　ヨシナオは、小さく笑って、空中に半メートル程の円を手で描いた。

「膝ひざの加速板が、どう見てもブレーキのような擦さつ過かをつけてしまっていてな。多分、悪い姿勢が癖くせになっていたのだよ」

「でも、じゃあ、どうして、昔、悪い姿勢じゃ無かった時に、それに気付かなかったんでしょうね」

「自分の若い頃ころを忘れてしまったのかね？」

　問うと、妻が、ややあってから微笑した。

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。──小さい頃は、貴方あなたの方が背が低かったのでした」

「十歳さいまでだ。──だが、アデーレ君の場合、恐らくそれが、つい最近だ」

　ヨシナオは言った。

「精せい密みつな機き械かいは、隅すみ々ずみまで力が通らねば、全ての力を発はつ揮き出来ない。

　麻ま呂ろは、悪い癖くせでついた錆さびを落としながら気付いた。最近、この錆の部分を擦さつ過かしていないようだ、と。ならば足は届いたのだ。後は正しく踏むだけ。そして今、我が獣けものの紋もん章しようの従じゆう士しは、仲間を助けるために前に出た」

　そうだ。

「あいつが、常に壁役になって動かなくなっていたあいつが、その娘むすめには自由を与えたのだ。──麻呂はそれを手伝ったのだ。どうだ」

　ええ、と妻つまは応じた。そして彼女は、彼と共に、まっすぐ、本ほん能のう寺じを見み据すえた。

「王の仕事は、民たみの目の届かざる処ところにて行われる。その通りですね」
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　アデーレは、泣いていた。

　奔ほん獣じゆうの操そう作さには全身を使う。だから涙が零こぼれても拭ぬぐう事は出来ない。そしてまた、泣く事を堪こらえるために身を縮こめる事も、まっすぐ走るためには不可能だ。

　ただ泣き、走り、

「ああ……！」

　佐さつ々さへの突とつ撃げきを連続した。

　走る。攻こう撃げきを突き込む。そして弾はじかれて吹っ飛ぶのを制せい御ぎよする。地に足をつける。自動バランサーはもはやいらない。全身に奔獣がフィットしている。重い。だけどまっすぐ前に踏み、全身を荷か重じゆうから引っこ抜く。

　行った。

　更さらに前に疾しつ駆くし、己おのれの速度に押されるようになって行きながら、己は思った。

　……父とうさん。

　ずっと昔に亡なくなった。武蔵むさし上でだ。

　遺のこされたのは奔獣だけ。そう思っていた。

　確かにその通りだった。だが、

　……父さん。

　外からは見えない中で、自分は父に告げた。

「父さんが望んでいた背せ丈たけに、なりましたよ自分……！」

　足がフットペダルの底を踏む。シートの肩に接続されたハードポイントパーツと、足裏までが一直線に力で通ったような感覚がある。

　行ける。

　今まで培つちかってきたもの。奔獣を動かすために鍛きたえてきた脚きやく力りよくや、従士の訓くん練れんとして学んだ武ぶ術じゆつに、毎日の鍛たん錬れんとランニング、散歩で犬達とのモフる生活、困こん窮きゆう、整備中のハンガーノック、パンの耳と間違えた枯かれた雑ざつ草そう、青雷亭ブルーサンダーで頂いただく残ぱ……、昨夜ゆうべの夕食セットです最近は。そういったものが何もかも、何か貧ひん困こんネタ多いですが、

　……通ります……！

　踏み込めば受け止めてくれる。速度の高鳴りに、鼓こ動どうは今、ただ躍やく動どうしていて、涙を加か速そくが振り落とす。

　歓かん喜きだ。

　こんな戦せん場じようで、それもまだ前ぜん哨しようの中で、恐らく自分は、今回の自分を使い果たしてしまう気もするが、どうしようもない。皆も、それは解わかっている筈はずだ。

・俺　　：『おい！　ネイト！　アデーレがハンマーを卒そつ業ぎようしたぞ！』

・銀　狼：『ふふ、少し寂しいですわね。──手て応ごたえ的に』

・ホラ子：『ともあれアデーレ様はアデーレハンマーからアデーレ自動ハンマーに昇格です。オメデトォウゴザイマスウウウウウウウウウウウウウ！』

　何言ってるか本気で解らん。

　だが、相手はそれでも五ご大だい頂ちようだ。

　……凄すごいですよ……！

　佐さつ々さが、こちらの突とつ撃げきとターンに適応し、カウンターの打だ撃げきを入れながら、しかし的てき確かくに仲間達との距きよ離りを詰めて行く。

　自分の方は、まだ動きが不慣れだ。

　このままでは、動きに隙すきが出るごとに、佐々が皆に近づいていく。

「く……」

　と、歯を嚙かみ、声を漏もらした時だ。

「加か勢せいします。アデーレ様」

　一本の白剣を立て、皆の列から一つの影が飛び出した。あれは、

「メアリさん……!?」
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　佐々は、疑念した。

　……あの忍にん者じやじゃねえのか!?

　柴しば田たの片腕うでを落とした方だ。そっちが来るかと思えば、

「何だあの忍者……！　だらしねえな！」





●






・金マル：『何だあの忍者！』

・労働者：『何だあの忍にん者じや！』

・あさま：『メアリからすると、点てん蔵ぞう君は〝あの〟なんですか？』

・傷有り：『え？　あ、すみませんちょっと忙いそがしくなりそうなのですが、──ええ、どちらかというと、私の方が点てん蔵ぞう様にとっての〝This〟であるかと思います』

・ホラ子：『尻しりから棒ぼう状じようの砂糖が出るくらい甘い解答を有あり難がとう御ご座ざいます』

・●　画：『あー、あっちもこっちもよく回るわー』

・十ＺＯ：『何して御座るか一体……！』
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　点蔵としては、メアリが望むなら送り出すのが一番と、そう思った。

　メアリの剣技については、問題が無い。攻こう守しゆ共にバランス良く、無む理りが無い。これはIZUMOでの戦せん闘とうや、隆たか包かね戦などでも解わかっていた事だが、

　……ミスが無いので御座るよなー。

　相手が、受けるところに剣を打つ、というべきだろうか。

　当て勘かん、というと変だが、そんなものがあるのだ。きっと、三百人を切った時に、身についたものなのだろう。

　そしてまた、今回、彼女を一人で出した意味はある。自分には出来ない事を、彼女は可能なのだ。それは、

「──はいっ」

　中ちゆう段だんに構えたメアリが、疾しつ走そうしてくる佐さつ々さに、王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドを振り抜いた。
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　佐々は刃は物ものを恐れない。癒使イスラフイルの力で、刃やいばなど触れただけで砕くだけるからだ。

　ゆえに王賜剣一型を見て、気分を変えた。正直、英国王おう女じよと自分が嚙かみ合う気はしないが、

「百ゆ合り花ばな……！」

　叩たたき込んだ。当たれば刃が砕ける。しかし、

「……っ!?」

　違った。快音と共に光が散り、右手の術じゆつ式しきが破は裂れつした。

　百合花の術式が、自じ壊かいしたのだ。
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　佐々は、散った流りゆう体たい光こうの向こうに、相手を見た。

　今、右手の百合花が咲き散った。だがそれは、壊こわされたのでは無い。

　自壊だ。

　術じゆつ式しきが出力を失い、自分を保てないと判はん断だんしたが故ゆえに、自じ壊かいしたのだ。

　何が生じたのか、今の一いち撃げきから得た感覚として解わかる。

「テメエ……！　癒使イスラフイルの力をああしてこうしやがったな……！」

　語ご彙いが無いのをちょっと恥はじた。

　……不ふ破わに昔注意された気がするな。

　すると、英国王おう女じよが頷うなずき、小さいが、通る声でこう告げた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、そちらの術式の力を、ああしてこうしました……！」

　通じた……！
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・●　画：『ヤッダ、この忍にん者じや、今、ちょっと仲間外れ感してない？　そうよね？』

・労働者：『テンゾー！　お前もっと馬ば鹿かだったら良かったのにな！』

・十ＺＯ：『メアリ殿どのを馬鹿扱いするなで御ご座ざる──!!』

・礼賛者：『ええと、それで、どういう事なんです？　一体』
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　浅あさ間まは、何となくだが、理解を得ていた。

「これ、モロに属ぞく性せいの相あい性しようですよね」

「属性……!?」

「あ、トーリ君、想そう像ぞうしてるのとはちょっと違いますんで」

　説明は、簡単だ。

「癒使は、多分、大だい地ちの力を用いています。それを拳こぶしから発はつ揮きする訳わけですね。

　──で、メアリの王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドは、泉いずみの精せい霊れいの手によるものですが、地ち脈みやくの中で修復されています。つまり、大地の加か護ごを得ていると、そう見ていいです」

　そして、

「メアリ自身も、木もく精せいに属する大精霊の子し孫そん。どちらもかなり高位の大地の属性です。

　後、私達の極きよく東とう制せい服ふくは、地面からの土地の加護を得るために靴くつなどが流りゆう体たい伝でん導どう式ですから、──王賜剣エクスカリバーで威い力りよくを相そう殺さい、還かん元げんしながら受ければ、メアリを通して癒使の力は大地へと逃げていく。そういう事じゃないかと」

　実際、メアリはミトツダイラの母の実家において、王賜剣を地面に埋める事で燃ねん料りよう補ほ給きゆうを行っていた。同じ地力の癒使の場合、百ゆ合り花ばなという術式に転化されているから直接吸収などは出来ないだろうが、流体としての〝通し〟は出来るのだろう。

　先せん頭とうを守って走るミトツダイラが、こちらに振り向いた。森などの属性に近しい彼女は、メアリのしている事を理解したらしく、

「あの、それって……」

　彼女の言葉に、言う事は一つだ。

「メアリは、佐さつ々さ・成なり政まさの天敵です。──点てん蔵ぞう君がフォローに入らない意味も解わかりますね。メアリにとって、今回だけは、自分以外の殆ほとんどが邪じや魔までしょう」
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「さあ」

　メアリは言った。王賜剣エクスカリバーを中ちゆう段だんに構えて、佐々を見み据すえ、

「これから、ああします。いいですか。──貴方あなたは負けるのです」

　対する佐々が、やはり拳こぶしを構え、全身各部に術じゆつ式しき展開を行って応じた。

　彼は、サングラスの中の瞳ひとみでこちらを見据え、

「どういう風ふうにだ」

「ああいう風にです」

「ああするのか」

「ああするのです」

　応じた。だが、

「あ」

　と己おのれは気付いた。そしてすぐに、ええと、と急いで言い換える。

　何しろこれから、方針変へん更こう。つまり、ああするのとは違う攻こう撃げきをするのだ。

　……ひ、卑ひ怯きようでは無いようにしないといけませんね。

　佐々は武ぶ人じんだ。性格は違うが、ウォルターと同じようなタイプ。待てと言ったら待ってしまうような人なので、ここはちゃんとしておきたい。

　だから、これから何が起きるか、己はしっかり説明した。

「すみません、──あんな風もします」

「あんな風……!?」

　疑問の直後。佐々の横からアデーレが突とつ撃げきを掛けた。そう、それがあんな風。
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・ホラ子：『……メアリ様が、無む双そう状態でしたね、今』

・あさま：『そういえば、合がつ宿しゆく中の調ちよう理り時間で、メアリは点蔵君によく「点蔵様、あれ取って下さいませんか」って、やってましたね……』

・金マル：『あったあった。正せい答とう率りつ七割くらいが可愛かわいげあって役にも立って面白いのに、ガチ当てするからテンゾーちょっと駄だ目めだよね』

・●　画：『え!?　じゃあ私、可愛いのねマルゴット……！　憶おぼえておくわ！』

・十ＺＯ：『というか個人情報暴ばく露ろの上で駄だ目め出だしで御ご座ざるよ……!?』
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　佐さつ々さは、弾はじかれた。

　……クッソ……！

　先さき程ほどの王賜剣エクスカリバーだ。神しん格かく武ぶ装そうにも程がある一いち撃げきは、覚かく悟ごがあったとはいえ、持ち主とのコンボでまさかのドレイン効果だ。

　今、機き動どう殻かくを打だ撃げきした一発は、出力が弱かった。

　相手への打撃力を叩たたき込めていない。だから反動で術じゆつ式しきが壊こわれ、こちらを弾はじいた。

　そして機動殻がターンをするのに合わせて、

「──はいっ」

　驚く程に筋すじのいい剣風が己おのれへと飛んで来る。

　機動殻が攻こう撃げき出来ない時間帯たいに、こちらへのドレイン攻撃をしようと、そういう事だ。

　……コイツら……！

　あの機動殻は、非襲しゆう名めい者しやだろう。目の前にいる英国王おう女じよは、こちらとは全く無関係な異い国こくの襲名者だ。

　今は本ほん能のう寺じの変へんの最さい中ちゆう。極きよく東とうの歴史再さい現げんで、佐々・成なり政まさはこの現場にいられない。

　だからといって、この世界の節ふし目めにおいて、自分の相手がここまで己と嚙かみ合わない者達ばかりだとは思わなかった。

　だが、これが一般戦せん士し団だんだ。自分の戦う相手を選べる訳わけも無い。そしてきっと、

　……俺おれが佐々・成政のままここに来ても、こうなったか……！

　英国王女の剣が来る。

　機動殻がターンを終えた。

　英国王女の剣は弾けない。それを行ったら力を失う。ならばする方法は一つだ。

「ナメんなよ……！」





●






　佐々は王賜剣を左の拳こぶしで打撃した。

　だが、それは術式によるものではない。

　無む手てだ。

　手てつ甲こうはついているが、素すの打撃として王賜剣の鎬しのぎを打った。

　高い音がして、確かに長ちよう剣けんが跳ねた。

　英国王女が、すぐに一歩を下がっているのはいいセンスだ。そのままだったらもう一いち撃げきを入れていた。

　そして左の手に痛みがある。

　手てつ甲こうは、神しん格かく武ぶ装そうではないが、賢鉱石オレイ・メタロを多く含んだものだ。それが今、浅く割られて、指の間に血を漏もらしている。

　……刃やいば自体に、強化の加か護ごを持ってやがるか……！

　あの馬ば鹿かの片腕うでを断てる訳わけだ。

　そして続くタイミングで、

「百ゆ合り花ばな……！」

　突っかけてきた機き動どう殻かくを、己おのれは打だ撃げきした。
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　ミトツダイラは、剣けん戟げきと打撃の音を聞いた。

　走りながらの耳に後ろから届くのは、メアリの剣捌さばきと対たい抗こうの打撃音だ。

　……メアリも、随ずい分ぶんと出来ますわね。

　夕方に三征西班牙トレス・エスパニア副ふく長ちようと戦った事で、勘かんが確かになっているのだろうか。一呼吸に一度という連れん斬ざんを、彼女は佐さつ々さに叩たたき込んでいる。

　それは風音を聞くだに、酷ひどくコンパクトだ。

　中ちゆう段だんから、軽く剣先が揺れると、切きっ先さきでは無く、刃やいばの腹の辺りから飛ぶ。王賜剣エクスカリバーは曲きよく刀とうではないので、反そりを利用した斬ざん撃げきではなくていいのだ。ゆえに重さと、捉とらえやすさの大きい中なか頃ごろを押し込むようにして、振る。

　戻しは全身で一度引き、後から手首を寄せてくるタイプ。

　踵かかとが戻って一つの動きの終了だ。

　ただ、速く、正確。その上で、

　……立てた刃を、盾たて代わりにしてますのね。

　王賜剣を中段で立てれば、相手との遮しや蔽へいとなる。触れれば切れる盾を間に置き、足あし捌さばきで有利な位置を確保し続ける。

　動きは全て細やかに見えるが、堅実だ。

　三百人殺しを行う中で、培つちかわれた剣術だろう。それに対し、

「おお……！」

　打撃が振るわれる。

　そして佐々のアタックにメアリが対応する。

　逆だ。

　先さき程ほどまでは、メアリの攻こう撃げきに佐々が対応していたものだが、今は違う。佐々の方が攻撃の主しゆ導どう権けんを握り、メアリを追っている。

　ただ、その追つい撃げきは、負ふ傷しようを是ぜとしたものだ。

「クソ……！」

　佐さつ々さの左拳こぶしが血を散らしていた。右も、だ。初めは左だけを使って王賜剣エクスカリバーに対たい抗こうしていたものが、段々と負ふ傷しようの度合いを激しくしているのだろう。今は右も使用し、交互に対応だ。

　小さな翼つばさの表示枠インシヤ・コトブが両の手に宿っているのは、これこそが治ち癒ゆの意味での癒使イスラフイルに違いない。

　そんな彼に対し、アデーレが速度を上げていた。

　ターンの小回りが利くようになったのだ。

　音で解わかる。

　これまではただ全力でまっすぐに行って、槍やりを軸じくにして回っていた。しかし今では、

　……奔ほん獣じゆうを、斜めにしてますのね？

　恐らくは自動バランサーを頼っている。

　奔獣自体が倒れにくいため、どちらかというと転てん倒とう時じからの起き立りつに用いられるバランサーだが、高速機き動どう中にこそ威い力りよくを発はつ揮きする筈はずだ。

　突っ走っている最さい中ちゆう、どれだけ機き体たいを傾けても倒れない。足裏に幾いくつもの展開モードを持っている奔獣だ。ショック吸収時のバリエーションだと思っていたが、それは疾しつ走そう時に地面を捉とらえるためのものでもあったというのが、よく解わかる。

　おかげで、奔獣が軌き道どうを描く遊び独楽ごまのようによく動く。無む論ろん、瞬しゆん発ぱつ的な動作は出来ないが、これがあればまた今後の戦せん術じゆつは変わるだろう。

　しかし、

「メアリ……！」

　メアリの防戦が多くなってきた。

　手て数かずに対して、佐々の踏み込みが強くなってきたのだ。

　だが、アデーレの突とつ撃げきに対し、佐々の打だ撃げきは通じてしまう。メアリと奔獣、どちらかが欠けても佐々には届かないだろう。

　彼女達が勝つとしたら、佐々の体力切れだ。失血、負傷、どちらも彼にとっては色濃く出ている現状だが、

　……癒使を、回復用にも展開しつつありますのね……!?

「第一特とく務む、どうにかなりませんの!?」

　振り向くと、忍にん者じやがいない。
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　佐々は、サングラスを掛けていて良かったと思った。何しろさっきから視し界かいの隅すみに、

「はーいはーい！　こっち！　こっちで御ご座ざるよ──！　ほうら気になる気になる忍者のムーンウォークに御座る！　おや、それとも別の方が気になるで御座るかな!?　ではこれ、どうで御座るか!?　〝♪夜の町に流れゆく～　サザンナイッ　チュウ～〟　どうも有あり難がとう御座いましたで御ご座ざる──！」

　……うるせえよこの陽よう動どう！

　あと英国王おう女じよも笑い堪こらえてるの解わかってんぞ……！
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・俺　　：『何であいつああいう時だけ面白えの？』

・副会長：『何かよく解らんが、テンションじゃないか？』

・賢姉様：『フフ、愛よね！　愛！』

・あさま：『というかちょっと向こうの攻こう撃げき頻ひん度ど上がってるんですけど……！』
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　メアリは、僅わずかな焦あせりを感じていた。

　……読まれてますね。

　自分と王賜剣エクスカリバーによる攻撃中和は、一つの条件がある。それは、

「──く」

　足を後ろに踏もうとした時に、向こうが先せん制せいとなる攻撃を仕掛けてきた。

　その角度によって、自分の行き場が限定される。これはつまり、

　……やはり気付かれていますね……!?

「解ってんだよ、そのくらいは。……さっき気付いたぜ！」

　佐さつ々さが言った。こちらの様よう子すを読んで飛び込んで来たアデーレの突とつ撃げきを、彼は打だ撃げきで返しながら、こう告げた。

「テメエのドレイン攻撃、〝地面〟に足をついてなければ駄だ目めだな!?」

　地面。石いし畳だたみにおいて、自分が行く足先にはルールがあった。

「あの機き動どう殻かくが砕くだいて、地面が露ろ出しゆつしたところ……！　そこだけがテメエの踏める場所だ！」
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　佐々は攻めに転じた。

　……成なる程ほどな！

　大だい地ちへの還かん元げんを考えた場合、相手は、専用術じゆつ式しきなどを用いている訳わけでも無い。半精せい霊れいの身だったか。ならば地ち相そうはそのものであった方が良い。

　対し、戦せん闘とう用として、ある程度の障しよう害がいを無視して地力を得られる癒使イスラフイルは、有利だ。

　これで相手の動きを限定出来る。

　王賜剣、殴なぐるには素敵な題材だ。力を通すとなれば、それも無む手てとなれば、

「あの馬ば鹿かにも、これは面白いと通じるだろうぜ！」

　打だ撃げきした。

　負ふ傷しようはある。だが、癒使イスラフイルもあり、

「踏み込みの速度は百ゆ合り花ばなで上げられるんだよ……！」

　膂りよ力りよくによる一いち撃げき必殺の打撃を、百合花を重ねた全身各部でコンビネーションとする。

　軽い無む手てだからこそ可能な、強ごう引いんな技だ。大体、自分自身が、あまりこういう連打技を得意としていない。

　だが、やる。そしてその途と中ちゆうで、

「百合花……！」

　機き動どう殻かくを吹き飛ばした。

　あれが戻るまで、目の前の相手に集中出来る。ならば、

「貰もらうぜ王賜剣エクスカリバー！」
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　ノリキとしては、この相手とぶつかったらどうなるかと、考えていた。

　無む論ろん、向こうは一撃必殺。こっちは三撃必殺。

　……一発目でこっちの終わりだな！

　答えがすぐ出るのはいい事だ。だが、

「連打が来るぞ……！」

　自分から見て、充分な程の一撃必殺の打撃を、佐さつ々さが高速のコンビネーションで放った。

　対するメアリは、王賜剣の攻こう撃げきを考こう慮りよすると足あし場ばを限定され、大きく動けない。

　だが、それを佐々が読んだ。

　メアリを追い詰め、

「おお……！」

　瞬しゆん間かん。ノリキは、同じ打撃系けいとして、佐々の覚かく悟ごを知った。

　佐々が、全力打撃の左拳こぶしを宙ちゆうで開き、

「貰うと言ったろうが！」

　彼は、王賜剣を摑つかんだのだ。刃やいばの部分を気にせず、だ。
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　英国王おう女じよがはっとして引くのを、佐々は見た。

　……育ちがいいな！

　己おのれが人を傷つける覚かく悟ごはあっても、思わぬ形では、驚くのだ。

　今、青の機動殻が彼女の背後でターンをした。

　しかしこのタイミングでは、これからのこちらの展開には間に合わない。

　そして英国王おう女じよが、引いた足であるものを踏んだ。

　石いし畳だたみだ。

　そこでは、癒使イスラフイルのドレインは不可能だ。だから自分は、左の拳こぶしが斬きられ、手てつ甲こうも切断されていくのに構わず、

「百ゆ合り花ばな！」

　叫び、右の拳を英国王女へと叩たたき込んだ。
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　動きは、妙みように緩ゆるやかだった。

　佐さつ々さの視し界かいの中、右拳の届く先にいる英国王女が、小さく震えたのだ。

　何かに気付いたと言うよりも、背に、壁でもあったかのような動きだった。

　……コイツは、アレか……！

　忍にん者じやだ。

　いきなり、影が出現した。

　さっきから煩うるさかったヤツが、今、英国王女の背を支え、後ろに引かせている。

　それだけではない。

　拳の行く先、こちらに背を向け、しゃがみ込んだ影がいた。

　新あら手てでは無い。背負った獲え物ものは、王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドの片かた刃ばだ。

　忍者が二人いる。この技を己おのれは知っている。先せん輩ぱいである滝たき川がわが縦じゆう横おうに使っていたのは、

「実じつ像ぞう分ぶん身しんか……！」

　二体。恐らく短時間のみだが、だからこその近距きよ離りでの陽よう動どうだ。二体分が動けるだけの時間的余よ裕ゆうを、陽動として近づき、確保したのだ。

　放った打だ撃げきが、座り込んだ忍者の背負う王賜剣エクスカリバーに激げき突とつした。

　そして英国王女が半歩分を後ろに運ばれ、己の拳のリーチから去った。

　その上で、忍者の分身が消え、こちらの背後で膝ひざをつく音がした。

「……！」

　直後に己は見た。英国王女の脇わきを抜けるようにして、機き動どう殻かくが来たのを、だ。

　高速の一いち撃げきに対し、自分は叫んだ。

「まだ残ってんだよ……！」

　不発に終わりかけた百合花の一撃を、己は機動殻に叩き込んだ。

　吹き飛ばす。

　自分の打撃生活の中でも、強い一撃だった。

　己にしては不慣れなコンビネーションを、しかし重ねた上の一撃だ。

　地面は震え、機動殻は轟ごう音おんを立てて跳ね飛んだ。

　その武ぶ器きとしていたランスも、手を離れて宙ちゆうに浮く。

　やった。

　敵の機き動どう殻かくは、方向転換にも使う武器を失った。

　英国王おう女じよも逃げ切る技を持たない。

　まだ自分の右腕うでは生きていて、左手は王賜剣エクスカリバーを押さえ込んでいる。

　これで勝てる。そう思った。

　違った。

　新あら手てがいた。

　小さな女だ。細い。金きん髪ぱつを頭の後ろでまとめた極きよく東とう制せい服ふく。

　それが、先さき程ほど機動殻の来た軌き道どうを走って、高速で、

「行きます……！」
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　あ、そうか、と佐さつ々さは思った。テメエが、あれに乗っていたのか、と。

　そして彼女が、空中に浮いた状態のランスを全身で受け止め、前に来た。

　きっと、狙ねらっていたのだ。

　こっちが英国王女に集中し、忍にん者じやに気を取られた瞬しゆん間かん。コイツは機動殻の背部ハッチから外へと飛び出した。

　さっきの機動殻は、きっと、中身が空からだ。いい音がする訳わけだ。打だ撃げき生活最高の一いち撃げきみたいな事考えてんじゃねえよ。

　クソ。

　何だこれは。

　佐々・成なり政まさが、歴史のターニングポイントである本ほん能のう寺じで、英国王女とキモい忍者に絡まれて、最後は無名の学生のランスで倒される。

　これだから。

　これだからやってらんねえ。

　戦せん国ごく時代、三十年戦せん争そう、やってらんねえ事ばかりだ。

　だけど、

「……俺おれは、そんな、やってらんねえ事が大好きだぜ……！」
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　佐々は身構えた。

　自分を倒す相手を見た。英国王女、無名の生徒、忍者はよく知らん。

　だが、一撃を受ける時、ふと思った。

　……不ふ破わ。

　多分、今度あったら、馬ば鹿かと、そう言われるのだろうか。

　しかし何故なぜ、彼女を思い出すのか。

　……この小さいのが、眼鏡めがねを掛けているからか。

　そして食らった。

　胴どう体たい中央部、小さな砲ほう弾だんのようなイメージ。胸骨破は損そん。肋ろつ骨こつ七本骨折。打だ撲ぼく、切り傷無数。そして何よりも、

　……敗はい北ぼくだな……！

　これこそが、一番、馬鹿が喜ぶ事かも知れない。

「ナルナルくゥン……!?　まだまだですねえキミィ──!!」

　倒れた視し界かい、見える夜空と二つの満月、そして光の柱はしらが、歪ゆがんでいく。

　クソ。

　笑っていろよ、馬鹿野や郎ろう。こっちの思いも知ってるくせによ。







[image: 第五十一章『不動の安定者』]
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　佐さつ々さ・成なり政まさが倒れたのに合わせて、奔ほん獣じゆうのランスを抱えてずっと軽く走っていたアデーレは、その動きを止めた。

「は」

　息を吐く。大きく、全身で、身体からだを伸ばして、折って吐く。

　涙が零こぼれた。そして声も出た。泣く事で震えるかと思えば、喉のどで言葉が作られた。

「有あり難がとう、御ご座ざいます……！」

　言いつつ、汗あせが出た。その時になって、己おのれは気付いた。

　自分は疲ひ労ろうしているのだと。

　……うわあ……。

　完全に、クタクタだ。何かいろいろ抜けてしまったようで、足が動かない。でも抱えたランスも手放せなくて、これはもう何て言うのか。

・俺　　：『おい、皆！　アデーレが解げ脱だつしたぞ！』

・あさま：『違います。メディテーション状態に突とつ入にゆうしたんですよトーリ君』

・ホラ子：『おお、つまりアレですね!?　──死後硬こう直ちよく！』

　最後が一番酷ひどいのに、流石さすがと思ってしまうのがどうかしてる。

　笑おうとして、

　……あ──。

　膝ひざから落ちそうになるのを、後ろから支えられた。

　メアリだ。ウエストを背後から確保され、持ち上げられて気付いた。

　……デカいですよ……！

　思わず、動けない筈はずが、声が出た。

「デ、デっ、オッパ、……でかあ……、オッ、オッ、パパパ」

「大だい丈じよう夫ぶですかアデーレ様！　皆様！　アデーレ様が譫うわ言ごとを！」

　その皆が、背を向けて正面入口にダッシュしているのは何故なぜだろうか。あと、残っている第一特とく務むが〝さもありなん……〟という感じなのも何ですかねソレ。

　ただ、ようやく手からランスが落ちた。

　……あ、軽い。

　身体が、空に浮かんでいってしまいそうなくらい、重さを感じない。フニャフニャしてますね、と自分でも解わかるくらい、メアリに身を預けてしまっている。そして、

「あ……」

　汗しか無いような身体に、不ふ意いの涼しさが来た。夏の夜や気きかと思えばそうではない。

　メアリだ。

　自分達の周囲、薄い流りゆう体たいの光が、森の様相を作っている。メアリの精せい霊れいとしての力だろうか、それとも、

「……先さき程ほどの戦せん闘とうで、地ち脈みやくとリンクしたせいでしょうか。この土地が流体に満ちている事もあって、私の母方の血が色濃く反応してますね。──でも、休きゆう息そくにはなる筈はずです」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいてみれば、結けつ構こう離れた処ところに、佐さつ々さの座る背があった。

　どんだけタフなのか、とも思うが、その背は何か考え込んでもいるようだった。

　ただ、彼とは逆方向に転がっている奔ほん獣じゆうは、結構厳きびしい。最後の一いち撃げきが効いたのだろう。胸部装そう甲こうに亀き裂れつが入ってしまっている。

・貧従士：『どうやって直せますかね──……』

・金マル：『やっぱ、芯しんが入ってなかったのが駄だ目めだったのかな』

・銀　狼：『ダメージの伝でん導どう効こう率りつが意い外がいに変わりますものね』

・蜻蛉切：『機き動どう殻かくの歴史に、新発見を刻んだで御ご座ざるな、従じゆう士し殿どの』

　喜んでいいのかどうか解わからない。しかし、疲ひ労ろうの濃さといい、

　……自分、ここまでですか……。

　メアリに、大だい丈じよう夫ぶ、という事を仕し草ぐさで伝えると、彼女も息を吐いた。

　そして気付いた。メアリもまた、相当に疲れている事に、だ。

　よく考えてみれば、彼女は、あの佐々相手に正面から剣を打ち合って戦せん況きようを保ち続けたのだ。肉体的な疲労とは別で、精神的な疲れが大きいだろう。

　……うわ、従士失格ですよ……！

　騎き士しどころか王おう女じよに気き遣づかわせてフォローまでさせてしまった。その思いで、今こそハッキリと身体が動く。すると、

「──ではメアリ殿、自分、あの馬ば鹿かの方に行くで御座るよ」

「Ｊｕｄ．、こちら、入口前の確保も必要ですからね。──点てん蔵ぞう様、御自分の御仕事を全まつとうして下さい。帰り道、お待ちしてます」

　凄すごい死し亡ぼうフラグに聞こえたが、メアリがいるので言わなかった。

　するとメアリが、スカートの内側から、やや細長い紙かみ袋ぶくろを出した。顔を赤くした彼女は、第一特とく務むにソレを差し出し、

「あの、点蔵様、不必要かと思いますが、戦せん闘とう食を作ってきました」

　どう考えても要いらない気がする。本ほん能のう寺じという戦せん場じようは小さいのだ。内部に入って走り回るかどうかは解らないが、第一特務のする事は用心護ご衛えいと罠わななどの検けん知ちだろう。

　というか、下さい。ええ。本気で。

　だが第一特務は、一つ頷うなずきそれを受け取り、

「よう御座るか？」

「え？　あ、Ｊｕｄ．！」

　メアリが応じると袋ふくろを開けて、中のものを一つ取り出し、口にした。マフラー越しなのでよく解わからないが、確かに食った。そして、

「ほほう、干ほし飯いいを腐ふ乳にゆうで棒ぼう状じように固め、塩とニンニク、バジルで味付けで御ご座ざるな!?」

「はい。トマトソースを使わない、古いタイプのピザからの発はつ想そうで、こういう短期戦せん闘とうなら、日持ちがしなくても良いかと思いまして……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ではメアリ殿どのも一いつ緒しよに。あと、アデーレ殿も」

　……貰もらえた……！

　第一特とく務むにここまで感かん謝しやしたのは、生まれて初めてかも知れない。

　だが、貰ったものの塩気と、

「お、美び味み……！　流石さすがバジル！　合法ハーブですよ……！」

　言いつつ気付いた。恐らく今、メアリは、自分にこれを食べさせるために、第一特務に紙袋を渡したのだと。本当ならば、もっと先、中に入って一度態たい勢せいを立て直す時が、渡すタイミングだろう。だがそれをここで渡したならば、

「頑がん張ばって下さいませ、点てん蔵ぞう様」

「Ｊｕｄ．！　──行って来るで御座るよ！」

　第一特務が、紙袋を懐ふところに差して背を向けた。一いつ瞬しゆんで、王賜剣一型Ｅｘ．コールブランドを背負った姿すがたが、皆の方へと走り去り、気付けば、砲ほう撃げき音が耳に届いてきた。実際は、先さき程ほどからずっと聞こえていたものだが、今になってようやく、感覚出来たのだ。

　戦闘は、まだ続いている。
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　誾ぎんは、タイミングを案じていた。

　先程からずっと、宗むね茂しげと共に戦せん場じようを計り続けているのだ。

　自分達がいる、正門前の森の中。先程から半はん竜りゆう部ぶ隊たいによる攻こう撃げきが続いた状態だ。

　……さて。

　影から影へと、潜もぐり、こちらを討うとうとする相手は、先程までとは戦い方を変えていた。

　それまでは森の中にある影に潜ひそみ、隙すきを見てこちらを討とうとしていたのだが、

「……二人一組を是ぜとしましたか」

　これがなかなか忙いそがしい。

　基本、攻撃は影の中にいる向こうが先手だ。それに対しては反応し、すぐに迎げい撃げきを放つ事が出来るのだが、

「おっと……！」

　相手が、自らの影から、もう一人を出す。

　それはこちらの迎撃に対し、更さらなる迎撃となるものだ。

　腕が四本あるのに等しい連れん携けい。しかもこれは、攻こう撃げきだけでは無く防ぼう御ぎよにも用いられる。

　相手への迎げい撃げきが間に合い、刃やいばを届かせようとすると、もう一人が動く。

「ほらよ……！」

　討うたれようとする仲間の手が届く位置に、己おのれの腕や顔で影を作るのだ。

　こちらが討とうとした相手は、そこに逃げ込み、消えてしまう。

　そんな遣やり取とりが続き、時間が過ぎる。

　遅ち滞たいされている、というのは解わかる。だが、全体がこれを食らうよりも、自分達でその面めん倒どうを受けるというのも、有りだろう。

　ただ、倒すならば、いつ自分達は動くべきか。それが問題だ。
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　この遅滞には意味があると、宗むね茂しげは迎撃と回かい避ひを行いながら思っていた。

　……影渡りの半はん竜りゆうは、この戦せん場じようで最も厄やつ介かいと言えましょう。

　何故なぜなら彼らは、影の中を移動する。

　移動中、影に潜もぐられたら、外からは確かく認にん不能だ。

　そしてこの森の中には、自分達を迎撃するのに四人がいる。

　自分と誾ぎんの見立てでは、弥や助すけという半竜はここにいない。

　つまりこの四人には、弥助からの指し示じで、ここにいる。

　遅滞だ。

　だが、遅滞が出来ないと悟さとった場合、この四人はどうするか。

　……ここを退たい避ひし、総そう長ちよう達を追います……！

　この森には、正門からの壁の影が通じている。本ほん能のう寺じの光こう柱ちゆうによって影が長く伸びているのだ。ゆえに半竜達は、行こうと思えば、その影を渡り、正面通り脇わきの森を抜け、正面入口にまで至る事が出来るだろう。そこから、下手へたをすれば戦せん士し団だんや総長達の影の中に突とつ入にゆうする。

　そうなった場合、どうなるか。

　自分達が追い切れなければ、彼らの追つい撃げきに対たい処しよ出来るのは副ふく長ちようクラスだろう。第一特とく務むが何とか、というレベルだと思う。

　ゆえに、ここで中ちゆう途と半はん端ぱな迎撃を行えない。この半竜達は、人数が少なくなったら、ここを離脱し、総長達を追うのだ。

　無む論ろん、だからといって、こちらも遅滞に付き合っていい訳わけでは無い。

　敵側には、制限時間とも言えるものがあるのだ。

・十ＺＯ：『こちら、そろそろ正面入口に到とう達たつするで御ご座ざる……！　そちらはどのような塩あん梅ばいで御座るか!?』

・立花夫：『半竜達を引きつけています。もう少々お待ち下さい！』

　だが、自分達には解わかっている。

　……うちの主力が正面入口を開けたら、ここにいる半はん竜りゆう達は私達から離れますね。

　恐らく彼らは、こちらの本ほん隊たいを襲おそいに行く。

　遅ち滞たいの時間は終わりと、そういう事だ。そしてその時間は近い。となれば、

「──誾ぎんさん、そろそろこちらも、動きますか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、宗むね茂しげ様、うちの本隊が正面入口にまで辿たどり着くとなれば、〝今〟でしょう。

　私の方も用意が出来ています」

　妻つまの言葉に心強さを感じつつ、自分は軽くステップした。

　本ほん能のう寺じ側、森の中だが、やや正面通りに近い位置に立つ。そして背に光こう柱ちゆうの光を受けたのを確かめて、

「では」

　右手の瓶かめ貫ぬきを眼前に横渡しで構え、左手を添えた上で、己おのれはこう言った。

「──宜よろしく御願いいたします」
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　対する半竜達四人は、影の中から視覚や装そう甲こう反射を用いて、相手の位置を確かく認にんした。

　そして誰だれもが、影の中で首を傾かしげた。

「……宜しくって、何が違うんだ？」

「また、どうせ、当たらないだけの時間潰つぶしだろ」

　時間を食う遅滞については、相手も自分達も、望むところだ。こちらは立たち花ばな夫ふ妻さいという大戦せん力りよくを押さえ込んでいる一方で、自分達とて、影さえあればこのクラスと同等となる四人だ。自分達が敵の本隊に追いつけば、本能寺の中にいる隊たい長ちよう・弥や助すけと組んで更さらに脅きよう威いとなれる。

　後は何処どこまでお互いが付き合うか、だ。

　正直な事を言えば、

「ここから、敵の本隊まで、競争かもしれねえな」

　敵の機き動どう力りよくはかなり高い。

　だが、追い付けるとは思う。そうなったならば、それから先は、敵の本隊との仕切り直しだ。そこには隊長である弥助もいる。

　つまりこちらが有利だ。だから、

「行くか。──向こうのリクエストだ」

「ツーマンセル。同じだな」

　と、二人一組になって前に出た。

「御先」

　右側。立花・誾への攻こう撃げきを担当する二人が、先に仕掛けた。

「これがタイミング的に最後だ。──全力、やっちまうか」

　と、前にいる者が、黒のナイフを立たち花ばな・誾ぎんへと叩たたきつけるように振った。

　しかし、影の中から放った一いち撃げきは、

「────」

　気付けば、ナイフが弾はじかれていた。
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「は？」

　立花・誾への攻こう撃げきを掛けた半はん竜りゆうは、一いつ瞬しゆん、理解というものを失っていた。

　相手への攻撃が弾はじけて止まった。

　迎げい撃げきでは無い。立花・誾は、まっすぐに前を見ているだけだ。両の手に短たん刀とうの刃やいばを持っているが、それは微び動どうだにもしていない。だが、

「おい、ちょっと」

　訳わけが解わからず、左手側、立花・宗むね茂しげに突っかける一人へと声を掛けようとした。

　何かがおかしいぞ、と。

　すると仲間は、影の中から立花・宗茂に攻撃を放ち、

「────」

　やはり、ナイフが影の中で弾かれた。

　勢いよく振り戻されるナイフの勢いに対し、しかし立花・宗茂は動いていない。

　立花・誾も、ただじっと前を、こちらを見ているだけだ。

　ゆえに、ツーマンセルとして、立花・誾の担当はもう一度前に出た。

「ちと慌あわただしいが、改めて行くぞ……！」

　前を行く者が上から、後ろを行く者が下から刈かり飛ばすように行った。

　二人の攻撃が再度立花・誾に走り、そして影を出る直前。

「……！」

　二つの攻撃が、また弾かれた。

　否いな。今いま更さらになって、半竜達は理解した。自分達の攻撃は、弾かれているのでは無い、と。

「何だ……!?」

　宙ちゆうに跳ね上がるように引いたナイフを、それぞれが抱えるように確かく認にんした。

　手て指ゆび。装そう甲こうと硬い皮ひ膚ふに確保された指が、震えていた。

　明らかに、迎撃を受けた響ひびき。しかし自分達は誰だれも、立花・宗茂と誾の反はん撃げきを見ていないし、それを受けてもいない、

「これは──」

　解った。今更に、敵二人が立った場所の意味も何も、理解した。

「剣士の結けつ界かいだ……！」
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　誾ぎんは、ただ、自然体で待った。

　今、自分と宗むね茂しげは、完全な結界を作れる位置にいる。

　……良い場所です。

　武ぶ器きの有ゆう効こう範囲。特に極きよく東とうの武ぶ士しが持つ刀や槍やりを用いた〝間ま合あい〟の概がい念ねん。それは基本的に己おのれの攻こう撃げきが届く範囲を示すが、却かえって見れば、ある事実を示す。

　その〝間合い〟に入った者には、絶対的な〝被ひ弾だん〟が生じるという事実だ。

　敵の量は関係ない。

　全方位、同時に攻撃を受けても捌さばき切れる範囲。

　この絶対被弾範囲を〝結界〟と呼ぶ。

　普通の剣士ならば、全方位からの攻撃を完全に捌き切る事は難しく、それが出来たとしても、時間が掛かるため、結界の範囲は小さいものとなる。

　自分達は違う。

　ありとあらゆる手段。ことごとくの技術と判はん断だんを用い、手と武器を伸ばした位置よりもやや先の辺りまでが〝結界〟と出来ている。

　……英国で、ドレイク卿きようと立ち回ったのを思い出しますね。

　同じ攻撃が使えないという制限の中、相手の両腕うでを両りよう断だんしたのは、この技術ゆえだ。

　それに比べて、ここはどうか。

　相手は、この遅ち滞たい行動の中で、解わかってしまっただろう。

　自分達が持つ結界と、その絶対性を、だ。

「どうですか」

　攻撃の瞬しゆん間かん。彼らは悟さとってしまう。この一発は当たらない、と。そして下手へたに踏み込めば、捉とらえられて一いち撃げきを食らう、と。

　ゆえに身体からだが、引く。

　逆に、自分達は、相手の攻撃など、意に介かいさない。

　しかし敵は、もう、こちらに攻撃を放つ事が出来ない。先に諦あきらめが来て、動きが止まる。無む駄だどころか、下手すると仕し留とめられる可能性だってあるのだ。

　これを平然と無視するのは、本ほん多だ・二ふた代よと同等クラスの無む神しん経けいや達たつ人じんだ。

　相手は、そうではないだろう。

　影渡りの半はん竜りゆう。その能力が脅きよう威いである事に、違い無い。だが、

「──残念ですが、種しゆ族ぞく特性は、実力たりえません」





●






　半はん竜りゆう達は見た。

　敵がいる位置は、自分達が正面通りに渡るために使うであろう、囲いの影が届くところだ。

　逃げ道を塞ふさがれた。更さらには、彼らに掛かる森の影の形が、結けつ界かいそのものとなっている。

「さあ」

　敵が言って、軽く動いた。

　来るのか、と思えば、違った。二人は頭ず上じようへと刃やいばを伸ばし、

「こうしましょうか」

　森の枝を削けずり、光を入れたのだ。それは影を消し、

　……正面通りへの影を、完全に無くすつもりか！

　こちらへの制限をキツくされたら、撤てつ退たいも出来なくなる。このまま遅ち滞たいを続けようとしても森を削られたらいずれ出なくてはならない。

「くそ……！」

　言われた通りだ。もはや種しゆ族ぞく特性は役に立たない。地の利も無い。時間も無い。

　それらがある自分達と、相手との差は何だ。

　実力だ。

　ただ敵を討うつための、攻こう撃げき範囲の獲かく得とく。それだけで何もかもが引っ繰り返された。

「隊たい長ちよう……！」

　四人。ツーマンセルで前に出て、攻撃を仕掛けながら、半竜達は吠ほえた。

「ここまでを成果としてくれ……！」
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　影の中から発はつ射しやされた左右のナイフ。両手分、誾ぎんに向かった分も合わせて合計八本の刃を見切って、宗むね茂しげはこう言った。

「お久しぶりです……！」

　数十秒ぶりだ。

　そして自分は、迎げい撃げきをほぼ零ゼロ距きよ離りから叩たたき込んだ。その上で、確実な手て応ごたえを感じながら、

「──では、これにて失しつ礼れいいたします！」

　激げき音おんと共に、四つの影が森の中に倒れるのに振り向かず、走った。

　自分達の本隊が、正面入口に辿たどり着いたのだ。
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　背後。宗茂や誾ぎんが敵の後続を排はい除じよしたというのを、点てん蔵ぞうは皆に追いつきながら知った。

　メアリはアデーレの介かい抱ほうを行い、二人については誾ぎんが追いつき次第ガードに入ると言う。ウルキアガと成なる実みは敵の霊れい体たい戦せん士し団だんを狩かりながら、本ほん能のう寺じ左右に位置する敵警けい護ご隊たいの掃そう討とうに向かうというが、

　……だとすれば、自分達は、内部に行くしか無いで御ご座ざるな。

　視し界かいの先、搬はん入にゆう出しゆつ路ろともなっていたであろう正面入口がある。ドーム型の建物の中央。左右二十メートルを超える扉とびらは左右スライド式で、木造のアコーディオン型だ。だが今は、幾いくつもの施せ錠じよう術じゆつ式しきと、

「物々しいで御座るな。硬こう化か材ざいで固めて御座るか」

　真まっ白しろな高速速そつ乾かんセメントで、木材の形が浮き上がった扉を見た。それはもはや、正面入口と言うよりも壁なのだが、

「今回のミッションのみでしょうから。外に出て行く者達が固めたんですわね」

「意い外がいに原げん始し的な構こう成せいで固めているようであるな……」

　というのは、硬化した白い壁に張り付いているネンジだ。彼はスライムとして、横に同じく張り付いたイトケンと共に、

「成分的には、砂に石せつ灰かいなど、基き礎そ的な素材。そこに術式での速乾化か」

「単純な分だけ、量を一気に用意出来るのが強みだね……！」

　成なる程ほど、と思いながら、違い和わを感じた。こういった仕込みは、いつから用意出来るのか、と。

　……まるで、予測されていたようで御座るな。

　無む論ろん、明あけ智ち・光みつ秀ひでが来ると、そんな予定があったのだろう。だが、

「身内である明智殿どのとならば歴史再さい現げんは談だん合ごうの筈はず。自分達に対し、ここまでの用意が出来ているというのは、どういう事に御座るか？」

「？　でも、私達を待ち構えていたとしたら、警けい備びが少な過ぎますわ。賤しずヶ岳たけの戦いがあったとしても、もっと総そう勢ぜい、埋めていていいんではありませんの？」

・煙草女：『いや、最初に敵艦かん隊たいキッチリ沈めているし、後追いでそっち、霊体戦士団も入っているんさね？　充分じゃないのさね？』

　直なお政まさの言っている事は解わかるが、現場としては微び妙みような差を感じる。

　これは何と言うか、

「調ちよう整せいされているような、そんな感があるで御座るな」

「──私達が最深部に辿たどり着く頃ころには、間に合わない。そんな調整か？」

　正まさ純ずみの言葉に、自分は頷うなずく。だが、確かく証しようはないのだ。それに、

「そうだとしても意味が解らないで御座る」

「フフ、そうね、ほら、アレじゃないかしら、ネシンバラの小説でよくある、ラスボスが〝ははは、待っていたのだよ！　これから世界を滅ぼす術を起き動どうする！〟みたいな。とっくにやっとけよ、って思うアレ」

・未熟者：『悪かったな！　そういうのが盛り上がるんだよ！』

「ホントにそうだったら、ある意味、有あり難がたいけどビミョーにやりにくいで御ご座ざるなあ……」

　だが、こちらの方、扉とびらを開ける手て順じゆんは進みつつある。

　既すでに浅あさ間まの手元にある〝力使ジブリール〟の表示枠サインフレームからは、文字が溢あふれているのだ。

　力使だ。

　明あけ智ち・光みつ秀ひでが内だい裏りの地下に行くために使用した、五ご大だい頂ちようへと与えられた各〝使〟の一つ。

「……コレは、ここの広域結けつ界かい防ぼう護ごに引っかからないので御座るなあ」

「これが引っかかるんでしたら、施せ錠じよう術じゆつ式しきも引っかかる筈はずですのよ？　逆説的に」

　言われて見ると、確かにそんな気もする。だが、〝力使〟の表示枠に、神しん道とう表示枠を挟み当てて解読していた浅間が、あ、と声を上げ、

「こうですね」

　力使の表示枠を摑つかんで、扇あおいだ。すると力使の小さな翼つばさが羽ばたき、発生させていた多重言語の波を正面扉に軽く当てた。

　すると、音がした。

　施錠術式が、地面へと落ちたのだ。

　……は!?

　施錠術式は、当然ながら術式だ。破は壊かいされれば砕くだけて流りゆう体たい光こうとなる。否いな、その破は砕さいは確かに起きているのだが、

「解かい錠じようじゃないんですね、これ。解読して、開けてしまうんです。──で、ええと、施錠術式は私の方で解読しましたから……」

「だとしたら、あとは私の出番ですわね」

　ミトツダイラが、白い硬こう化か材ざいで固められた扉を見上げ、口を開いた。こちらに手を差し出し、

「王賜剣エクスカリバー、ありますわよね？　ちょっと貸して頂いただけます？　物理の時間ですの」
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　巨きよ大だいな全体が震しん動どうし、警けい報ほうの表示枠インシヤ・コトブが立つのを、弥や助すけと蘭らん丸まるは見聞きした。

　自分達がいるのは、本ほん能のう寺じのドームの中。最深部となるホールの扉前だ。

　これも速そつ乾かん型の硬化材で白く固めてあるが、

「……何か、術式解除からソッコで開けられたみたいだね、蘭丸君」

「強ごう盗とうですか、彼らは」

「まあ、明智・光秀は暗あん殺さつに来た訳わけだから、そんなもんだと思うけど」

　振り向いた弥助の視線の先。白の壁には亀き裂れつが入っている。先さき程ほど、外の入口が強ごう引いんに開けられた時、震動が走ったのだ。

「……何だかんだと突とつ貫かんで作った建物だから、キツい震動やめて欲しいなあ」

「耐たい震しん性は確保してますが、広域結けつ界かいでも物理的な引きちぎりなどには対応出来ませんからね」

「そっちの部ぶ隊たいは？」

「主要通路に砂すな袋ぶくろで陣じんを段階上に構えた上で、自じ動どう人形の射しや撃げき手しゆと攻こう撃げき手が。

　……しかし、同様の構えを内だい裏りでもしていた筈はずです。面めん倒どうですね」

　ただ、と蘭らん丸まるが言った。

「弥や助すけ様は、彼らが奥に到とう達たつするのを、阻そ止ししたいですか」

「何故なぜ？」

「聖せい譜ふ記き述じゆつでは、明あけ智ち・光みつ秀ひでが織お田だ・信のぶ長ながと顔を合わせたかどうかまでは定かではありません。ただ彼らが来て、本ほん能のう寺じが焼け落ち、信長の遺い体たいが明確にならなかったのは解わかっています。

　そして──」

　そして、

「──どちらかというと、御お館やかた様は、邂かい逅こうを待っているようにも思えます」

「確かにね。……そしてその理由も僕達には何となく解る訳わけだけど。でも、だからといって、通していい訳じゃ無い。これから起こそうとしている事が阻はばまれるかもしれない。

　通すとしても、もう事じ態たいが確定してから、そのくらいじゃないと」

「同感です。御館様はお優しい方ですからね。しかし──」

　蘭丸が問うた。

「今更ですが、弥助様は、何故、ここに？」
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　弥助は、蘭丸の問いに頷うなずかなかった。ただ、前に出て、

「大体は、皆と同じだよ。──暗黒大陸に住んでいると、ほら、歴史再さい現げんで奴ど隷れい貿ぼう易えきとか、いろいろあってさ。でも、内容が内容だけに、結けつ構こうな種しゆ族ぞく的地位向上に繫つなげられるんだよ。

　だから僕の住んでたところなんか、なるべくそういうのに〝乗る〟ようにして、まあ、聖せい譜ふ記き述じゆつの出で稼かせぎだよね？　そんな風ふうにしてる訳」

「そうですか」

　と、蘭丸が言った。

「──しかし、そういった風習を、羽は柴しば様が九きゆう州しゆう平定の時に、やめさせたそうですね。

　聖譜記述では、欧おう州しゆう人が暗黒大陸に入った際、未知の感かん染せん症しようや伝でん染せん病びようで死ぬ事例が多くありました。しかし同様に、暗黒大陸側でも、欧州から持ち込まれた未知の病やまいによって全ぜん滅めつする集落が多発したと。

　ゆえに、──それを利用して、羽柴様は悪あしき風習をリセット。弥助様の種族のような、歴史再現を利用しなければ地位向上がしにくかった種族などを解放し、極きよく東とう居きよ留りゆう地ちを介かいして身分を保ほ障しよう。後には暫ざん定てい支配側への編へん入にゆうも終えたのです」

「ああ、羽は柴しば様は本当に、よくしてくれたみたいだね」

　地元の事だ。

「島しま津づ系けいを中心として、各地に編へん入にゆうが決まったんだよ。熊くま本もと辺り、国こく人じん衆しゆうの一いつ揆きの歴史再さい現げんから参入して、三征西班牙トレス・エスパニアや列れつ強きよう管かん轄かつ地ち域いきに入ったんだったかな。確か今もどんどんそこらへんの手続きが進んでいて、僕の祖そ母ぼ方かたの方、暗黒大陸の奥地に昔届いていた旧派カトリツクを伝えててニュースになった筈はず」

「ああ、そんな事もありましたね」

　まあいいじゃん、と、自分としては言っておく。

　そして気になるのは、彼女の事だ。

「蘭らん丸まる君は、何でここにいるの？」

「Shaja、歴史再現のためですが、忘れてしまったのですか。大だい丈じよう夫ぶですか弥や助すけ様」

「君はいろいろと手て加か減げんを知らないね……！」

　まあまあ、と蘭丸が片手をこちらに振る。そして彼女は、何も無い通路の先を見たまま、

「私は──、まあ言わなくていいですか、言う意味がありませんし」

「言おうよ！　言おうよ！　僕は聞きたいよ!?」

「では丁てい寧ねいに頼んで下さい」

「話して下さい。御願いします」

「Shaja、──腰の低い男のために話す気はありません」

「言うと思った！　思ったよ！　でも別にこっち見てないからいいじゃん」

「それもそうですね」

　と、蘭丸が、一ひと息いきととれる間を作った。

「私は、古こ式しき自じ動どう人形です。ナンバー四桁けた以内。何の因いん果がかそうなっております」

「君……、実は制作者に反はん乱らん出来るように作られてない？」

　蘭丸が視線を向けてきたので、こちらは目をそらした。

　そして蘭丸が、また、前を見て、言葉を作った。

「古式自動人形は、黎れい明めいの時代に作られたものです。内だい裏りにいた者達で四桁以内になると、帝みかどの正体や、運うん命めいに人格を与えた事などを知っております」

　言って、彼女が口を噤つぐんだ。何処どこからか、銃じゆう撃げきと、小さな震しん動どうが届いてきて、

　……気になってるのかな。

　と思ったが、違うと自分は気付いた。急いで蘭丸に拍はく手しゆをして、

「凄すごいね四桁！　それでそれで、どうなるの!?」

「Shaja、──初期四桁は各地に散りましたが、生き残りはほとんど内裏にのみ存在します。ゆえに重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らん以来、私どもは決定したのです。この星に降りて以来、全ての歴史を見届ける事が出来る立場として、歴史のターニングポイントには、必ず参さんじようと。

　……かなり老ろう朽きゆう化かしていますが、共通記き憶おくのリンクもあります。そうする事で、私達はまあ、趣しゆ味みというカテゴリに入るでしょうか。誰だれに頼まれるでもなく、役目を見つけ出し、そのようにしているのです。そして私はここ担当として派は遣けんされました。

　今は放送委員長も行っていますが、なかなか充実した日々でしたね」

「……蘭らん丸まる君、意い外がいと真ま面じ目めだったんだね」

「弥や助すけ様程世の中ナメてませんので」

「君にソレを言われると辛つらいね……！」

　ただ、自分としては、何となく意外だった。

「もっとセンチメンタル？　そんな理由かと思ってたよ」

「私達は自じ動どう人形です。感情的なものは外から見た方が思うものであり、私達の中には発生していません。つまり、──私達は今、弥助様にもそういったものを抱かせない程、機き械かい的に事を進めているのだと判はん断だん出来ます」

「ああうん、うん、その喋しやべり方をしてくれると凄すごく蘭丸君っぽい」

「期待に応こたえるよう、作られておりますので」

　と言った蘭丸が、前に一歩を進めた。二歩、三歩と止まらない足音を自分は追い、

「蘭丸君。じゃあ行こうか」

「羽は柴しば様に挨あい拶さつをしておきたかったのですが、──まあいいでしょう。お任せします」

　と、彼女が表示枠インシヤ・コトブを出した。

　それは、正面入口から、ここまでの通路状況を示したものだ。

「……先の迎げい撃げきが突とつ破ぱされました。弥助様、中央側で御客様をお待ちしましょう。そしてここは、そのための仕込みに使いますので、麾き下かに任せる事になりますね」
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　利とし家いえは、空を見上げて一ひと息いきをついた。

　夜空には、二つの満月と、そこに先回りするように天てん上じようへと伸びる光こう柱ちゆう。

　自分は森の中の神じん社じや、境けい内だいの中央に立っていたが、

「お金が尽きたよ、まっちゃん」

『──残念？　それとも、良かった？』

　右肩の後ろ、本来の姿すがたに戻ったまつが問うて来る。彼女に対し、自分は首を傾かしげ、

「やる事はやったから、それでいいって訳わけじゃないよね」

　佐さつ々さが武蔵むさし勢ぜいを通し、現場から撤てつ退たいしたと、そんな連れん絡らくが三みつ成なりから来ている。というか、神社の裏手にある地ち脈みやく連動用のシリンダーを管理しているのは彼女で、

『前まえ田だ様。前田様も撤退をされますか？』

「うーん、ここにいる時点で撤退な気もするね」

　羽は柴しばと合ごう流りゆうするという考えもあるが、三みつ成なりがいるのだから、それもまた叶かなっている。

　どうしたものか。

「ただ、見ているだけかなあ」

『本当に、前田・利とし家いえね』

　まつの言葉には、頷うなずくしかない。

「テキトーに関わって、後は見ているだけだから、だから尚なお更さら気を遣つかう。でもホント、肝かん心じん要かなめな所では、深く関われないんだよなあ」

『頭が良いと、人は言うわよ？』

「楽しむ事が下手へたなだけだよ」

『──じゃあ、楽しいって、辛つらいのかしら』

「遊んだあとの別れは辛いよね」

　そして今はもう、遊びの時期じゃあない。

　卒そつ業ぎようだ。二学期始まったばかりだが、そうなっていく人達がいて、自分達もまた、似たようなものなのだ。

　……中ちゆう退たいとは言いたくないなあ。

　昔は冗じよう談だんで言っていた気もするが、今となってみれば流石さすがにそれは厳きびしい。だって、

「二度と会えないなら、遊ばなくていいかとも思う」

　本当にそうだ。

　……結局、賤しずヶ岳たけからも逃げ出したようなもんだしなあ。

　三十分と言わず、二時間とか、そのくらいにしておくべきだった。別に〝休きゆう憩けい〟とか、そんなじゃないよ。というか途と中ちゆう棄き権けん前ぜん提ていなのに〝宿しゆく泊はく〟は無いだろうし。

　ただまあ、

「いつも臆おく病びようで始まって、やる気があったように振り返る」

『だから長生きするのよ』

「いや、戦せん国ごく時代の長生き勝負なら、真さな田だの信のぶ之ゆきさんの方が凄すごいから」
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「おい！　おい！　何だお前ら！　何でこんな神じん社じやの境けい内だいで、俺おれに隠かくれて酒飲んでんだ！　俺をハブって楽しいか!?　お前らそういうヤツらだもんな！　あーあー俺は哀かなしいよ！　お前らのために総そう長ちようやって頑がん張ばってるのになあ──！」

「うるさいな祭だよ馬ば鹿か！　アンタ用意サボって村の通つう神しん茶ぢや屋やで漫まん画が草そう紙し読んでたろうが！　セルフオートでハブになって僻ひがんでんじゃないよ！」

「はあ!?　俺はああ見えて世の中の見けん聞ぶん広めてたんだよ！　あと、何だよ西の空に立ってる光のアレ！　アレもお前らか!?　祭の影えい響きようか!?　また俺をハブったな!?」

『海うん野の様、総そう長ちようが自分自身と私達しかいない世界に突とつ入にゆうした模も様ようです』

「コイツ、ホント長生きするよなー……」
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　一回、暫ざん定てい国こつ境きようの会議で遠くから見た事あったけど、あれは長生きしそうだったなあ、と利とし家いえは思った。

「嫌いやな事からとことん逃げる人って、手段と目的入れ替わってる感も含めて凄すごいよね」

『利家君は、楽しい事から逃げまくってるのよね』

「まっちゃんはどうなの」

『私は、利家君が楽しいから』

　言って、小さく笑った彼女が、こちらの首を後ろから抱いた。おぶさるようにして、彼女は爪つま先さき立ってこっちに身を預け、

『──利家君が逃げ回ってもここにいるから』

「そこ、振り返って確かめられないよ」

『いいの』

　まつが言った。

『利家君が振り返っても、後ろ向いても、ここにいる私にとっては、前だから』

　そっか、と思って、ややあってから自分はそれに気付いた。

「……洒落しやれか!?」

　向こうで、信じられないものを見る目つきをする三みつ成なりは優ゆう秀しゆうな情報体だと思った。

　ただ、まつが笑い出すのに、つられて自分も笑いながら、正面の空を見た。

　南東。その夜空に立つ光の柱はしらの下には、自分の知る人達がいる。

　そして背後となる賤しずヶ岳たけの方にも、己の知る人達がいる。

　自分はどちらにも関わっていて、しかしどちらにも足をついていない。

「まあ、いいか。霊れい体たいと掛けて、完かん璧ぺきな支払いと解とく。その心は？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とまつが応じた。

『縁えん（円）があるけど、足が無い。──そうでしょう？』
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「さて、どうでしょうね……」

　霊体戦せん士し団だんが供きよう給きゆうされなくなった事に、本ほん能のう寺じ内部の通路を行く浅あさ間まは気付いていた。

　表示枠サインフレームを出して周辺の流りゆう体たい検けん知ちを行ってみても、本能寺の外にある流体反応が次々と消えていくだけだ。

「さっきまで、内部にもちょっと湧わいてましたけど、今は出てきてませんのね」

「時間つぶしにはなるで御ご座ざるが、壁にはならぬで御座るからなあ」

　前方、正まさ純ずみを担かついで行く二ふた代よと、匂においで危険を察さつ知ちするミトツダイラの挙きよ動どうと振り向きなどを見ていても、新あら手ての湧わき出しは無いようだ。

　無む論ろん、こちらの検けん知ちも、膨ぼう大だいな流りゆう体たいの柱はしらの直下で計っているので、精せい緻ちな判はん断だんは無む理りだ。だが上限設定有りで見ている限り、増えない。

　成なる実みとウルキアガが充実の時間を過ごしているのだろう。

「外に控えるメアリ殿どの達への危険度が低くなっていくのは、良い事に御座るな」

　破は損そんしたアデーレの奔ほん獣じゆうについては、外に残っていた戦せん士し団だんが輸ゆ送そう艦かん側と組んで回かい収しゆう班はんをたてている。すぐに持ち出しが為なされるという事だったが、アデーレもそれについて輸送艦へと同乗する手て筈はずになっている。

　奔獣のシェルター機き能のうは惜おしいが、現状、下手へたをすると撤てつ退たい時じの足あし手で纏まといになりかねない。それゆえの判はん断だんで、アデーレも納なつ得とくの上だ。

　いつも先せん頭とうで斥せつ候こう役や防ぼう護ご役を任じていたアデーレが一番に退出というのは、意い外がいという以前に、この現場の持つ熱を示しているように思う。

　全員で、手を抜く事なく、最深部まで確実に届かねばならない。そして、全員で、武蔵むさしへと生せい還かんしなければならない。

　……何となく、三み河かわの時に似ていますね。

　あの時、自分は武蔵残ざん留りゆう組だった。

　今回は違う。

　三河で救ったホライゾンがいて、当時はいなかったメアリや誾ぎん、成実達がいて、自分はミトツダイラともども葵あおい家けに入った状態になっている。

　半年程で、何もかも大きく変わったのだ。

　正面。通路一いつ杯ぱいの幅で広がる対たい爆ばく扉とびらがある。

「フフ、さっきのもだけど、これも白化げ粧しようしてないのね」

「内部ではさっきまで行き来があったと、そういう事かな」

　二代の肩上で、正純が言う。それに頷うなずきながら、先に扉の調査を行っていた点てん蔵ぞうが振り向いた。彼は、同じように壁や床の各所を調べていた麾き下か忍にん者じや隊たいの手振りを確かく認にんの上で、

「──罠わななど、物理的な仕掛けはのう御座るな。浅あさ間ま殿どの」

　点蔵の指し示じに従って、自分は〝力使ジブリール〟を立ち上げた。手元の表示枠サインフレーム、先に点蔵が提てい示じした本ほん能のう寺じの内部構こう造ぞうに重ねた流体検知を見ている限り、この向こうにはやはり通路があり、

　……敵がいますね。

　反応の強さから言って、一人は自じ動どう人形。もう一人はそれより微び弱じやくだが、内部にこれだけ流体を内包出来る種しゆ族ぞくとなると、

「半はん竜りゆうが、います。あと、自動人形も」

「……二人態たい勢せいで迎げい撃げきに出てますの？」

「開けたらドカンとか来るのかな」

　ナイトの台詞せりふに、皆が動きを止めた。

　すると、警けい戒かいのため、扉とびらに張り付くようにして息を潜ひそめている点てん蔵ぞうの背後に彼が回り、音おん響きよう術じゆつ式しきを七つくらい立てた上で、

「ドカ──ン！」

「おおおおおお!?　──な、何するで御ご座ざるかトーリ殿どの!?」

　点蔵が言うと、彼は両手の平を見せ、静かにしろと制した。

　その上で彼は、先さき程ほどの点蔵のように一度扉に張り付き、ややあってから、

「おおおおおお!?　──な、なあにするで御座るかトゥオーリ殿!?」

「そ、そんな変な発音してないで御座るよ！　あとその変顔！」

「はいはいトーリ君、それがしたかったんですね」

　仕方ないですね、と吐と息いきしながら扉を力使ジブリールで開けていくのだが、周囲の視線がこちらに刺さっているのは何故なぜですか一体。







[image: 第五十二章『立ち位置の咲く花』]
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　弥や助すけは、真まっ白しろい通路の中央に立っていた。

　幅二十メートル程、長さ八十メートル程の通路だ。

　背後には蘭らん丸まる。そして後ろには、自分達が先さき程ほどまでいた通路区く画かくに通じる大おお扉とびらがある。

　そんな構こう図ずの正面、ずっと向こうにある大扉が、やはり開かれようとしていた。

「蘭丸君。──どう来ると思う？」

「ここまで来たら、通路内を即そく座ざ確かく認にんの上、初しよ手てから全力。そうでしょう」

「じゃあこっちも、だね」

　言っている間に、大扉が隙すき間まを生んでいく。

　左右に広がる事で生じる縦たての空間は、やがて人が一人通れるだけの幅となり、

「来たよ」

　加か速そくがついているのは武蔵むさし副ふく長ちよう。そして続くのは、高速に加速を重ねて来る、

「武蔵の第五特とく務むだ……！」
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　二ふた代よは加速した。翔しよう翼よくの術じゆつ式しきは累るい積せき型。距きよ離りを行けば行く程に加速は乗る。ゆえに縦たて横よこ幅二十メートルの通路を、まずは斜めに突っ切り、

「行くで御ご座ざるよ……！」

　壁を斜めに駆かけ上がり、天てん井じようを突っ走って距離を稼かせいだ。

　急ぐ。逆さになった視し界かいの上、床をミトツダイラが加速して行く。

　……速いで御座るな！

　最終的なトップスピードは理論上こちらが上だが、初期や突とつ発ぱつ的な加速においては向こうが上だ。小こ刻きざみに重ねられる加速は宗むね茂しげのそれに通じるが、正直、格かつ好こ良いと思う。

　なので一度はやってみたいで御座る。

　……こ、こう、で御座るかな？

　試したら一発で失敗して、〝翔翼〟が破は砕さいした。
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　……は!?

　迎げい撃げきのための装備を展開しようとしていた蘭丸は、快音と流りゆう体たい光こうの散さん華げとともに、武蔵副長が天井からこちらに降ってくるのを見た。

　飛び込んでくるのでは無い。

　落らつ下かだ。

　これは戦せん闘とう行為では無い。よくて事故。悪く言えばミス。だが、今まで戦闘状況にあった頭を切り替えた際、一番に出てきた解かい答とうは次のようなものであった。

「よ、要救助？」

「蘭らん丸まる君！　狼狽うろたえちゃ駄だ目めだよ！」

「いえ狼狽えてません。私はきわめて正常に判はん断だんをしています。弥や助すけ様、それより上から武蔵むさし副ふく長ちようが」

　落ちてきた。
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　……何してますの──!?

　王賜剣エクスカリバーを携たずさえたミトツダイラとしては、とにかく二ふた代よを拾わねばならなかった。

「二代！」

　声を掛け、王賜剣を銀ぎん鎖さに摑つかませて上へと放つ。

　落らつ下か軌き道どうの二代は、丁ちよう度ど背面跳びから落ちるような姿勢だ。後ろ受け身を取る用意が出来ている辺り、落ち着いている。

　そんな彼女を下から王賜剣で支える。支えた。重さが手て応ごたえとしてくるので、それを消さぬように、しかし落下速度を吸収しながら走り、下げて行く。

　この時、危険なのは敵の攻こう撃げきだ。何しろ今の自分は王賜剣を使えない。

　……隙すきがある状態ですわね。

　ガードか回かい避ひか、どうすべきか、と思って前を見た自分は、それに気付いた。

　敵の半はん竜りゆうが、自じ動どう人形を脇わきに抱えて逃げ出している。
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「蘭丸君！　蘭丸君！　早く戦闘状態に復帰して！　御願い！」

「……弥助様、どうして一人で物事を解決出来ないのですか貴方あなたは」

「君がいるからだよ……！」

「弥助様。今のように、統計的に見て愛の告こく白はくをされても、当方は自動人形で感情がありませんので回答しかねます」

「言っておくけどあと二十メートルで奥の大おお扉とびらだよ!?」
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　二代は、落ちていく背を支えられた事に気付いた。

　……これはミトツダイラ様に御座るか……！

　水み戸と領りよう主しゆ直じき々じきのお救いとは有あり難がたい。王賜剣の上で身を起こし、ミトツダイラの方に座ざ礼れい。そのまま正せい座ざで進行方向に振り向くと、

「おや、敵の二人が」

　蜻蛉とんぼスペアの割かつ打だをぶち込んだ。
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　ミトツダイラが見たのは、流りゆう体たい光こうの爆ばく発はつだった。

　……は!?

　何が起きたのか一いつ瞬しゆん解わからなかった。二ふた代よが爆発したように見えて、敵の砲ほう撃げきを被ひ弾だんしたのかと錯さつ覚かくしたくらいだ。

　違った。

　二代は正座したままだった。視線の先、彼女は蜻蛉スペアを構えているが、あの持ち方は、

「二代！　まだこの空間では大出力の流体攻こう撃げきは使えませんのよ！」

「忘れていたで御ご座ざる！」

　実のところ「ああなるんですのね」というのが解ったのは有あり難がたい。自分にはそういう手段が無いが、後続の皆の方で暴ぼう発はつが生じた時、慌あわてずに済む。

　今、二代の周辺に表示枠サインフレームが幾いくつも出ているのは、多分、誾ぎんの説せつ教きようだろう。解る。

　だが、と言うように、二代がいきなり身を起こし、跳んだ。

　先を逃げる二人に、後ろから襲おそいかかったのだ。
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　二代は、一気に跳んだ。

　……八はつ艘そう飛とび……！

　足あし下もとの重じゆう心しんを〝軸じく〟に集中し、そこに力を放つ。細く遠く、そんなイメージで跳ぶ。

　そして相手の背後から一撃を見舞うつもりだが、

「お？」

　前方、眼がん下かにいた相手が、いきなり消えたのだ。

　何も無い。ただ残っているのは床だけで、

　……一体敵は何処どこに──。

　思っている間に、向かいの大おお扉とびらに着ちやく地ちした。足音を立てた身は床と水平。高さは十二メートル。そこから辺りを見回してみると、ミトツダイラが走ってくるのが確かく認にん出来た。

　直後。彼女が叫ぶ。

「足あし下もと！」

　言われた瞬しゆん間かん、己おのれは跳ちよう躍やくした。壁から、床へと。身体からだは三回転コース。しかし一回転を入れる中で、ミトツダイラの叫んだ意味は理解出来た。

　壁に落ちていた己おのれの影。その足あし下もとから、黒の刃やいばが突き出していたのだ。

　それは、こちらが壁から身を離して行き、影が薄くなるに従って消えていく。

「イリュージョン!?」
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・立花嫁：『違います。〝影渡り〟の半はん竜りゆうの内、更さらに能力特化した純じゆん血けつ系けいが持つ、本当の意味での〝影渡り〟でしょう。一般的な〝影渡り〟は、繫つながっている影の中を移動するのですが、純血系のそれは、繫がっていなくても、影を〝跳び〟、移動出来るのです。

　だから〝影渡り〟と言われるのですね』

・未熟者：『はい！　一般の血けつ族ぞくが〝跳ぶ〟事は出来ないんですか!?』

・立花夫：『一般の血族の方々も〝跳ぶ〟事は可能ですが、距きよ離りが短いのです。ちなみに跳び損なうと光の側に落ちてきてしまうので、リスクが高いですね』

・銀　狼：『という事は、今ちょっと全体的に危険ですのよ──!?』
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　ホライゾンは、反射的にトーリの脚あしの間、床に嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシを非展開状態で突き刺した。裂れつ音おんを立てて床に突き立った刃は、彼の股こ間かん三センチの位置にあり、

「危なかったですねトーリ様。股間下から半竜の刃が覗のぞいておりました」

「本当だな!?　絶対だな!?　そうなんだな今のは!?」

「トーリ君、もっと前向きに考えましょうよ」

「そうです。浅あさ間ま様の言う通りです。浅間様も一つ、どうですか、この悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシなど」

「いえ、私は結けつ界かいの準備した方がいいかなあ、って……」

　確かにその通りだと思う。だが、それより先に、敵が来た。

　皆の背後だ。

　自分達と、後続となる戦せん士し団だんの後ろ。そこにいきなり、床から飛び出したような姿勢で、さっきの自じ動どう人形がいたのだ。

　彼女は、己の周囲に長ちよう銃じゆう六丁ちようを浮かせていた。重力制せい御ぎよによるものだ。

　このままでは皆が危険だ。振り向いた自分は気付いている。

　ゆえに自分は悲嘆の怠惰を通常駆く動どうの砲ほう撃げきモードで撃うち込んだ。

「皆様、危険です！」
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　銃じゆう声せいが幾いくつか響ひびいたように感じた。

　だが同時に、先さき程ほどとは比較にならない程の流りゆう体たい光こうの爆ばく発はつを、ミトツダイラは見た。

　……何してますの──!?

　ホライゾンがやらかしたというのは解わかったが、一いつ瞬しゆん見えたのは悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ。なるべくポジティブシンキンしてみると、

「敵がそちらに出ましたのね!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　危険だと判はん断だん出来たので、このホライゾン、機き転てんを利かせて流りゆう体たい光こうの爆ばく発はつをやってやろうと思いまガッ」

　明らかに、仕し留とめようとしただけだろう。しかも、撃うってから行動宣せん言げんしたのが凄すごい。

　だが、敵はいなくなっていた。伏せた皆の向こう、そこは無人だ。そして自分の目は、一瞬だがそれを捉とらえていた。ホライゾンが一いち撃げきをぶち込む瞬しゆん間かん。床の影から伸びた黒い手が、蘭らん丸まるの足を摑つかんで影の中に取り込んでいたのだ。

　もはや疑う余よ地ちは無い。〝影渡り〟の半はん竜りゆうだ。それも、

「……他を、影の中に引き込める程の能力者なんですのね!?」
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「怖こええ──！　さっきの人、何!?　撃った後で断ったよ!?　皆に！」

「こちらを仕留めるファイティングメンタルが優先されたのでしょう。正まさに世は戦せん国ごくのアグレッシブワールド。それより弥や助すけ様、女の足を摑んで引っ張るとは何事ですか」

「いや、蘭丸君、君、今の状況じゃまともに射しや撃げき出来なかったよね!?」
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　ミトツダイラは、背後となる奥側の方で、金きん属ぞく音を聞いた。

　蘭丸のいきなりの登場に、王達の方に振り向いていたせいだ。後ろから聞こえたのは、

　……弾だん丸がんの装そう塡てん音……！

　反射的に、術じゆつ式しき防ぼう盾じゆんの術式を展開。銀ぎん鎖さに摑ませ、背後一直線へと発はつ射しやした。

　直後。振り向きながら、己おのれは見た。

　こちらの横、二ふた代よがやはり王達の方を向いて着ちやく地ちするのと同時に、

「……後ろ！」

　奥への大おお扉とびらの前に現れた蘭丸が、周囲に浮かせた六丁ちようの長ちよう銃じゆうを連れん射しやしていた。

　どれも誾ぎんの十字砲火アルカブス・クルスまではいかないが、対武ぶ神しん用だ。障しよう壁へきが、七、八発を堪たえ、しかし破は壊かいされた。だが今の被ひ弾だん箇か所しよから六丁の狙ねらう軌き道どうは確かく認にん出来た。ゆえに銀鎖で弾はじき、

「二代！」

　無む言ごんで頷うなずいた副ふく長ちようが、後ろ向きに跳ちよう躍やくした。彼女はそのまま石いし突づきで弾だん丸がんを弾きながら、

「行くで御ご座ざる！」

　と、叫んだ彼女の姿すがたがいきなり消えた。
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　……え？

　ミトツダイラは、二ふた代よを見失った。

　何処どこへ行ったのか。まさか、先さき程ほどの蘭らん丸まる同様、影の中に消えたのか。

　否いな。匂においがある。そして彼女の髪かみが放っていた竹たけ炭すみの洗せん髪ぱつ剤ざいの匂いは、

「左……!?」

　銃じゆう弾だんを銀ぎん鎖さで弾はじきながら振り向いた左手側。そこには、壁にまた着ちやく地ちした二代がいた。

　敵へ向かっての跳ちよう躍やくではない。明らかに、何かを避けるための跳躍と、その結果だ。

　そして彼女がこちらを見て、

「ミトツダイラ様！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。己おのれは気付いた。だから、

「────」

　自分もまた、身を弾はじいて跳躍したのだ。
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　……な、何をして御ご座ざるか!?

　点てん蔵ぞうの目には、前線にいた二人がいきなり左右に跳んだようにしか見えなかった。

　二代が左。ミトツダイラが右だ。

　壁にしゃがみ込むような姿勢となった二人は、警けい戒かいの顔でこちらを見ている。

　何かが、二人にあったのだ。

　一体何が、と思った瞬間。自分はそれを見た。

　刃やいばだ。

　黒のナイフがナイトを狙ねらっている。だがそれは、床に落ちた影からでは無い。

「ナルゼ！　それですの！」

　二代とミトツダイラが察さつ知ちした危険。

　ナルゼの翼つばさ。その重なる影の中から刃が走ったのだ。

　……身体からだが落とす影からも攻こう撃げきを出来るので御座るか!?





●






　ナルゼは、何が起きたのか理解出来なかった。

　自分の背から、肩を越えて、黒のナイフが振られたのだ。

　その行き先は、自分の相あい方かただ。

　どうすればいい。否いな、自分の身体から飛んでいるように見える一いち撃げきは、やはりその出で所どころを翼にしている訳わけだから、

「……く！」

　解わからないまでも、これで何かが変わるだろうと、そういう思いで、己おのれは翼つばさを弾はじいた。

　主しゆ翼よくと副ふく翼よく。影を作る部分が多いのは主翼だ。

　それが跳ね上がった時、黒のナイフを振る腕も回った。勢い任せに、主翼が前に傾く程に振り抜く。すると刃やいばが正面へと走った。

　……マルゴットに行くのは回かい避ひ出来たわね……！

　セーフ。そして刃は物ものの行く先を見ると、そこに点てん蔵ぞうがいた。

「あ、ゴメーン」

　言うなり、金きん属ぞく音がした。点蔵が手持ちの鎧よろい通しでこちらの一いち撃げきを防いだのだ。

　見れば、ナイフと、それを持った腕が消えている。

　そして対する点蔵が、防ぼう御ぎよ姿勢を慌あわてて解除しながら、

「な、何するで御ご座ざるかナルゼ殿どの！」

「何よアンタ、マルゴットが怪我けがした方がいいって言うの？」

　と言ってる間に、次が来た。今度は横、マルゴットからだ。彼女の翼から黒の刃が出て、

「あ、ゴメーン」

　マルゴットが金の翼を振って点蔵が防御した。また金属音が響ひびいて、

「な、何するで御座るかナイト殿！」

「何よアンタ、マルゴットの一いち撃げきが受けられないって言うの？」

「ソレ何か理論的におかしいで御座るよ？」

　と、不ふ意いに喜き美みが後ろから浅あさ間まの胸を持ち上げた。

「見たわ！　私見たの！　今、ここの影からナイフが突き出そうとしてたのよ！　今、私がこうして皆を守ってるから、皆、ちゃんと周囲を警けい戒かいしなさい！」

「ちょ、ちょっと、ちょっと喜美！　術じゆつ式しき管理の邪じや魔ま……！」

「何言ってるの浅間！　これは広義の国防よ！　ほら愚ぐ弟てい！　場所代わってあげるから、アンタがちょっと揉もんでやんなさい！　一回揉むと武蔵むさしを一回守った事になるわよ!?」

「いや、それだと俺おれの手の影から今度は刃出るんじゃね？」

「で、ですよねー？　そうですよねー？　変わらないですよね危険。ええ！」

・金マル：『ソーチョーの台詞せりふって、つまりそうじゃなかったらモミング案あん件けん？』

・あさま：『ハ、ハイそこ勝かつ手てな検けん証しようしない！』

　メモって置く事にした。だが敵は、片方が射しや撃げきを続けてきていて、

「──後ろですわ！」

　ミトツダイラの声に、はっとして全員が振り向いた。

　背後。この区く画かくの入口となる扉とびらが閉まっていく。

　こちらを追い込み、閉じ込める構こう図ずだ。そんな位置に、蘭らん丸まるがいた。

　……いつの間に!?

　影渡りというのは解わかる。しかし、

「影が、何処どこにあったのよ!?」

　疑問に応じるより先に、蘭丸が射しや撃げきを行った。
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　……流石さすが、極きよく東とうは防ぼう御ぎよ展開が早いですね。

　戦せん士し団だん数名に被ひ弾だんをさせたものの、すぐに自動展開の防ぼう護ご障しよう壁へきと、それぞれの構えるもので防がれた。だが充分だ。

　背後。大おお扉とびらが閉じ切った音がした。閉じ込めたのだ。そして、

「弥や助すけ様」

　呼ぶと同時。自分は己おのれの影の中に落ちた。行き先は元の場所、奥の大扉前、そこに出いでて、

「──射撃再開です」
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　再び、位置を戻しての射撃が行われたのに対し、ナイトは疑問した。

　……今の後ろ回ったの、何の意味があるのかな？

　大扉を閉じたいのだろう、というのは解った。その阻そ止しをさせないため、というところか。

　最初にも、後ろに回られた事を考えると、次や、その次もある筈はずだが、

　……あ、この発はつ想そう、危険だ。

　敵の仕掛けを懸け念ねんして、動けなくなるパターン。ゆえに自分は、

「ねえ喜き美みちゃん、さっきの、アサマチのオパイの下から刃やいばってホント？」

「フフ、女は身体からだも武ぶ器きなのよ!?　オパイの下だろうとオーケツの下だろうとなんだろうとイチコロ級の攻こう撃げきが放てて当然じゃない!?」

「だとしたら相手は、そういうところからやってくるのかな？」

「うーん、男性陣じんとしては、少々対たい処しよしにくいで御ご座ざるなその場合」

　は？　とノって来たのは総そう長ちようだ。彼は首を前に傾かしげ、

「何、その影渡りって、スカートとか胸とか、下からアオりまくりな訳わけ？」

「影の側から覗のぞけるとなると、理論的にはそうなりますね……」

「作画資料を撮とり放ほう題だいじゃないのそんなの！　卑ひ怯きようよ……！」

「まあそういう種しゆ族ぞくだから仕方ないんじゃ無いかな？　だから次辺り、ほら、ガっちゃんの脚あしの間の影とか、それこそアサマチの背と髪かみの間の影とか、そういうところから来る筈」

「フフ、そうねえ。浅あさ間まなんかホント、張り出しが多くて、半はん竜りゆうにはいい発はつ射しや台だいよね」

「浅あさ間ま様、正まさに全身武ぶ器きですな。──しかし半はん竜りゆうの野や郎ろう、そんなトンデモエッチ野郎とは」

「しませんよそんな事！」

「──そこだ!!」

　全員の指さしと同時に、ペルソナ君が床の一点にモーニング地じ蔵ぞうを叩たたき込んだ。
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　モーニング地蔵は、点てん蔵ぞうの知ち識しきの中では、教きよう譜ふ武ぶ装そうの一種だ。

　仏ぶつ道どう用で、原案は重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんで欧おう州しゆう側が用いたモーニングスターに由ゆ来らいする。柄えから伸びた鎖くさり鉄てつ球きゆうは、武ぶ器きを絡め取ったり、幾いく度ども使える中距きよ離り武器として有用だったのだが、それに仏道術じゆつ式しきを乗せられないかと考こう案あんされたのがモーニング地蔵だとされる。

　作ってみたらデカいし重いし見た目有あり難がたいので扱いづらいのだが、体格の大きなアタッカーにとっては、集団戦や最初の一いち撃げきとして好まれる。

　今回も、そのセオリー通りだ。ペルソナ君が、地蔵に近い位置の鎖を持って、高速の一発を床に叩たたきつけた。

　それは明らかに硬こう音おんを放ち、何かがヒットしたと教えてくれる。

　無む論ろん、〝影渡り〟となると、影から出るのは一いつ瞬しゆん。そこで勝負を決められるとも思わない。だが、敵も今の攻こう撃げきを警けい戒かいしたとなると、

「来るで御ご座ざるよ！」

　言った直後、それが来た。攻撃の腕だ。

　ノリキの脇わきから落ちる影。戦せん士し団だんの装そう甲こうの影。そしてナイトの黒嬢シユヴアルツフローレンの影から、だ。

　……三カ所!?

　敵は三人いたのか、と思う間もない。すぐに刃やいばが振られ、

「……！」

　全員が警戒状態にあったのが良かった。どれも弾はじかれて高音を立てる。

　しかし敵はそこで終わらなかった。連続したのだ。それぞれの持つ影や、床近く。そして身体や装備の影を縫ぬうようにして、高速で連続する刃と手が振られ、

「おお……！」

　それぞれが、手持ちの武器や体たい捌さばきで、かわしては弾く。だが、数度で限界が来た。お互いの位置が干かん渉しようし、防ぼう御ぎよの盾たてや武器が接せつ触しよくしたのだ。

　しかし敵は構わなかった。この攪かく乱らんが狙ねらいだというように、

　……来るで御座るか!?

　集団の中、勢いよく三つの刃が立ち上がるのが見えた。それは高速で振られ、そして、

「──させませんわよ!!」

　天てん井じようから降ってきた二つの影が、銃じゆう弾だんを弾きながら介かい入にゆうした。

　ミトツダイラと二ふた代よだった。
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　浅あさ間まは、ミトツダイラから一枚の表示枠サインフレームが届いているのを通つう神しんで受け取った。

　……これは──。

　この区く画かく。通路の概がい要よう図ず。だがその上には、無数のマークが点在していた。そして追加で書かれた説明を見て、己おのれは確かに頷うなずいた。

「皆、足あし下もと確かく認にん御願いします！」

　即そく座ざに展開したのは、ミトツダイラの指し示じしたマークを、床に画が像ぞうとして射しや出しゆつする事だ。水平にした警けい告こく表ひよう示じ。赤の点てん滅めつをするこれが示すのは、

「蘭らん丸まるが射しや撃げきで撃うち込んだ銃じゆう弾だんです！　この弾だん丸がんが作る小さな影が、彼らの床面における移動ポイントの基き礎そです！　だからその近くから離れて下さい！」
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　二代は、駆く除じよに入った。

　仲間達や、麾き下かの装備、五体、そして床から放たれる攻こう撃げきを、一気に迎げい撃げきし、押していく。

　……ナイト殿どのの示し唆さが、当たりで御ご座ざるな！

　銃弾の影に気付いたのは、ナイトだった。蘭丸が後ろに回り込んできた意味と、大おお扉とびらを閉じた意味。それを思し案あんした彼女は、あるものに気付いたのだ。

　床に落ちる影の形だ。

　今、自分達がいるところは、通路である。ここの照しよう明めいは上方に並んだものをメインとして、左右壁の低い位置に補ほ助じよ照明が並ぶ。数が多いため、どちらかというと全方位から来る感覚がある一方で、影を作るには一つ一つが弱いとも言える。

　それを少しでも強くする方法がある。

　壁を立てるのだ。

　大扉の白は、光を反射する。手前側の通路からの余よ計けいな光を遮しや断だんし、密みつ閉ぺいの壁かべ際ぎわから立つ反射光は、床に撃うち込んだ弾丸の影を濃くし、半はん竜りゆうの足あし場ばを確立する。

　蘭丸の射撃と移動は、攻撃だけでは無い。半竜の足場作りと、そういった行為を気け取どらせないようにするためだ。

　そしてこちらの為なすべきは明確だ。

「ミトツダイラ様！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　二人で押す。敵の刃やいばを打った時に小さくとも手て応ごたえがあるならば、それは、押しているのだ。ならば狼おおかみが鎖くさりで手て数かずを増やし、こちらも蜻蛉とんぼスペアを横に構えて穂ほ先さきと石いし突づき、更さらには蹴けりも追加して押すならば、

「外……！」

　床のマーカーが無い位置へと、迎げい撃げきの方向を集中した。

　一気に押しを重ね、堅けん音おんを連続して穿うがち、

「そこに御ご座ざる……！」

　空白地へと、外側へと力を叩たたき込んだ。その瞬しゆん間かん。

「か……！」

　吐く息音と共に、流りゆう体たい光こうを飛沫しぶいてそれが現れた。

　黒の半はん竜りゆうだ。だが、一人では無かった。否いな、数は三人だが、どれも同じ姿すがただ。つまり、

「実じつ像ぞう分ぶん身しんを三体分で御座ったか……！」





●






　ミトツダイラは、今いま更さらながらに理解した。

　何故なぜ、敵が、蘭らん丸まるを移動させながらも攻こう撃げきをする事が出来ていたのか。そして多重の攻撃を皆に重ねる事が出来たのか。その仕掛けは、

・銀　狼：『実像分身、三体を扱っていましたのね？』

・俺　　：『テンゾー何体使えたっけ？　二体だっけ？』

・ホラ子：『いきなり負けましたね、敵地の奥で』

・十ＺＯ：『さ、さっきメアリ殿どのを守れたから問題ないで御座るよ！』

　だが、半竜が、こちらの打だ撃げきに姿勢制せい御ぎよを入れた。身体からだの重心を差し直し、

「まだまだ……！」

　彼が、己おのれの影に沈もうとする。だが、

「ははは！　仕掛けが見えたら、もう余よ計けいな事はさせないよ！」

　イトケンだ。彼が、人型から、一気にガス状の姿すがたへと己を変えた。

「今回は淫いん靡びガスじゃなく、単なるガスだから大だい丈じよう夫ぶ！　そして僕が皆を優しく包んであげると、どうなるか解わかるね……!?」

　解る。薄白い、霧きりのようなガスが皆を覆おおってみれば、

　……光が、弱まりますわ！

　影が消える。否いな、実際にはまだ影はある。だが、それぞれの身体や床に落ちる影は、色を薄くしていて、エッジも明らかではないものだ。

　これでは足あし場ばにも出来ないし、そこから出る事も出来ないだろう。

　半竜は、もはや介かい入にゆう出来ない。

・未熟者：『さあ！　反はん撃げきの開始だ！』

　と、状況を見た書しよ記きが武蔵むさしから声を飛ばしてきた瞬間だった。

「では、反はん撃げきの反撃を、させて頂いただきましょう」

　と、蘭らん丸まるが腕を振った。

　……何を？

　皆が息を詰めるのは、攻こう撃げきが来ると思ったからだ。

　そうではなかった。来たのは、まず、音だった。何か泡あわを立てるような響ひびきと、風が、この密みつ閉ぺい空間の中に来たのだ。

　そして高い位置から、それが放たれた。蘭丸が手を振った先。壁の上にある通気口こう一つから、白の液体が勢いよく噴ふき出した。ご、とも、が、とも聞こえる脈みやく動どうの音を立て、床にぶつかって尚なお止まらず、更さらなる速度で滝たきのように放たれ続けるそれは、

「──外がい壁へきなどを固めていた速そつ乾かん硬こう化か材ざいです。麾き下かの用意が出来ましたので使わせて頂いただきます。では皆様、ここで生き埋めになって下さいませ」
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　床面があっという間に白くなったのを、浅あさ間まは確かく認にんした。

　床に撃うち込まれた銃じゆう弾だんの影も消えるため、警けい告こくマークを残しておく意味も無い。今すべきは、急いで術じゆつ式しきを展開し、

『拍はく手しゆ──！』

　眉まゆを立てた警けい戒かい顔のハナミに応じて、皆の周囲に一度術式表示枠サインフレームが回った。

「禊祓みそぎ術式です！　重さはどうしようも無いですが、硬化材を絶ぜつ縁えんするので、とりあえず付ふ着ちやくや纏まとわり付くのを避けられます。あと、万が一、水位が上がった時も浮きやすい筈はずです！」

「え？　ちょっと待って、ええと、──ミトツダイラ」

　喜き美みが、ミトツダイラに早さつ速そく床に溜たまり始めた白い硬化材を手で跳ね掛ける。

「ちょっ……！　何しますの!?」

　だが、元々が身み繕づくろいの加か護ごもある人狼ルウガルウだ。白い硬化材は、彼女の服の上を滑って転がり、真しん珠じゆの玉のようになって落ちていった。

「あら、何これ!?　折せつ角かくミトツダイラにバシャアってやって〝あっ、我が王の白いの……！〟とか、そんな事して遊んでやろうと思っていたのに！」

「硬化材でそんな事されたら肌はだが荒れますわ……！」

・金マル：『今の、硬化材じゃなかったらオーケイ案あん件けん？』

・銀　狼：『ハ、ハイそこ！　言葉の定義を勝かつ手てにしない！』

　やはり他人のネタとして見ると面白く感じるから、不ふ思し議ぎだと思います。

　ともあれ、点てん蔵ぞうが素早く周囲を確認した。

「……通気口はあるので御ご座ざるな。だとすると、向こうの脱だつ出しゆつ口こうは、それで御座ろう。通気口の内部、各所で通路からの光が入る訳わけで御座るから、そこで生まれた影を移動し、横の区く画かくにでも入ればいいので御ご座ざる」

　と、横にいたホライゾンが、目もく測そくで通気口こうの幅を測った。彼女はそれを両手の開いた幅に置き換えると、まずこちらの胸に当てた。

　軽く食い込む。その余り分などに対し、ホライゾンが眉まゆをひそめ、しかし今度は両手を真ま下したへと下げて行った。

　腰に当たった。そしてややあってから、ホライゾンが俯うつむき気ぎ味みに身体からだを起こし、

「浅あさ間ま様、……浅間様が脱だつ出しゆつ不能なのですが……」

「いや、ホライゾンも多分、腰でガッと引っかかるし、あの通気口、縦たて一五センチくらいしか無いから、ミトの貧ひん乳にゆう回かい避ひでも駄だ目めですよ」

「こっちに飛び火しないで頂いただけますの!?」

　とはいえ、これからどうするか。水位は意い外がいに早く上がってきている。

・十ＺＯ：『今、周囲で構えてる半はん竜りゆうと、向こうの自じ動どう人形を排はい除じよしないと、脱出しようにも邪じや魔まをされるで御座るよ！』

・金マル：『というか、もう既すでに、コヤツら、外に逃げていいんじゃないかな？』

・銀　狼：『いえ、私が王賜剣エクスカリバーを差し込んで大おお扉とびらを開ける事が可能ですもの。ある程度、硬こう化かが始まるまで、こちらを束そく縛ばくすると思いますわ』

　だとすると、と思った時だ。

「弥や助すけ様！」

　蘭らん丸まるが、こちらへと連れん射しやを放った。

　何をするかは解わかる。飛んでいく銃じゆう弾だんが壁を穿うがっていく。それは、新しい足あし場ばを作ると言う事だ。蘭丸の掃そう射しやによれば内壁を一周。そして重ねていく弾丸は仕切り直しの合あい図ずに等しい。

　無む論ろん、自分達の方はイトケンの霧きりで安全が確保されているが、

　……蘭丸を移動して射しや撃げきを繰り返されると、面めん倒どうですよ……！

　しかし敵はこちらの都つ合ごうに構わない。

　すぐに半竜が動いた。それぞれ三体、近くの壁に向かって、身を揺らし、

「……っ！」

　足あし下もと、自分の影の中へと落ちたのだ。
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　何もかもが即そく座ざの動きだった。

　ミトツダイラの視し界かいの中、いきなり動いたのは、喜き美みだった。

　彼女は音おん響きよう術じゆつ式しきを展開し、白の水面に沈み掛けた右の踵かかとを後ろにキック。その直後に、すぐに前へと跳んだ。

　それはイトケンの庇ひ護ご下かを出るという事だが、

「フフ、そっちは適てき材ざい適てき所しよでこの白いのを解決なさい。

　こっちはもう、ソッコの一いつ瞬しゆんってヤツで、──反はん省せい状態にさせてやるわ」

　喜き美みの着ちやく地ちは、沈まなかった。そして白の水面上に立ち、彼女が歩き出した。水よりも比ひ重じゆうが大きく、重いとはいえ、普通に歩ける代しろ物ものでは無い。更さらに気付かされるのは、

「喜美、……さっきの半はん竜りゆうは？」

　影に消えた半竜が、蘭らん丸まると合ごう流りゆうしていない。

　その事実を既すでに解わかっているのか、喜美が蘭丸の方へと爪つま先さきをターンし、こう言った。

「いるわよ。──私の影の中にね」

　フフ、と笑う声が聞こえた。

「見え見えだから、軌き道どう制限掛けて、摘つまんであげたわ。三体、ね」
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「逃がしゃしないわよ。隠かくれてる事に優ゆう越えつを感じる相手は、ね」

　言って喜美が示したのは、横の壁だった。ミトツダイラが振り向いたそこには、蘭丸が掃そう射しやで穿うがった弾だん丸がんの影が並んでいる。しかし、規き則そく性を持って連続する弾だん痕こんは、その幾いくつかが影を失っていた。

　……硬こう化か材ざい!?

　そうだ。さっき動く前、喜美は右の踵かかとで後ろに軽くキックした。あれは、前へと跳ちよう躍やくする前振りかと思ったが、違う。

　粘ねん質しつな硬化材を蹴けって飛ばし、弾丸を覆おおったのだ。白の液体は分厚く弾痕に被かぶさり、垂たれはするものの、もはや影は壁に落ちない。

　これで、二ふた代よが弾はじき出した一体は、行くべき軌き道どうを失った。

　そして前に飛ぶ時、やはり硬化材を壁に蹴りつければ、一体の軌道をまた消せる。

　残り一体。最短距きよ離りを行こうとするそれに、他の二体も便びん乗じようするだろう。

　後は簡単だ。最後の一体が逃げる軌道に、割り込めばいい。点のような影ばかりとなっている現在、喜美の身体からだが作る影は、まるで浮うき島しまか壁のように介かい入にゆうした筈はずだ。

　結果、ある事が起きた。

　水面を歩く喜美の身体、その影の至る所から、黒の刃やいばが生じて彼女に振り下ろされたのだ。

　三体の実じつ像ぞう分ぶん身しんが、彼女の影から一いつ斉せいに攻こう撃げきを仕掛ける。

「喜美……!?」

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。ネイト、ステイステイ」

　と、王が、頭の後ろで手を組んで言った。

「姉ねえちゃん、こっちはこっちでやれ、って言ってたろ？　オメエは扉とびら開ける用意しとけ。

　──解わかるだろ？　姉ちゃん、ノってんだよ。俺おれ達にとっての、最後の関かん門もん開ける切っ掛けが自分だと解わかったからさ。俺おれの姉ねえちゃん、しっかりやってくれてるんだ」

　直後。三本の刃やいばが、喜き美みのいる位置に叩たたき込まれた。
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　……何ですか、一体……!?

　蘭らん丸まるは、訳わけの解らないものを見ていた。

　水位を上げていく硬こう化か材ざいの水面上、音おん響きよう術じゆつ式しきでやかましい音を立てながら、派は手でな女が歩いて来る。だが彼女には、弥や助すけが攻こう撃げきを掛けているのだ。

　歩くたびごと、ではない。形なり振ふり構わぬ勢いで、弥助の黒い腕とナイフが派手な女のありとあらゆる処ところを突き刺し、切り刻もうとする。そしてそれは当たったように見えて、

「フフ」

　小さな笑いと軽い身のシェイクで、当たらない。

　……おかしいです。

　同時攻撃も放たれているのだ。挟きよう撃げきだって行われる。しかし当たらない。

　この女は確か、三み河かわ争そう乱らんの時、何やら回かい避ひ系けいの術式を使用し、現武蔵むさし副ふく長ちようを退しりぞけた筈はずだ。だが現在、彼女は何の術式も使用していない。

　純じゆん粋すいな体たい術じゆつで、回避しているのか。

「く……！」

　射しや撃げきしようにも、弥助が邪じや魔まだ。確実に巻き込む。そして相手は、一歩一歩、軽い足取りで、しかしこちらに近づいてきた。

「さあ、──フフ、どうシメて欲しいかしら？」
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　弥助は、焦あせっていた。

　……何だよ、これは……！

　訳の解らない事じ態たいだった。

　何故なぜ、攻撃が当たらないのか、解らない。彼女の影の中から、攻撃を繰り返しているというのに。自分の身体からだを傷つけるのと同じだろうに、何故、当たらない。

　袖そでの影。腕の影。脚あしの影。スカートの影。胸の影。手て指ゆびや顎あごの影。それらから刃やいばを走らせても、何も起きない。

　髪かみの中から攻撃しても、髪の毛一本と切る事が出来ないのだ。

　おかしい。

　だって相手は、ただ歩いている。その筈なのだ。なのに何故。

　訳が解らないので、この影から離り脱だつしようと思う。ゆえに近くの壁に蘭丸が撃うち込んだ弾だん丸がんの影に跳ぼうとすると、

「フフ、駄だ──目めよ。駄目駄目」

　と、彼女が軽く身を回す。まるで役やく者しやが花はな道みちを歩きながら自分を見せびらかすように、軽くくねったターンがしかしこちらを振り回す。

　速い動きでは無い。しかしついて行けず、転ばされたような状態になるのだ。

　……くそ……！

　攻こう撃げきを、両腕うでで行う事にした。非ひ襲しゆう名めい者しや、一般人相手に行って良い挙きよ動どうでは無い。だが、

「どういう事だよ……！」
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　フフ、と喜き美みは歩いた。ただ硬こう化か材ざいの白い水面を、肩を揺らし、胸を張って歩いた。

　今、自分の身体からだの各所。己おのれ自身が作る影から、黒の刃やいばが走り、手がこちらを捉とらえようとしている。

　当たらない。

　……ええ、当たる訳わけないじゃない。

　当然だ。だから、避けていないのだ。

「フフ、馬ば鹿かね」

[image: ]

　刃やいばが頰ほおの横を行く風に、髪かみを靡なびかせて己おのれは言う。

「アンタ、女の子と手を繫つないで歩いた事、無いでしょう？」
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　相手の女の一ひと言ことは、弥や助すけにとってダメージの深いものだった。

　……確かに……！

　異性？　何ですか、それ。教きよう導どう院いんでは授業と訓くん練れん。帰き宅たくしたら配送のバイトと、麾き下かの男連れん中ちゆうと飲みに行ったり、自宅で料理を楽しむ派はですが何か。

　ええ、異性とか、生活の中に一切いませんが。

　だが、相手は言う。

「女の子と男の子は、全く違うの。骨こつ格かくも違えば、筋きん肉にくの量も、内ない臓ぞうだって違うわ。

　それだけ違えば、もう身のこなしや、似に合あう服や髪かみ型がた、歩き方も、バランスの取り方も、視線の走らせ方だって違えば、考え方も、日々の体調も、喉のどの渇かわきや人恋しさや、楽しかったりつまらなかったりだって違うのよ？

　なのに、さっきから、アンタ、何を捕とらえようとしてるのかしら。

　その動きは、私を捕つかまえているようで、実は動きの中に何もいない。ただその気になって、アンタの好きな動きをやっているだけなのよ」

　駄だ目めよ。

「捕とらえようとするなら、アンタの動きで、私に合わせなきゃ」
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　喜き美みは言う。胸を張って、自分を見せるように、一歩一歩を水面に立てて言う。

「馬ば鹿かね」

　身体からだを揺らし、全身と髪を靡かせ、しかし顔を見せる事を主張と呼ぶ。

　そんな気分を身体で見せながら、アハ、と笑って口を開く。黒の刃が走り、手が身体を這はうようにして捕まえようとするが、届かない。触れる事は一切出来ない。

「解わからないんでしょう？　今まで、どんな相手であっても、捕まえてきたと、そういう自信があるのに、何故なぜ、私だけにはそれが通じないのか、って」

　それは簡単な事よ。

「──私は、自分の影より素敵な女よ」

　解る？

「アンタ、今まで、どんな人でも捕らえてきたつもりだろうけど、そうじゃないわ。

　アンタはただ、その人の影を捕まえていただけ。

　でも私は問いかけちゃう。──影なんか追ってみたところで、その人の何が解るの？」

　歩く。身を回す。影の中から生じる刃やいばが、こちらから逃げ出そうとしていて、しかしこのターンで振り回される。

「馬ば鹿かね。──影に骨こつ格かくがある？　筋きん肉にくがある？　内ない臓ぞうがある？　身のこなしや、似に合あう服や髪かみ型がた、歩き方や、バランスの取り方。視線の走らせ方も、考え方も、日々の体調も、喉のどの渇かわきや人恋しさや、楽しかったりつまらなかったりも、影にはあるの？

　答えはＮＯ。ＮＯ、ＮＯ、ＮＯ、ＮＯ！　やだ私、英国弁べんペラペラじゃない素敵！

　でも影には無いものって、どこにあるの？」

　己おのれは、歩きながら、自分の胸の中央を両の手で示した。

「ここよ」

　どうかしら。

「影を追ってばかりのアンタには解わからないわ。私のテンポも気分もね。そう、骨も肉もモツもハツもタン塩も、服や考え方や体調や気分や何もかも。それをまとめて生まれるものが何か、一つ教えてあげるわね」

　簡単な話だ。刃の挟きよう撃げきをただ歩くだけで後ろに置いていって、己は言う。

「それは鼓こ動どうのテンポよ。──日によって、時間によって、相手や言葉にもよって可変するもの。でも、今の全てを示すもの。つまり、──気分ってやつよ」

　どう？　と己は問うた。六本の刃の同時攻こう撃げきを、軽いステップで後ろに置き捨て、こう問いかけた。

「──アンタの今の気分と、私の今の気分、相当に違うっぽいわね？

　どうかしら？　愚ぐ弟ていやここ最近増えた妹達の道を私だけが開けてやれる超優ゆう越えつ。後で菓か子しでも夜食でもマッサージでも頼み放ほう題だいの贅ぜい沢たくコンプリートなナイステンションと、アンタの、私の影だけ見て手を振り回してるそのテンションが、同じになれると思う？

　私は今、正面見て、前を見て、何にも恥はじずに咲いて生きてるのよ。

　これから楽しい事があると、それだけ思ってるの。

　──アンタはどうなの？」
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　問われ、弥や助すけは歯を嚙かんだ。

　……どうって、あるともさ……！

　地元は、暗黒大陸だ。奴ど隷れい貿ぼう易えきの歴史再さい現げんなどが多く、逆にそれを利用して地元の価か値ちや政治的な存在意い義ぎを上げる事が出来ていた。自分達はそのために、〝出で稼かせぎ歴史再現〟と呼ばれるような方法で、欧おう州しゆうに渡って生活してきたのだ。

　しかし羽は柴しばが九きゆう州しゆうに介かい入にゆうしてきてから、事情が変わった。いろいろと政治的なものが整備され、各地のインフラも整い、身分を貶おとしめる〝出稼ぎ歴史再現〟をやらなくてもよくなった。

　貧しい土地や、外に出る事が難しい地ち域いきに住む者達は、もっといい場所へと移住し、編入もされ、自分達の種しゆ族ぞくだけでは無く、暗黒大陸全体が発展したのだ。

　これは、蘭らん丸まるにも話した事だ。

　だけど自分は、一つ、表おもてには言えない事がある。それは、

「僕の住んでいた村、──無くなっちゃったんだよ」
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　家族がいて、近所がいて、地元の友人がいて、誰だれも彼も助け合って、話題は狭く共通で。ちょっとでも町に出てくると、帰き宅たくの際には持ち帰るものばかりで。

　でも今は違う。

　両親は島しま津づの方に移住し、市いち場ばで働いている。山奥の特産物などに詳しいからだ。

　地元の友人達は、三征西班牙トレス・エスパニアの方に出ているし、近所の人達は四し国こく側の沿岸部でIZUMO系けい研究施設の用務を行うようになっている。

　皆、裕ゆう福ふくになったし、幸せな生活を得た形だ。

　だけど自分は、〝その形〟のために、外へと出て行った訳わけでは無い。

　あの村。あの人々。あの関係。それらを守るために、己おのれは外へと出て行ったのだ。

　だが、自分が外に出ている間に、地元は変わっていき、無くなった。今行っても、大きな畑はたけがあるだけだという。

　じゃあ自分はその畑のために、外に出たのか。友人達や、近所の人々が、バラバラになるために、外に出る事を望んだのか？

　違う。

　父や母は、たまにはこっちに来いと通神文メールをくれる。だけど自分は、P.A.Odaの襲しゆう名めい者しやで、今が大だい事じなのだと言って、行きはしない。

　行くのが怖こわいのだ。自分の知らない土地で、知らない近所との関係の中、自分の大事な人が笑って生活しているのを見るのが怖いのだ。つい、彼らの今を否定してしまいそうで。

　だから、望んだ。創そう世せい計画を望んだ。

　終わらせて、終わらせない。そうだ。自分の今も、皆の今も、平等にそうしてくれ。

　それが今の望みだ。

　それなのに、何だ一体。

「正面とか、前って、何だよ!?　……足あし下もとが、もう、僕には、僕の分しか無いんだよ！」

　自分の落とす影を否定したら、もう何も残らない。

　前を見てしまえば、自分が好きだった何もかもは、見えなくなってしまうのだ。

「前なんて、僕には無いだろうに……！」

「馬ば鹿かね」

　攻こう撃げきを送る向こうで、相手が言った。

「解わかるわ」

　何が。

「女の子と手を繫つないだ事も無い、戦せん闘とうの手て練だれ。隠かくれるのが好きで、出来る事なら争いごとは避けたいと、ゆっくり静かに生きてきた。──つまり、一人なのよね、アンタ」

「それがどうした……！　何が解る!?」

　問い、刃やいばを叩たたきつけるが、しかし当たらない。だが、不ふ意いに彼女が足を止めた。

　そして言葉が聞こえた。

「──一人で、共にいる人もいないならば、顔を上げて見なさい。

　アンタを何処どこかから縛しばるものが無いなら、アンタの見た方向は、常に前なのよ」

　いい？　と言って、彼女が動いた。

　こちらの振った刃の手て指ゆびを摑つかみ、振り抜く動きに合わせて絡めてくる。

　……う、うわ。

　柔らかいと、そう思った瞬しゆん間かん。

「前にだって影はあるわ。アンタの見た方向。そこにある影を見つけたら、もう、その形だけでは無く、それを作っているものの気分を捉とらえなさいな。

　──それが、アンタが自分以外に望むものよ。それも、絶対の行くべきところ」

　さあ、という言葉と共に、自分は高速のスピンで外に投げ飛ばされた。

「──自分の影を作りに、光の下で笑うといいわ」
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　弥や助すけが彼女の影から手指の動きだけで投げ飛ばされるのを蘭らん丸まるは見ていた。

　距きよ離りにして五メートルも無い位置だ。そこから、軽くトスするような動作で、身長二メートルを超える半はん竜りゆうが勢いよく吹っ飛ばされた。

　空中で七回転程した後、弥助の全身が天てん地ち逆さに大おお扉とびらへと激げき突とつした。

　震しん動どうがあり、力を失った弥助の身体からだが、ゆっくりと硬こう化か材ざいの水面に落ちる。巨きよ体たい故ゆえ、飛沫しぶきよりも波が立ち、しかし彼は動かない。

「最後、良かったわね。三体分じゃ無く、一つにまとめてきて、感情を感じたわ」

「何がですか……！」

　弥助を倒されたという意味を理解の上で、己おのれは相手に長ちよう銃じゆうを向けた。

　だが、その時になって気付いた。

「当たると思ってるなら、アンタ、不幸せね」

　言われる通りだ。先さき程ほどの弥助との遣やり取とりを見ている限り、この相手に自分の銃じゆう弾だんが通るとは判はん断だん出来ない。だが、

「──ならば、このまま、ここで共に埋まるだけですね」

　弥や助すけが復帰しなければ、自分も生き埋めだ。だが自じ動どう人形として覚かく悟ごは出来ている。

　しかし、相手は首を傾かしげた。

「アンタ、ホントに不幸な子ね。──水位上がってないの、気付かないの？」

　え……？　と疑問してみれば、確かにそうだ。白の硬こう化か材ざいは、臑すねの下辺りから上がっていない。だが、右手の通気口こうからは、ずっと大量の硬化材が滝たきのように零こぼれている。

　……では、何故なぜ……。

　と思って見た区く画かく内。こちらに来る武蔵むさし勢ぜいの向こうで、壁かべ際ぎわに妙みような物がある。

　白の柱はしら、という風ふうに見えたが、そうではない。半透とう明めいの、パイプのようなものが、

「……な、何です!?　あの、通気口に硬化材を吸い出しているのは!?」

　疑問の先で、パイプがこちらに振り向いた。スライムだった。

「ははは、我が輩はいの名はネンジ！　貴き様さまのような小こ娘むすめが、自じ害がいなどを望むのを阻そ止しする者である！　今、向こうに吐き出している硬化材も、先さき程ほど成分を検けん分ぶんしたから、中ちゆう和わ剤ざいとなる我が輩の消化液を含めている。もはや生き埋めなど不可能と知れ……！」

　言われた意味を理解して、己おのれは、

　……あ。

　何もかもが無意味になったと判はん断だん出来たと同時に、一いつ瞬しゆん、己を〝切り〟そうになった。

　だが堪こらえ、失った力を膝ひざへと込め直していると、

「フフ、死なないでいてくれると嬉うれしいわ。──愚ぐ弟ていが、喜ぶものね」

　そして派は手でな女は、駆かけつけてくる武蔵勢に振り向いた。彼女が見るのは、彼らの先せん頭とうにいる武蔵総そう長ちよう。問う言葉は、笑えみを含んだ色で、

「愚弟、──いう事は？」

「ああ。──無む茶ちや苦く茶ちや有あり難がとう」

　彼の言葉に、彼女が顔に笑みを作る。それだけでいいのか、と思うが、二人の間にはいろいろなものがあるのだろう。

「──では、行きますわよ！」

　狼おおかみが、閉じていた扉とびらに王賜剣エクスカリバーを突き刺すのを見て、己は思った。

　自分の歴史再さい現げんが、ここで終わったのだと。
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「……本ほん能のう寺じ内部の警けい備びが、突とつ破ぱされた？」

　そのような情報が賤しずヶ岳たけに伝わったルートは、二つあった。

　一つは、三みつ成なり経けい由ゆで羽は柴しば勢ぜいへ。

　もう一つは、前まえ田だ・利とし家いえから不ふ破わを通じて柴しば田た勢という、二ルートだ。

　両勢共に、三十分間の休きゆう憩けいの後、柴しば田た、御お市いちの二人に対し、羽は柴しば勢ぜいが挑いどむと、そんな流れが決まっていた時間帯たいだった。

　短い休憩であり、その後は相あい対たい戦とも言える代表者同士の戦い。麾き下かは、準備を行い、食事などを摂とったり、または柴田を訪ねての挨あい拶さつなど、それぞれの時間を過ごしていた。

　そこに来た本ほん能のう寺じの進行状況の知らせは、幾いくつかの緊きん張ちようを生んだ。

　羽柴勢においては、自分達の戻りが間に合うのかという懸け念ねんからの緊きん張ちよう。

　柴田勢においては、羽柴勢が、その懸念から前倒しの勝かつ手てな動きをするのではないかという、そんな緊張が走ったのだ。

　だが、竹たけ中なかが急ぎ行動時じ刻こくの確かく認にんを不ふ破わに送り、両者の間でのホットラインを確立。柴田勢が決けつ戦せん用に北きたノ庄しよう城じようを改かい装そうしていくと同時に、羽柴勢は、誰だれと誰が現場に乗り込むかを議ぎ論ろんする事で、出場までの時間を費ついやす事にしたのである。







[image: 第五十三章『帰り間際の気乗り娘』]
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　清きよ正まさは、柴しば田た班はんの布ふ陣じんの中にいた。といっても、捕とらわれている訳わけでは無い。南北中央回かい廊ろうに作られた羽は柴しば勢の陣じん幕まくにて、一ひと息いきをついていたのだ。

　両肩の装そう甲こうは疲ひ弊へいし、片方は満足に動かなくなっている。大おお谷たにの作ってくれた制御情報プログラムで保っているが、これではハードな戦せん闘とうに耐えられないだろう、とも思う。

　それに、カレトヴルッフが、そもそも対武蔵むさし用として有用だ。残り二発。自分が負ふ傷しようして、これから控えている対武蔵戦でカレトヴルッフを撃うてなくなるというのは避けたい。

　ゆえに、自分は対柴田、御お市いち戦には出場しないと、そう決めていた。

　……危険な要因が多過ぎますものね。

　陣幕の中、幕の際きわに並ぶ輸ゆ送そう用の小型木箱コンテナに座り、隣となりには頭部装甲を置いて一息だ。手てつ甲こうまでを外し、肩けん部ぶ装甲も外すと、もう戦闘とは離れていくのだと実感出来る。

　食事は、左さ近こんが運んでくれた。受け取る時、立とうと思ったが、身体からだが重かった。

　疲れているのだ。ゆえに無む理りをせず、頭を下げ、

「さっきは、どうも有あり難がとう御ご座ざいます。丹に羽わ様の方、お任せして」

「いえいえいえ！　清正様クラスのお手伝いとか、なかなか無いですよう。それに丹羽様にも、いろいろ教えて頂いただいた感じで、鬼おに武たけ丸まるさんの説せつ教きようモードも炸さく裂れつですよさっきまで」

『貴き様さま……！』

　と頭部装甲が声を上げているが、左近はそれを外さない。

　ゆえに、ひょっとして、と思って声を掛けてみる。

「左近様、……出場を？」

「あ、竹たけ中なか様から、その可能性もあると、そう言われましたですよ？　糟かす屋や先せん輩ぱいの補ほ佐さとしてつくかどうか、という事で。ただ、どちらかを嘉よし明あき先輩か脇わき坂さか先輩にした方がいいんじゃないかと、そんな検けん討とうもあるそうで」

「アンジー、キメちゃんとじゃないと最終的なところでノリが悪いよー」

　聞きつけた脇坂が、肩をすくめて言うのに対し、自分も確かにそうだろうと思う。一方の嘉明と言えば、こちらはこちらで、

「正直、いろいろやって疲弊してるわ。零ゼロの状態で行ければ、と、常々思ってしまうのは、一種のプレッシャーよね。でもまあ、行けと言われれば行くしか無いのも解わかるけど」

　との事で、これもまた言い分はよく解る。ついでに言うと、

　……お二人とも、確かに、行けと言われたら、行くのでしょうね。

　そういう二人だ。何だかんだで、現状におけるベストな仕事をするだろう。見れば糟屋も、毛布にくるまって養よう生じよう中の可か児にと話しながら、食事の方を摂とっている。

　恐らく、一番の大戦せん力りよくは糟屋だろう。体力さえ回復していれば、切きり札ふだとしての本性発はつ揮きも使える。そして既すでに弁べん当とうの箱を三つ程空あけているのを見るからに、本人としてもそのつもりでやっているに違い無い。それに比べてしまうと、

　……私、駄だ目めですね……。

　疲ひ労ろうが強い上に、早さつ速そく、装備を解除してしまった。は、と吐と息いきすると、

「キヨキヨ──」

「何です？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じて、脇わき坂さかが言った。

「やっぱ、フクシマンいないとノリが悪いよね。キヨは」
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　嘉よし明あきは、久しぶりに清きよ正まさが狼狽うろたえるのを見た。

「い、いえ、そのような事は無いですよ!?　福ふく島しま様と、私の方のテンションは別で。ええと、今、実際に私の方は装備も疲ひ弊へいしてますので、ええ……！」

　……解わかり易やすいわ……。

　しかしこの二人、というかこの一人とあの一人、もう一ヶ月以上、会っていないだろう。

「ここで集合になるかと、そう思ったのにね。……福島との通つう神しんは？」

・黒　竹：『あー、柴しば田た班はんの通神制限が、結けつ構こう残ってるんですよね。あれ、近くの産土うぶすな単たん位いで行っちゃってるのと、境きよう界かい関係で交差してるので、外部から解除した方が早かったりで』

・つるぎ：『今、柴田班は布ふ陣じん内の通神をオープンにしてくれたので、周辺地ち域いきも安あ土づちの出力で強ごう引いんに解除する事は出来るんですけど、それをやると柴田班のメンツを潰つぶすから出来ないんですよね。柴田班は今、準備中で忙いそがしいですし、終わった後の撤てつ去きよ時じにそれをやればいいだろうと、そう考えてるようで』

・ＡｎＧ：『まー、よく考えたら、柴田班も、ここでフクシマン合ごう流りゆうは嬉うれしいのかな？』

・カニ玉：『嬉しいと思います！』

　可か児にが、毛布の中から顔を上げて言った。

「柴田先せん輩ぱいは、福島先輩が来たら喜ぶと思います！　強い人と当たりたい、そういう人だと、何となく解りました！　この人も、一生、頑がん張ばってきた人なんだって！」

　だから、

「……出来れば、福島先輩が戻ってきたらと、そう思います！」
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　柴田班は、二つの準備を並行していた。

　一つは、北きたノ庄しよう城じようの準備。これは、聖せい譜ふ記き述じゆつで言われている通り、柴田が最後、仕掛けた爆ばく薬やくで全てを吹っ飛ばすための準備だ。先さき程ほどまでは、羽は柴しば班に流用されてはマズイという理由で仕込んでなかったが、いざ事情が変わると三十分でそれを行う羽は目めになる。

　そしてもう一つの準備は、そんな祭の終わりから退たい避ひをするため、非戦せん闘とう員いんを始めとした人員と貨か物もつを、外へと退出させているのだ。

　北きたノ庄しよう城じようは、柴しば田たの布ふ陣じんの中、やや東寄りにある。ゆえに貨物の搬はん出しゆつは、布陣の東側。城じよう塞さい艦かん列れつの外にある小さな広場に移動し、そこから輸ゆ送そう艦かんで吊つり下げていく方針だ。

　そんな場所なので、柴田班の東側は、ずっと人と貨物の流れが続いていた。

　そして外から、ふと、大きな影が来た。

　鹿しかだ。

　鹿に乗った槍やり持もちの人。対し、柴田班はんは、誰だれも率そつ先せんして話しかけようとしなかった。

　フザけているなら、構うのは時間の無む駄だだし、本気ならば話しかけたくないからだ。

　だが、なるべく背を向けていた守しゆ衛えいに、鹿の上から声が掛かった。

「あ、ここは柴田公こうの本ほん陣じんで御ご座ざりますな？　ちと、尋たずねたいので御座りますが」

　勘かん弁べんしてくれ……、という守衛は、吐と息いきで振り向いた。

　周囲の、任せた……！　という雰ふん囲い気きの中、しかし守衛は義務として問う。

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだ。今、ちょっと立て込んでいてな」

「成なる程ほど、どうも不ふ意いの戦闘の御ご様よう子す。同じM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク勢ぜいとして、ここは拙せつ者しや、加か勢せい出来るかもしれぬで御座るが、持ち場はあるで御座るか？」

「はあ？　──あー、何処どこの田舎いなか部ぶ隊たいか知らないが、流石さすがに遅いぜ。もう終わるところなんだ。つーか、誰だれ、アンタ」

「羽は柴しば班の、福ふく島しま・正まさ則のりに御座ります。先日までここで御お世せ話わになっていたで御座りますが」

　守衛は、三度頷うなずき、深く息を吸ってからこう叫んだ。

「て、敵てき襲しゆう──!!」
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　脇わき坂さかは、大体の方針を理解していた。

　……これは、タケと、キメちゃんかなあ。

　糟かす屋やと嘉よし明あきならば、地上戦と空中からの援えん護ごで戦える。

　地上戦を糟屋一人に任せるのは酷こくだが、空中からの位置取りさえ間違えなければ、確実に敵のどちらかを後ろから攻こう撃げきし続けられる。

　今、嘉明が白姫ヴアイス・フユルステインに組み込んでいるのは、相手の挙きよ動どうを読み取り、自分の最適な位置を魔術陣マギノフイグーアに映し出す管制術じゆつ式しきだ。

　小お田だ原わら征せい伐ばつの際、武蔵むさしの会計と正面撃うち合いという構こう図ずになり、勝ちはしたものの、やはりダメージを受けた。だから戦闘構図のバリエーションを持とうという意味で、包ほう囲い戦などにも使えるそれを研究し、作り上げていたのだ。

「さて」

　と嘉よし明あきが白姫ヴアイス・フユルステインを立てて構える。自分の準備は出来たという事だろう。糟かす屋やの方も、銀釘アルジヨント・クルウの調ちよう整せいと、バイザー型視覚術じゆつ式しきの準備を終えて、左さ近こんと軽く手合わせをしている。左近の首の辺りが柴しば田たの顔と見立てて、リーチの確かく認にんをしているのだ。

　そんな皆に対し、一人、退出の準備をしている者がいる。

　清きよ正まさだ。彼女は、糟屋が気き遣づかいで渡した追加の焼き肉弁べん当とうを頂いただき、一ひと息いきついて御お茶ちやを飲んでいる。既すでに近くの木箱コンテナには、彼女の肩けん部ぶ装そう甲こうやカレトヴルッフが積んであり、状況としては完全に賤しずヶ岳たけ以後の動きを見み据すえたものだ。先さき程ほどから言葉無く、ここにいる理由も見つけられていないような彼女には、仕方なさも憶おぼえる。

　……フクシマンと合ごう流りゆう、したかったろうなあ。

　何も気付いていない自分達ではない。だから何かフォローが出来ればと、そう思った時だ。

「んン？」

　不ふ意いに、東の方が明るくなった。

　柴田班。北きたノ庄しよう城じようの近くだ。そちらの方で、投とう光こう術じゆつ式しきが一いつ斉せいに点ついたのだ。

　最後の戦いのライトアップかと思えば、それには音が付ふ随ずいしてきた。金きん属ぞくのぶつかり合う音や、銃じゆう撃げきの響ひびき、そして怒ど声せいやかけ声だ。

　聞こえてきた音の集まりに対し、糟屋が振り向き、こう言った。

「……反はん乱らんでも、起きましたの？」

　直後。警けい報ほうが響いた。各所に警けい告こくの表示枠インシヤ・コトブが立ち、その中で不ふ破わが眉まゆを立てて叫んだ。

『敵てき襲しゆう……！　総員警けい戒かい！　ってか羽は柴しば君トコの子達！　ちょっと、何!?』

　何って、一体。

『そっちの福ふく島しまさん、いきなり東から乗り込んできているんだけど、何!?　こっちの裏搔かいて、そういうつもりだった訳わけ!?』

　叫びの意味は、全く解わからなかった。ただ、動きがあった。

　土を踏み、並ぶ木箱を揺らして立つ姿すがたがあったのだ。

　清正だった。
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　清正は、ややあってから、自分が身を起こしていた事に気付いた。

　周囲、誰だれもがこちらを見ている。夜の中、陣じん幕まくの内で、東に生まれた明かりを逆光として、皆が自分を見ている。そんな視線の群に気付き、己おのれは、不ふ意いに覚めた。

「あ、いえ、そんな」

　何が〝いえ〟なのか、自分でも解らない。ただこちらは、もう一度座り直しながら、

「ど、どうぞ、そちらで話を進めて下さい」

　言いつつ、口元と、身が震えていた。

　福ふく島しまが、ここに来ている。その事実を、脇わき坂さかが告げた。

「フクシマン、来たよ？」

「え？　ええ、Ｔｅｓテスタメント．、そうですね。福島様、恐らく、何も知らず、来てしまったのかと」

　解わかったような事を言っていると、そう思う。だが、ここに福島が来たとしても、自分にはどうしようも無い。疲ひ弊へいして、装備も万ばん全ぜんでは無く、何しろ、

　……福島様がこちらをどう思っているか、解らないのです。

　糟かす屋や達や、嘉よし明あき達は、お互いを良く知っていて、コンビもすぐに組めるだろう。だが、自分と福島は駄だ目めだ。夏休みの入り際、自分が主となって、やらかしてしまった。

　元のような関係になるのには、確かめなければならない事が多過ぎる。

　だから駄目ですと、そう思い、己おのれは皆に笑えみで手を振った。

「どうぞ、そちらで、御願いします」

　言うと、皆が顔を見合わせた。ただ嘉明が、「そうね」と言って腕を組み、

「誰だれが、……福島と組むのかしら？」

　その問いかけに、自分はただ俯うつむくしか無い。が、下を見た視し界かいに、あるものが入ってきた。

　通つう神しん用の表示枠レルネンフイグーアだ。送り元は安あ土づち、鍋なべ島しまからだった。そう、彼女には、賤しずヶ岳たけの戦いに出られない手持ち無ぶ沙さ汰たの解消として、掃そう除じを頼んでいたのだ。

　何事でしょう、と思い、この場の空気を逃のがれるため、鍋島と話す事にする。
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　鍋島は、ちょっと困っていた。これは話していいものかどうしたものかと、そんなレベルでの困こん惑わくだ。だが、

　……掃除を完かん遂すいするには、コレが邪じや魔まなんだわさ……！

　思っていると、通神が繫つながった。制限が掛かっているのか、文字のみだが、

・巨　正：『どうしました？　鍋島さん』

・ナベ３：『あ、清きよ正まさ先せん輩ぱい！　ちょっと掃除してまして、で、ええと、もうほぼほぼ終わったんですわ！　後これだけ、という感じで』

・巨　正：『まあ、どうも有あり難がとう御座います。それで、何が引っかかっているのです？』

・ナベ３：『ええと、……部屋の隅すみに積まれていたゴミとかが色々と言って、解りますか？』

・巨　正：『あ、……あの山を処しよ分ぶんして下さったのですね。どうも有り難う御ご座ざいます』

　……通じてないわ──！

　もう、こうなったら、言うしかない。

・ナベ３：『あのですね？　清正先輩。あのゴミの中から、アレが出てきたんですわ。枕まくらですわ！　枕！　あの、表面に、単たん語ご書いてあるアレ！』
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　は？　と清きよ正まさは思った。鍋なべ島しまの言っている事が、おかしいからだ。

　枕まくらというと、自分は寝る時に使っていた。だが、夏休み前、やらかしたのだ。

　Ｔｅｓテスタメント．枕を作ってしまった。あれは完全にテンションだと思うが、それは合がつ宿しゆくから戻ってきた時、ヒステリーで投げつけて積んだゴミ類の上に載のっていた。

　しかし、幾いくら何でも、これの処しよ分ぶんを鍋島には任せられない。

　だから、それだけは、自分で捨てたのだ。他はもう、見たくない感情のはけ口だったから、敢あえて後こう輩はいに処分して貰もらって、恥はじという禊祓みそぎにしようと、そう思っていたのだ。

　だが、そこに、あの枕があったと言う。

　……どういう事なのです？

　誰だれかが、捨てたものを持ち込んできたのだろうか。否いな、焼しよう却きやくシステムに入れたのだ。残っている筈はずも無い。だとすれば、自分が、二つ作ったのだろうか。否いな。コレもＮＯ。だって自分、寝る時は一人ですもの。

　ならば答えは一つだ。

　……誰かが、別のものを持ってきていた？

　それも、あの積せき載さいの中にあったならば、夏休みの入り際ぎわだ。

　自分がテンションを上げ、Ｔｅｓ．枕を作って、そして福ふく島しまと仲なか違たがいして、感情をあの場所にぶちまけるまでの短い時間の事。己おのれが、その〝もう一つ〟を気付かず投げやるまで、だ。

　誰だ。自分の部屋に入って、あれを置く事が出来たのは、

「────」

　何度か、その思し考こうに入る前に、首を横に振った。

　駄だ目め。

　駄目です。

　それは恐らく、自分にとって凄すごく都つ合ごうのいい考え方だ。

　だが、己おのれは憶おぼえている。夏休みの入り際。自分は、福島の部屋に枕を持ち込んで待っていたのだ。

　しかし彼女は来なかった。

　そして福島の出しゆつ立たつの時、己は、彼女にこう問うたのだ。どこにいたのか、と。

　すると彼女は、噓うそを吐ついた。自分の部屋にいたと。

　ゆえに己は、噓を吐かれたショックで泣き出し、福島を拒きよ絶ぜつした。

　だけど、どうなのだろう。

　……もしも──。

　もしもあの時、ええ、そう、考えなさい私。

　自分が好きに思う事を咎とがめるのはやめなさい。だから、

　……ええ。

　考えた。もしもあの時、福ふく島しまが、こちらの居きよ室しつにいたのだとしたならば。

　彼女も、自分と同じ、枕まくらを作って持ち込んでいたならば。

　そして出場時間が来て、枕を忘れていったならば。

「ああ……」

　彼女は、噓うそを吐つく。待っていたのに、こちらが来なかったのは、ショックだったろう。だけどそれを己おのれの一方的なものだとして、噓を吐いた。

　……ああ……！

　あの噓は、やはり、こっちとの関係を壊こわさないためのものだ。

　そしてもし、お互いがすれ違っていなかったならば、枕二つは並んでいた筈はず。

　悪いのは私だと、そう思った時、己は立ち上がっていた。
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「あの……！　わ、私、出場していいでしょうか！」

　いきなりの清きよ正まさの言葉に、嘉よし明あきは振り向いていた。

　見れば、清正はあたふたと自分の装備を身につけつつある。どう見ても一部破は損そんの装そう甲こうなどを、しかしハードポイントパーツに接続していき、

「行けます！　まだ装甲は使えます！　ほら、防ぼう御ぎよ系けいの技術では一番です！　だから──」

「待って、清正」

　己は言った。すると清正が、

「だから、その、私が──」

「いいから」

　言葉を差し止める。すると、清正が、不ふ意いに勢いを失った。俯うつむき、息を吐き、

「すみません……」

「そうね。こっちの話を、よく聞きなさい」

　己は、言った。

「まず、私と福島じゃ嚙かみ合わないわ。福島は、ちょっと単たん騎き戦せん闘とうの得え手てだから」

「アンジーも同意。アンジーの場合、どっちかって言うとアンジーも攻め系だから」

「私の場合でも、どちらも前線型だから、嚙み合いませんのよ？」

「私の場合も、福島先せん輩ぱい自体と組んだ事が無いから駄だ目めですよう」

　そうね、と己は頷うなずいた。そして自分は、清正に言った。

「貴女あなたしかいないわ。──そういう話をしていたの、清正」

「……っ」

　清きよ正まさが顔を上げた。頰ほおを赤く、涙をこぼす、その顔を見ていると、これが正解だったのだという事が解わかる。

「創そう世せい計画もあるけど、でも、その前に確かく認にんしておきたい事もあるでしょう。現場、どうなるか解らないけど、そこらへんは竹たけ中なかに投げておけばいいわ」

「あ、……その、竹中様の判はん断だんは──」

　言うなり、表示枠レルネンフイグーアが来た。それは安あ土づちからのもので、

・黒　竹：『おねーさんとしても、清正さんが行けるなら、それで押しですよー』
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・黒　竹：『現場は短期決けつ戦せんです。勝負は実力を出し切る事と、現場での発はつ想そうによって決けつ着ちやくします。そして、実力を出し切る事に必要なのは、戦せん術じゆつと、それを行う事を恐れず挫くじけないメンタルです。その上で、不ふ測そくの事じ態たいに対し、現場での逃げない判断と勝つための発想を堂々と行うために必要なのも、やはりメンタルです』

　竹中の言いたい事は、清正にはよく解る。

・巨　正：『同じ実力なら、テンション高い方が勝つと、そういう訳わけですね？』

・黒　竹：『実力以上の事は出来ませんので、その場合の実際は、メンタル低い方が負ける、という事なんですけどね。ただ、テンションの充実は、実力発はつ揮きのために大切な事です。

　そして私が見る限り、そこにいる皆さんなら、実力的に見て柴しば田たさんに敵かなう部分があると、そう思っています』

　言う言う、と脇わき坂さかが口くち笛ぶえを吹く。

　無む論ろん、届く実力と言っても、対等という意味では無いだろう。

　勝ちを拾いに行く。そのレベルだ。だが、暴ぼう風ふうのような実力を持つ柴田を前に、勝ちを拾うには、それなりの実力と、メゲないメンタルが必要だ。

・黒　竹：『勝ちたい、という気持ちで勝てる訳ではありませんが、冷静か、熱狂か、どちらかで自分の実力を制せい御ぎよした方が勝ちます。──清正さんは、どうですか』

・巨　正：『行けます』

　多くを語れば、それで満足して、テンションは下がる。

　だから「行けます」それだけだ。

・黒　竹：『──Ｔｅｓテスタメント．、その勢いで宜よろしく御願いいたします。では、出場を』

　己おのれは頷うなずき、表示枠で自分の状況を最終チェックした。

　装そう甲こう各部破は損そん。自じ律りつ駆く動どう系各所齟そ齬ご。身しん体たい各所に負ふ傷しようあり。

　……些いささかの問題もありません。

　この程度、今の現状ならば、誰だれだって同じだ。

　向こうは無む傷きず。だが、それもまた、誰にとっても同じ条件だ。

　ならば行くしか無いと、前に一歩を踏み、装そう甲こうをアジャスト。身体からだの揺れを利用して、防ぼう御ぎよ管かん制せいの一切を新しん規きで組み直す。すると、嘉よし明あきが、白姫ヴアイス・フユルステインを右脇わきに。左手を挙あげた。

「準備が出来次第、送っていくわ。──さっきからセッティングは二人乗り用にしていたのよ。無む駄だにさせないで頂ちよう戴だい」
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　……さて、参まいったで御ご座ざります。

　福ふく島しまは、高い位置にいた。とりあえず下で敵対されてしまい、ここまで長い付き合いだった鹿しかと別れて近くの輸ゆ送そう艦かんの上に来たのだ。

　どうも、各所の表示枠レルネンフイグーアやら何やらを見ていると、賤しずヶ岳たけの戦いが始まっているようだ。

　だとすると柴しば田た公こうと御お市いち様が戻ってきていて、戦せん闘とう状態という事か。

「……成なる程ほど」

　急速に、事じ態たいが飲み込めてきた。つまりは、こういう事だろう。

「柴田公が賤ヶ岳の戦いを気分で始められたために、我々羽は柴しば勢ぜいは付き合う事になったので御座りましょう。そして現状、あの北きたノ庄しよう城じように全てを集中している様よう子す。

　ならば事件としては、既すでに最終段階で御座りましょう」

　きっと、自分と鹿が旅をしている間、皆が成果を上げたのだ。

「自分はそこに間に合った、というところで御座りましょうか。……だとすれば、この最終段階、皆に加か勢せいするしかないで御座りますな」

　行くべきは、北ノ庄城だ。あの場所に跳び込み、柴田と御市を相手にする。

　……よし。

　二人とは面めん識しきも薄い。ただただ戦果と逸いつ話わを聞くばかりの存在だ。

　しかし、警けい戒かいはあれど、相手に出来ないと、そう思う事は無い。

　ノヴゴロドでは、本ほん多だ・二ふた代よが、彼を相手に相あい打うちに近い結果を出したのだ。彼女を超える事を目もく標ひようとする自分にとって、柴田は同等の試し練れんとなろう。

　越えねばならない壁が、今、向こうから用意され、間に合ったのだ。

「では」

　と身を起こし、布ふ陣じんを為なす艦の上を渡っていこうとした時だ。

　……ん？

　背後、南東が明るい気がする。満月がそこまで明るいとなると、高い位置を行くのは少々目立つ事になるかと、振り向いた。そして見えたのは、

「な、何で御座りますか、あの光こう柱ちゆう……！」

「ああ、あれは本ほん能のう寺じですよぉ？　そっかあ、福島さん？　貴女あなた、その辺りの詰めがある前に山に入っちゃったんですよねえ」

　声が、いきなり横から来た。

　確かく認にんするまでも無い。

　己おのれが身を前に倒し、跳ちよう躍やくする前後を、極ごく厚あつの刃やいばが時間差をつけて突っ走った。

　接敵したのだ。







[image: 第五十四章『祭の大物小物』]
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　鹿しかは、不ふ思し議ぎな感情を得ていた。

　先さき程ほどまで自分が運んでいた人間は、何やら同じ人間の群に追いかけられ、変な高い処ところへと駆かけ上っていった。他の人間どもは気付かないようだが、俺おれには匂においで追つい跡せき出来ているんだよ。何しろ俺の匂いがついてるから。

　だが今、あの人間は走り出した。それも高い位置を、飛ぶように、だ。

　……何だよ、お前……。

　走れるじゃねえか。しかも超速はええ。

　だったら俺が手伝ったのは、余よ計けいな事だったかな。否いな、ここで全力出せるなら、俺が手伝った甲か斐いもあるというものか。

　何をしているのか解わからないが、狩かりの一いつ環かんか。俺はこれから南のヘヴンだ。

　短い間だったが、行きたい処に来たんだ。アデュー、──頑がん張ばれよ。
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　福ふく島しまは、現状の為なすべきを北きたノ庄しよう城じようへの到とう達たつと決めた。

　……通つう神しんは、制限を掛けられて御ご座ざるな！

　安あ土づちが近くに見えているのに通神が不能となっているのは、北ノ庄城側で何かを仕込んでいるからに違い無い。益ます々ますもって、ここが決けつ戦せん場じようだと解る。

　ゆえに急ぐ。だが、背後からは巨きよ大だいなプレッシャーが来ている。

　御お市いちだ。

〝逆さか落おとし〟を使用して加か速そくと跳ちよう躍やくをするこちらに平然とついてくる彼女は、地の利を理解しているのだろう。時とき折おりに、横に遠くなったかと思えば、

「あひ、は……！」

　列の詰まった艦かんの並びを利用して、一気に甲かん板ぱん縁べりを加速。

　そのままこっちの前に回ってきた。

　……速いで御座りますな！

　思う間も無く、御市がバックステップと同時に動いた。一いつ刀とうを水平に投げてきたのだ。

　対する自分は、回転して迫る刃やいばに対して、下に突っ込んだ。

　刃が頭ず上じようを通過するタイミングで、御市が動いた。

　身体からだを反そらせ、手にした大振りの刃を垂すい直ちよくに投とう射しや。己はそのまま空中で後方回転し、距きよ離りを空あけたのだ。

　身を低くした処に、縦たて一直線の刃が来る。

　構わなかった。

「──〝逆さか落おとし〟」

　身を低くしても、走れている。加か速そく姿勢が壊こわれていなければ、〝逆落とし〟は発動出来る。ゆえに自分は加速。全身を右前に落とし、更さらにもう一度加速を入れて前に出た。

　後方一回転から着ちやく地ちする御お市いちに対し、斜め下から〝一いちノ谷たに〟を突き上げた。

　平ひら刃ばの槍やりは高速で走り、降こう下か中の御市の顎あごに入った。

　首を刎はねるには至らなかった。喉のどから額ひたいまでを鑿のみ割わりし、打ち落とす。だが、

「……これが聖譜顕装テスタメンタ・アルマに御ご座ざりますか！」

　御市の背から、天てん輪りんのような光を帯びた金きん属ぞくの装そう飾しよくが上がる。

　聖譜顕装〝天渡りの信仰カプトフアイデス・旧代ウエトウス〟。御市の場合、自分がこの賤しずヶ岳たけの戦いで死ぬという、そんな信心がある限り、彼女は不死となる訳わけだ。

　そしてここは、彼女の死の現場だ。

　ならば死なない。

　鑿落としで、面めん割わりとした顔面が、血と肌はだを接せつ着ちやく剤ざいと補ほ強きように使って元に戻る。

「あ、は……、は」

　構わない。こちらは、一ノ谷を振りあげる姿勢で、そのまま御市の横を通過する。

　死ななくても、時間は稼かせげた。そう思った直後。

「いやよぉ……！」

　いきなり、一ノ谷を持つ腕に重みが来た。

　御市だ。

　バックステップで付いてくる彼女が、自分の顔を割って、横を突き抜けて行った一ノ谷の石いし突ずきを摑つかんでいる。

　指三本だけの、ぎりぎりのホールドだった。

　だが、そこから来る力は、このままだとこちらの速度を完全に食い、振り回しかねない。

　……何と言う膂りよ力りよく！

　急速に起こる失速の気け配はいに、福島は一つの判はん断だんを下した。

「伸しん縮しゆく機き構こう……！」

　一ノ谷の柄えを、一気に長く弾はじいたのだ。

　鋭い石突きが御市の指を砕くだいた瞬しゆん間かん。彼女が逆の腕に引き抜いていた大たい剣けんを、水平に投じてきた。それも伸長した一ノ谷の下を、だ。

　自分は一ノ谷を引き戻しながら前へと投じる。その上で、

「──〝逆落とし〟」

　背後へと長い加速をしながら、御市の投げた刃やいばを回かい避ひ。そして前に投げた一ノ谷を摑つかみ直し、

　……見えたで御座ります！

　北きたノ庄しよう城じようが、進行方向に見えた。
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　福ふく島しまは、己おのれの行き場所を確かく認にんした。

　貨か物もつ用に背の高くなった輸ゆ送そう艦かん。そこから見下ろす視点となる北きたノ庄しよう城じようは、鉄てつ甲こう船せんを基き礎そとした戦せん艦かんだ。柴しば田たクラスの旗き艦かんとしては小さいとされるが、装そう甲こうなどが充実しており、突とつ破ぱ能力と生せい存ぞん性が高いと言われている。

　だが現在は、上部甲かん板ぱんから砲ほう門もんを取り外した形だ。居きよ住じゆう用にしている、と見えるが、今夜の現場として考えると、そうではない。

　戦せん場じようだ。

　見れば、飾り屋や根ねが配置されていて、下には舞ぶ台たいや色とりどりの衝つい立たて、酒さか樽だるなども並んでいる。艦かん首しゆ側には屋や台たい並びもある辺り、ついさっきまで、皆で慰い労ろうの祭でもやっていたような、そんな雰ふん囲い気きだ。

　あの場所に、柴田がいる。

　ゆえに自分は加か速そくした。今いる輸送艦の甲板からならば、逆さか落おとしの二連続加速の後、跳ちよう躍やくで行ける筈はずだが、

「……お？」

　加速と跳躍が、妙みように伸びる。爪つま先さきを引っかけただけで、軽く前に身が進む感覚だ。

　錯さつ覚かくかと思えば、甲板の板張りを見ているだけで、違うと解わかった。規き格かく品の板は長さ六十センチ。自分の高速移動時のストライドが平へい均きん一歩二十一メートルだった筈だが、過ぎる板の数は以前より五つ程伸びている。

　……これは──。

　山やま籠ごもりの成果と、そう言うべきだろう。

　体たい軸じくが、以前よりも整い、力がまっすぐ出せるようになっている。

　御お市いちとの軽い衝しよう突とつで、身体からだが動き出し、それが発はつ揮きされて来たに違い無い。

　吹っ飛び過ぎぬよう重じゆう心しんを低くせねばと、そう思いながら、己は跳躍した。

　北ノ庄城へと、降りるように行く。しかし、

「……ああああ！」

　後ろ、御市が跳躍する音が聞こえた。

　振り向くが、しかし流石さすがの彼女も、〝逆落とし〟の加速を乗せたこちらの大跳躍には届かない。明らかに途と中ちゆうで失速した身が、長い髪かみを揺らしながら降こう下か軌き道どうに入っていく。

　向こうは北ノ庄城の艦かん尾び側。こちらは中央近くへと降りるかと、そう思った時だ。

「……は……」

　軽い吐と息いきのような声をつけて、御市が空中で追加の跳躍をした。

　……あれは──。

　彼女が足あし場ばにしたのは、先さき程ほど、輸ゆ送そう艦かん上で自分が回かい避ひした大たい剣けんだ。

　あの一いつ刀とう、一いちノ谷たにの下を通過させたのは、こちらの回避を制限するのではなく、

　……足場にするため、一ノ谷で迎撃されぬようにしたので御ご座ざりますか！

　完全に見み逃のがした。無意味な、牽けん制せいのための捨て技だと思っていたものが、今、足場となり、

「はは、ひ、は……！」

　頭ず上じようというよりも、正面から、御お市いちが両腕うでに大剣を引き抜き、突とつ撃げきしてきた。

　ガードする。

　当たる。

　金きん属ぞく音が響ひびき、弾はじかれたと思った直後。

　自分と御市は北きたノ庄しよう城じようの飾り屋や根ねを突き破り、その甲かん板ぱん上に降こう下かした。

　目的の場所に届いたのだ。
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　不ふ破わは、自分の居い場ば所しよをどう定めたものか、迷っていた。

　物理的な居場所としては、柴しば田た班はんの布ふ陣じんの東側、そこにある外部搬はん入にゆう出しゆつを集中管理する輸送艦の前だ。

　先程、鹿しかに乗った福ふく島しまが現れたとかで、確かく認にんのためにやってきた。だが福島はおらず、鹿だけが走り去っていくのを見届けている。

　結局、無む駄だ足あしと思いつつ、しかし各方向へと輸送路が繫つながるここは見晴らしもいい。賤しずヶ岳たけの全体を柴田班側で確認するならば、この辺りがベストとなろう。

　だが、気分的な居場所は、何処どこだろうか。

　……前まえ田だがソッコで逃げたのが、何となく解わかるわー。

　明らかに、祭は最さい高こう潮ちようだが、終わりも見えてきている。その終了方法がどうなるかは解らないが、終わるのだ。これは決定。もう揺らがない。

　男どもは、だからこそ騒さわげと、そんなノリだろうが、こっちとしてはそうならない。これから終わりが来たら、それを見届けて、

「誰だれが、どう収めるってのかしらね……」

　佐さつ々さの馬ば鹿かはとっくに逃げおった。前田も、まつもいない。佐さ久く間まが安あ土づちに確保されているのが惜おしい。この現場には丹に羽わもいるが、彼女に面と向かって収拾を頼める者はそう多くない。だとするとやはり「話しやすさ」でこっちにいろいろやってくるのだ。ついでに言うと経理とか輸送管理などやったせいで、

　……全体の動きを把は握あく出来てるし……！

　こりゃあ戦後、もしも創そう世せい計画が成立してなかったら面めん倒どうだわね、と思う。

　……誰か、私に気き遣づかいしてくんないかなー。

『あ！　不ふ破わさん！　弁べん当とうの余り頂いただいたんですが、要いります!?』

「気き遣づかいとか別の触しよく手しゆが来たわ──」

『な、何ですか！　そのやる気の無い反応！』

　いやさあ、と、何やら弁当の折り詰めが入った箱を担かついだ触手に、自分は言う。

「アンタ、柴しば田た先せん輩ぱいと御お市いち様の事、どう思う？」

『Ｔｅｓテスタメント．！　勝って欲しいと、そう思います！　そりゃあ、羽は柴しば様に救われた身ですから、羽柴様の十じつ本ぽん槍やりも応おう援えんしたくなりますけど、やはり柴田様には、勝って欲しいです！』

「何で？」

『だって、勝ったら、続きがあるかも知れないじゃないですか』

　その言葉に、甘いわー、と言いそうになって、己おのれは口を噤つぐんだ。それが甘い考えだなんて事は、恐らくこの人の良い触手にだって解わかっているのだ。だけど、

「勝った方が、続く可能性があるもんね」

『あれ!?　あれ!?　甘いわー！　とか言って、僕の純じゆん真しんな心をズタズタにしないんですか不破さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?　佐さつ々さ様がいなくておかしくなりましたか!?』

　とりあえず雪を投げつけていると、北西の方から破は砕さい音と、人々の驚きの声が聞こえた。

　……あれは──。

　各所からの報告が表示枠インシヤ・コトブで来るので解る。

　福ふく島しま・正まさ則のりが、北きたノ庄しよう城じようの上部甲かん板ぱん、そこに用意された戦せん場じように辿たどり着いたのだ。
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　福島は、飾り屋や根ねの残ざん骸がいが散っていく下で、現場を確かく認にんした。

　ここは幅五十メートル、長さ八百メートルの戦場だ。

　だが、祭としての舞ぶ台たいが中央に有り、艦かん首しゆ側には屋や台たいの並びがある。

　縁えん日にちの会場と、そのようにも見える場所だった。

　そんな確認を一いつ瞬しゆんで行い、福島は正面に走った。まだ、周囲に降る飾り屋根の残骸は、散り落ちていない。それらの落らつ下か音は、こちらの足音を消すだろう。ゆえに、

「……！」

　正面、七十メートルの位置に柴田がいた。

　背に、片かた翼よくに似た白い金きん属ぞくの装そう飾しよくを背負っている。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟だ。既すでに流りゆう体たい光こうを纏まとっているという事は発動中。その効こう果かについては、知っている。

　……攻こう撃げきと防ぼう御ぎよの敵対行動を一瞬止めるので御ご座ざります……！

　故ゆえに疾しつ走そう中から己は動作した。宙ちゆうに軽く身を置き、柴田へと一いちノ谷たにを投げつける。

　するとその挙きよ動どうが、

「────」

　空中で一度停止した。

　……これは……！

　食らってみないと解わからない事だ。まるで、同じ速度で動く壁が正面にあるような動作不能。それは明らかに一いつ瞬しゆんだが、こちらを止め、

「っ」

　再び、身体からだがそのまま動き出した。勢いはある。さっきの続行だ。これはつまり、

　……早打ちの行動ならば、結局、届かせる事は可能なので御ご座ざるな!?

　無む論ろん、タイムラグが生じるので、柴しば田たクラスに当てるのは難しくなるだろう。

　射しや程てい範囲は五十メートルと聞いているが、妙みような感覚がある。今、自分は走りながら、そのぎりぎりから攻こう撃げきを放ったのだが、

　……もっと早い位置から、反応があったで御座ります？

　強化をされたのか。ただ、武ぶ器きを構えた時から、妙な、視線にも似た気け配はいがこちらに纏まとわり付いているのは確かだ。

　個人戦で考えるとキツい権けん能のうだが、それが解っただけでも充分に意味があると、そう思った瞬しゆん間かんだった。

　不ふ意いに、妙な気配が来た。こちらの前から後ろ、ずっと遠くまで、何か冷たいものが通り抜けていったように感じたのだ。

　知っている。この寒さむ気けと貫つらぬきは、未み明めいの山上で出会ったのだ。

　合がつ宿しゆくの終わりのつもりで昇った山さん頂ちようの展てん望ぼう台だい。そこで休きゆう憩けいといううたた寝をしていた自分を、背後から壁ごと、何かの気配が貫いたのを、己おのれは憶おぼえている。

　あれだ。

　あれが今、柴田からこちらに飛んできた。だとすれば、

　……あれは、柴田公こうの……！

　思った瞬間。己は動いた。回かい避ひをすれば聖譜顕装テスタメンタ・アルマに止められる。だからただ、何も考えずに足あし下もとを乱し、

「お」

　転んだのだ。
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　不ふ破わは、遠くに見える旗き艦かんの表ひよう層そう部ぶが、その後部から艦かん尾びに掛けて吹き飛んだのを見た。

　派は手でだが、水平斬ぎりだ。恐らく床は無ぶ事じだろう。そういうものだと知っている。

　使われたのは割かつ砕さいの力。柴田が持つ神しん格かく武ぶ装そう〝瓶かめ割わり〟の能力だ。

　その一いち撃げきで、後部側に用意されていた屋や台たいの群が一いつ斉せいに割られ、上部の屋や根ねと看かん板ばんを吹き飛ばされたに違い無い。

　後部から明かりが消え、北きたノ庄しよう城じようの艦かん尾び側が月明かりに照らされた色となる。

　派は手でな一発。柴しば田たらしい、開戦の合あい図ずだ。だが、

『不ふ破わさん！　な、何です今のは!?』

「え？　柴田先せん輩ぱいの〝瓶かめ割わり〟っしょ」

『いえ、柴田様の〝瓶割〟は、射しや程てい三〇メートルです！　今のあれ、二百メートルどころか、もっと遠くにも届いてますよね!?』

　ああ、と己おのれは頷うなずいた。

「柴田先輩に預けられた固有武ぶ装そう。〝擬神ミカール〟よ。権けん能のうは、その人の持つ武装の力を、その人の力に合わせて倍化するの。だから小出力の割かつ砕さいでも柴田先輩ならあんな感じ。

　……柴田先輩、いつも使わないけど、今回は出してきたのね」

『へえ……。って、何で知ってるんですか!?　そんな事』

「あっれ──……？　森もり、教えて貰もらってないのぉ──……。あらあら……」

『そ、その顔と態度！　不破さん絶ぜつ好こう調ちようですね!?』

　実は森がこっちに入る前にそれが来たのだが、柴田が当然のように自じ慢まんしたのだ。調子乗って御お市いちの前で新しん規き配備の戦せん艦かんを割ってしまい、以後使ってなかった気もするが、

　……でもこれ、どう考えても、オーバーキルの多発案あん件けんじゃ無いかしら。





●






　柴田は、敵の評ひよう価かを改めた。

　……やるじゃねえか。

　相手が、こちらの攻こう撃げきを回かい避ひするため、転てん倒とうを選んだ事を、だ。

〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟は、敵対するものの防ぼう御ぎよ行動と攻撃行動を一いつ瞬しゆん止める。ゆえに回避行動も一瞬止まるため、今のような加圧した〝瓶割〟の一いち撃げきは回避し切れず、食らう。

　これは以前、マクデブルクの直前に、武蔵むさし上で武蔵副ふく長ちように食らわせたのと同じだ。

　だがこの相手は、転んだ。

　回避運動とは違うのは、それが回避のためでは無く、転ぶための動作を起き点てんとしていたからだろう。恐らく加か速そくの脚あしを片方緩ゆるめたのだ。

　勝かつ手てに転ぶための動作を、流石さすがに聖譜顕装テスタメンタ・アルマも咎とがめない。それをやったら、移動も何も止めてしまう事になり、友好な相手も制限してしまう。

　……これが、もっとこちらの攻撃が明確だったら、違った筈はずだな。

　その場合、俺おれの攻撃を確かく認にんしてからの動きとなるので、転ぶのは回避運動となろう。

　だが、それより先に、攻撃が飛ぶ気け配はいに相手は気付いた。こちらが攻撃をするがため、逆に攻撃を〝しない〟前振りの時間帯たいに気付いたのだ。

　こっちの呼吸を理解しているとなると、

「ナルナル君の山やま籠ごもり現場に行って充実してるくらいだから、相当に頭堅かたいんだと思ってたら、意い外がいに考えるし、それでいて野生っぽいとこもあるじゃねえか」

　己おのれは〝瓶かめ割わり〟を肩に担かつぎ直した。

　正面。三十メートルの位置で身を起こした相手に、こう問うた。

「名乗ってみ？」

「羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの一番槍！　──福ふく島しま・正まさ則のりに御ご座ざります！」

　彼女は、平ひら刃ばの槍を構え、こう叫んだ。

「本日は、鹿しか殿どのの助けも有り、〝一いちノ谷たに〟を持ってここに参さんじたものに御座ります！」

　そっか、と己は頷うなずいた。〝一ノ谷〟については、知っている。やはり特とく殊しゆな武ぶ装そうは上うわ役やく側に情報が来る。正直、福島本人より、武装の方を己は憶おぼえている程だ。

　……あの平刃槍……。

　刃やいばを展開して、敵の攻撃を吸収。再度の展開でそれを放出するのだったか。

　防ぼう御ぎよとしても有用だが、欠点もある。

「事じ象しよう攻こう撃げきは吸収出来ねえんだよな。物理、流りゆう体たい由ゆ来らいの解わかり易やすいのならともかく」

　格かく納のう領りよう域いきの問題もあるが、やはり〝異なる理ことわり〟は、収められるものではない。

　だからコイツは、今、避けた。

　意外と冷静だ。試す、という事もしない。抑えてやがるな、とも思うが、ふと、先さき程ほどのコイツの台詞せりふで、気になる言葉があった。

「──鹿？」

　だが、相手が大きく頷いた。こちらとしては、さっき確かに野生っぽいと思ったが、

　……そんな、奈な良らの野人じゃねえんだからさあ……。

「御お市いち様、どう思う？　なあ？」

　問うた先、後ろから高速でダッシュを掛けてきた御市が、そのまま福島に襲おそいかかった。

「あ、は、ひ……！」

　楽しそうだからいいか、と思うと同時、火花と共に刃が交こう錯さくした。
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　佐さ久く間まは、許可を得て、小こ六ろくの監かん視し付きで甲かん板ぱんに出ていた。

　途と中ちゆうまでお互いは、先程対戦していた〝対戦空から茶さ道どう・物理変〟の感想と情報交換を述べ合っていたのだが、

「────」

　中央前ぜん艦かんの艦かん首しゆ甲板。これまでの戦せん闘とうと、これからの本ほん能のう寺じ急行に備えた補ほ修しゆうが、そこかしこで行われている。誰だれも彼も、皆、自分達の仕事に忙いそがしく、

「おいおいおい、何だか、賤しずヶ岳たけがもう終わったような空気だなあ、ここ」

「もう終わった人が言うな」

「お、お前、本気でキツいね!?　大人おとなになったら後こう悔かいすんぞ!?」

「別に好きで子供な訳わけじゃ無い」

　言われ、こちらとしてはどう言ったものかと、そう思った。

　……そうだよなあ。

　自分だって、好きでこの実力では無い。好きでこの現状ではないし、好きでこの背せ丈たけとかルックスとか、

　……まあいいか。

　こちらではなく、柴しば田たの布ふ陣じんの方を見ている小こ六ろくの頭に手を乗せる。

「大人が良かったか？」

「一区切りは欲しかった」

　そっか、と呟つぶやき、自分は小六の事をちょっと思う。

　……解わかってない訳じゃあ、ないんだな。

　もっと冷めたガキかと思っていたが。ここに来る事を許したのは、自分もまた、気になっているのだろう。己おのれがまだなれない大人の中で、一区切りではない、もっと大きな区切りを得ようとしている者が、あの現場にいる事を。そして、

「お前の同期が、それを作ろうとしてるんだぞ。──聞こえるか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、さっきから、ずっと聞こえてる」

　だよな、と己は言うだけだ。

「大したもんだ。聖譜顕装テスタメンタ・アルマに〝擬神ミカール〟の権けん能のう、更さらには御お市いちゃんを相手にして、あれだけの音を響ひびかせてる。防戦の音になるのは仕方ないだろうが、ここまで柴しばちゃん凌しのげるってのも、なかなか無いんじゃないか？」
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　福ふく島しまは、相手を見ていなかった。

　柴田と御市。両方を相手にして無む傷きずといくとは考えていない。だが、油ゆ断だんで負ふ傷しようしていいものではないし、無傷で行けるならばそちらを望むと、その程度が今の戦せん術じゆつの最低ラインというところだ。

　つまりは傷を少なく、生せい還かんする。ゆえに攻こう撃げきはするが、率そつ先せんにこだわらない。大体、柴田の聖譜顕装が邪じや魔まだ。こちらが攻撃や防ぼう御ぎよの意い思しを見せれば動きを止められるのだ。

　ゆえに行動は、基本的に流す。

　回かい避ひではなく、そういう軌き道どうを描いた移動をする。

　攻撃ではなく、武ぶ器きを構え、振る動きに相手が跳び込むように誘ゆう導どうする。

　そのためには、相手を見ていてはすぐに詰まる。

　戦せん場じよう全体を把は握あくし、そこから相手を見なければならない。

　今もそうだ。

　柴しば田たの攻こう撃げきを旋せん回かい運動の外とし、一いちノ谷たにを置いたところに彼の攻撃の腕が振り切られるようにしていく。

　どれも、こちらが先に動いたところに、相手の攻撃が来た状態だ。これならば、

「は……！　意い外がいと小こ賢ざかしいじゃねえか……！」

　柴田の声には余よ裕ゆうがある。この程度の立ち回りは、織り込み済みと言う事だ。

　……流石さすがで御ご座ざります……！

　対するこちらは、応答する余裕も無い。呼吸を乱せば相手の一いち撃げきを食らう。完全に自分の動きを管理の上で、幾いくつもの刃やいばをかわし、手た繰ぐっては跳び込んで接近する。

「……っ」

　行き過ぎた。甲かん板ぱんの右う舷げんに近い位置は危険だ。柴田が右利きのため、こちらに位置取る事はなるべく避けたい。

　故ゆえに戻る。回かい避ひではなく、逆さか落おとしを利用して高速の弧こを描く。その流れに柴田と御お市いちの連れん射しやが叩たたき込まれるが、ぎりぎりの加か速そくスライドで彼らの横に回る。

　が、すぐに二人は下がりながらのバックターンでこちらと正せい対たいする。速い動きには見えないが、的てき確かくだ。角度を一発で合わせられるため、瞬しゆん間かん的な動作を印いん象しようされる。

　ついていく。前へ。ただ追いつき、隙すきを狙ねらう。

　有あり難がたいのは、御市には柴田の聖譜顕装テスタメンタ・アルマの加か護ごが届かない事だ。

　不死の上に攻撃停止など入ったら、厄やつ介かい過ぎる相手でしかない。

　故ゆえにまず相手をするべきは、御市だ。

　御市は死なない。だが、彼女の回復は瞬間的なものではない。

　一度御市の自由を奪うばった後に、柴田への攻撃を行うのが、安定しているだろう。だが、

　……隙が、無いで御座りますな……！

　机き上じようの空くう論ろんとは、よく言ったものだ。幾いくつかの動きは計画出来るが、踏み込めない。

　柴田と御市はフォロー関係にあり、柴田が右利きであるならば、御市はその左について両腕うでの武ぶ器きを用いて来る。この二人を分断しようとすると、

「あ、は……！」

　笑って、御市が乗ってくる。それは挑ちよう発はつでも何でも無い。

　……挟きよう撃げきに御座ります！

　急ぎ離れる、と、そこに、

「掛かれ、──〝瓶かめ割わり〟」

　威い力りよくと射しや程ていを数倍された割かつ砕さいの一いち撃げきが、突っ走って来た。
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　柴しば田たは、福ふく島しまを読んでいく。

　どのくらい動けるか、踏み込めるか。そしてどのくらい動かず、踏み込まないかを読んでいき、それを試していく。

　……コイツ、面白えな……！

　こちらが二人で押しているせいもあって抑えられているが、それでも移動と回かい避ひと攻こう撃げきがほぼ一体だ。

〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟を前にすると、大たい概がいの連れん中ちゆうは回避を兼かねる移動と攻撃がバラバラになる。移動と攻撃、移動と回避を結びつける事が出来ても、一つの移動に攻撃と回避を重ねる事が出来ないのだ。

　普段ならばそれが出来ているであろう者達ですら、その意い識しきが必要になると堅くなり、動きが単調なものばかりになって、崩くずれてしまう。

　だが、こちらは、やる。いつも通りだ。

　ゆえに多くの相手は、段々と崩れていく自分を持ち直せず、倒される。

　しかし、〝意欲の慈愛・新代〟が苦にが手てな相手がいる。

　移動術じゆつ式しきを持つ連中だ。

　こいつらは、走ったり跳んだり転んだりという移動方法の他に、術式という方法を持つ。単なる加か速そく術式であっても、普段と使用時では移動距きよ離りと速度が違うので、〝意欲の慈愛・新代〟が発動した後でも回避出来たり、先読み移動でこっちの懐ふところに飛び込める。

　身しん体たい動作とは別で、術式の〝発動〟でそれが叶かなうのも、厄やつ介かいだ。何しろスイッチ一つで攻撃や防ぼう御ぎよに移動を重ねられる。超汚きたなくねぇ？

　だが、移動術式を持つ相手の恐ろしさは、もっと別のところにある。

　こいつらは、根こん本ぽん的に〝見切り〟に辿たどり着いてくるのだ。
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　柴田は思う。〝見切り〟には幾いくつか種類があるわな、と。

　……だがお互いが攻こう防ぼうを行うなら、それは全て動作の連動を必然とする。

　攻撃と防御は別のものだ。だが相手の攻撃を読み、そこに対たい処しよしていくならば、攻撃と防御は連動しなければならない。

　ただ相手の動きを読むだけならば、それは〝読み〟だ。

　見切るとは、相手が何をしてきても、倒すために対処出来ると、そういう事だ。

　相手の攻撃と防御を読み、それに合わせ、己おのれの動きをとっていく。そのためには、自分の攻撃と防御を理解し、常に繫つなげていく必要がある。

　相手の動きに合わせた、己おのれの攻こう防ぼう一体の動作。

　これに〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟は対応出来ない。動作が完全に繫つながり、更さらにはその中に攻こう撃げきや防ぼう御ぎよとは別の〝移動〟までが入ってくるため、判はん定てい不能となるのだ。

　そして移動術じゆつ式しきを使う連れん中ちゆうは、〝見切り〟の修しゆう得とくが早い。

　移動中の術式を壊こわさないよう、動きを繫げ、攻防に連動するのが常だからだ。

　コイツもそうだ。さっきから短距きよ離りから中距離を飛ぶ〝逆さか落おとし〟を使用し、移動の方法を増やすと同時に、動きを連動させてくる。

　無む論ろん、まだ、荒い。移動が大振りで、こちらの隙すきに跳び込んで来られない。

　……しかし、と聡そう明めいな俺おれは思うぜ……！

「おい！」

〝瓶かめ割わり〟の一いち撃げきが甲かん板ぱんを洗うのにこだわらず、己は左手側を見た。

　御お市いちの斜め後ろに、低く跳ちよう躍やくした福ふく島しまがいる。彼女は御市へと下げ段だんから跳ね上げる一撃を叩たたき込み、

「は。は。ひ……！」

　御市が、その攻撃を左の刃やいばを盾たてにして受ける。が、直後に福島が身をスピンさせ、御市の左前に入った。御市からは、盾にした刃が遮しや蔽へいとなる角度だ。

　背の高い俺には見えている。だから、

「危ねえよ御市様」

　左手は空あいている。その手で御市の腰部ハードポイントを摑つかみ、敢あえて左前に、福島のいる方に押した。

　直後。こちらの意い図とを理解した御市が、左に掲かかげた刃でシールドアタックを放つ。

　金きん属ぞく音がして、福島が離れる。軽い跳躍と身を反そらしての一回転。常に刃をこちらに向けて牽けん制せいしているのはいい心がけだ。表情も一切乱してないまま、次の疾しつ駆くに結びつけるのもなかなかいい。

　よく、訓くん練れんし、どのような事じ態たいにも備えられるようにしている。だが、

「貴き様さま、……まだ本気じゃねえな!?」
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　福島は、柴しば田たの問いかけに対し、こう思った。

　……それは買いかぶりで御ご座ざりますよ……！

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国副ふく長ちよう、聖譜顕装テスタメンタ・アルマに固有武ぶ装そうに〝瓶割〟つき、更さらには御市もいる。これだけのものを相手にして、本気で無ければ、こちらが危険だ。

　だが、柴田の言っている事は、何となく解わかる。

　先さき程ほど、ここに来るまで、輸ゆ送そう艦かん上を走っていて気付いた事があるのだ。

　……合がつ宿しゆくの成果が、あるので御ご座ざりますな。

　合宿からこちら、訓くん練れんや模も擬ぎ戦せんなどをせず、鹿しかと戯たわむれていたため、自分が昔と比べてどのくらい変わったのかが解わからない。

　無む論ろん、数週間の訓練で、大きく変わる事も無いだろうとは思う。実力の変化は、鍛たん錬れんによる長期の積み重ねか、コツを得る事による一いつ瞬しゆんの、どちらかだ。

　あの合宿では、実質、前者だったと思う。しかし、

「────」

　己おのれは、柴しば田たに頷うなずいた。見えていたかどうかは解らない。ただ、

「……まだ、上に行けるで御座りますよ！」
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　柴田は、小さく笑って前に出た。

「もっと攻めて来いよ。──退屈させんな、後こう輩はい」

　その言葉に、福島が弧こを描いた軌き道どうでこちらに来る。

「後輩と、そう認めて頂いただけるので御座りますか」

　当たり前だ、と己おのれは応じた。

「そういう夜だぜ、今夜は」







[image: 第五十五章『接近の鬼と人』]
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　火花が多重に色を変えて散った。

　中心には、黒の巨きよ体たいが常におり、そこに黒の瘦そう軀くがぶつかり、更さらには白の色をまとった女が刃やいばを持って攻こう撃げきを重ねていく。

　常に狙ねらわれているのは瘦軀の役目で有り、しかし返すように疾しつ駆くと平ひら刃ばの攻撃を送られるのは黒と白の持ち分であった。

　金きん属ぞくの響ひびきが重なる。瘦軀の手元で二つ鳴れば、黒と白の方でも一つずつが返る。

　そしてお互いは、めまぐるしく位置を回した。

　黒の巨体が、それとは見えない動きで疾しつ走そうし、長い戦せん場じようをもって瘦軀を追う。

　別に急いでいる動きではない。ただ、前に踏み込み、一ひと息いきで間ま合あいを詰める。その動きの中で、一いち撃げきを大きく放つ事もあれば、

「どうだ……!?」

　右手の刃を連れん撃げきし、相手を押す。

　だが瘦軀の方は、逆らわなかった。押された時は飛び、連撃を受けた時は自らも背後に跳ちよう躍やくし、一気に宙ちゆうを距きよ離りとして空あけていく。

　そこに跳び込んでいくのが、白の女だ。

　天てん輪りんを背後に掲かかげた姿すがたが、背後の空間から射しや出しゆつする大たい剣けんを常に二本は振り抜き、月光を反射して攻撃を連続する。

　止まらない。

　しかし瘦軀は、交こう錯さくし、火花を散らして前に出た。

　挟きよう撃げきを避け、下がり、戦場の縁ふちを背後として立ち回る。

　戦いの場は、移動の風と、剣けん戟げきの音と、火花がただ縦じゆう横おうするだけとなっていた。

　縦たてに長い戦いの場は、その片方から明かりが失われている。ゆえに放たれて散る火花は、三人の攻撃の軌き道どうを表しながら、色を変えた。

　明るい中では白く。

　仄ほの暗ぐらい中では赤く。

　月光の下では青く。

　場所によっては飾り屋や根ねもあるため、それらの色は混じっていく。

　だが、続き、止まらない響きを見聞きする者達は、ただ下から全てを受け止めながら、ある事実に気付いていた。

「おい……」

　誰だれかが、呆ぼう然ぜんと、こう呟つぶやいた。

「密みつ度どが上がっていくぞ、これ……」
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　……面白え……！

　柴しば田たは、腕まくりでもしたい気分になっていた。

　こいつは面白い。こっちの攻こう撃げきに対応するし、攻める事を忘れていない。

　そして何よりも、自分達が仕し留とめようとすればする程、その対たい処しよが密みつ度どを上げ、強くなる。

　面白い。

　最初の頃ころの、温ぬるい遣やり取とりは、何だアレ。

　今の、寸秒すら暇ひまのない攻こう防ぼうのぶつけ合いは、美お味いしいじゃねえか。

〝見切り〟と言える程、こちらに踏み込んではいないが、移動術じゆつ式しき持ち特有の、移動を基き礎そとした連動はかなり高いレベルにある。

　しかもまだ、余力はあろう。

　何しろ、無む理りが無い。

　実力の限界に達した時、それを超えようとして生まれる無理が、まだ、見えないのだ。

　それはつまり、この小物が、全力を出し切れていないという事だ。

「だが、こっちをナメてる訳わけじゃねえな」

　抑えている、というのが、己おのれが抱く感想だ。

　自分を抑え込んでいて、こちらが上から叩たたこうとすると、そこに反応して伸びてくる。

　叩かれて初めて、己の上に気付くと、そんな感じだ。

　恐らくだが、こいつ自身が、何処どこまで自分が行けるのか、解わかってないのだろう。

　夏休み前、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いで、天てん竜りゆうたる加か藤とう・段だん蔵ぞうを倒したと聞いた。

　アイツも相当な曲くせ者ものだ。幻げん術じゆつなんか頼らなくてもいいのにな、と思うが、それは聖譜顕装テスタメンタ・アルマや〝擬神ミカール〟を使う俺おれも同様か。

　だが、人の形をした天竜というのは、どれだけの暴ぼう力りよくの塊かたまりだろう。あのクラスになれば、人としての立ち回りにおいて、当然に〝見切り〟を有している。

　それらをねじ伏せ、勝ってきたのだ。

　成なる程ほど、こちらを恐れていない筈はずだ。力だけで言えば、天竜の方がこちらよりも上と、そう見る事も出来るし、こちらが持つスーパー装備群に対し、幻術はそれが幻まぼろしであるが故ゆえにどんな武ぶ器きよりも威い力りよくがある。

　それが何故なぜ、腑ふ抜ぬけてるとナルナル君に言われるのかは解らないが、

「そうか」

　腑抜けた状態から、山やま籠ごもりで、実力を上げてきた。

　だが、腑抜けた状態から、実力の極みまで、実じつ践せんで戻していない。

　だから本気になっていないように感じたのだ。

　違う。

　……面白え。

　佐さつ々さ辺りの訓くん練れんに付き合っているのとは違う。

　実力者が零ゼロからやり直すのに、付き合ってやっているという状況。

　小物ゆえ、一回スランプ入ったんだろ貴き様さま。だから、どう戦って良いか、忘れちまってて、移動とかそっちの、無ぶ難なんな方から入ってきてな。

　勘かんだってろくに戻ってねえだろ。

　だったら、決まりだ。

「ああ」

　コイツを、戻してやる。

　コイツを、少なくとも、天てん竜りゆうを倒した処ところまでは連れて行ってやる。

　俺おれの方が上だ。だから貴様に、悪いクセをつけないように、実じつ践せんしてやる。

　一から貴様を、貴様の最強にまで上げてやる。

　それはかなり面白え事だし、それを終えた貴様と相あい対たいするのもまた面白え筈はずだ。

「だから死ぬなよ」

　今回だけだ。この大だい先せん輩ぱいが、雛ひな鳥どりが飛ぶまでを面めん倒どうみてやろうってんだから、

「付き合えよ……！」
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　福ふく島しまは、圧と切れ味に激げき突とつした。

　柴しば田たの攻こう撃げきは速く、途と切ぎれない。何しろ豪ごう腕わんだ。〝瓶かめ割わり〟の刃やいばを振ったと思えば、腕の力だけですぐに切り返してくる。これは強ごう引いんに見えるが、彼の手の中では一いつ刀とうなどナイフに近いものなのだろう。〝瓶割〟クラスのものでなければ物足りないと、そうとも見える。

　そして時とき折おり、こちらの攻撃が緩ゆるむと、

「掛かれ、──瓶割」

　割かつ砕さいの一発が多彩な高さで空間を一いつ掃そうしていく。

　手を抜くなと、そう注意されているようだ。だから自分は、

「は……！」

　呼気を返答とし、食らいついた。

　離れれば死ぬ。そんな気が確信としてあった。更さらには、

「は、や、ああああ……！」

　この攻撃の連打の中に、平然と御お市いちが割り込んでくる。それも柴田の攻撃を邪じや魔ませず、隙すきあらば位置取りを有利にするように、だ。

　火花が散る。鉄の匂においがする。

　気付けば腕や頰ほおから血が流れていた。

　だが、それらはすぐに速度に舞って、剝はがれていくだけだ。

　流血が懸け念ねんにも感かん傷しようにもならない時間と空間。

　即そく座ざの反射と先読みに、身体からだを合わせていくのは、

　……ああ。

　これは、山やま籠ごもりでやった。

　滝たき壺つぼの中、見えぬ水流に合わせ、挙きよ動どうをするのと同じだ。刻こく々こくと変わる環かん境きように対し、即座の判はん断だんと力を振るう。

　今も同じだ。

　佐さつ々さに会ったら、礼れいを言いたい。あの場所での修しゆ行ぎようが役に立ったと。だから、

「────」

　あれをやっていいのだ、と、己おのれは理解した。





●






　音が変わった、と丹に羽わは思った。

　自分達がいるのは、柴しば田たの布ふ陣じんの南側。城じよう塞さい艦かん列れつの上だ。貨か物もつ用に背の高い輸ゆ送そう艦かんを選び、そこからならば北きたノ庄しよう城じようも見えるとして、祭の終わりを確かめようとしていたのだ。

　だが、様よう子すが変わった。周囲にいる戦楽部隊メフテルの皆も、気付いたらしい。

「あの、丹羽様……」

「ええ、……音が、澄すんでいきますね」

　これまでは、ぶつけるような金きん属ぞく音が主体だった。時たま、受け流しをしている際に特有な鉄の研そぎ音が鳴り、それは雑音のようでもあった。

　だが今は違う。

　金きん管かん楽がつ器きにも似た、堅く、しかし無む駄だのない音が聞こえる。

　それは連打で、重なって、止めどないものだが、妙みように整った響ひびきだ。

　相手を拒きよ絶ぜつする音ではない。相手の力を読み、合わせた音だ。ならば、

「〝見切り〟の動きに、相手が飛び込んで来たと、そういう事ですか……！」





●






　柴田は攻こう撃げきを送り、弾はじかれて跳び込まれながら、こう思った。

　……コイツ、ナルナル君より馬ば鹿かじゃねえのか!?

　接近を拒こばむため、〝瓶かめ割わり〟の柄つか頭がしらで相手の刃やいばを弾き、苦く笑しようする。かなり近づかれるようになっちまった、と。

　何しろ、いきなり、コイツの動きが変わった。

　飛んだのだ。

　雛ひな鳥どりが、それまでこちらから餌えさを貰もらっているだけだったろうに、いつの間にか、自分には羽が生はえていると、気付いたのだ。

　そして試しで羽ばたいて、

「────」

　いい音がしている。

　……そうだな。

〝見切り〟だ。

　これまであった、連動から、踏み込んできた。

　それまで抑えていたものが、何か気付いたのだろう。その瞬しゆん間かんから変化した。

　……馬ば鹿かじゃねえのか。

　こんなもの、抑えるとか、そういうものじゃねえだろう。何でいきなり、こうまで変わる。

　だがここまで変わるとなると、

　……面白えな……！

　コイツがまだ自分を試しているというのは解わかる。今、良い感じに聞こえる音ね色いろは、防ぼう御ぎよの時の音だ。攻こう撃げきと踏み込みには、また別の動作が必要になるのだから。

　飛ぶか。

　うっかり羽ばたいて、飛んでしまって、だがそれを繰り返しているのが今だ。

　そうじゃねえ。繫つなげろ。

　身を振りあげて、翼つばさをもっと高く上げろ。否いな、そうするには、コイツの場合、こうしてやんなきゃ駄だ目めだったな。

「討うつぜ貴き様さま……！」

　さあどうだ。





●






　手て応ごたえを試す時間が終わった事を福ふく島しまは悟さとった。

　柴しば田たの横打ちとなる攻撃が、左前から飛んできたのだ。

　それに重ねて、柴田の右に並ぶ御お市いちが、一いつ刀とうを上に投じた。

　……これは……！

　投げられた刃やいばが、回転をつけられていた。それは重じゆう心しんの差によって、刃を落とすような弧こを描いて己おのれの背後へと落ちていく。

　後ろへの移動を制限された。

　その上で御市が次の刃を抜いた。投げたのとは別の一刀を、柴田の横打ちに下からのフルスイングで重ね、もう一刀は恐らくこちらの右から水平を薙なぎ斬きる動きだ。

　後ろは止められ、左前からは柴しば田たの刃やいばが横打ちに来る。それを上下に避ければ御お市いちの下げ段だん振りあげフルスイングが来るし、右に避ければ御市の横よこ薙なぎで対応される。

　何処どこへ行っても刃が来る。しかし自分は、不ふ思し議ぎと迷わなかった。

　この相手には、単純な攻こう撃げきと防ぼう御ぎよが差し止められるのだ。

　ならば為なすべきは、今の動きとして、

「──前に、で御ご座ざります」





●






　御市は、妙みようなものを見た。

　今、己おのれは右手に持った大たい剣けんを下段から振り上げている。

　それを放ちながら、左手は横薙ぎに叩たたき込み、上に振った大剣をアンカー代わりに跳ちよう躍やく。スピンを入れながら次の斬ざん撃げきに移行しようと、そのつもりだったのだ。

　だが、相手が来た。ただまっすぐ来た。

　受けなければ、斬きられもしない。

　別に、速度がある訳わけでもなかった。

　不ふ思し議ぎと、こちらにただ歩を進めたような、軽く挨あい拶さつして通り過ぎるような、そんな動きのように見えたのだ。

　だから振りあげる右の大剣。その鍔つばを踏まれた時、重さを感じなかった。

　しかし彼女は、前に行った。

　こちらの一いち撃げきを踏み台にして、抱えるようにした槍やりで、身を後ろへ回転させながら、

「────」

　柴田の左胸に、後方回転からの槍やりの一撃を入れたのだ。





●






　斬撃が、柴田の制せい服ふくを散らした。

　鬼おにの硬こう化かした肌はだ肉にくに、しかし刃は確かに通った。

　深さ十二センチを平へい均きんとして、長さにして六十三センチ。弧こを描いたため、傷は鎖さ骨こつ周辺が最も深く、しかし、骨を断ってはいない。そして、

「は……！」

　鬼が笑った瞬しゆん間かん。黒の血が飛沫しぶいた。応急処しよ置ちの表示枠インシヤ・コトブが幾いくつも出るが、結果は一つだ。

　福ふく島しまの刃が、届いた。それだけだ。





●






　福島は、思い出していた。

　……今のは、段だん蔵ぞう殿どのへ送った一いち撃げきと、同じで御ご座ざりますな。

　勢いも何も、天てん竜りゆう相手とは違うものだ。

　だが、同じだ。あれ程の強敵と同等、もしくはそれ以上の存在を相手にしている。

「く」

　後方回転の勢いが強く、着ちやく地ちから後ろに二、三回転した。しかし、

　……届いたで御座ります！

　成果を上げた。その事実は、別の事実を呼び起こす。

「いいじゃねえか……！」

　言葉と共に、鬼おにが来た。

　笑っているのが見える。

　鬼が本気になったのだ。





●






　勝負は一いつ瞬しゆんだと、福ふく島しまは思った。

　こちらは今、いろいろな事を思い出した。

　向こうは今、テンションは高いが負ふ傷しようをしている。

　力の持て余しと、隙すきと言っていいものがあるとしたら、この瞬しゆん間かんだろう。

　力はある。

　……ならば──。

　恐れる事なく、己おのれは相手へと疾しつ駆くした。





●






　福島の狙ねらいは、御お市いちだった。

　柴しば田たに攻こう撃げきを与える前に、邪じや魔まを除じよ外がいする。そのセオリーを守った選択だ。

　柴田に対し、御市を挟むため、こちらから見て右から跳び込んでいく。

　対する御市が、両の刃やいばを振った。

　左手の一いつ刀とうは、左から右への外振り。

　右手の一刀は上から下への斬ざん撃げきだ。

　踏み込む己は、彼女に向かってある事をした。

　攻撃を叩たたき込んでも、交差する斬撃のどちらかで打ち落とされる。ゆえに自分は、

「……っ」

　斜めに、盾たてのように構えた一いちノ谷たにを、そのまま御市へと投げ込んだ。

　御市の斬撃の交差へと、槍やりを文字通り放ったのだ。





●






　御お市いちは、自分の攻こう撃げきが槍やりを食った事を悟さとった。

　……なあに……、これ……!?

　敵が武ぶ器きを捨てたという事もだが、己おのれの二に刀とうへの介かい入にゆうが痛い。

　横振りと縦たて振り、その間に飛び込んだ槍は、斜めだった。それは横の刃やいばの軌き道どうに押されて行きながら、上からは斬ざん撃げきに叩たたかれる角度だ。

　勢い、槍はこちらの二つの斬撃によって二重に弾はじかれ、回転する。

　そこに、福ふく島しまが飛び込んで来た。

　自分の斬撃は、今の槍で速度と軌道を歪ゆがめられた。

　しかし彼女の槍は、こっちの攻撃の速度を得て、高速に回っている。

　そして福島が、回転する槍の中央を手に取った。

「────」

　一いつ瞬しゆんで、自分の右腕うでが宙ちゆうに飛んだ。

　刃を上から下に振り降ろしていた右の肘ひじに、福島が回転する槍を上から叩き込んだのだ。

　既すでに福島は、こちらが横に振った刃も下にかわしている。

　己は今、左の刃を外へと振っている。

　右の腕を修復するため、聖譜顕装テスタメンタ・アルマが光を放った。

　遅い。

　左に外振りした一刀をアンカーに、こちらは左へとスピン。福島から距きよ離りを取ろうとする。

　半はん身みになり、前に晒さらした右脇わきに、あるものが当たってきた。

　福島の腕の中で回転を止められた槍。その平ひら刃ばの先だ。

　彼女の声が聞こえた。こっちの横へ疾しつ駆くしながら、福島がこう言った。

「伸しん縮しゆく機き構こう」

　高速の一発が、こちらの右脇わきに叩き込まれる。





●






　福島は、手て応ごたえを感じなかった。

　……これは──。

　御市の横を疾駆しながらの、伸縮機構による一いち撃げき。それで彼女の胴どう体たいを穿うがちながら、吹っ飛ばす。その状況からならば、柴しば田たへの攻撃に専念出来る筈はずだった。

　だが、今、自分は一つの問題を食らっていた。

　差し止めだ。

　攻撃の意い図とを、瞬しゆん間かん的に止められたのだ。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟の効果だった。

　御お市いちに対して行った攻こう撃げきが、何故なぜ、聖譜顕装の適用を受けるのか。

　自分はそこに、疑問を抱かなかった。何故なら、

「おいおい。イチャついてんの邪じや魔ますんなよ、貴き様さま」

　言われて、差し止めの一いつ瞬しゆんの中で見た視し界かい。一いちノ谷たにの穂ほ先さきを当てた御市の向こう、彼女の逆脇わきを支えている手がある。

　柴しば田たの手だ。

　彼の腕が、御市の背を越えて、逆から彼女を支えている。

　もしもあのまま一ノ谷の貫かん通つうが入れば、柴田の手にも負ふ傷しようが及んだだろう。

　そして自分は見てしまったのだ。御市に一発を送る瞬しゆん間かん、柴田が彼女の身体からだをその手で支えるのを、だ。

　否いな。これは、柴田が〝見せた〟のだ。御市を救い、更さらには、

「まだ甘えな……！　俺おれと御市様の愛情パワーには敵かなわねえぜ！」

　動きが戻った。

　伸しん縮しゆく機き構こうが走った。だが、御市は、柴田によって下げられている。

　攻撃がかわされた。その直後。柴田が横から一いち撃げきを寄よ越こしてきた。

「掛かれ、──〝瓶かめ割わり〟」





●






　福ふく島しまは、姿勢を下げて疾しつ走そうした。

　回かい避ひは差し止められる。故ゆえに伸び切ろうとした一ノ谷を抱えるようにして、前に走った。

　一歩目を踏む動きと同時に、頭ず上じようを割かつ砕さいの力が走り抜ける。

　横、甲かん板ぱん左さ舷げんの手て摺すりが即そく座ざに刈かり取られ、向かいにある輸ゆ送そう艦かんの上部が波のように空へと吹き飛んだ。

　かわしたと、そう思った直後。

「そら……！」

　柴田の蹴けりが、身を低くしたこちらの腹部をヒットした。

　……く……!!

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国のインナースーツは、三十年戦せん争そう対応で防ぼう弾だん性能もあり、斬ざん撃げきにもある程度耐えられる作りになっている。

　だが、鬼おにの脚きやく力りよくによるＰＫは別だ。

　自分の身体が歪ゆがむのが解った。靴くつの形に腹が変わる。

　今の〝瓶割〟は、この蹴けりをぶち込むためのものだろう。身を低くして疾しつ駆くするのがパターン化しているから、そこを利用されたのだ。

　食らったと、そう思った直後。

「か……！」

　一気に宙ちゆうを四十メートル程吹き飛んだ。

　直ちよく撃げきしたのだ。





●






　飛んだ瘦そう軀くは、その途と中ちゆうで戦せん場じように掛かる飾り屋や根ねを食った。

　造ぞう花かなどで飾られた道が、中央にある舞ぶ台たいへと続いているのだ。

　本来ならば、その下に茣ご蓙ざなどを敷しいて、月でも見ようという場所だった。

　赤の色をした木造の波屋や根ねを、吹っ飛んだ身体からだが砕くだいていく。

　瓦が礫れきよりも軽い、板を割る音が連続し、造花が散って宙に飛んだ。

　そして仰のけ反ぞった姿勢になった身体は、

「────」

　中央にある舞台に落らつ下かと激げき突とつをし、一度跳ねたきり、俯うつぶせに動かなくなった。

　槍やりは、その傍かたわらに落ち、一度回って倒れるだけだ。

　ただ、周囲に、砕かれた屋根と造花の色が、赤く舞っている。







[image: 第五十六章『舞台上の泣き虫』]
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　……ここまでか、な……？

　柴しば田たは、瓶かめ割わりを肩に担かつぎ、逆の手で御お市いちを支えてそう思った。

　かなり良いところまでやってきたと、そう思う。〝見切り〟の動作もいいレベルだった。恐らく、本人は気付いてないだろうが、密みつ接せつした状態での攻こう防ぼうは〝出来る〟だろう。

　このクラスが、M.H.R.R.神聖ローマ帝国とP.A.Odaに、どれだけいるか。

　何しろ、自分が、蹴けりでしか済ませられなかったのだ。それも、聖譜顕装テスタメンタ・アルマでハメて、〝瓶割〟を囮おとりに使って、だ。

　もしも御市に手を伸ばしていなかったら、流れは随ずい分ぶんと変わっていたろう。

「ま、それも、タラレバだわな」

　一発いいのが入ったし、吹っ飛ばした際に飾り屋や根ねなどと激げき突とつしたダメージなどもあろう。

　その累るい積せきは、もはや彼女を満足に動作させない。

　もし立ち上がったとしても、今までのようなパフォーマンスは望めない。

　もはや勝負は終わったのだ。だけど、

　……うーん……。

　何だ。妙みように、心の中に落ち着かない物がある。

　歴史再さい現げんにおける、自分の最後の勝負がこれでいいのか、という思いもあるが、引っかかっている事があるのだ。

　先さき程ほど、己おのれとしては、最さい善ぜん手てを打つだけ打った。

　聖譜顕装に〝擬神ミカール〟つきの〝瓶割〟。大人おとなげない程の対応だ。

　だが、福ふく島しまは、そこで終わりだったのだろうか。





●






　柴田は思う。御市を救たすけた事に間違いは無かったと。

　だが、福島については、どうだったのか。

　食らったヤツが悪いと、勝負とはそういうものだと、勝てばいいのだと、そんな風ふうには思いもする。だが、

「俺おれは、先せん輩ぱいなんだよなあ……」

　胸を貸してやるつもりが、本気になって潰つぶしてしまった。

　この賤しずヶ岳たけの戦いの前、自分は御市と、どんな話をしただろうか。

　……誰だれかに託たくすと、そんな事を言っていただろうがよ、俺。

　懸け念ねんは一つだ。

　福島には、もっと、上があったのではなかったか、と。

　ただそれをこちらが引き出し切れておらず、しかし彼女の挙きよ動どうに焦あせり、潰つぶしてしまった。

　面白いものを望んでいたくせに、それは言葉ばかりのものだったか。

　福ふく島しまが倒れた今、彼女の実力の上限を確かめる事は出来ない。

　惜おしい事をした。ビミョーに、コレ、自分の中で燻くすぶるだろうぜ。でもまあ、実際、急ぎの対たい処しよが必要だと思ったのだ。そのくらい、アイツは、やってくれたんだ。

　……でも、それをムキになって潰しちゃあ、いけねえわ。

　反省。

　だが仕方ない。勝負は終わったのだ。その事実だけを飲んで、納なつ得とくするしかない。

「御お市いち様」

　一ひと息いきを入れ、己おのれは彼女の背中を叩たたいた。

「下行って、ちょっと酒でも飲んで一息入れるか？」

　と、声を掛けて、自分は気付いた。

　御市が、その右肘ひじから先を修復の後、動いていないのだ。

　彼女は、先さき程ほどからずっと、身構えを解いていない。

　……おい……。

　と思って、御市が身体からだを向けている方向を、自分は視線で追った。

　戦せん場じようの中央。投光術じゆつ式しきに照らされた舞ぶ台たいがある。

　そこに、一つの影が立っていた。

　福島だ。
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　福島が、舞台の上に身を起こしているのを、柴田は見た。

　彼女は、槍やりを抱えるようにして、身を前に傾けながら、

　……おいおい……。

　その全身が、力なく立ち上がっていた。

　恐らくは、訓くん練れんか、本能によるものだろう。戦せん闘とうにおいて、倒れている事は危険で有り、また、自分の無ぶ事じを確かめるためにも、生きているものはとにかく立とうとする。

　意い思しは、飛んでいる筈はずだ。だからだろうか、福島が一歩をこちらに踏み、

「────」

　不ふ意いに、膝ひざから崩くずれかけた。

　その瞬しゆん間かんだ。御市がいきなり動いた。彼女は軽く身を低くすると、そこから腰を上げる勢いを利用し、

「あ……！」

　投じたのは双そうの大たい剣けん。両手を十じゆう字じに交差させた二投は、水平と縦たての回転をそれぞれ持って、福ふく島しまへと飛んだ。





●






　福島は、前を見えていなかった。

　視覚の中では、照しよう明めいの当たった舞ぶ台たいの上、散る屋や根ねや造ぞう花かの花びらの向こう、十じゆう字じを組むように投げられた二つの大たい剣けんが見える。それがきっと、すぐに自分に直ちよく撃げきするのも解わかるが、

　……何で御ご座ざりますか、これは……。

　昔の事を、思い出していた。

　今のように、夜の空がそこにはあった。

　あの空間はいつも夜で、しかし、自分達のいる場所は、日の当たる草原だったのだ。

　友人達がいて、自分がいて、友人達の親がいた。

　そこで己おのれは、武ぶ術じゆつを習ったのだ。いつ役に立つかは解らないが、知っておくといいで御座ると、そう言われて、基き礎その基礎を叩たたき込まれた。

　他、同じように続いてくれたのは、親がやはり剣を使っていた清きよ正まさだった。

　あの場所でずっと、そういう生活が続くと、そんな風ふうに思っていたのだ。

　違った。

　親達が、いなくなっていたのに気付いたのは、糟かす屋やだった。何となく納なつ得とくしていたのは、平ひら野ので、先に泣き出したのは片かた桐ぎりだった。しかし大だい事じな人達は戻って来ず、取り残された形となった自分達は、泣いて、それに飽きると、ただただどうしようと、その事を話し合った。

　どうすればいい。

　そんな疑問ばかりの中、隣となりにいた清正は、こちらを外に誘さそった。

　外と言っても、いつもの草原だ。しかしそこで、清正はいつも使っている木ぼく刀とうと木き槍やりをこちらに手渡した。

　彼女も泣いていたが、だが、こう言ったのだ。

「続けましょ」

「……何を、で御座ります？」

「ええ、……お母かあさん達が遺のこしてくれた、私達を。いつもを」

「それに何の意味が？」

　ええ、と彼女が言った。

「いつか、新しい場所で、いつもを始めるためです」

　それが、根こん拠きよのない言葉だとは、解っていた。だが、それは皆に受け入れられ、当時のリーダー格かくも頷うなずき、皆がそれを信じる事にした。

　古い事だ。

　だが、それを思い出すのは、何故なぜか。

　……会いたいで御ご座ざりますなあ。

　きっと、打ちのめされたから、思い出したのだ。あの山やま籠ごもりの中、泣いた晩の事を。

　あの時自分は、何を思ったのか。それは、

「────」

　不ふ意いに、意い識しきが戻った。
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「あ……」

　最初に気付いたのは、全身がダメージによって震えていると言う事だった。

　外から加わった衝しよう撃げきが筋きん肉にくを震わせ、それがアジャストされていない。恐らく体調管理加か護ごは働いているが、まだ全身を賄まかない切れていないのだ。

　正面からは、十じゆう字じに二本の刃やいばが飛んで来る。

　直ちよく撃げきすれば、ただでは済すまない二発の攻こう撃げきだ。

　だが、脚あしは動かず、身体からだもろくに動作しない。

　しかし、意識はこう思っていた。

　……キヨ殿どの。

　会いたい。もう一度、会いたい。山籠もりを終えた時、そう思っていたのだ。

　それがここに来て、賤しずヶ岳たけの戦いという事で、頭からその思し考こうを外していた。ひょっとしたら、まだ、彼女に対して怯おびえている部分があったのかも知れない。

　だけど今は違う。

　思い出した。自分達にとって大だい事じな事も、夜の底で泣いた事も、何もかも。

　会わずに死ねるか。

　飛ひ来らいする二に刀とうは、確実にこちらを食う。自分は槍やりを構える事も出来ず、ただそれを睨にらみ、

「……っ」

　軋きしむような声を上げながら、己おのれは思った。会いたい、と。これだけは、最さい期ごであろうとも失わぬと、そう誓ちかった。

　そして次の瞬しゆん間かん、金きん属ぞくの直撃音が二発確かに響ひびき渡った。

　二刀の力が、激げき突とつしたのだ。
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「おお……」

　柴しば田たは、安あん堵どにも、感かん嘆たんにも似た声が喉のどから漏もれたのを悟さとった。

　正面。ずっと向こうにある舞ぶ台たいの上で、御お市いちの投げた二つの刃が、その成果を上げていた。

　直撃だ。

　だが、それは、福ふく島しまにではない。

　彼女の前に立ちふさがった白い壁。最新型自じ律りつ装そう甲こうの、肩けん部ぶ装甲板だ。

　二に刀とうの直ちよく撃げきを、突き刺さる形で受け止めながら、しかし装甲の基き部ぶには届かせていない。そんな防ぼう御ぎよの操そう作さを行える者を、己おのれは知っている。

「来たか、二人目。──加か藤とう・清きよ正まさ」
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　福島は、ただ、前を見ていた。

　思う以外に何も出来ず、目を見開いているしかない自分の前。そこに、白の姿すがたがあった。

　清正だ。

　……何故なぜ。

　あれだけ泣かせて、酷ひどい事をしたのに、今、清正がここにいる。

　そして彼女が振り向いた。肩の装甲に刺さった大たい剣けん二本を下に落とし、視線をくれた。

　その目に対し、僅わずかに身をすくませるこちらを確かく認にんしてか、清正が笑えみで息を吐いた。

「ほ」

　と聞こえるのは、明らかに安あん堵どの響ひびきだ。生きていて良かったと、そういう事か。

　どうして。

　どうして、あれだけの目に遭あわせたのに、貴女あなたは笑みを見せる。そして、

「大だい丈じよう夫ぶですか、福島様」
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　清正としては、それだけを言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　……あ、ああ、ああもう、もう……！

　嘉よし明あきの〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟から下を見た時、そこに福島がいるのを見た時、いてもたってもいられなくて、飛び降りたのが今の現状だ。だが、だからこそ間に合った。

　そして飛ひ来らいする大剣を被ひ弾だん上等で防御し、眼前に見た福島は、実に一月以上の再会となる。

　随ずい分ぶんと瘦やせた。自分が真さな田だで信しん州しゆう上うえ田だ美味うまいものツアーのような状態になっていたというのに、この人はどのような事をしていたのか。

　だが、見れば解わかる。

　攻こう撃げきを受け、負ふ傷しようしている。それも相当なダメージだ。表示枠レルネンフイグーアを見ている限り、骨には異常が無いようだが、打だ撲ぼくと擦さつ過かは赤信号が幾いくつもついた状態だ。

　しかし、それも仕方ないだろう。背後にいる柴しば田たと御お市いちを表示枠で確かく認にんするに、御市の衣服の各所は破れており、柴田も左の胸部に深い裂れつ傷しようがある。

　あの二人を相手に、それだけの戦果をたった一人であげたのだ。

「福ふく島しま様」

　よく頑がん張ばったとか、立りつ派ぱとか、安心して下さいとか、いろいろと言いたい事があった。

　しかし不ふ意いに、福島が口を開いた。

「キヨ殿どの」

　呟つぶやく瞳ひとみから、涙が零こぼれた。それを見た瞬しゆん間かん、己おのれは言葉を失った。

　それだけの事をして、それだけの事をされたのだと、理解した。

　お互いに、同じ時間を過ごしたのだ、と。

　だが、真さな田だで海うん野のや後こう輩はい達がいた自分に比べ、彼女はどうだったろうか。そして、気き遣づかいから生まれた噓うそをこちらに責められた思いは、どうだったろうか。

　ただ、彼女が言った。涙を重ねながら言った。

「……会いたかったで御ご座ざります」

　それで充分だった。ただ己は頷うなずき、福島を抱きしめた。

　引き寄せる。抱き寄せる。すると、

　……あ。

　辿たど々たどしく、力の入っていた福島の両腕うでが、力任まかせにこちらの背をかき寄せた。

　ダメージから、力感がまともに戻っていないのだろう。痛い程に、腕と指を食い込ませて欲される事を自分は許した。

　そしてお互いが目を合わせ、己は気付いた。自分もまた泣いていると。

　目を伏せると、後は何をするか解った。

　言葉や指し示じの代わりとなるもの。唇くちびるを重ね、お互いを許したのだ。

　こうする事に躊躇ためらいがないと、教え合うために。
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「おいおい、俺おれ達がいる事、忘れてねえか？」

　赤の飾り屋や根ねの破は片へんと、白や赤の造ぞう花かの散り舞う中、舞ぶ台たい上で黒と白の身が重なり合う。

　それは幾いくつかの呼吸を共にして、ややあってから、

「────」

　離れ、しかしお互いが、こちらを向いた。

　清きよ正まさは両の手に片かた鎌がま型の槍やりを。

　福島は、荒れた息で肩を上下させながら、一いちノ谷たにを抱え、立っている。

「やるか？」

　そう問いかけると、二人が頷いた。清正が改めて頭を下げ、

「御願いいたします」

　いい心がけだ。こちらをじっと見み据すえている福島も、その全身に幾いくつもの表示枠レルネンフイグーアが出て消えていく。見ている限り、痛覚減げん衰すいが含まれていると言う事は、

　……短期決けつ戦せんか。

　今までもそのつもりだったが、それ以上と言う事だ。

　覚かく悟ごを決めたのだ。

　……有あり難がてえな。

　正直、さっきムキになったのを、ちょっと悔くいていた。だがここから先、相手は二人だ。仕切り直しとして、派は手でに行っていいだろう。

「礼れいを言うぜ」

「え？」

　清きよ正まさが戸と惑まどい、横の福ふく島しまを見るが、そっちもそっちで首を傾かしげる。いいんだよ別に詮せん索さくしなくて、な。俺おれのわだかまりってヤツだ。だけどそれも、もう無くなった。ならば後は、

「来いよ。──賤しずヶ岳たけの戦い、終わらせてみろ」
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　いい音ね、と嘉よし明あきは思った。

　白姫ヴアイス・フユルステインを上空に待たい機きさせて眺ながめる眼がん下か。柴しば田たの布ふ陣じんが一望出来る位置に己おのれはいる。

　真ま下したにあるのは北きたノ庄しよう城じよう。そこで今、四人の襲しゆう名めい者しや達が争っている。

　とはいえ、戦いとしてみれば、少し変わった形だ。

　二人一組の四人戦ではあるが、〝組〟の概がい念ねんが強いのだ。

　お互いは相手のパートナーと絡み合い、攻こう撃げきをかわしては離れ、また別のパートナーと当たっては回っていく。

　手を取り合ってのダンスを、高速で行っているような形だ。

　しかし、響ひびく剣けん戟げきの音が心ここ地ち良い。死し闘とうではある筈はずだが、音に険が無い。

　……しばらくぶりの再会と、滅めつ多たにない大だい先せん輩ぱいとの勝負だものね。

　いざとなったら自分が飛び込み、二人の撤てつ退たいを援えん護ごしろと、そんな指し示じが竹たけ中なかからは出ている。やはり対武蔵むさし戦用に、戦力の損そん失しつを避けたいのだ、と。

　その場合、竹中が不ふ破わと交こう渉しようして賤しずヶ岳たけの戦いの終了ラインを見極めていく事になるが、

「そんな心配、いらないと思うわ。──これだけいい音を立てているんだもの」

　眼下、幾いくつもの色の火花が散る中で、福ふく島しまと清きよ正まさが交差する。

　体を入れ替え、相手を変えて即そく座ざの立ち回りを再開する辺り、

「……頑がん張ばりなさい。そして帰ってくるのよ、二人とも」
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　幾つもの交差と入れ替え、その上で刃やいばを散らしながら、柴田は感想する。また随ずい分ぶんと変わりやがったじゃねえか、と。それに、

　……この清正ってのの、仕上がりも、かなりいいじゃねえか。

　さっき聞いたが、丹に羽わはホントにコイツを追い詰めたんだろうか。スゲエ元気じゃねえか。

　だが、それを言ったら福島も同じだ。

　誰だれだよ一体。今まで通りのパフォーマンス出ないとか言ったの。俺おれだぜ……！

　否いな、動きは悪い。最高速度は明らかに落ちている。

　しかし、速度とは別のものが、遙かに高くなっている。

　精せい度どだ。

　動き。それも、この戦せん場じようにおける位置取りや、攻こう防ぼうの連動の精度が上がった。

〝見切り〟だ。

　先さき程ほどの福島も、その片へん鱗りんを見せていた。最後、御お市いちに突っかけた攻撃などはそれだ。明らかに御市の攻撃を読み、そこに攻防の流れを含めて飛び込んでいっていた。

　だが今は違う。まだ荒く、密みつ接せつの時間もほとんど無いが、

「〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟が機き能のうしねえか……！」

　二人が揃そろった直後から、だ。

　いきなり変わった。そんな感をまた受ける。

　……これだから、小物どもは面白えな……！

　武蔵むさし副ふく長ちよう、本ほん多だ・二ふた代よが、そうだった。

　マクデブルクでは、戦せん場じようを屋や根ね上うえに限定し、防ぼう御ぎよ専念とするしかなかったような小こ娘むすめが、ノヴゴロドで会った時はこちらの攻こう防ぼうに絡んでくるだけの〝見切り〟を持っていた。

　いつの間に、と思う意味は無い。あいつは、親父おやじも〝やった〟のだ。

　同どう盟めい国こくである三征西班牙トレス・エスパニアからの記録を取り寄せるに、三み河かわ争そう乱らんの際、立たち花ばな・宗むね茂しげを相手に、本多・忠ただ勝かつは完かん封ぷうに近い〝見切り〟で対たい処しよした。

　あの記録が本当であるならば、一回、忠勝とはやってみたかった。

　人間は歳としを取り、老いるのが早い。だからもう、現げん役えきではなかろうと、三河にいる彼を、実力者だが〝代を替わる者〟と、そんな風ふうに思っていたのだ。

　違った。

　……くそ。

　しかしその娘、本多・二代が、それを見せた。

　そしてまた、同様のものをここで自分達の次じ代だいが見せつけてくれる。

「……キヨ殿どの！」

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　何だよ福ふく島しま。喋しやべれるじゃねえか。何？　俺おれ相手だと口を開く気も無かったって訳わけですかあ？

「舐なめるなよ新人！」

　刃やいばを叩たたき込む。だが福島が恐れる事なく飛び込んで来た。まるで計ったような加か速そく術じゆつ式しきの連れん射しやは、先行入力したものだろう。聖譜顕装テスタメンタ・アルマは反応しない。だがこちらはその動きを見て刃の軌き道どうを変えた。

　当たれ、と思った瞬しゆん間かん。福島が身を捻ひねり、宙ちゆうで重じゆう心しんをずらした。否いな、空中で加速術式が繫つながらず、スキッド仕掛けたのを補ほ正せいしたのだ。

　こちらの攻こう撃げきタイミングを読み、先行入力の加速術式にわざと不備を組んだのだ。

　それはこっちの攻撃がどうなるかを計る必要があるからだが、

「……やるじゃねえか！」

　こちらの刃が福島の肩を削そぎ、福島の平ひら刃ばがこっちの二の腕を削けずった。

　離れる。だがその時には、

「宜よろしく御願いいたします！」

　清きよ正まさが飛び込んで来た。

　速い。切り替わりの速度は自分と御お市いち程でもないが、距きよ離りが常に近いような感覚がある。

　慣れてやがる。

　構わない。いくら貴き様さまらが自分達の動きに慣れていようと、

　……俺おれと御市様には慣れてねえだろ……！

　攻こう撃げきを放つ。刻むようにジグザグで多方向からの連打を打ち込む。

　それに対し、この清きよ正まさも、やる。

　驚く程落ち着いて、こちらの挙きよ動どうに沿い、

「────」

　自じ律りつ装そう甲こうが邪じや魔まだ。この機き能のうとて、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの支配下にあるが、清正は自律部分を正位置の確保と移動時のバランス制せい御ぎよに振っているだけで、肝かん心じんの防ぼう御ぎよは全身や腕の挙動でマニュアル操そう作さとしている。

　そしてこの清正も、〝見切り〟を行うのだ。

　福ふく島しまと同等。否いな、防御的な流れの中での〝見切り〟は、福島以上だろう。幾いくら連打を打ち込んでも装甲と片かた鎌がま槍やりが金きん属ぞく音を立て、火花の向こうに金の髪かみを揺らすだけだ。

　……あ、今、俺おれ、ポエマーになってねえ!?　御市様に愛の歌読むマスト……!?

　だが、何となく解わかった事がある。否。これだけこの二人と打ち合えば、馬ば鹿かでも解る。

「貴様ら、二人で一組なのか……！　さっきチューしてたのはソレだな!?」
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　二人は赤せき面めんした。
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　くっそ照れやがって！　若いっていいじゃねえか青春だなあ貴様ら！　貴様らくらい素直な後こう輩はいが俺にも欲しかったぜ！　どう考えても無む理りだけどな……！　大体、赤面するナルナル君とか利とし家いえとかチョ──────キモくて張り倒し案あん件けんなんだが。需じゆ要ようあんのか。

　しかしそうだ。明らかにそうだ。

　福島が攻撃で、清正が防御だ。

　お互いがお互いを補ほ佐さするような位置を取り、攻撃の回数もタイミングも補ほ完かんし合う。

　……あれ？　だとしたら俺が福島を持ち上げ直してやるとか、意味なかったんじゃね？

　否、イチャイチャして実力上がる訳わけねえだろ、とすぐに思い直す。

　そうだ、イチャイチャしてるヤツらなんざ緊きん張ちよう感かん無くてソッコ落ちていくだけだぜ。なあ御市様、腹立つから、後でイチャイチャしようぜ、なあ!?

　だが、面白え。

「いいぜ……！」

〝見切り〟が必要ゆえ、攻こう撃げきも防ぼう御ぎよも、移動を重ね、お互いの周囲を回るような動きを取りやすい。距きよ離りは離れてもまた近づくのは天体運動にも似て。しかし、

「──っ」

　清きよ正まさが離れた、と思った瞬しゆん間かん。こちらの死角から福ふく島しまが攻撃を仕掛けてくる。

　これは清正が福島用にこっちを誘ゆう導どうしたのだ。

　清正の場合は、こっちが攻撃したのをきっちり受け返していくから、即そく座ざの反はん撃げきがしにくくて面めん倒どうだ。

　そして福島の場合は、こちらの攻撃のあとにカウンターを打って挙きよ動どうを乱していくから、やはりこれも即座の反撃がとりにくい。

〝見切り〟と連動を、二人一組で完全に行うと、こうなるのか。

　御お市いちも〝見切り〟を高いレベルで出来るが、二人一組の連動となると、向こうが上だ。何しろ自分も御市も攻撃系けい。どちらも突とつ出しゆつしやすいから、攻撃と防御の揃そろった向こうに比べて隙すきが大きくなる。

「あ、は、ひ……！」

　高速の剣けん戟げき。それも完全連動型の止まらない連れん斬ざんを使う彼女を止めるには、速度で上回るか、やはり〝見切り〟でその攻撃の中に介かい入にゆうするしかない。

　自分の知る限り、それが出来たのはノヴゴロドで戦った立たち花ばな・夫ふ妻さいだけだ。

　立花・宗むね茂しげは、加か速そく補ほ助じよの準神しん格かく武ぶ装そうでそれをこなしたというが、

　……三み河かわで行った、本ほん多だ・忠ただ勝かつとの戦せん闘とうの反省だろうな。

　小物はすぐに反省会するからいけねえ。

　だが、立花・宗茂は偉えらいと、少し思った。何故なぜなら、加速術じゆつ式しきにやはり旧派カトリツクの時と同じような短距離連続系けいを選んだからだ。

　その術式では、連動系の動きを取るのは難しい。しかしそれにこだわり、御市様を追い詰めるまでに……、って、殺してやろうか立花・宗茂！
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「……どうしたのです宗茂様？　いきなりの寒さむ気けとは。夜風に当たりましたか？」

「いえ、それとは別の、妙みような殺気のようなものがあったのですが……」

「今、伊だ達て家け副ふく長ちようと第二特とく務むが周辺の掃そう討とうを行っていますが、まだ残ざん存ぞん戦力が潜ひそんでいるのかもしれませんね。輸ゆ送そう艦かんもこちらに向かっているのが確かく認にん出来ましたし、もうちょっと頑がん張ばりましょう、宗茂様」
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　柴しば田たは、己おのれの愛の深さを自覚した。

　……だよなあ！

　楽しい。ホント、ここまでこっちに付き合う相手が二人いて、御お市いち様と全力パーティをやってられるとは、思ってもみなかった。

　そしてアレだ。コイツらの組み合わせについてだが、正直、マジで悔くやしいが、

　……嚙かみ合いという意味では、コイツらの方が上か……！

　攻こう撃げきと防ぼう御ぎよの高速連動と補ほ佐さの交換。

　弱いものだからこそ可能となる、お互いの必要性と必然の理解。

　それは、強者である自分には得られないものだ。

　御市と自分は、認め合ったパートナーであるが、弱さを補う関係ではない。強いところを重ねて最大限の力を出せるかも知れないが、補ほ完かんにおいては、気を遣つかわねばならない。

　さっきの戦せん闘とうで、御市を庇かばったのがそれだ。

　それがコイツらにはない。

「ああ、くそ……！」

　ナイスヒットが生まれねえ。だが、向こうもそれは同じだ。

　ただただ、背を合わせたり、脚あしを捌さばいて横をすり抜けたりと、一いつ瞬しゆんでも失敗すれば隙すきとなって終わるようなスリルが続き、鉄てつ火かの花が交こう錯さくとして散っていく。

　……面白え……！

　自分をここまで出し続けるというのも希まれだ。それも今、最さい高こう潮ちようの実力がある己おのれを、だ。

　だが、解わかっている事がある。何となく、思ってしまうのだ。

　……どうだろうな。

　もし、自分と御市が、コイツらのようだったら、どうだろうか、と。

「────」

　それは叶かなわない事だ。

　自分は強過ぎて、御市もまた同様だ。だが、戦せん場じようの状況においては、それがベストではなくなる事もある。

　今がそうだ。この小物二人は、自分達一人一人には実力で足りないが、そこに迫るものを、恐らく二人一組の中から見つけ出し、培つちかっていく。

　もしも自分と御市がこうだったら、どうだったろうか。何か語ご彙いがねえな。まあいい。

　ともかくその場合、自分と御市は補完し合い、完全な連動を行い、

　……それこそ、無敵だったんじゃねえか？

　だが、今の自分達では、駄だ目めだ。出来るのかも知れないが、それには鍛きたえ直しと、考え方の改めも必要になるし、何より御市様のテンションアゲアゲ戦せん闘とう術をどうにかしねえといけねえ。

　無む理りだ。

　だから解わかってしまった。この道の最強。何となく憧あこがれてしまう最強は、自分達のものではないのだと。それが誰だれのものかと思えば、

「ああ、そうか」

　己おのれは思った。これが、託たくすという、そんな事なのかもしれねえな、と。
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　柴しば田たは、笑った。

　声を出さず、口くちの端はをあげて笑った。

　そしてただ、こう呟つぶやいた。

「いいだろ？」

　戦せん場じようを支配しているのはまだ自分だ。そのつもりでこう言った。

「もう少し、付き合えよ」
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　嘉よし明あきは、眼がん下かで花が咲いたのを見た。

　鉄てつ火かの花咲きだ。

　……これは……。

　四人の剣けん戟げきと防ぼう御ぎよが、恐らくは〝見切り〟と呼ばれる攻こう防ぼうの連動によって位置の取り合いと交換を行い、回り続けている。

　高い音が空に幾いく度どとなく跳ね、しかし涼すずしげに夜の大たい気きに染しみていく。

　そして眼下で花が咲く。

　あれは柴田か御お市いちなのか。それとも福ふく島しまか、清きよ正まさなのか。影の中では白く、明かりの下では赤く、月下の下では青く、ただ火花が散って止まらず、更さらには、

「お……」

　鬼おにの咆ほう吼こうと、人の叫びが重なり始めた。

　それは波のように剣けん戟げきの音と重なり、周囲へと広がり、

　……あ。

　声が来た。下だ。北きたノ庄しよう城じようの周囲から、その後すぐに、他の場所へと拡散するのは、

「おおお……！」

　聞こえる音と散る火花に、皆が声を上げた。

　これまでずっとどうしていいものか解わからなかったのだろう。今や誰もが腕を振りあげ、戦う者達の名を呼び、一いつ斉せいに地面を踏みならす。

「おお……！」

　地じ響ひびきが柴田の布ふ陣じん全体を揺らすのが、上空からでも解る。そして戦場の方では、

　……そうね。

　何となく、自分にも理解出来た事がある。

　今の花咲きは、終わりの間ま際ぎわにおける力の発はつ揮きなのだと。つまりは、

「そろそろ、終わるのね……」
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　御お市いちは、晴れ晴れとしていた。

　……いいわあ……！

　周囲には花が咲いていて、花火も上がっている。そこに自分は大好きな人といて、自分の動きについて来れる人達と踊っている。

　レッツ盆ぼん。時期としてはちょっと後送りな気もするけど、気分気分。

　でも本当に、ここまで何もかもが綺き麗れいなのは久しぶり。

　息をしていい。

　音を聞いていい。

　視し界かいに入るもの全てを受け入れていい。

　大だい事じな人の言葉以外の、誰だれも彼もの意い思しを、信じていい。

　声が聞こえる。応おう援えんの足踏みも届いてくる。だから、

「あ、は……！」

　私はここで、全力を出していい。

　ノヴゴロドの時は、止められてしまった。あの時はでも、自分にとって誰が大事かを教えて貰もらったのだ。

　それはとても大切な事。

　そして今、共に踊る人達は、そこまでシビアじゃない。だけど解わかる。今、こちらの相手をしている二人が、どんどん追いついてきているのだ。

　後こう輩はいなのよね。誰の、と言われると、自分の、としか言えない。

　敵ではなく、こちらに追いつき、追い抜こうとしている人達。

　そんな存在がいて、今の遣やり取とりの中、己おのれはこう思う。

　……追いつけるわよ、ね。

　きっとこの祭の中で、自分達は追い越される。それはどういう事か。

「あ、は、は、は……！」

　解った。

　とうとう解ったの。

　未来を失って、あれだけ人を殺あやめて、そして閉じ込んで、でも、何もかもを今、信じられて、応援されて、その上で、託せる人がいるというならば、

　……解ったわ。

　私は、特別なところのない、普通の人だったのだ。
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　聖せい譜ふ記き述じゆつとは違い、子はいなかったと、御お市いちは思う。

　だからこのまま孤こ独どくで、最後、己おのれを世に放たないよう、勝かつ家いえに殺して貰もらう。それは今でも変わらない方針だが、一つ、違うと信じられる事があった。

　自分は、孤独では無い。勝家さんとだけでもない。

　自分を知る人がいて、受け継ついでくれる人達がいる。言葉も何も通じているなら、記録に残されていくだろうというのも解わかる。

　つまり自分達は、この世界に否定されず、残っていける存在だったのだ。

「ああ……」

　涙が零こぼれた。いつもの、恨うらみや僻ひがみの凝ぎよう縮しゆくではない。

　感かん謝しやだ。

　こんな自分を受け入れてくれる何もかもと、信じてくれていた人達。そしてずっと傍そばにいてくれた大だい事じな人達と、

　……貴女あなた達。

　自分達を託せる相手に頭を下げ、その動きを利用して、己は突とつ撃げきを掛けた。

　泣き顔を晒さらしたくはない。後こう輩はいの前なのだから。
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　御市の突撃を、清きよ正まさはバックステップからのサイドスライドで受けた。

　攻こう撃げきは二つの刃やいば、しかし、

　……回転が速い……！

　二刀だが、今までのように保持にこだわっていない。こちらに攻撃を打ち込んだら、即そく座ざに手放し、背後の空間から次の刃を射しや出しゆつする。

　回転がない分、連動性は低いが、押しが一気に強くなった。

　対するこちらは防ぼう御ぎよを主体に立ち回る。そして、

「解りました……！」

　ここが勝負なのだ。だから、

　……受けます……！

　受け切る。そう決めた背後で、自分達とは別の高い音が跳ね上がった。

　福ふく島しまだ。

　向こうでは、柴しば田たが、こちらと同じように福島への分厚い攻撃を放っているのだ。

　……福島様！

　視線をそちらに送ったなり、御お市いちが刃やいばを背後から射しや出しゆつした。

　二本ではない。一気に六本。もはや打だ撃げき武ぶ器きのように、左右三本の叩たたきつけに対し、己おのれは自じ律りつ装そう甲こうを展開し、

「……っ！」

　六重の鉄音を重ね、防ぼう御ぎよに力が激げき突とつした。
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　御市の多重斬ざん撃げきを柴しば田たは理解していた。

　昔、自分もあれは受けた事がある。浅あざ井いの城しろの中で、己は御市を押さえ込むため、彼女の技を一通り全て受けたのだ。その中で、今の斬撃は相当な後になって出たものだという、そんな覚えがある。

　……あれを出させたら、大したもんじゃねえか。

　だがこれは、御市からのメッセージだ。

　一つは、今、自分達が相あい対たいしている相手の連動を崩くずすという事。

　これまでの防御などでは、防ぎ切れない力の激突だ。明らかに清きよ正まさの方は、〝見切り〟を剝はがされた状態になっているだろう。

　無む論ろん、一度しか通用しない大技だというのは解っている。だからこそ、連打の中から発はつ射しやしたこれは、敵の流れを乱した。

　そしてもう一つのメッセージは、

　……そっか。

　御市も、終わりを悟さとったのだ。自分達を託せる相手が、ここにいると。

　故ゆえに己も動いた。躊躇ためらいなく、決けつ着ちやくのための流れを、だ。
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　柴田は、福ふく島しまの突とつ撃げきがこちらの左に来たのを見た。

　……来たか。

　己は右利きだ。攻撃をするならば左側から。ホントにセオリー通りで泣けてくる。

　だが、敵の動きは移動に乗せた攻撃主体。

　柴田は、福島が、一歩を踏むのを見た。

　軽い動きだ。だがそれはすぐに加か速そく術じゆつ式しきで跳ね、こちらの懐ふところに飛び込んでくる。

　故にこちらも対応する。

　左を半歩下げ、相手を受け入れるようにしながら、右の刃やいばを叩きつける。

　すると福島が身を回した。

　振り降ろされる刃に対して、通過の動作をとらず、

「……と」

　彼女は、こちらの右手首の動きに沿い、刃やいばの下を潜くぐったのだ。

　……コイツ……！

　剣や刀は、そのまままっすぐ叩たたきつけるものではない。それでは柄つか側の重さしか利用出来ず、相手を押し返すにはいいが、斬きるのには向いていない。

　斬ざん撃げきの際はまず手首を引ひき戻もどしておくのが常じよう道どうだ。そしてインパクトの瞬しゆん間かんに手首を放つようにして返す。それによって先せん端たん速度が上がり、刃全体の重さが命めい中ちゆう部ぶに加わり、刃の先端側から分厚く食い込んで斬る事が可能となる。

　その手首のスナップを、福ふく島しまは読んだのだ。

　手首をまだ返さない内、上がった刃の下を潜られた。

　ここまでの戦せん闘とうで、こちらのタイミングを憶おぼえたのだろう。

　……それを今、やるか……！

　急ぎ、刃を返して福島を追った。背後から首を刈かる一発だ。高速で、風を強く鳴らして飛んだ切断の力に対し、

「────」

　こちらを見ぬまま、福島が身を回した。

　外へと、しかし全身を弾はじくように回す動きは、己おのれの打ち込んだ刃の外を沿うように旋せん回かい。自分は無防備な姿勢を晒さらす事になる。

　構わない。ここから先の展開のためならば、今得る負ふ傷しようはサービスだ。

　だから刃を振り抜いた右腕うでに力を込めた。

　筋きん肉にくが張り、硬質な皮ひ膚ふが完全な装そう甲こうとしての作りを作る。そして脇わき腹ばらを逆の腕で押さえ込めば、これで充分に鎧よろいの代わりだ。一発食らっても、終わらせられる。

　だが、福島が動きを止めなかった。

　彼女は、こちらの刃の外で身を回し、平ひら刃ばの槍やりを振り抜いた。

　こっちに対してではなかった。福島の槍が向かったのは、

　……御お市いち様か！

　距きよ離りにして十二メートルはある位置。清きよ正まさの肩越しに、福島が一いちノ谷たにを全力で投とう擲てきしたのだ。
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　柴しば田たとしては、やはり、という思いがあった。

　福島は選択したのだ。

　防ぼう御ぎよの用意をしたこちらに攻こう撃げきするよりも、

「──御市様の排除をして、二人一組で俺おれを相手にするか！」

　やる気あるじゃねえか。

　もし俺おれ達たちを超えられるなら認めてやる、と考えたと同時、御お市いちに一いちノ谷たにの先せん端たんが激げき突とつした。

　いい音が響ひびいた。

　しかし既すでに御市も新しい刃やいばを構えていて、その交差で平ひら刃ばの槍やりを受けている。

　そして福ふく島しまが前に出た。

「……っ」

　行く。

　速度そのままで突き込めば、火花が散って、反動が生じる。

　快音と共に、福島が宙ちゆうで身を後ろに一回転。着ちやく地ち位置は清正の前だ。やや飛び過ぎていると思うが、御市も大きくノックバックされていた。

　御市が遠ざかり、福島と清きよ正まさが並んだ。二人はまっすぐこちらに頷うなずき、

「行くで御ご座ざります……！」

　そうだな、と己おのれは思った。来るしかねえ、と。だってコイツらは、御市を遠ざけて、こちらに狙ねらいを絞しぼったのだから。だが、

「あ、は……！」

　御市が、言葉を作った。遠とお間まに下がった状態で、こっちの名を呼んだ。

「かついえさん」

　ああ。解わかってる。ようやくだ。自分達にとっても、ようやくだ。

　ようやく、距離を空けて、この二人を完全に挟んだのだ。だから、

「──そっちが近づいて二人一組だったら、俺達は離れていても二人一組だぜ!!」

　する事は一つだ。右腕の刃やいばを水平に構えて、

「掛かれ、──〝瓶かめ割わり〟」
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　清正は、柴しば田たの行為の意味が一いつ瞬しゆん解らなかった。

　……割かつ砕さいを、放つのですか……!?

　自分達の後ろには、御市がいるのだ。

　……巻き込みますよ……!?

　だが、それすらも敵の仕込みだとすれば、どうなるか。

　気付けば、御市が動いていない。

　これまで攻撃主体で追ってきていた彼女が、今は距離を空けたままだ。

　確かに御市は今までも自らを断つような戦い方を見せて来た。

　しかし柴田はそれをしないだろうと、そんな暗あん黙もくを思っていたのだ。

　違った。

　視線で振り向いた先、御市が動いていた。

　彼女は、笑っていた。

　それも、前まえ髪がみで顔を隠かくさず、ただ自然な笑えみで、

「いいですよ、勝かつ家いえさん」

　言葉と共に、御お市いちが下がりながら動いた。左手で己おのれの髪を摑つかんで持ち上げ、逆の右手で一いつ刀とうを振り抜いた。

　刃やいばは、攻こう撃げきに用いられなかった。

　彼女は、自分の胴どう体たいを、その胸の下で両りよう断だんしたのだ。

　お互いの距きよ離りを空ける事すらもフェイントとして、御市の存在すら囮おとりとして放つ一発に、こちらは回かい避ひのタイミングを失った。

　ただ、己おのれはこう思った。駄だ目めです、と。

　……大事な人を傷付けて勝つなんて、駄目です！

　ゆえに自分は叫んだ。

「福ふく島しま様……!!」

　声を放った直後。割かつ砕さいの力が通過した。

　それは、御市が自らを割った高さ、そのものだった。
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　割砕の力が、北きたノ庄しよう城じようの上を艦かん首しゆ側へと走り抜けた。

　今まで無ぶ事じだった舞ぶ台たいや飾り屋や根ねが一いつ斉せいに砕くだけ割られて空に波は濤とうとなり、破は砕さいの響ひびきが大風となって大たい気きを震しん動どうさせた。

　後に残ったのは一いつ掃そうされた戦せん場じようの上に立つ柴しば田たと、

「勝家さん」

　自ら先に断ち、一いつ瞬しゆんなりとも持ち上げていたため、割砕の力は彼女に大きな効果を発はつ揮きしていない。胸から下を血に染めているが、聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝天渡りの信仰カプトフアイデス・旧代ウエトウス〟の流りゆう体たい光こうは、御市の身体からだに確実な修復を与えつつあった。

　ただ、それでもふらつく御市に、柴田が大きなストライドで近寄っていく。

　周囲。何処どこを見ても木材や造ぞう花かの塵じん芥かいのみだ。

　見れば清きよ正まさの肩けん部ぶ装そう甲こうも、それだけが砕くだかれて落ちている。

　その残ざん骸がいを見た柴田が、肩を落として一ひと息いきをついた。

「ここまでだったか」

　その呟つぶやきに、ややあってから御市が頷うなずいた。そして彼女は、明かりを失った甲かん板ぱん上を見渡し、

「────」

　いきなり御お市いちが、柴しば田たを突き飛ばした。

　力は強く入らない身だったが、それでも鬼おにの巨きよ体たいを揺らし、

「勝かつ家いえさん……！」

　叫んだ。

「離れて……！」
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　御市は見つけていた。

　右う舷げん側、甲かん板ぱんの手て摺すりの下に、一つの影が腰を落としているのを、だ。

　清きよ正まさだった。

　頭部装そう甲こうと、右の肩けん部ぶ装甲を失い、やはり右の腰よう部ぶ装甲も砕くだかれている。

　柴しば田たの割かつ砕さいを、ぎりぎりで範囲外に避けたと、そういう状態に見えた。

　だが、どうやってその位置にまで回かい避ひしたのか。自分達のいる中央側からは、二十メートル強は空あいていると言うのに、だ。

　ただ、危険を感じるのは、彼女の無ぶ事じという事実ではない。その両腕うでが、一つの武ぶ装そうを構えているのだ。

　神しん格かく武装、カレトヴルッフ。二本の片かた鎌がま槍やりは、既すでに一つに合がつ致ちしており、

「果てなさい、──カレトヴルッフ！」
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　光の大たい剣けんが、右舷側から一気に突き込まれてきたのを柴田は見た。

　……御市様……！

　思った直後に、御市の右肩が光の刃やいばに食われた。

　腕が宙ちゆうに飛ぶ。だが彼女は回復する筈はずだ。だからこの攻撃は御市にとって無意味でしか無い。ならば彼女に庇かばわれた自分は、

「く……！」

　身を、左に振った。それまでの全身の動きを無視して、ただ強ごう引いんに身体からだをスライドさせる。

　筋きん肉にくが軋きしみ、骨が鳴ったが、

　……無む駄だにはするかよ……！

　振った結果は、確かに出た。

　もはや壁にも見える一いち撃げきは、しかしこちらの右肩を掠かすっただけだったのだ。

　かわした。

　見れば、正面、反動で手て摺すりに改めての激げき突とつをした清正が見える。

　そして光が消えていく。こちらの背後で消えていく。だが、

「────」

　不ふ意いに己おのれは、背後に気け配はいを感じた。

　……まさか……!?

　急ぎ振り向いた視線が、敵を見た。

　先さき程ほどまで、そこには誰だれもいなかった筈はずだ。しかし、

「……一いちノ谷たにの伸しん縮しゆく機き構こうで、清きよ正まさと己を逆に吹っ飛ばしていたか！」

　形なり振ふり構わない機き械かい任せの移動措そ置ち。恐らくは艦かん外がいまで吹っ飛び、今、戻ってきたのだ。

「福ふく島しま・正まさ則のり……！」
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　福島は、一ノ谷を展開状態で構えていた。

　この槍やりには、特性がある。それは、物理系けいや流りゆう体たい系の攻こう撃げきを吸収し、再開放出来るという事だ。事じ象しよう系には対応出来ないが、しかし、

　……カレトヴルッフの砲ほう撃げきは可能で御ご座ざります……！

　思い、己は叫んだ。

「落とせ、──一ノ谷!!」

　清正から受け取った一いち撃げきを、今こそ柴しば田たに砲撃した。
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　柴田は、放たれる莫ばく大だいな光を見つつ、敵の戦せん術じゆつを理解した。

　こちらの割かつ砕さいに対し、福島が一ノ谷の伸縮機構で回かい避ひを選んだのは解わかる。タイミングとしてはもう既すでに何もかも遅く、身を低くする事も出来ない時間帯たいだったのだ。

　機械任せの移動は、容よう赦しやなく二人を吹き飛ばしただろう。

　そして、そこからが、己の油ゆ断だんだった。

　清正の砲撃とも言える一発に、疑問を感じるべきだったのだ。

　……何故なぜ、アイツは撃うてたと、そう思うべきだったな。

　現状、〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟は機き動どう中なのだ。だから、もし撃とうとしたならば、差し止めの一いつ瞬しゆんが入った筈だ。

　この疑問の解答があるとしたら、御お市いちだろう。

　御市を撃てば、差し止めは掛からない。そして、そこに、自分を巻き込むならば、差し止め無しで攻撃が可能だ。

　御市も、それを理解したから、こう言ったのだ。離れて、と。

　……否いな。

　おかしい。

　福ふく島しまとの戦せん闘とうで、御お市いち狙ねらいの彼女に対し、自分の腕で御市を庇かばうのを見せつけた。それだけで福島にはこちらが意い識しきされ、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの介かい入にゆうを受けた。

　ならば今も同じだ。清きよ正まさは、同条件下で、差し止めを食らった筈はずだ。

　では何故なぜ、彼女は撃うてたのか。

　簡単な事だ。清正は、福ふく島しまに対して撃ったのだ。恐らく、まだ艦かん外がいに落ち掛けたままで、生せい存ぞんも定かではない相あい方かたに対し、カレトヴルッフの威い力りよくを渡した。

　これならば、差し止めは掛からない。後は福島が期待に応こたえるだけだが、

　……ああ、くそ。

　先さき程ほど己おのれは彼女達をこう評した。〝近付いて二人一組〟だと。

　そうではなかった。

「──離れていても二人一組は、お前らも同じか……!!」

　今、福島がこちらに、清正から受け取った力を叩たたきつけて来た。

　己おのれはただ、右の〝瓶かめ割わり〟を振り、

「掛かれ、──〝瓶割〟」
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　カレトヴルッフの至し近きん砲ほう撃げきを、割かつ砕さいが打ち割った。

　白の光が破は砕さいし、莫ばく大だいな流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきがあがる。

　そしてその中で、福島は柴しば田たの懐ふところに飛び込んだ。

〝瓶割〟を振り抜いた鬼おにに対し、己は身を寄せ、敵を見た。

　柴田が、口くち端はを上げて、笑っていた。

　既すでに〝見切り〟によって、相手の攻こう撃げきは読めている。

　砲撃直後に飛び出した自分に対し、迎げい撃げきを行った柴田は明らかに遅れた。だが、ここで迷えば、何もかもが無意味になる。ゆえに自分は動いた。

「……っ！」

　一いちノ谷たにの刃やいばで、鬼の右腕うでを鑿のみ落おとしに割った。

　柴田の腕を、断ち切ったのだ。
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　竹たけ中なかは、安あ土づちの左さ舷げん一番艦かんの甲かん板ぱん上で、膝ひざを突いていた。

「参まいりました──」

　うなだれる自分に対し、周囲の人間が皆して紙かみ袋ぶくろを待たい機きしているのは何故なぜか。否いな、自分で持ってますから大だい丈じよう夫ぶですって。だけどまあ、

「終わりましたか」

　表示枠レルネンフイグーアに、現場上空の嘉よし明あきから報告が来ている。

　……柴しば田たさんに、御お市いち様も、ちゃんと相手をしてくれたんですねー。

　だが、本気でキツかった。こちらに対するプレッシャーが、だ。

「だって、〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟とか出されると、私の〝聖骸の勇気クルース・フオーテイチユード・旧代ウエトウス〟、は遠距きよ離り過ぎて打ち消されますからねー……。挟きよう撃げきからの割かつ砕さいとか、ヒヤヒヤもんでしたよー……」

　二度とこういうのが無いといいと思う。本気でそう考える。だけど、

　……福ふく島しまさんも合ごう流りゆうしましたし、結果としてはハイリターンですね。

　指し示じを出す。もう、既すでに決定していた事だ。

「──羽は柴しば班はん、急ぎ撤てつ収しゆう。回かい収しゆう次第、安あ土づちは本ほん能のう寺じに向けて急行。……急ぎです！　下の人達に、場合によっては輸ゆ送そう艦かんで後追いしなさいと、そう伝えて下さい！」
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「……あ」

　北きたノ庄しよう城じようの上、清きよ正まさは、立ち上がっていた。

　戦せん闘とうが終了したという、その事は理解出来ていたのだが、これまでの流れからの解放が強く、ただただ呆ぼう然ぜんとしていたのだ。

　目を覚ましたのは、竹たけ中なかからの表示枠が鳴らした警けい告こく音だった。

　それが酷ひどく目立ってるような気がする程の無音。それが今の、北ノ庄城だった。

　表示枠を閉じ、息を入れる。

　……と。

　装備は半はん壊かい状態で、幾いくつも負ふ傷しようがあって、歩くのも重い程の疲ひ労ろうがある。

　だが、行かねばならない。

　周囲にあるのは、もはや祭の終わった残ざん骸がいばかり。

　足音は風に流れ、色のついた塵じん芥かいが旋毛つむじを巻いて空に消えていく。明かりもなく、ただ二つの満月と、下からの茶色い投光に全てを浮かび上がらせる世界で、

「福島様」

　自分は、同じ時間を過ごした人と並んだ。

　その上で己おのれは、福島と同じ方を見た。

　そこに、柴田と御市がいた。彼らの布ふ陣じん、艦かん列れつの並びを背景に、二人が立っていた。

　二人とも、右肩から先を失った状態で、治ち療りよう用の術じゆつ式しき表示枠が何枚も射しや出しゆつされ、その止血や鎮ちん痛つう、状態悪化の抑よく制せいなどに努めている。

　だが、そんな負ふ傷しようとは別で、己おのれはある事に気付いた。

「御市様、……あの、御市様の聖譜顕装テスタメンタ・アルマが──」

　天てん輪りんが、彼女の足あし下もとに転がったままだ。流りゆう体たい光こうを放ってもいない。それはつまり、

「ええ、解わかったんですよぉ。……ここで、終わりなんだって」
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　福ふく島しまは、己おのれの限界が近い事を悟さとりながら、言葉を作った。

「また、御指導頂いただけるもので御ご座ざりましょうか」

「もう充分に教えたじゃねえか。それとも勝ち癖ぐせつけたいだけかよ？」

「いえ、勝ったとは……」

　言って、気付く。どう言われようと、自分達は勝者なのだと。ここから先は、勝しよう率りつを上げていく事が目もく標ひようになり、勝つための模も索さくとはまた別のものとなる。二人の攻こう略りやく法を考えればいいのだから。

　強くなりたいならば、こだわってはいけない。そして、勝者ならば、

「拙せつ者しや達に、見るべき目は御座りましたか」

「貴き様さまは俺おれ達の後こう輩はいだろうが」

　柴しば田たが、ハ、と笑って言った。

「佐さつ々さや利とし家いえ、不ふ破わなんかもな。それぞれに、俺達には出来ねえ事が出来て、そういった部分があるなら、別に強くなくても託たくす意味があるんだろうな」

　疑問するように言われる台詞せりふは、意味が解るようで、解らない。解ったと、そうで御座りますねと、今ここで言えるものではないのだと、その事は何となく解る。

　きっと、いつかといえる時期があるならば、自分も、柴田達が今言う事を理解出来る瞬しゆん間かんが来るのだろう。

　ただ今、それを教えられた。その事について、己は頭を下げる。

「有あり難がとう御座ります」

「おい」

　柴田が、視線をこちらに向けた。そして彼は、

「好きに生きろ。貴様ら。──事情は知ってんだ。だから敢あえて言う、好きに生きろ」
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「好きに、ですか」

　清きよ正まさは、隣となりの福島が、疑問ゆえか疲ひ労ろうゆえか、応じられないのを悟さとって、問いかけた。

「それは──」

「ああしなきゃならねえとか、こうしなきゃならねえとか、そういうの捨てろ。

　言っても難しいかもしれねえけどな？　だけど、肝かん心じんな所では絶対にそうしろ。

　他人を害さず、自分を落とさないならば、自分がそうしたいと思う方に針を振れ。好きな方を摑つかんで選んで生きろ」

　いいか。

「これ、羽は柴しばなんかがどうにも言いにくいから、俺おれが言ってやる。だから、もし将来、そういう時が来たら、躊躇ためらうなよ？　羽柴よりも偉えらい俺が言ってやってんだ。

　躊躇ったら、俺のせいにして、好きな方を選べ。そのくらいは請うけ負ってやるよ」

　はあ、とこちらは頷うなずくしかない。

　将来、と言っても短い時期、何かがあると、先せん輩ぱいには予見出来るのだろう。だから、

「その時は、宜よろしく御願いいたします」

「礼れいは、いいですよぉ」

「これから俺達もそうするんだぜ？　──他人とか関係ねえ。好きに、な」

　言われた意味は解わかった。横、福ふく島しまが頷き、そのまま膝ひざから崩くずれ落ちた。

　御お市いちが、あ、と言った直後。背後に風が来る。

「嘉よし明あき様」

「福島を乗せなさい。既すでに安あ土づちは出しゆつ航こう状態よ。それと──」

　嘉明が、白姫ヴアイス・フユルステインを降り、柴田達に頭を下げた。無む言ごんで、ただ礼れい儀ぎとして、だ。

　柴田達も頷き、こう言った。

「行ってこい、本ほん能のう寺じ。──貴様らの出番だぜ」
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　まだ賤しずヶ岳たけは終わってねえな、と、柴しば田たは、ゆっくり動き出した安あ土づちを見上げながら思った。

　だって自分と御お市いち様が、まだ生きている。既すでに安土には幾いくつもの輸ゆ送そう艦かんが寄り添い、先行し、そして魔女テクノヘクセンと随ずい伴はんする高速艦も同行していくのだが、

「──最近の若い連れん中ちゆうの悪いとこだぜ。用件終わったら打ち上げにも付き合わねえ」

　安土が南へ動き出す。それに苦く笑しようした己おのれは、御市と向かい合った。

　御市が笑えみで言う。

「勝家さん？　私、凄すごく、大だい事じな事を教えて貰もらったの」

「ほう、御市様、それは俺もなんだが、御市様の方を聞きたいね？　何だい一体」

「Ｔｅｓテスタメント．、……私ね？　どうって事ない、普通の人だったの」

「おいおい、俺から見たら、大たい層そう綺き麗れいで、料理も上手うまくて、気立ても上じよう手ずな最高の人だぜ」

　有あり難がとう、と彼女が言った。そして、

「勝家さん」

「何だい御市様」

「何でかしら、私……」

　聞いた。

「死にたくないの」
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　御市は言った。勝家を見上げ、

「何でかしら。あれだけ、こんな人は生きていてはいけないって思って、あれだけ人を殺あやめて、赦ゆるされない事や我わが儘ままをしたっていう自覚もあるのに、だから殺してくれる勝家さんを求めたって言うのに──」

　日和ひよってしまったのだとは、思う。だが、

「何でか、私、今、死にたくないの」

「御市様」

　勝家が、笑みで言う。

「死にたくないのは、幸せだからだよ、御市様。だから御市様、漸ようやく今、幸せになったんだぜ。

　でも俺おれ、結婚する時、約束しただろ？　貴女あなたを一生幸せにしてやんぜって」

「有り難う」

　言うと、涙が零こぼれた。

　ああ、と頷うなずいた柴田が、僅わずかに離れた。そしてお互いが一ひと息いきをつき、

「どうすりゃいいか、解わかってるかい、御市様」

「ええ。──解わかっているわ」

　言って、お互いが、近づくための歩を踏んだ。そして同時に、残った左腕うでに抜ばつ刀とうした。

「これも、約束だったものね」

　言葉と同時に、お互いが攻こう撃げきを交こう錯さくさせた。





●






「始まった」

　誰だれかが、安あ土づちを見送ったまま、振り向かずにそう言った。

「すげえ……、左腕だけなんだよな、今」

　音が響ひびいている。まるで機き械かいによる削さく岩がんでもしているような高速の打ち合いだ。

「だけど、何だこれ、音が繫つながっていくぞ、おい……」

　解る。二人が一歩ずつ、距きよ離りを縮め、近づいていくのだ。

「ああ、くそ。柴しば田たさんが、膝ひざをついたな、これ……」

　やられたのではない。音の変化で解る。御お市いちと視線を合わせたのだと。

　二人は今、至し近きんで向き合ったまま、攻撃をかわし合っているのだ。
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　火花を散らし、鋼はがねの音が乱らん舞ぶする中で、御市は笑った。

「勝かつ家いえさん」

　目の前に、膝をついて、視線を同じくしてくれた鬼おにがいる。

　今、自分は、否いな、自分達は、それぞれの刃やいばをずっと弾はじき合いながら、

「大好きよ」

　抱き合った。そして共に、手に持った刃で、

「────」

　お互いの背から、己おのれの身を、どちらもまた背から刃が高く生はえる程に差し込んだ。

　二つの刃。彼から自分へ。自分から彼へと。お互いが完全に結ばれる。

「ああ」

　口を開くと、泡あわの混じった血が零こぼれた。抱きしめた姿勢で、彼の肩を赤で飾る。

　すると彼が、顔を向けてきた。

　だから躊躇ためらいなく、唇くちびるを重ねた。そして、

「……ん」

　彼が立ち上がった。共に左腕一本。だが今はもう、彼はこちらを抱きしめて下から支え、その上で歩き出す。

　行くのだ。

　唇くちびるが離れると、笑えみになった。

「行こうか、御お市いち様」

　彼が言う。歩き出し、足音を深く、甲かん板ぱんに響ひびかせながら鬼おにが言う。

「もしも、もしもだ。下に降りた時、まだ生きていたならば、今度はちゃんと、生きていく生き方をしようぜ」

「それは──」

「いつも美味うまいメシを食ってさ。よく寝て、出来の悪い後こう輩はい達をけしかけながら、つまらねえ仕事してさ。それでたまの休日、ちょっと何処どこか出たり、買い物して、こう言うんだ。──また今日きようも大した事無く終わっちまったな、って。

　だから、たまに歯は磨みがき粉こを違うのにしてみようとか、茶ちやに何か入れてみようとか、鏡かがみを前に、笑った方がいい顔かな俺おれ、とか、そんな事を試していく生き方をするんだ」

「素敵ね。──私も、そうしたいわ」

　そうか、と彼が歩く。揺れが心ここ地ちいい。身体からだの中に通った二本の冷たさが、揺れに応じて伝わってくる。

　まるで、夜の冷たさが、刃やいばを伝って自分の何もかもを洗ってくれるようだ。

　空には満月が二つあり、しかしその下へと向かっていくような安あ土づちがある。

「聖せい譜ふ記き述じゆつでは、……辞じ世せいの句く、あるのよね」

「言えるかい？」

　ええ、と己おのれは応じた。遠く、去って行く安土に目を細め、

「──夏なつ鳥どりの誘さそいは、夏の夜を更さらに短くしてしまうのね」

「だけどその鳥は、これだけ馬ば鹿かやった俺達の事を、皆に教えてくれるぜ」

　やだ、と笑いが漏もれた。血の色と共に零こぼれて咳せきが出た。

「勝家さん、意い訳やくし過ぎ」

「御市様はロマンティストだよな」

　ええ、と頷うなずき、自分は彼に頰ほおを預けた。そして深く息を吐き、目を閉じた。

「ずっと昔から、そうだったのよ、きっと」

　何だか、随ずい分ぶんと身体からだの力が抜けた。

　眠って、目覚めたら、そこは彼の言う、ちゃんと生きていける場だろうか。

「勝家様」

「何だい？」

　自分は頰ほおを彼に寄せ、こう言った。意い識しきが、掠かすれていくのを感じながら、

「──憶おぼえてる？　私も言ったのよ。──幸せになりたいです、って」
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　北側、柴しば田たの布ふ陣じんのあった方角から、大だい規き模ぼな発光現げん象しようが生じたのを、〝安あ土づち〟は安土の後部視覚素そ子しで確かく認にんし、そして己おのれの目でも追つい跡せきした。

　何が起きたかは解わかる。既すでに艦かん橋きようからは、現場にいる不ふ破わの報告が送られてきているのだ。

　賤しずヶ岳たけの戦いは、終了した。だから、

「これより本ほん艦かんは重力加か速そく航こう行こうに移行、全力で南東へと進行します」

　行き先は、決まっている。

「本ほん能のう寺じ、武蔵むさしへと急行。これは絶対です。──Shaja!!」
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「──安土が、こちらへの移動を開始したそうです。どうします？」

　という浅あさ間まの問いに、通路を行く皆が顔を見合わせた。誰だれも彼も、硬こう化か材ざいの区く画かくを解放してやってきたが、禊祓みそぎ術じゆつ式しきで浸しん透とうは無いものの、何となく靴くつや裾すそにそれが残っている感がある。

　ゆえに一部は、脱いだ靴を腰のハードポイントに提さげ、タイツや裸足はだし姿すがたのまま、

「安土、あれ、大きいよね？　どのくらいから見えるんだろう」

「見えるだけなら琵び琶わ湖この向こう辺りで、もうかなり見えるんじゃないかしら。でもそのくらいの距きよ離りからの砲ほう撃げきだったら、防ぼう護ご障しよう壁へきで防げるわよね」

「だとすればまだ時間はあるか……」

　と言ったのは、正まさ純ずみだ。彼女は顎あごに手を当て、

「まあ急いだ方がいいな。こちらに余よ裕ゆうがあっても、本能寺側にそれがあるとは限らない。二ふた代よ、ミトツダイラ、変わらず警けい戒かいを頼む」

　言うと、正純の正面で腰を落とし、両腕うでを前に出していた二代が、

「そうで御ご座ざるか……」

「いや別に担かついで貰もらっても構わないが」

　そうされるのを皆が見た。

　そして全員が、また先を急ぐ。通路の奥は見えている。大おお扉とびらが有り、ミトツダイラが王賜剣エクスカリバーを構えた。

・金マル：『そういやメーやん、こっちで一本借りてるけど、いいの？』

・傷有り：『あ、はい。元々は点てん蔵ぞう様に懐なついてる子ですけど、ミトツダイラ様にも同様なので、お二人で可愛かわいがって頂いただければ』

　ミトツダイラが、とりあえず接合部を撫なでておく。

　そして大扉へと、彼女が王賜剣を叩たたき込もうとした時だ。

・未熟者：『待った！　ちょっと重大な話がある！』
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　鈴すずは、武蔵むさし野の艦かん橋きよう内で俯うつむいた。

　……え、ええと……。

　思し案あんしている間に、後ろに控える〝武蔵野〟が気を遣つかったのか、静かに言った。

「何でこんなタイミングなんでしょうか。鈴様。──以上」

「あ、いや、うん、それもあるけど」

「では、やり直させて頂いただきます。──ちょっと重大、って、表現としておかしくありませんか鈴様。──以上」

「あ、うん、それ、それ」

　武蔵野艦橋内から幾いくつも拍はく手しゆが起きて、〝武蔵野〟が右手を挙あげて応こたえるが、これはこれで有りなのだろうか。
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　ミトツダイラは、仕方なく携けい帯たい食料を囓かじって暇ひまを潰つぶす事にした。その間にも皆が、

・俺　　：『何よネシンバラ、オメエ、そこの扉とびら開けたらラスボス戦みたいな状況で何？　セーブでもしてくれんの？　空気読めって』

・未熟者：『いや、そうじゃないんだよ！　あの暗あん号ごうの判じものが解わかったんだよ！』

・●　画：『プ。──あ、御ご免めん』

・未熟者：『な、何だ今の笑いは！　後で後こう悔かいするぞ！』

　そりゃ先に後悔しないよね、とマルゴットがうんざり口く調ちようで言うが、この手の表現確かに多いですわね書しよ記き。

　だが、書記は言葉を重ねてくる。

・未熟者：『いいかい!?　これは重大事だ！　きっとこの先で必要になる！』

・副会長：『本当かあ？』

・未熟者：『その語ご尾びの〝あ〟は何だいヅカ本ほん多だ君……！』

・俺　　：『気にすんなあ？』

・労働者：『小さい事だあ？』

・眼　鏡：『馬ば鹿かじゃないかあ？』

・未熟者：『く、くそ！　怒りのあまり言い返す言葉が見つからないな……！』

・副会長：『語ご彙いが駄だ目めかあ……』

・未熟者：『語尾を下げるなあああああ！　疑問形で上げていいだろう今のは！』

　いいのか？　と周囲の戦せん士し団だんも言い始めたので、キャラが立ってきたと思いますの。

　だが、こちらとしても携帯食の二本目に入っている。

・銀　狼：『こう言っては何ですけど、今、ここで聞くべき事ですの？』

・未熟者：『いや、よく考えてくれミトツダイラ君！　ついちょっと前、中ボスを前に勉強不足で〝えっ〟とか言われた集団あったよね？』

・ホラ子：『ありましたねえ。何処どこぞの書しよ記きが勉強不足と研究不足で集団内の知ち識しき低下を招いた案あん件けんですね。任せておけと言っておいて毎度出てくる情報が少ないわ当てずっぽうなので、信用するのもスリル満点。ギャグとして扱われているので赦ゆるされるとは、うちが普通の教きよう導どう院いんではなくて幸いでした』

・未熟者：『そ、それ以上は恥はじの限界を超えるからやめてくれ……！』

・煙草女：『ともかく話進めるさね』

　ああ、と書記が頷うなずきの言葉を作った。

・未熟者：『ここでちゃんと僕の話を聞いておくと、ラスボスが何か言っても意味が解わかるよ!?　ラスボスに問われて応こたえられなくて、向こうが〝えっ〟とか言うの、無くなるよ!?』

　すると浅あさ間まが手を上げた。はいどうぞ、と促うながすと、彼女は皆に会え釈しやくして、

・あさま：『あの、私、神じん社じやの仕事で解説とかいろいろするんですけどね？

　……もうここまで来てるなら、ネシンバラ君に説明して貰もらうより、ラスボスの人に聞いて直接説明して貰った方が、早くないですか？』
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　ミトツダイラは、ホライゾンが右手を勢いよく挙あげるのを見た。

「ァイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ！　流石さすがはマイトシャーマン浅間様！　確かにここまで来たら、ネシンバラ様から聞く時間とラスボス様から聞く時間、どっちも大した変わりは無いですからね！　一いつ丁ちようラスボスに質問タイムと行きましょうか！」

　そうね、と頷いたのはナルゼだ。

「最初にいきなり攻こう撃げきとか、あるかもしれないけど、それでドンパチやって終わるんだったら、もうそれはそれで仕方ないし、そうじゃないなら、正まさ純ずみにいつものように恥忍しのんで聞いて貰えばいいんだわ」

「いつものように、って何だ一体……！」

　皆が正純の抗こう議ぎを無視した。だが、向こう、戦せん士し団だんの副ふく隊たい長ちようが手を上げ、

「向こう、そんな素直に教えてくれますか？」

「フフ、何も知らない連れん中ちゆうに邪じや魔まされるのって、結けつ構こう耐えられないんじゃない？　そうでしょ？　馬ば鹿かには我が慢まん出来ないわよね!?　もう、お馬鹿さんン！　ってそんな感じ感じ！　あら何ミトツダイラ、私に我慢ならないの!?　いいのよ我慢しなくて、ほら！」

　苺イチゴ味の携けい帯たい食料を差し出すとおとなしくなったので、よしとする。が、マルゴットが、軽く手を打って頷うなずいた。

「あー、何か、ラスボスが決けつ戦せん前に解説し始めるの、意味解わかった気がする。確かに頭のいい人特有の、馬ば鹿かを見てらんない現げん象しよう、あるよね。あれつまり、親切だったんだ」

　成なる程ほど、と二ふた代よが頷いた。彼女は肩に正まさ純ずみを担かついだまま、しかし首を傾かしげ、

「ただまあ……、そうだとすると、拙せつ者しや達が今までいろいろと議ぎ論ろんしたり、探ってきた事は、無む駄だだったので御ご座ざるか？」

「んー……。厳げん密みつに言うと、そうなってしまうような……」

「智とも、結けつ構こう容よう赦しやありませんのね」

　いやまあ、と、浅あさ間まも首を傾げながら、

「自分もそういう調査に加わってたのでアレですが、現実問題で言うと、トータルの所要時間は、外から情報を集めていくより、ラスボスに聞いた方が遙はるかに早い筈はずですね。

　手て順じゆんの問題はありますけど、聞けるなら聞いた方がお互い無む駄だや行き違いがないのではないかと、そう思います」

「ゲームに例えるとどんな感じ？」

「んー……、とりあえずフリーダムに狩かりまくってダンジョン荒らしたりイベントこなしてレベル上げ楽しんで充実の上でラスボスに会ったら、世界の謎なぞやら恨うらみ言やら血ち筋すじとか、そういうのをラスボスが一気に話してきたので即そく座ざに倒す、というところでしょうか」

「何か、ヤバい事知ってるヤツがいるから消す、みたいな感じじゃね？」

「というか、そのラスボス様、同情の念ねんしか湧わきませんね」

「うん、ラスボスだって狩ったり冒ぼう険けんしたり人生楽しみたかったよね多分……」

　だがまあ、と言ったのは第一特とく務むだ。彼は腕を組んで一つ頷き、

「とはいえ確かに、早い段階からお互いが話せていたら誤ご解かいも生じなかったと、そういう事は幾いくつもあるで御座ろうな」

「ハイ、じゃあ、結論としては、世界が危き機きになったらまずラスボスと話し合ってボタンの掛け違えを正すと、そんな感じで──」

　我が王の言葉に、皆が拍はく手しゆをした。自分も銀ぎん鎖さと一いつ緒しよにやっておく。

　その上で己おのれは王賜剣エクスカリバーを掲かかげて、

「それでは皆さん、行きますのよ──」

・未熟者：『待てえええええええええええええええええええええええ！』

・労働者：『しつこいなあ！』

・未熟者：『い、いや、頼む！　御願いだから聞いてくれ！』

・副会長：『聞いてもいいが、何でそんな必死なんだ？』

・眼　鏡：『ああ、他国の役やく職しよく者しやから情報得たからだろ？　私の時みたいに』

　皆が、半はん目めで表示枠サインフレームを見た。すると書しよ記きが、

・未熟者：『い、いいじゃないか！　解わからなかったから聞いたんだよ！　正直者だ！』

　最近開き直りを憶おぼえてきたように思いますの。
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　では、と、ネシンバラは言った。

　場所は浅あさ間ま神じん社じやの境けい内だい。鳥とり居いの下の階段に座っている。

　吹き抜け構こう造ぞうとなっているここは、今、内壁の外側にあった区く画かくが全てパージされた状態だ。後は武蔵むさしの最軽量化が必要な時、遂ついにはこの場所もパージ出来るよう、周囲には大型の輸ゆ送そう艦かんが接せつ舷げんされている。

　そんな接舷と固定の工事を、内壁通路から覗のぞいて、

　……後の資料にしよう！

　なんてやってたものだから、いろいろ出遅れた。

　だから思い切って聞いてみたのだ。

・未熟者：『紹しよう介かいしよう。今回のゲストコメンテーター。それは──』

・ふあな：『……何だかよく解わかりませんが、先さき程ほど頂いただいた情報についての思し案あんですね？　どうも、皆様今晩は、三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長、フアナと申します』







[image: 第五十九章『密閉場所のギャンブラー』]
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・副会長：『何をいきなり大物連れてきてるんだよ……！』

・未熟者：『いや、君が暗あん号ごう文ぶんを渡しただろ!?　だから話通じるかと思って、思い切って君の命令だという事にして代表委員長に振ってみたんだよ！』

・●　画：『ヤダ……、代表委員長、正まさ純ずみのためと思って騙だまされちゃったのね……』

・金マル：『うわあダイクボちゃん可哀かわい想そう──』

・銀　狼：『でもこれ、書しよ記きはひょっとして、うどん案あん件けんですの？』

・あさま：『あー、でも、騙かたりや成り済ましは結けつ構こう神しん道とうあるんで、昔の貴き族ぞくもそれやって相手の家に忍しのび込んで神しん罰ばつ……、ああ、検けん索さくしたらありました。男子の場合は自分の名前を書くたびに尿によう道どうから筆ひつ跡せきと同じ長さの流りゆう体たいイカスミソーメンがノンストップで出るそうなので頑がん張ばって下さい』

・未熟者：『流体何でもありだね!?　でも成果を見ようよ成果を！』

・十ＺＯ：『先に罪つみを直視した方がいいで御ご座ざるよ？』
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　フアナは、残業中だった。

　自分の乗っている航空艦アコラザードは京きよう方面派は遣けん艦かん隊たいの準旗き艦かん。旗艦は甲こう子し園えんでの試合があった野や球きゆう部ぶの乗る二代目サン・ロレンソだが、実質、自分の艦はそれと同型だ。

　三征西班牙トレス・エスパニアが得意とするブロック構こう造ぞうの艦かん体たいで、全長八百メートルの島を作り、そこに推すい進しん機き能のうなどを与えて大型の艦とする。ブロック部分を転用出来、補ほ修しゆうも楽なために、陸りく港みなとを大きく持てる旧派カトリツク諸国でのライセンス生産事業も進むこれは、以前の有あり明あけでも主力商品だ。後の開かい拓たく事業におけるコネ作りの礎いしずえともなる一方で、

　……次世代の艦体規き格かくの研究開発をどうにか始めたいのですが……。

　正直、アイデアというものは、必要だからと言って出るものではない。

　もっと正直言うと、

　……武蔵むさし、欲しいですねえ……。

　あれがあれば何かもう何もかも解決で、おじさんと一いつ緒しよに試験旅行で外がい界かい世界一周とか、そのくらい余よ裕ゆう過ぎる。

　でも無む理りです。

　大たい国こくであっても、ままならない事というのは多た々たあるのだと思わされる。

　ゆえに、武蔵基本船せん殻かく部ぶの護ご衛えいとして四し国こくに向かいつつ、二学期の補ほ正せい予算配分だ。三学期分も見込みを入れて切った張ったをやっていると、時間などあっという間に過ぎていき、

「あ」

　気付けば本ほん能のう寺じが始まっていた。情報収しゆう集しゆうは第三特とく務む達に任せているが、何となく、息抜きともいえる時間だと、そう思ったのだ。だから武蔵むさし側から預かった暗あん号ごう文ぶんや諸しよ処しよの情報を見てみたら、

「何でしょうか、これは」

　先さき程ほど、暗号の方は、武蔵側からの連れん絡らくと共に改かい稿こうされている。今のものを最新として見るならば、形はこうだ。





　りそおとおうこわれた

　ながよしのず（つ、す）がいがただしい

　ず（つ、す）きたいのふ（ぶ）きをいわおにおさめ

　なず（つ、す）おわりこたまにず（つ、す）がいをおさめよ

　ふたりのせいじょはいず（つ、す）こ






　そして付ふ帯たい情報としては、明あけ智ち・光みつ秀ひでが遺のこした言葉がある。





「信のぶ秀ひで公こうのゴルゴダは、理論だけが先行していました。

　元もと信のぶ公こうのメサイアは、どうにか、出来たんです」



　これらを見るだけで、知っている言葉が、幾いくつかあった。

「Tsirhcツアークの知ち識しきに関する部分ですね。これは」
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・ふあな：『幾つか思うところがあったので、ある程度形の見えている暗号文と共に、明智・光秀が遺した言葉を考えてみました』

　流れる文字を、メアリは本能寺の入口間ま際ぎわで読んでいた。誾ぎんと宗むね茂しげが周辺の警けい護ごにつく一方で、アデーレが奔ほん獣じゆうを乗せた運うん搬ぱんパレットと一いつ緒しよに輸ゆ送そう艦かんへと回かい収しゆうされていく中で、だ。

　パレット上の搭とう乗じようスペースから手を振ってくるアデーレに手を振り返していると、三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長が、言葉を作った。

・ふあな：『まずは、明智・光秀が遺した言葉から、──メサイアです』

　あら、とメアリは思った。

　……これはつまり、世を救う方の事ですよね？

　自分も元々旧派カトリツクだ。その程度の知識はある。そして、

・ふあな：『Tsirhcにおいて、メサイアとは、救きゆう世せい者しや、救済者、救世主しゆともされます』

　その通りだ。だが、

・ふあな：『しかしメサイアは、元々の意味では、自分達の民みん族ぞくや、信しん仰こうする人々を率ひきいて、信しん仰こうの認められた豊かな大だい地ちに導く存在の事でした。

　つまりメサイアとは、──理り想そうを叶かなえる指導者、つまり王の事だったのです』

　……え？

　三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長の言った言葉が、暗あん号ごう文ぶんにはあった。

・あさま：『〝りそおとおう〟……、ですね』

・貧従士：『あああああああリゾット王敗れたり……！』

　上昇していく輸ゆ送そう用パレットに手を振ると、搭とう乗じよう部ぶに倒れたアデーレが手を振り返してくれた。しかし今の示し唆さは、暗号文と光みつ秀ひでの言葉に合わせると、多重の意味を持つ。

・傷有り：『〝元もと信のぶ公こうのメサイアは、どうにか、出来た〟と、光秀公はそう仰おつしやいましたね』

・十ＺＯ：『それを暗号文に置き換えるなら、しかし〝メサイアはこわれた〟ので御座る』

　どういう意味なのか。

・○べ屋：『人の事かな？　計画か何かかな？　あ、横入りね。関かん東とうの方、ちょっと今、いろいろサプライズ中だから』

・金マル：『うーわー凄すごい楽しみー』

　そうですね、と頷うなずきつつ、メアリは思う。

　……〝出来た〟〝壊れた〟と聞くと、人ではないように思いますね。

　何だか探たん偵ていじみた事をしている、と思うと、小さく笑ってしまう。この手の事は、点てん蔵ぞう様の方が得意でしょうに、とも。そして、

・ふあな：『では次の言葉に行きましょう。──ゴルゴダです』

　これは、単たん語ごとして、もう知っている。それは他の人も同じようで、

・立花夫：『聖せい譜ふで、神の子とも言われたイエス・キリストが処しよ刑けいされた場所ですね。

ゴルゴダの丘と、そう言われた場所だった筈はずです』

・ふあな：『Ｔｅｓテスタメント．、流石さすがは元第一特とく務む、即そく座ざに出ましたね』

　三征西班牙副会長の言葉に、自分は視線を上げた。すると宗むね茂しげが無言で軽く頭を下げ、同じように誾ぎんが、実況通神チヤツトには乗せないが、こう言った。

「有あり難がとう御座います」

　それで充分だと、己おのれはそう思った。向こうにも、きっと通じてるだろう、と。
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　余よ計けいな事を言ってしまったかも……、とフアナはデスクの上で頭を抱えていた。

　興きように乗ってきたところで既き知ちからの言葉が来たため、懐かい古この意味でつい色気を出してしまった。ひょっとしたらもう敵対気分で、完全にこっちの事など忘れているのかもしれないのに。……に、人間関係は、本当に不ふ意い打うちやオウンゴールが多いですね私……。

　反省しようとそう思うが、きっとまたやらかす気もする。

　だったらこういうものだと思う事にして、自分は言葉を続けた。

・ふあな：『いいですか。ある意味、ゴルゴダの丘でイエス・キリストが処しよ刑けいされた事で、Tsirhcツアークの歴史が始まったと言えます』

　では、

・ふあな：『ゴルゴダの丘とは、何だったと思いますか？』
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　あの、と浅あさ間まは恐る恐る右手を小さく挙げた。

「これ、そろそろ巻いた方がいいんじゃあ……。ひょっとして、この扉とびらの向こうでラスボスが待ってたら、ちょっと待たせ過ぎな気も」

「一回扉開けて、少し掛かるから、と言った方が良いんですの？」

「流石さすがにそれはフリーダム過ぎるで御ご座ざらんかな？」

「あー、でも、ゲームだとそういう扉の前でキャンプするよね。それそれ」

「まあちょっと、三征西班牙トレス・エスパニア副ふく会長に合わせる感じでな？　な？」

　と正まさ純ずみが表示枠サインフレームを指差して言うので、頷うなずく事にする。だが、

「ゴルゴダの丘って、何なんです？」

「うどん場！　うどん場ですよ浅間様！」

　ああ、とホライゾンの言いたい事を、己おのれは理解した。運動場の言い間違いかと思ったが、

・あさま：『処しよ刑けい場じようですね』
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　Ｔｅｓテスタメント．、とフアナは頷いた。武蔵むさしの神しん道とう代表にもTsirhcの知ち識しきが伝わっているようで何よりです、と。何しろ自分の襲しゆう名めい先さきは、三征西班牙における旧派カトリツクの推すい進しん派。旧派の是ぜに適かなっていない本を禁きん書しよ指定して焚ふん書しよした程の人物だ。知識系けいは、結けつ構こういける自信がある。ゆえに、

・ふあな：『キリストの処刑されたゴルゴダの丘は処刑場でした。では、ゴルゴダとは、何の意味か知っていますか？』

　それは簡単な言葉だ。

・ふあな：『　──〝頭ず蓋がい〟です。ゴルゴダの丘とは、見み世せ物ものとしての処刑場があった丘に骨が転がり捨てられていた事から、逆にそう名付けられたのですね』
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　妙みような予感を、点てん蔵ぞうは感じた。先さき程ほどのメサイアと暗あん号ごう文ぶんの一いつ致ちもだが、

「これもまた、そうで御座るな……」

　メサイアと〝りそおのおう〟は、既すでに合がつ致ちが見えた。

　そして、ゴルゴダが〝頭ず蓋がい〟とするならば、暗あん号ごう文ぶんにもそれがある。

「ながよしのずがいがただしい」

　これが一つ。更さらにはもう一つ、続く行にて、

「──なつおわりこたまにずがいをおさめよ」

　ここにも、頭蓋がある。

「これは一体──」

「ちょっと待って、ここ、時じ系けい列れつがあるわ。それも少し面めん倒どくさいのが」

　ナルゼが、小さいが、鋭い声で言った。

　彼女は、自分の考えをまとめるように、ペンを出し、虚こ空くうに文字を書き出す。

「元もと信のぶのメサイアは〝出来た〟のよ。つまり、──過去」

　だけど、

「信のぶ秀ひでのゴルゴダは、理論先行。〝出来てない〟の。つまり、──未来」

　でも、という言葉の先を、ナイトが補ほ足そくした。

「信秀公こうは元信公の先生だったんだっけ？　だとしたら、後の時代の元信公のメサイアが出来てるけど、先の時代の信秀公のゴルゴダは理論先行のままなんだよね」

　……それだけ、信秀公のゴルゴダが先進的だったので御ご座ざろうか……。

　古いのに出来てないのには、そういった、何か理由があろうと思う。

　そして、ナルゼが言葉を作った。

「でも、──後発のメサイアこと〝りそおとおう〟は壊こわれたの。

　どうにか出来たけど、でも、結果として、メサイアは失敗したのね」

　じゃあ、とナルゼが言って、虚空にペンを立てた。

「頭蓋ゴルゴダが正しい。それが彼らには解わかった。

　そして夏終わりの小こ玉だま？　頭蓋を収めるのって、いつの未来の事？」

　彼女の問いかけに自分も含め、皆が頭ず上じようを見上げた。

　無む論ろんそこにあるのは通路の天てん井じようだ。月も何も無い。ただ、

・ホラ子：『ネシンバラ様──!!』

・未熟者：『言おうか』

　止める意味は無い。ゆえに、飛ひ躍やくの言葉が、こう流れた。

・未熟者：『過去に、恐らく、末まつ世せを救う理り想そう的な計画があった。それがメサイア。

　しかしそれは出来たけど、壊れてしまった。

　だけど計画者達はそれゆえに解った。〝ながよしのずがいがただしい〟と。

　そしてそれが今、こう呼ばれている』

　既すでに解っている事を、ネシンバラがこう告げた。

・未熟者：『創そう世せい計画だ』
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・金マル：『──でもコレ、創そう世せい計画が何の事か全然解わからないよね』

・●　画：『そうね。煽あおってみたけど、意味不明よね』

・未熟者：『待て！　待つんだ君ら！　ここからが良いところなんだ！』

・眼　鏡：『ホントに君、イニシアチブとれない人だね……』
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　どうだい？　とネシンバラは言った。浅あさ間ま神じん社じやの階段の上から、四角く区切られた夜を見上げて口を開いた。未いまだに幾いくつかの矛む盾じゆんめいた事や、解らない事がある。だが、

・未熟者：『メサイアと、ゴルゴダは、計画名、もしくは何かの術じゆつ式しきなど、とにかく〝事を起こす〟ものだとしよう』

　言った瞬しゆん間かんだ。察しのいい人から疑問が来た。

・立花嫁：『待って下さい。──聞いていて、暗あん号ごう文ぶんなどと照しよう合ごうしてみると、意味の解らないところが一つあります』

　それは、

・立花嫁：『明あけ智ち公こうは、ゴルゴダは信のぶ秀ひで公こうのものだと言いました。ですが、暗号文の方には、こうあります。〝ながよしのずがいがただしい〟と。

　ながよし、とは誰だれなのです？　信秀公とは別の方ではないのですか？』

・未熟者：『そこは流石さすがに僕でも解った。簡単な置き換えだよ。

　──信秀という言葉をよく見て御ご覧らん。そして〝ながよし〟を、適当な漢字にして、並べて見て御覧？』





●






　……あ。これ、多分、コレですの……。

　と、気付いて、ミトツダイラは軽く手を上げた。

「……確かに、長なが吉よしは、信秀ですわ」

「え!?　何でなのネイト！　俺おれにだけ教えて！」

「おやおやはしたないですねトーリ様、そんな風ふうに人を頼るとは……！」

　というホライゾンの左腕うでが、床からこちらのスカートの裾すそを小さく引っ張って答えをせがんでいる。ホライゾンもこちらに来て、右手を口の近くに立てると、

「──ではミトツダイラ様、ここはホライゾンにだけ、まずネタバレを」

「いえ、コレ、書しよ記きの得意な総当たり方式で解るネタですのよ？」

　そうね、と言ったのは喜き美みだ。彼女は苦く笑しようで表示枠サインフレームを開き、指だけで意い外がいに綺き麗れいな字を書いていく。それはまず信のぶ秀ひでという二語を縦たてに書き、その横に、一字をそれぞれ加えて、二人分の名前とした。

「信秀、という漢字に、それぞれ一字を加えて、信のぶ長なが、秀ひで吉よし、という二人にしてみたわ。

　ほら、加えた言葉を読んでみなさい」

　皆が息を詰めた瞬しゆん間かん。喜き美みが両手を振りあげて叫んだ。

「ナガキチロングハッピ────！　やだ、長ちよう命めい幸福よ!?　長いと吉きちなの、解わかる!?　続くのは太ふと吉きちとかだけど、引っ繰り返して短たん凶きようとか細さい凶きようとかもいいわよね!?　そうよね浅あさ間ま!?」

「何でこっちに振るんですか……！」

　こっちに来なかったので三本目の携けい帯たい食を囓かじる。あらこれもイチゴ味。

　そしてこちらの流れを見たのだろう。書しよ記きが言葉を寄よ越こしてきた。

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、……つまり、元もと信のぶ公こうのメサイアが失敗して、信秀公のゴルゴダをした方がいいと、そのためにはスキタイの武ぶ器きが必要で、ええと』

・約全員：『長いよ！』

　皆がツッコみ、浅間が表示枠サインフレームを開いた。

「ええと、今までのを、私なりにですが、置き換えます」

「じゃあ、こっちにも回して頂いただけます？　補ほ塡てんしますわ」

　言うと、ホライゾンが辺りを素早く見回し、

「浅間ダイラ様──！」

「ククク、駄だ目めよホライゾン！　浅間が平タイラになっちゃうじゃない！」

「いえ喜美様、今のは浅間様とミトツダイラ様で平へい均きんをとるという、そういう深い示し唆さあっての事。これでミトツダイラ様も野望が完成、浅間様も慢まん性せい肩こりから解放です」

「慢性肩こり!?　じゃあホライゾン、私のこの手を机つくえに見立てて、その解消法を見せて！」

　ホライゾンが、やや仰のけ反ぞり姿勢で膝ひざを曲げ、喜美の手に胸を置いた。

「──浅間様、リラックス姿勢」

「智とも！　智！　タイプミスが生じてますわよ！」

　ホライゾンと喜美が軽く逃げ出すが、でもあの姿勢、確かによく見ますの。

　……好かれてますわねー。

　自分もなのだろうか、と思う間に、注ちゆう釈しやくが終わった。つまりはこうだ。





「（元信公の）メサイアは壊こわれた

　信秀公のゴルゴダが正しい

　スキタイの武ぶ器き（大罪武装ロイズモイ・オプロ）を巌いわおに収め

　夏終わり小こ玉だまに頭ず蓋がいを収めよ

　二人の少女はいずこ」



　えーと、と辺りを窺うかがうように言ったのは、御お広ひろ敷しきだ。彼は言葉を選ぶように、

「……大罪武装ロイズモイ・オプロって、向こうも持ってるんでしたよね？」

「小こ癪しやくな事に、どうも羽は柴しば様が似たものを持っているようですねえ」

　じゃあ、と言ったのはナルゼだ。

「その文章をここに置き換えると、いろいろ見えてくるわよね。

　巌いわおって、つまりこの施設の事だとしたら、夏終わりの小こ玉だまは、何？」

「──第二の月では」

　と、ふと言ってしまったのは、人狼ルウガルウ故ゆえだろうか。

　ただ、今、それは満月として、頭ず上じようへと差し掛かっているのだ。更さらには、

「何で、信のぶ秀ひでの判はんじものが、信のぶ長なが・秀ひで吉よし、なんだろうね」

「……秀吉も、ここに来ているので御ご座ざるな？」

　当然、歴史再さい現げんの当事者として、信長もここにいる。だとしたら、

「──ホライゾン思いますに、ここで信長と秀吉の処しよ刑けいが行われるという事でしょうか。それを月に捧ささげる、とでも？　少しネシンバラパワーが入った物言いですがね」

　しかし、と彼女が言った。

「もし、誰だれかの命を失わせるというならば、止めましょう」
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　フアナは、そこまでを聞いて、深く頷うなずいた。

　……そうですね。

　武蔵むさし勢ぜいは、三み河かわの時から、そうだった。英国でも、それ以後も、ずっとそうだ。

　それが将来、自分達の商売敵がたきとなるならば、

「相手にとって不足は無し、とは言えませんね。……彼らのように、信じ続けられるものを持たねば、私達が一歩を引く事になります」

　頑がん張ばりましょう、と、瀬せ戸と内ない海かいが見え始めた窓を横に椅い子すに座り、表示枠コルテチエフイルマを切る。そしてデスクに向かい直して、

「ああっ、ホットラインを切ってしまいました……！」

　場の空気というものは恐ろしい。改めてそう思った。
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　では、とミトツダイラは、王賜剣エクスカリバーを大おお扉とびらの隙すき間まに突き立てた。既すでに解かい錠じよう自体は浅あさ間まの〝力使ジブリール〟で済ませている。ここからは力仕事で、

「開けますけど、いいですわね？」

　問いかけに、二ふた代よの肩に担かつがれた正まさ純ずみが手を上げる。

「やってくれ。ええと、構え方とか、クロスユナイト頼む」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と第一特とく務むが手振りで皆を横に退たい避ひさせる。王が逆らってくねくねして、第一特務が拳こぶしを握りながら直接指し示じに行くのもいつもの事だ。だが、ふとホライゾンが、

「……何となく思ったのですが、先さき程ほどホライゾンが煽あおったように内部で処しよ刑けいとか、その辺りが行われているなら、──先に入って直接ラスボスに聞いた方が良かったですね。

　こんなところで時間潰つぶしてないで」

「あ、そうだよね。これで間に合わなかったら、〝理由：表おもてで駄だ弁べってたから〟だよね」

「すぐ開けろミトツダイラ──！」

　責任を何となく感じたので、一気に割った。そして、

「行きますわよ……！」
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　喜き美みは、そこに舞ぶ台たいを見た。

　ミトツダイラが開け放った大おお扉とびらの向こう、

「何で喜美が真後ろにいますの……!?」

「ククク、現場を真まっ正しよう面めんに見るのはスターの特とつ権けんじゃない」

　言う視し界かいに広がるのは直ちよつ径けい五百メートル程の露ろ天てんホールだ。観客席のように並んでいるのは、恐らく大型の石せき碑ひ。流りゆう体たい制せい御ぎよの紋もん章しようを彫ほられ、要かなめ石いしとして沈んでいるのだろう。

　空には、天てん井じようの天てん幕まく代わりに巨きよ大だいな光こう柱ちゆうの底が見える。平らかと思えば、四し方ほう八はつ方ぽうから流れてくる流体が編まれたもので、見上げて確かく認にん出来る形は何重もの螺ら旋せん階段に似ていた。

　そして擂すり鉢ばち状の底にあるのは、ステージだ。直径二百メートル程。

　……歌うには、少し客席が遠過ぎるわね。

　大きければ良いというものではないが、正式な舞台ではないだろう。

　音がする。

　今までは大だい地ちから響ひびいてきていた鼓こ動どうのような音が、ここでは空から聞こえてくる。

　地ち脈みやくが、天てん上じようへと昇っているのだ。だから己おのれは、

「皆、ハーイ、こっち、手の方」

　と右手を振りあげた直後。逆の手を外から円えん弧こで勢いよく当てた。

　柏かしわ手で一発。強い音が響き、横からこちらを見上げていた狼おおかみが身を震わす。

「な、何ですの？　今の」

「フフ、リズム感知らない諸しよ衆しゆうに、音感からなる存在確認の加か護ごを与えてやったのよ。

　──しばらくの間、地脈が作る鼓動の影えい響きようを受けなくなるわ。足あし下もとが浮いたり、上に引っ張られたり、正体を失いかけるような事は無くなる筈はず」

　へえ、と皆が言うのに合わせて、自分は手を舞ぶ台たいの方へと振った。

「行くわよ。女侍ざむらい、正まさ純ずみ連れて来なさい。愚ぐ弟ていもホライゾンも、浅あさ間まも後ろに控えて、──足取り気取っていくわよ」

　だって、と見た視線の先、舞台の前に人ひと影かげが一つある。

「対バン相手が待っているわ」

　羽は柴しばが、一人、こちらの行く通路の先に、立っているのだ。
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　羽柴は、堂々、という言葉を見た。

　武蔵むさし勢ぜいだ。

　警けい戒かいをしている者達はいるが、中央を来るのは、派は手でな女を先せん頭とうに、武蔵の第五特とく務むや副ふく長ちよう、浅間神じん社じやの代表や、総そう長ちように、

　……ホライゾン・アリアダスト。

　そう言った者達が、こちらへとやってくる。

　聖せい譜ふ記き述じゆつによればここは暗あん殺さつの現場。投とう宿しゆく所であった本ほん能のう寺じには、警けい備びの者達がついていても、防ぼう護ごの施設は存在しない。

　それゆえ、彼らがここまでの守りを排はい除じよしてきたならば、後は自分達だけだ。

　ゆえに、距離が百メートルを切った時、己おのれは声を掛けた。

「今晩は」

「ククク今晩はあ────────[image: ]　グッドイブニン私の世界────────！」

　凄すごいのが響ひびいて返ってきて、正直負けたと思いました。

　……どうしよう。
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・あさま：『喜き美み！　喜美！　向こう、落ち込んじゃってますよ！　どうするんです！』

・賢姉様：『ククク、接近フェイズはこっちのものよ！　良い場所取ってお花見ね！』

・ホラ子：『有あり難がとう御ご座ざいます喜美様。これで気き兼がねなく、話が出来ますとも』
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　距離を二十メートルまで詰めたところで、向こうが脚あしを止めたのを羽柴は見た。

　……あっ。

　流石さすがにここでしっかりしてないのはマズい。だから両手で頰ほおを叩たたいてアジャスト。

　すると武蔵勢の中で、ホライゾン・アリアダストが、一歩を前に出た。そして彼女が、

「今晩は」

「こ、今晩は」

「今日きようは、よい天気ですね」

「え？　あ、はい、そ、そうですね」

　向こうで、彼女が後ろの人達に右の親指をあげて見せ、数名が返しているが、

　……ひょっとして私、コミュニケーション取りにくいと思われてます？

　だが、向こうはこちらに向き直り、一ひと息いきを入れた。

「さて、状況が状況だけに、ダイレクトに聞きにくい事なのですが、言葉を選んで疑問させて頂いただきますと──」

「何です？」

「創そう世せい計画って何でしょうか。解わからないので教えて下さい」

　語ご彙いのセレクトがダイレクト過ぎて、自じ動どう人形なのに震えが来た。







[image: 第六十章『舞台前の挨拶者』]
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　ホライゾンは、先さき程ほどから動かなくなっている羽は柴しばに問いかけた。

「大だい丈じよう夫ぶですか羽柴様。でも質問です。いいですか。あとですね」

「な、何ですか」

「──何故なぜ、ホライゾンに似ているのでしょう。──極ごく道どう親父おやじのせいだと言うなら右の手を上げて下さい。極道親父のせいではないなら左の手を上げて下さい」

　羽柴が俯うつむきながら右の手を上げた。

　……成なる程ほど、理解です。

・ホラ子：『ロリホラ子を作るとは、あの極道親父、ますますもって変へん態たいですね。トーリ様用の〝喜びパーツ〟を作るだけに飽き足らず』

・俺　　：『おい！　おい！　そこについては変態とか言うな！　偉い大だいな所しよ行ぎようだぞ！』

　ともあれ皆が視線を逸そらしたので、こちらの勝ちです。

・礼賛者：『しかしいけませんね。作るならもっと若くしなければ……』

・副会長：『いや、年ねん齢れい的なものもあるんじゃないか？　羽柴は大罪武装ロイズモイ・オプロを持っているんだよな？　感情が必要な筈はずだけど、子供だとそこらへん、未み熟じゆくだったり、制せい御ぎよが利かないだろう』

・銀　狼：『でもそうだとしたら、疑問がありますのよ？』

　ミトツダイラが、こちらに対して姿勢を正した羽柴を見て言う。

・銀　狼：『彼女の大罪武装の感情とは、……誰だれに由ゆ来らいするものなんですの？』
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　確かにそうだ、と正まさ純ずみは思った。ホライゾンの感情は、ホライゾンの大罪武装になっている。

　……だとすると、彼女のは、どうなんだ？

　解わからないと、そう思った時だ。二ふた代よが、不ふ意いにこちらを担かついだ肩を揺らした。

　羽柴に動きがあると、そういった合あい図ずだ。そして、

「あの、すみません」

　羽柴が、こちらに言葉を投げかけた。

「今日きようは、これで退出して頂いただく事は出来ませんか？」
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　羽柴は言う。相手に通じさせるために言う。

「た、退出して頂けたら、織お田だ・信のぶ長ながの襲しゆう名めいを即そく座ざに解除しても構いません。場合によっては、私の襲名も、です」

「いや、ちょっと、待ってくれ」

　武蔵むさし副ふく会長が、副ふく長ちようの肩の上から言う。

「何だ、いきなりそんな、──私達は歴史再さい現げんの確かく認にんに来ただけだぞ」

「Ｔｅｓテスタメント．、解わかっています。だから、そう言っているんです」

　ならば、と武蔵副会長が言った。

「もし、ここで退出しなければ、どうなると言うのだ」

　Ｔｅｓ．、と頷うなずき、自分は右手を挙げた。その手で指差すのは、

「武蔵総そう長ちようと、ホライゾン・アリアダスト。──その二人が、死ぬ事となります」
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　は……？　とミトツダイラが疑問して振り向いた先。

　王とホライゾンが、眉まゆをひそめて羽柴の指差すラインを追った。それは今、ホライゾンに向いているのだが、王が指さしで追っていくと、ホライゾンの胸に当たり、

「アー、不ふ可か抗こう力りよく不可抗力ゥ──、羽柴の指差すのがここのオパイぃ──」

　ホライゾンが無む言ごんの蹴けりを王の股こ間かんに打ち込んだ。真ま上うえに跳ねた王が、そのまま膝ひざから着ちやく地ちしてぐったりするのを横に、ホライゾンは羽柴の作るラインを避け、後ろを見る。

　そこに第一特とく務むがいた。ホライゾンは彼の肩を叩たたき、

「ハイ！　点てん蔵ぞう様にエンガチョ移しましたァ──！　切ったァ！　すぐ切ったァ!!」

「な、何で御ご座ざるかいきなり!?」

　一応自分も切っておくが、それより先に魔女テクノヘクセン二人がソッコで切ったのを確認した。でも一番早かったのはノリキだった気もする。そして浅あさ間まが表示枠サインフレームを開き、

「ええと点蔵君、不運の受け渡しに引っかかる可能性があるので、とりあえず今は厄やく払はらいを応急で済ませておきますから、今度メアリと一いつ緒しよに浅間神じん社じやに来て下さいね」

「な、何か大だい事じで御座るなあ」

「それだけ、気をつけたい現場だという事です」

　浅間の言葉も尤もつともだ。これだけ頭ず上じように流りゆう体たいが溢あふれ昇っているならば、異い族ぞくの身としても反応が強い。魔女二人などは翼つばさが総そう毛け立だって、倍に膨ふくらんでいるようにも見えるし、自分も感覚系けいが鋭くなっているのを感じる。

　そして王が、羽柴に告げた。

「怖こわがるなよ。死なねえから、俺おれ」

「何故なぜです？」

「俺が死のうとしても、周りの誰だれも彼も、許しちゃくれねえもん」

　王の言葉に、自分は頷いた。横の浅間も同じく首を下に振り、喜き美みも小さく笑って応答とした。他、皆もこれは同じだろう。そしてホライゾンも、だ。

　だからと言うように、羽柴が小さく息をついた。

　笑ったのだ。

「そうだといいですね。でも、──私はそこまで、付き合えないのです」

　言って、彼女は両手を外下に振った。

　直後。今の動きを合あい図ずとするように、大たい気きを割って九つの造ぞう形けいが彼女の背後に射しや出しゆつされた。

　……槍やりの群!?

　初めは、閉じた扇おうぎのように見えた。だがそれは、違うものだった。

　翼つばさだ。

　中央に、矢や印じるし状の、白く長い一本を立て、扇状に左右四本ずつがやや上向きに展開する鉄てつ翼よく。

「一つ一つの造形は、棺かん桶おけみたいね」

「うちの極ごく道どう親父おやじが、とうとう強くて格かつ好こ良い系造形を発はつ揮きし始めましたか……」

「いえ、遙か昔に仕込んでた筈はずですのよ？　時じ系けい列れつ的に言うと。そしてあれは──」

　ええ、とホライゾンが頷うなずいた。

「大罪武装ロイズモイ・オプロの収しゆう納のうボックスでしょうね。──ホライゾンには何の用意もせず、ロリホラには用意をするとか、ホントにうちの親父は……」

　半はん目めの愚ぐ痴ちが長くなりそうなので、浅あさ間まと一いつ緒しよに宥なだめる事にする。と、その間に正まさ純ずみが羽は柴しばへと問いかけた。

「……戦う気か？」

「止めたいのです」

「何故なぜだ」

「先さき程ほど言った通りです」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が、羽柴の言葉を受けた。そしてその上で、彼女は言う。

「この馬ば鹿かとホライゾンが死ぬのを心配してくれるのは有あり難がたい。しかし、死ぬかどうかにおいては、そちらの問題ではなく、こちらの問題だ。その権けん限げんは理解して貰もらえないだろうか」

「違います」

　という羽柴の即そく断だんに、己おのれは思った。何が違うんですの、と。だが、

「その違いを、教えて貰う事は、可能だろうか」

「知った時、始まってしまいます。──本ほん能のう寺じの変へんが」

「──え？」

　自分だけではなく、皆の中から、幾いくつもの疑問詞しが出た。

　ただ羽柴は、首を左右に振った。そして両手を宙ちゆうに広げて、

「帰って下さい。そうすれば、何もかも、何事もなく、知られる事なく終わるんです」

「一つ聞きます」

　と、ホライゾンが、不ふ意いに顔を上げて問いかけた。

「その現場において、失われる命は、ありますか」
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　問われ、羽は柴しばは思し案あんした。

　噓うそを吐く事は可能だ。だが、ついたところで、彼は悲しむ。それは足りない自分にも、よく解わかる事だ。

　……ああ。

　悪い質問を受けてしまった。これを知ったら、帰ったところで、きっと、彼は悲しむだろう。ゆえに自分は、一つの選択をとった。

「その質問には、答えられません」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですか」

　言って、ホライゾン・アリアダストが両の手を強く打った。快音させ、肩を鳴らし、

「勝負しましょう、羽柴様」

「貴女あなたは……」

　つい、自分は、無意味な抗こう議ぎと解りつつ、こう言っていた。

「何が解っていると、そう言うんですか!?　この先、どれだけ辛つらい事があるかと……！」

「では貴女は、この先、ホライゾンにどれだけ幸いがあるか、解っていますか」

「────」

「正直、今のは強がりだと解ってはいます。それみた事かと、そう言われる事もあると、承しよう知ちの上での発言です。ただ──」

　ただ、

「当人ですら思ってもいない幸いが、どのような状況や環かん境きようでもあり、あとはそれに気付けるかどうなのかだという事を、ホライゾンは最近知りました。羽柴様は、どうですか」

「私は……」

　どうだろう。解っているような気もするが、それは彼女の理解とは、また別のもののようにも思う。だから、

「……戦いましょう」

「Ｊｕｄ．、そうですね。ホライゾンも、羽柴様も、将来において〝大だい丈じよう夫ぶ〟という、お互いにとっては解らない確信があります。だから道がズレていて、譲ゆずれません。

　決する意味はあると、そう判はん断だん出来ます。ゆえに──」

　ホライゾン・アリアダストが、右手を握った。

「そうです。ここは暴ぼう力りよくで解決です……！」

　向こうで、何人かがホライゾン・アリアダストの肩を叩たたき、前に回って「あのですね」「言葉には裏と表おもてがあって」「解り易やすいのもまたいけないと」などと数秒。副ふく会長に肩を叩たたかれ、やり直しとなった彼女が、ハッキリと言った。

「では、物理的に話し合いましょうか」

　一いつ瞬しゆん、いろいろ考えてしまったが、彼女の横にいる人達がこちらを拝おがんでいるので酌しやく量りようする事にする。だからＴｅｓテスタメント．、と己おのれは頷うなずいた。そして息を吸い、

「……御願いします！」

　動いた。己の武ぶ装そうを、展開したのだ。
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「始まりましたか」

　と、南東の空、白の壁となっているステルス障しよう壁へきに振り向き、石いし川かわは呟つぶやいた。

　琵び琶わ湖こ安あ土づちの沿岸部。貨か物もつ埠ふ頭とうにある食事処どころの中だ。

　カウンター式で、昼は弁べん当とうや配給品を配る店てん舗ぽだが、夜はそこに椅い子すとテーブルを並べて軽けい食しよく屋やとなる。

　……結けつ構こう、穴場で良い場所なのですが。

　己は、琵琶湖で獲とれた魚を材料とした練り物を肴さかなに、酒を飲んでいた。

　周囲は今、本ほん能のう寺じの準備から、今度は安土への補ほ給きゆう物資を用意する流れになっている。

　補給と言っても、安土は重力加か速そく航こう行こうで一気に上を突き抜けて行く。補給物資は輸ゆ送そう艦かんによる積み込みが出来ないので、安土から流した牽けん引いん帯たいで可能な分を確保して貰もらう方法だ。

　速度差があると反動で安土側にも影えい響きようがあるため、

「急いで高速艦に貨物を乗せ、先に安土の軌き道どう上で加速しろ！　向こうの方がすぐに追いついて来るから、準備出来た艦から出しゆつ航こうす──、石川先生、酒か！」

「ええ、そうです九く鬼き君、このササカマは君の仲間ですか」

「無許可放流されたブラックバスなど知らないな。親しん戚せきにもいないがね」

　そうですか、と自分は言って、途と中ちゆうだった皿さら上うえの笹ささ蒲かま鉾ぼこを、

「焼いてくれますか」

「先生、今日きようはよく飲むねえ」

「来るたびに同じ事を言う」

　小さく笑うと、カウンター越しに店てん主しゆが頷いた。

「そう言わないと、初めて来た時みてえに飲み過ぎる。先生はそういう人だ」

「気き遣づかわれると、理由が無い限りは従ってしまうのが、バレてますか」

　確かに、と自分は猪口ちよこを舐なめて、練り物の湿しめった塩味を口に消す。

　……だから敢あえて、武蔵むさしを出たのですけどね。

　気遣われてしまったのを恥はじと思う事もだが、あの時「いいよいいよ」と言われるのに従ったら、自分がもう二度と上がって来れない気がした。皆にとっては「気にしない方がいいよ」「休んだ方がいいよ」かも知れないが、私にとってはそうではないのだ。

　他人は私の素人しろうとだ。その言げんを気休めにしても、従ってはならないと、そう思い、自分の考えに従ってここに来た。そして色々知ってみたが、

「さて、オリオトライと決けつ着ちやくをつけられる機き会かいは有りや無しや。──お互いの教え子が代だい理り闘とう争そうをする機会もどうか」

「先生、いつも物ぶつ騒そうで濃いねえ。向こうからしたらたまったもんじゃないだろう」

「こちらからだと？」

「──この時間帯たい、俺おれの年ねん齢れいだと考え事が多くなっちまってね。先生が来てから、変な注ちゆう文もんや焼き直しとかさせられるから、最近は頭が身軽だよ。コレ仕入れたら、適当につまんで〝焼け〟って言われるだろうな、とか考えてたら大当たりさ」

「はは、……私はここに来ると色々思いますよ」

「じゃあ、今日きようは？」

　そうですね、と猪口ちよこを舐なめて舌したを焼き、己おのれはまた、南東の空を見た。

「……あの場で、何が起きているか、そればかりを思ってますよ」
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　羽は柴しばは最初に左の羽から一本の刀を射しや出しゆつした。骨を練ったようなそれは、

「虚栄の光臨フオス・ケノドクシア……！」

　使用者が虚栄を持つ限り、その防ぼう御ぎよ力りよくを最大とするもの。

　基本は個人装備だが、自分を守るものに適用されるため、守しゆ護ご者しややその力も無敵の防御力を得るようになる。この現場においては、後ろの舞ぶ台たいを守る防ぼう護ご障しよう壁へきや、本ほん能のう寺じ全体を守る広域結けつ界かいなどにも、適用が可能だ。それはもはや自分が大だい規き模ぼな防御力を持つと言う事で有り、

　……最初にガードを固めます……！

　と、前を見た時、己は相手の選択を見た。

　ホライゾン・アリアダストが、横にいた水み戸と領りよう主しゆの胸を揉もんだのだ。そしてその肩を叩たたき、

「行けます！　傲慢の光臨フオス・ハイペリフアニア……！」

　どういう事。
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　ホライゾンは、今までメンタルトレーニングを積んできて良かったと思った。

　……ミトツダイラ様に傲慢カマすのはちゃんと練習しましたからね……！

　本番は練習のように、練習はまあ練習でいいだろう。そういうものだ。だが、確かに傲慢は働いた。背後から引き抜いた骨に似た打だ撃げき槌つちは、

「傲慢ある限り、使用者の攻こう撃げき力は無敵となります……！」

　ゆえに自分は次の大罪武装ロイズモイ・オプロを射しや出しゆつした。

「宗むね茂しげ砲ほう……！」

　出した瞬しゆん間かんに撃うった。既すでにそういう仲だ。出力は定てい格かく八十パーセント。最大限で叩たたき込む。

　直後に仮か想そう砲ほう塔とうが展開し、その先せん端たんから搔かき毟むしりの一いち撃げきが放たれた。

　直後。羽は柴しばが別の武ぶ装そうを射出した。

「……嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシ！」
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　搔き毟りと、拘こう束そくの力が激げき突とつした。

　両者の放出は十数秒を連続し、その中で浅あさ間まはトーリの声を聞いた。

「浅間！　何か俺おれに出来る事ってねえのか!?」

　言われて考えた。

　……何かありましたかね……。流りゆう体たい供給術じゆつ式しきは、武蔵むさしが遠いから駄だ目めですよね。

「突き詰めると、座っておとなしくしてると喜ばれるんじゃないでしょうか」

「何!?　何その消しよう極きよく的な俺！　何かしたい！　したいの！　応おう援えんとか、どう!?」

「我が王？　応援すると、ホライゾンの気分を逆さか撫なでしますわよ？」

「ネイト！　頼むから俺にとって有利な発言してくんね!?」

　では、と砲ほう撃げき中のホライゾンが言った。

「トーリ様、ここに座って前に手をついて頂いただけると、肩に尻しりを乗せて支えとさせて頂くのにちょうど良いですね。あ、そうそう。いい支えになってます。──ペルソナ君様の」

「オイイイイイイイ！　ぺーやんマジ重え！　何このガッチリ感！」

　ともあれ彼が固定出来たので、こちらとしてはホライゾン優先だ。

「ホライゾン！　早くそれ、向こうに当てて下さい！」

「浅間様、お忘れですか!?　これは宗茂砲です！　つまりは──」

　ホライゾンが言った刹せつ那な。彼女と羽柴の間で、流体光が炸さく裂れつした。

　お互いの力は羽柴にかなり寄せたものの、燃ねん料りようが尽きたのだ。そして残ざん滓しゆえに出た強力な一いち撃げきが、しかし両方共に発はつ揮きされ、相そう殺さいして弾はじけていた。それはつまり、

「当たらなかった……！」
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　羽柴は、嫌気の怠惰を収納しながら、武蔵勢ぜいが何か盛り上がっているのを見た。

　やはり、とか、またか！　とか、そんな言葉が聞こえるが、

　……いいなあ。

　自分の方も、十じつ本ぽん槍やりの皆がいてくれたら、ああやって盛り上がったろうか。

　だがここは、切り替えのタイミングだ。あちらが騒さわいでいる間、粛しゆく々しゆくと手に取るのは、

「憤怒の閃撃マスカ・オルジイ……！」
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　ホライゾンは、羽は柴しばの攻こう撃げきに危険を感じた。

　憤怒の閃撃は、攻撃の範囲をある程度可変出来るのだ。一直線に飛ばす事も可能であれば、扇おうぎ状じように拡散して撃うつ事も出来る。恐らくは射しや程てい内の敵の配置に自動対応している部分が大きいようだが、こちらには更さらに一つの問題がある。

　向こうと違って、自分は防ぼう御ぎよ力りよくを無敵としていないのだ。

　確実に憤怒の閃撃を弾はじくには、拒絶の強欲アスピザ・フイラルジアだろう。

　だが拒絶の強欲は盾たてで有り、防御だ。防御行為に無敵を付加出来ない自分では〝拒絶の強欲〟を用いても自分と、その背後の者しかガード出来ない。

　見れば自分の後ろから溢あふれそうなのは、

「えーと、御お広ひろ敷しき様に戦せん士し団だんの皆様ですか、あと、ああ、横にいるトーリ様も」

「何だあ──！　何だその〝まあいいか〟みたいな口く調ちよう！」

　ともあれ解決方法が、こちらへと声を掛けてきた。

「ホライゾン！」

　ミトツダイラだ。そして自分は理解をした。

「ミトツダイラ様に倣ならって、皆で貧ひん乳にゆう回かい避ひですね!?」

「私に〝拒絶の強欲〟を預けるんですのよ──！」
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　タイミングとしては、ぎりぎりだった。しかし、

　……間に合わせますのよ！

「ミトツダイラ様！　意味は解りませんが、信用しているので預けます！」

　信用って大事。そう思いながら、己おのれは〝拒絶の強欲〟を銀ぎん鎖さで受け取った。

　直後にやるべきは、この〝拒絶の強欲〟で、〝憤激の閃撃〟を受け切る方法だ。

　今、ホライゾンは防御優先ではなく、攻撃優先で〝傲慢の光臨フオス・ハイペリフアニア〟を使用している。ならば、

「シールドアタック……！」

　憤怒の閃撃の射しや撃げきラインに乗せて、瞬しゆん発ぱつ加か速そくの盾たてを突き込んだのだ。
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　羽柴は、発はつ射しやした〝憤怒の閃撃〟の力が、空中で弾はじかれたのを悟さとった。

　向こうは攻撃を無敵とする。あの水み戸と領りよう主しゆに対して先さき程ほど傲ごう慢まん行為を行っていたようだから、彼女が行う攻撃が無敵の庇ひ護ごを得るのは理りに適かなっている。

　対し、自分の〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟の一発は、加か護ごが入っていない。こちらは自分に掛かる防ぼう御ぎよを無敵としているからだ。しかし、

「え？」

〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟が、〝憤怒の閃撃〟を弾はじいても、速度を落とさない。

「きゃあああああ！」

　慌あわてて横に回かい避ひした直後。自分がさっきまでいた位置に〝拒絶の強欲〟がぶち込まれ、周辺の防御加護と激げき突とつした。
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　明らかな打だ撃げき音とともに、防ぼう護ごの流りゆう体たい光こうが数メートルの飛沫しぶきを上げたのをミトツダイラは確かく認にんした。

　見事な一いち撃げきだった。だが、

　……今の、すっぽ抜けですわね。

　銀ぎん鎖さに瞬しゆん発ぱつ加か速そくを入れるのは、昨日きのう今日きようで初めてやった事で、まだ慣れていない。今のがそれだ。昔のつもりでいたら、引き戻しが遅くなった。

　慌あわててこちらに戻し、ホライゾンに〝拒絶の強欲〟を返すが、彼女は盾たてを抱えたまま、こちらを期待のまなざしで見上げ、

「見事ですミトツダイラ様！　五ポイント獲かく得とくです！　さあ次も行きましょう！」

「いえ、あの、今のはちょっと、その」

「ネイト！　今の連発したら行けるんじゃね!?　勝てるぜ！　凄すげえよ！」

「まあ、そんな、我が王ったら褒ほめ過ぎですわ」

・約全員：『解わかり易やすいな……！』

　……だって王の言葉ですもの──。

　しかしホライゾンが掲かかげていた〝拒絶の強欲〟に羽は柴しばが無む言ごんで〝飽食の一撃フイオゴス・ガストリマルジア〟を撃うち込んだので、〝拒絶の強欲〟が機き能のう関係をアジャスト開始、一時的に使えなくなった。

　え？　と皆が、今の何気ない流れに首を前に落とし、はっとした動きで王が振り向く。

「ちょっとそこの猿さる子こ！　卑ひ怯きようだぞ今の！　攻こう撃げきする時は技名か武ぶ器き名を叫べよ！」

「ひ、卑怯じゃありません！　そっちこそ真剣にやってないじゃないですか！」

「真剣にやってますう──！　俺おれの心の中が見えるって言うんですかあ──!?」

「み、見えなくても解りますう──！　遊ぶ事と女の子の事しか考えてないですう──！」

・ウキー：『いきなり論ろん破ぱされたぞ』

・ホラ子：『おおっとトーリ様、身内からも厳きびしい意見が出ております。向こう正じよう面めん審しん判ぱん長ちようの喜き美み様、──あ、青い旗はた。続行！　続行です！』

　流石さすがですわね、と思っていたら、羽柴が無む言ごんで〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟を発動させようとしていた。

「ホライゾン！　羽は柴しばのアレに対たい抗こう出来るアレを！」
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　羽柴は、この〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟がちょっと苦にが手てだった。

　何しろ名前が悪いし、長い。自分の背が低いのはしょうがないが、大罪武装ロイズモイ・オプロのサイズはこちらに合わせていないので、振り回すのが大変なのだ。

　だが、これを発動させれば大体は決けつ着ちやくする。

　既すでに向こうの防ぼう御ぎよ力りよくの要かなめとなる〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟は封じた。後は〝淫蕩の御身〟で武ぶ装そう解除をすれば、あちらの大罪武装は、分解まで行かないものの、こちらからの制限を逃のがれるために初期化に入ってアジャストされる。

　そうすれば、向こうの攻撃力無敵も解消され、あと使えるのは、飽食の一撃フイオゴス・ガストリマルジアと虚栄の光臨フオス・ケノドクシアのみ。こちらは傲慢の光臨フオス・ハイペリフアニアを残しているので、飽食の一撃を拒絶の強欲で受ければ、虚栄と傲慢が両立状態となる。

　攻こう防ぼう無敵だ。

　後はもう、大罪武装など無しでも、一時退たい避ひで控えている自じ動どう人形達を呼べば、大体の決着はつく。それ以前に、こちらの目もく標ひようであった彼らの〝自発的な撤退〟も促うながせるだろう。

　ゆえにここで〝淫蕩の御身〟は大だい事じ。

　……行きます！

　と、振りかぶった時だ。向こう、ホライゾン・アリアダストが、やはり背後から淫蕩の御身を引き抜いた。しかし、

「遅過ぎます！」

　今から発動したところで、こちらが先に有効範囲の結けつ界かいを作って飲む。

「何をしても間に合いませんよ！」

　言った瞬しゆん間かん。水み戸と領りよう主しゆが淫蕩の御身を全力でこちらにぶん投げて来た。
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「きゃああああああ！」

　羽柴が慌あわてて拒絶の強欲を構えたが、回転していくハンマーには危険を感じたのだろう。浅あさ間まは、羽柴が右に緊きん急きゆう回かい避ひの前転をしたのを見た。

　直後。羽柴の〝拒絶の強欲〟にこちらの〝淫蕩の御身〟が直ちよく撃げき。金きん属ぞく音を立てて向こうの拒絶の強欲が地面を転がった。そして彼女が投げ捨てた〝淫蕩の御身〟から生じたのは、持ち主不在で発動失敗を告げる流りゆう体たい光こうの破は裂れつだった。

　光が散って、慌てて羽柴が〝拒絶の強欲〟の回かい収しゆうに向かう。

　自分は、銀ぎん鎖さで〝淫蕩の御身〟を引き戻すミトツダイラを半はん目めで見てしまったが、当の狼おおかみはホライゾンに右腕うでのガッツポーズを掲かかげ、

「惜おしかったですわね、今の！」

「そうですねミトツダイラ様！　今ので七ポイント獲かく得とくです！　しかし羽は柴しば様、今のもの凄すごく慌あわててましたよ。こちらの大罪武装ロイズモイ・オプロの攻こう撃げきに対して！　意い外がいと慌てん坊ぼうですな……！」

・礼賛者：『どっちが悪ですか』

・金マル：『勝った方が正義だけど馬ば鹿かな気もするかな』

　大だい丈じよう夫ぶですかねー、と思うが、形勢は一気にこちらに傾いたと思う。

「向こうからの武ぶ装そう解除がなくなったので、皆で一いつ斉せい攻撃の選択肢しもありますね……！」

「左さ様よう。浅あさ間ま様の攻撃力無敵ならば、皆の攻撃も浅間様の戦せん艦かん落としと並へい列れつ！　浅間様も気き兼がねなく射うてると、そういう事で御ご座ざるな!?」

　……あの、何か誤ご解かいが。

　ただホライゾンが、ミトツダイラから受け取った〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟を振りかぶった。

　先さき程ほどの攻撃は単なる物理だ。発動はしていない。だから、

「武装解除、行きます！」

　叫んで振り降ろしたと同時。羽柴が一つの攻撃を放った。

　……は？

　目に見えたものに意外を感じて、己おのれは一いつ瞬しゆん反応出来なかった。

　羽柴が、先程撃うった筈はずの飽食の一撃フイオゴス・ガストリマルジアを、ホライゾンの〝淫蕩の御身〟に撃ち込んだのだ。
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　二発目の射しや撃げきを、ミトツダイラは見た。

　大罪武装は、出力が高くなれば使い切りの要素が高くなる。特に今はし損じれば全てが無む駄だになるので、どちらも最大出力で撃っている筈はずだ。それなのに二発目が飛んできて、

「──！」

　ホライゾンの持つ〝淫蕩の御身〟。そこからは既すでに効果結けつ界かいが放たれていた。だが飽食の一撃は、その結界を砕くだき、展開を止める。

　……これは……。

　己おのれは、羽柴側に視線を向け、仕掛けを悟さとった。

「拒絶の強欲アスピザ・フイラルジアですのね!?」

　あの盾たては、優ゆう秀しゆうな防ぼう御ぎよ能力を持つだけではなく、そこに蓄たくわえた流りゆう体たい燃ねん料りようを他の大罪武装に供きよう給きゆうする。

　先程、こちらの物理ハンマーが飛んでいった際、彼女はそれを構えながら逃げたが、

　……あれが、自分の〝拒絶の強欲〟をこちらの〝飽食の一撃〟で狙ねらわせないための演技だとしたならば？

　後に拾いに戻る振りをして、既すでに使用した大罪武装ロイズモイ・オプロに燃ねん料りようを供きよう給きゆう。そして今のカウンターアタックに繫つなげたのだ。

　対する自分達の方では、〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟に〝飽食の一撃フイオゴス・ガストリマルジア〟を食らっており、すぐには使えない状態だ。

　無む論ろん、こちらも、羽は柴しばの〝拒絶の強欲〟を止める手立てを持っている。

　自分達の方では〝飽食の一撃〟をまだ撃うっていない。これを使えば、羽柴の〝拒絶の強欲〟を止める事が可能となる。しかし、

・副会長：『本ほん能のう寺じの変へんを止める確実な方法が一つある』

　それは、

・副会長：『〝飽食の一撃〟を、恐らくはあの舞ぶ台たい、今夜の基き軸じくとなる仕掛けにぶち込んでオーバーロード。破は壊かいする事で、事業の継けい続ぞくを止めるんだ』
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・ホラ子：『流石さすがは正まさ純ずみ様、ホライゾンの考えていた策に気付きましたか！』

・俺　　：『オメエ、今、セージュンの言った事カッペで保存してたっぽくね？』

・傷有り：『しかし、こちらには、あと、何が残っているのです？』

・十ＺＯ：『防ぼう御ぎよ効果無敵の〝虚栄の光臨フオス・ケノドクシア〟と、〝嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシ〟で御ご座ざるな。対する向こうは攻こう撃げき効果無敵の〝傲慢の光臨フオス・ハイペリフアニア〟と〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟で御座る』

・●　画：『正直言うと、〝虚栄の光臨〟は帰りに欲しいわね。本能寺がドカンってなった時、守れる力があるのと無いのとでは、全く違うわ』

・金マル：『しかし、あっちの宗むね茂しげ砲ほうは当たる気がするけど、誾ぎんちゃんどう？　その辺り』

・立花嫁：『宗茂様！　宗茂様！　羽柴側のページをサイトに作らなくていいですから！』
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　羽柴は、〝飽食の一撃〟を警けい戒かいしていた。

　対たい象しようを暴ぼう走そう状態にさせて破は壊かいする。武蔵むさしクラスも止めるのが〝飽食の一撃〟の持つ機き能のうだが、今夜のような事業を展開する現場では相あい性しようが悪い。

・成成成：『万が一、撃ち込まれた時のために、舞ぶ台たい側のシステムと防ぼう護ご系けいシステムは切り離してあります。この場合、防護系システムが暴走破壊されますが、メインの舞台側システムは無ぶ事じになる。……そう信じています』

　三みつ成なりの言葉に自信が無いのは、やはり大罪武装のアバウト性ゆえだ。元々が感情由ゆ来らいという事もあり、武装のＯＳに制せい御ぎよされていても、それが何処どこまで働くか解わからない。

　判はん断だんが難しいが、悲嘆の怠惰を舞台に食らうよりはいいだろう。

　最初に嫌気の怠惰を使用して正解だった。嫌気の怠惰は広範に拘こう束そく力を叩たたき込むが、直接的な攻こう撃げき力としては悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシの方が強い。

　ただ、油ゆ断だんがならないのは事実だ。嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシだって拘こう束そく力りよくを乗せるための砲ほう撃げき力はあるし、

　……相手も、攻撃力が無敵化していますよね。

　弱い力でも、無敵となられると、厄やつ介かいだ。

　ゆえに自分は、次の手を打った。射しや出しゆつする装備はこれしかない。

「悲嘆の怠惰……！」
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　点てん蔵ぞうは思った。先さき程ほどと構こう図ずが逆に御ご座ざると。

　以前はこちらが悲嘆の怠惰だった。しかし今度はこちらが嫌気の怠惰だ。

　今、ホライゾンが巨きよ大だいな片かた刃ば剣けんを背後から引き抜く。それは既すでに展開状態に有り、

「行きます……！」

　拘束力を持った砲ほう撃げきが、向こうの放った悲嘆の怠惰の搔かき毟むしりと激げき突とつした。
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　撃うち合った、と浅あさ間まは思った。

「ホライゾン！　ちょっとは手伝わせろよ！」

　と、彼がホライゾンを左から支えた。

　恐らく、砲撃系の遣やり取とりとしては、これが最後だ。

　あとはこちらが、どうにかして飽食の一撃フイオソス・ガストリマルジアをあの舞ぶ台たいに叩たたき込むかという話。

　……攻撃の無敵が生きているなら、総力戦ですね。

　無む論ろん、向こうも防ぼう御ぎよの無敵が生きている。舞台の周辺には防ぼう護ご障しよう壁へきを張るシステムが、恐らく都市級で仕掛けられている筈はずだ。それをどうやってクリアするかを考えると、戦争という二文字しか浮かばない。だからこれが、最後の遣り取りだ。ただ自分が言うべきは、

「押し負けないで下さいね……！」

　攻撃が無敵となっていても、悲嘆の怠惰より嫌気の怠惰の方が攻撃性は低い。先さき程ほどの撃うち合いでも、ホライゾンの砲撃は羽は柴しばにかなり寄せて行ったのだ。だからここは、逆になるが、

　……頑がん張ばって……！

　武ぶ装そうが感情に由ゆ来らいするならば、ホライゾンの方が上だと信じたい。ゆえに自分は願う。巫女みこの仕事として願う。だが、

「……え？」

　次の瞬しゆん間かん。別の結果が生じていた。この本ほん能のう寺じの中央。吹き抜けのホール部分を囲む広域結けつ界かいの防御システムが、いきなり全開で起き動どう。流りゆう体たい光こうの編み目を一いつ斉せいに展開したのだ。
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　……何です……!?

　浅あさ間まの視し界かいの全面、天てん井じよう域いきに展開した広域結けつ界かいは、元々が遙か頭ず上じようを昇る流りゆう体たいの柱はしらを支えるものだ。ホール内に結界は降りていないため、それを目に見える程展開させるには、そこまで力を届かせるしかない。

　だが、一体何が、それを発はつ揮きさせているのか。

「外から武蔵むさしが砲ほう撃げきしたんですか!?」

「いえ、違いますわ！」

　横にいるミトツダイラが、それを指差した。

　正面。羽は柴しばのいる位置。今、ホライゾンが嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシを叩たたき込んでいる先だ。

　そこからまっすぐ真ま上うえに、黒の疾しつ駆くする束たばが発はつ射しやされていた。

　悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシの搔かき毟むしりだ。その放出が、何故なぜかこちらを向かず、

「上……!?」

・未熟者：『マズイ！　いいかい!?　つまりこれは』

「ミト──！」

　ホライゾンが砲撃で忙いそがしく、トーリも今は彼女を支えている。それが解わかっているのだろう。ミトツダイラが王賜剣エクスカリバーを構えて叫んだ。

「羽柴は、悲嘆の怠惰を囮おとりとして、こちらに嫌気の怠惰を撃うたせましたの！　──拒絶の強欲アスピザ・フイラルジアで受けて、燃ねん料りよう蓄ちく積せきとするためですわ！」
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　点てん蔵ぞうは見た。

　……あれは──。

　嫌気の怠惰の砲撃が終わりつつある向こう。

　確かにミトツダイラの言う通り、羽柴が拒絶の強欲をこちらに向けて立っていた。

　そして、盾たてを掲かかげたのとは別の腕で、悲嘆の怠惰を天井へと向けている。

　嫌気の怠惰との相そう殺さいを狙ねらっていない。

　ただ、悲嘆の力が、こちらの嫌気と共に細く、途と切ぎれるようになっていく。

　だが、代わりというように、光を放つ物があった。

　拒絶の強欲だ。

　こちらが撃った嫌気の怠惰の力を受け止め、大おお盾だてが流体燃料を蓄積した。しかし、

「あの姿すがたは……」

　拒絶の強欲は、人一人を全て覆おおい切れる大きさをしていない。故ゆえに溢あふれた部分は、当然のようにダメージを受け、拘こう束そくを食らう。

　羽は柴しばが、束そく縛ばくの圧力で欠けつ損そんしていた。

　一番砕くだけているのは、悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシを掲かかげた右腕うでだった。M.H.R.R.神聖ローマ帝国学生服の袖そでも、下にある自じ動どう人形の腕も、手で強く握られたかのように潰つぶれている。

　同じく圧あつ壊かいしたのは、右足だった。姿勢としては、拒絶の強欲アスピザ・フイラルジアを低く構え、右足は衝しよう撃げきのバランス取りに斜め後ろへと伸ばしていたのだろう。

　やはりスカートを千ち切ぎられた脚あしは、タイツも、そのくるぶしから下もほぼ砕けた状態だ。

　だが、他の部分は凌しのいでいた。盾たての陰から、まっすぐにこちらを見ている目がある。

　そして羽柴が動いた。こちらの嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシが消えると同時。手に再射しや出しゆつしたのは、

　……淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア……！

　こちらを武ぶ装そう解除する。それはつまり、

「帰って下さい……！」

　羽柴が、願いと共に拒絶の強欲を捨て、左手一本で淫蕩の御身を掲げた。

　終わらせるつもりなのだ。
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　ホライゾンは、右手一本で手元に飽食の一撃フイオソス・ガストリマルジアを引き抜いた。

　だが遅い。射しや撃げき可能を知らせるための表示枠サインフレームの中で、その準備が完かん遂すいされていない。

・あさま：『嫌気の怠惰の影えい響きようです……！　この状況を先に組み立てていた羽柴と違って、まだ発はつ射しや後の切り替えが出来ていません！　援えん護ごを御願いします！』

　応じるように、既すでに前に出ていた者達がいた。ミトツダイラと二ふた代よだ。一歩目から瞬しゆん発ぱつ加か速そくで跳んだ狼おおかみに、続く形で青の武む者しやが突っ走る。二人は羽柴に対し、

「……っ！」

　ミトツダイラが王賜剣エクスカリバーで至し近きんからの一いち撃げきを叩たたき込み、二ふた代よが蜻蛉とんぼスペアの割かつ打だをぶち込んだ。

　二つの力が左右から放たれた直後。二人の手元で光が大きく破は裂れつした。

　防ぼう護ご障しよう壁へきだ。羽柴の前、光で出来た侍じ女じよに似た姿すがたがある。

・十ＺＯ：『石いし田だ・三みつ成なりに御ご座ざるか……！』

　……誰だれ？

　多分、向こうの偉えらい人なのだろう。光ってますし。ただ彼女が防護障壁を多重に展開し、二代と、ミトツダイラの攻撃が弾はじかれた。
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　羽柴は、内心で事じ態たいのシンプル化を悟さとった。もはや後は、淫蕩の御身を振るうだけだ。下にぶつけて、武蔵むさし勢ぜいを武装解除。そして彼らには退出して貰もらう。

　全てはそれだけになったのだ。だから、

「有あり難がとう、みっちゃん」

『その呼び方で、今は御願いいたします』

　三みつ成なりの、振り返りながらの言葉に、己おのれは頷うなずいた。そして淫蕩の御身ステイソス・ポルネイアを、左腕うでで構えながら、もはや全身でスイングする。

　行く。

　向こうは間に合わない。何もかもの手が無い筈はずだ。

　行けると、そう思った時だ。こちらに振り返っていた三成の目が、見開かれた。

　驚き。そういう表現を教えたのは自分だ。だが、

　……何を──。

　思って、振り降ろしの最さい中ちゆうだが、その動きを利用して身体からだを折り、視線を後ろに回した。

　自分の背後。やや右側。そこに、三成の驚きを呼ぶものがあるのだ。

　黒い左腕だった。
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「……え!?」

　羽は柴しばは、疑問詞しと共に、さっきまでの視し界かいを思い出す。

　……ホライゾン・アリアダストは──。

　そうだ。武蔵むさし総そう長ちようがその身体を支えていた。

　それは、最後の砲ほう撃げき故ゆえに行われた事かと思っていたが、違う。

　……左腕が分ぶん離りしたのを隠かくすため……!?

　三成の防ぼう護ご障しよう壁へきは間に合わない。自分が、彼女と左腕の間に入っているし、そもそも障壁を射しや出しゆつするタイミングを失っている。

　また、己も、背後の相手に対応出来る状況にない。ならば後は、

「く……」

　見れば、左腕は、一つの岩がん塊かいを掲かかげていた。どこかから持ち込まれた物理武ぶ装そう。それを用いた攻撃の名を、ホライゾン・アリアダストが叫んだ。

「ホライゾン・碑ひ石せきアタック！」

　無敵となった攻こう撃げき力が、斜め後ろからこちらに直ちよく撃げきした。
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『羽柴様！』

　叫んだ三成が通つう神しん内に消えるのと、吹っ飛んだ羽柴が舞ぶ台たい前を越え、東側の音おん響きよう設備に激げき突とつするのは同じタイミングだった。

　自じ動どう人形の身体からだは、幾いくつもの拡かく声せい器きや柱はしらを倒し、破は裂れつや折り砕くだける音を共に走り、

「────」

　一度だけ左の手を上げ、そこで止まった。

　破は砕さいした設備の奥。大型の拡声器の発声部に埋まるようにして、その身が止まったのだ。

　もはや動かない。停止状態なのか、じっと、空の光こう柱ちゆうと、月の方へと、その手を上げたままだった。

　武蔵むさし勢ぜいが、勝利したのだ。
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　……やっちゃったあ──。

　ナイトは、感心半分、驚き半分という感かん慨がいで現実を受け止めた。

　今、戻ってきた左腕うでに、戦せん士し団だんの皆が胴どう上あげっぽい事をやっている。それは三度持ち上げて終えるものだが、持ち主からしてみれば、

「ではお戻し下さい。すぐに〝飽食の一撃フイオゴス・ガストリマルジア〟を撃うち込んで終わりにしますので」

　と、まだ現場自体は続いている感が強く残っている。ただ、気になるのは、

「でもコレ、暴ぼう走そうで破は壊かいしたら、どうなるのかな」

「あまり言いたくないですけど、……下手へたすると三み河かわ以上のドカンです。下手すると琵び琶わ湖こが倍の大きさになりますね。」

　だよねー……、と、皆が段々と静かになっていった。先さき程ほど、後ろで騒さわいでいた戦士団も、今は何も言わず、ただお互いの顔を見合わせており、

「……どうする？」

「いや、少し安全を配はい慮りよの上で、退たい避ひ路ろを確保してだな」

「一度、舞ぶ台たいの方を検けん分ぶんし、撃ち込むべき処ところを見極めた方がいいのか？」

　それらの不安な言葉に対し、ホライゾンが振り向いた。

「解わかりました、皆様。確かに即そく座ざに撃ち込むと、問題がありそうな現場ですね」

　彼女は、皆に会え釈しやくを送る。そして

「──じゃ、そんな感じで」

　ホライゾンが、舞台に向けて〝飽食の一撃〟を撃ち込んだ。
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　何だかいつも通りだなあ、と、今後の展開に覚かく悟ごを決めたナイトは、飛んで行く矢の軌き道どうを追った。

　飽食の一撃はアーバレストだ。マクデブルクでも、ネルトリンゲンでもM.H.R.R.神聖ローマ帝国皇こう帝ていマティアスが撃つのを見たが、それは射しや程ていは別として、速度はさほど速いものではない。

　……インターセプトが無いといいなあ。

　そんな思いで数秒とはいえ動どう態たい検けん知ちを入れて自動射しや撃げき術じゆつ式しきを立てておく。

　すると、不ふ意いに動きが検けん出しゆつされた。

「早っ」

　即そく座ざの事だったので、そんな感想を漏もらしながら、己おのれは検出先を見る。

　羽は柴しばだった。

　……もう復帰!?

　思い、魔術陣マギノフイグーアに捕ほ捉そくされた羽柴を見る。だが、

「──あれ？」

　羽柴は動いていない。巨きよ大だいな拡かく声せい器きをベッドのようにして、倒れたままだ。手もずっと、夜空の中央に向けて掲かかげられたままだった。

　動いているのは彼女ではない。

　表示枠サインフレームだ。
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　妙みような予感をナイトは得た。故ゆえに一歩進んで、浅あさ間まと、戻ってきたミトツダイラや正まさ純ずみ達にも魔術陣が見えるようにした。

　今、捕捉詳しよう細さいのため、拡大表ひよう示じが為なされていく羽柴の周囲。そこに現れて重なる表示枠が、彼女を隠かくす程になっていた。そして、

「おい……」

　背後の戦せん士し団だん達も気付いた。自分達の周囲や、舞ぶ台たい上に、やはり幾いくつもの表示枠が生じて、

「────」

　警けい報ほうが響ひびき始めた。それも、喇らつ叭ぱの音を響かせた、祝しゆく賀がにも似た響きだった。

　これは何か。その内容を、拡大表ひよう示じされた羽柴の表示枠が示していた。

《ＯＳ保持権限とつけん移行：羽柴・藤とう吉きち郎ろう[image: ]織お田だ・信のぶ長なが：P-O1m移行：──確かく認にん》

《計画番号１３─０３：創そう世せい計画：開始：──確認》

《織田・信長：ＯＳ移行完了：保ほ護ご解除：開放：──確認》

　幾いくつかの知っている単たん語ごと、似て非なる言葉が並び、しかし動いている。

　何かが始まっているのだ。だから、

　……ヤバいよ……！

　思って顔を上げた瞬しゆん間かん。ホライゾンが発した矢が、舞台に直ちよく撃げきした。
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　浅間の目には、それが搔かき消えたように見えた。

　……否いな、違いますよね。

　戦せん闘とう系けいの、目が良い者達にも解わかった筈はずだ。今や表示枠サインフレームが無数に並び、囲いを作り、更さらには空にまで大小の報告を重ねていくホールの中央。

　舞ぶ台たいの中央にて、大罪武装ロイズモイ・オプロの一いち撃げきが弾はじかれ、砕くだけたのだ。

　そして警けい報ほう音の中、一ひと際きわ大きい響ひびきが生まれた。ホルンのような大おお笛ぶえの大だい音おん。低音がそれだけで反はん響きようする大たい気き振しん動どうが、舞台の中央に生じたのだ。

　見れば白い舞台の中央が、開いていく。四角い形に穴を有していく。

　開く底にあるのは闇やみではない。白い冷気の漂ただよいと、流りゆう体たい光こうの青白さだ。

　下から何かが上がってくるという、その事は解わかる。

　警報とホルンの呼び音が大きくなり、上の方からは鐘かねの音ねが重なってきた。ホール内壁の上うわ縁べりが、周囲に警けい告こく状態を示す赤い投とう光こうを放ち、それに合わせて鐘が揺らされたのだ。

　舞台に向けて落ちていく構こう造ぞうの吹き抜けホールは、今、多重の音の集合地だった。

　だが、指し示じは飛んだ。

　何かが来る。その予感に対し、戦せん士し団だんの射しや撃げき隊たいが、先制射撃を撃うち込んだのだ。それは測そつ距きよの意味も含めた、舞台を狙ねらい撃ちにするもので、

「撃て……！」

　副ふく隊たい長ちようの叫びと共に、射撃音が重なった瞬しゆん間かん。二つの事が生じた。

　一つは、新しい表示枠が出た事。

《大罪武装Ｍ型自動回かい収しゆう：権けん限げん確かく認にん：実行：──確認》

　それは各所に散らばっていた羽は柴しばの大罪武装の在処ありかにて、己おのれの存在を介かいして主張。その動きと同時に、転がっていた大罪武装が、端はしから流体光に散り、消えたのだ。

　……別の空間に確保、回収された？

　何のために、と問う意味は幾いくつもあるだろう。だが、もう一つ生じた事が、何もかもを搔かき消す事になった。

　射撃隊が放った銃じゆう弾だんが、舞台に届く直前で止められたのだ。

　防ぼう護ご障しよう壁へきだ。銃弾の数だけ芳ほう醇じゆんに展開したそれらは、快音で鉄の弾だん丸がんを弾いた。自分達は砕くだけもしない辺り、出力が高いというのは解る。だが、

「ねえ、あれ……」

　ナルゼが、ナイトの魔術陣マギノフイグーア中心に集まった皆の中から、前を指差した。

　いや、指差されるまでも無く、解っている。銃弾を弾き切った防護障壁の向こうに、先さき程ほどからずっと、巨きよ大だいな表示枠が出ているのだ。

「何アレ、凄すごい、大きなロゴなんだけど……」

　上から下に、七色のグラデーション。周囲の文字は金色メタル加工だった。

「ダサいわ……」
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「い、いや、そうですけど！　町内会レベルですけど！　中身を見ましょうよ！」

　何で私、擁よう護ごしてるんでしょうか、と思う浅あさ間まの視し界かいの中、ロゴには、こう書いてあった。


《創そう世せい計画：断だん罪ざい武ぶ装そう改良確かく認にん：展開可能：──満員御おん礼れい末まつ世せ解決》



　それだけではない。並ぶ字の下に、一つの姿すがたが上がってきたのだ。

　下のエレベーターから、舞ぶ台たいへと現した姿。

　白のマントと衣い装しように身を包み、しかし黒の髪かみを高く結って流した姿は、

「失しつ礼れいします。それともお久しぶりと言うべきでしょうか。──織お田だ・信のぶ長ながと言います」

　言った声と、こちらを見る顔。それらを確認した時、皆が息を詰めた。

　その理由を、スモークの翻ひるがえりに衣装の裾すそと飾り紐ひもを揺らしながら、信長が言う。

「それとも、こう名乗りましょうか。──ホライゾン・アリアダストの実体だと」







[image: 第六十一章『本能寺の真打ち』]
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「とりあえずやる事は決まっていますし、もう既すでに始まっていますので、雑談などしましょうか。どうしましょうか。信のぶ長ながとしては、いろいろ話したい事もあるんですが」

　という信長の言葉に、まず、正まさ純ずみは周囲の皆を見た。

　まずは浅あさ間まが、音おん響きよう術じゆつ式しきを通して芸げい能のう神しんに祈き願がんし、大たい気き振しん動どうを軽く作る事で周囲の警けい報ほう音や雑音を消去してくれる。やや耳が遠くなったような感は得るが、

「……参まいったな。あっさり出てきたぞ」

「前振りで大罪武装ロイズモイ・オプロガッツンガッツンやり合ったの忘れましたか正純」

　いやまあ、と己おのれは信長に振り返る。

　周囲の安全を確かく認にんの上、右手を挙げ、

「先に言わせて欲しい。──創そう世せい計画の内容を知りたいのと、その内容如何いかんによっては差し止めを願いたい。そのために今日きようはここに来た。それが終わったら帰る。それでいいだろうか」

「Ｔｅｓテスタメント．、つまり、ここで行われている事を測りに来たんですね？　Ｔｅｓ．、解わかりました。ひょっとしたらいい解決があるかもしれないと、そう思うのは信長も同じです」

　では、と己は言葉をつけ加えた。これは、今、問うべきでは無いかも知れないが、

「……貴女あなたは、何者だ」

「私は織お田だ・信長の襲しゆう名めい者しや。ホライゾン・アリアダストの実体です」

　言って、彼女が右腕うでを掲かかげた。そして左の手で、白の袂たもとを引き絞しぼる。するとそこにあるのは、色白の肌はだを持った腕だが、

「……我が王の、肩にあるような傷が……」

　一つでは無い。無数だ。流石さすがにメアリ程では無いが、大きな引きつりにも似たものが、幾いく条じようもの縄なわで縛しばったように痕こん跡せきしている。

「全身各所、八十一カ所。内ない臓ぞう、骨こつ格かく部分で言えば、粉ふん砕さいや破は裂れつもあるので計上は不能です。

　──十年前、武蔵むさしでの事故によって受けたものです」

「ちょっと待ったあ──!!」

　と、不意に馬ば鹿かが叫んだ。

「下着の色は何色だ！」

「黒です」

　馬鹿が動きを止めた。

「まさか本物……」

　ホライゾンが、馬鹿の身体からだが二十センチくらい浮く勢いで後ろから股こ間かんを蹴けり上げたが、まあ仕方ない事だろう。ただ、

「……何故なぜ？　実体といっても、こちらのホライゾンは魂たましいもあって、本物だぞ？」

「そうですとも正まさ純ずみ様！　こちらのホライゾンが本物！　本物です！　向こうは都つ合ごうのいい事だけ言ってる偽にせ物もの！　大体、偽物に両腕うで分ぶん離りとか、軽けい食しよく屋や一発芸げいとか出来ますか!?　さあ正純様、ホライゾンの目をよく見て話を聞いて下さい。さあ段々眠くなる──ゥ……！」

「ホライゾン殿どの、ここでそれだけ出来るのは剛ごう胆たんで御ご座ざるなあ……」

　クロスユナイトの言う通りだ。だが、何となく解わかった。

　まず、こちらのホライゾンを手で示して、

「つまり、……魂たましいはこっち。でも身体からだとか脳のうとか全部自じ動どう人形」

　そして次は、信のぶ長ながの方を示し、

「……身体と脳はあっち、でも、魂の部分に関しては全部自動人形」

「Ｔｅｓテスタメント．、正確には、人体を機き械かい的に捉とらえ直して、ＯＳを流し込んで動かしているのです。武ぶ神しんの合ごう一いつ技術を逆転し、人体に制御情報プログラムを流し込んだ訳わけですね」

　だから、と信長が言った。

　彼女は己おのれを手で示し、

「ホライゾン・アリアダストの記き憶おくなどを継けい続ぞくさせた純じゆん生体式自動人形。それが最も明確な例えだと判はん断だん出来ます」

　その言葉に、皆が顔を見合わせた。

　誰だれも、しばらく何も言わない。だが、ややあってからナイトが、

「……ホライゾンの性格って、ホント、オンリーワンだったんだね」

「だ、誰もが黙だまっていた事をハッキリ言ったで御座るなナイト殿！」

「フ、記憶を引き継ついだ程度で出せるような甘い個性はしておりませんとも。つまり魂が違う。それがホライゾンです……！」

　ああ、と己は思った。うちの連れん中ちゆう、メンタルは耐震構こう造ぞう入った鋼こう鉄てつだよな、と。

　まあ人それぞれ、思う所はあるだろうが、それは後の話だ。

「信長、何となく解った事がある」

「何でしょう」

「貴女あなたがそうである事が、羽は柴しばがああであった事が、創そう世せい計画には必要だったのだな？　そして、うちのホライゾンがこうである事が、創世計画以外の、元もと信のぶ公こうにすら読めない未来にとって必要なのだな？」

「そちらの事は、正直、解りません。信長達は、仰おつしやる通り、創世計画を前ぜん提ていとして存在していますので」

「では創世計画とは何だ？　──返答如何いかんによっては、援えん助じよもするし、敵対もする」

　言った先で、信長が小さく笑った。

　そして彼女は笑えみで立てた両手を合わせ、こちらに問うてきた。

「あの、ちょっと、解説していいですか？　ずっと楽しみにしてきたんです」

　だって、

「──信のぶ長ながの中にある、十年前の記き憶おく。七、八年程の思い出の中の人達と、一方的ですが、ようやく再会出来たんです。だから少し、話をしませんか。いえ、──出来ませんか」
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　正まさ純ずみは、何となく気まずさを感じつつ、皆と顔を見合わせた。

「……どういう事だ？　ラスボスが解説したいって」

「いや、何か、口く調ちようと態度が凄すごくフレンドリーなんですけど……」

「つまり、十年前のホライゾンの記憶を、ずっと大だい事じにしてた系けい？」

　だろうな、と己おのれは頷うなずいた。そして信長に振り向き、馬ば鹿かどもを手で示して、

「つまり貴女あなたの感覚としては、……この鬼き畜ちく連れん中ちゆうと、会いたかったのか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──でも、命令などを与えられていましたから、直接的には出来ませんでした。立場としても敵となりましたから、尚なお更さらです。だから皆に頼んだんです。

　──創そう世せい計画の起き動どう待ちの時間。そこで貴女達と話せないかと」

　だって、

「十年前、信長の何もかもが、遮しや断だんされてしまったから。もしも敵になるとしても、その間、何があったかは聞けなくても、──皆と、後こう悔かいがないようにしたいじゃないですか」

「貴女の言葉が、時間稼かせぎではないという証しよう拠こは」

「信長としては、もう、現段階で創世計画は止まらないものと判はん断だんしています。それゆえ、他の方々もこの時間を許可しました。

　しかし、貴女達にとっては、そうではないと思います。

　先さき程ほど、創世計画の意い図とを知りたい旨むね、聞きました」

　だから、

「信長としては、今は敵なのかもしれないけど、十年前に別れた友人達との再会です。

　創世計画を間において、お互いの利害は嚙かみ合いませんか」

　彼女の言葉に、ややあってからナイトが呟つぶやいた。

「……ヤバい。髪かみ黒いけど、ホライゾンの顔でロジック的な事言われるのちょっと新しん鮮せん」

「ふうむ、いつもセンスで喋しやべる女ホライゾンとしては、向こうがギャップ的に有利ですね。これはお強い……！」

　お前、一応本ほん家けだからな？　と思うが、まあいつものノリなら安心は出来る。

　ゆえに、己は皆を手で制しつつ、ステージに歩を進めながら、こう言った。後ろ、皆もゆっくりと着いてくるのを音で察しながら、

・副会長：『ここで御高説になるとは思わなかったが、その時間中、舞ぶ台たいになるべく接近してくれ。そして行動準備。何かあったら吶とつ喊かん。そのつもりで』

・十ＺＯ：『向こうもそれは理解の上で御ご座ざろうが、いい判はん断だんに御座る』

　後は任せろ、というのは、お互い様か。ゆえに己おのれは返答をせず、

「Ｊｕｄジヤツジ．、いいだろう。そちらの招しよう待たいに乗ろう。ただ、手付けとして、一つ教えてくれ」

　問うべきは一つだ。

「──創そう世せい計画とは、何なのだ。時間も無いのだろうから、概がい要ようでいいから頼む」

　Ｔｅｓテスタメント．、と信のぶ長ながが、安あん堵どの吐と息いきで肩から力を抜いた。マントの首元、左右を飾る羽は根ねの束たばと、飾りの鎖くさりが揺れ、何処どこかで見たと思ったが、

　……馬ば鹿かのファッションと同じか。

　そう思った時、ふと、こう感じた。この十年、信長もまた、こちらの情報を集めてない訳わけではなかったのだろうな、と。

　同じ事を思っているのだろうか、葵あおい姉あねが、馬鹿の羽根飾りと鎖くさり紐ひもを整えてやる。

「いいわ。──私はこれだけで信用出来るわよ。あの、ホライゾンと愚ぐ弟ていの真似まねっ子」

　浅あさ間まとミトツダイラが頷うなずき、ホライゾンがややあってから、こう言った。

「──オリジナリティを常に追い求めるホライゾンとは、また逆ですが、それも真なりと、そういう考えがあるのも解わかります」

　こちらの声に、信長が頭を一度下げ、口を開いた。

「では、招待の言葉として教えましょう。創世計画の事ですが、これは非常に簡単です。

──運うん命めいを、処しよ刑けいするのです」
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　そう来たか、と、ネシンバラは浅間神じん社じや前の階段から、立ち上がっていた。

　頭を搔かき、思い出すべき事がある。資料を展開すべき内容がある。

「……明あけ智ち公こうが言っていた。かつて黎れい明めいの時代、人々は過か酷こくな環かん境きように立ち向かうため、運命を味み方かたにつけようとした、と」

　その方法は、単純なものだ。

「環境神しん群ぐんを通し、──運命に、人格を与えたんだ」
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　では、と、皆が舞ぶ台たいにある程度近づいた所で、信長は表示枠インシヤ・コトブを展開した。

　それは、黎明の時代の資料。今日きようのため、皆が聞きたいだろうと思ってまとめてきた事。

　十年前の事を憶おぼえている自分だが、今の皆にとってそれはどれだけ価か値ちがあるのか解らない。だから、現在彼らが追っているものとして、最上級の情報を、用意してきた。

　それが許される時間帯たいなのだ。許可も得た。ゆえに己は両手で画面を示して言う。かつて、環境神群に人が出会ったという、言い伝えの挿そう画がを背後において、

「──そうです。黎れい明めいの時代、運うん命めいは人格を持ちました。人が与えた人格なので、自じ動どう人形のようにヤレヤレではなく、人に尽くします。しかしそれが表おもてに出ると、運命を利用しようとする人々が出るかも知れないので、極ごく秘ひとされ、事実は内だい裏りに秘ひめられました」

　そして、

「人々はやがてその事を忘れ、聖せい譜ふ記き述じゆつに則のつとった政治合がつ戦せんに夢む中ちゆうになっていきます。人々は政治やいろいろな決断のために身分や権けん益えきを得るものもいれば、失う者もいます。

　時には、命を失う者も。そして、──失わされる者もいて、しかし世界の流れは、それらを受け入れる事を必然としていきました」

　だから、

「やがて、運命は疲れていきました。どんなによくしようとしても、死んでいく人達がいる。殺される人達がいる。己おのれの手の中で、止めようのない流れとして去って行く人達が、何人も、何人も、いつもいつも、ずっと、生まれる子や、喜びよりも深い印いん象しようとなっていく。

　だから運命は気付いてしまったんです。──自分がいなければ、人は死なない、と。

　自分が助けなければいけない、大だい事じな人達こそが、自分がいると、死んでしまうと」
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　解わかりますか？　と信のぶ長ながが言った。

「約百六十年前、運命はある事を始めました。何だと思います？」

　その問いに、正まさ純ずみは答えられなかった。

　……何って……。

　思う事は幾いくつもある。だが、そこから答えを導くより先に、応じた者がいた。

　葵あおい姉あねだ。彼女は腕を組み、眉まゆを浅く立てた顔で、こう言った。

「──死のうとしたんでしょう？　それも意い気く地じ無いから、緩かん慢まんな死を望んで、ね」

「その通りです。喜き美み様。──手首を切るように、運命はある事を開始しました。

　地ち脈みやくを運命の流れから外し、希き薄はく化かさせ始めたんです。

　やがて、自分も何もかもが薄くなり、消えていくように」

　つまり、

「これが末まつ世せです」
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　……ちょっと待って下さい。

　浅あさ間まは、えーと、と頭に指を当てた。

　飛ひ躍やくし過ぎている、と、正直思う。運命に人格、というのは、明あけ智ち公こうのところで帝みかどの自動人形なども見たので、何となく理解出来た。だけど、

「運うん命めいが……、自じ殺さつ？」

「浅あさ間ま」

　喜き美みが、静かに言った。

「子供なのよ。恐らく。──憶おぼえているでしょう？　ナルゼも、ほら」

　言われて、いきなり通じた事実があった。直後にナルゼが歯を音が鳴る程に嚙かんで、一つの画が像ぞうを魔術陣マギノフイグーアに展開した。

　北ほう条じようの地下遺い跡せきで発見した、顔の無い子供のレリーフだ。

「誰だれも彼もの運命だから、誰も彼もに合わせるために顔が無い。そして、幸せを願う存在だから、それは子供として設計されたと、そういう事？」

　ナルゼの言葉に、ただ信のぶ長ながが、笑えみを返すだけだ。そして信長が告げた。

「純じゆん粋すいな子供は、大だい事じな人を、自分のせいで失ったら、どうなりますか」

　言うまでも無い。自分は十年前にそれを知っている。だが信長はこう言った。

「私は、知らないのです。──死んでいましたからね」

　やられた、と、正直思った。

　十年前だ。十年前、ホライゾンがいなくなって、自分達はどうなったか。

　彼は戻ってきたが、別人のようになっていて、死のうとしていて。

　喜美がいなければ、彼は、彼女の後を追うところだったのだ。

　思い出す。当時の自分が、どうとも出来なかった事を。そして、泣いている姉と彼が訪たずねてきて、自分は後ろめたい安あん堵どを得て、二度とこうさせないと誓ちかったのだ。だが、

「運命は、ずっと一人で、……何人もの死を、抱えて来たんですね」

「そうですね。数千年を堪たえて、でも、もう限界だと悟さとった。人類側も予期していて、内だい裏りでは常に帝みかどを通して運命を宥なだめ続け、なるべく無む理りをさせないようにしてきたそうです」

　信長の言っている意味は、何となく解わかる。

「歴史再さい現げんについて、余よ計けいな解かい釈しやくなどを挟まず、最低限の流れで、それを済ませようとしたんですのね……？　死などがあっても、そこで救えるなら救う一方で、しかし有名な再現の場合は、これはこういうものだとして、事務的に進めた、と」

　そのような事例は、幾いくつもあろう。

　……極きよく東とうだと、武ぶ士しが台たい頭とうしてから、そういう話が幾つも出ますからね。

「だから百六十年程前、運命は地ち脈みやくの不ふ可か逆ぎやく解放を始めてしまった、とされています。

　それによって、当時まであった地脈関係に不備が生じるので、……何が起きたか、解っているでしょう？」

・未熟者：『ああ、──重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんだ』

　言われた言葉に、そしてそれを当然として考えなければ通らない事に、正直参まいった。

　明あけ智ち・光みつ秀ひでから、前振りは聞いているのだ。だが、全体として見た場合、

　……神しん道とうにとっては、特に黎れい明めいの時代については禁きん忌きが多いんですよね。

　成なる程ほど確かに、と、ここまでの話で思わされる。

　運うん命めいに人格を与えるのも、地ち脈みやくへのアクセスを基き礎そとするなら、当時インフラを整える事が出来た神道の役目だ。だから内だい裏りに帝みかどを置けたのだろう。

　そういった事があったから、今の神道の権けん益えきや繁はん栄えいがある。

　自分の足あし場ばが、酷ひどく揺らいでる気もするが、

「浅あさ間ま」

　彼が、ホライゾンと共に視線を寄よ越こしてくれた。

「俺おれは、浅間がいてくれて有あり難がたいから、そこ見てくれよ」

　言われ、ややあってから自分は頷うなずいた。後ろから喜き美みが背を叩たたいてくるが、払う気にもならないのはちょっと浮かれ過ぎ。だけど、

「身近な例と、飛ひ躍やくが、一いつ緒しよに幾いくつも重なっている気がしますね」

「そうですわね。──昔を思い出しましたわ。私の方、荒れて、それでも我が王がいたから今がありますけど、……それが何も無く、私のように荒れる事も出来ないと考えたら、確かに、別の方法で自分を汚けがそうとするでしょうね」

　ああ、とか、うん、とか、周囲から声が聞こえる。

　当事者であったり、関わった者であったり、傍ぼう観かん者しやであったり。

　だけど皆にとって共通なのは、

　……私達には、〝誰だれか〟がいたんですよね。

　いなかったら、どうなるか。毎日毎日、手の中で大だい事じな人が、自分がいるがゆえに死んでいく。それを相談する事も止める事も出来ず、ただ過ごしていくとなったら、どうなるのか。

　ひどく、昔の事ばかりを思い出す。

　ホライゾンがいなくなって、彼もいなくなって、喜き美みが〝怖こわいから〟という事で葵あおい家けに自分は泊とまる事になったのだ。

　その夜、誰かの気け配はいを感じて店の方に出てみたが、誰もいなかった。

　ぞっとして、あの時、理解したのだ。

　誰かがいなくなってしまうという、その事実に、だ。

　だから怖くて、彼が戻ってきた時も関われなかった。あのようになったら怖いから。

　今は払ふつ拭しよくしているが、それも、あの晩の恐きよう怖ふがあったから、という部分もある。

　失うという事の実感と、何も出来なかったという不ふ甲が斐いなさ。これが今、どうにか出来ると思えるのは幸いだ。だけど、

　……そう出来ないままで、大事な人が幾いく度ども失われるなら──。

　参まいった。改めて、そう思った。

　捉とらえ方は人それぞれとして、自分にとっては、こういう話だ。

　運うん命めいは、自分を保ちたくなくなった。怖こわくて不ふ甲が斐いなくて、誰だれも頼れず、ただお前のせいだと言われているようならば、こう思うだろう。

　……何で私を産んだの。

　言い換えるなら、私なんていない方がいい、だろうか。

　母や父には抱かなかった疑問だが、環かん境きよう次第ではありうるのだろう。

　滅め入いる。巫女みこなのだからしっかりしなければ、と思うが、

「トーリ君」

　先さき程ほど、支えを貰もらったお返しとして、自分にも通じる事を言っておく。

「後こう悔かいがあっても、それを超えてきたから、ここにいるんですよね、私達」

　強がりかも知れないが、事実だ。信じていい。

　……うん。

　言って、これだけ気分が好転する言葉も珍めずらしい。そしてこちらの意い図とが通じたのだろうか、正まさ純ずみが信のぶ長ながに右手を挙げた。

「──歴史の話は、大体そのあたりで締しめよう」

　手を振って、場を正す。その上で、正純が言葉を重ねた。

「理り屈くつは理解した。明あけ智ち公こうからのレクチャーも受けているから、スタート部分については許容が出来ている。

　つまり運命は、人格があるが故ゆえに、人のように、この世界を支えていると言う事か。

　神や精せい霊れいよりも上位の存在を、人工的に作ったと、そう考えていいのだな？」

「ええ、この世の全てが、人を助けるために人格を持っていたと、そう考えて下さい」

　つまり万ばん物ぶつそのものであるという、人工の神。自分的に言い換えるなら、

「……地ち脈みやくや流りゆう体たいに人格があったと、そう言う感じでしょうか」

「だとしたら、だ」

　正純が疑問をした。

「運命を処しよ刑けいしたら、末まつ世せどころか、この世が消えるだろう。……何をする気だ。創そう世せい計画」
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「……大体、理屈が見えてきたな」

　遠く、東の空に光の柱はしらと二つの満月を見上げながら、巴ともえ御ご前ぜんは武蔵むさしから代表委員長経けい由ゆで回ってくるリアルタイムの議ぎ事じ録ろくを見ていた。

　……全く。

　内だい裏りが、自分達の歴史再さい現げんに解かい釈しやくを入れなかった理由が、ここで解わかるとは。

　夜の染しみた時間帯たいは、霊れい体たいである己おのれの身体からだが薄く光を帯びる。今は満月なので尚なお更さらだ。だが、こうして今も存在出来ている理由が、

「……内だい裏りは、運うん命めいに気を遣つかったのであろうな。確かに解かい釈しやくを使えば、私達は無ぶ事じだったかも知れないが、それはまた他の歴史再さい現げんに歪ゆがみを与える」

　鎌かま倉くら時代を切り開く源げん平ぺい合がつ戦せんの中では、多くの勢力が命の遣やり取とりをする。その中で強ごう引いんな解釈を進めれば、歪みが広範囲に広がり、元々以上の死者を出す可能性もある。

　最悪なのは、解釈を行っても、他の権けん益えきを求める勢力のせいで、確実に生き延びられるとは限らない事だ。

　……ゆえに、予測範囲内、想そう定てい内の死者で、運命の負ふ担たんを〝軽減〟したのだ。

　一体誰だれに怒れば良いのか。笑って済ませるべきなのか。それとも当時を思って泣くべきなのだろうか。

「くそ」

　駒こま王おう丸まるにこれを伝える事が出来たら、何と言うだろうか。伊い子こも、知ったら、どういう顔をするだろうか。

　ただ、既すでに古い事だ。そして運命が死のうとしているならば、

「それを、どうするというのだ、創そう世せい計画は」
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「──そうですね。当然、運命を処しよ刑けいしたら、この世が消えてしまいます」

　信のぶ長ながは、漸ようやく、と言う言葉を感じた。漸く、ここを話せる、と。そしてふと、身体からだを揺らし、鎖くさり紐ひもに音を立てた。そう、これ、彼がたまにやる動きです。真似まねして憶おぼえました。

　あ、という顔を、喜き美み様がしたので当たり。視線を合わせると小さく笑われた。

　真似っ子。そう言われた。嬉うれしかった。だって十年前の記き憶おくの中、自分は、いつも二人の真似を密ひそかにして、周囲とのズレを直したり、楽しい事を知っていったのだ。

　今は、自分が教える。十年の蓄ちく積せきを、皆に教えるのだ。

　夢という未来の無い自分が、この世界の過去を伝える。

　十年より、ずっと前から考えられていた事。それは、

「だから私達は考えました。運命が、人格があるが故ゆえに悩み、憤いきどおり、死を選ぶというならば、──その人格を処刑し、消してしまえば良いのだと」

　解わかりますか。

「運命に与えられた人格だけを消し、潰つぶすための武ぶ装そう。それが、大罪武装ロイズモイ・オプロです」
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「待ったで御ご座ざる」

　ふと疑問を思い、点てん蔵ぞうは右手を挙あげてみた。すると信長がこちらを見て、会え釈しやくした。

「どうぞ、まだ時間はありますので」

　……あっ、ホライゾン殿どのと似てるけど確かに別人の反応……！

　本ほん家けに対して失しつ礼れいな気もするが、事実は事実だ。記き憶おくがあっても、人格というのは別なのだなあ、と思わされる。そして、

「三つ、疑問があるで御ご座ざる。……一つは、そちらも大罪武装ロイズモイ・オプロを所有しておられるので御座るが、こちらのと合わせて、二つあるのには、意味があるので御座るか？

　また、もう一つの疑問は、──如何いかにして運うん命めいの人格を処しよ刑けいするので御座る？

　そしてまた、最後の一つの疑問となるので御座るが──」

　聞いておきたい事がある。

「〝終わらせて、終わらせない〟。こう言われる創そう世せい計画で御座るが、これは、運命の人格を消したが際の効果で御座ろうか。──一体、どういう事なので御座る？」
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「いろいろと立て続けに来ましたね。流石さすがは点てん蔵ぞう様です」

　憶おぼえている。十年前の小しよう等とう部ぶにおいて、彼はやはり帽ぼう子しを被かぶった忍にん者じや志望で、忍者育成の指し導どう員いんをしている父について、よく修しゆ行ぎようをしていた。それを自じ慢まんしている風ふうもややあったのだが、ある時期を境さかいに慎つつましく変わった。実の無い自慢より価か値ちある情報。そうなったのだ。

　そんな懐なつかしさとデータを比べながら、己おのれは言葉を作る。

「一つ目と二つ目の疑問は、重なっている部分が大きいので、二つ目の方から先に行きましょう。それはどのようにして運命の人格を破は壊かいするのか、という事ですが、まず、運命が何処どこにいるのかを考えないといけませんね」

「地下で御座るか？」

「環かん境きよう神しん群ぐんとのアクセスが地下でしたからね。そう思うのも無む理りはありません。

　ですが、環境神群を通して運命に人格を与える際、何が必要だと思いますか？」
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　問われ、点蔵は考えた。

　……運命に人格を与える際に必要なもの……。

　視し界かいの隅すみで、浅あさ間まがこちらを幾いく度どか窺うかがっているから、彼女には答えが解わかっている。だとするとこれは地ち脈みやく系けい。そして地脈に何かを与えると、そう考えるならば、

　……あ。

　自分は、それと似た事を、知っている。

「……メアリ殿を地脈に還かん元げんしようとしたのと同じで、依より代しろがいるので御座るな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、御名答です。──世界を統すべる運命に与える人格。それに相応ふさわしい依り代とは、何であるか、解りますか？」

　そこまで言われて、この状況で、解わからない訳わけがない。もはや、今ここに見えているものや、ここに至るまでに聞いた情報が、それを示しているのだ。

「夏の終わり　小こ玉だま。──そういう事で御ご座ざろう」

　空を指差せば、もはや自動でそれを示す。

「大おお玉だまがあるとすれば、それは満月。第一の月。ならば小玉は、第二の月で御座る。

　流りゆう体たいの塊かたまりであるあの月に、環かん境きよう神しん群ぐんを通し、運うん命めいの人格を寄せたので御座るな？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と信のぶ長ながが応じた。

「その通りです。──では、大体が解りましたね？　今、こうして天に昇っている流体の柱はしら。これをアクセスの道として第二の月にリンクし、運命の人格に〝死〟を叩たたき込むのです」

　だから、

「月が柱の軌き道どうと重なるまで。それまでは時間があります。と言っても、十分もないですけれどね。──それまで、私の懐かい古こに付き合って下さい。

　何故なぜなら、初めてなのですよ。十年、それ以前の記き憶おくにある人達と会うのは。

　私が憶おぼえているのに、知らない人達と、ようやく会えたのです」
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　アデーレは、遠くから、皆の現場を見ていた。

　武蔵むさしに向かう輸ゆ送そう艦かん上。その甲かん板ぱんから、深い角度ではあるが、本ほん能のう寺じの舞ぶ台たいが見えるのだ。

　その舞台上で、信長が、今、いろいろと饒じよう舌ぜつに話している。

　敵ではあるが、記憶は、ホライゾンの七歳さい頃ころまでのものを持っているようだ。

　自分の方では、もう忘れかけている事も多いが、幼おさないというのとはまた別のレベルで、皆、馬ば鹿かをやったり、遊び回っていた時期だった。

　どうって事ない事件を、一いち大だい事じのように騒いでみたり、ちょっとした遠出を冒ぼう険けんのように感じた頃だ。そう、艦かん間かんを渡るだけでも、集団でなく、一人でするのは勇ゆう者しやだった。

　敵や味み方かたなど、無い頃だったし、世界の動きとか、そういうのも、解らない。

　今は違う。だけど、

・貧従士：『信長にとっては、自分ら、敵とか味方じゃないんだと思いますよ』

　話し合いの余よ地ちはある。だから、

・貧従士：『何となく解りました。……本能寺の警けい備びが手薄だったりで、やっている事と齟そ齬ごがあるように感じてたの。それは、信長自体が、自分達に会って見たかったというのが、根こん本ぽんにあったんじゃ無いでしょうか』
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　……まあ、私、当時そこにいなかったがな……！

　二ふた代よもそうだぞ、と思ってしまうくらいには、自分の根こん性じようを正まさ純ずみは自覚する。だが、余所よそ者もの気分であって良いい訳わけも無い。バルフェットの言う通りだとすれば、

　……私達は、信のぶ長ながにとって、懐なつかしい客きやく人じんなのか。

　大事業の前に、古い友人達を招いたと、そんな感があるのだろう。

　随ずい分ぶんと現実味の薄い話だと思うが、十年前の負ふ傷しようと、襲しゆう名めいしてからこちら、彼女が表おもてに出てこなかった訳は、推すい察さつ出来る。自分とて、男性化手しゆ術じゆつをした際は、安静や、人目を考えて、外に出る事が少なくなっていたのだから。

「信長という立場が無ければ、こちらと連れん絡らくを取りたかったか？」

「それはもう。でも、元もと信のぶ公こうに止められていたので」

「何故なぜ、止めた」

「影えい響きようです。お互いに」

　信長がそう言って、右の手を上げた。

「一つ、そちらにとっての課題を言います。……武蔵むさし勢ぜいが、この事じ案あんに関わるため、用意しなければならないものです」

　それは、

「私達の調査では、──運うん命めいの人格破は壊かいは、大罪武装ロイズモイ・オプロでは出来ない事が解わかっています」
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　え、という声が幾いくつも生じたのを、正純は聞いた。自分もそうだ。

「いや、お前、……あ、お前じゃないか」

「いや別にいいですよ、お前で。武蔵副ふく会長」

　すまん、と前置きした上で、問いかける。

「さっき、大罪武装はそのために作られたと、言ったじゃないか」

「企き画かくとしては、そうだったのです。しかし、後の調査で、解ったのです。

　大罪武装は、その使用者の、罪つみに対する嫌けん悪おが力になります。だからこれで人格を撃うてば、運命の人格は嫌悪によって否定される筈はずでした。ですが──」

「違ったのか」

　Ｔｅｓテスタメント．、と右手を掲かかげたまま、信長が頷うなずいた。

「調査と研究によれば、運命は、既すでに、それらを嫌悪しているのです。だから、そこに嫌悪を叩たたき込んだところで、ただ同意してしまうようなのですね」

「お前もか！　そうだな！　というアレですか」

　ホライゾンの言葉に、信長が小さく笑って頷いた。

　恐らく、もう一人の自分の発言が、自分のセンスとは違うのが面白いのだろう。

　……何か、段々、信のぶ長ながの感覚が解わかってきた気がするな。

　敵だ。

　だが、自分の仲間達を考えた時、信長は、その一人だ。

　途と中ちゆうから、居い場ば所しよが変わっただけ、そんな感覚が正しい。だからだろうか、

「──運うん命めいの人格を破は壊かいするのには、大たい罪ざいへの嫌けん悪おでは駄だ目めでした。だったらどうするか」

「諭さとすべきだな。──それがどのくらい〝悪い事〟か、教え込むんだ」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうです。酷ひどい話です。理解させた上で潰つぶそうというのですから。でもそうしなければならないと、元もと信のぶ公こうは、信長を設計し直しました」

「信長という、……ＯＳか？」

「Ｔｅｓ．、型かた式しき名はP-01m、ｍは元々のもので、メインのｍです。……元信公にとっては、信長こそがｍ。そしてP-01s、貴女あなたのｓは、残念ながら私も意味を知りません。

　私が貴女の敵ならば、ここで〝スペア〟だ〝サブ〟だと貶おとしめますけれどもね」

・金マル：『言ってる言ってる』

・礼賛者：『まあ、そういう喋しやべりの人ですね』

　そして信長が、小さく笑って、右手を降ろす。

「改造されたのは、大罪武装ロイズモイ・オプロの統とう御ぎよシステム。嫉妬フトーノスである〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟です。それによって統御された場合、私の大罪武装は、こう変化します」

　振り降ろされた右手からこちらに掛けて、いきなりの爆ばく圧あつが生じた。

　一直線に、何かが射しや出しゆつされたのだ。
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　ナルゼは、即そく座ざに白嬢ヴアイスフローレンを構えていた。信長の射出したものが、サイズ的に見て、下手へたをすると小型の戦せん艦かんや、それに匹ひつ敵てきする砲ほうだと推すい測そくしたからだ。

　だが、違った。舞ぶ台たい上の彼女から、自分達にまで届く距きよ離り。約五十メートルを埋めるのは、

　……腕？

　白い、細身の下か腕わん部が、軽く握った手の平を上に向け、こちらに伸びている。

　武ぶ神しんか、否いな、この形は何処どこかで見た事がある。初しよ見けんなのに、知っているというのは、

「悲嘆の怠惰リピ・カタスリプンじゃないの、これ……」

「Ｔｅｓ．、流石さすがですねナルゼ様、絵の方の嗜たしなみ、続けてらっしゃると聞きましたが、やはりものの形を憶おぼえておく得え手てのままなんですね」

「……昔も、こんな事、あったかしら？」

　十年前の事など憶えていない。どうでもいい、と言えないのは、そこから今出てきたような当人が相手だからだろう。

「皆知ってましたよ？　花か壇だんの花を描く振りをして、ナイト様を描いていたの」

　……うおわあああああああああ！

　やりおった。コイツ敵だわ。本気でエネミーだわ。

「マルゴット、あ、あの女！　あの女……！」

「ガっちゃん、ガっちゃん、──知ってた。落ち着こう、うん」

　見ると、信のぶ長ながが口を横に広げた笑えみを作っている。邪じや気き無く、上手うまく行ったというような、悪戯いたずらを嫌けん悪おなく成功させたような、そんな顔だ。

　……やはり同どう窓そう会かいなのかしら、ここ。

　ただ、射しや出しゆつした巨きよ大だいな腕を、信長が軽く叩たたいた。

「大罪武装ロイズモイ・オプロを、単たん体たい運用では無く、〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟で全て連動させた時、それらは〝大たい罪ざい〟という一つのものとなります。大罪武装が有する効果発はつ揮きのための準備流りゆう体たいマテリアルを、一時的な進化のために使用した訳わけですね。この状態で発はつ射しやする力は、先さき程ほど武蔵むさし副ふく会長が言われた通り、大罪を悪として諭さとすもの。真の説せつ教きよう武ぶ装そうと言える、──断だん罪ざい武装です」

　……ネーミングセンスは本物と同じだわ、この黒ホライゾン……。

・金マル：『今思ったけど、信長って、色的に黒イゾン？　昔コレ、言ったっけ？』

・ホラ子：『だとすると今のホライゾンは白イゾンですね。練れん乳にゆうか、さて、白しろ餡あんか……』

　あー、向こう漉こし餡あん、と思ったが、気になる事がある。

「ホライゾン？　貴女あなた今、焦がれの全域も起き動どうしてる筈はずだけど、こんなの出来るの？」

　問うた先、ホライゾンが顔の前に立てた平手を左右に振っている。

「いやあ、初めて見るものばかりでして……」

「でしょうね。全てを展開すれば、全長四百メートル程の人ひと型がたとなります。

　……そして私達は、この形での解決を求めたのですが、当然これは大罪武装などが開発の後なので、貴女には対応が出来ないものと思います」

　ただ、と彼女は言った。

「私はこれで〝固定〟です。ＯＳの書き換えは認められませんでした。

　貴女は、違います。──そこに、また別の可能性があると、元もと信のぶ公こうはそう感じたのか、大罪武装はそのままで、貴女に自由を与えました」

　信長が微笑する。

「──お互いが会えば、影えい響きようを受けます。貴女の自由に、信長の不自由は強いものと見えてしまうでしょうし、信長としても、貴女達をこうしてみる事は、自分の不自由を感じます。

　……今も、もう既すでに思っているのですよ。いいなあ、と」

「だったらこっちに来りゃいいじゃねえかよ。今からだって遅くねえだろ」

　声がした。総そう長ちようだ。彼は首を傾かしげ、

「オマエがこっち来た方が、いいっていうヤツの方が遙はるかに多いぜ」

　投げかけた言葉の先、信長の表情が変わった。

　目を見開き、頰ほお赤く、笑えみになって、

「有あり難がとう御ご座ざいます、トーリ様」
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　ああ、と浅あさ間まは思った。十年前の、そのままなんですね、と。

　昔のホライゾンも、ギャグには厳きびしかったり、言う事はザクザク言うので、そこら誤ご解かいを招きやすいキャラだったが、たまに見せる本心は鈴すずがよく言うように優しかったり、拒否をしない素直さを持っていた。

　元もと信のぶ公こうの隠かくし子という立場故ゆえ、受け入れる事ばかりで、でもそこに麻ま痺ひしていないものを見せる人だったのだ。

　他人に対し、壁を作っているようで、信じていた人。そんなイメージを、今の反応で思い出したし、確かに感じた。

　今のホライゾンも、その辺りはちゃんとあるが、

「……浅間様、この焦がれの全域オロス・フトーノスなどの連動ライン、強制解放とか出来ませんかね」

「いやあの、無む理りしても意味が無いので、ええ、とりあえず後で確かく認にんで」

　そして自分としては、ちょっと興きよう味みも含めて、問うておきたい事がある。

「あの、いいですか。信のぶ長なが？　ええと、浅間です、解わかりますか？」

「あ、はい、浅間様、いろいろと記録の方も届いてますので。──おめでとう御座います」

「……え？」

「ええ。トーリ様の方へと、円満に嫁とつがれたそうで。小しよう等とう部ぶの時から、登下校の時、トーリ様と手を繫つなごうとして、自分から引いてらっしゃったので、それを聞いて安心しました」

　……さっきナルゼが小さく唸うなってたのこれですか……！

　後ろから喜き美みが肩を叩たたいて来るので、払っておく事にする。横のミトツダイラが巻き込みを食らわないように引いているのは正しい気も。だが、

「あ、あの、えーと、……その身体からだ、ホライゾンの元々のものですよね」

「そちらにいる、御本人に返へん還かんを出来ないか、という事ですね？」

　はい、と頷うなずくと、信長が、ややあってから首を横に振った。

「この身体、負ふ傷しようの影えい響きようが未いまだに強く、日に二時間程しか可動出来ません。内部にも、人工臓ぞう器きなどを入れている事もあって、P-01mにはそれらの制せい御ぎよ機き能のうも含まれています。

　P-01s、そちらの〝魂たましい〟の方では、その機能がありませんから、この身体に合ごう一いつした時点で身体の方が機能不全を起こし、死ぬ事になると判はん断だん出来ます。P-01mの制御系けいをサブシステムとして複製、共に組み込むのが有りだと思いますが、P-01mはそちらの〝魂〟と同じ権けん限げんだからこそ機能出来ているので、干かん渉しようが始まると推すい測そく出来ます」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だとすると、そちらをベースに生体式の自じ動どう人形となったホライゾンの方は、妥だ協きよう点という形な訳わけですね」

　ホライゾンの言葉に、信のぶ長ながが頭を下げた。

「そうなります。信長の方は、大罪武装ロイズモイ・オプロをもう一つ作る目的でこの身体からだを与えられましたから、生活については考こう慮りよされていないのです。

　当初においては、大罪武装を強化する施せ策さくは無く、そちらには自由を、こちらには固定を、という、二つの可能性をもって末まつ世せに対する事が考えられていましたから」

　そして、

「そちらの記き憶おくを頂いただいていたため、そこからP-01mが感情というものを統とう計けい的に抽ちゆう出しゆつしました。それがこちらの断だん罪ざい武ぶ装そうで、P-01sのものより後発ですが、その分、機き能のう的にはまとまっています」
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　言って、信長は内心で笑えみを得た。

　この感情も、頂いた記憶から作ったものだ。そう、つまりは、

「何度も、何度も、ずっと、十年前までの事を思い出していたのです。それは、大罪武装を作るための施策でしたが、P-01mにとっては、不ふ思し議ぎな、しかし、勉強になる行為でした。

　理解のために、それこそ何万、何億おく時間分も思い返される記憶について、それ事じ態たいが〝幸い〟だと判はん断だん出来たのは、意い外がいとすぐの事でしたね」

　皆は、自分の事を、そこまで思っていないだろう。

　だけど、自分は、一方的に、皆の事を、思っている。

　先さき程ほど、目覚める前も、そうだったのだ。眠っていると、もう、自動的に十年前の事を夢として思い返してしまうのだから。

　小しよう等とう部ぶに入る前の六年。入ってからの一年と少し。

　幸せである事を義務づけられているような、疑いようのない時間。

　それを再び目の前にした、そんな錯さつ覚かくを得て、己おのれは言う。

「でも、ずっと閉じこもっていた訳わけではないんですよ？　あちら、羽は柴しばの姿すがたがありますね」

　あの形も、また頑がん張ばってくれた。

「P-02m、──この身体故ゆえ、外部からの情報を得たり、感情の実際を見る事が出来ない信長のために作られた、半自じ律りつ型の外がい界かい干かん渉しようパーツです。

　無む論ろん、こちらを守るため、P-01m側の判はん断だんが強く、P-02mが自由に出来る訳ではありませんが、それでも初めて皆様と対たい峙じした時は、嬉うれしかったし、辛つらくもありました」

「三み方かたヶ原はらの戦いか」

　武蔵むさし副ふく会長の言葉に、自分は頷うなずいた。

「──お解わかりですね。何故なぜ、羽柴が、歴史再さい現げんを守る側につくのか」

　それは、

「P-01mに、歪ゆがみの無い、人々の全てを見せる事と、──運うん命めいの負ふ担たんを最低限で収める事。これらを兼かねるためです」

「待てよ、おい」

　彼が、こちらに手を上げた。大体、何を言われるかは解わかっている。

　……酷ひどい事をしましたね。

　殺あやめてきた人の数は、もはや解らないくらいだ。羽は柴しばは善ぜん政せいを敷しいたが、そこにだって権けん益えきが生まれ、損を食らう人々は存在する。そう言った事は、どれだけ責められても仕方ない。

　だから、と、彼の言葉を受け入れようと、そう思った時だ。

「感情、あるんだよな、オマエ」

「──え？　あ、はい」

「だったら、悔くやしかったろ。何で、私だけ、こうなんだって」

　言われた言葉に、自分は、ふと反応をしていた。

　両の目から、涙を零こぼしていたのだ。
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「泣かしたあ──!!」

[image: ]

　ミトツダイラは、皆が王の事を指差すのを見た。

　……さ、流石さすがですわね!?

　ラスボスともなる相手をいきなり泣かすとは、凄すさまじい。だけどコレに関しては、王の方が有利な事だ。

　十年前、王は、同じような苦にがさを食らっているのだ。そして自分も、そこまでではないが、自分を否定した。

　他の皆も、それぞれにいろいろあったろう。だけど、だからといって、皆もそうだから、では済ましたくない。

　自分の思いは、自分専用なのだ。だから、何も出来なかったのが悔くやしくて、その燻くすぶりに身を焦こがしているのは誰だれだって当然に、

　……私だけ、ですのよね。

　そして王とて、言いたい事があるのは確かだ。三み方かたヶ原はらの戦いで、多くを失ったのだ。

　だけど今、王は言う。

「良かったな、泣けて」

　見方によっては、都つ合ごうの良い涙だ。自分がしでかした事を、泣けば良いと、そうしている風ふうにも見える。だけど、

「残ったオマエが救われねえと、何にも残らねえよ、ホントに」
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　あ──、と、横にいた義よし康やすが後ろに倒れ込むのを、大おお久く保ぼは見ていた。

　自分達がいるのは、相変わらずの校こう舎しや前の階段だ。もはや加か納のうも背負い式のティーパーティセットを持参でお茶ちや汲くみに精せいを出す状況だが、やってきた同級生は、

「くっそ──……」

「何や一体。今の議ぎ事じ録ろくにショック受けてん？」

「いや、ここでいろいろ言う権利があるのは、私だろうと、そう思っていた」

　と、彼女が寝たまま振る視線の先、右う舷げん側の校庭には青の武ぶ神しんがある。

　オーバーホールを終えた〝義ぎ〟だ。今は対安あ土づち用に待たい機き中となっているが、

「直接的には、義よし頼よりや、関かん東とう解放の時の事とか、そういうのがある。

　だけど、里さと見みにおいては、もう、新しい時代に入っていて、皆、満ち足りつつあるのだ」

　だから、

「うちは救われたし、〝残った〟のだ。正直、義頼や姉の事など、忘れていた訳わけでは無いのだが……」

「満ちていれば、恨うらみは薄くなるわな。それを利用してやろうと思わん限り、余よ裕ゆうは過去を払ふつ拭しよくするのに一番大だい事じな要素や」

「私の事、責めてるか」

「否いな、そういう政治もある。私も、この腕をネタにやったさかいな。──政治家として甘かったと、そう思っとるよ。過去は、訴え続けてない限り、今には通用しないと」

「責めてるじゃないか。くそ──……」

「じゃあ、御家族？　その石せき碑ひでも建てるか？　固定技術は武蔵むさし、結けつ構こうあるで」

「いらない。そこまでするのは身内贔屓びいきだ」

　無む茶ちや苦く茶ちや贔屓しとる自覚はあんのんな……、としみじみ思うが、苦く笑しようも出る。

「──あの白い武ぶ神しん、動いてくれるのは当分先やな」

　横。義よし康やすが両腕うでを頭の方に投げ出し、万ばん歳ざいとなる。それを見て、こちらはまた表示枠サインフレームに視線を戻す。

「しかし何や、副王の実体側とか、聞いて不ふ審しんに思ったが、……元もと信のぶ公こうが介かい在ざいしとるんやな。本人にとっては、この状況でだけ許された同どう窓そう会かいと、そう言ったところか」

「……この状況で、許された？」

「そや、……信のぶ長ながは、歴史再さい現げんを準じゆん拠きよする。ゆえに、本ほん能のう寺じで彼女は死ぬのが基本。そして創そう世せい計画もある。──いろいろ仕込みはあるやろうけど、信長側としては、用意も覚かく悟ごもあるがゆえに、この時間を用意出来たんや」

　つまり、

「何となく思わんか？　──これは、別れの儀ぎ式しきみたいやな、と」
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「──さて、点てん蔵ぞう様の第一と第二の疑問には回答出来ましたね。

　では、第三の疑問に、お答えしましょうか。〝終わらせて、終わらせない〟という、その事についてですが……」

　信長は、息を吸って、口を開いた。これはきっと、決けつ裂れつの内容になる、と。

　……楽しかったですね。

　十年、いつかあるかと待っていた時間を、ここで得る事が出来た。もう、絶対に影えい響きようを与えない状況。その中で、言うべき事がある。それは、

「運うん命めいの人格を破は壊かいした時、何が起きるか、解わかりますか？　たとえば地ち脈みやくの中から、水の〝型〟を消したら、その世界からは水が消えます。それが運命で、人格だったならば？」

　答えは簡単だ。

「運命自体は残るので、世界は消えません。人々が消える事もありません。

　しかし、運命が人格故ゆえに関わった事。それらから生まれたものは全て、リンクしている運命の人格が消えるので、当然、消えます」

　つまり、何が消えるかと言えば、

「文明、文化、思し想そう、教きよう譜ふも言葉も、そして人と人のこれまでの関係も消え、リンクゼロの状態から、しかし、全てをやり直す事になります。これが、〝終わらせて、終わらせない〟です」
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　浅あさ間まは、言われた意味を一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

　……運うん命めいの人格が、関わっていたもの……？

　運命は、人を助けるために、人格を持ったのだ。あらゆる人々は、運命の介かい在ざいを受けていたと、そうするならば、

「フフ、ありとあらゆる人に、運命が金を貸していたとして、……世界を正す代わりに、全員が一いち文もん無なしになれ、って事よね。しかも、お金や、お金を稼かせぐ場所は残っているのに、稼ぎ方も何も解わからないという、そんな状況になるの」

　喜き美みの言う通りだ。周囲、段々と、信のぶ長ながの言っている事が解ってきたようで、お互いが顔を見合わせている。

　そして信長が言った。

「恐らく世界は何も出来ない状態になるでしょう。神ですらも、この状況からは逃のがれられないので、教譜や術じゆつ式しきの力も得られない。──世界のあり方が変わり、人口は激げき減げんすると、そう推すい測そく出来ます」

　しかし、

「末まつ世せで全て滅びるよりは、いいでしょう。──元もと信のぶ公こう達は、そう判はん断だんして、P-01mを作り上げた訳わけです」

「待って下さい」

　自分は、反射的に言っていた。

「創そう世せい計画について公表していなかったのは、卑ひ怯きようではありませんか。──そのような末世の救い方だと解れば、反対する人も多く出た筈はずです」

「公表したら、明あけ智ち様のようになりますよ」

　その言葉が示す意味は、解る。

　……二に境きよう紋もんですね……。

　口にして言えば、それが出るような気がする。だが、信長には意味が通じたらしい。

「あれは、かつて運命の自殺を止めようとした人達と、その関係者の元に生じます。

　あれは、運命が、自殺を止められないように、そして、寂しさを紛まぎらわすために、連れ去っているのです」

　だから、

「公表すれば、推おし進める私達もですが、賛さん同どうする人々が飲まれるでしょう。

　これは、創そう世せい計画に限らず、他の〝止める〟方法でも同じです。それが実効性を持ったり、活発になれば、必ず運うん命めいは邪じや魔まをしに来ます」

　信のぶ長ながは、一つ頷うなずいて、こう言った。

「向こうも、必死なのです。触れないでくれと、そう拒きよ絶ぜつしている子供ですから」

　だったら、と自分は言葉を募つのっていた。

「もっと良い方法が、無いんですか」

「それをP-01mは命令されていません。そのために作られていないのです。

　だから出来れば、あの、……そちらで見つけて頂いただければ」

　言われて、皆がホライゾンを見た。

　ホライゾンは顔の前で立てた手の平を左右に振り、

「いやあ、何も命令されていないのでフリーダム全開ですが、何か」

　信長が、ええ、と頷いて言った。眉まゆ尻じりを下げた笑えみで首を傾かしげ、

「何か参考になりましたでしょうか」

　ですよねー……。
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　参まいったー、と浅あさ間まが頭を抱える横で、ミトツダイラとしては、幾いくつかの考え直しをしていた。

　……信長としては、創世計画を自分の役目としつつ、他の解決法もあればいいと、そのように考えてますのね。

「ただ、創世計画は、リスクが大き過ぎますわ。それに……」

　自分は、王を見る。ホライゾンを見る。浅間や、喜き美みや、他の皆を見る。

　……こういった関係も、消えてしまいますの？

　母とは、相当にやり合った思いがある。それらもまた、消えてしまうのだ。

　会っても他人。言葉も持っていないのだから、意い思し疎そ通つうも難しい。

「バベルの崩ほう壊かいだ。──神の怒りに触れ、世界は全ての言葉を失い、人々は嘆なげいたのだ」

　正まさ純ずみの言う言葉に、信長が言う。

「第二の月に影えい響きようがあるため、地上では大洪こう水ずいが発生する事が予測されています。

　ゆえにP-02mが、極きよく東とう各地に資材や、輸ゆ送そう艦かんなどを配置していますね。関かん東とうの確保も、そういった資材や艦を残すため。……使い方が解らなくても、逃げ場としては解るでしょうから」

「創世計画という、その言葉通りですのね」

　何もかもが、それを為なすための用意だったと、そんな風ふうにも見えてくる。

　ただ、と信長が言った。

「……辛つらい事や、哀かなしい事、憤いきどおりなども、全て搔かき消えます。大だい事じな人を失う……。この時代には多くある事を、無しに出来るというのは、利点かも知れません」

「反対します」

　声が、単純に響ひびいた。ホライゾンだ。

「貴女あなたのその考えに、一切反対します」
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　ホライゾンは言った。

「辛つらい事も、哀かなしい事も、憤いきどおりや、しでかした事なども、生きていれば、過去は全て幸いに出来る時が来ると、ホライゾンは最近知りました。

　無かった事にしようと、そのような判はん断だんで消してしまえば、それは無意味です」

　そして、何よりも、言いたい事がある。

「運うん命めいに与えられた人格を処しよ刑けいすると言う事は、実質、運命が死ぬという事です。

　──運命を殺して事じ態たいを解決する事を、ホライゾンは望みません」

「ではどうしますか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己おのれは応じた。その上で胸を張り、

「──ホライゾン以外の誰だれかが、何か良い方法を見つけるんじゃないでしょうか」

　皆が、信じられないものを見る目つきをこちらに向けた。まあ気にしませんが。







[image: 第六十二章『本能寺の変人ども』]
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　どうしたものかなー、と俯うつむく正まさ純ずみは、信のぶ長ながの小さな笑いを聞いた。

「いい答えです。影えい響きようを与えないよう、秘ひめてきた甲か斐いがありました。しかし──」

　見れば、首を傾かしげてから、信長が問うてきた。

「よく、この本ほん能のう寺じが創そう世せい計画の現場だと解わかりましたね。どういった調査をされてきたのです？　やはり、間かん者じやなどを派は遣けんして？」

　……あれ？　どうだったっけ。

　疑問して皆を見渡すと、誰だれもが首を傾げて顔を見合わせている。表示枠サインフレーム組も参加で、

・不退転：『言われて見ると、……そんな現場調査した覚えは無いわよね』

・礼賛者：『Ｊｕｄジヤツジ．、思い返すと、いつ、そう決まったんでしたっけ』

・あさま：『あ、私が、満月とか吉きち日じつとかやったからでは……』

・副会長：『否いな、それ以前に、終わらせて終わらせないとか、その辺りの言げん及きゆうがあった』

　あー、と言葉を作ったのは、直なお政まさだ。表示枠の位置を見るからに、今、武蔵むさし野の艦かん橋きようにいるらしい彼女は、

・煙草女：『真さな田ださね。あそこのキャンプ中、末まつ世せについて考えよう、ってな話で、あたし、薪まきの焼け具合でそこらへん話し合った記き憶おくがあるさね』

・銀　狼：『ありましたわね！　そこでうちの母も巻き込んでいろいろ話をして、そういうのを経てから、P.A.Odaの地ち脈みやくや流りゆう体たい消しよう費ひ傾向を探ったりとかして、本能寺がそれに違い無いと、そんな風ふうな流れになったんですわ』

・副会長：『その辺り、他国に流れていったせいか、大体の国が〝本能寺＝創世計画〟って流れで見てたよな』

　じゃあ、とナイトが手を上げた。

「言いたくないけどさ」

　うん……、と皆が覚かく悟ごの会え釈しやくをした。そしてナイトがそれを受けて、

「ナイちゃん達、……正式な調査とか、決定的な証しよう拠こ固め、してなくない？」
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　信長は、期待していた。

　十年前の友人達が、こっちの極ごく秘ひ計画を調べ上げ、ここまで来たのだ。その奮ふん闘とうとは、どのようなものか、聞けるなら聞いてみたいと、そう思う。すると、

「すまん、ちょっといいだろうか。あの、私達が、本能寺の変へんを創世計画だと判はん断だんし、ここに踏み込んだ理由についてなんだが……」

「Ｔｅｓテスタメント．、どのような理由でしょう」

　思わず前のめりに聞いてしまう。すると武蔵むさし副ふく会長が右手を挙あげながら俯うつむき、

「まあ、集団心しん理りと言おうか。推すい測そくが推測を呼んだと言おうか。強いて言うならば、そうだな、皆で話し合っていたら、何となくそんな気になってしまった。

　──つまり思い込みだ。証しよう拠こもないぞ。うん」

　言われた意味を、自分は数秒考えた。そして更さらに数秒を思し案あんして、こう応じた。

「えっ」
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・金マル：『えっ、とか、言われた、よ……？』

・賢姉様：『ククク、他国に攻め込んで強きよう襲しゆう掛けて元げん首しゆと御対面！　その理由は何ですか！　ハイ無む根こん拠きよな思い込みでした！　無根拠！　無根こん巨きよよ！　小さな巨きよ人じん！　ヤダー、もう馬ば鹿かじゃないの!?　もうこうなったら誤ご魔ま化かすのに大戦せん争そうしてやるしか無いわよね!?』

・副会長：『やんないよ！　やったら恥はじの上うわ塗ぬりだろうが！』

・●　画：『というか、コレって、アレ？　違い法ほうな大量破は壊かい武ぶ装そうがあるぞ、って思い込んで相手の国に乗り込んだら、それが無かった的な』

・十ＺＯ：『いや、今回は実際にあったので御ご座ざるよ？』

・銀　狼：『でも無根拠だと、完全にアウト物件ですのよ？』
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　笑い声を、正まさ純ずみは聞いた。信のぶ長ながが、こちらを見て笑っている。

　楽しそうだ、というより、あ、ウケてる……、という感想が先に立った。そして彼女は、頭ず上じようを見上げ、空の動きを確かく認にんしてから、視線をこちらに戻してきた。

「本当に、十年前と同じで」

「……当時を知らないので何とも言えないが、進歩してないのは頷うなずける」

「言ってるじゃねえかよセージュン……！」

　そうですね、と信長が笑えみで腕を組んだ。

「そろそろです。始めます」

「待った、と言って良いか？」

「何でしょう」

「……私達に、この先のチャンスはあるか？」

　その問いに、信長が表情を改めた。笑みがゆっくり消え、まっすぐに、こちらを見たのだ。

「正直を言うと、もう、止められません。P-01mが阻そ止しをされたとしても、この本ほん能のう寺じ側のシステムが補ほ助じよとして働きます。即そく座ざに実行、絶対完かん遂すい。それが創そう世せい計画です」

「だけど、と言いたそうだな」

　言うと、信のぶ長ながが口に笑えみを作った。

「どの辺りまで、理解をされています？」

　そうだな、と己おのれは頷うなずいた。そして一度姿勢を正し、

「先さき程ほどの説せつ教きよう武ぶ装そうの話などを聞いていた時は、こう思った。

　その強化した大罪武装ロイズモイ・オプロで、あの第二の月を破は壊かいすれば良いのかと。

　だが、そうではないのだな？」

「あの第二の月は、流りゆう体たいの塊かたまりとして運うん命めいの人格が宿っているだけです。あれを破壊するのは、逃げ場を破壊する意味がありますが、人格の処しよ刑けいを確定出来ません。散さん逸いつしてしまうだけだと、調査ではそう言われていますね」

　だとすれば、と自分は告げた。

「──頭ず蓋がいを掲かかげるのだ。ゴルゴダを。つまり、処刑は、ここで行われて、月に掲げられる。

　どういう仕掛けかは解わからないが──」

　解っている事が、一つある。

「貴女あなたの死が必要な計画なのだ、これは」

　だから、

「運命の死と、貴女の死。

　武蔵むさしは、その方針に従って、創そう世せい計画を止める。貴女を止める。それが結論だ」

「では」

　と、信長が頷いて、こう言った。

「参考として、一つ、聞かせて下さい。──トーリ様」

　信長が視線を上げ、後ろにいる馬ば鹿かを見た。振り向けば、馬鹿は両の手をポケットに入れ、しかし左右にはホライゾンだけではなく、浅あさ間まもミトツダイラも、葵あおい姉あねも揃そろっている。

　万が一があれば、フォローをする、その布ふ陣じんだろう。

　そんな馬鹿に対して、信長が、目を細めた笑みで問いかけた。

「私は、ホライゾン・アリアダストでしょうか」
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「そりゃねえな、うん」

　という即そく答とうを、信長は聞いた。

　正面。距きよ離りは離れているが、彼がいる。どことなく困ったような顔をさせているのは、すまないと思う。そして、

「ホライゾンはここにいるんだ。オメエは、ホライゾンの昔の記き憶おくを大だい事じにしてくれてる、有あり難がたい自じ動どう人形だよ。だってオメエ、あっちの羽は柴しばの中から見てる時は、その記憶から離れてる訳わけだしな」

「トーリ殿どの、ロジック的な考えが出来たので御ご座ざるか……！」

「馬ばっ鹿か、オメエみたいに金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆう見たら飛び跳ねるような単純ロジックじゃねえよ俺おれは！

　チラァとか見ただけで床に這はう男だぜ！」

　こちらの本体が横から肘ひじをぶち込んだ。く、と曲がった彼は、しかしすぐに復帰して、

「──そういう意味で言うと、ホライゾンの昔の記き憶おくが、独ひとり立ちしたのがオメエだな。

　そんなの、すぐに昔の事となって、別の人になっていくよ。なれないなら、俺達が連れ回して、いろいろ見せてやる。

　だから、よければこっち来いよ」

　言われて、己おのれは一ひと息いきをついた。どちらかというと、残念もあるのだが、その一方で、遙はるかに大きなものが得られた。

「私は、信のぶ長ながなのですね」

　だったら、と安心した。腰の一いつ刀とうを抜き、己に構えて、

「死ぬ事に、躊躇ためらいはありません」

　己に刃やいばを突き立てる動きに入った。

　見上げた空は、光の柱はしらが第二の月にかかりつつある。そして周囲の表示枠サインフレームは、

《確定：許可》

　それと同時に、頭ず上じように三つの表示枠が出た。

〝剣〟〝鏡かがみ〟〝玉たま〟の三種。内だい裏りにて、帝みかどを介かいして環かん境きよう神しん群ぐんの制せい御ぎよを行っていたものを、研究開発で作り上げたものだ。

　既すでにここまでの流れで、相手はつかめている。だから、

「────」

　ここで死ねば、その死は、運うん命めいに届く。
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　瞬しゆん間かん。全員が動いたのを、ミトツダイラは誇りと捉とらえた。

　己が走り、二ふた代よが続き、そして誰だれもが銃じゆうや術じゆつ式しきで、信長の刃や手を止めようとした。

　だが、それらはすぐに止められる。

「防ぼう護ご障しよう壁へき……！」

　小型の、対人型が、一いつ斉せいに展開する。それは二代の脚あしや各部、そして自分よりも王賜剣エクスカリバーを引っかけるように射しや出しゆつされた。

「構いませんのよ！」

　自分は、強ごう引いんに刃を引いて疾しつ駆くした。防護障壁は出ているが、

　……距きよ離りは、詰めてましたのよ！

　話しながら、全員が前に出ていた。それは、懐かい古この感覚もあるが、その時間を備えとして無む駄だにしないためのものだ。

　防ぼう護ごや警けい備びのシステムに悟さとられないよう、それとなく接近。術じゆつ式しきなどを準備した。羽は柴しばとの戦せん闘とうの際、近づこうとして止められた経けい験けんから、なるべく近づく事を心掛けていたのだ。

　止めるために、時間を使って、やるだけの事はやった。だから、

・あさま：『依より代しろです！　帝みかどがそうであったように、信のぶ長ながは、自分を運うん命めいの人格の器うつわにしようとしているんです！　彼女は感情を理解していますが、それは自じ動どう人形の統とう計けいとして導かれたもので、大罪武装ロイズモイ・オプロ精せい製せい用のもの。感情を理解していても、本当に持ってはいない器として、運命の人格を受け入れるのには最適です……！』

　だから今、何が行われているかは、解わかる。

・銀　狼：『この光の柱はしらを利用して、信長の存在を第二の月にアクセス。運命の人格とリンクした上で信長が自じ害がいをすれば、完了ですわ……！』

　大罪武装で月を破は壊かいする必要は無い。

　彼女自身が、〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟であり、器なのだ。だから断だん罪ざい武ぶ装そうとしての己おのれの中に運命の人格を呼び込み、説せつ教きよう状態で殺せば良い。

　全てが統とう合ごうされているならば、

「……来ましたわ！」

　信長の背後に、巨きよ大だいな影が来た。白の色をした、武ぶ神しんのような姿すがたは、翼つばさを有していた。

　全高四百メートル。

　……巨大な舞ぶ台たいは、これのためですのね!?

　右腕うで、左腕、胴どう体たい、翼つばさ、そして両の脚あし。それぞれが肩けん甲こう骨こつや尺しやつ骨こつなどのキーとなる骨をベースに部品が構こう築ちくされ、中央真ま下したに立つ信長を守るように射しや出しゆつ成形された。

　合がつ致ちする。

　その白の全体は、信長にまっすぐ、頭ず上じようの光が届くように構えられた。

　そして空の柱の中央から、手を伸ばすように、信長へと流りゆう体たい光こうが落ちていく。ならば、

「行きますのよ……！」

　防ぼう護ご障しよう壁へきを潜くぐり、必要ならば切り割って行く。

　今、地面が震しん動どうを始めている。空に突き立つ光が強くなっているのも確かな事だ。

・傷有り：『点てん蔵ぞう様！　……地ち脈みやくから、周囲の地ち殻かくが剝はがれようとしています！』

　何が起きているのか、もはや見えている。

　信長を月にアクセスさせる反動として、大だい地ち側に影えい響きようが生じている。だが、

「間に合いませんよ」

　天からの光に抱かれ掛けた信長が、己に刃やいばを突き立てようとした瞬しゆん間かん。皆が叫んだ。

「今だ……！」

　え？　と信長がこちらを見たと同時。ペルソナ君に掲かかげられたホライゾンが、叫んだ。

「ホライゾン碑ひ石せきアタック……！」

　舞ぶ台たいに未いまだ漂ただようスモークからアリウープで飛び出した右腕うでが、信のぶ長ながに碑石を叩たたきつけた。

　直ちよく撃げき弾だんであった。
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「あの、何かさ……、いいんだけどさ、病人に墓はか石いしを叩きつけた感じ？」

「と、ともあれ止めましたのよ!?」

「いやあ、全体を囮おとりにして、向こうに〝間に合いませんねププ〟までやらせてからの一いち撃げきというのは、誠まことに気持ちいいものですねえ……」
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　信長は、立ち上がって、刃やいばが手元に無いのに気付いた。

　さっきの岩の一いち撃げきは結けつ構こう効いた。生まれて初めてあんな事された。当たり前ですね。

　そして、光こう柱ちゆうからこちらに伸びていた光こう条じようがかき消え、更さらには、

「あ……」

　背後と頭ず上じよう。大きくこちらを守っていた強化大罪武装ロイズモイ・オプロの全身が、消えていく。

　今、自じ害がいが失敗した事で、セイフティが働いたのだ。そして、

「────」

　自分の頭上で、巨きよ大だいな表示枠インシヤ・コトブが射しや出しゆつされ、しかし砕くだけた。

　第二の月とのアクセスが切れ、ここまで来ようとしていた存在が、急ぎ引いて逃げたのだ。

　降ってくる莫ばく大だいな流りゆう体たい光こうは、まるで雪のようで。

　熱もなく、ただ金きん属ぞく的な小さな音が鳴る下で、自分はあるものを見た。


《創そう世せい計画：第一次遂すい行こう不能：アクセス拒否：──第二次移行：確かく認にん》



　ここからは、次だ。

　まだ状況は終わっていない。その事が理解出来ているのか、

「待ちなさい……！」

　皆がこちらへの突とつ撃げきを止めていなかった。
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　浅あさ間まは、周囲に展開し始めた表示枠サインフレームの群を読み取っていた。

　……この手の、大だい規き模ぼな事業は、何処どこかが失敗してもそれなりに完かん遂すい出来るよう、セイフティが幾いくつも設けられてます……！

　今、直接的な開始となった筈はずの信長の自害を、右手が止めた。偉えらい。

　刃も失ったとなると、自害は出来ない。第二の月とのアクセスは続いているが、恐らく、大罪武装である彼女が、意い識しきを持ったまま自じ害がいするという事が大切だったのだ。

　……死の意識を、運うん命めいの人格に与えられますからね。

　それは途と中ちゆうまで上手うまく行っていた。上空からは、あの武ぶ神しんみたいな巨きよ大だいなのが構えた下に、確かに光が降りてきたのだ。あれが恐らく、運命とのリンクだろう。

　しかし、自害は失敗した。

　運命の人格は、急いで逃げ出したに違い無い。あの莫ばく大だいな流りゆう体たい光こうが、運命の人格の残ざん滓しだ。

　自殺で緩かん慢まんに死のうとしていたら、説せつ教きようで殺され掛けた。それでは死を望んでいても、納なつ得とくが出来ない筈はずだ。

　だから次だ。その内容は、

「──さっきより悪いです」

　武蔵むさし野の艦かん橋きようにいる直なお政まさも、周囲の表示枠サインフレームについての解説をつけてくれている。

「この本ほん能のう寺じを、上空の光の柱はしらに乗せて上昇。信のぶ長ながは、下で自害させ、器うつわとして第二の月まで運び、……そこで運命の人格を信長に呼び込んだら、大罪武装ロイズモイ・オプロを展開。信長と第二の月を消すのだろうと、機き関かん部ぶはそう推すい測そくしています」

・●　画：『最初に比べて、いきなり派は手でじゃ無い？』

・金マル：『今、悟さとられて逃げられたから、──山やま狩がりみたいな状況なんだよ』

・煙草女：『そうさね。だから、一回目と違って、今度は術じゆつ式しきで信長に運命の人格を抽ちゆう出しゆつする。──一回目のような即そく座ざではなく、時間が掛かるが、いずれ創そう世せい計画は発動する』

・労働者：『時間は、どのくらいの余よ裕ゆうだ？』

・あさま：『満月の周期が関係すると思うので、すぐではないと思います。今上昇しても、満月状態の第二の月は、通り過ぎていきますから』

　言っていて、荷の重さを感じる。

　……何処どこまで止められるか解わかりませんが……。

「皆、急いで下さい！　こっちもこっちで、可能な限りの干かん渉しようを行います！」
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　状況は次に移行していると、信長は確かく認にんした。

　創世計画は、どうあってもプランを変え、進行するのだ。

　だが、そんな事実に構わず、今、皆が、こちらへと殺さつ到とうしている。

　一部、ナイトやナルゼなどはこっちへ向けて連続砲ほう撃げきを行っており、防ぼう護ごシステムの発はつ揮きする障しよう壁へきの群を打ち砕くだいて止やまない。

　……というか砲撃当たったら死にますよ……!?

　手段と目的が入れ替わっているというアレだろうか。

「……でも、駄だ目めです」

　自分自身が、物理的に死ぬ事に失敗しても、P-01mというＯＳ自身が死を促うながす。

　生命維い持じの管理系けいを止めれば、死ぬのだ。

　そのようなセイフティは、幾いくつもある。だが、

「待って……！」

　ミトツダイラが、走ってくる。こちらが良く知らない武蔵むさし副ふく長ちようも同じだ。

　……ああ。

　自分は理解する。この十年。そして三み河かわ争そう乱らんで本体が合ごう流りゆうしてから、きっと皆は、信のぶ長ながのような人を救たすける事を常つねとして来たのだ、と。

　良かった。

　皆の中、彼も、彼女も、こちらに走ってくる。

　そして自分が手元に表示枠インシヤ・コトブを出す。このＯＳによる生命維持管理を止めるためのものだ。だが、それを押そうとした時、

「許しません……！」

　彼女が、大罪武装ロイズモイ・オプロを展開した。

〝虚栄の光臨フオス・ケノドクシア〟。それは防ぼう御ぎよ力りよくを無敵とするもので、

「浅あさ間ま様！」

　指し示じと共に、浅間の手て捌さばきで、こちらの手と表示枠の間に小さな防ぼう護ご障しよう壁へきが生まれた。

　押せない。それも絶対という堅さなのは、

「あの方は、かつての私達と同じなのです！　だから、──己おのれとして守ります！」

　言われ、涙が出た。そして、来た。

　彼が、言葉を放ったのだ。

「おい！　そこにいたら危ねえぞ！」

　だから、

「──こっちへ来い！」
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　信長にとっては、充分だった。

　解わかったのだ。これまで十年。ずっと、昔の事を思い出して、そして羽は柴しばとして、自分有りきの仲間達を得ながらも、しかし聖せい譜ふ記き述じゆつの準じゆん拠きよを是ぜとして、こう思ったのだ。

　信長という、死すべき決まり事を自分は有している。だけど、

「死ななくて、いいのですか」

「当たり前だ!!」

　彼が叫んだ。皆より遅れているが、確かに声を上げた。

「死ぬために生まれたヤツなんて、いるか馬ば鹿か！」

「はい」

　そうだ。自分は、そう信じる。

　死ぬために、生きてきた訳わけじゃ無い。

　では何をするためか。

　……皆。

　羽は柴しばの麾き下か、十じつ本ぽん槍やりは、賤しずヶ岳たけを終えて、こちらに急行しているという。

　皆は、無ぶ事じだろうか。成長しただろうか。

　柴しば田たと御お市いちは、どうなっただろうか。偉い大だいな先せん輩ぱい。前まえ田だも佐さつ々さも、ここには関わってくれて、感かん謝しやしかない。他、マティアスや、丹に羽わや、誰だれも彼もが、

「有あり難がとう御ご座ざいました」

　言っている間に、ある事が生じた。周囲にあった表示枠インシヤ・コトブが、突とつ然ぜん歪ゆがみ、消えていくのだ。

　……外部からの干かん渉しよう!?

　こちらのＯＳに、誰が干渉出来るというのか。それは、

「止めます！」

　浅あさ間まと、彼女だ。彼女が、P-01sのＯＳを解放し、それを浅間がこちらの通つう神しんとリンクさせ、強ごう引いんな干渉を掛けてくる。

　凄すごい。どれ程までに、こちらを止めようとしてくれるのか。

　死を許さない人達。

「トーリ様」

　舞ぶ台たいの下に、辿たどり着いた彼に言う。

「信のぶ長ながの、十年前の記き憶おくは、──貴方あなたが手を伸ばしてくれるところが、最後です」

　言っておく。

「あの時、嬉うれしかったのです。格かつ好こ悪いところ見せて、恥はずかしくて、でも、こちらの気分を害したと、追ってきてくれて、大だい事じに思って貰もらえてるのが解わかって。

　だから、大事な貴方を、巻き込みたくないから、こう言ったのです」

　彼に、正面から告げる。

「来ないで」

　告げた瞬しゆん間かんだった。叫びが来た。

「うるせえ……！」

　彼は舞台に上がろうとして、しかし上がれず、

「あの、ちょっと、ネイト。手伝って。ああ、ああ、優しく、優しく──」

　優しく上がって来た彼が、吠ほえた。

「もうそんな後こう悔かいとっくに終えたよ馬ば鹿か野や郎ろう！　それにオマエはホライゾンじゃねえんだ！　それが解らねえなら、解るまで、ええと、わかるまで──、わか、あー……、信長だと、死の再現行っちゃうんだっけ？　だとしたらどうしよ？　──あ、そうだ。襲しゆう名めい捨ててみね？」
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・●　画：『史上希まれに見る最低の説せつ得とくだったわね』

・金マル：『思し考こうが息切れしたよね、絶対』

・俺　　：『コラアアアア！　もうちょっとソフトに責めて下さい！』

・あさま：『あの、トーリ君、状況結けつ構こうヤバいので巻いて下さい』
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　信のぶ長ながは決めた。今、ありとあらゆる手立てを使って、自分の死を止めようとしてくれる人達がいる、と。

　そして自分も、死ぬために生まれてきた訳わけでは無いと、確かにそう思える。

　十年前の記き憶おくは、今に繫つながり、

　……有あり難がとう御ご座ざいます。

　気になっていたのだ。十年前の最後の記憶が、彼を縛しばっているのでは無いかと。

　そうではなかった。来ないで、と言っても、生きていいのだ。

　だとしたら、もう、後こう悔かいとなるようなものも、思い残しも無い。満足だ。

「ええ」

　決めた。

　自分は、死ぬために生まれてきたのでは無い。

　この人達を守る自分のために、生まれてきたのだと、そう思った。

　自分の関係した人達や、そうなる可能性のある悉ことごとくの人々を守ろうと、そう思った。

　いずれ全ての関係が消える世界に対し、可能な限りの己おのれの関係を、生かしたい。

　世界がどうなろうと、唯ゆい一いつ、皆を残す可能性を、自分だけが今、持っている。だから、


《時限設定起き動どう：孤こ立りつ状態確立の上、障しよう害がいを強制排はい除じよ：実行：確かく認にん》



　自分個人ではなく、本ほん能のう寺じ側のメインシステムが起動した瞬しゆん間かん。

「────」

　自分の生命維い持じ管理システムが、ＯＳ側から強制遮しや断だんされた。

　信長が、止まったのだ。そして、


《障害排除：強制転てん移い：実行：確認》



　己の周囲にいた者達が、その姿すがたをいきなり消した。
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　風が生じたのを、メアリは悟さとった。いきなりの熱のようなものも感じて、

　……あ。

　振り返ると、空中に皆が射しや出しゆつされる瞬しゆん間かんだった。

「空間転てん移い……!?」

　本ほん能のう寺じの中ちゆう枢すうからの強制排はい除じよだ。

　これから本能寺は、空に立った光の柱はしらを利用して、第二の月に昇る。その際、余よ計けいな危険を完全に除去するため、転移による排除を実行したのだろう。

　……地ち脈みやく間転移ですね。これだけ地脈が近しい現場ですと。

　だが、落ちた者もいれば、着ちやく地ちした者もいる。そして誰だれもが、

「く……！」

　すぐに本能寺の正面大おお扉とびらを抜けて、中へと戻ろうとした。しかし、

「危険です！」

　叫んだ瞬間だった。いきなり、自分も含め、何もかもが外側へと吹き飛ばされた。

　本能寺の中央側から、巨きよ大だいなものが大だい地ちを離れた。その際の爆ばく風ふうが、何もかもを外へと叩たたき付けに来たのだ。

　……これは……。

　本能寺の中枢部が、上昇を開始した。それだけだった。
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　破は壊かいは、前もって用意されたものだった。

　直ちよつ径けい二キロ範囲。本能寺の構こう造ぞうが、暴ぼう走そうする地脈炉ろ八基共とも々ども、地下部ごと空へと引き抜かれていく。

　本能寺自体が推すい進しん力りよくを持っている訳わけでは無い。月側とのアクセス用として作られた流りゆう体たい光こうの柱が、その上昇力で眼がん下かの大型建けん造ぞう物ぶつを捉とらえたのだ。

　ドーム状の、中央吹き抜けホールを持つ姿すがたと、地下の地脈炉八基を並べた構造が、夜の空を一気に上がっていく。

　途と中ちゆう、上昇する全体を軽くするために、地ち表ひよう構造体であったドームが自じ壊かいを始めた。そして地脈から離れたがために、入力を失い、暴走状態が自然減げん衰すいを始めた地脈炉も、その運転が停とまってから、投とう棄きされた。

　入力と出力が無くなれば、光の柱も消えていく。

　その消え際ぎわの部分に乗った本能寺が、地ち殻かく部分や余よ分ぶんな構造を捨て、フレームと中枢部だけになっていく。

　そして表ひよう層そうにあったドームが高空の風に煽あおられて飛散した時、中枢部から周辺の空間に幾いくつもの表示枠インシヤ・コトブが列を成して飛んだ。

　まるで天てん球きゆう図ずのように回る術じゆつ式しきの列は、流りゆう体たいの柱はしらに対する支えとなり、その姿すがたを安定。

　眼がん下かから砲ほう撃げきを送ってくる武蔵むさしに対し、ただ防ぼう護ごだけを行い、


《上昇軌き道どう：姿勢制せい御ぎよ：確かく定てい：実行》



　一気に、その姿を空の上へと遠ざけていったのだ。

　それは地上においては、遙か遠く、奥おう州しゆうや、九きゆう州しゆうからも確かく認にん出来るもので、実質、極きよく東とう中のありとあらゆる勢力が、二つの事実を悟さとったのだ。

　一つは、本ほん能のう寺じの変へんが完かん遂すいされ、信のぶ長ながが死し亡ぼうした事。

　もう一つは、

「──第二の進行になりましたか！　創そう世せい計画の発動は、ちょっと先送りになりますけど、でも、これで確定ですね。ハイダメージ・ハイリターンってヤツです！」

　創世計画は止まらない。その上で、安あ土づち内部にて、竹たけ中なかが叫んだ。

「でもまあ、邪じや魔まする気満々の相手が居ますし、まだこちらに余力あるようでしたら、追つい撃げきしますよ！　とにかく詰めていく事には利しかありません。

　──正面に武蔵確認！　総員、戦せん闘とう配置について下さい！」







[image: 最終章『月下の成功者』]
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　信のぶ長ながは、まだ、意い識しきの消え掛けを持っていた。

　生命維い持じ管理が止められても、身体からだに残った力がすぐに消える訳わけでは無い。

　周囲にはもう何も無く、身体も、

　……あ……。

　本ほん能のう寺じの周辺を回る術じゆつ式しきによって、自分の身体は空中に固定されていた。

　十じゆう字じの磔はりつけ。本当にゴルゴダだ。だがこれもまた、自分の望んだ終わり方だ。

　そしてこの高さから見る大だい地ちは、

「────」

　一気に、京きようだけではなく、四し国こくや、三み河かわ、信しん州しゆうの方までが見渡せた。視し界かいはもっと上がっていくので、これから極きよく東とう全土や、恐らく、外がい界かいまでが見通せるようになるのだろう。

　その頃ころには、もう意識もあるまい。

　だが、見える物がある。

　眼がん下かの大地には、明かりが灯ともり、人口密みつ集しゆう地ちや、都市の形が解わかるのだ。

　大きな町、京や大おお坂さか、そして向こう、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の方では、道の形が解るところもある。

　見た事も、会った事も無い人達が、そこにいる。

　そして自分は、これから彼らを守るのだ。

　やり方は、悪い。

　世界も人も全ては残るが、友人も何もかも、親子や兄弟の関係さえも、消えてしまう。記き憶おくを失うのと同様で、言葉も文字も、文化や文明、術式や神すらも、その関係が断たれて、自然には戻らなくなるのだ。

　歴史や国家どころではなく〝個人〟すらも失われる救きゆう済さい法。

　世界は荒れるだろう。力が支配して、別のものになるだろう。

　きっと誰だれも、自分の事など憶おぼえていない。

　だけど、これしか今は無い。

　だから、やる。誰かがやっておかねば、世界が終わってしまうのだ。

　……ああ。

　自分が昇れば、世界は終わらずに済む。

　神様。あ、いえ、呼んだら出てくるような神様じゃなく、運うん命めいでもなく、もっと、大きいものがいるとするならば、

　……信長は、自分の役目を、ちゃんと出来たでしょうか。

　まだ、創そう世せい計画は終わっていない。だが完かん遂すいを是ぜとして、

「────」

　目に、大だい事じなもの全てを映しながら、己おのれは意識が消えていくのを悟さとった。

　十年前、自分を救おうとした彼のように出来ているだろうかと、そう思いながら。
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　空へと昇っていく本ほん能のう寺じが見えなくなるまで、浅あさ間まは皆で、空を見上げていた。

　場所は、武蔵むさしへと合ごう流りゆうする輸ゆ送そう艦かん上だ。待たい機きしていたものが、爆ばく風ふうに吹き飛ばされてすぐ、本能寺側と自分達の遮しや蔽へいとなってくれた。それが無ければ、

　……穴が開いた分の吸い込みに引っ張られて、えらい事になってましたよね。

　ともあれ風が収まるまでを待機し、そこからの合流だ。その時にはもう、本能寺は空に高くなっていて、今の状況に続いてくる。

　空を行く建けん造ぞう物ぶつの追つい跡せきは出来ている。何処どこに至るかも推すい測そくが出来ている。だけど、

　……気分が、落ち着きませんよね。

「くそ」

　という言葉や、

「全く」

　という言葉が、ちらほらと皆の口から漏もれてやまない。

　燻くすぶっているのだ。だが、三み方かたヶ原はらの時とは違う。自分達への不安を抱えたような憤いきどおりではなく、自分達の不ふ甲が斐いなさに対する怒りが、そこにはある。

「対策を考えよう」

　正まさ純ずみが言って、皆が鋭い視線で頷うなずいた。そしてホライゾンが、空を指差し、

「あの、ホライゾンの生後七、八年くらいの記録アルバムと、身体からだやモツ関係を持った方が、それ持ったまま月に上昇中なのですが、一体どうしたら」

「いきなり難問来ちゃったよー」

　ナイトが言うのも仕方ない。ただ、武蔵むさし野の艦かん橋きようの鈴すずが、小さく言った。

『もっと、話、してみたかったな』

　その機き会かいはあるのだろうか。ＯＳが停止状態になったあと、復帰出来るかどうかなど、自分にはよく解わからない。

　ただ、彼女は死を望み、自らが出来なかったら、システムがそれを代行した。

　そういうものを阻そ止しする武蔵勢ぜいとしては、負けだ。

「は」

　という吐と息いきが、彼の口から漏もれるのを、確かに聞く。そして、

「ともあれうちの極ごく道どう親父おやじが多方面に累るい積せき罪ざいである事はよく解りました。会って一発[image: ]しかってやりたいところですが、何も残ってませんからね。そしてホライゾンの実体の方ですが──」

「やはり、思うところ、あるのか？　身体が向こうに持って行かれた事について」

「いや、さっきの話を伺うかがってる限りだと、こちらの身体の方が遙はるかに生活しやすいでしょう。

　戻ってみたところで、不備しかないし、その身体からだであった記き憶おくも無いのです。

　ただまあ、──うちの極ごく道どう親父おやじの手製と天然を確かめたいとか、そういう辺りでも」

　水分補ほ給きゆうをしていたミトツダイラが水を吹いた。彼も口を横に振り向いて、

「あのね、オメエね？　俺おれ、向こうは他人扱いで、オメエが本物のホライゾンって言ってるのね？　現場の話、ちゃんと聞いてます？　ねえ？」

「まあそういう意味で、──他人なのです。記き憶おくがホライゾンのものであっても」

　ただ、とホライゾンが言った。

「十年前の記憶があるのが、──ホライゾンと彼女や、皆さんとの関係になるのですね」

「オメエの別人格みたいなもんかな。向こうからも、そう見えるんだろうけど」

　ただ、と彼が言った。

「死のうとするこたねえよな」

　その言葉に、自分とミトツダイラは、顔を見合わせてから頷うなずいた。

　……本ほん音ねですよね。

　そのくらいは解わかる。だが、それが漏もれた事を悟さとったのだろう。すぐに彼が肩をすくめ、

「ホント、オメエの極道親父は、ＯＳに魂たましい見ないっていうか。擬ぎ人じん化かとか駄だ目めだろ多分」

「言っておくが、だからこそＯＳに頼んだ、とも言えるぞ。ホライゾンにそれをさせる事だって出来るんだから」

「おっと正まさ純ずみ様から擁よう護ご、擁護意見です。これは貴き重ちようですな」

　まあな、と正純も苦く笑しようで言う辺り、自覚はあるのだろう。そして彼女は周囲を指差し、

「今回の件、本ほん能のう寺じの変へんは完かん遂すいしたが、創そう世せい計画の実際と、その阻そ止しが至し難なんになった事で、各かつ国こく側からの風当たりは強くなる。覚かく悟ごしておいてくれ」

「セージュン、どういう状況よ」

　あ、と声を上げたのは自分だ。今までの計けい測そくなどをまとめた表示枠サインフレームを出す。その上で、ええと、と前置きして、

「えーと、多分ですけど、創世計画は、即そく座ざに決けつ着ちやくするものでは無くなりました。恐らくしっかりとした満月の周期、一、二回で結論が出るものと思われます。次の満月を調ちよう整せいとして、更さらに次あたりでしょうか」

「じゃあ、それまで……」

「十月終しゆう盤ばんのヴェストファーレンまで、こちらは針はりの筵むしろだ。更には──」

　正純が言った。

「──こちらに、安あ土づちが向かっている。その相手をすべきかどうかが問題だ」

　敵ばかりですね、と思うが、流石さすがに言えない。ただ気になるのは、

「トーリ君？」

　ん、と振り向いた彼の顔を見て、自分はこう思った。あ、やっぱり無む理りしてる、と。

　何だか、無む理りに強気というか、自分で何とか出来ないかと、そう考えてる。

　だから敢あえて、話題を逸そらすために、こう言った。

　ホライゾンが、〝任せます……！〟と全力で親指上げるのを向こうに見つつ、

「信のぶ長ながさんのアレ、可愛かわいらしかったですね？　……ほら、首元の羽は根ね飾りとか、肩辺りの金の鎖くさりの飾りとか。アレ、喜き美みの言う通り、トーリ君の真似まねですよ」

「あー、あったあった。マントに見えたの、あれ、男子の長ちようランだよね」

　ですわね、と言ったのは、ミトツダイラだった。

「香こう水すいの匂においも、同じでしたわ。我が王の洗せん髪ぱつ剤ざいと同じ」

「ほほう。おモテになりますねえ、トーリ様」

「ストーカーって言わね？　どうなのよ、その辺り……」

　だけど、と、ようやく彼が苦く笑しようした。肩から力を抜く。

　……うん。

　今、気分が落ち着いたり盛り返しても、事あるごとに波が来る。

　十年前に、失った関係が、別人と理解していても、また目の前から消えたのだ。後こう悔かいは払ふつ拭しよくしていても、何があるかは解わからない。沈んだ時こそ自分達の出番かと思うが、無む理りはしないよう、支えてあげないといけない。

　ただ、一ひと息いきの後で、彼が言った。

「止めるぞ」

　何を止めるかは、解っている。

「──創そう世せい計画を止める。そして末まつ世せを救う。セージュン、それ頼む」

「気軽に言うが、まあ、道をつけるのは私の仕事だな」

　ああ、と彼が言った瞬しゆん間かん。喜美がこちらとミトツダイラを引っ張った。あ、と思う間も無く、ホライゾンまで巻き込まれ、彼にモッシュする状態となる。

「フフ、そうね。忘れてしまうなんて、出来っこないわ。折せつ角かくこれから楽しくなるって処ところだったのにね」

　だから、という喜美の声と共に、自分達は空を見上げた。

　今、空には彗すい星せいの尾のように、白い流りゆう体たい光こうの柱はしらが掠かすれて見えている。

「──追うわよ。十年前の私達から、外れてしまった関係を。死に逃げなんてさせてやらないわ。碑ひ石せき作ってネジ止めしてやるから覚かく悟ごなさい。ついでに末世も止めて──」

　ええ、という喜美の声に、皆が頷うなずいた。

「──何もかも無かった事にさせないわ。憶おぼえて行くのよ。絶対にね」
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あとがき




　そんな訳わけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅨ下』、お届けいたします。とりあえず久しぶりの上下巻。どんなもんでしょうか。作中、今回は本ほん能のう寺じの変へんという感じですが、これもある意味、未解決事件の一つなのだろうなー、と感じていたりします。何しろ動どう機きも不明なら、被ひ害がい者しやの遺い体たいも残っていなかったりで、現代だったら頭抱える事件ですね。

　ともあれこの時期、信のぶ長ながは朝ちよう廷ていとの結びつきを強くしようとしていたりで、朝廷のお墨すみ付つき＝武ぶ家けの代表としての地位を確立しようとしていたと考えると、信長は意い外がいに手て順じゆんを踏んで天下の掌しよう握あくに動いていた感があります。思ったより搦からめ手てで文ぶん系けいというか。とにかく敵対勢力潰つぶしていって、最後に官かん位いを得ていった秀ひで吉よしのパワープレイは、そこらの根回しやってたら信長の二にの舞まいになる、という反省があったんでしょうか。そう考えると、将しよう軍ぐん位いを確保で権けん勢せいを収めた家いえ康やすは、やはり両者のいいとこ取りで、朝廷への気き遣づかいもありなんだなあ、とか。

　ではいつものチャット。

「何か学生時代の痛い話とか、してみるといいよ」

『あまり大した事ないけど、小学校とか、学校対たい抗こうの音楽会とかあるじゃん』

「学校対抗？　クラス対抗じゃなくて？」

『うちは何故なぜか隣となりの市のホール使ってやってたんだよ。で、俺おれ、ピアニカ隊だったのね』

「あー、あの、管くだしゃぶるアレ」

『しゃぶんねえよ。で、アレ、意外に吐と息いきの水すい滴てき溜たまるからクリーニング必要なのな。で、ピアニカ隊は全員、前日持ち帰りで、俺、前夜は特とつ訓くんして、水洗いして持っていったの。

　それで本番になってさ、吹き始めたら、俺の、途と中ちゆうで音がしなくなっちゃって』

「それでどうしたの」

『うん。何だろう、って。演えん奏そう中に密ひそかにエア部分開けて振ったら、昨夜ゆうべの水洗いの水がエア穴からドパァって出てさ。そしたら横の女が〝キャアハナミズゥ──！〟って叫んで舞ぶ台たいは超パニック。女の子とかビックリで五人くらい連れん鎖さで泣き出すし、笛ふえどもは雛ひな壇だんの最上段に逃げ出すしな。俺、〝ハナミズじゃねえよ！　ねえよ！〟って言ってたら先生につまみ出された』

「アンタよく仇あだ名ながハナミズにならなかったなソレ」

　下手へたすると一生モノですよね。とまあ、今回の作業BGMはDAITAで「Rebirth」。涼しい夜に大きな月を見ると、何か思い出す曲です。ともあれ今回、

「誰だれが一番過去を活いかしていたのだろうか」

　という辺りで。では、またヘクセンナハトやGガールズTトークなどあったり、ホライゾンのスマホゲーとかもあったりですが、少々お待ち下さいませ。


平成二十八年三月　花か粉ふんの収まってきた朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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